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お客様のオーナーズマニュアルについて
お客様の車両に対してカスタマイズされた最新かつ重要な情報を得るには、車両のタッチスクリーンでアプリ ランチャーにタッチし
て、マニュアル アプリを選択します。この情報は、購入された機能、車両設定、マーケット地域、およびソフトウェア バージョンに応
じた、お客様の車両に特有のものです。これとは対照的にテスラが提供するオーナー情報は適宜更新されるものであり、お客様の車両
に特有の情報が含まれない可能性もあります。
リリースノート
ソフトウェアのアップデート後には、タッチスクリーンに新しい機能に関する情報が表示されます。これらはマニュアル アプリで「リ
リースノート」タブを選択するか、「コントロール」 > 「ソフトウェア」 > 「リリースノート」の順にタッチすれば、いつでも表示で
きます。車両の使用方法に関してオーナーズマニュアルの内容がリリースノートの情報と矛盾する場合は、リリースノートを優先して
ください。
イラスト図および製品仕様
本文書に掲載されるイラスト図は例示のために描かれています。車両のオプション、ソフトウェア バージョン、販売地域により、車両
のタッチスクリーンに表示される情報は多少異なる場合があります。
本書に記載の仕様および説明は、印刷時に、すべて正確であることが確認されています。ただし、改良を続けることが Tesla の目標で
あるため、当社はいつでも製品変更を行う権利を留保します。本文書に不正確な記述や漏れを見つけられた方は、お手数ですが下記の
メールアドレスまでご連絡下さい。
安全情報
タッチスクリーンでお客様の Model X のオーナーズマニュアルの安全情報を見ることができます。
お客様の Model X に関する詳細情報を確認するには、お客様の地域のテスラ ウェブサイトにアクセスして、テスラ アカウントにログ
インします。アカウントがない場合はサインアップしてアカウントを取得してください。
Model X に関して質問や疑問がある場合は、Tesla までお電話でご連絡ください。
© 2012-2025 TESLA, INC.
本書にあるすべての情報およびすべてのソフトウェアは、Tesla, Inc.およびライセンス許諾者の著作権およびその他知的財産権の対象
となります。本ガイドは、Tesla, Inc. およびそのライセンス許諾者の書面による事前の許可なくして、いかなる部分も改変、複製、複
写することを禁じます。詳細情報は要求により入手可能です。以下は、Tesla, Inc.の米国またはその他の国における商標または登録商
標です。
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1. エクステリア ライト (ライト ページ 73)
2. フロント ドア（キーおよびドア ページ 20）
3. ファルコンウィングドア (キーおよびドア ページ 20)
4. 充電ポート (充電方法 ページ 192)
5. アクティブ スポイラー（オプション）（アクティブ スポイラー ページ 95）
6. オートパイロット カメラ (オートパイロットについて ページ 105)。
7. 外部ミラー (ミラー ページ 70)
8. レーダー センサー（バンパー内）（オートパイロットについて ページ 105）
9. フード / フロントトランク (フロントトランク ページ 31)

10. ホイールおよびタイヤ (ホイールとタイヤ ページ 229)
11. リアビュー カメラ (リアビュー カメラ ページ 93 および オートパイロットについて ページ 105)
12. リア トランク/リフトゲート (リアトランク ページ 29)
13. 超音波センサー (パーキングアシスト ページ 83 および オートパイロットについて ページ 105)

外装
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1. インテリア ドア ハンドル（#unique_17 ページ ）
2. オートパイロットレバー （トラフィックアウェア クルーズコントロール ページ 115 およびオートステアリング ページ 120）
3. ウィンカー レバー（ハイビーム ヘッドライト ページ 73、ウィンカー ページ 74、ワイパーとウォッシャー ページ 76）
4. ステアリング ホイール ボタン - 左 (ハンドルの左ボタンを使用する ページ 68)
5. インストゥルメントパネル (インストゥルメントパネル ページ 11)
6. ステアリング ホイール ボタン - 右 (ハンドルの右ボタンを使用する ページ 68)
7. ドライブストーク (シフト方法 ページ 72)
8. タッチスクリーン (タッチスクリーン ページ 6)
9. グローブボックス ボタン (グローブボックス ページ 33）

10. キャビン空調通気口（空調を操作する ページ 168）
11. パワー ウィンドウ スイッチ (開閉 ページ 27)
12. サイド ミラー調整スイッチ (ミラー ページ 70)
13. シート (フロントおよびリア シート ページ 35)
14. ステアリング コラム アジャスター (上図には非表示) (ハンドル ページ 68)
15. クラクション(クラクション ページ 69)
16. ブレーキ ペダル (ブレーキと停車 ページ 77)
17. アクセルペダル (加速モード ページ 87)
18. ハザード ランプ (ハザードランプの点滅 ページ 74)

インテリア
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19. カップ ホルダー (カップホルダー ページ 34)
インテリア
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警告: 運転する時は、常に道路と周囲の交通環境に注意を払ってください。ドライバーが注意散漫となることを最小限に抑
え、同乗者や他の道路利用者の安全を確保するために、走行中はタッチスクリーンによる設定の調整を行わないでください。

従来の車ではたとえば、ヒーターや空調やヘッドライトなどの調節に多くの物理的ボタンを使用していましたが、タッチスクリー
ンだけで多数の機能を制御できます。タッチスクリーンからは、メディアとナビゲーションのコントロールやエンターテイメント
機能の使用、選択設定による Model X のカスタマイズが利用できます。一般的なタッチスクリーン コントロールにハンズフリーで
アクセスするためには、音声コマンドを使用します（音声コマンド ページ 17 参照）
タッチスクリーンが反応しない、または異常な動作を示す場合は、再起動してください（タッチスクリーンまたはインストゥルメ
ントパネルの再起動 ページ 8 を参照）。

注意: タッチスクリーンに画面保護フィルムを貼らないでください。そうした場合、タッチスクリーンに意図しない入力（偽
の入力）、応答遅延、タッチに対する無反応、静電放電によるタッチスクリーンへの損傷などが生じるおそれがあります。

注: 各種イラストは、コンセプトの理解の促進のみを目的としています。車両オプション、ソフトウェア バージョン、販売地域、地域設定、言語設定によって、スクリーンの表示内容は異なります。

1. ステータスバー: トップバーで車両のコントロールとステータスを確認します（トップ ステータス バー アイコン ページ 7 を参
照）。

2. ナビゲーション: 地図の向きを変更し、目的地を検索またはナビゲーションし、ナビゲーション設定を変更します。（マップと
ナビゲーション ページ 177 参照）。

タッチスクリーン
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3. コントロール: さまざまな機能を制御し、Model X をカスタマイズしてあなたの好みに合わせます。コントロール画面が地図の
上に表示されます。コントロール画面のオプションにタッチすると、選択したオプションに関連するさまざまな設定および好み
が表示されます。
特定の設定を検索するにはコントロール画面の上部にある検索にタッチします。結果を直接変更するか、リンクをタップして

「コントロール」にあるオプションに移動します。
情報アイコンが特定の設定の隣に表示されているときに、それをタッチすると、関連する設定について役に立つ
詳細情報を提供してくれるポップアップが表示されます。

注: 車両のコントロール、設定および好み（空調、メディア、ナビゲーションなど）は音声コマンドを使用してハンズフリーで
調整することができます（音声コマンド ページ 17 を参照）。
注: このアイコンを長押しすると、タッチスクリーンのフィードバックを Tesla に送信することができます。

4. 空調（運転席）: 左右の矢印を使用すると、キャビンの温度を調整できます。ポップアップの「スプリット」にタッチすると、
運転席と助手席で個別に操作できるコントロールが表示されます。温度アイコンにタッチすると空調設定をカスタマイズでき
ます（空調を操作する ページ 168 参照）。

5. マイ アプリ: よく使用するアプリやコントロールにワンタッチでアクセスするため、ここで表示内容を選択することができま
す。マイ アプリをカスタマイズ ページ 7 を参照してください。

6. アプリ ランチャー: アプリ ランチャーにタッチするとアプリ トレイが開きます。アプリをタッチして開きます。選択したアプ
リがマップの上部に表示されます。アプリを終了するには、下にドラッグします。

7. 最近使用したアプリ: 最近使用したアプリを表示します。ここに表示される最近使用したアプリの数は、マイ アプリに追加した
アプリの数によって変わります。マイ アプリに最大数のアプリを追加している場合、直近に使用したアプリだけが表示されま
す。

8. 空調（助手席）: 温度コントロールが「スプリット」のときは、運転席と助手席で個別に操作できるコントロールが提供されま
す。

9. 音量調節: メディア プレイヤーと電話の音量を制御します（音量調節 ページ 183 参照）。ナビゲーション指示の音量は別途制御
されます（マップとナビゲーション ページ 177 参照）。

マイ アプリをカスタマイズ
よく使用するアプリや設定にワンタッチでアクセスするため、
タッチスクリーンの下部バーにあるマイ アプリエリアの表示
内容をカスタマイズすることができます。
1. マイ アプリエリアにあるアプリまたはコントロールを長押

ししてカスタマイゼーション モードに入ります。このエリ
アが空白の場合、アプリ ランチャーにタッチします。

2. アプリまたはコントロールをアプリ トレイから下部バーの
マイ アプリエリアにドラッグします。
注: アプリ トレイで選択したシートヒーターが、マイ アプリ 
エリアではなく温度の隣に表示されます。

注: マイ アプリに最大数のアプリやコントロールを既に追加し
ている場合、アプリを追加すると右端のアプリが削除されます。
注: アプリまたはコントロールを長押ししてから該当する「X」
にタッチしてマイ アプリエリアから削除します。

トップ ステータス バー アイコン
タッチしてすべてのドアやトランクをロック /
アンロックします。

4:20 pm 車両は自動で時刻を更新します。時刻が正し
くない場合、車両が最新ソフトウェアによる
インターネットおよび GPS への接続性を持っ
ていることを確認します。
ソフトウェアアップデートが完全にダウンロ
ードされ、インストールできる状態になった
ときに表示されます。（ソフトウェア アップ
デート ページ 201 を参照）。

ドライバープロファイル（バレーモードおよ
びイージーエントリーなど）の追加、設定、
簡単な切り替えを行います。ドライバープロ
フィール ページ 89 を参照してください。

タッチスクリーン
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HomeLink デバイス（装備されている場合）
をコントロール/プログラムします（スマート 
ガレージ ページ 64 参照）。

通知があるときに表示されます。タッチする
と、通知に関する情報が表示されます。「サー
ビス」 > 「通知」をタッチすると、最新の通
知のリストを新しい順に表示することもでき
ます。
Wi-Fi ネットワークに接続した際に表示され
ます

携帯電話通信ネットワークに接続した際に表
示されます。タッチして Wi-Fi に接続します

（Wi-Fi ページ 59 参照）。

Model X の携帯電話接続が使用不能である場
合に表示されます。このアイコンにタッチす
ると「Wi-Fi 設定」にすぐにアクセスできま
す。

Bluetooth デバイスに接続します（Bluetooth
ページ 60 参照）。

助手席エアバッグのステータス（エアバッグ 
ページ 51 を参照）。

タッチスクリーンまたはインストゥルメ
ントパネルの再起動
タッチスクリーンが応答しない場合や、異常な挙動を示す場合
は、タッチスクリーンを再起動することができます。
注: 乗員やその他の道路利用者の安全を確保するため、タッチス
クリーンの再起動は車両をパーキングに入れてから行ってくだ
さい。
1. パーキングにシフトします。
2. タッチスクリーンが暗くなるまで、ハンドルの両方のスクロ

ール ボタンを長押しします。スクロール ボタンを押しなが
らブレーキ ペダルを踏む動作は、実行しても何も起こらず、
要求されることもありません。

3. 数秒後に Tesla ロゴが表示されます。タッチスクリーンが
再起動するまで約 30 秒待ちます。数分経っても、タッチス
クリーンが反応しなかったり、タッチスクリーンが通常とは
異なる挙動が見られたりした場合は、（可能であれば）パワ
ーサイクリングを試します。車両でパワーサイクリングを
行う ページ 67 を参照してください。

インストゥルメントパネルをリセットするには、パーキングに
シフトしてからハンドルの上部の 2 つのボタン（「音声コマン
ド」および「次へ」）を 15〜30 秒押すか、画面が暗転するまで
待ちます。数秒後、Tesla ロゴが表示されます。インストゥルメ
ントパネルが再起動するまで約 30 秒待ちます。
注: スクロールボタンを押しても、タッチスクリーンが再起動さ
れるだけです。車両のその他のコンポーネントを再起動するこ
とはなく、Model X の電源のオンオフも行いません。

ディスプレイおよびサウンド設定のカス
タマイズ
表示設定を自分の好みに合わせるには、「コントロール」 > 「表
示」の順にタッチします。

• 表示モード: 表示として、「暗い」と「明るい」のいずれかで
カスタマイズします。「オート」に設定すると、周囲の照明
状態に応じて明るさが自動的に変わります。

• 明るさ: スライダーをドラッグして手動でスクリーンの明る
さのレベルを制御します。「表示モード」を「オート」に設
定すると、周辺の照明状態と明るさの好みの両方に基づい
て、タッチスクリーンが調整を行ないます。 Model X 選択し
た明るさの好みを記憶し、タッチスクリーンを適切に調整し
ます。

• 省エネモード: オンに切り替えると、Model X は使用されて
いないときの消費電力量を減らします（新しい車両では、自
動で対応しています）。航続距離を最大限に伸ばす ページ 
199 を参照してください。

• 画面クリーニングモード: 有効にすると、クリーニングしや
すいように、タッチスクリーンは暗くなって一時的に停止状
態になります。画面上の指示に従い、画面クリーニングモー
ドを終了します。

• タッチスクリーン言語: タッチスクリーンで使用する言語を
選択します。
注: Model X 言語設定を変更するには、ギアをパーキングに
入れる必要があります。言語を変更する際、Model X がシャ
ットダウンされて再起動するため、若干時間がかかります。

タッチスクリーン
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• 音声認識言語: 音声コマンドに使用する言語を選びます。
• 音声ナビ言語: ナビゲーション システムが使用する音声ガ

イダンスの言語を使用します。
注: 言語のダウンロードが必要な場合、ドロップダウン リス
トで言語を選択してダウンロードを開始します（Wi-Fi 接続
が必要です）。

• 時間: 時間の表示フォーマットを 12 時間と 24 時間のいずれ
かから選択します。

• エネルギー表示: 残りエネルギーを表示するには、充電単位
としてバッテリー残量のパーセントまたは推定走行可能距
離を選択します。
注: 充電の必要性が迫っている場合は、エネルギー予測を大
まかなガイドラインとしてのみ利用してください。さまざ
まな要因がエネルギー消費に影響を与えます。電力消費量
に影響する要因 ページ 199 を参照してください。

• 距離: 測定値をメートル単位（キロメートル、センチメート
ルなど）またはインチ単位（マイル、インチなど）で表示す
るかを選択します。

• 温度: 温度表示として、華氏か摂氏のいずれかを選択します。
• タイヤ空気圧: タイヤ空気圧表示として、BAR か PSI のいず

れかを選択します。
ディスプレイのカスタマイズの他に、Joe Mode を有効にして、
重大な安全問題に関連しないすべてのチャイムの 音量を低くす
ることができます。「コントロール」 > 「安全」 > 「Joe Mode」
の順にタッチして有効にします。

車両に名前を付ける
車両をさらにカスタマイズするために、名前を付けることがで
きます。タッチスクリーンの右側にある Model X の画像の下の

「コントロール」 > 「ソフトウェア」 > 「車に名前を付ける」を
タッチします。車両にすでに名前が付いている場合は、既存の
名前をタップして変更できます。ポップアップに新しい名前を
入力して「保存」をタッチします。Tesla モバイルアプリにも、
Model X の名前が表示されます。

工場リセットによる個人データの消去
Model X の所有権を譲渡する場合は、セキュリティ上の理由か
ら、お客様のアカウントから車両を削除する前に、「コントロー
ル」 > 「サービス」 > 「工場リセット」の順にタッチして工場
リセットを実行してください。データの消去を実行する前に、
Model X がドライバーの認証情報を確認するため、Tesla アカウ
ントのユーザー名とパスワードの入力が求められます。
注: 工場リセットの実行は、車両がお客様のアカウントに登録さ
れている場合にのみ可能です。車両がお客様のアカウントから
削除されると、カスタマイズした設定を工場出荷時のデフォル
トにリセットし、すべての個人データを消去するためのアクセ
ス権が失われます。

タッチスクリーン

9概要



収納コンパートメントやカップ ホルダー（車内の収納 ページ 
33 を参照）に加えて、Model X の車内には USB ポート、、およ
び低電圧電源ソケットといったさまざまな電子装備品がありま
す。

USB ポート
Model X にはセンター コンソールの前面に 2 つの USB ポート
があります。これらのポートに接続された USB ドライブに保
存されているオーディオ ファイルを再生する方法については、
デバイスからメディアを再生 ページ 184 を参照してください。
これらのポートを使用して USB 機器を充電することもできま
す。

さらに、Model X にはセンターコンソールのリア側に充電専用
の USB ポートが 2 つあり、さらにもう一つの充電専用接続が 3
列目シートの間にあります（装備されている場合）。
注: センターコンソール前方の 2 ポートとコンソールリア側の 
2 箇所を同時に使って 4 台の機器を充電できます。
注: 電源は車両が起動状態だと認識されている時に利用できま
すが、車両は様々な理由により起動状態になります。たとえば、
サモンなどの機能の使用時や、「プレコンディショニング」、「キ
ャビン過熱保護」、「エアコンを ON のままにする」、「ドッグ モ
ード」、「セントリーモード」などの機能が有効なときです。低
電圧バッテリーが充電されているか使用中の時、HV 充電中、車
両がモバイルアプリと通信中の時にも、車両が起動状態になり
ます。アクセサリープラグを差し込んだままにしても低電圧バ
ッテリーは放電しません。

低電圧 電源ソケット
Model X のセンター コンソールの前面に電源ソケットがありま
す。追加の低電圧電源ソケットはリアトランク内にあります。
インストゥルメントパネルとタッチスクリーンがオンになって
いれば、電源を利用できます。

低電圧電源ソケットは、11A までの連続通電（最大 15A）また
は最大 150 持続 W（最大 180 W）までのアクセサリーが適合し
ます。
注: 電源は車両が起動状態だと認識されている時に利用できま
すが、車両は様々な理由により起動状態になります。たとえば、
サモンなどの機能の使用時や、「プレコンディショニング」、「キ
ャビン過熱保護」、「エアコンを ON のままにする」、「ドッグ モ
ード」、「セントリーモード」などの機能が有効なときです。低
電圧バッテリーが充電されているか使用中の時、HV 充電中、車
両がモバイルアプリと通信中の時にも、車両が起動状態になり
ます。アクセサリープラグを差し込んだままにしても低電圧バ
ッテリーは放電しません。
注: Model X が（バッテリー電圧低下、電波干渉などのために）
キーフォブを認識できない場合は、Model X が最もキーを検出
しやすいセンターコンソール内の低電圧電源ソケットの真下に
キーフォブを置いてください。

警告: 電源ソケットやアクセサリー端子は熱くなること
があります。

車内の電子装備品
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インストゥルメントパネルについて
インストゥルメントパネルは以下のように Model X の状況によって変わります。

• オフ（以下参照）。
• 運転中（インストゥルメントパネルについて - 運転中 ページ 15 を参照）。
• 充電中（充電ステータス ページ 193 を参照）。

Model X がオフの場合、インストゥルメントパネルには残りの後続距離、ドアの状態、外気温が表示されます。ブレーキを踏むと、
上部のインジケーター ライトが短く点灯します。現状に該当するインジケーターがない限り、その後インジケーターは消灯しま
す。インジケーターが点灯または消灯しない場合は、Tesla に連絡してください。
注: 以下の図は説明のみを目的としています。表示される情報は、車両オプション、ソフトウェアのバージョン、販売地域により
異なる場合があります。

インストゥルメントパネルに点灯する次のインジケーターは、特定の状況を伝え、警告するものです。
米国およびメキシコ： Model X を最初に始動したときに短く表示される以外で、タッチスクリーンにこの赤色のブレーキ インジ

ケーターが表示された場合は、ブレーキシステムの不具合が検出されているか、ブレーキ液の量が少なく
なっています。ただちに Tesla にご連絡ください。一定の圧力でブレーキ ペダルをしっかりと踏み続け
て、安全な場所に車両を停車させます。

カナダ: Model X を最初に始動したときに短く表示される以外で、タッチスクリーンにこの赤色のブレーキ インジケー
ターが表示された場合は、ブレーキシステムの不具合が検出されているか、ブレーキ液の量が少なくなってい
ます。ただちに Tesla にご連絡ください。一定の圧力でブレーキ ペダルをしっかりと踏み続けて、安全な場所
に車両を停車させます。

米国およびメキシコ： ブレーキ ブースターの故障が検出されると、タッチスクリーンに黄色のブレーキ インジケーターが表示
されます。一定の圧力でブレーキ ペダルをしっかりと踏み続けて、安全な場所に車両を停車させます。
油圧ブースト補正が起動します（#unique_64 ページ を参照）。

インストゥルメントパネル
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カナダ: ブレーキ ブースターの故障が検出されると、タッチスクリーンに黄色のブレーキ インジケーターが表示され
ます。一定の圧力でブレーキ ペダルをしっかりと踏み続けて、安全な場所に車両を停車させます。油圧ブー
スト補正が起動します（#unique_64 ページ を参照）。

米国およびメキシ

コ：

Model X を最初に始動すると、タッチスクリーン上で ABS インジケーターが短く黄色に点滅します。この
インジケーターが点灯したときは ABS に故障が発生しており、ABS は機能していませんので、Tesla にご連
絡ください。ABS が故障していても、ブレーキシステムは影響を受けることなく完全に機能します。ただ
し、ブレーキの制動距離が長くなることがあります。慎重に運転し、急ブレーキは避けてください。

カナダ: Model X を最初に始動すると、タッチスクリーン上で ABS インジケーターが短く黄色に点滅します。このイン
ジケーターが点灯したときは ABS に故障が発生しており、ABS は機能していませんので、Tesla にご連絡くだ
さい。ABS が故障していても、ブレーキシステムは影響を受けることなく完全に機能します。ただし、ブレー
キの制動距離が長くなることがあります。慎重に運転し、急ブレーキは避けてください。

米国およびメキシコ： タッチスクリーンを使用して手動でパーキングブレーキをかけると、タッチスクリーンに赤色
のパーキングブレーキ インジケーターが点灯します。

カナダ: 

タッチスクリーンを使用して手動でパーキングブレーキをかけると、タッチスクリーンに赤色のパーキング
ブレーキ インジケーターが点灯します。

米国およびメキシコ： パーキングブレーキに電気上の問題が生じると、タッチスクリーンに黄色のパーキングブレーキ 
インジケーターが点灯し、不具合発生のメッセージが表示されます。

カナダ: 

パーキングブレーキに電気上の問題が生じると、タッチスクリーンに黄色のパーキングブレーキ インジケー
ターが点灯し、不具合発生のメッセージが表示されます。

ロービーム ヘッドライトがオンになっています。

ハイビーム ヘッドライトがオンになっています。ハイビームが点灯しているけれども「オートハイビーム」（装備さ
れていれば）設定がオフになっているとき、または「オートハイビーム」設定がオンにされているが一時的に使用
できない場合に点灯します。ハイビーム ヘッドライト ページ 73 を参照してください。

ハイビーム ヘッドライトが現在点灯していて、Model X の前方にライトを検知した場合は、オートハイビーム（装
備されていれば）をオフにする準備ができています。ハイビーム ヘッドライト ページ 73 を参照してください。

インストゥルメントパネル
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オートハイビーム（装備されていれば）がオンで Model X の前方にライトが検出されているので、ハイビーム ヘッ
ドライトが一時的にオフになっています。。ライトが検出されていませんので、ハイビームが自動的にオンに戻りま
す。ハイビーム ヘッドライト ページ 73 を参照してください。

パーキング ライト（サイド マーカーライト、テールライト、ナンバープレートライト）が点灯しています。ライト
ページ 73 を参照してください。

フロント フォグランプ（装備の場合）。ライト ページ 73 を参照してください。

対応フロントライト（装備の場合）。#unique_65 ページ を参照してください。

横滑り防止装置（ESC）システムは、ブレーキ圧とモーター出力を制御し、ホイールスピンを最小限に抑えます（イ
ンジケータが点滅します）。トラクションコントロール ページ 86 を参照してください。このインジケーターが点灯
したままの場合、不具合が検出されていますので直ちに Tesla へ問い合わせる必要があります。

エアサスペンションシステムのパフォーマンスを 低下させる不具合が検出された場合、この黄色のインジケーター
ライトが表示されます（エア サスペンション ページ 81 を参照）。不具合が解消しない場合は、Tesla にご連絡くだ
さい。

故障によりエア サスペンション システムが無効になったことが検知されると、インストゥルメントパネル上で赤色
の表示灯が点灯します（エア サスペンション ページ 81 を参照）。Tesla にご連絡ください。

エアバッグの安全性。すぐに Model X を運転できる状態の際にこの赤いインジケーターが点滅しない場合、または
点灯し続ける場合は、直ちに Tesla に連絡してください。エアバッグ ページ 51 を参照してください。

車両のホールド機能が積極的にブレーキをかけています。オートブレーキ ホールド ページ 85 を参照してくださ
い。

タイヤの空気圧警告。タイヤの空気圧が許容範囲外になっています。タイヤ空気圧監視システム（TPMS）の不具合
が検出されると、インジケーターが点滅します。TPMS が故障した場合は、Tesla に連絡してください。タイヤのお
手入れとメンテナンス ページ 205 を参照してください。

ドアまたはトランクが開いています。キーおよびドア ページ 20、リアトランク ページ 29、またはフロントトラン
ク ページ 31 を参照してください。

インストゥルメントパネル
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乗員のいる席のシートベルトが締められていません。シートベルト ページ 40 を参照してください。

横滑り防止装置はホイールのスピンを最小化しなくなっています。後輪駆動車両でトラクション コントロール シ
ステムオフになっているか、四輪駆動車両でスリップスタート機能が有効になっています。トラクションコントロ
ール ページ 86 を参照してください。

Model X 輸送モードで勝手に車両が動く状態です。車両から降りても自動的にパーキングにシフトしません。車両
輸送者向け注意事項 ページ 235 を参照してください。

けん引モード（搭載されている場合）が有効になっています。牽引とアクセサリー ページ 96 を参照してください。

寒冷な気候条件が原因でバッテリーに蓄えられている電力が利用できなくなったときに表示されます。このような
寒冷な気候条件下では、充電速度が低下することがあります。Model X が充電のために電源に接続されている場合、
モバイルアプリを使用して温度調整機能をオンにしてバッテリーを温めることができます。バッテリーが十分に温
まると、雪の結晶のアイコンが消えます。
バッテリーの電力残量が少ないか、または車両システムが加熱/冷却されているため、車両電源の利用が現在制限さ
れています。

左折の方向指示器が動作していると緑色で点滅します。ハザードランプが動作していると、左右両方の方向指示器
が緑色で点滅します。

右折の方向指示器が動作していると緑色で点滅します。ハザードランプが動作していると、左右両方の方向指示器
が緑色で点滅します。

ポップアップメッセージおよび車両のアラート
インストゥルメントパネルにポップアップメッセージが表示されます。例えば、シートベルト リマインダ（人が座っている座席で
シートベルトが装着されていない場合）、アラート通知（電話着信があった場合）、テキスト メッセージ（該当する場合）、音声コ
マンド（使用している場合）が表示されます。

タッチスクリーンの通知アイコンにタッチすると、車両アラートおよび通知の一覧を表示することができます。
注: 現時点ですべてのアラートに追加情報が提供されているわけではありません。

インストゥルメントパネル
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インストゥルメントパネルについて - 運転中
Model X の運転中（または運転可能なとき）は、インストゥルメントパネルに現在の運転状況とオートパイロットコンポーネント

（オートパイロットについて ページ 105 を参照）が検出した道路のリアルタイムの視覚化された画像が表示されます。視覚化され
た画像は、ブラインドスポットに車両が検出された時にそれをドライバーに知らせるよう、自動的にズームインとズームアウトを
行います。
注: 以下の図は説明のみを目的としています。表示される情報は、車両オプション、ソフトウェアのバージョン、販売地域により
異なる場合があります。

注: 「コントロール」 > 「オートパイロット」 > 「フル セルフドライビングの表示プレビュー」（装備車の場合）の順にタッチし
て、路面標示、一時停止標識灯、物体（ゴミ箱、柱ほか）など、車道やその周辺の詳細情報を表示します。
1. インジケーターが上部に状況を提供します（インストゥルメントパネルについて ページ 11 を参照）。
2. 目的地へのナビゲーションを使っているときには、ナビゲーション指示がここに表示されます。インストゥルメントパネルの左

側に表示される内容を変更するには、ナビゲーション指示が表示されていないときに、ステアリング ホイール左側のボタンを
使用してください（ハンドルの左ボタンを使用する ページ 68 を参照）。

3. オートステアリングが Model X のハンドル操作をしている。オートステアリングは利用可能だが、有効化はしていない場合、
アイコンは灰色です（オートステアリング ページ 120 を参照）。

4. トラフィックアウェア クルーズコントロールが設定速度で走行中です。トラフィックアウェア クルーズ コントロールが使え
る状態で、巡航速度を設定していない場合、アイコンはグレーになり速度は表示されません (トラフィックアウェア クルーズコ
ントロール ページ 115 を参照)。

5. 巡航速度。
6. スピード アシストが検出している速度制限（設定されている場合）（スピードアシスト ページ 158 を参照）。

注: 速度制限のアイコンの周りに青色の輪郭が表示された場合、あなたが速度制限を超えていることを知らせています。
7. Model X が電力を制限している場合は、エネルギー グラフのパワー メーターに点線が表示されます。加速用の電力が制限され

ていると、上部（エネルギー使用中）に破線が表示され、回生ブレーキからの電力が制限されている場合には、下部（エネルギ
ー獲得中）に破線が表示されます。 Model X は、多くの理由により電力を制限します。以下にいくつかの例を挙げます。
◦ バッテリーの残量低下していたり、パワートレインが熱い場合は、加速が制限されることがあります。
◦ 外気温が非常に高い場合または非常に低い場合は、加速と回生ブレーキの両方が制限されることがあります。
◦ バッテリーがフル充電されていると回生ブレーキが制限されることがあります。

インストゥルメントパネル
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注: インストゥルメントパネルの右側に表示される内容は、ステアリング ホイール右側のボタンで変更します（ハンドルの右ボ
タンを使用する ページ 68 を参照）。

8. ここに表示される重要なメッセージに注意してください。警告が出ている場合は、タッチスクリーンのステータスバー（タッチ
スクリーンの最上部）の警告アイコン（! マーク）にタッチして警告の詳細を表示することができます。

9. 電話をしていないときにインストゥルメントパネルの右側に表示される内容を変更するには、ステアリング ホイール右側のボ
タンを使用します（ハンドルの右ボタンを使用する ページ 68 を参照）。

10. 推定航続可能距離（エネルギー）。航続距離の代わりに、バッテリー残量 （%）を表示することもできます。これを行うには、
「コントロール」 > 「スクリーン」 > 「エネルギー表示」の順にタッチします。

注: 充電の必要性が迫っている場合は、予想航続距離を大まかなガイドラインとしてのみ利用してください。
11. 現在選択しているドライブ モード: パーキング、リバース、ニュートラル、ドライブ。
12. 前方の車（該当する場合）。
13. インストゥルメントパネルの下部中央に表示される運転に関係した警告メッセージに注意してください。
14. お客様の Model X。
15. オートステアリングが有効な場合に通行区分車線を検出すると、青色にハイライト表示されます（オートステアリング ページ 

120 を参照。）現在のドライビング シナリオに応じて周囲の走行車線を表示することができます。
注: 「オートパイロット ナビ走行」がオンになっていると、Model X の前方に走行車線が青色のラインで表示されます（オート
パイロット ナビ走行 ページ 125 を参照）。

警告: インストゥルメントパネルは周囲のある車両を表示しますが、すべての車両を表示している訳ではありません。自分の
周囲に他の車両がいるかどうかを確認するためにインストゥルメントパネルのみに頼らないでください（例、ブラインドス
ポット）。必ずミラーの使用と後ろを振り返って確認してください。

インストゥルメントパネル
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注: お客様の利便性を図るため、Tesla では音声コマンドに使用
する言語をさまざまな言語からお客様が選択できるようにして
います。別の言語を選択するには、「コントロール」 > 「表示」
> 「音声認識の言語」の順にタッチします。
音声コマンドを使用することで、タッチスクリーンを使用せず
に設定や好みを簡単に操作することができます。音声コマンド
は自然な発話リクエストを理解するように設計されています。
以下に音声コマンドで実行可能なアクションの例を挙げます

（これらに限定されません）。
• 空調の好みを調整する
• フロントガラス ワイパーの速さおよび作動間隔を調整する
• 車両の各種機能を制御する
• 目的地までナビを実行する
• 連絡先に電話をかける
• アプリや設定とやりとりする

音声コマンドを開始するには、ハンドルの右側の音声ボタンを
タッチします。チャイムが鳴ったら、要望を言ってください。

音声コマンドの例
音声コマンドの例のリストを示します。これは網羅的リストで
はありません。Tesla では継続的に音声コマンドの改良に努め
ています。
注: 一部の音声コマンド（セントリーモード、ドッグ モードな
ど）については、有効にするために車両をパーキングにシフト
する必要があります。

空調
空調の好みを調整します。

• 「温度を下げて」
• 「温度を上げて」

• 「運転席のシートヒーターを入れて/切って」
• 「助手席を涼しくして」
• 「顔に気流を直接当てて」
• 「空調を同期して」
• 「ファン速度を上げて/下げて」
• 「リア デフロスターをつけて/消して」
• 「温度/ファンを設定して...」
• 「循環をオンにして」

フロント ガラス ワイパー
道路および気象条件の変化に基づいてフロント ガラス ワイパ
ーの速度および作動間隔を更新してください。

• 「ワイパーを速く」
• 「フロント ガラス ワイパー速度を...だけ上げて/下げて」
• 「ワイパーを入れて/切って」

車両のコントロール
車両の各種コントロールを修正します。

• 「セントリーモードオン/オフ」
• 「車を安全に保って」
• 「ドアをロックして/ロック解除して」
• 「ドッグモードをオンにして」
• 「ミラーを閉じて/開いて」
• 「充電ポートを開いて/閉じて」
• 「充電を始めて/止めて」
• 「サービス設定を開いて」
• 「グローブボックスを開いて」

ナビゲーション
場所を検索してその場所まで誘導します。

• 「[場所] ってどこ？」
• 「[場所] までドライブ」
• 「[場所] まで行って」
• 「近くのスーパーチャージャーを表示」
• 「おなかがすいた/楽しいな」 （マップとナビゲーション ペ

ージ 177 参照）。
• 「ナビを止めて」
• 「音声ガイダンスをミュート」

自宅または勤務先の住所をナビゲーション住所として設定して
いる場合、「自宅までの道順」または「会社までつれてって 」の
音声コマンドを使用することができます。

音声コマンド
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連絡先
Bluetooth に接続した電話機（電話、カレンダー、ウェブ会議 
ページ 62 を参照）から連絡先に発信またはテキスト送信すると
きは次のように言ってください。

• 「[連絡先名/電話番号] に電話して」
• 「[連絡先名/電話番号] にテキスト送信」

メディア
メディアを聞き、再生の設定を調整します。

• 「[曲名] が聴きたい」
• 「音量を下げて/上げて」
• 「スキップして次へ」
• 「曲を止めて/再生して」
• 「ソースを [メディアソース ] に変えて」

音声コマンドの認識精度を向上するためには、アーチストや曲
名など、コマンド内に複数の手がかりを含めてください。

アプリと設定
アプリや設定により簡単にナビゲーションができます。

• 「[おもちゃ箱/ブラウザ/シアター/電話機] を開いて」
• 「...を検索」
• 「画面が明るすぎる」
• 「オーナーズ マニュアルを見せて」

「レポート」、「フィードバック」、または「バグレポート」と発
話することでもバグレポートを提出することができます。
音声コマンドに関する詳細については、 https://
www.tesla.com/support/voice-commands を参照してくださ
い。
注: 品質を引き続き向上できるように、Tesla では、音声コマン
ドのトランスクリプション(「温度を設定して…」など)を取得し
て処理します。音声の録音は収集されず、トランスクリプショ
ンはお客様の Tesla アカウントや車両 ID に関連付けられるこ
とはありません。お客様のプライバシー保護をより強力に保護
できるように、個人データを含む音声コマンド(「....に移動して」
や「...に電話をかけて」など)は取得しません。

音声コマンド
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お使いの Model X には、周囲を能動的に監視する、以下のコン
ポーネントが搭載されています。

1. カメラは、リア ナンバープレートの上方に搭載されていま
す。

2. 超音波センサー（装備されていれば）は、フロント/リア バ
ンパー内にあります。

3. 各ドア ピラーにカメラが取り付けられています。
4. フロントガラスにはバックミラーの上方にカメラが 3 台取

り付けられています。
5. 各フロント フェンダーにカメラが取り付けられています。
6. レーダー（装備されていれば）は、フロントバンパーの裏側

に取り付けられています。
Model X には、高精度電動アシスト ブレーキおよびステアリン
グ システムも装備されています。

走行中のカメラキャリブレーション
Model X オートパイロット機能が使用されているときは正確な
操作が必要になります。そのため、車線逸脱防止および自動緊
急ブレーキなどの一部の機能を初めて使用する前、または一部
の種類のサービス修理後に、カメラはセルフ キャリブレーショ
ン プロセスを完了する必要があります。わかりやすくするた
めに、インストゥルメント パネルに進捗インジケータが表示さ
れます。
キャリブレーションが完了すると、アクティブセーフティ 機能
だけでなく、オートパイロット機能も利用可能になります。キ
ャリブレーションは通常、20〜25 マイルの距離を走行した後で
完了しますが、距離は道路や環境条件によって異なります。例
えば、自動車専用道路など、車線が複数あって視認性の高い車
線区分線を持つ直線道路（の走行車線および隣接車線）を走行
すると、キャリブレーションは早く完了します。上記の条件に
おいて Model X を 100 マイル（160 km）で走行させてもキャリ
ブレーションが完了していない場合は Tesla までご連絡くださ
い。
カメラの位置がキャリブレーションを実施したときの位置から
動いてしまった場合（例えば、カメラやフロント ガラスを交換
した場合）はそのキャリブレーションをクリアする必要があり
ます。これには、「コントロール」 > 「サービス」 > 「カメラキ
ャリブレーション」 > 「キャリブレーションをクリア」の順に
タッチします。キャリブレーションがクリアされると、Model X
はキャリブレーション手順を再実行します。これは多くの場合

カメラの再キャリブレーションに役立ちますが、「キャリブレー
ションをクリア」はすべてのカメラやセンサーの問題を解決し
ない場合があります。
注: セルフキャリブレーションドライブは、2016 年 10 月 12 日
以降に製造された Model X 車両にのみ該当します。
注: キャリブレーションを行なうためには、走行車線と隣接車線
の両方において（車両のそれぞれの側の 2 車線以上で）、カメラ
が車線区分線を鮮明に視認できる必要があります。最良の結果
を得るためには、車線区分線が鮮明で、交通量の少ない（理想
的には 5 車線以上ある）複数車線の高速道路の中央の車線を走
行します。
注: キャリブレーションが完了するまで使用できない機能を使
用しようとしても、その機能は有効にならず、インストゥルメ
ント パネルにはメッセージが表示されます。
注: Model X は、Tesla がカメラのサービスを行った場合や、ソ
フトウェアのアップデート後に、キャリブレーションプロセス
を繰り返します。

カメラに障害物がないようにする
それぞれのドライブを開始する前、またはオートパイロットの
機能を使用する前に、すべてのカメラが汚れていないこと、お
よび障害物がないことを確認します（カメラのクリーニング ペ
ージ 211 を参照）。カメラやセンサー（装備されていれば）の汚
れは、周囲状況や消えかかった車線マーキングなどの周囲条件
と同様に、オートパイロットのパフォーマンスに影響をもたら
します。カメラが遮られている場合、または覆われている場合、
Model X のインストゥルメントクラスターにメッセージが表示
され、オートパイロット機能が使用できなくなる可能性があり
ます。 
特に車両を寒い屋外や湿った屋外に駐車する場合には、カメラ
のハウジング内に結露が生じる可能性があります。インストゥ
ルメントクラスター には、カメラが遮られているというアラー
ト、またカメラの障害物が取り払われるまでオートパイロット
の機能の一部/全体が一時的に制限されているというアラート
が表示されます。積極的に結露がないようにするために、暖か
い温度に設定して、フロントウィンドウのデフロスターをオン
にして、フロントの通気をドアピラーに向け車内を予め調節し
ます（モバイルアプリ ページ 56 参照）。

カメラ
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キーレスロックとロック解除
Model X のロックやロック解除は簡単に行うことができます。
有効なキーフォブを携帯している必要がありますが、必ずしも
使用する必要はありません。 Model X 約 3 フィート（1 m）の
範囲内にキーフォブが存在することを認識できるセンサーが運
転席のドア周辺に装備されています。キーフォブをポケットや
バッグに入れておけば、Model X に近づくと検出されます。
パッシブ エントリー（「コントロール」 > 「安全」 > 「パッシ
ブ エントリー」）をオンにしている場合、キーフォブを携帯し
て Model X に近づくと、ドアが自動でロック解除されます。 リ
ア トランクを開けるには、電動リフトゲート外側のハンドル奥
にあるスイッチを押します。
注: Model X ドアや電動リフトゲートがロック解除する前に、運
転席ドア付近でキーフォブが検出されなければなりません。
注: パッシブ エントリーがオフになっている場合は、キーフォ
ブを使用して Model X のロックを解除する必要があります。キ
ーフォブの使用 ページ 20 を参照してください。
プレミアム パッケージが装備され、自動ドア設定がオンとなっ
ている場合は、キーフォブを持って Model X に近づくとドアが
自動でアンロックされ、ドライバー側のドアが少し開きます。
装備されていない場合、または設定がオフになっている場合、
ドアは自動でロック解除され、ハンドルを押すとドアが開きま
す。「自宅で自動ドアを開くを除外する」を選択すると、ドアは
自動で閉まりますが自動で開くことを無効にします（自宅住所
を設定するには「ナビの実行」 > 「自宅を設定」の順にタッチ
します）。
注: キーフォブを携帯して Model X に近づいた際に、全てのドア
のロックを解除するか、もしくは運転席のドアのみを解除する
かを選択できます（運転席ドアロック解除モード ページ 25 を
参照）。
キーフォブを携帯しているときは、リア トランクもキーフォブ
を使わずに開くことができます。電動リフトゲート外側のハン
ドルの下のスイッチを押すだけです。運転席のドアロック解除
モード（運転席ドアロック解除モード ページ 25 を参照）をオ
フに設定し、車両のドア付近でキーフォブを検出してからでな
いとリア トランクは開きません。
Model X ロックも自動的に行われます。「降車後オートロック」
を有効に設定している場合、Model X はキーフォブを携帯して
遠ざかるとロックされます（降車後オートロック機能 ページ 26
を参照）。
さらに、車両をロック/ロック解除したときにクラクションを小
さく鳴らすように Model X を設定できます。「コントロール」 > 

「車両」 > 「ロック確認音」の順にタッチして設定します。
Model X の車内にいる間に、タッチスクリーンのステータスバ
ーにあるアイコンをタッチして、車両をロックまたはアンロッ
クすることもできます。

キーフォブの使用
キーフォブのご使用に慣れるために、キーフォブを Model X の
ミニチュア版と考えてください (Tesla のエンブレムのある側が
前方です)。キーフォブの上面はフロント、リア、その中間で 3 
つのボタンに分かれており、両サイドにはファルコンウィング
ドアに対応する金属ボタンがあります。

1. トランク
◦ アンロックするにはダブルクリックします。
◦ パワー リフトゲートが搭載されている場合、ダブルクリ

ックしてリアトランクを閉めます。シングルクリックす
ると、動いているリフトゲートを止めることができます。

◦ 充電ポート ドアを開くには、ボタンを 1 〜 2 秒間押し続
けます。

2. すべてロック/ロック解除
◦ シングル クリックすることで、すべてのドアとリア  トラ

ンクがロックされます。ハザードライトが 1 回点滅しま
す。
注: ドアまたはリア トランクが開いている場合は、ハザ
ードランプが 3 回点滅してドアはロックされません。た
だし、「キー フォブで全て閉じる」設定をオンにすると

（「コントロール」 > 「車両」 > 「キー フォブで全て閉じ
る」の順にタッチします）、すべてのドア（およびリアト
ランク）を閉じることとロックすることをシングルクリ
ックで行えるようになります。デフォルトでは、この設
定はオフとなり、すべてのドアを閉じてロックするには
トリプルクリックする必要があります。

◦ アンロックするにはダブルクリックします。ハザードラ
イトが 2 回点滅します。
注: プレミアム アップグレード パッケージが装備されて
いる Model X で自動ドアが有効になっている場合（「コン
トロール」 > 「車両」 > 「自動ドア」の順にタッチしま
す）、Model X に近づくだけでドアがアンロックされ運転
席のドアが開きます。次にダブルクリックすると、助手
席側のフロントドアが開きます。

3. フロントトランク
◦ ダブルクリックしてフロントトランクを開けます。

4. ファルコンウィングドア
◦ ダブルクリックすると、対応するファルコンウィングド

アが開閉されます。

キーおよびドア
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◦ シングルクリックすると、対応するファルコンウィング
ドアの動きが止まります。続いてダブルクリックする
と、ファルコンウィングドアの動きが逆になります。た
とえば、ドアを開いていたときは閉じ、閉じていたとき
は開きます。
注: ファルコンウィングドアは、事前に障害物を検出し、
障害物が検出されたときはドアが動かないように設計さ
れています。

警告: Model X ファルコンウィングドアには、ドア
の動線にある物体の存在を検出するセンサーが複
数取り付けられています。大半の場合、物体が検
出されるとドアの動きは止まります。ただし、セ
ンサーはどんな場合でも、特にドアが閉まりかけ
ている場合に、あらゆるエリアで何でも検出でき
るわけではありません。そのため、ドライバーは
常に、ドアの動線に障害物がないようファルコン
ウィングドアを見守り、いかなるときもドアが何
か（人を含む）に接触することを事前に防止でき
るようそばにいてください。確認を怠ると、重大
な損傷や負傷事故につながる可能性があります。

この場合、キーフォブを Model X に向ける必要はありませんが、
キーフォブの作動範囲内にいる必要があります (作動範囲はキ
ーフォブのバッテリーの強さによって異なります)。
Model X がキーフォブを検出できない場合は、キーフォブが車
内にないことを示すメッセージがタッチスクリーンに表示され
ます。キーフォブを、Model X が最も検出しやすい位置である
低電圧電源ソケットの下に置きます (キーフォブが車内にない 
ページ 67 を参照)。
周波数の近い無線機器がキーフォブに影響を与える場合があり
ます。その場合は、キーフォブを他の電子機器 (携帯電話、ノー
トパソコンなど) から 1 フィート 30 cm)以上離してください。
キーフォブが動作しない場合は、バッテリーの交換が必要とな
る場合があります。キーフォブのバッテリーが切れている場合
は、以下のアンロックの手順に従って Model X を開けることが
できます。 (キーフォブが動作しないときのアンロック ページ 
26 を参照)。

注意: 運転する際は、必ずキーフォブを携帯してくださ
い。キーフォブを携帯していない場合でも Model X を運
転することはできますが、その場合は電源を一度切ると、
再度オンにすることができません。
注意: キーフォブを衝撃、高温、液体による損傷から保護
してください。溶剤、ワックス、研磨洗浄剤に触れない
ようにしてください。

キー フォブのバッテリーを交換する
キーフォブのバッテリー寿命は通常使用で約 1 年です。バッテ
リー残量が低下すると、インストゥルメントパネルにメッセー
ジが表示されます。以下の手順に従ってバッテリーを交換しま
す。
注: テスラではすべてのキーフォブのバッテリーを 同時に交換
することを推奨しています。
1. ボタン面を下にしてキーフォブを柔らかい面に置き、小さな

マイナスドライバーか爪を使って底面のカバーを開きます。

注: キーフォブにストラップが付いているときは、底面のカ
バーの「X」の文字のところを指で押してストラップを引く

（つまり、キーフォブを押してカバーから外す）と、底面の
カバーを外すことができます。また、キーとカバーの間に小
さなマイナス ドライバー状のもの、爪または Tesla 提供のツ
ールを差し込んでもカバーをこじ開けることができます。

2. 注意しながらバッテリーを斜めにスライドさせて取り外し
ます。

3. プラス (+) 面を上にして新しいバッテリー (CR2354) を挿入
します。バッテリーが所定の位置にぴったりとはまるよう
ある程度角度を付けて＋面（接触面はキーフォブのほぼ中央
にあります）に向けてスライドさせ、その後反対側にしっか
りと押し込んで所定の位置にしっかりはまっていることを
確認してください。
注: Tesla では、PanasonicCR2354 電池を使用することを推
奨します。これらの電池は、オンライン販売店、地域のスー
パーマーケット、ドラッグストアで購入することができま
す。

注意: バッテリーは＋の接触面に対してスプリングで
押さえられていなければなりません。バッテリーを
接触面の上に置いて無理に押さえつけることはしな
いでください。接触面を損傷する恐れがあります。
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注: バッテリーはきれいに拭いて、平らな面に指を触れない
ようにして挿入します。バッテリーの平らな面に指紋が付
いていると、バッテリーの寿命が短くなることがあります。

4. カバーは、フロント側をキー本体に付け、横に付いているタ
ブとキーフォブ本体側のスロットの位置を合わせて、パチン
という音がするまで押し込んで固定します。

5. 車両のロック解除およびロックを行い、キーフォブが動作す
るかテストします。

ストラップを取り付ける
Model X のキーには小さなストラップを付けられるようになっ
ています。ストラップを付けるときは、上記の要領で底面のカ
バーを外します。キーフォブの裏側のピンにストラップをかけ
ます。カバーを合わせて、パチンと押し込みます。

キーフォブを追加する
キーフォブを紛失した場合または追加のキーフォブが必要な場
合は、テスラにご連絡ください。 Model X 最大 8 個のキーフォ
ブを認識することができます。
Model X の新しいキーフォブを注文したときは、お手持ちのキ
ーフォブすべてをプログラミングし 直してください。

フロント ドアを車内から開閉する
フロント ドアを開けるときは、インテリア ドア ハンドルを手前
に引きます。

Model X の車内からタッチスクリーンを利用してドアの開閉を
行うこともできます。「コントロール」にタッチし、開閉したい
ドアを選びます。
運転席ドアに座ってブレーキペダルを踏むと、運転席ドアが自
動で閉まります。また、ハンドルを手前に引くことでもドアを
閉めることができます。

警告: ブレーキペダルを踏んで運転席のドアが自動で閉
まる前に、手や足などの体の一部が閉まるドアを塞いで
いないことを確認してください。

フロント ドアを車外から開閉する
Model X のドアは電動です。キーを携帯して Model X に近づく
と、すべてのドアが自動的にロック解除されます。ドア ハンド
ルを押すとフロント ドアが開きます。
また、運転席のドアは、車両に近づくと自動的に開き、車両か
ら離れると自動的に閉じるように設定することもできます（装
備されている場合）。検出された障害物に応じて、ドアが 20°〜
45°（半開き）の間で部分的に開きます。

「コントロール」 > 「車両」 > 「自動ドア」の順にタッチしま
す。この設定がオンの場合、キーフォブのロック/ロック解除ボ
タンをダブルクリックして運転席側のドアを開くこともできま
す。その後にダブルクリックすることによってフロントの助手
席ドアが開きます。「自宅で自動ドアを開くを除外する」を選択
すると、ドアは自動で閉まりますが自動で開くことを無効にし
ます（自宅住所を設定するには「ナビの実行」 > 「自宅を設定」
の順にタッチします）。
注: 製造日と、購入時に選択したオプションによっては、Model 
X に自動ドアが搭載されていない場合があります。

「コントロール」 > 「車両」 > 「運転席ドア アンロックモード」
の順にタッチすると、運転席ドアだけをロック解除するように
指定することもできます。運転席ドアロック解除モード ペー
ジ 25 を参照してください。
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注: 寒冷時にドアを開ける際の情報は寒冷環境におけるベスト
プラクティス ページ 174 を参照してください。

注意: 急な坂道に駐車している場合は、フロント ドアが自
動で完全に開かない、または閉じない場合があります。
急な坂道に駐車している場合は、ドアの開閉を Model X 
に完全に頼らないでください。

注: 製造日と、購入時に選択したオプションによっては、Model 
X に自動ドアが搭載されていない場合があります。

ドアが開いていると、インストゥルメントパネル
に「ドアが開いています」インジケーターが表示
されます。また、タッチスクリーンの「コントロ
ール」 ウィンドウの Model X 画像も、開いてい
るドアやトランクを視覚的に表現します。

次の方法で、車両の外側からドアを閉めることができます。
• 手動でドアを押して閉めます。
• キーフォブのロック/ロック解除ボタンをシングルクリック

またはトリプルクリックします（「キー フォブで全て閉じ
る」設定がオンの場合は、シングルクリックのみですべての
ドアとトランクを閉じることができます。トリプルクリッ
クする必要があるのは、この設定がオフの場合です）。

注: 電動式のドアは、障害物が検出されると動作を停止します。
警告: フロント ドアを自動で開閉する (手動で開閉する代
わりに) ときは、まずドアの周囲に障害物 (人や物など) が
ないか確認してください。人や物と接触しないようにド
アの動きを常に監視してください。これを怠ると重大な
怪我や事故につながる恐れがあります。

フロント ドアのリセット
Model X には外側から引っ張ることのできる従来のドアハンド
ルが装備されていないため、車両にはポップ アクチュエーター

（アイスブレーカーとも呼ばれます）が装備され、寒冷時にハン
ドルが凍結した場合などにフロントドアを開けるのをアシスト
します。ポップ アクチュエーターはフロント ドア ラッチの上
にあり必要に応じて引き出してフロント ドアを開きます。フ
ロントドアがわずかに開くと、ポップ アクチュエーターはゆっ
くりとドアに格納されます。

ポップ アクチュエーターが何かに引っかかり格納できなくな
った場合、以下の手順でポップ アクチュエーターを手動で引き
出して引っかかったものを取り除くことができます。
1. ペン、スクリュードライバー、または同等のツールなど（指

や体の一部などは入れない）を使って、塗装を傷めないよう
にドアラッチを慎重に閉じると、Model X はドアが閉じられ
たものと検知します。

2. Model X がロックされていることを確認したら、エクステリ
ア ハンドルを押す、またはインテリア ハンドルを引いてラ
ッチをリセットしポップ アクチュエーターを引き出しま
す。

3. ドアからポップ アクチュエーターが引き出されたら、素早
く引っ掛かっている物体を取り除きます。

警告: ポップ アクチュエーターは、ドアハンドルが押
される、または引かれるとすぐに元に戻ろうとしま
す。ポップ アクチュエーターはゆっくりと戻ります
が、何かが挟まっていたりすると自動ではリリースさ
れません。

警告: 車両の機械的な可動部分には体の一部が触れない
よう充分に注意してください。ドアの開閉を行うとき
は、お子さまが挟まれないようにご注意ください。ポッ
プ アクチュエーターを含み、可動部分での作業する際は
大怪我をする恐れがあります。

ファルコン ウィングドアの開閉
Model X にはファルコンウィングドアがあり、ボタンを押す、
キーフォブを使用する、またはタッチスクリーンで該当するア
イコンにタッチすることで簡単に開閉します。ファルコンウィ
ングドアには、人や物を検知するセンサーが複数装備されてお
り、何かを検知した場合はドアの動きが止まります。検知した
物体に応じて、ドアはそれに接触しないように外側および上方
向の動きを調整します。たとえば、物体が Model X の上方に検
知された場合、ドアはさらに外側には動くものの低めになり、
一方、物体（または人物）がドアのそばに検知された場合には、
ドアが外に出る動きはずっと少なくなります。

警告: いかなる時でも、ファルコンウィングドア フレーム
には手を置かないでください。ドアを閉じる前はドアフ
レーム周辺を確認し、閉じ始めたらドアの動きを注視し
人や物が挟まらないことを確認してください。これを怠
ると重大な怪我や事故につながる恐れがあります。
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警告: ファルコンウィングドアの開け閉めをする前に、ド
ア周囲に障害物（人や物）がないことを確認してくださ
い。ドアには多くのセンサーがついていますが、いつで
もすべての物体を検知できるとは限らず、特にドアが動
いているときにはその傾向が高まります。ある時点にお
いて、ドア近くに検出できないゾーンが生じる場合があ
ります。そのため、ファルコンウィングドアを開閉する
場合、ドライバーおよびその他のパッセンジャーは、ド
アの動きを意識し、いつでも対応できるようにしながら、
動いているドアから離れてください。ドアを動かないよ
うにするには、キーフォブにあるファルコンウィングド
ア ボタンをシングルクリックするか、ドアまたはドアピ
ラーにあるスイッチを押すか、またはタッチスクリーン
にあるボタンをタッチしてください。

ファルコンウィングドアを Model X の外から開けるには、ドア 
ハンドルを押すかまたはキーフォブのファルコンウィングドア 
ボタンを 2 回押します（キーフォブの使用 ページ 20 を参照）。
Model X の車内からファルコンウィングドアを開くには、運転
席側のドア ピラーにあるスイッチを押すか、タッチスクリーン
で該当するドア アイコンをタッチします（「コントロール」）。
注: ファルコンウィングドアは、Model X が停止しているときに
しか開きません。

注: Model X がロックされている場合は、一度スイッチ（上図参
照）を使用して対応するドアのロックを解除します。これをも
う一度行なうとドアが開きます。

注意: ドアに積雪や氷がある場合は、ファルコンウィング
ドアを開ける前に取り払ってください。雪が Model X 内
部に入り、ドアが開かなくなる恐れがあります。ファル
コンウィング ドアの上部のガラスに水または雪がたまる
状況では、Tesla はタッチスクリーンまたは（外部ドアハ
ンドルまたはキーフォブではなく）ドアピラーのスイッ
チを使用してファルコンウィング ドアをゆっくりと数
cm 開くことが推奨されます。ファルコンウィングドア
を最初の数センチをゆっくり開くことで、水や雪が車両
に入ることを減らします。

ファルコンウィングドアを閉じるには、ドアの内側にあるボタ
ンを押してください。キーフォブを利用することもできますが

（キーフォブの使用 ページ 20 を参照）、ドア ピラーにあるスイ
ッチ（上図参照）を使用するか、タッチスクリーンで対応する
ドア アイコンをタッチすることもできます（「コントロール」）。

ファルコンウィング ドアが開いたままになった状態でパーキ
ングからシフトしようとすると、タッチスクリーン上に運転す
る意思を確認する通知が表示されます。走行速度が 10 mph

（16 km/h）に達するとファルコンウィングドアは自動で閉じま
す。運転する前にドアとトランクが確実に閉じられていること
を確認するのはお客様の責任です。
注: お子さまが車内のスイッチを押してファルコン ウィング ド
アを開けてしまわないようにするには、タッチスクリーンでチ
ャイルドロックをオンにします（「コントロール」 > 「車両」 > 

「チャイルドロック」）。チャイルド ロック ページ 25 を参照し
てください。
注: タッチスクリーンを使用して、Model X のファルコン ウィン
グ ドアを低い高さ設定で開くように設定することができます 

（「コントロール」 > 「車両」 > 「ファルコンドアの高さ」）。
注: ファルコンウィングドアが閉じる時に障害物を検出すると、
数センチ戻って動きを止めます。

警告: 対応するファルコンウィングドアを開閉しようと
しているときにフロント ドアが開いている場合は常に、
フロント ドアの開口部から手（あるいは物）を離してく
ださい。ファルコンウィングドアが開きかけているフロ
ント ドアを通過する際、両ドアの間隔は非常に狭くなり
ます。その部分に置いた手や指などはセンサーに検出さ
れず、ドアとドアの間に挟まれることがあります。ファ
ルコンウィングドアの開閉時には、負傷事故の発生を防
止するために、手はフロント ドアから常に離しておく習
慣をつけてください。
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注意: 雨天時には、リフトゲートを開く際にファルコンウ
ィングドアを開けたままにしていると、雨水がリフトゲ
ートからリアシート部に侵入します。
警告: ファルコンウィングドアの開閉時には、ドアが人や
物に触れることがないようにドアの動きを意識すること
が重要です。確認を怠ると、重大な損傷や負傷事故につ
ながる可能性があります。

注: 万が一、Model X に低電圧電力がない場合、タッチスクリー
ンを使用したり、運転席側のドア ピラーにあるスイッチを押し
たりしても、ファルコンウィングドアを開くことはできません。
詳細情報については、電力がない状態でドアを開く ページ 242
を参照してください。

障害物検出
ファルコンウィングドアは、それがもつ多くのセンサーが物体
を検知したとき、あるいはドアが何かに接触したことにより抵
抗を感じたときに動きを止めます。タッチスクリーンに警告が
表示されます。このような場合は、ファルコンウィングドアの
開閉を続行することが適切であれば、ドア ピラーにあるスイッ
チを押したままにしたり、タッチパネル上のドア アイコンをタ
ッチしたままにして、障害検出を無効にすることができます。
Model X が天井の低さを検知すると（例：ガレージ内）、他に障
害物が無くてもファルコンウィングドア（およびトランク）を
低めの高さで開きます。タッチスクリーンで対応するドア ア
イコンにタッチすれば、この高さを無視してドアが開く高さを
上げることができます (「コントロール」 )。タッチスクリーン
が、開けるドアの高さをこの位置で特定したいかどうか尋ねる
メッセージを表示し、その設定を保存します。次回この位置で
ファルコンウィングドアを開くと、Model X は保存した高さで
ドアを開きます。

警告: デフォルト設定されているファルコンウィングド
アの開く高さを変更する前に、ドアの開閉範囲でドアと
障害物との間に充分なクリアランスがあることを目視で
確認してください。

警告: ファルコンウィングドアの外側にラップやステッ
カー、ラバー コーティングなどの粘着性物質を付けると、
センサーが物体を認識する性能に悪影響を与えることが
あります。

キャリブレーション
ファルコンウィングドアが正しくキャリブレーションされてい
ない場合、タッチスクリーン上に警告が表示されます。ドアの
キャリブレーションを行うには、まず両方のドアの周囲に十分
な空間があり乗員や物がないことを確認してから、Calibrate ボ
タンをキャリブレーションが終了するまで長押しします。キャ
リブレーション中、下のドアが完全に開き（Model X の側面に
十分な空間が必要です）、上のドアが完全に下がり、下のドアが
閉まります。

内部からのロックとアンロック
Model X の車内に有効なキーがある場合、タッチスクリーンで
車内からドアとトランクをロック/ロック解除することができ
ます。タッチスクリーンのステータスバーの ロック アイコン
にタッチします。
停車して Model X パーキングにシフトした時に、ドアをロック
解除するか、ロックしたままにするかを選択できます。これを
行うには、「コントロール」 > 「車両」 > 「パーキング時のロッ
ク解除」の順にタッチします。有効になっていると、パーキン
グにシフトした時にドアが自動的にロック解除されます。
また、シフトレバー端にあるパーキング ボタンを（パーキング
にシフトするために一度を押した後などに）もう一度押して、
ドアをロック解除してこともできます。
注: Model X をロックする際にドアまたはトランクがまだ開い
ている場合は、それを閉じたときにロックがかかります。

運転席ドアロック解除モード
キーフォブを携帯して車両に近づく場合、運転席側のドアだけ
をロック解除するように選択することができます。これを行う
には、「コントロール」 > 「車両」 > 「運転席のドアロック解除
モード」の順にタッチします。残りのドアのロックを解除する
には、タッチスクリーンを使用するか、キーフォブをもう一度
押します。

チャイルド ロック
Model X お子さまが内部ハンドルを使用してファルコンウィン
グドアやリフトゲートを開けることがないよう、リア ドアとリ
フトゲートにチャイルドロックを備えています。タッチスクリ
ーンを使用してチャイルド ロックをオンまたはオフにします。

「コントロール」 > 「車両」 > 「チャイルド ロック」の順にタ
ッチします。
注: 後部座席にお子さまを乗せている場合は、チャイルドロック
を ON にすることをお勧めします。

キーおよびドア
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走行後オートロック
Model X 走行速度が時速 8 km（5 マイル）を超える場合は、必
ずすべてのドア （トランクを含む）を自動的にロックします。

降車後オートロック機能
ドアやトランクは、降車後キーフォブを持って車から離れるか、
車がキーフォブを検出しなくなると（キーフォブがない、バッ
テリー切れなど）、自動的にロックされます。
この機能をオンオフにするには、「コントロール」 > 「車両」 > 

「降車後オートロック」の順にタッチします。
注: 「おもちゃ箱」 > 「ブームボックス」 > 「施錠音」の順にタ
ッチして、車両を外部からロックするときの施錠音をカスタマ
イズします（歩行者警告システムが必要です）。
自宅として設定した場所に Model X を駐車する際、キーフォブ
を持って車から離れたときにドアがロックされないようにする
には、自宅を除くチェックボックスにチェックを入れます。場
所を自宅として設定する方法の詳細については、自宅、勤務先、
お気に入りの目的地 ページ 179 を参照してください。
モバイル アプリで Model X をアンロックした場合、すべてのド
アを閉じたままであれば短時間の後に自動的にロックされま
す。屋内駐車場など携帯電話サービス圏外で駐車するときは、
接続済みのキー フォブをお持ちください Model X。
降車して、すべてのドアを閉めてから 5 分間、Model X が認証
済みのキーフォブを検出すると、降車後オートロック機能は無
効になり、キーフォブを持って車両を離れてもロックされませ
ん。次に運転するまでは、手動で Model X をロックする必要が
あります。
さらに、すべてのドアが閉まっているときにキーフォブを 使用
して Model X のロックを解除すると、「降車後オートロック」機
能は 1 分間無効になります。この 1 分以内にドアを開けた場合
は、その後にすべてのドアが閉まってからキーフォブを 持って
車から離れるまで、ドアは再びロックされません。
注: 降車後オートロックが有効な場合であっても、車両がロック
されていることを確認するのは、最終的にドライバーの責任で
す。

キーフォブが動作しないときのアンロッ
ク
Model X に近づいたり、キーフォブのアンロックボタンを押し
たりしてもロックが解除されない場合は、キーのバッテリーが
切れている可能性があります。その場合でも、キーフォブを使
用してアンロックし、Model X を運転することができます。
注: キーフォブをまだ使用できても、モバイルアプリを使用して
遠隔でアンロックして車両を始動することを考える必要があり
ます。その後都合のよいときに、キーフォブのバッテリーを交
換してください。

キーフォブを使用して Model X をアンロックする（同時にセキ
ュリティアラームを無効にする）には、まずキーフォブを車両
の運転席側のフロントドアとファルコンウィングドアの間のド
アピラー下に置きます。次に、運転席側のドアハンドルを押し
ます。Model X がアンロックされない場合は、キーフォブの位
置を調整して再度試してください。車両のロックを解除するに
は、キーフォブを正しい位置に置く必要があります。まだ
Model X をアンロックできない場合は、キーフォブのバッテリ
ーを一度取り外して、もう一度試してください。キー フォブの
バッテリーを交換する ページ 21 を参照してください。
注: 以下の図は左ハンドル (LHD) 車両の例です。右ハンドル 
(RHD) 車両では、反対側の位置になります。

乗車後に Model X を運転するには、キーフォブをセンターコン
ソールの低電圧電源ソケットの真下に置いてから、ブレーキを
踏み込んで Model X を始動させます。

注: 上記の方法で Model X のロックを解除すると、降車後オート
ロック機能は無効になります。この場合、キーフォブのバッテ
リーを交換した後、降車後オートロック機能を手動で再び有効
にする必要があります。

キーおよびドア
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開閉
注: お客様の責任において、車両のロック後は、窓が閉じている
ことを確認してください。
スイッチを押して、対応するウィンドウを下げます。スイッチ
の操作には 2 段階あります。

• ウィンドウを完全に下げるには、スイッチを下まで完全に押
してすぐに放します。

• ウィンドウを途中まで下げるには、スイッチを軽く押して希
望の位置まで下がったらスイッチを離します。

同様に、スイッチを引いてウィンドウを一番上まで上げます。
• ウィンドウを完全に下げるには、スイッチを下まで完全に押

してすぐに離します。
• ウィンドウを途中まで上げるには、スイッチを軽く引いて希

望の位置まで下がったらスイッチを離します。
ウィンドウを意図せずに開いたままにしておくと、Model X が
モバイル アプリに通知を送信できるように設定できます（「コ
ントロール」 > 「車両」 > 「開放ドア放置通知」の順にタッチ
して、「ドアとウィンドウ」を選択します）。
注: ウィンドウを寒冷時に備える際の情報は寒冷環境における
ベストプラクティス ページ 174 を参照してください。

注意: ドアを開閉する際は、損傷を避けるためにウィンド
ウが自動的に少し下がります。ドアを開けるときにウィ
ンドウを手動で上げた場合、ドアを閉じる際にウィンド
ウが少し下がることを確認してください。
警告: ウィンドウを閉める前に、すべての乗員、特にお子
さまの身体の一部がウィンドウの外に出ていないことを
確認してください。確認を怠ると、大けがにつながる可
能性があります。

リアウィンドウをロックする
乗員がリアウィンドウのスイッチを使用するのを制限するに
は、リアウィンドウロック スイッチを押します。スイッチのラ
ンプが点灯します。リアウィンドウのロックを解除するには、
もう一度スイッチを押します。

警告: 安全確保のため、後部座席にお子さまが乗っている
場合は、リア ウィンドウ スイッチをロックすることをお
勧めします。
警告: お子さまを付き添いなしで Model X 内に放置しな
いでください。

UV インデックス評価
Model X のルーフ、フロント ガラスおよび窓は、人を UV 光線

（紫外線）から保護する能力に優れています。これらのガラス製
部品は 2 未満の UV インデックス スケールを得ています。詳細
については地域の UV インデックス仕様を確認してください。
なお、太陽光線保護のために必要な予防措置を取る責任は引き
続きあります。

ウィンドウ
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Model X のサン バイザーはマグネットで固定されています。フ
ロントガラスから入り込む日差しを遮るには、ピラーからサン 
バイザーを外しマグネットで固定される位置までバック ミラ
ーに向けて回転させます。マグネットで所定の位置に固定され
たら、サン バイザー下側のエクステンダーを張り出し日よけを
最大にします。

バニティ ミラーを使用するには、バイザー エクステンダーを下
げてミラーカバーを下げます。カバーを下げると、ミラーが現
れライトが点灯します。

前席にいる人が横の窓から入り込む日差しを遮りたい場合は、
ピラーからサン バイザーを下げてバイザー エクステンダーを
下げます。

サン バイザー
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開く
リア トランクを開くには、Model X がパーキングになっている
ことを確認して、次のいずれかの操作を行います。

• タッチスクリーンで、 「コントロール」 > 「トランク」 の
順にタッチします。

• キー フォブのリアトランクボタンをダブルクリックしま
す。

• モバイル アプリのリア トランク ボタンをタッチします。
• リフトゲートのエクステリア ハンドルの下にあるスイッチ

を押します（有効なキーが検出されている必要があります）。
注: 「パッシブ エントリー」がオフの場合、スイッチを使用し
てリフトゲートを手動で開けるには、キー フォブで Model X の
ロックを解除する必要があります。キーフォブの使用 ページ 
20 を参照してください。

注意: 閉鎖されたエリア（ガレージなど）でリフトゲート
を開く前にリフトゲートを開いたときの高さが適切に調
整されていて低い位置にある天井やその他の物体にぶつ
かることがないことを確認してください（リフトゲート
を開いたときの高さを調節 ページ 29 を参照）。

Model X このスイッチを使用してリフトゲートを開くには、ロ
ック解除するかキーを検知している必要があります。

ドア、トランクまたはリフトゲートが開いている
とき、インストゥルメントパネルには「ドアが開
いています」のインジケーターライトが表示され
ます。タッチスクリーンに表示される Model X 
の画像でトランクが開いた状態を示します。

動作中のリフトゲートを停止するには、キー フォブのリアトラ
ンクボタンをシングルクリックします。さらに、リア トランク 
ボタンをダブルクリックすると、再び動作しますが方向は逆に
なります（止めた時にほぼ全開または全閉でない場合）。例え
ば、リフトゲートを開けている途中にシングルクリックで動作
を停止すると、次にダブルクリックした時点でリフトゲートが
閉じます。
注: 緊急時には、リフトゲートを手でつかんでその場で停止させ
ることで、「開く」または「閉じる」コマンドを無効にすること
ができます。

Model X の電源が全くない状況で、内側からリフトゲートを開
ける方法については、トランク内にある緊急トランク リリース
ページ 30 を参照してください。
Model X が天井の低さを検知した場合（例:ガレージ内）、他に障
害物が無くてもリフトゲート（およびファルコン ウィング ド
ア）を低めの高さで開きます。この高さは無視して、手動で持
ち上げることができます。このときに、この場所で常にこの高
さまでトランクを開けたいか選択して、保存するようにタッチ
スクリーンが求めてきます。保存を選択すると、次回以降はこ
の場所でリフトゲートを開ける際には、保存された高さまで
Model X が開きます。

警告: リフトゲートを開閉する前に、（人や物がないか）
周囲を確認してください。リフトゲートで障害物を検知
することができますが、必ずすべてのものを検出するこ
とができるわけではありません。リフトゲートを開閉す
るときは、障害物の確認をセンサーだけに頼らないでく
ださい。人や物と接触しないようリフトゲートの動きを
常に監視してください。これを怠ると、怪我や事故につ
ながる恐れがあります。

リフトゲートを開いたときの高さを調節
リフトゲートの開いたときの高さを調節して、楽に手が届くよ
うにしたり、低い天井や物（ガレージドアやライトなど）に当
たらないようにすることができます。
1. トランクを開いてから、手動でリフトゲートを任意の高さま

で上下させてください。
2. 確認のチャイム音が聞こえるまで、リフトゲートの底面にあ

るボタンを 3 秒間長押しします。

3. リフトゲートを閉めてもう一度開き、開いたときの高さがお
好みの高さであることを確認します。

注意: 構成（車高またはホイール選択）に応じて、車両の
リフトゲートを最大で高さ約 8 フィート（2.5 m）まで開
くことができます。リフトゲートの高さを調整して、低
い位置にある天井やその他の物体に当たらないようにし
ます。

閉める
リフトゲートを閉めるには、次のいずれかを行います。

リアトランク
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• 「コントロール」 > 「トランク」の順にタッチします。
• キー フォブのリアトランクボタンをダブルクリックしま

す。
• 下側にあるスイッチを押します リフトゲート

リフトゲートを閉じているときに障害物が検出されると、動作
が止まり、チャイムが 2 回鳴ります。障害物を取り除き、もう
一度閉じる操作を行ってください。

貨物エリアへのアクセス
Model X を走行する前は、積荷をすべて固定し、重い積荷はト
ランクの下部に置くようにしてください。
リア トランク内の貨物エリアにアクセスするには、カーゴ カバ
ー ハンドルの膨らんだ部分を押し下げてから引き上げてくだ
さい。これで、カーゴ カバーの位置を調整したり、カーゴ カバ
ーを完全に取り外したりすることが可能になります。

リアトランク積載限度
積載物の重量は、前後のトランクでできる限り均等に配分され
るようにしてください。

注意: リアトランクの上部コンパートメントに 176 ポン
ド（80 kg）を超える積載をしたり、下部コンパートメン
トに 285 ポンド（130 kg）を超える積載をしないでくだ
さい。さもないと、車に損傷を与える恐れがあります。
警告: 荷物を載せるときは、必ず車両の車両総重量

（GVWR）を考慮してください（仕様 ページ 222 を参照）。
GVWR は、すべての乗員、フルード、および貨物を含む
車両の最大許容総質量です。

トランク内にある緊急トランク リリー
ス
Model X の電力が失われた場合、リア トランク内側にある照明
付き機械式リリースを使えば、閉じ込められても内側から開け
ることができます。中に人が閉じ込められた場合は機械式リリ
ースで脱出することができます。

1. カバーの下側を手前に強く引き、カバーを外します。
2. ケーブルを引っ張り、ラッチを外します。
3. リア トランクを押して開きます。
注: このボタンは外光に短時間当たった後、数時間光ります。

警告: お子さまをトランクの中で遊ばせたりしないでく
ださい。閉じ込められる恐れがあります。お子さまにシ
ートベルトを着用させないと、事故にあった際重度の怪
我または死亡事故につながるおそれがあります。特に空
調機能が作動してない場合、お子さまが車両に閉じ込め
られると熱中症にかかり、または死亡に至るおそれがあ
ります。

リアトランク
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開く
フロント トランクを開くには、Model X を確実にパーキングに
シフトさせ、次のいずれかの操作でフードを引き出します。

• タッチスクリーンで、 「コントロール」 > 「フロント トラ
ンク」の順にタッチします。

• キー フォブのフロント トランク ボタンをダブルクリックし
ます。

• モバイル アプリのフロント トランク ボタンにタッチしま
す。

ドアまたはトランク/リフトゲートが開いている
とき、インストゥルメントパネルに「ドアが開い
ています」のインジケーターライトが表示されま
す。タッチスクリーンに表示される Model X の
画像でフロントトランクが開いた状態を示しま
す。

警告: ボンネットの開け閉めをする前に、ボンネット周囲
に障害物 (人や物) がないことを確認してください。これ
を怠ると重大な怪我や事故につながる恐れがあります。

閉める
Model X ボンネットは自重でラッチがかかるほどの重量はあり
ません。ボンネット フロント端部または中央を無理に押すと
損傷することがあります。
ボンネットの正しい閉め方:
1. フードがラッチに触れるまでボンネットを下げます。
2. ここで示すように (緑色の箇所) 、両手をフードのフロント部

分に置き、しっかりと押し下げてラッチにはめ込みます。
3. 慎重にフードのフロント端部を持ち上げてしっかりと閉ま

っていることを確認します。

注意: 損傷を避けるために:
• ここで示す緑色の部分以外には力を加えないでくだ

さい。赤色の領域に無理な力を加えると、損傷するこ
とがあります。

• ボンネットは片手で閉めないでください。片手で閉
めると力が一個所に集中し、凹みや波打ちの原因とな
ります。

• ボンネット前端には圧力をかけないでください。圧
力をかけると、前端が曲がる恐れがあります。

• ボンネットを強く閉めたり、落としたりしないでくだ
さい。

• スクラッチを避けるため、手には何も持たないでくだ
さい（キー）。宝飾品もスクラッチの原因になります。

警告: 運転する前に、ボンネット前端をゆっくりと持ち上
げてみて、フードが完全に閉じられた位置でラッチがか
かり、動かないことを確認してください。運転前にフロ
ントトランクがきちんと閉まっていることを確認するこ
とは、ドライバー責任です。

ファルコンウィング ドアまたはフロント トランクが開いたま
まになった状態でパーキングからシフトしようとすると、タッ
チスクリーン上に運転する意思を確認する通知が表示されま
す。加速を開始すると、ファルコンウィング ドアのドアが自動
的に閉じる場合があります。
以下の場合、フロントトランクがロックします。

• タッチスクリーン、キーまたはモバイル アプリを使用して
Model X をロックした場合。

• キーを携帯して Model X から離れた場合（降車後オートロッ
ク機能 ページ 26 はオン状態）。

• バレーモードが有効な場合（バレーモード ページ 90 を参
照）。

フロントトランク積載限度
積載物の重量は、前後のトランクでできる限り均等に配分され
るようにしてください。

フロントトランク

31収納エリア



注意: フロントトランクには絶対に 300 ポンド（136 kg）
を超える荷物を積まないでください。さもないと、車に
損傷を与える恐れがあります。
警告: 荷物を載せるときは、必ず車両の車両総重量

（GVWR）を考慮してください（仕様 ページ 222 を参照）。
GVWR は、すべての乗員、フルード、および貨物を含む
車両の最大許容総質量です。

内部緊急解除
人がフロントトランクに閉じ込められても、トランク内でリリ
ース ボタンのイルミネーションが点灯するため脱出すること
ができます。

内部解除ボタンを押して、フロントトランクのラッチを解除し、
ボンネットを押し上げます。
注: トランク内のリリース ボタンは、周囲からの光を受けたあ
と、しばらくの間は点灯します。

警告: フロントトランクには入らないでください。フロ
ントトランクに人を入れて閉めないでください。
警告: フロント トランクに荷物を入れるときは、荷物がリ
リース ボタンに接触してフードが開いてしまうことのな
いよう注意してください。

フロントトランク
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グローブボックス
グローブボックスを開けるには、タッチスクリーンの横にある
スイッチを押します。キーまたは降車後オートロック機能で
Model X を外部からロックすると、グローブボックスもロック
されます。Model X がバレーモードにある時もロックされます

（バレーモード ページ 90 を参照）。タッチスクリーンのステー
タスバーにあるロックアイコンを使用して Model X をロックし
たときには、ロックされません。
グローブボックスのセキュリティを 強化するには、「コントロー
ル」 > 「安全」 > 「グローブボックス PIN」にタッチして 4 桁
の PIN を設定します（グローブボックス PIN ページ 160 参照）。

注: グローブボックスを開いたままにすると、しばらくするとそ
のライトは消えます。

警告: 走行時はグローブボックスを閉め、衝突発生時や急
停車時に乗員が負傷しないようにしてください。

車内の収納
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カップホルダー
フロント カップ ホルダーを出すにはアームレストを後ろにス
ライドします。

リア カップ ホルダーを出すには（装備されている場合）、セン
ター コンソール後部にあるカップ ホルダーのフェース プレー
トを押して離します。

車内の収納
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フロント シートの調整

1. シートを前後に動かし、シートの高さを調節し、傾斜角を増
減させます。

2. バックレストを調整します。
3. ランバー サポートを調整します。

警告: フロント シートを調整する前に、シートの周りに何
もないことを確認してください（人や荷物など）。
警告: 運転中にシートの調整をしないでください。事故
につながる恐れがあります。

警告: 走行中にリクライニングしたシートに座っている
と、衝突時に乗員が腰ベルトの下に潜り込んだりシート
ベルトに巻き込まれたりして重傷を負う危険がありま
す。車両走行時は必ず、シートのリクライニングを 30°未
満にしてください。

正しい運転位置
シート、ヘッドレスト、シートベルト、エアバッグはそれぞれ
連動しており、乗員の安全性を最大限に確保するようになって
います。これらの機能を正しく使用することで、保護性能を向
上させることができます。

シート位置を正しく設定すると、フロントエアバッグからでき
るだけ離れた位置でシートベルトを正しく装着することができ
ます。
1. 上体を起こし両足をフロアに着けた状態で着座し、シートの

背もたれを直立位置にします。
2. ペダルに足が十分に届き、ハンドルを握ったとき腕が少し曲

がることを確認します。胸がエアバッグカバーの中央から 
10 インチ（25cm）以上離れるようにしてください。

3. シートベルトの肩ベルトが乗員の首と肩の間を通るように
します。シートベルトの腰ベルトが腹回りに通らず腰回り
に密着するように装着します。

Model X シートにはヘッドサポートが組み込まれていますが、
これは調整や取り外しができません。

2 列目シートのモノポスト調整
購入時に選択されたオプションにより、モノポスト シートが装
備された Model X なら 2 列目に 2 人または 3 人の人が座ること
ができます。これらのシートの位置の調整には 2 つの方法があ
ります。
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• タッチスクリーンで、「コントロール」 > 「シート」 の順に
タッチします。調整したいシートに対応するアイコンを長
押しします。白いアイコンはシートを動かせる方向を示し、
グレーのアイコンはその方向にはそれ以上シートを動かせ
ないことを示します。
注: 2 列目シートを前方に動かせるように、フロントシート
を少し前に移動することができます。

• 以下のイラストにあるように手動調整を使用します。シー
トを前後に移動させるだけでなく、手動のシート位置調整で
は背もたれの調整も可能です。外側シートのコントロール 
ボタンは L 字型をしており、中央のシートのコントロール ボ
タンは円形ですが、両方とも同じ機能を提供します。

1. シートを前後に動かし (コントロールを上下に操作) 、背もた
れの位置を調整 (コントロールを左右に操作) します。

2. シートを前後に移動させる。
3. バックレストを調整する。

注: バックレストは、レバーを離したときの位置にロックされま
す。走行用ギアにシフトしたときにバックレストがロックされ
ていないと、インストゥルメントパネルが警報を表示します。
バックレストを調整し直して、ロックされていることを確認し
ます。

警告: 運転前に、座席が正しい位置にロックされているこ
とを確認してください。座席を前/後ろに引いて、しっか
りカチッと留める必要があります。

2 列目シートバックの調整（ベンチ シー
ト）
Model X が 2 列の座席仕様の場合、2 列目のベンチシートは最大 
3 名を乗せることができます。各シート外側にある機械式調整
レバーを使用して、シートバックを調整します。ベンチシート
は 6 対 4 に分かれています。左側にある調整レバーは左側と中
央のシートのシートバックを動かします。右側のレバーは右側
のシートバックのみを動かします。レバーを引き上げている間
に背もたれを任意の位置に動かしたらレバーを離します。シー
トを直立の状態に戻した時は、シートを前方または後方に動か
してラッチがかかっていることを確認します。

警告: 走行中にリクライニングしたシートに座っている
と、衝突時に乗員が腰ベルトの下に潜り込んだりシート
ベルトに巻き込まれたりして重傷を負う危険がありま
す。車両走行時は必ず、人が座っているシートのリクラ
イニングを 30° 未満にしてください。

2 列目シートバックを折りたたむ（ベン
チ シート）
2 列目シートのベンチシートのシートバックを前方に完全に折
りたたんでフラットにすれば積載スペースを 最大にすることが
できます。各シート外側にある機械式調整レバー（シートをリ
クライニングする時と同じ上記のレバー）を引き上げ、シート
を前方に引き出します。ベンチシートは 6 対 4 に分かれていま
す。左側にある調整レバーは左側と中央のシートバックをたた
みます。右側のレバーは右側のシートバックのみをたたみま
す。
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注: シートを完全に折りたたむ前に、シートやリアシートの足元
スペースから 物を取り除いてください。シートバックを前に折
りたたんでフラットにするには、フロントシートの前方への移
動が必要になる場合があります。

注意: シートを完全に折りたたむ前に、シートベルトが外
されていて、シートに物が残っていないことを確認して
ください。

2 列目ベンチシートを動かす
注: 7 シーター仕様車に使用されるベンチシートのみ前後に動
かすことができます。5 シーター仕様車のベンチシートは動か
すことはできません。
各シート外側にある機械式調整レバーを使用して 2 列目シート
を前後に動かします。ベンチシートは 6 対 4 に分かれていま
す。左側にある調整レバーは左側と中央のシートのシートバッ
クを動かします。右側のレバーは右側のシートバックのみを動
かします。レバーを引き上げたまま、シートを前後させます。
シートが任意の位置に来たらレバーを離します。

注: ベンチシートの位置は機械式レバーのみで調整することが
できます。タッチスクリーンでベンチシートを調整することは
できません。

3 列目シートに乗車する（装備の場合） - 
モノポストシート
2 列目窓側モノポスト シートのバックレストにあるボタンで
す。このボタンで、3 列目シートの乗り降りがしやすくなって
います。「コントロール」 > 「シート」 > 「イージーエントリ
ー」 をタッチして、このボタンの機能を選択することができま
す。

• ON - イージーエントリー ボタンを一回押して、窓際シート
を完全に前傾、中央シートは部分的に前傾させます。

• OFF - オフになっているときにチャイルドシートを 2 列目
に取り付けている場合、2 列目シートを動かすときにイージ
ーエントリーボタンを押し続ける必要があります。

3 列目のイージーエントリーボタンを使用して 3 列目に乗車し
たら、ボタンをもう一度押してシートを元の位置に戻します。

警告: 3 列目のある車両では、お子さまが 2 列目に座って
いるときに、2 列目の窓際シートのバックレストにある 3
列目エントリーボタンを使用しないでください。ボタン
を使用すると、シートが前方に動いて傾き、乗員が圧迫
されてしまう可能性があります。このボタンを使用する
ときは、 空席の確認を Model X に任せきりにしないでく
ださい。このボタンは、2 列目シートに乗員がいないとき
にのみ使用してください。

3 列目のイージーエントリーボタン用ガイドライン:
• イージーエントリーの作動中、2 列目シートにぶつかる位置

にフロントシートがある場合、2 列目シートを前方に移動さ
せるのに十分なだけフロントシートが自動的に前方に移動
します。

• 2 列目シートが前方へ移動中に、乗員が調整しようとする
と、その動きが止まります。

• 窓際のシートをイージーエントリーのために前に傾けたと
き、そのバックレストは中立位置にリセットされますので、
快適な位置まで再度調整する必要があります。

警告: 2 列目に乗員がいないときに限り、3 列目のイージ
ーエントリーボタンを使用して 3 列目に乗車してくださ
い。このボタンを使用するときは、 空席の確認を Model 
X に任せきりにしないでください。
警告: 走行前に、必ずシートが直立位置にロックされてい
ることを確認してください。これを怠ると怪我をする危
険が増します。
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3 列目シートに乗車する（装備の場合） - 
ベンチシート
2 列目窓側ベンチ シートのバックレストにあるボタンです。こ
のボタンで、3 列目シートの乗り降りがしやすくなっています。
左外側シートのイージーエントリーボタンを押して離すと、左
側シートと中央のシートが前方に傾き移動します。右外側シー
トのイージーエントリーボタンを押して離すと、右側シートが
前方に傾き移動します。

警告: 3 列目のある車両では、お子さまを 2 列目に乗せて
いるときに、2 列目の窓際のベンチシートのバックレスト
にあるイージーエントリーボタンを使用しないでくださ
い。ボタンを使用すると、左側/中央一体型シートが前方
に動いて傾き、乗員が圧迫されてしまう可能性がありま
す。このボタンは、2 列目シートに乗員がいないときにの
み使用してください。運転前に、シートやシート背もた
れがしっかりと固定されていることを確認してくださ
い。

傾斜地に駐車したときや、シートトリムがベンチシートの動き
に影響を与えるときなど、イージーエントリーボタンを押して
もベンチシートが完全に前まで動かないことがあります。その
場合は、トラックの端に達するまでゆっくりとシートを押して
ください。

警告: 3 列目エントリーボタンを使用して 3 列目シート
に乗車した後、ベンチシートを座席位置に戻したら、シ
ートを前後にゆすってラッチがしっかりかかっているこ
とを確認します。これを怠ると怪我をする危険が増しま
す。
警告: 運転前に、所定の位置で座席を完全に留めてくださ
い。「カチッ」と所定の位置に座席が留まるまで、座席を
押し引きしてください。

3 列目シートのシートバックを折りたた
んで引き上げる（装備されている場合）
3 列目シートを折りたたむには、シートの外側上部のかどにあ
るボタンを押します。ボタンには 2 つの戻り止めがついていま
す。

1. ヘッド拘束装置を前にたたみます。
2. シートバックを前方にたたみます。
シートの位置を高くするには、シートの外側上隅にあるボタン
を押したまま、シートが固定される位置までシートを後ろ上方
へ引きます。シートバックを前側に引っ張り、直立位置でロッ
クされていることを確認します。
注: 3 列目シートを折りたたむ前に、シートや足元スペースから
物を取り除いてください。シートバックをフラットにするに
は、2 列目シートを前方へ移動させる必要がある場合がありま
す。
注: 3 列目シートを前に折りたたんで走行すると、雑音が出た
り、車両後部（トランク、サスペンションなど）から振動が発
生したりする場合があります。

注意: シートを完全に折りたたむ前に、シートベルトが外
されていて、シートに物が残っていないことを確認して
ください。
警告: 走行前に、必ずシートバックが直立位置にロックさ
れていることを確認してください。これを怠ると怪我を
する危険が増します。

シートヒーター
フロントシートは、3（強）から 1（弱）の 3 つのレベルで動作
します。シート ヒーターの操作方法については、空調を操作す
る ページ 168 を参照してください。
Model X に寒冷地用パッケージが搭載されている場合、タッチ
スクリーン上の空調コントロールをタッチして、全てのリアシ
ートのシートヒーター、ならびにワイパー デフロスターおよび
ウォッシャー ノズルを操作することもできます。

警告: 長時間の使用によるやけどを防止するために、末梢
神経障害を患っている方、糖尿病、加齢、神経損傷、そ
の他の症状が原因で痛みを感じる機能が低下している方
は、空調システムやシート ヒーターの使用の際に十分注
意してください。
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シートカバー
警告: シート搭載エアバッグを装備した座席（エアバッグ
の位置 ページ 51 を参照）にシートカバーを使用しないで
ください。使用すると衝突発生時にシート搭載サイドエ
アバッグの膨張が制限される可能性があります。また、
車両に助手席用フロントエアバッグの状態を判断するた
めに使用される乗員感知システムが装備されている場
合、シートカバーがこのシステムの妨げになることがあ
ります。
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シートベルトの着用
シートベルトとチャイルドシートは、衝突の発生時に乗員を保
護する最も効果的な手段です。したがって、シートベルトの着
用はほとんどの地域で義務づけられています。
すべてのシートには、3 点式イナーシャリールシートベルトが
装備されています。慣性リールベルトは、通常の運転状況で乗
員が快適に移動できるよう自動的に張力がかかるようになって
います。チャイルドシートを安全に固定するために、すべての
乗員シート位置には自動ロック式リトラクター（ALR）機能が
装備されており、一般的な成人の乗員に必要な長さを超えてシ
ートベルトをすべて引き出すと、バックルが解除されるまでベ
ルトを所定の位置で固定します（シートベルト保持式チャイル
ドシートを取り付ける ページ 44 を参照）。
シートベルト リールは、Model X が急加速、ブレーキング、コ
ーナリング、または衝突の衝撃に伴う力を受けると、乗員の動
きを抑えるために自動的に締め付けられてロックします。

シートベルト リマインダー
インストゥルメントパネル上のシートベルト リ
マインダーは、運転席または助手席に座る人のシ
ートベルトが外された場合に警告を出します。
すべての乗員がシートベルトを外したにもかか
わらずリマインダーがオンのままの場合は、シー
トベルトが正しく着用されていることを確認す
るために再度着用し直します。また乗員がいな
い座席から重い物 (書類かばんなど) を移動して
ください。リマインダー ライトが点灯したまま
になっている場合は、サービスを予約し、問題が
解決するまでシートの使用を控えてください。

警告: シートベルトは、座席にいるすべての大人の乗員が
着用する必要があります。

注: 法令で後部座席にシートベルト リマインダーが必要な地域
の場合、これらのリマインダーを無効にすることはできません。
物体が検出された場合に乗員のいない座席のリマインダーをキ
ャンセルするにはシートベルトを締めるか、その物体を取り除
く必要があります。

シートベルトを着用するには
1. 座席の正しい位置を確認します。運転席シートの正しい位

置の詳細については、（正しい運転位置 ページ 35 を参照）
を参照してください。

2. シートベルトをスムーズに引き出して、シートベルトが骨
盤、胸、鎖骨の中間点の上、首と肩の間に平らに位置するよ
うにします。シートベルトが正しく取り回され、ねじれてい
ないことを確認します。シートベルトまたはシートベルト
コンポーネントの上には絶対に座らないでください。

警告: シートベルトがねじれていたり、正しく取り回
していないと、シートベルトが損傷したり、シートベ
ルトシステムの機能に支障をきたすおそれがありま
す。

3. ラッチプレートをバックルの中にカチッという音がするま
で差込みます。

4. シートベルトを引いて、安全に固定されたことを確認しま
す。

5. シートベルトの対角線部分をリールに向かって引き、余分な
緩みを取り除きます。

ショルダー アンカーの高さを調整する
には
Model X には各フロントシートに調節可能なショルダーアンカ
ーが装備されており、シートベルトを正しい位置で装着できま
す。シートベルトは、運転時の正しい位置（正しい運転位置 ペ
ージ 35 参照）にあるときは鎖骨の中間点を横切って平らになる
ように作られています。シートベルトが正しい位置になってい
ない場合は、ショルダー アンカーの高さを調整します。
1. ショルダー アンカーのボタンを押さえたままロック機構を

解除します。
2. ボタンを押したまま、必要に応じてショルダー アンカーを

上下に動かして、シートベルトを正しく配置します。

3. ショルダー アンカーのボタンを放して所定位置にロックし
ます。

4. ボタンを押さずに、シートベルトのベルト部分を引っ張り、
ショルダー アンカーを下に動かして、所定位置にロックさ
れていることを確認します。
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警告: 運転前にシートベルトが正しい位置にあり、ショル
ダー アンカーが所定位置にロックされていることを確認
します。シートベルトが正しい位置にないか、ショルダ
ー アンカーが所定位置にロックされていない状態で動い
ている車両に乗っていると、衝突時のシートベルトの効
果が低くなる可能性があります。

シートベルトを外すには
シートベルトが急に巻き込まれないようにバックル近くのシー
トベルトを持ち、バックルのボタンを押すとシートベルトが自
動的に巻き込まれます。シートベルトが完全に巻き込まれるの
を妨げる障害物がないことを確認します。シートベルトが緩ん
でぶら下がった状態にならないようにします。シートベルトが
完全に巻き込まれない場合は、サービスを予約してください。

妊娠中の女性がシートベルトを着用する
とき
腰ベルトは、腹部のふくらみを避け腰骨のもっとも低い位置に
くるように調整します。肩ベルトは胸の中央を通るようにしま
す。詳しくは医師の指示に従ってください。

警告: シートベルトが不快な場合は、シートベルトを正し
く装着しないのではなく着座位置を調整してください。
警告: 衝突事故が発生した場合の衝撃を和らげようとし
て、人とシートベルトの間に絶対に物を入れないでくだ
さい。

シートベルトプリテンショナー
フロント シートベルトには、前方向からの激しい衝突の際にエ
アバッグと連動して作動するプリテンショナーが装備されてい
ます。プリテンショナーはシートベルト下部アンカーとアッパ
ー ショルダー ウェビングの両方を巻き込み、腰ベルトと肩ベル
トの緩みを減らし、乗員の前方への移動を減少させます。

プリテンショナーとエアバッグが衝突時に作動しなかった場
合、故障ではなくこれらの作動条件を満たすほどの強い衝撃が
存在しなかったこと意味します。
2 列目の窓側シートには人が前に飛び出すことを抑えるため、
シートベルトストラップを巻き取るためのショルダープリテン
ショナーが装備されています。

警告: プリテンショナー アセンブリを曲げたり、上に座っ
たり、妨害しないでください。そうすることでシートベ
ルト システムの適切な機能を妨げる損傷を引き起こすお
それがあります。
警告: シートベルトプリテンショナーは一度しか作動し
ません。一度作動したら、交換する必要があります。衝
突事故の後、エアバッグ、シートベルトプリテンショナ
ー、すべての関連コンポーネントなど異常がないか確認
し、必要に応じて交換してください。

シートベルトのテスト
シートベルトが正しく作動することを確認するため、各シート
ベルトで以下の点検を行ってください。
1. シートベルトを締結している状態で、バックルに最も近いス

トラップを素早く力強く引きます。バックルはしっかりと
ロックされたままでなければなりません。

2. シートベルトを締結している状態で、ドアに最も近いウェビ
ングを素早く力強く引きます。恒久的なシートベルト固定
具はしっかりとロックされたままにしておく必要がありま
す。この添付ファイルは絶対に削除しないでください。

3. シートベルトを外した状態で、ストラップを限界まで引き出
します。引き出し操作がスムーズに行えることを確認し、ス
トラップに摩耗や損傷がないか確認します。ストラップを
引き込ませて、引き込みがスムーズで完全であることを確認
します。

シートベルト
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4. ストラップを半分引き出した状態で、バックルを持ち、前方
に素早く引きます。シートベルトが自動的にロックし、それ
以上引き出せなくなったことを確認します。

シートベルトがこれらのテストのいずれかに合格しない場合、
ただちに修理してください。故障したシートベルトの付いてい
る座席には人を座らせないでください。
シートベルトのクリーニングについての詳細は、シートベルト 
ページ 213 を参照してください。

シートベルトに関する警告
警告: シートベルトは、短距離の運転であっても、すべて
の乗員が必ず着用しなければなりません。シートベルト
を正しく着用しないと、衝突事故が発生した場合にけが
や死亡事故につながる恐れがあります。
警告: 小さなお子さまは、オーナーズマニュアルに記載さ
れているように、適切なチャイルドシートにしっかり座
らせてください。取り付ける際は、必ずチャイルドシー
ト製造元の取扱説明書の指示に従ってください。
警告: すべてのシートベルトが正しく着用されているこ
とを確認してください。シートベルトを正しく着用しな
いと、衝突事故が発生した場合に負傷や死亡事故につな
がる危険性が増大します。
警告: シートベルトコンポーネントの上に座らないでく
ださい。そうした場合、安全具が損傷したり、不適切に
展開する可能性があります。
警告: ペン、鍵、眼鏡など硬くて先端が尖った物、壊れや
すい物を入れた衣服の上からシートベルトを着用しない
でください。
警告: ストラップがねじれた状態でシートベルトを着用
するのは避けてください。
警告: シートベルトは乗員 1 人につき 1 本使用します。
お子さまを膝の上に乗せたまま、シートベルトを着用す
るのは危険です。
警告: 衝突事故発生時に着用されたシートベルトは、目視
で損傷が確認できない場合でも、必ず Tesla または認定
修理施設に点検または交換を依頼してください。
警告: シートベルトに摩耗の兆候がある、もしくは何らか
の切り込みまたは損傷がある場合は、ただちに交換して
ください。
警告: シートベルトを化学物質、液体、埃、ゴミ、または
洗浄液等で汚さないようにしてください。シートベルト
が巻き込まない、またはバックルで固定できない場合は、
ただちに交換する必要があります。モバイル アプリを使
用してサービス予約をする。
警告: シートベルトの緩みを除去することを妨げる、また
はシートベルトが緩みを調整することを妨げるような部
品の追加や改造はしないでください。シートベルトの緩
みが大きいと、乗員の保護が十分にできません。
警告: シートベルトの操作を妨げる、または操作に影響を
与えるような改造はしないでください。
警告: シートベルトには、快適性や利便性を高めるために
後付け製品を使用しないでください。

警告: シートベルトは、未使用時に完全に巻き込まれ、緩
みのない状態である必要があります。シートベルトが完
全に巻き込まれない場合は、サービスを予約してくださ
い。
警告: シートベルト システムにはユーザーが整備するこ
とができる部品はなく、火薬類が使用されている可能性
があります。構成部品の分解、取り外しおよび交換はし
ないでください。
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42 MODEL X オーナーズマニュアル



お子様を乗せるときのガイドライン
Model X シートベルトは大人や大柄なお子様向けに設計されています。乳幼児または小さなお子さまを固定するのは後列シートだ
けにしてください。また、お子さまの年齢、体重、身長に合ったチャイルド シートを使用してください。
チャイルド シートは絶対に助手席で使用しないでください。

警告: チャイルド シートを使用した場合であっても、お子さまを助手席には座らせないでください。
警告: 「作動可能状態のエアバッグ」が前にあるシートでチャイルドシートを使用するのは絶対に避けてください。お子さま
が重傷を負ったり死亡事故につながる危険性があります。
警告: 3 列目シートのある車両で、お子さまが 2 列目のモノポスト シートに座っているときには、3 列目に楽に乗り降りする
ために 2 列目の窓際シートを前に動かすボタンの設定を「オフ」にする必要があります（「コントロール」 > 「シート」 > 

「イージーエントリー」の順にタッチ）。このため、2 列目の座席に座っているお子さまがその前の座席に押されるのを防ぎ
ながら、必ず手動でボタンを長押ししてシートを動かす必要があります。

サンバイザーにある次のラベルをお読みください。
注: 以下に示す画像は見本であり、実際の車両のラベルとは異なる場合があります。

Model X は、助手席に乗員センサーを備え、助手席フロントエアバッグをコントロールしています（エアバッグ ページ 51 参照）。
助手席フロント エアバッグが OFF の場合、助手席エアバッグ OFF インジケータがタッチスクリーンに表示され
ます。助手席側のフロント エアバッグが OFF の場合、衝突が起きてもエアバッグは展開しません。このインジケ
ーターは、座席に乗員がいないときでも表示されます。お子さまを助手席に乗せて運転する前に、助手席フロン
ト エアバッグの状態がオフになっていることを必ずチェックしてください。
注: 2019 年 12 月ごろより前に製造された車では、助手席に人が座っていない場合、助手席エアバッグ OFF イン
ジケータは表示されません。
助手席に乗る大人を安全に守るために、忘れずにフロント助手席のエアバッグをオンに戻してください。

警告: 走行前に、必ずすべての Model X シートが直立位置にロックされていることを確認してください。これを怠ると怪我
をする危険が増します。タッチスクリーンに表示されているすべての 警告に注意を払ってください。
警告: 2 列目シートにお子さまが座っているときに、ドライバーズ プロフィールでイージーエントリーを設定しないでくださ
い。特に、お子さまが前向きのチャイルド シートやブースター シートに座っているときにその設定になっていると、運転席
シートがお子さまを圧迫してしまう恐れがあります。この設定を使用しているときに、Model X に頼って 2 列目シートに着
座しているお子さまの確認および適応を行わないでください（ドライバープロフィール ページ 89 を参照）。

チャイルドシートを選ぶ
12 歳以下のお子さまは、2 列目、3 列目座席をご利用ください。常に、小さなお子さまの年齢と体重に合ったチャイルドシートを
ご利用ください。以下の表は、米国運輸省道路交通安全局（NHTSA）が判断したチャイルドシートの推奨に基づいたものです（詳
細情報については、www.nhtsa.gov/equipment/car-seats-and-booster-seats を参照してください）。

 乳幼児 幼児 小さなお子さま
年齢 1 歳未満* 1 歳以上* 4 歳以上で身長 145 cm 未満
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 乳幼児 幼児 小さなお子さま
重量 20 ポンド（9 kg）未満** 20 ポンド(9 kg)以上、40 ポンド(18 kg)

未満*
40 ポンド（18 kg）以上

チャイルドシートの種
類

後ろ向き (または前後回転式) 前向き (または前後回転式)* シートベルト保持式ブースターシー
ト

座席位置 後ろ向きのみ* 前向き* 前向き
推奨取り付け方法 お子さまとチャイルドシートの合計重

量が 65 ポンド(29.5 kg)までであれば、
LATCH**(下側のアンカーのみ)、または
シートベルトだけを使用して取り付け
てください。***お子さまとチャイルド
シートの合計重量が 65 ポンド(29.5 kg)
を超えるようであれば、シートベルトだ
けを使用して取り付けてください。***

お子さまとチャイルドシートの合計重
量が 65 ポンド(29.5 kg)までであれば、
LATCH** (下側アンカーとトップテザ
ー用アンカー)、またはシートベルトと
トップテザーストラップを使用して取
り付けてください。***お子さまとチ
ャイルドシートの合計重量が 65 ポン
ド(29.5 kg)を超えるようであれば、シ
ートベルトとトップテザーストラップ
を使用して取り付けてください。***

ロア ラッチ アンカー（利用可能な場
合）を使用してブースター シートを
固定し、お子さまををシートベルト
で固定します。ブースター シート
にラッチ アンカーが装備されてい
ない場合は、お子さまの座っている
状態のブースター シートをシート
ベルトで固定してください。ただ
し、お子さまとブースター シートの
合計重量が 65 lb（29 kg）を超える
場合は、お子さまの座っている状態
のブースター シートをシートベル
トだけで固定してください。

* 最近のチャイルドシートの多くは、それに装着されている 5 点式ハーネスを使って長期間後ろ向きで利用できますが、指定の身長と体重制限
の範囲内であることが条件です。お子さまはできる限り、後ろ向きにお乗せください。チャイルドシートメーカーの指示書をよく読み、慎重に、
指示にもれなく従ってください。
** LATCH（「Lower Anchors and Tethers for Children、チャイルドシートを自動車の座席に固定するときの国際規格」）および ISOFIX は、乗用
車両にチャイルドシートを取り付ける方法に関する国際標準規格です。対応するチャイルドシートを迅速にかつ安全に固定することができるよ
うにするものです。システムには、カナダの LUAS（「Lower Universal Anchorage System、チャイルドシートを自動車の座席に固定するときの
規格」）や Canfix など、他の地域名が入っています。「ユニバーサルチャイルドシート」または UCSSS とも呼ばれています。
*** チャイルドシートメーカーの指示によります。

注: チャイルドシートを取り付けている場合も、シートベルト警告チャイムを鳴らさないようにするにはシートベルトをバックル
に挿入する必要があります。

警告: 子供を車両に乗せて移動する際の方法と乗車位置を規制する法律は変更される場合があります。* Model X を運転する
地域における最新の規則を把握し、それに従うことは運転者の責任です。米国各州における子供を同乗させるときの安全に
関する法律については、http://www.ghsa.org/html/stateinfo/laws/childsafety_laws.html を参照してください。
警告: お子さまの体重とチャイルドシートの重量を合わせて 65 ポンド（29.5 kg）を超える場合、チャイルドシートやシート
ベルト一体型のブースター シートに、LATCH アンカーを使用しないでください。

より大きなお子さまを乗せるとき
お子さまの体格が大きくてチャイルドシート内に収まらない、
しかし標準的なシートベルトで固定するには小さすぎるという
場合は、年齢・体格に合った補助シートを使用してください。
ブースター シートを固定する際は必ず、メーカーの取扱説明書
の指示に従ってください。

チャイルドシートを取り付ける
2 列目シート

• シートベルトで取り付ける - 車両に備え付けのシートベル
トでチャイルドシートを固定します（シートベルト保持式チ
ャイルドシートを取り付ける ページ 44 を参照）。

• LATCH で取り付ける - これらのシートは車両の 2 列目シー
ト窓側に組み込まれたアンカー バーに取り付けます

（LATCH チャイルドシートの取り付け（2 列目） ページ 45
を参照）。

3 列目シート

• シートベルトで取り付ける - 車両に備え付けのシートベル
トでチャイルドシートを固定します（シートベルト保持式チ
ャイルドシートを取り付ける ページ 44 を参照）。

• LATCH で取り付ける - これらのシートは、装備されていれば
車両の 3 列目シート窓側に組み込まれたアンカー バーに取
り付けます（LATCH チャイルドシートの取り付け（3 列目）
ページ 47 を参照）。

チャイルドシート製造元の取扱説明書およびこのオーナーズマ
ニュアルの表を確認して、取り付け方法を判断してください。
チャイルドシートによってはどちらの方法でも取り付けられま
す。取り付けに際しては必ずチャイルドシートメーカーの取扱
説明書の指示に従ってください。

シートベルト保持式チャイルドシートを
取り付ける
まず、チャイルドシートがお子さまの体重、身長、年齢に適し
ていることを確認します。

チャイルドシート
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お子さまに厚い生地の服を着せるのは避けて、お子さまとチャ
イルドシートの間には何も置かないでください。
お子さまに合わせて毎回ハーネスを調整します。
チャイルドシートを固定するために、すべての座席の着座位置
に ALR（自動ロック式巻き取り装置）が取り付けられています。
シートベルトが一般的な成人に必要な長さ以上に引っ張られて
完全に引き出されると、ALR が作動してベルトがロックされま
す。バックルが外されストラップが巻き込まれないかぎりベル
トはロックされたままです。ALR 機構はラチェットの働きをし
ます。シートベルトの緩みを取り、ベルトが完全に巻き戻され
るまでベルトがそれ以上延びるのを防ぎます。拘束機能付きの
チャイルドシートを取り付ける際は、ストラップが完全に伸び
きるまでシートベルトを引っ張って ALR を作動させてくださ
い。ALR システムは、シートベルトが伸びきった状態の際に作
動します。
年長のお子さまを車両のシートベルトでブースター シートに
直接拘束する場合、自動ロック式巻き取り装置（ALR）機能は
使用しません。
注: シートベルトのバックルが外されベルトが完全に巻き込ま
れると、ALR のエンゲージが外れます。これでベルトは通常の
シートベルトとして使えるようになり、内外に自由にスライド
して緊急時のみロックします。チャイルドシートを取り付ける
際は、ALR のエンゲージが外れた状態でシートベルトを限界ま
で伸ばして ALR をエンゲージします。
チャイルドシートを取り付ける際は、必ずチャイルドシートメ
ーカーの指示に従ってください。以下に一般的なガイドライン
を示します。
1. チャイルドシートを Model X の中に置き、シートベルトを限

界まで伸ばします。チャイルドシートの製造元の指示に従
ってシートベルトを通し、バックルで固定します。

2. シートベルトを巻き込み、チャイルドシートを Model X の座
席にしっかり押し込みながらシートベルトの緩みを完全に
取り除きます。

3. すべてのたるみが取り除かれたら、シートベルト ウェビン
グを強く引っ張って、オート ロックキング リトラクター 
(ALR) が作動することを確認します。

注: ALR は、バックルを解除し、シートベルト ウェッビング
を完全に引き込んでいない限り、解除されません。解除後
は、ベルトを完全に伸ばして、ロック機構を再度噛み合わせ
るようにする必要があります。

4. シートベルト保持式のチャイルドシートにトップテザーが
付いている場合は、トップテザーをチャイルドシートの背部
に取り付けます（トップテザーストラップを取り付ける ペ
ージ 48 を参照）。

LATCH チャイルドシートの取り付け（2
列目）
2 列目シート（および装備されている場合、3 列目シート）には
ロア LATCH アンカーがあります。アンカーはシートのリアバ
ックレストと下側クッションの間にあります。各アンカーの正
確な位置は、下図に示すようにチャイルドシート識別ボタンに
よって識別されます。このボタンは座席の背面にあり、対応ア
ンカーの真上に位置しています。
ベンチ シート

モノポスト シート

チャイルドシート
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2 列目は窓際座席の位置にだけ LATCH チャイルドシートを設
置します。シート中央にはシートベルト保持式のシートだけを
使用します。
注: Model X の 2 列目が 2 座席の場合、いずれのシートも
LATCH チャイルドシートに対応しています。
注: 2 列目の窓際座席は、トップテザーストラップの使用に対応
しています（トップテザーストラップを取り付ける ページ 48
参照）。

警告: 2 列目にチャイルドシートを取り付けて運転する前
には、タッチスクリーンやインストゥルメントパネル上
に「シートロック解除」の警告が表示されないことを確
認してください。この警告は、シートが安全にロックさ
れる位置まで戻っていないため、シートに安全に乗車で
きない状態であることを示しています。タッチスクリー
ンやインストゥルメントパネルに警告メッセージが表示
される場合、しっかりとシートがロックされ、メッセー
ジが表示されなくなるまで、シートやバックレストをわ
ずかに前方/後方へ動かします。

ベンチ シート

注: 大型の後ろ向き LATCH チャイルドシートを取り付けるに
は、シートを最後部位置に動かして、その前のフロントシート
をシートレールの中間位置（最後部位置から 13cm 前側）に移
動させ、シートの高さを上げます（最も低い位置から 3cm）。
シート背もたれを 15 度（または最も前方の位置から後方に 10
度）に角度を付けます。

警告: 2 列目にお子さまが座っているときに、ドライバー
ズプロフィールでイージーエントリーを設定しないでく
ださい。特に、お子さまが前向きのチャイルド シートや
ブースター シートに座っているときにその設定になって
いると、運転席シートがお子さまを圧迫してしまう恐れ
があります。この設定を使用するとき、お子さまを 2 列
目に座らせる認識を Model X のみに頼らないでくださ
い。（ドライバープロフィール ページ 89 を参照）。

モノポスト シート

注: 大型の後ろ向き LATCH チャイルドシートを取り付けるに
は、シートを最後部位置に動かして、その前のフロントシート
をシートレールの中間位置（最後部位置から 13cm 前側）に移
動させ、シートの高さを上げます（最も低い位置から 3cm）。
シート背もたれを 15 度（または最も前方の位置から後方に 10
度）に角度を付けます。
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警告: 3 列目シートのある車両で、お子さまが 2 列目のモ
ノポスト シートに座っているときには、3 列目に楽に乗
り降りするために 2 列目の窓際シートを前に動かすボタ
ンの設定を「オフ」にする必要があります（「コントロー
ル」 > 「シート」 > 「イージーエントリー」の順にタッ
チ）。このため、2 列目の座席に座っているお子さまがそ
の前の座席に押されるのを防ぎながら、必ず手動でボタ
ンを長押ししてシートを動かす必要があります。

LATCH チャイルドシートを取り付けるには、チャイルドシート 
ラッチをカチッと音がするまでアンカーバーの上へスライドさ
せます。チャイルドシートを取り付ける際は、必ずチャイルド
シートメーカーの指示に従ってください。
ベンチ シート

モノポスト シート

お子さまを座らせる前に、チャイルドシートが確実に取り付け
られていることを確認します。チャイルドシートを左右にねじ
ったり、座席から引き離そうと力を加えてもアンカーが 動かな
いことを確認してください。
注: お子さまの体重とチャイルドシートの重さの合計が 65 ポン
ド（29.5 kg）を超える状況では、下側の LATCH アンカーをチ
ャイルドシートまたはシートベルト一体型のブースター シー
トに使用しないでください。この場合は、代わりに安全ベルト
を使用してください。

LATCH チャイルドシートの取り付け（3
列目）
チャイルドシート識別ボタン付きのシートは LATCH と互換性
があります。
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3 列目シートにはロア LATCH アンカーがあります。アンカー
はシートのリアバックレストと下側クッションの間にありま
す。各アンカーの正確な位置は、チャイルドシート識別ボタン
によって識別されます。このボタンは座席の背面にあり、対応
アンカーの真上に位置しています。
取り付ける際は、チャイルド シートの製造元が提供する取扱説
明書を注意深く読んでその指示に従ってください。取扱説明書
には、所定位置で「カチッ」とはまる音と感触がするまでチャ
イルド シートを座席アンカー バーにスライドさせる方法が記
載されています。チャイルドシートをシートの背もたれにしっ
かりと押し付け、適切に調整した、ぴったりと収まるようにす
る必要があります。

お子さまを座らせる前に、チャイルドシートが確実に取り付け
られていることを確認します。チャイルドシートを左右にねじ
ったり、座席から引き離そうと力を加えてもアンカーが 動かな
いことを確認してください。チャイルドシートが座席から動い
て離れるようだと、両方のラッチがシートのアンカーバーにし
っかりと取り付けられていません。再度取り付けて、もう一度
やり直してください。チャイルドシートのあるラッチの両方が
完全に取り付けられていることを必ず確認してください。

注: お子さまの体重とチャイルドシートの重さの合計が 65 ポン
ド（29.5 kg）を超える状況では、下側の LATCH アンカーをチ
ャイルドシートまたはシートベルト一体型のブースター シー
トに使用しないでください。この場合は、代わりに安全ベルト
を使用してください。

トップテザーストラップを取り付ける
トップテザーストラップがある場合は、そのフックを 2 列目、
3 列目座席の背面にあるアンカーポイントに取り付けます。
注: アンカーの位置はすぐに目の付くところにないため、シート
布地の切れ目を探してください。

警告: チャイルド シートの製造元の説明書に従い、トップ
テザーストラップを締め付けてください。
警告: シートベルト保持式シートは必ず中央席に取り付
けてください。

デュアルストラップ テザーでは、ヘッド拘束装置の両脇にスト
ラップを通します。
注: Model X に 6 シート インテリアがオプションで搭載されて
いる場合、2 列目の中央シート位置は利用できません。

警告: テザーストラップを巻き付けるとき、以下の図のよ
うにヘッドレストにストラップをきつく巻き付けてくだ
さい。3 列目シートのある Model X では、テザーストラ
ップでシートの後方肩部にある 3 列目用イージーエント
リーボタンが隠れないようにしてください。

デュアル ストラップ - 2 列目モノポスト シート
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デュアル ストラップ - 2 列目ベンチ シート

デュアル ストラップ - 3 列目シート:

シングルストラップテザーの場合、ストラップをヘッドレスト
の外側に面する側（シートベルト引込機構と同じヘッドレスト
の側面）から着座位置の外側に通します。中央の着座位置で（装
着されている場合）、ストラップはヘッドレスト上部の上から中
央に置きます。
シングル ストラップ - 2 列目モノポスト シート

シングル ストラップ - 2 列目ベンチ シート
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シングル ストラップ - 3 列目シート

チャイルドシートをテストする
チャイルドシートにお子さまを座らせる前に、チャイルドシー
トの取り付けに緩みがないことを必ず確認してください。
1. ベルトごとチャイルドシートをつかみ、前後左右にスライド

させてください。
2. シートが one inch (2.5 cm) 以上動く場合は、取り付けが不

十分です。ベルトを締め付けるか、LATCH で取り付けるチ
ャイルドシートを再接続します。

3. 緩みが残る場合は、取り付け位置を変えるか、または別のチ
ャイルドシートに替えてください。

チャイルドシート警告
警告: 非常に高い危険たとえチャイルドシートを使用す
るかどうかにかかわらず、お子さまを助手席には乗車さ
せないでください。このシートの前方にはエアバッグが
あります。乗員の体重が軽いことを Model X が感知して
エアバッグを無効にするとしても、お子さまの保護をテ
クノロジーに任せきりにするのは賢明ではありません。
警告: チャイルドシートは、膝ベルト、あるいは 3 点式シ
ートベルトの腰部分で車両のシートに固定するように作
られています。チャイルドシートが適切に車両に固定さ
れていないと、衝突時にお子さまが危険にさらされる恐
れがあります。
警告: 衝突事故に関する統計によると、お子さまは前席よ
りも後席で正しくシートベルトをしている方がより安全
です。
警告: お子さまが体重 20 lbs (9 kg)以下で自分一人では座
れない場合は、前向きチャイルド シートの使用は避けて
ください。2 歳以下のお子さまは背骨と首の発達が十分
でなく、正面からの衝撃による負傷を避けることができ
ません。
警告: 小さいお子さまを大人の膝上に乗せるのは避けて
ください。常にお子さまに合ったチャイルドシートで保
護する必要があります。
警告: お子さまの安全な着座を確実にするため、本書およ
びチャイルドシートの取扱説明書に記載されている全て
の指示に従ってください。
警告: お子さまはできるだけ長い間、5 点式統合ハーネス
使用の後ろ向きチャイルド シートに着座させる必要があ
ります。
警告: チャイルドシートまたは補助シートの取り付けに
使用されているシートベルトに対して、シートベルトエ
キステンダーは使用しないでください。
警告: より大きいお子さまを着座させる場合は、頭部が支
持され、シートベルトが適切に調整され、しっかり着用
されていることを確認してください。肩ベルトは顔およ
び首から離れている必要があります。また、腰ベルトが
腹部にかからないようにする必要があります。
警告: 2 つのチャイルドシートを 1 つのアンカーポイン
トに取り付けることは絶対に避けてください。万一衝突
事故が発生した場合、1 つのアンカーポイントでは 2 つの
シートを支えきれない可能性があります。
警告: チャイルドシート固定アンカーは、チャイルドシー
トが正しく取り付けられた状態で受ける荷重にのみ耐え
られるように設計されています。大人用のシートベルト
やハーネスとして使用したり、他の物や機器を固定する
ためには使用しないでください。
警告: ハーネスやテザーストラップが損傷したり摩耗し
たりしていないか、必ず点検してください。
警告: お子さまがチャイルドシート内にしっかり固定さ
れている場合でも、お子さまのそばから離れないように
してください。
警告: 衝突事故の際に使用していたチャイルドシートは
絶対に再使用しないでください。チャイルドシートの検
査や取り替えはチャイルドシートの取扱説明書に従って
実施してください。
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エアバッグの位置
エアバッグは以下のように適切な位置に設置されています。エアバッグについての注意事項は、サンバイザーに表示されています。
Model X は、両方の指定された前席位置に、エアバッグと肩および腰ベルト（シートベルト アセンブリとも呼ばれます）を装備し
ています。エアバッグは、これらの座先位置での補助拘束装置です。事故が起きたときの大けがや死亡のリスクを最小限に減らす
ため、座席にエアバッグが装備されているかどうかに関わらず、ドライバーを始めすべての乗員は、必ずシートベルトを着用して
ください。

1. ニー エアバッグ
2. フロント エアバッグ
3. カーテン エアバッグ
4. シート搭載サイドエアバッグ
5. ドア搭載エアバッグ

エアバッグの動作
エアバッグはセンサーが衝撃を検知して展開開始値を超えると
膨張します。これらの展開開始値により、エアバッグが乗員を
保護するタイミングで開けるよう衝撃の重大度を予想します。
エアバッグは、大きな力で瞬時に展開し、大きな音を立てます。
展開したエアバッグは、シートベルトとともに乗員の体の動き
を制限し、けがのリスクを低減させます。

通常、フロント エアバッグは追突、横転、側面衝突、急ブレー
キ、悪路の走行では展開しないように設計されています。同様
に、フロントエアバッグは軽度の正面衝突、乗り上げ衝突、細
い物体（ポールや樹木など）への軽度の衝突など、すべての正
面衝突で展開するわけではありません。車体の外見が大きく変
形してもエアバッグが 展開しないことがあったり、逆に構造的
な損傷の場合には比較的軽微な破損でもエアバッグが展開する
ことがあります。したがって、衝突後の車両の外観から、フロ
ント エアバッグが膨らんだかどうかを判断することはできま
せん。
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警告: 障害者に対応するために、エアバッグ システムに影
響が及ぶ可能性があるように Model X を改造する場合、
事前にモバイル アプリを使用してサービス予約してくだ
さい。

エアバッグの種類
Model X は、次のような種類のエアバッグを装備しています。

• フロントエアバッグ: フロントエアバッグは、助手席に乗車
した大きなお子さまや大人を最大限に保護できるように設
計されています。すべての注意事項や指示に従って、助手席
にお子さまを乗せてください（地域で許可されている場合）。

• ニー エアバッグニー エアバッグおよびヘッド エアバッグは
同時に動作します。ニー エアバッグは足の動きを規制し
て、前席乗員の前方への動きを制限することで、ヘッド エ
アバッグがより効果的に働くように乗員の姿勢を整えます。
衝突時にニーエアバッグが展開するかどうかは、関連する座
席の検知位置により部分的に異なります。

• シート搭載エアバッグ: 前席に取り付けられたサイドエアバ
ッグは、骨盤と胴の胸部を守るのに役立ちます。運転席の内
側にあるシート搭載式エアバッグは、頭部と胴体を保護しま
す。車両の衝突側と非衝突側の両方のシート搭載式エアバ
ッグは、重度の側面衝突または重大なオフセット正面衝突の
場合に膨らみます。

• カーテン エアバッグ: Model X のフロント ルーフレールの
それぞれの側に搭載されるカーテン エアバッグは頭部を保
護します。車両の衝突側と非衝突側の両方に取り付けられ
ているカーテン エアバッグは、重度の側面衝突を受けた場
合、重大なオフセット正面衝突を受けた場合、または横転し
た場合のみに膨らみます。

• ドア搭載エアバッグ: Model X のファルコンウィングドア両
方のトリムにエアバッグが設置されています。これらはカ
ーテン エアバッグと同じで頭部を保護し、通常は大きな側
面衝撃がかかったとき、斜め前方から大きな衝撃がかかった
とき、あるいは車両が横転したときに展開します。ドア搭載
エアバッグは、車両の衝撃を受けた側と受けていない側の両
方で展開します。

エアバッグ ステータス インジケーター
助手席フロント エアバッグの状態は、タッチスクリーンに表示
されます。

助手席フロント エアバッグが OFF の場合、助
手席エアバッグ OFF インジケータがタッチ
スクリーンに表示されます。助手席側のフロ
ント エアバッグが OFF の場合、衝突が起きて
もエアバッグは展開しません。このインジケ
ーターは、座席に乗員がいないときでも表示
されます。チャイルドシートを助手席に取り
付けて運転する場合（地域で許可されていれ
ば）、助手席フロントエアバッグのステータス
が OFF になっていることを必ず慎重に確認
してください。
注: 2019 年 10 月ごろより前に製造された車
では、助手席に人が座っていない場合、助手
席エアバッグ OFF インジケータは表示されません。

助手席に大人が座る場合は、必ず助手席フロ
ントエアバッグを有効にしてください。助手
席側のエアバッグが ON の場合、衝突が起き
るとエアバッグが展開します。

エアバッグ システムが故障している際は、計
器クラスターのエアバッグ インジケーターが
点灯したままになります。このインジケータ
ーが点灯するのは本来 Model X を始動したと
きだけで、そのときは数秒で消灯します。点
灯したままになる場合、モバイル アプリを使
用してただちにサービス予約をし、運転をし
ないでください。

助手席乗員感知
Model X は、助手席に乗員センサーを備え、フロントエアバッ
グの状態をコントロールしています。
注: 人感センサーシステムは、規制要件 FMVSS208 を満たすも
ので、必要のない、または危険となり得る助手席のエアバッグ
展開を自動的に検出します。
フロントの助手席
にある重量

助手席用エアバ
ッグの状態

インジケーターステー
タス

表示しない OFF 助手席エアバッグ
OFF**

20 ポンド（9 kg）
まで

OFF 助手席エアバッグ OFF

20〜100 ポンド（9
〜45 kg）*

OFF または ON OFF - 助手席エアバッ
グ「オフ」
ON - 助手席エアバッ
グ「オン」

100 ポンド（45 
kg）以上

ON 助手席エアバッグ ON

*値は概算値です。しきい値に近い重さが検出されると、座る
位置や体型によって、エアバッグのステータスがオンまたは
オフになる場合があります。
**2019 年 10 月ごろより後に製造された車では、助手席に人
が座っていないときに、助手席エアバッグ OFF インジケータ
が表示されます

注: Model X の電源を入れてから乗員センサーが助手席エアバ
ッグの正確な状態を報告するのに約 6 秒かかります。そのた
め、Model X を最初に起動させたとき、エアバッグが OFF にな
っていたとしても （乗員の重量が 20 ポンド(9 kg)以下の場合）、
タッチスクリーンが「助手席エアバッグ OFF」の状態を表示す
るまでに約 6 秒かかります。そうならない場合はモバイル ア
プリを使用してただちにサービス予約をとり、お子さまを助手
席に乗せないようにしてください。
感知システムが乗員の状態を正しく検出できるよう、次のこと
は行わないでください。
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• シート下に物を置くこと。
• シートに重い物 （書類鞄や大きなハンドバッグ） を乗せる

こと。
• シート背もたれとシートクッションの間に物をはさむこと。
• 積み荷がシートに干渉すること。
• カバー、マット、毛布等に限らず、シートと乗員の間に市販

品を取り付ける、または置くこと。
こういった状態の場合、乗員センサーと干渉することがありま
す。上記の可能性を排除してもなお、エアバッグの状態が不正
であれば、乗員にはリア シートに座ってもらい、モバイル アプ
リを使用してサービス予約をしてください。
注: 助手席の乗員センサーは、助手席のフロントエアバッグの動
作にのみ関与しています。サイドエアバッグは影響を受けませ
ん。

警告: 助手席側エアバッグが前述の重量しきい値に基づ
いて予測される通りに ON/OFF 動作しない場合は、モバ
イル アプリを使用してただちにサービス予約をしてくだ
さい。
警告: お子さまを助手席に座らせることが地域で法的に
許可されている場合、ドライバーが責任を持って、助手
席フロントエアバッグが OFF になっていることを確認し
てください。エアバッグを有効にしているときに、決し
て後ろ向きのチャイルドシートを使用してお子さまを助
手席に座らせないでください。お子さまが重傷を負った
り死亡事故につながる危険性があります。米運輸省高速
道路交通安全局による推奨では、12 歳以下の乗員は全員
後部座席に乗せなければなりません。
警告: Model X にシートカバーを使用しないでください。
使用すると衝突発生時にシート搭載サイドエアバッグの
膨張が制限される可能性があります。乗員感知システム
が装備されている場合は、その精度が低下する恐れもあ
ります。

正確な乗員感知を確認する
正確に助手席の乗員を識別するために、乗員は次のことを行う
必要があります:

• シートベルトを着用する。
• シートクッション中央に真っすぐに座り、背もたれに肩を付

け、正面のフロアに足を快適に伸ばします。適切な座位置と
不適切な座位置の例 ページ 53 を参照してください。

• シートクッションの座位置を維持し、体重をシートから浮か
せるようなことはしません（例:フロアを足で押したり、セ
ンターコンソールやアームレストを押して持ち上げたりす
ること）。

• 厚く湿った衣類やかさばる衣類（スキーウエアやパッド入り
の衣類）を着用しないでください。

上記事項に加えて、以下のような状況では乗員識別システムの
精度に悪影響を及ぼす可能性があります:

• 助手席にラジオ送信器（例:狩猟用ラジオまたはトランシー
バー）を置くこと。

• 助手席のクッションに AC/DC インバータまたはインバータ
から電源を取るデバイス（例:携帯電話、タブレット、パソ
コン）を置くこと。

• チャイルドシートを取り付けているときに座席に液体（ペッ
トボトル飲料など）や食品の容器を置くこと。

• 不適切にチャイルドシートを取り付け、チャイルドシートの
下の部分全体がシートクッションにきちんと乗っていない
状態になること。

• シート下に格納されている物、または背もたれとクッション
の間に挟まっている物。

• シートに重い物 （書類鞄や大きなハンドバッグ） を乗せる
こと。

• 積み荷がシートに干渉すること。
• カバー、マット、毛布など、シートと乗員の間に取り付けら

れている、または置かれている市販品。
こういった状態の場合、乗員センサーと干渉することがありま
す。上記の可能性を排除してもなお、エアバッグの状態が不正
であれば、乗員にはリア シートに座ってもらい、モバイル アプ
リを使用してサービス予約をしてください。
注: Tesla では 12 歳以下の乗員は全員後部座席に乗せるべきで
あるという、NHTSA（米運輸省高速道路交通安全局）の推奨に
従っています。
注: 助手席の乗員センサーは、助手席のフロントエアバッグの動
作にのみ関与しています。サイドエアバッグは影響を受けませ
ん。

警告: 上記の指示に従わないと、乗員識別システム
（OCS）に悪影響を及ぼし、重傷や死亡を招く恐れがあり

ます。
警告: 助手席のエアバッグが思うようにオン/オフに変わ
らない場合、助手席に人を乗せないでください。モバイ
ル アプリを使用してサービス予約をする。
警告: 乗員感知システムの精度を確保するために、前列助
手席を改造しないでください。
警告: Model X にシートカバーを使用しないでください。
使用すると衝突発生時にシート搭載サイドエアバッグの
膨張が制限される可能性があります。また、乗員識別シ
ステムの精度が低下する可能性もあります。

適切な座位置と不適切な座位置の例
適切な座位置:
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不適切な座位置 - 乗員の足がフロアに着いていなければならな
い:

不適切な座位置 - 乗員はシートクッションで前のめりになって
はならない:

不適切な座位置 - 車両が動いているときに乗員は背もたれを寝
そべる位置まで後方に倒してはならない:

エアバッグ展開の影響
警告: エアバッグが展開するときは微粉末が放出されま
す。この粉末には皮膚に刺激を与える成分が含まれるた
め、目、切り傷や擦り傷に付着した際は、流水で完全に
洗い流すようにしてください。
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展開したエアバッグは収縮し、乗員にクッション効果を及ぼす
と同時に、ドライバーの前方の視界が遮られないようにします。
エアバッグが展開したとき、あるいは車が衝突したときは、必
ずエアバッグとシートベルトのプリテンショナー、その他関連
部品をチェックし、必要であれば Tesla に交換を依頼してくだ
さい。
衝突時には、エアバッグの膨張に加えて以下のようなことが起
こります。

• 米国のみ: 「コントロール」 > 「安全」 > 「自動警察通報」
を有効にしている場合、車両は自動的に警察に緊急通報しま
す。キャンセル指示とカウントダウン タイマーがタッチス
クリーンに表示されます。

• ドアとリフトゲートのロックが解除されます。
• ハザード警告灯が点灯します。
• 室内灯が点灯します。
• 高電圧が無効化されています（高電圧電力を回復させるため

に、モバイル アプリを使用してサービス予約をしてくださ
い）

• 窓が換気位置になります。
• 車両はブレーキがかかって停止します。

注: かかった衝撃や力の具合によっては、衝突の際にドアがロッ
ク解除しなかったり、損傷によってドアが開かなかったりする
可能性があります。こういった場合、車内側の手動リリースで
ドアを開いたり、その他の脱出方法（他のドアから脱出する、
窓を破るなど）を用いる必要があります。

エアバッグについてのご注意
警告: 衝突時の大けがや死亡のリスクを最小限に減らす
ため、座席にエアバッグが装備されているかどうかに関
わらず、ドライバーを始めすべての乗員は、必ずシート
ベルトを着用してください。
警告: フロントシートの乗員は、展開したエアバッグが破
裂してけがをすることがありますので、エアバッグモジ
ュールの上に腕を載せないでください。
警告: Model X にシートカバーを使用しないでください。
使用すると衝突発生時にシート搭載サイドエアバッグの
膨張が制限される可能性があります。乗員感知システム
が装備されている場合は、その精度が低下する恐れもあ
ります。
警告: エアバッグはかなりの速度と力で展開し、それによ
ってけがをすることがあります。けがを減らすため、乗
員は必ずシートベルトを着用し、できるだけシートを後
ろへ引いて正しく座るようにしてください。国家道路交
通安全局（NHTSA）は、乗員の胸とエアバッグの間の推
奨最小間隔を 10 in（25 cm）としています。
警告: お子さまは助手席には座らせないようにしてくだ
さい。地域のすべての法令に従い、お子さまの体重、身
長、年齢に適した方法でお子さまを座らせてください。
後列座席に乳幼児や小さなお子さまを安全に座らせてく
ださい。フロントエアバッグが作動するシートに乳幼児
を乗せないでください。エアバッグが展開したときに、
重傷や死亡につながる可能性があります。

警告: 前方でエアバッグが作動するシートでは後ろ向き
のチャイルドシートの使用を控えてください。エアバッ
グが展開したときに、けがや死亡事故につながる可能性
があります。
警告: サイドエアバッグが正しく展開するように、乗員の
胴体と Model X の側面の間のすきまをふさがないでくだ
さい。
警告: 助手席に座る人はドアに頭をもたれかけないでく
ださい。カーテンエアバッグが展開したときに、けがを
することがあります。
警告: 乗員は、エアバッグの上または近くに足、ひざな
ど、体の一部を置いてエアバッグの作動を遮らないよう
にしてください。
警告: ヘッドエアバッグの上または近く、フロントシート
の横、車両側面のヘッドライナー、エアバッグカバーな
どには、物を取り付けたり置いたりしないでください。
エアバッグの展開が妨げられる可能性があります。これ
らには、ハンドル カバー、デカール、シート クッショ
ン、枕などが含まれます。車両がエアバッグが展開する
原因となるほど激しく衝突をした場合、物体が重傷の原
因となる可能性があります。
警告: 展開したエアバッグは部分的に熱くなっています。
熱がさめるまで、手で触れないでください。
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Tesla モバイル アプリにより、Model XiPhone®または
Android™携帯端末とリモート通信することができます。
注: 上記のリストは Tesla モバイル アプリで利用可能な機能を
完全に表しているものではありません。新機能や改良機能にア
クセスするためには、最新バージョンのモバイルアプリがリリ
ースされたらすぐにダウンロードしてください 。

モバイル アプリを使用する方法
Tesla モバイル アプリで Model X との通信をセットアップする
には:
1. Tesla モバイル アプリをお使いのスマートフォンにダウン

ロードします。
2. Tesla アカウントの認証情報を入力して、Tesla モバイル ア

プリにログインします。
3. 「コントロール」 > 「安全」 > 「モバイル アクセスを許可」

の順にタッチして、Model X へのモバイル アクセスを有効に
します。

モバイルアプリが車両と通信できるようにするには、スマート
フォンおよび車両が両方とも携帯電話サービスまたは Wi-Fi に
接続されている必要があります。屋内の駐車ガレージなど携帯
電話サービスが制限されている場所や携帯電話サービスが利用
できない場所に駐車する場合、Tesla では、常にすぐに利用でき
る物理キーを携帯することを推奨しています。
注: 携帯電話の通信接続が制限されていたり、予備キーが利用で
きないなど、保証対象外の問題のために Tesla のロックアウト
アシスタンスが必要な場合にかかる費用は、ロードサイドアシ
スタンスポリシーの保証対象になりません。
注: Tesla は、Model X との連絡に第三者アプリを使用すること
をサポートしていません。

Apple Watch 用モバイル アプリ
お持ちの Apple Watch でモバイル アプリを使用することもで
きます。
Apple Watch 用の Tesla モバイル アプリの使用条件:

• Apple Watch Series 6、Apple Watch SE 2、Apple Watch 
Ultra 1、またはこれ以降の Apple Watch で watchOS 11.0 以
降を有するもの。

• 車両ファームウェア バージョン 2024.44.25 以降。
• Tesla モバイル アプリ バージョン 4.39.5 以降。

お持ちの Apple Watch で Tesla モバイル アプリを使用する前
に、お持ちの iPhone および Apple Watch が利用可能な最新の
ソフトウェア バージョンに更新されていることをご確認くだ
さい。Tesla モバイル アプリをお持ちの Apple Watch に追加す
るには、お持ちの iPhone で Watch アプリを使用してください。
Tesla Apple Watch アプリを使用すると、Model X のロック/ロ
ック解除、トランク、およびフロント トランクを開くことがで
きます。

さらには、携帯電話をキーとして使用する場合と同様にして、
お持ちの Apple Watch をキーとして使うことができます。詳
細な情報は、#unique_175 ページ を参照してください。

概要
電話機と車両の両方でインターネット サービスが使用できる
場合、Tesla モバイル アプリのホーム画面で以下のことができ
ます。

• 車両をロック/ロック解除する。
• 暖房または空調を有効または無効にし、キャビンの空調を監

視します。
• 車両の充電情報を確認します。充電ケーブルを差し込んで

も、充電の詳細情報が表示されます。
• 充電ポートの開閉。

注: バッテリー アイコンの隣にあるねじられた赤い線は、バ
ッテリーが能動的に加熱されていることを示します（充電中
や充電準備中を含む）。

• 車両の位置を確認します。
• 車両の推計航続距離を表示。
• フロントトランクを開きます。
• 車両のオドメーター、VIN、現在のファームウェア バージョ

ンを確認します。
メディア設定がモバイル アプリに表示され、車両で現在再生さ
れているメディアを一時停止、再生、巻戻し、早送り、および
音量調整します。「オーディオ設定」 > 「オプション」 > 「モバ
イル制御を許可」の順にタッチしてメディア設定を有効にする
必要がある場合があります。
サポート対象の動画ソースは、モバイルアプリのリンクを共有
して動画を Tesla シアターに送信します。スマートフォンで再
生したい映画、番組、ビデオに進み、共有ボタンにタッチしま
す。Tesla アプリで動画を共有すると､Model X が駐車中の場合
は､タッチスクリーンに動画が表示されます。

プロフィール
最上部の角部にある「プロフィール」タブでは以下のことが可
能です。

• Tesla アカウントを複数の車両に関連付けている場合は、車
両を切り替えます。

• Tesla ショップに移動します。
• アカウント情報を管理して、注文履歴を表示します。
• セキュリティ アラームがトリガーした場合のカレンダーの

同期、充電のアップデート、新しいソフトウェアのアップデ
ートなど「設定」タブで受信する通知を表示してカスタマイ
ズします。離れた場所からアップデートを開始し､進行をチ
ェックすることができます。

コントロール
｢コントロール｣タブでは次のことが行えます。
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• フロントまたはリアのトランクを開く。
• 遠隔からの Model X のロック、アンロック。

注: モバイル アプリからロック解除している場合、車両は自
動的に再ロックしません。

• 充電ポートの開閉。
• Model X の駐車場所を見つけるために、ライトを点滅させた

り、ホーンを鳴らす。
• キーレス ドライブを有効にする。

注: キーを忘れてしまったり、ドライブ用 PIN を忘れ PIN を
バイパスする必要がある場合や、タッチスクリーンが反応し
なくなった場合などに､キーレス ドライブを使用すること
ができます(ドライブ用 PIN ページ 160 参照)。

• 車両に HomeLink 接続がプログラムされていてご利用いた
だける場合、ガレージのドアを開閉する（スマート ガレー
ジ ページ 64 参照）。

• ウィンドウを換気する。

空調
車内温度を確認して、運転開始前に（車庫にある場合でも）キ
ャビンを冷暖房し、シートヒーターを制御し、フロント ガラス
の霜取りを行なうことができます。

• デフロストを有効または無効にすると、画面の下から上にス
ワイプすることで、フロントガラス、ウィンドウ、およびミ
ラーの雪、氷、霜を溶かすことができます。

• 窓を開けます。
• キャビンを希望の温度に予め調節し、ハンドルおよびシート

ヒーター（装備されている場合）をオンまたはオフにしま
す。

モバイル アプリで Model X の温度調整を行うと、必要に応じて
バッテリーも暖められます。モバイル アプリは、車両が希望す
るプレコンディショニング温度に達したことを知らせます。
注: 極端な寒冷時や凍結するような状況では、充電ポートラッチ
がそのまま凍ることがあります。充電ケーブルの抜き差しがで
きない場合、または留め金が凍結しているため車両の高速充電
が行えない場合、Tesla モバイル アプリを使用し、約 30〜45 分
間、事前に車両の温度設定を「HI」にしてください（車両の事
前調整のためにはモバイル アプリの使用が必要です。タッチ
スクリーンからは温度を「HI」に設定できません）。この結果、
充電ポートラッチの氷が溶けて、充電ケーブルの抜き差しがで
きるようになります。

場所
マップ上で Model X の位置と方向を特定し、動きを追跡する。

サモン
を使用して Model X を駐車したり､呼び出すことができます｡

予約
予約充電または出発予定時刻を有効にし、車両をプレコンディ
ショニングします。詳細情報については、プレコンディショニ
ングと充電の予約 ページ 198 を参照してください。予約充電
または出発予定時刻は設定した場所に基づいて保存することが
できます。
将来のためにライトショーを計画することもできます。ライト
ショーの詳細については、シアター、アーケード、おもちゃ箱 
ページ 185 を参照してください。

セキュリティ
｢セキュリティ｣タブでは次のことを実行できます。

• セントリー モードを有効/無効に設定する（セントリーモー
ドの使い方（USB フラッシュ ドライブあり） ページ 164 を
参照）。

• バレーモードを有効/無効に設定する（バレーモード ページ 
90 を参照）。

• 速度制限モード使い、車両の走行速度が選択した最大速度ま
で約 3 mph (5 km/h) に近づいたときに通知を受け取る機能
を有効または無効に設定します（速度制限モード ページ 161
を参照）。

アップグレード
完全なセルフドライブなど､利用可能な最新のアップグレード
を確認し､購入できます。

サービス
モバイル アプリでサービスを予約する方法については、整備の
予約 ページ 203 を参照してください。

ロードサイド
ロードサイドのリソースを表示し、（該当すれば）ロードサイド
アシスタンスをリクエストします。ロードサイドアシスタンス
に関する詳細については、Tesla ロードサイドアシスタンスに連
絡する ページ 238 を参照してください。

2 人目のドライバーへのアクセス許可
Tesla モバイル アプリから別のドライバーへのアクセス許可を
追加および削除することができます。
注: Tesla モバイル アプリ バージョン 4.3.1 以降が必要です。
追加されたドライバーは、事前に登録されている Tesla アカウ
ントを使用するか、アプリを使用して新しい Tesla アカウント
を作成することができます。
ドライバーを追加するには、Tesla モバイル アプリで車両のホ
ーム画面から「セントリー」 > 「ドライバーの追加」に進み、
画面の指示に従います。
注: 追加されたドライバーはアップグレードの購入を除くすべ
てのアプリ機能にアクセスできます。
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アクセスを削除するには、モバイル アプリを使用して「セント
リー」 > 「ドライバーの管理」の順に進み、画面の指示に従い
ます。
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データ接続方法として Wi-Fi が用意されており、携帯電話通信
網よりも速い場合も多くあります。Wi-Fi 接続は携帯電話が通
じにくい、または通じない地域で特に便利です。ソフトウェア
およびマップのアップデートを速く確実に行うには、可能な限
り Model X を Wi-Fi に接続させておくことが推奨されます（例
えば自宅で駐車している時間など）。
Wi-Fi ネットワークへの接続方法は以下の通りです。
1. 「コントロール」 > 「Wi-Fi」の順にタッチします。 Model X 

圏内にある Wi-Fi ネットワークの検索を開始し、検出された
ものを表示します。
注: リストに、既知の Wi-Fi ネットワークが表示されない場
合、アクセス ポイントに Model X を近づけるか、レンジ エ
クステンダーで感度を上げてください。
注: （使用可能な場合に）5GHz ネットワークに接続してい
る場合、地域でサポートされているチャンネルを確認してく
ださい。
サポートされている 5GHz ネットワーク チャンネル

36～48 52～64 100～140 149～165
✓ ✓ ✓ ✓

2. 「Wi-Fi ネットワークを検索中」で使用する Wi-Fi ネットワー
クを検索してタップするか、「Wi-Fi ネットワークを追加」
で手入力により追加し、パスワードを入力（必要な場合）し
てから「確定」にタッチします。接続すると、その Wi-Fi ネ
ットワークには「既知の Wi-Fi ネットワーク」と緑色のチェ
ックマークが表示されます。ネットワークの圏内にいると
きは、Model X を自動的に接続します。
注: Model X は現在、キャプティブ Wi-Fi ネットワークへの
接続をサポートしていません（キャプティブ Wi-Fi は、一般
的に公共のホットスポットで使用され、ログインを許可する
前にカスタム Web ポータルにアクセスし、サービス条件に
同意することが必要です）。

注: 過去に接続したことのあるネットワークが圏内に複数ある
場合、Model X は直近に使用したネットワークに接続されます。
注: Tesla サービス センターでは、Model X は Tesla サービス
Wi-Fi ネットワークに自動的に接続されます。

診断
診断は、Wi-Fi 接続に関するより詳しい情報や、接続改善のヒン
トを提供します。アクセスするには、「Wi-Fi」 > 「診断」に移
動するか、ソフトウェアアップデートのダウンロードまたはイ
ンストール中に、プログレスバーの下に表示されます。

ホットスポット
Wi-Fi ネットワークを使用する代わりに、モバイル ホットスポ
ットを使用することもできます（料金がかかり、通信会社の制
限があります）。運転中も接続を有効なままにしたい場合は、ホ
ットスポットに接続した後に「運転中に接続を維持」を選択し
ます。

トラブルシューティングのヒント
車両の Wi-Fi 接続が遅い、または接続に失敗する場合は、以下
のヒントを試してください。

• タッチスクリーンで、Wi-Fi アイコンバーの本数（信号強度）
を確認します。信号強度が低い場合は、Wi-Fi アクセスポイ
ントを車両の近くに追加して信号を改善することを検討し
てください。

• タッチスクリーンを再起動します（タッチスクリーンまたは
インストゥルメントパネルの再起動 ページ 8 を参照）。

• Wi-Fi 接続を一旦削除してから、再び接続します。「コントロ
ール」 > 「Wi-Fi」の順にタッチし、お使いのネットワーク
を選択して「ネットワークを登録解除」を実行し、それから

「既知のネットワーク」でネットワークを再び選択します。
• 別の Wi-Fi ネットワークを試します。
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Bluetooth® 互換性
Bluetooth デバイスがペアリングされていて通
信範囲内にある場合、Model X でさまざまな
Bluetooth デバイスを使用することができます。
例えば、Bluetooth 対応電話機をペアリングし
て、ハンズフリーで使用することができます。
Model X は電話機以外の Bluetooth 対応機器と
もペアリングできます。例えば、iPod Touch、
iPad、Android タブレットなどをペアリングして
音楽を再生することができます。

電話機またはその他の Bluetooth デバイスを Model X で使用
する場合、ペアリングが必要になります。ペアリングすること
で、Model X はサポートしている Bluetooth デバイスと通信す
るようにセットアップされます。最大 10 台の Bluetooth 対応
電話機をペアリングすることができます。特定の電話機を優先
デバイスに指定していない場合、または優先デバイスに指定さ
れている電話機が通信範囲内にない場合、Model X は常に最後
に使用した電話機と接続します（その電話機が通信範囲内にあ
る場合）。別の電話機に接続する場合はペアリングされたデバ
イス間の切り替え ページ 61 を参照してください。
注: 多くの電話では、電話のバッテリー電圧が低下すると、
Bluetooth がオフになります。
注: 通常、Bluetooth はおよそ 30 フィート（9 メートル）まで
の距離の無線通信に対応していますが、通信の性能は使用して
いる電話機やその他のデバイスで異なることがあります。
注: Model X は一度に最大 20 台の Bluetooth デバイスをペアリ
ングできますが、同時に接続できるのは 2 台のデバイス（電話
機 1 台とコントローラ 1 台、またはコントローラ 2 台）のみで、
それぞれフロント タッチスクリーンとリヤ タッチスクリーン

（装備されていれば）に接続できます。
注意: ペアリングされている電話機を車内に置いたまま
にしないでください（ハイキングやビーチに出かけたと
きなど）。車内に電話機を置いたままにしなければなら
ない場合は、Bluetooth を無効にするか、電話機の電源を
オフにしてください。

電話機または Bluetooth デバイスのペ
アリング
ペアリングすると、Bluetooth 対応の電話をハンズフリーで使
用して、電話をかけたり受けたりすることや、連絡先リストま
たは最近の通話履歴にアクセスすることなどが可能になりま
す。また、電話でメディア　ファイルを再生することも可能に
なります。登録済みの電話機が通信範囲内にあれば、Model X
はその電話機にいつでも接続できます。
1. 電話または Bluetooth デバイスをペアリングするには、

Model X の車内に座り、タッチスクリーンがオンになってい
ることを確認します。

2. 電話機のロックを解除し、Bluetooth を有効にします（通常
は電話機の [設定] で行います）。
注: 携帯電話の機種によっては、Bluetooth 設定に進み残り
の手順を行う必要があります。

3. タッチスクリーンで、「コントロール」 > 「Bluetooth」の
順にタッチすると、新しいデバイスの Bluetooth スキャンが
自動的に開始されます。

4. 電話機が表示されるのを待ってから「接続」にタッチしま
す。

5. 電話に表示される数字がタッチスクリーンの数字と同じで
あることを確認します。次に、電話機からペアリングするこ
とを確定します。

6. 電話にプロンプトが表示されたら、Model X がカレンダー、
連絡先、メディアファイルといった個人情報にアクセスする
ことを許可するかどうかを指定します（連絡先と通話履歴の
インポート ページ 60 を参照）。ペアリングされると、
Model X によって「コントロール」 > 「Bluetooth」 > 「ペ
アリングされたデバイス」の下に電話機が表示されます。

ペアリングされたデバイスの設定を変更するには、「コントロー
ル」 > 「Bluetooth」 > 「ペアリングされたデバイス」と進み、
デバイス名の横にあるドロップダウンを開きます。
インポートまたは Bluetooth への接続に問題がある場合、詳細
について Bluetooth のトラブル シューティング ページ 61 を参
照してください。
2018 年 4 月頃以前に製造された車両の場合: Bluetooth のペア
リングに極めて長い時間がかかる場合、「コントロール」 > 「サ
ービス」 > 「Bluetooth のリセット」の順にタッチして
Bluetooth 機能をリセットします。数分待つ必要がある場合が
あります。リセットが完了したら Model X へのペアリングを再
試行します。Bluetooth をリセットすると、Model X は以前ペ
アリングしたデバイスを記憶していない場合があります。

連絡先と通話履歴のインポート
電話がペアリングされたら、「コントロール」 > 「Bluetooth」
> 「ペアリングされたデバイス」に移動し、デバイス名の横に
あるドロップダウンを開いて、電話機の連絡先、最近の通話、
テキストメッセージへのアクセスを許可するかどうかを指定し
ます。アクセスを許可している場合は、電話アプリを使用して、
連絡先リストや発信履歴に登録のある人に電話をかけたり、メ
ッセージを送信できます（電話、カレンダー、ウェブ会議 ペー
ジ 62 参照）。連絡先をインポートするには、同期を許可するよ
うに電話を設定するか、連絡先の同期に関する確認を求める電
話のポップアップ画面に応答する必要があります。この方法は
使用している電話の種類によって異なります。詳細について
は、ご使用の電話に付属しているマニュアルを参照してくださ
い。
連絡先のインポートまたは Bluetooth を使用したペアリングに
問題がある場合、詳細については Bluetooth のトラブル シュー
ティング ページ 61 を参照してください。

Bluetooth デバイスの切断またはペアリ
ング解除
電話または Bluetooth デバイスを切断してもペアリングしたま
まにする場合は、タッチスクリーンの Bluetooth 設定ドロップ
ダウンで「切断」にタッチします（「コントロール」 > 

「Bluetooth」 > 「ペアリングされたデバイス」 > 「あなたの電
話機」）。デバイスを Model X で再び使うことがない場合は、「デ
バイスの消去」をタッチし、その後の指示に従います。登録を
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解除したデバイスを Model X で使用するには、もう一度そのデ
バイスをペアリングする必要があります（電話機または
Bluetooth デバイスのペアリング ページ 60 を参照）。
注: Model X から離れると、電話機との接続は自動的に切断され
ます。

ペアリングされたデバイス間の切り替え
Model X は、「優先デバイス」に指定した電話機に自動的につな
がります。優先デバイスとして電話を設定していなければ、
Model X は、前回接続した電話につながります(ただし、その電
話が作動範囲にあり、Bluetooth がオンである必要があります)。
最後の電話が動作範囲内にない場合、車両は登録されている次
の電話との接続を試みます。
別の電話に接続するには、「コントロール」 > 「Bluetooth」 > 

「ペアリングされたデバイス」の順にタッチします。接続したい
電話を選択し、「接続」にタッチします。接続したい電話がリス
トにない場合は、その電話をペアリングする必要があります。
電話機または Bluetooth デバイスのペアリング ページ 60 を参
照してください。
接続している場合、Bluetooth 設定画面では電話機名の隣に
Bluetooth のロゴが表示され、Model X がその電話機に接続し
ていることを示します。

Bluetooth のトラブル シューティング
車両は Bluetooth および BLE（Bluetooth Low Energy）を使用
してスマートフォンを Model X にシームレスに接続します。い
くつかの可能性のある要因により、ペアリング プロセスにおい
て Bluetooth または BLE が切断され、問題が生じることがしば
しばあります。Bluetooth に接続することで、車両は、オーデ
ィオ、通話、カレンダーなどの電話機能を使用することが可能
になります。
BLE は電話キーなど受動的機能に使用されます。
注: 近くに有効なキーカードがない時に車両と電話機のペアリ
ングを解除したり、電話キーとしての電話機を取り外したりし
ないでください。
Bluetooth のトラブルシューティングをするには、まずスマー
トホンを使用して、以下を試してみてください。

スマートホンのトラブルシューティング
スマートホンの設定およびアップデートのせいで、Bluetooth
が接続できない。

• 電話機で Bluetooth を有効にします。既に有効になってい
る場合は、Bluetooth を一旦無効にしてから再び有効にしま
す。

• 機内モードがオフになっていることを確認します。
• 電話機を充電します。電話機のバッテリー レベルが低すぎ

ると、Bluetooth 機能をサポートできない場合があります。
• デバイスを適切にペアリングします。既にペアリングして

いる場合は、いったんペアリングを解除して再びペアリング
してみます。

• 電話機をメーカーが提供している最新のソフトウェアにア
ップデートします。

• デバイスの音声システムが、オーディオ出力ソースとして選
択されていることを確認します。

• 電話機の設定で Bluetooth が許可されていることを確認し
ます（例: データをオンにするか、Wi-Fi に接続している）。

• 電話機の電源をオフにしてから再びオンにします。
• モバイル アプリで位置の許可が「常にオン」に設定されて

いることを確認します。

Tesla モバイル アプリのトラブルシューティン
グ
Tesla モバイル アプリを以下のとおり点検します。

• Tesla モバイル アプリのソフトウェアが最新であることを
確認します。

• 電話キーを使用しているときに Tesla モバイル アプリにロ
グインしていることを確認します。

• バックグラウンドで Tesla アプリが実行中であることを確
認します。

• モバイル アプリでプロフィールを最後まで設定済みであ
り、設定を適切に構成していることをダブルチェックしま
す。

車両のトラブルシューティング
車両の設定が、スマートホンとのペアリング機能に影響を与え
る可能性があります。

• Model X を充電します。車両のバッテリー レベルが低すぎ
る場合、Bluetooth 機能が使用不可になる可能性がありま
す。

• 車両ソフトウェアをアップデートし、ソフトウェアが常に最
新のものであることを確認します。「コントロール」 > 「ソ
フトウェア」の順に移動して、新しいソフトウェアのアップ
デートがないか確認します。

• タッチスクリーンを再起動します。タッチスクリーン ペー
ジ 6 を参照してください。

• 車両を再起動します。
依然 Bluetooth が機能していない場合、車両とスマートホンの
ペアリングを解除します。次に両者を再びペアリングします。
BLE の電話キーに問題がある場合、車両の中で、「コントロー
ル」 > 「ロック」の順に移動して、「キーとしての電話機」とし
て設定されている電話機を削除します。次に再度、設定を戻し
ます。ただしこれは車内にいて、信頼できるバックアップキー

（キー カードなど）を持っている場合に限って行ってください。
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電話アプリを使用する
Bluetooth を使用して電話機が Model X に接続
され（Bluetooth ページ 60 を参照）、電話の連絡
先にアクセスが許可されると（連絡先と通話履歴
のインポート ページ 60 を参照）、電話アプリを
使用して、電話に登録されている連絡先を表示し
て、ハンズフリーで電話をかけることができま
す。

• 通話: 通話の履歴が時系列順で表示され、最新の通話が最初
に表示されます。

• メッセージ: メッセージが時系列順で表示され、最新のメッ
セージが最初に表示されます。テキストメッセージを表示、
送信および受信することができます。テキストメッセージ
を入力する代わりに、ハンドルの右側にあるマイク ボタン
にタッチして音声入力します。

警告: ドライバーが注意散漫となることを最小限に抑
え、同乗者や他の道路利用者の安全を確保するため
に、走行中はテキストメッセージを確認したり送信し
たりしないでください。走行中は常に道路状況や交
通状況に注意を払ってください。

• 「連絡先」: 連絡先は、アルファベット順で掲載されており、
名前または姓でソートできます。また、リストの右側にある
文字を選択して、選択した文字で始まる名前にすばやくスク
ロールすることもできます。連絡先リスト上の名前をタッ
チすると、連絡先の利用可能な電話番号が、その他の利用可
能な情報 (住所など) とともに右側のペインに表示されます。
連絡先の電話番号をタッチして電話をかけます。

• お気に入り: お気に入りに指定した、電話機の中の連絡先を
表示します。

• カレンダー: 電話からのカレンダー エントリーを表示しま
す（カレンダー ページ 62 参照）。エントリーに電話番号や
住所が含まれている場合、そのカレンダー エントリーの該
当する情報にタッチして、電話をかけたり、目的地までのナ
ビをしたりすることができます。

電話をかける
以下の方法で電話をかけることができます。

• 音声コマンドの入力 (音声コマンド ページ 17 を参照)。音声
コマンドは、連絡先に電話を掛けたり、テキスト送信するた
めの便利なハンズフリー手段です。

• 右側のスクロールボタンのメニューから連絡先または最近
の通話履歴を選択 (ハンドルの右ボタンを使用する ページ 
68 を参照)。

• 電話アプリのリストに表示される電話番号にタッチする - 
連絡先、通話、カレンダー。

• 電話アプリで Model X のオンスクリーン　ダイヤラーを使
用。

注: 安全上および法令上に問題がない場合は、電話機で直接番号
をダイヤルするか、連絡先を選択することによって電話をかけ
ることもできます。

注: 地図上のピンに触れ、ポップアップ ウィンドウで電話番号
を選択することにより電話をかけることもできます (利用可能
な場合)。

電話に応答する
電話機に着信があると、インストゥルメントパネルとタッチス
クリーンに発信者の番号または名前が表示されます (発信者が
連絡先リストに含まれていて、Model X がその連絡先へアクセ
スできる場合)。
タッチスクリーンのオプションにタッチして、電話に「応答」
するか、または「無視」するかを選択します。使用している電
話と最新の通話に使用したスピーカーによっては、着信コール
に使用したいスピーカーを選択するように求めるメッセージが
表示されることがあります。

警告: 道路の状況に常に注意して運転してください。
Bluetooth をオンにした状態でも、運転中の携帯電話の使
用やプログラミングは深刻な怪我や死亡につながりま
す。
警告: テキスト送信の使用禁止やハンズフリーの使用義
務など、運転中の電話の使用に関して適用されるすべて
の法規に常に従ってください。

通話中オプション
通話中、ハンドルの右側の最上部のボタンを押すことによって
インストゥルメントパネルに通話メニューを表示することがで
きます。右スクロール ボタンを上下に回してオプションを選
択します (ハンドルの右ボタンを使用する ページ 68 を参照)。
通話音量を調節するには、通話中にハンドルの左側にあるスク
ロール ボタンを上下に回します。

カレンダー
カレンダーには、スマートフォン（iPhone®また
は Android™）のカレンダーから送信された当日
および翌日分の予定が表示されます。カレンダ
ーは電話アプリに便利に統合されており、カレン
ダー の予定からミーティングに参加することが
できます。また、ナビゲーション システムにも
統合されているのでイベントの場所へ移動する
ことができます。

1. 電話が Model X とペアリングされていることを確認します。
2. Tesla モバイル アプリにログインしていることを確認しま

す。
3. Tesla モバイル アプリで、「プロフィール」 > 「設定」 > 「カ

レンダー同期」の順にタッチします。
注: カレンダー アプリのすべての機能を利用できるように
するには、モバイル アプリの最新バージョンを使用するこ
とを推奨します。

4. 電話機かで、「設定」に移動し、Tesla モバイル アプリとカ
レンダーを共有するためのアクセスを許可します。そうす
れば、カレンダーのデータがスマートフォンから Model X へ
定期的 (かつ自動的) に送られるようになります。
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カレンダー イベントに住所が含まれている場合は矢印が表示
されます。住所にタッチすることで、そのイベントの場所まで
のナビゲーションを行わせることができます。
イベント毎に住所が指定されていて、乗車して運転の準備をし
てから 2 時間以内にイベントが始まる場合、Model X は自動で
イベントの住所に経路を指定します（オート ナビゲーション ペ
ージ 179 参照）。
予定の情報アイコンにタッチすれば、その予定に関する情報が
表示されます。メモに 1 つ以上の電話番号が含まれている場
合、情報アイコンに電話のアイコンが表示され、カレンダーに
は 1 番目に検出された電話番号が表示されます。タッチして通
話を開始します。予定にあるメモのポップアップ ウィンドウ
内の任意の電話番号をタッチしても通話を開始することができ
ます（これは特に電話会議の通話に便利です）。メモにウェブ 
リンクが含まれている場合、リンクにタッチするとウェブ ブラ
ウザーで開くことができます。
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HomeLink ユニバーサル トランシーバ
ー

HomeLink® ユニバーサル トランシーバーが装
備されている場合、ガレージ ドア、ゲート、ラ
イト、セキュリティ システムなどの無線周波

（RF）装置を最大 3 台まで操作することができま
す。

注: 製造日、販売地域および購入時に選んだオプションによっ
て、HomeLink ユニバーサル トランシーバーが装備されていな
い車両もあります。

警告: HomeLink ユニバーサル トランシーバーは、安全停
止とリバース機能の無い機器には使用しないでくださ
い。上記の安全機能を装備していない機器の開閉装置を
使用すると、けがや死亡事故を引き起こす危険性が大き
くなります。

対応しているモード
HomeLink は、車両と RF 機器との通信方法に応じて 3 種類の
送信モードに対応します。送信モードの選択は対応する RF 機
器により異なります。

• 標準モード: RF 機器にリモコンが装備されている場合は標
準モードを使用します。この場合、必ずリモコンを使用して
機器を操作する必要があります（例、ガレージドアの遠隔操
作など）。このモードはホームリンク デバイスに対して最
も一般的に使用される送信モードです。

• D モードまたは UR モード: RF 機器にリモコンが装備され
ていない場合は、D モードまたは UR モードを使用します。
この場合、受信機には「Learn」ボタンがあります

（「Program」または「Smart」となっている場合もありま
す）。Model X がリモート コントロールとは対照的にデバイ
スの受信機と直接通信する点においては、D モードと UR モ
ードは同様に機能します。
注: D モードは主に北米で使用されているもので、欧州、中
東、アジア地域では UR モードが一般的に使用されていま
す。デバイスが互換性を持っているモードを確認するには、
www.homelink.com にアクセスするか 1-800-355-3515 に
電話して HomeLink に連絡してください。

機器はそれぞれ異なるモードで設定できます。たとえば、ガレ
ージのドアを標準モードに設定したり、正面玄関を D モードに
設定したりできます。送信モードを変更するには、タッチスク
リーンの上部にある HomeLink アイコンをタッチして変更し
たい機器を選択します。機器を選択したら、プログラムを選択
して機器で使用したいモードを選択します。設定モードをタッ
チして設定を確認し、画面に表示される指示に従います。
年式の古い車両の場合、ある 1 つの機器のモードを変更すると
その他すべての機器のモードが変更されるため送信モードを変
更する場合はご注意ください。選択したモードに対応していな
い機器は動作しない場合があります。タッチスクリーンの上に
ある HomeLink アイコンにタッチしてから、「送信モードの変
更」にタッチします。
注: HomeLink デバイスの製品情報を確認して、どのモードがデ
バイスに対応しているか確認します。

HomeLink のプログラミング
HomeLink®をプログラムする:
1. フロントのバンパーがプログラム対象のデバイスの正面に

くるように Model X を駐車します。
注意: プログラミング中は、デバイスが開いたり閉じ
たりします。そのため、プログラミングをする前に、
デバイスの周辺に人や物がないことを確認してくだ
さい。

2. デバイスのリモコンに良好な状態の電池が入っていること
を確認します。Tesla では、HomeLink のプログラミングを
実施する前に、デバイスのリモートコントロールのバッテリ
ーを交換することを推奨しています。

3. タッチスクリーンの上部にある HomeLink アイコンをタッ
プします。

4. 「Homelink を作成」にタッチします。
5. HomeLink 画面でデバイスの名称を入力し「Enter」または

「新しい HomeLink を追加」をタッチします。
6. 使用するモード（標準、D モードまたは UR モード）を選択

し、「設定モード」をタッチします。
7. 「開始」にタッチしてから、スクリーン上の指示に従います。

注: デバイスのプログラミング中に「受信機を記憶させる」
という画面になったら、これが時間的制約のある場面である
ことを意識してください。デバイスのリモコンの Learn/
Program/Smart ボタンを押した後、わずか約 30 秒の間に車
に戻って、「続行」を押し、次に記憶させたホームリンク デ
バイスの名前を 2 回押してください。この作業を 30 秒以内
に確実に完了できるようにするために、アシスタントを用意
することを検討してください。

8. デバイスがプログラムされたら、「保存」をタッチしてプロ
グラミングを完了します。

9. ホームリンクが正しく動作することを確認してください。
場合によっては、次に進む前にプログラミング処理を複数回
繰り返す必要があります。

プログラムすると、タッチスクリーンの該当する HomeLink ア
イコンにタッチすることでデバイスを操作することができま
す。HomeLink はプログラムしたデバイスの場所を記憶しま
す。既知の場所に近づくと、タッチスクリーン上に HomeLink
のコントロールが自動的に表示されます。走行して離れていく
と、消えます。
注: ご不明な点や互換性に関する質問がある場合には、
HomeLink までお問合せください (www.homelink.com また
は、1-800-355-3515 までお電話してください）。

自動開閉
タッチスクリーンを使用せずにホームリンク機器を動作させる
ために、近づいたら開く、離れると閉じるように機器を設定で
きます。
1. タッチスクリーンの上部にある HomeLink アイコンにタッ

チしてから、「Homelink 設定」にタッチして自動に設定し
たい機器を選択します。

スマート ガレージ

64 MODEL X オーナーズマニュアル

http://www.homelink.com
tel:1-800-355-3515
http://www.homelink.com
tel:1-800-355-3515


2. 必要に応じ、次のようにしてデバイスの Homelink 設定を調
整します
◦ 近づいた時にデバイスが開くようにしたい場合、「到着時

に自動的に開く」チェックボックスを選択します。
◦ 矢印にタッチして、機器が自動的に開く際の Model X ま

での距離を指定します。
◦ 車が離れたら機器が閉じるように設定したい場合は、「出

発時に自動的に閉じる」チェックボックスを選択します。
◦ Homelink の位置に到着したときにミラーをたたみたい

場合は、「自動格納式ミラー」チェックボックスを選択し
ます。これは狭い車庫で有用です。

◦ デバイスを自動的に開閉する信号が送信されると、
Model X がチャイムを鳴らすようにしたい場合、「自動開
閉時のチャイムを有効にする」チェックボックスを選択
します。

HomeLink は、ペアリング時の車両の GPS 位置を記憶してお
り、これに基づいて HomeLink デバイスと車両の位置関係を確
認します。HomeLink は、ドアの開閉状態の検知および区別を
行っておらず（例：オートオープンがトリガーされたとき、ド
アがすでに開いている場合、ドアは閉じます）、通常、以下に基
づいてオートオープンかオートクローズかを 判断します。
オートオープン：Model X が、ガレージ ドア（または他の
HomeLink デバイス）の指定距離内に近づくと検出します。オ
ートオープンは、接近する車両のギアがドライブに入っていて、
HomeLink が有効になっている場合に限り開始されます。
HomeLink は、車両がすでにそのエリアにいる場合は作動しま
せん。
オートクローズ：HomeLink は、Model X がパーキングからリ
バースにシフトし、リバースで 23 フィート（7 メートル）以上
移動すると作動します。
注: 指定距離内で何度もギアチェンジを行うと、オートクローズ
が正常に機能しない場合があります。
機器に自動的に開閉を行わせたくない場合は、カウントダウン
が終了する前に 「自動開閉をしない (Skip Auto-Open)」また
は「自動開閉をしない (Skip Auto-Close)」を押してください。
注: デバイスが完全に閉じられていることを確認する際はホー
ムリンクを信用しないでください。

HomeLink 機器の場所をリセットする
ホームリンク機器に近づいた時に機器が開かない場合や、プロ
グラミングされた機器に近づいてもタッチスクリーンに 告知が
表示されない場合は、機器の場所をリセットする必要があるこ
とがあります。リセットするには、HomeLink 機器（ガレージ
ドアやゲートなど）のできるだけ近くに車を停め、 タッチスク
リーン上部にある Homelink アイコンにタッチして HomeLink 
設定ページを表示します。リセットしたい機器の名前にタッチ
してから、「ロケーションをリセットする」にタッチします。

デバイスの削除
HomeLink 機器を削除するには、タッチスクリーン上部にある
Homelink アイコンをタッチしてから「HomeLink 設定」をタ
ッチします。削除したい機器の名前をタッチして、「削除する」
をタッチします。
注: 工場出荷時のリセットを実行して、他のすべての個人データ

（保存されたアドレス、音楽のお気に入り、インポートされた連
絡先など）と一緒に、ホームリンクの設定を消去することもで
きます。工場リセットによる個人データの消去 ページ 9 を参
照してください。
注: 万が一ご自身の Model X を売却する場合には、安全上の理由
により、お使いの HomeLink デバイスを削除してください。

HomeLink のトラブルシューティング
標準モード
標準モードでは、Model X はホームリンク デバイスのリモコン
が発信する RF 信号を記録します。タッチスクリーンの指示に
従って車の前に立ち、デバイスのリモコンをフロント バンパー
に向け、ヘッドライトが点滅するまでボタンを押したままにし
ます。ヘッドライトが点滅したら Model X はリモコンを記憶し
ていますので、タッチスクリーンの「続行」にタッチすること
ができます。ヘッドライトが点滅しない場合は次のようにして
ください。

• リモコンの電池を点検します。プログラミングを開始する
前にバッテリーを交換することをお勧めします。

• Model X の前面に立ち、デバイスのリモコンをテスラ エンブ
レムからの 2 インチ（5 cm）以内に配置します。

• ヘッドライトが点滅するまで、デバイスのリモコンのボタン
を長押しします。場合によっては、リモコンのボタンを最長
3 分押し続ける必要があります。
注: 一部のホームリンクのリモコンでは、1 回長押しする代
わりに、短く複数回（1 秒に 1 回程度）リモコンを押すこと
が必要となる場合があります。長押しを数回試みてもうま
くいかない場合は、毎秒 1 回程度で繰り返し押してみてくだ
さい。

D モードおよび UR モード
D モードおよび UR モードにすると、機器の受信機が Model X
を記憶します。タッチスクリーンで、機器の受信機にある

「Learn」ボタンを押すよう指示があります（「Program」または
「Smart」となっている場合もあります）。動作しない場合は、

以下のガイドラインを参照してください。
• プログラムを試みるガレージドア、ゲートなどにできるだけ

バンパーを近づけて Model X を駐車します。
• 受信機の「Learn/Program/Smart」ボタンを確実に押しま

す。受信機を記憶モードにする方法については、プログラム
したい RF 機器に付属される製品説明書を参照してくださ
い。
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• デバイスのプログラミング中に「受信機を訓練」という画面
になった場合、その操作には時間制限があることにご注意く
ださい。デバイスのリモコンまたは受信機の Learn/
Program/Smart ボタンを押した後、わずか約 30 秒の間に車
に戻って、「続行」を押し、次に訓練したホームリンク デバ
イスの名前を 2 回押してください。以下の手順を他の人に
手伝ってもらってください 。

• 多くの受信機の記憶モードは、3 分〜5 分間持続します。デ
バイスの「Learn/Program/Smart」ボタンを押した直後に、
車両のタッチスクリーンに表示される指示に従ってくださ
い。

ご不明な点や互換性に関する質問がある場合には、HomeLink
までお問合せください (www.homelink.com または、
1-800-355-3515 までお電話してください）。
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運転を開始
Model X に乗車するためにドアを開くと、インストゥルメント
パネルおよびタッチスクリーンの電源がオンになり、すべての
コントロールを操作できます。Model X を運転する：
1. ブレーキ ペダルを踏む - Model X の電源が入り、運転できる

ようになります。
2. ギアを選択する - シフトレバーをドライブまたはリバース

にします（ギアシフト ページ 72 参照）。
注: 「ドライブ用 PIN」の機能が有効になっている場合（ドライ
ブ用 PIN ページ 160 を参照）、Model X を運転可能にするには、
タッチスクリーンで有効な PIN を入力する必要があります。
Model X の運転に必要な事項はすべてインストゥルメント パネ
ルに表示されます。

キーフォブが車内にない
ブレーキを踏んだときに Model X がキーフォブを検出しない場
合、キーフォブが車内にないことを知らせるメッセージがイン
ストゥルメントパネルに表示されます。
このメッセージが表示された場合、ブレーキを踏み、Model X
が最も検出しやすいセンター コンソールのカップ ホルダーに
キーフォブを入れてください。

それでも Model X がキーフォブを検出しない場合は、キーフォ
ブをセンター コンソールの低電圧電源ソケット（低電圧 電源ソ
ケット ページ 10 を参照）の真下に置いて試してください。ま
だキーフォブが検出されない場合は、キーフォブのバッテリー
を一度取り外して、もう一度試してください。キー フォブのバ
ッテリーを交換する ページ 21 を参照してください。または別
のキーフォブを試します。キーフォブを代えても検出されない
ときは、Tesla に連絡してください。
Model X がキーフォブを検出できるかどうかには、いくつかの
要因が影響する可能性があります。これには、キーフォブのバ
ッテリー残量低下、他の無線デバイスとの干渉、キーフォブと
受信機の間に障害物があるなどです。

キーフォブは常に携帯してください。運転終了後も、Model X
を停止してから再始動するときにはキーフォブが必要です。ま
た、Model X から降車後、Model X を手動または自動でロック
するときにもキーフォブが必要です。

停止
目的地に着いたら、ドライブ ストーク端のボタンを押してギア
をパーキングに切り換えます。キーフォブを持って Model X か
ら離れると、その時点で自動的に電源がオフになり、インスト
ゥルメントパネルおよびタッチスクリーンもオフになります。
Model X また、運転席に座っていても 、ギアをパーキングに切
り換えて 30 分が経過すると自動的に電源がオフになります。
通常は必要な操作ではありませんが、車両が動いていなければ
運転席に座ったまま手動で Model X の電源をオフにすることも
できます。「コントロール」 > 「安全」 > 「電源オフ」の順にタ
ッチします。 Model X ブレーキを踏むか、タッチスクリーンを
タッチすると、自動的に電源がオンになります。
注: Model X 乗客が車両から降りたこと（例えば、運転席シート
ベルトが装着されておらず、車両がほぼ停止している）を検知
すると自動的にパーキングにシフトします。ニュートラルにシ
フトする場合、ドアを開けて車から降りると Model X はパーキ
ングにシフトします。 Model X をニュートラルにしておく方法
については、車両輸送者向け注意事項 ページ 235 を参照してく
ださい。

車両でパワーサイクリングを行う
異常な挙動を示す場合や、意味のない警告が表示される場合、
Model X の電源を入れ直すことができます。
注: タッチスクリーンが反応しない、または異常な動作を示して
いる場合は、車両の電源を再投入する前にタッチスクリーン再
起動してください（タッチスクリーンまたはインストゥルメン
トパネルの再起動 ページ 8 を参照）。
1. パーキングにシフトします。
2. タッチスクリーンで、「コントロール」 > 「安全」 > 「電源

オフ」の順にタッチします。
3. 車両のどこにも触らないようにして、最低 2 分程度待ちま

す。ドアを開けたり、ブレーキペダルを踏んだり、タッチス
クリーンを操作したりしないでください。

4. 2 分後、ブレーキペダルを踏むか、ドアを開けて車両を起動
します。

始動と電源オフ
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ステアリングホイールの位置を調整する
シフトレバーの左側にあるノブを動かしてハンドルを好みの運
転位置に調整します。このノブで、ステアリングホイールを前
後上下に動かすことができます。

警告: 運転中には調整しないでください。

ハンドルの重みの調整
ステアリング システムの感触と感度をお好みに合わせて調整
できます。
1. タッチスクリーンで、「コントロール」 > 「ペダル&ハンド

ル」 > 「ハンドルの重み」の順にタッチします。
2. ステアリングのオプションを選択します。

◦ 「軽い」: ハンドルを楽に回せます。この設定にすると、
市街地での Model X の運転と駐車が容易になります。

◦ 「標準」: ほとんどの条件で最適な操作性と応答性が得ら
れる Tesla が推奨する設定です。

◦ 「重い」: ハンドルを回すのに必要な力が増します。高速
で運転する際に Model X の応答性がよくなります。

ハンドルの左ボタンを使用する
ハンドルの左側のボタンを使用して、ラジオ局を変更したり、
メディア プレーヤーの音量を調整したり、インストゥルメント 
パネルの左側に表示される情報を変更したりすることができま
す（ナビゲーション アプリに指示が表示されていない場合）。

1. 次へ
地上波ラジオまたは衛星ラジオを聞いており、複数のラジオ
局がプリセットにある場合、このボタンを押すと現在再生中
のラジオ局の次にあるプリセットを再生します。複数のプ
リセットが設定されていない場合は、このボタンを押すと次
に受信可能な周波数へ移動します。
インターネット ラジオ、接続している Bluetooth 機器また
は USB 機器のオーディオ ファイルを聞いているときにこの
ボタンを押すと、次の曲またはラジオ局へスキップします。
複数のお気に入りが登録されている場合は、長押しするとお
気に入りを切り替えて表示します。

2. スクロール ボタン
◦ 上または下に回してメディアの音量を調整します。

注: スクロール ボタンは、使用中のメディア、ナビゲー
ション指示、および電話通話の音量を調整します。メデ
ィア、ナビゲーション、電話のいずれかの音量を調整す
ると、インストゥルメントパネルに音量レベルが表示さ
れます。

◦ メディアの音量をミュートしたり、オーディオ ファイル
を一時停止/再生したりするには、スクロール ボタンをタ
ップします。

◦ インストゥルメントパネルの左側に表示される情報を選
択するには、スクロール ボタンを押し続けて利用可能な
オプションを表示します。スクロール ボタンを回転し
て「表示しない」、「車両の状態」、「時計」、「メディア」、

「エネルギー」または「走行データ」、「サスペンション」
などを選択します。希望するオプションがハイライト表
示されたらスクロール ボタンをタップします。
注: オプションで選択した左スクロール ボタンの表示設
定は、手動で変更されるまで保持されます。
注: 車両の状態では、ドアやトランクなどの開閉状況や、
新しい車両ではタイヤ空気圧などの情報が表示されま
す。

3. 戻る
前の曲またはラジオ局へスキップする点を除いて、操作方法
は上記の「次へ」と同じです。複数のお気に入りが登録され
ている場合は、長押しするとお気に入りを切り替えて表示し
ます。

注: インストゥルメントパネル左側がどのようにカスタマイズ
されても、ナビゲーションの指示 (該当する場合) や、Model X 
がドライブまたはリバースに入っているときにドアやトランク
が開いていることを知らせるメッセージは、インストゥルメン
トパネルの左側に自動的に表示されます。

ハンドルの右ボタンを使用する
ハンドルの右側にあるボタンを使用して、通話中に通話オプシ
ョンにアクセスしたり、インストゥルメントパネルの右側に表
示されるものを選択したり、Model X 機能の調整や、音声コマ
ンドの利用ができます。

ハンドル
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注: 電話を受信中または発信中は、インストゥルメントパネルの
右側に自動的に通話オプションが表示され、Bluetooth 接続さ
れている電話の通話を簡単に操作できます。

1. 押すことで音声コマンドを使用して連絡先にある番号に電
話をかけたり、インターネットで音楽を聞くことができま
す。トーンが聞こえたら、認識させたいコマンドを話しま
す。詳細は音声コマンド ページ 17 を参照してください。

2. スクロール ボタン
◦ 通話中に、スクロール ボタンをタッチして通話オプショ

ンを表示させ、通話中に利用できるアクションを使用す
ることができます。

◦ スクロール ボタンを回転させると、機能リストの中から
最近選択した機能を並べ替えることができます (「メニュ
ー」ボタンを参照)。

◦ インストゥルメントパネルの右側に表示される情報を選
択するには、スクロール ボタンを押し続けて利用可能な
オプションを表示します。スクロール ボタンを回転し
て「表示しない」、「車両の状態」、「時計」、「メディア」、

「エネルギー」または「走行データ」、「サスペンション」
などを選択します。希望するオプションがハイライト表
示されたらスクロール ボタンをタップします。
注: 車両の状態では、ドアやトランクなどの開閉状況や、
新しい車両ではタイヤ空気圧などの情報が表示されま
す。
注: オプションで選択した右スクロール ボタンの表示設
定は、手動で変更されるまで保持されます。

◦ タッチスクリーンを再起動するには、両方のスクロール 
ボタンを約 5 秒長押ししてください。タッチスクリーン
またはインストゥルメントパネルの再起動 ページ 8 を
参照してください。

◦ サスペンション。変化する路面状況に合わせて、サスペ
ンションシステムで各ホイールのダンピングが動的に調
整されている状態をリアルタイムで視覚化できるように
なりました。スクロール ボタンを回転して、「サスペン
ション」を選択し、スクロール ボタンを押します。エア 
サスペンション ページ 81 を参照してください。

3. メニューボタン
ボタンを押すと表示されるメニューから、Model X の以下を
操作することができます。
◦ 温度。ホイールを回して運転席側の温度を変更するか、

スクロール ボタンを押して空調システムを ON/OFF し
ます。

◦ 「ファン速度」：スクロール ボタンを回してキャビンの冷
房または暖房に使用されるファンの速度を調整します。

◦ 「画面の明るさ」：スクロール ボタンを回してディスプレ
イの明るさの度合いを調整したり、ホイールを押して標
準設定に戻したりします。

◦ 通話履歴。携帯電話が Model X とペアリングされている
場合は、スクロール ボタンを回して通話履歴が表示でき
ます。スクロール ボタンを押して表示されている連絡
先に電話をかけます。携帯電話をペアリングするには、
電話機または Bluetooth デバイスのペアリング ページ 
60 を参照してください。

◦ 連絡先。携帯電話が Model X にペアリングされている場
合は、スクロール ボタンを回して携帯電話の連絡先を参
照してください。連絡先は、姓がアルファベット順にリ
スト表示されます。Model X が確実にあなたの連絡先に
アクセスできるようにするには、連絡先と通話履歴のイ
ンポート ページ 60 を参照してください。

機能リストを閉じるには、もう一度メニュー ボタンを押しま
す。

暖房装備 ハンドル
Model X にオプションの寒冷地パッケージが装備されている場
合は、タッチスクリーンから空調をタッチしてハンドルを暖め
ることができます（空調を操作する ページ 168 参照）。オンに
すると、輻射熱でハンドルを快適な温度に保ちます。

クラクション
クラクションを鳴らすには、ハンドル中央のパッドを押し続け
ます。

ハンドル
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外側ミラーの調整
左または右のサイドミラーボタンを押します。ボタンのランプ
が点灯している状態でダイヤルを押すと、ミラーを希望の位置
まで動かすことができます。もう一方のサイドミラーも同様に
調整します。入力を求められた時点で、タッチスクリーンにあ
る「保存」をタッチしてミラー調整をドライバープロフィール
に保存します。

オートチルトでは後進時にミラーが自動的に下向きになりま
す。オートチルトをオンまたはオフにするには、「コントロー
ル」 > 「車両」 > 「ミラー角度の自動調整」の順にタッチしま
す。オートチルト位置を調整するには、Model X をリバースに
シフトしてミラー調整をします。ギアをリバース以外に戻す
と、ミラーの角度はまた通常の位置（上方）へ戻ります。しか
し、ミラーの角度を後進用に調整したことで、ギアをリバース
に入れるたびに、ミラーは選択した下向きの位置に自動的に傾
きます。
運転席側のサイドミラーは、後続の車両からのヘッドライトの
グレア（眩しさ）に応じて自動的に薄暗くなります（リバース
にシフトされている場合を除く）。また、左右どちらのサイドミ
ラーも、リア ウィンドウ デフロスターとともにオン/オフする
ヒーターを備えています。
注: 寒冷時にミラーを正しく作動させるには、寒冷環境における
ベストプラクティス ページ 174 を参照してください。

格納式ミラー
（狭い車庫やスペースの 少ない場所に駐車する場合などに）ドア

ミラーを操作して格納および展開するにはセンター ボタンを
押します。また、「コントロール」 > 「格納」/「展開」にタッ
チすることでもミラーの格納および展開を操作できます。

ミラーを操作して格納した場合、走行速度が 31 mph（50 
km/h）に達するまでミラーは格納されたままになります。
注: 走行速度が 31 mph (50 km/h) を超えている場合、ミラーを
格納することはできません。
降車して Model X をロックしたときにミラーを自動的に格納す
るように設定するには、「コントロール」 > 「車両」 > 「ミラー
自動格納」の順にタッチします。Model X をロック解除すると
ミラーが自動的に展開します。
また、指定した場所に来るとミラーを自動的に格納するように
設定することもでき、頻繁に訪れる場所でその都度操作して格
納する必要がなくなります。設定するには、Model X が低速（3
mph（5 km/h）未満）で走行しているか、車両に記憶させたい
場所で停止していなければいけません。次に、「コントロール」
> 「この場所ではいつもミラーを自動格納する」の順にタッチ
します。次に保存した場所に来た時には、指定した場所の 25 フ
ィート（7.5 メートル）以内でミラーの格納および展開が行われ
ます。保存した場所においてミラーの格納を停止するには、保
存した場所まで走行してから、「この場所で自動格納を設定」の
隣にある X にタッチします。
注: 保存済みの場所から離れる場合、走行速度が 3 mph（5 km/
h）に達するか、または、「コントロール」 > 「ミラーを展開」
の順にタッチするまでミラーは格納されたままになります。
注: 保存した場所に戻り、31 mph（50 km/h）未満で走行して
いる場合、ミラーを自動的に格納することができます。
注: ミラーの自動格納/展開は、いつでも（例えば Model X に電
力がない場合でも）ミラーアセンブリを奥へ押し込むと展開さ
れ、手前に引くと格納されて、無効にすることができます。
自動格納ミラーを HomeLink にリンクさせることができます

（スマート ガレージ ページ 64 を参照）。オンにするには、
「HomeLink」 > 「近くに来たらミラーを自動格納する」の順に

タッチします。
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インテリア ミラー
バックミラー
バックミラーを操作して調整します。ドライブまたはニュート
ラルにシフトされているとき、バックミラーは時刻に基づき低
照明では周囲の明るさに合わせて自動的に暗くなります（夜間
の走行時など）。

バニティ ミラー
バニティ ミラーを出す方法や点灯させる方法ついて詳しくは、
サン バイザー ページ 28 を参照してください。
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シフト方法
Model X がパーキングにシフトしている場合、シフト変更する
にはブレーキ ペダルを踏む必要があります。
シフトレバーを上下に動かすと、違うドライブ モードにシフト
します。ギアシフトのたびにチャイムが鳴ります。

現在の走行速度では禁止されているシフトを試みると、チャイ
ムが鳴り、ドライブ モードは変更されません。
ギアシフト時のチャイム音を無効にしたい場合は、「コントロー
ル」 > 「安全」 > 「ギア チャイム」の順にタッチします。

リバース
レバーを一番上まで押し上げて、離します。リバースへのシフ
トは Model X が停止状態かまたは走行速度が時速 5 mph 
(8 km/h)未満の場合にのみ行うことができます。

ニュートラル
ブレーキを踏んでいないときにニュートラルにシフトすると、
Model X は自由に動ける状態になります。

• パーキングにシフトしている場合、ドライブ レバーを上ま
たは下に短く押して最初の位置にすると、ニュートラルにシ
フトします。

• ドライブにシフトしている場合、ドライブ レバーを上に短
く押して最初の位置にすると、ニュートラルにシフトしま
す。オートステアリングやトラフィックアウェア クルーズ 
コントロール（装備されている場合）が起動している場合、
シフト レバーを上に押して最初のポジションにシフトし
て、そこで 1 秒以上保持します。これで、オートステアリン
グまたはトラフィックアウェア クルーズ コントロールが無
効になります。

• リバースにシフトしている場合、ドライブ レバーを下に短
く押して最初の位置にすると、ニュートラルにシフトしま
す。

注: 5 mph（8 km/h）前後より低速で走行中にニュートラル ポ
ジションからシフトするには、ブレーキ ペダルを踏みます。

Model X がパーキングに入っている状態で、タッチスクリーン
でパーキング ブレーキを解除すると（「コントロール」 > 「安
全」 > 「パーキング ブレーキ」）、Model X はニュートラルにシ
フトします（パーキング ブレーキ ページ 79 を参照）。

ドライブ
レバーを一番下まで押して、離します。ドライブへのシフトは
Model X が停止状態かまたはリバースに入った状態で、走行速
度が時速 5 mph (8 km/h)未満の場合にのみ行うことができま
す。

パーキング
Model X の停車中にドライブ レバー先端を押します。

Model X 低速走行中に移動しないように自動的にパーキングに
シフトします。これは、充電ケーブルを接続した場合、シート
ベルトを外した場合、またはドライブまたはニュートラルにシ
フトしているときにドアを開いた場合に発生します。充電ケー
ブルが取り外されていること、シートベルトを着用しているこ
と、ドアが閉まっていることを確認したうえで、パーキングか
らシフトしてください。
車両に乗車しやすくするために、シフトレバーをパーキングに
入れてから「P」ボタンを再度押し、全てのドアをロック解除こ
ともできます。
注: パーキング ブレーキを解除するにはブレーキ ペダルを踏み
ます。
注: 上記の条件は、 Model X が自動的にパーキングに切り替わ
る、または切り替わらない原因をすべて網羅したものではあり
ません。特定の想定状況においては、上記条件 1 つにでも該当
する場合、車両がパーキングに切り替わる可能性があります。

注意: 緊急時にブレーキが正常に機能しない場合、ドライ
ブ レバーのパーキング ボタンを長押しして Model X を
停車させてください。必要時以外は、この方法で車両を
停車させないでください。
警告: ドライバーは自分で責任を持って、降車する前に必
ず車両をパーキングに切り替えてください。ドライバー
の代わりに Model X が自動的にパーキングに切り替える
といってもそれに 任せきりにしないでください。すべて
の状況に対応するものではありません（例: 徐行や傾斜が
原因で、車両が約時速 1.5 マイル（時速 2 km）以上で走
行する場合があります）。
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ライトの調整
ライトを操作するには、タッチスクリーンで「コ
ントロール」 > 「ライト」にタッチします。

タッチスクリーンでコントロールできるライトに加え、Model X 
には運転者の動作によって自動的にオン・オフするコンビニエ
ンスライトがあります。例えば、Model X をロック解除したと
き、ドアを開けたとき、パーキングにシフトしたときに、ルー
ムライト、標識灯、テール ランプ、、パドル ランプが点灯しま
す。これらは Model X をシフトまたはロックしてから 1〜2 分
後、自動的に消灯します。
エクステリアライト
エクステリアライト（ヘッドライト、テールライト、サイドマ
ーカーライト、パーキングライト、ナンバープレートライト）
は、Model X の起動時に「自動」に設定されます。「自動」に設
定すると、暗い場所で走行しているとき、またはワイパーが作
動しているときにエクステリアライトが自動的に点灯します。
この設定を変更した場合、ライトは次に運転する際に「自動」
設定に戻ります。
これらのオプションのどれかにタッチすると、エクステリアラ
イトの設定が変更され、もう一度調整するか、次回運転するま
でその設定を維持します。

• オフ: エクステリアライトは消灯します。走行すると、各販
売地域の法律に応じて、デイタイム ランニングライトが点
灯したままになる場合があります。

• パーキング: パーキング ランプ、側面標識灯、テール ラン
プ、ナンバープレート ランプが点灯します。

• オン: ロービーム ヘッドライト、側面標識灯、パーキング ラ
イト、ライセンス プレートナンバーが点灯します。

注意: 視認性が良好でない条件下(例えば暗い場所、霧、
雪、あるいは道がぬれているなど)では、ヘッドライトお
よびリア ライトを必ずオンにしてください。デイタイム
ランニングライトがオンになっている間は、後部テール
ライトがオフになります。確認を怠ると、損傷や深刻な
大けがにつながる可能性があります。

注: 左側通行地域から右側通行地域へ、および逆に移動した場
合､現地交通規則に従って、ヘッドライトは調節が必要です。ヘ
ッドライトを調節する必要がある地域を走行する場合は、モバ
イル アプリを使用してサービスを予約します。
フォグランプ
これをタッチしてリア フォグランプ（装備されている場合）を
オンまたはオフにします。フォグランプはヘッドライトがロー
ビームで点灯している場合のみ作動します。ヘッドライトが消
灯しているときは、フォグ ランプも消灯します。

リア フォグ ランプ（装備されていれば）が点灯
していると、必ずインストゥルメントパネルにリ
ア フォグ インジケーターが表示されます。

オプションのフロントフォグランプが点灯して
いると、必ず計器パネルのフロント フォグイン
ジケーターが表示されます。

注: 使用する地域や車両オプションにより、フロントフォグラン
プまたはリアフォグランプが搭載されていないことがありま
す。
注: いくつかの地域では、フロント フォグランプをコントロー
ルすることはできません。これらはヘッドライトと連動し、ヘ
ッドライトがロービームの時のみ点灯します。
ドームライト
ルームライト（マップ）をオンまたはオフにします。「自動」に
設定すると、応援される Model X のロックを解除したとき、こ
れまで同様にドアを開けたとき、またはパーキングにシフトし
たときに、すべてのルームライトが 点灯します。
ルームライトのレンズをタッチすると、それぞれのルームライ
トを オン/オフすることができます。ルームライトをオンにす
ると、Model X の電源がオフになったときにルームライトが消
灯します。手動でライトを点灯させたとき、すでに Model X の
電源がオフになっていた場合、ライトは 60 分後に消灯します。
降車後のヘッドライト
周囲が暗い場所に Model X を停めて駐車すると、エクステリア
ライトは一時的に点灯し続けます。1 分後または Model X をロ
ックした時点のどちらか早い時点で、ヘッドライトは自動的に
消灯します。
注: Tesla モバイル アプリまたはキーフォブを使用して
Model X をロックすると、ヘッドライトがただちに消灯します。
ただし、降車後オートロックが有効になっているために車両が
ロックされた場合（降車後オートロック機能 ページ 26 を参
照）、ヘッドライトは 1 分後に自動的に消灯します。
この機能のオンオフを切り替えるには、「コントロール」 > 「ラ
イト」 > 「降車後ヘッドライト」にタッチします。「降車後のヘ
ッドライト」がオフになっていると、パーキングにシフトして
ドアを開けるとヘッドライトがすぐに消灯します。

ハイビーム ヘッドライト
ウィンカー レバーを前方に押すとハイビーム ヘッドライトが
オンのままになります。操作を取り消すには、レバーを手前に
引きます。
ハイビーム ヘッドライトをパッシングさせるには、レバーを手
前に引いて離します。

ライト
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ヘッドライトがハイビームの時、Model X の前方にライトが検
知されると（例えば対向車など）自動的にロービームに切り替
えます。この機能のオン/オフを切り替えるには、「コントロー
ル」 > 「オートハイビーム」または「コントロール」 > 「ライ
ト」 > 「オートハイビーム」の順にタッチします。
注: 選択した設定は、手動で変更されるまで維持されます。
注: オートハイビームはオートパイロット コンポーネントが装
備されている車両で利用可能です。
注: オートハイビームはオートステアリングが有効になると自
動的に有効になります。

「オートハイビーム」がオンのときに、Model X 前方の光を検知
してハイビームが消灯した場合は、レバーを手前一杯に引くと
一時的にハイビームをオンにできます。
ヘッドライトの状態を示すために、インストゥルメントパネル
に以下のインジケーターライトが表示されます。

ロー ビーム ヘッドライトが点灯しています。

ハイ ビーム ヘッドライトが点灯しています。
「オートハイビーム」設定がオフでハイビームが

点灯しているとき、または「オートハイビーム」
設定がオンにされているが一時的に使用できな
い場合に点灯します。
ハイビームが現在オンになっており、Model X の
前方に光を検知した場合には、「オートハイビー
ム」はハイビームをオフにする準備ができていま
す。

「オートハイビーム」が作動していて、Model X
の前方に光が検知されたため、一時的にハイビー
ムがオフになっています。光が検知されなくな
るとハイビーム ヘッドライトは自動的にオンに
戻ります。

警告: オートハイビームは利便性のためのものに過ぎず、
動作に制約があります。気象条件や走行状態に合わせて
常に適切にヘッドライトを使用することは、ドライバー
の責任です。

ウィンカー
左側のウィンカー レバーを上げるか（右折時）、下げます（左
折時）。レバー上げ下げの程度に応じて、ウィンカーの点滅は、
3 回点滅か連続点滅になります。ウィンカー レバーを軽く押し
上げると 3 回点滅します。連続して点灯させるには、レバーを
一杯まで上か下に押します。

ハンドルを使用してキャンセルするか、レバーを中央に戻すと、
ウィンカーが停止します。

ウィンカー作動中は、インストゥルメント パネ
ルの該当するウィンカー インジケーター ライト
が点滅し、カチカチという音が鳴ります。

警告: トラフィックアウェア クルーズコントロール（装備
されている場合）を能動的に使用しているときに、ウィ
ンカーを操作すると、状況によっては Model X が加速す
る原因となることがあります（追い越し加速 ページ 118
参照）。
警告: オートステアリング（装備されている場合）を能動
的に使用している場合、ウィンカーを作動させると
Model X が車線変更する可能性があります（自動車線変
更 ページ 122 を参照）。

ハザードランプの点滅
ハザード ランプを点滅させるには、タッチスクリーン脇のハン
ドルに近い側にあるボタンを押します。すべてのハザードラン
プが点滅します。もう一度押すとハザードランプが消灯しま
す。
車両が深刻な衝突を検出した場合、ハザードランプが自動的に
オンになり、自動的に高速点滅して、視認性を高めます。ハザ
ードランプスイッチを 1 回押すと、ライトは通常の点滅に戻り
ます。2 回押すとすべてのハザードランプが 消灯します
注: ハザードランプはキーが近くになくても動作します。
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ヘッドライトまたはテールライト内の水
分
天候の変化、湿度レベル、または水の浸入（洗車など）により、
車両のヘッドライトやテールライトに水分がたまることがあり
ます。これは正常なことであり、暖かくなったり、湿度が減少
すると、ほとんどの場合、水分は自然になくなります。エクス
テリア レンズに水がたまっていることに 気付いた場合や、水分
がエクステリアライトの視認性に影響を与えている場合は、
Tesla サービスにお問い合わせください。

ライト
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ワイパー
フロント ガラスのワイパーを動作させるには、方向指示器レバ
ー先端を前方へ回します。レバーには次の 5 つの回転（調整）
ポジションがあります。

• 1st: オフ。
• 2nd: 低レインセンサー感度* で自動
• 3rd: 高レインセンサー感度* で自動
• 4th: 連続、低速。
• 5th: 連続、高速。

ワイパーを 1 回だけ作動させるには、レバーの先端を押して離
します。
ワイパーが自動に設定されていて、Model X がフロントガラス
に液体を検出しない場合、ワイパーは動作しません。
*「自動」設定を有効にするには、「コントロール」 > 「車両」 
> 「自動ワイパー（ベータ）」の順にタッチします。ワイパーを
自動に設定すると、Model X は雨が降っているかどうかを検出
します。間欠ワイパーの間隔はフロントガラスに検出される雨
の量で変わります。ワイパーが雨滴高感度に設定されている
と、Model X は霧雨程度でワイパーを作動させます。
注: オートステアリングが作動している場合、ワイパーは「自
動」に設定されます。オートステアリング作動時にワイパー設
定を「自動」から変更することは可能ですが、次にオートステ
アリングを作動させるとワイパーは再び「自動」に初期設定さ
れます。
注: 現時点では、自動設定はベータ版です。ベータ版で自動設定
を使用することに抵抗を感じる方には、必要に応じてワイパー
を手動で動作させることをお勧めします。
注: 音声コマンドを使用してもフロント ガラス ワイパーの速度
と作動間隔を調整することができます（音声コマンド ページ 17
を参照）。

注意: ワイパーの損傷を避けるために、Model X を洗車す
る前に必ずワイパーがオフ位置あることを確認してくだ
さい。

ワイパーブレードを長持ちさせるために、ワイパーを動かす前
にフロントガラスの氷を取り除いてください。氷の角が尖って
いてワイパーブレードのゴムを傷める可能性があります。
ワイパーブレードの先端を定期的にチェックし、クリーニング
してください。損傷している場合は、直ちにワイパーブレード
を交換してください。ワイパーブレードの点検と交換について
の詳細は、フロント ガラスのワイパー ブレード、ジェットおよ
びウォッシャー液 ページ 215 を参照してください。

注意: 厳しい寒冷下では、ワイパーブレードが凍結してい
たり、フロントガラスに張り付いていないことを確認し
てください。

ワイパーの霜取り
氷や雪を除去するため、ワイパー ブレードに手が届きやすくな
るよう、Model X をパーキングにシフトし、ワイパーをオフに
してから、タッチスクリーンを操作して、ワイパーを整備位置
に動かします。「コントロール」 > 「サービス」 > 「ワイパー サ
ービス モード」の順にタッチします。寒い屋外に駐車するとき
は、Model X のワイパーをサービス ポジションにしておくと便
利です。このポジションではワイパーが除霜通気口により近く
なるため、空調システムから出る空気をフロントガラスに向け
ることによって氷を溶かすことができます。
Model X にオプションの寒冷地パッケージが装備されている場
合は、タッチスクリーンの「空調」にタッチしてワイパーの霜
取りを行なうことができます（空調を操作する ページ 168 を参
照）。ワイパー デフロスターは 15 分後に自動的にオフになり
ます。
注: Model X をパーキング以外にシフトすると、ワイパーは自動
的に通常の位置に戻ります。

ウォッシャー
方向指示器レバー先端のボタンを押すと、フロント ガラスにウ
ォッシャー液が噴射されます。このボタンを押すレベルには 2 
段階あります。軽く押すとワイパーが 1 回作動し、ウォッシャ
ー液は噴射されません。ワイパーとウォッシャーの両方をしっ
かり押します。フロント ガラスを洗っている間、ワイパーが作
動します。ボタンから手を離した後、ワイパーはさらに 2 回動
作し、車両および環境的な条件によっては、その後数秒おいて
から 3 回目の動作を行います。

秒
ウォッシャー液は定期的に補充してください（フロント ガラス
のワイパー ブレード、ジェットおよびウォッシャー液 ページ 
215 を参照）。

ワイパーとウォッシャー
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ブレーキシステム
警告: ブレーキ システムは安全にかかわるため正常に機
能することが非常に重要です。Model X ブレーキング シ
ステムのブレーキペダル、ブレーキ キャリパー、または
その他のコンポーネントで何か問題を感じた場合は、直
ぐに Tesla までご連絡ください。

Model X 最大のブレーキ圧をかけたときにホイールがロックす
ることを防止するアンチロック ブレーキ システム（ABS）を装
備しています。この機構によって、大半の路面状態で急ブレー
キ時のステアリング制御が改善されます。
緊急ブレーキ操作中は ABS が常に各ホイールの速度をモニタ
ーし、利用可能なグリップに応じてブレーキ圧を変更します。
ブレーキ圧が変わると、ブレーキ ペダルから振動が伝わりま
す。これは ABS が作動していることを示すもので、異常な動作
ではありません。振動が感じられる間は、ブレーキ ペダルを一
定の圧力でしっかり踏み続けてください。
注: メキシコで販売の車両は、製造場所によって、ブレーキ、
ABS、パーキングの各インジケーターランプの文字またはアイ
コンが表示される場合があります。

(米国) Model X を最初にスタートさせると、最初
に ABS インジケーターがインストゥルメントパ
ネルで短く黄色に点滅します。このインジケー
ターが点灯したときは ABS に故障が発生してお
り、ABS は機能していませんので、Tesla にご連
絡ください。ABS が故障していても、ブレーキ
システムは影響を受けることなく完全に機能し
ます。ただし、ブレーキの制動距離が長くなるこ
とがあります。慎重に運転し、急ブレーキは避け
てください。
(カナダ) Model X を最初にスタートさせると、最
初に ABS インジケーターがインストゥルメント
パネルで短く黄色に点滅します。このインジケ
ーターが点灯したときは ABS に故障が発生して
おり、ABS は機能していませんので、Tesla にご
連絡ください。ABS が故障していても、ブレー
キシステムは影響を受けることなく完全に機能
します。ただし、ブレーキの制動距離が長くなる
ことがあります。慎重に運転し、急ブレーキは避
けてください。
(米国) Model X を最初に始動したときに短く表
示される以外で、インストゥルメントパネルにこ
の赤色のブレーキ インジケーターが表示された
場合は、ブレーキシステムの不具合が検出されて
いるか、ブレーキ液の量が少なくなっています。
ただちに Tesla にご連絡ください。一定の圧力
でしっかりとブレーキをかけ、安全な場所に車両
を停車させます。
(カナダ) Model X を最初に始動したときに短く
表示される以外で、インストゥルメントパネルに
この赤色のブレーキ インジケーターが表示され
た場合は、ブレーキシステムの不具合が検出され
ているか、ブレーキ液の量が少なくなっていま

す。ただちに Tesla にご連絡ください。一定の
圧力でしっかりとブレーキをかけ、安全な場所に
車両を停車させます。
(米国) ブレーキ ブースターの故障が検出された
場合、または回生ブレーキが使用できない場合、
インストゥルメント パネルに黄色のブレーキ イ
ンジケーターが表示されます（回生ブレーキ ペ
ージ 78 を参照）。安全が確認できたら、ブレー
キを一定の力で長押しして車両を停車させます。
油圧ブースト補正が作動する場合があります（油
圧ブースト補正 ページ 78 を参照）。
(カナダ) ブレーキ ブースターの故障が検出され
た場合、または回生ブレーキが使用できない場
合、インストゥルメント パネルに黄色のブレー
キ インジケーターが表示されます（回生ブレー
キ ページ 78 を参照）。安全が確認できたら、ブ
レーキを一定の力で長押しして車両を停車させ
ます。油圧ブースト補正が作動する場合があり
ます（油圧ブースト補正 ページ 78 を参照）。

緊急ブレーキ操作
緊急時は、摩擦力の低い路面上でも、ブレーキ ペダルを床まで
力一杯踏み込んで圧力を保ち続けます。ABS は、利用可能な摩
擦力に従って各ホイールのブレーキ圧を調整します。この機能
によってホイールのロックが防止され、可能な限り安全に停車
することができます。
別の手段を使用して車両を停止させる必要がある場合は、ドラ
イブ レバーのパーキング ボタンを長押しして、ブレーキをか
け、ボタンを押したままにして駆動トルクを取ります。

警告: ブレーキ ペダルを軽く何度も踏むポンピングはし
ないでください。ポンピングは ABS の動作を妨げ、制動
距離を長くするおそれがあります。
警告: 常に前の車との間に安全距離を保ち、危険な運転状
況に注意してください。ABS は制動距離を改善すること
ができますが、物理法則を変えることはできません。ABS 
はハイドロプレーニング現象（水の層がタイヤと路面と
の直接の接触を妨げる現象）の危険を防ぐこともできま
せん。
注意: 衝突の危険が差し迫っている状況では、自動緊急ブ
レーキ（衝突回避アシスト ページ 155 参照）は自動的に
ブレーキをかけることがあります。自動緊急ブレーキ
は、衝突を防止するように設計されたものではありませ
ん。最善の場合でも、走行スピードを落とすことによっ
て正面衝突の衝撃を最小限にくいとめるにすぎません。
衝突回避を自動緊急ブレーキに任せきりにすると、重大
な事故や死亡事故につながるおそれがあります。
注意: 緊急時にブレーキが正常に機能しない場合、ドライ
ブ レバーのパーキング ボタンを長押しして Model X を
停車させてください。必要時以外は、この方法で車両を
停車させないでください。

ブレーキと停車
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ダイナミック ブレーキ ライト（装備されている
場合）
時速時速 30 マイル（時速 50 km）以上で走行している時に急ブ
レーキをかけた場合（または、自動緊急ブレーキが作動した場
合）、ブレーキライトが短い間隔で点滅し、他のドライバーに
Model X が急に減速していることを警告します。Model X が完
全に停止すると、ハザードランプが点滅します。アクセルを踏
むか、ハザードライトのボタンを押すまで、ライトが点滅し続
けます（参照）。
注: トレーラーをけん引する場合は（該当する場合）、独立した
ブレーキ装置がトレーラーになくても、トレーラーのブレーキ
ライトも前述のように動作します。

警告: トレーラーをけん引する場合は（該当する場合）、
必ず車間距離を十分にあけてください。急ブレーキを踏
むと、横滑り、ジャックナイフ、およびコントロールの
損失につながる場合があります。

ブレーキディスク ワイピング
寒冷気候や雨天でもブレーキを確実に制動させるために、
Model X にはブレーキ ディスク ワイピング機能が搭載されて
います。寒冷気候や雨天を検知すると、この機能はごくわずか
な制動力を繰り返しかけて、ブレーキ ディスク表面から水分を
取り除きます。

油圧フェード補正
Model X 油圧フェード補正も搭載しています。これは、ブレー
キ圧と ABS 動作でブレーキ性能の低下がないかを監視するの
に役立ちます。ブレーキ性能の低下が検出されると（ブレーキ
がフェードしたり、寒冷時や雨天時など）、異音が聞こえたり、
ブレーキ ペダルが足から離れるような感触があったり、ブレー
キ圧力が大幅に上昇したと感じることがあります。ブレーキは
通常どおりに使用します。ブレーキ ペダルから足を離したり、

「ポンピング」したりすることなく、ブレーキを踏み続けます。
注意: 緊急時にブレーキが正常に機能しない場合、ドライ
ブ レバーのパーキング ボタンを長押しして Model X を
停車させてください。必要時以外は、この方法で車両を
停車させないでください。
警告: 運転状況に危険が増している場合は、常に前方の車
両との間に安全な車間距離を保ち、注意を払ってくださ
い。ブレーキ ディスク ワイピングおよび油圧フェード
補正を使用中であっても、必ず適切な圧力をブレーキに
付加してください。

油圧ブースト補正
Model X ブレーキ ペダルを踏んだときにブレーキを動作させる
ブレーキ ブースターを搭載しています。油圧ブースト補正に
は、ブレーキ ブースター故障時に機械動作面で支援する機能が
あります。ブレーキ ブースターの故障が検出されると、ブレー
キ ペダルの踏み込みが固くなったように感じられ、ブレーキ ペ
ダルを踏んだときにノイズが聞こえます。ほかの車両や歩行者
とは安全な距離を確保し、慎重に運転します。ブレーキ ペダル
の反応性の劣化があり得ます。ブレーキの制動距離が長くなる
ことがあります。

回生ブレーキ
Model X の走行中に、運転者の足がアクセルペダル離れている
と、回生ブレーキによって車両は減速し、余剰電力をバッテリ
ーに戻します。停車に備えアクセルペダルから足を離して減速
することで、回生ブレーキを利用して航続距離を伸ばすことが
できます。
エネルギー アプリのパワー メーターには使用中の電力量がリ
アルタイムで表示されます。ハンドルのスクロール ボタンで

「電力」を選択すれば、インストゥルメント パネルの両側にパ
ワー メーターを表示させることもできます（ハンドル ページ 
68 を参照）。回生ブレーキによってエネルギーが取得される
と、パワー メーターには、バッテリーに戻される電力量が緑色
のエリアで表示されます。
回生ブレーキを利用してバッテリーに戻される電力量は、バッ
テリーの現在の状態によって異なる可能性があります。例え
ば、バッテリーが冷えている場合や既に完全に充電されている
場合、回生ブレーキが制限される場合があります。回生ブレー
キが制限されている場合、パワー メーターには、バッテリーに
戻されていない減速電力量が点線で表示されます。

注: Model X が回生ブレーキで減速されると（高速走行中に足を
アクセルペダルから完全に離すなど）、ブレーキランプが点灯し
て、後続の人たちに車両が減速していることを知らせます。
注: Model X は回生ブレーキを使用しているので、このブレーキ 
パッドは一般的に、従来のブレーキ システムのパッドほど頻繁
には使用されません。錆や腐食の蓄積を避けるために、Tesla で
はブレーキ ペダルを頻繁に踏んで機械式ブレーキをかけ、ブレ
ーキ パッドおよびローターを乾燥させることを推奨していま
す。

警告: 積雪時やまたは凍結した道路状況では、標準設定時
や、冬用タイヤを使用していない場合は特に、回生ブレ
ーキの動作中に Model X のトラクションが失われる場合
があります。Tesla では、積雪時や凍結路面で車両の安定
性を維持するために、低設定を使用することを推奨して
います。、低設定を使用することを推奨しています。。
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回生ブレーキ レベルを設定するには
注: 回生ブレーキ設定は、すべての車両で利用できるわけではあ
りません。
タッチスクリーンを使用して回生ブレーキのレベルを変更でき
ます。
1. 「コントロール」 > 「ペダル&ハンドル」 > 「回生ブレーキ」

の順にタッチします。
2. 2 つのレベルのどちらかを選択します。

◦ 標準: 回生ブレーキのレベルを最大にします。アクセル 
ペダルをゆるめると、Model X は減速します。

◦ 低: 回生ブレーキを制限します。アクセル ペダルをゆる
めると、「標準」に設定した場合に比べて、Model X が減
速するまでの時間がより長くなり、惰性走行がより長く
続きます。

ストップモード
走行中アクセルを踏まずに、回生ブレーキにより Model X を減
速させます。アクセルペダルもブレーキペダルも踏まずに走行
速度が非常に遅くなったら（ほぼ停車する程度）、お好みの
Model X の動作を選択することができます。駐車中、「コントロ
ール」 > 「ドライブ」 > 「ストップモード」の順にタッチして
以下のオプションから選択します。

• クリープ: 完全に停車しそうなとき、または完全に停車して
いるときには、従来のオートマチックトランスミッションの
車両同様に、Model X を（ドライブで）ゆっくりと前進させ
たり（リバースで）後退させたりしてモーターがトルクをか
け続けます。坂道や車道などの一部の状況では、アクセルペ
ダルを踏んで移動させ続けたり、Model X が反対方向に移動
しないようにする必要があります。

警告: 坂道では、車両が下がらないようにするために、
クリープ機能のみに頼らないでください。坂道では
車両を制動するためにブレーキを必ず踏むか、アクセ
ル ペダルを踏んで坂道を登ってください。そうしな
い場合は　物損事故や衝突事故を起こす恐れがあり
ます。

• ホールド: 「クリープ」または「ロール」の設定時よりも低
速で回生ブレーキを利用することで、航続距離を最大限に伸
ばしブレーキ摩耗を低減させます。Model X が停車すると、
ブレーキペダルを足で踏まなくても自動的にブレーキがか
かります。平らな道路で停車しても坂道で停車しても、「車
両ホールド」ではアクセルペダルやブレーキペダルを踏んで
いない状態でブレーキをかけ続けます。オートブレーキ ホ
ールド ページ 85 を参照してください。

警告: 車両を十分に減速するか完全に停車させるのを
「ホールド」機能に任せきりにしないでください。下

り坂、低い設定の回生ブレーキ、回生ブレーキの低減
化など、様々な要因で停車距離が伸びることがありま
す（回生ブレーキ ページ 78 参照）。必ず、ブレーキペ
ダルを踏んで十分に減速したり停止させたりできる
ように準備をしておいてください 。

• ロール: 完全に停車しそうなときや完全に停車していると
き、Model X は車両のニュートラルのように勝手にタイヤが
回転する状態になります。そのため、坂道で停車すると
Model X が坂道の下に向かって動きます。ブレーキがかか
らず、（アクセルペダルを踏むまで）モーターはトルクをか
けません。
注: 「クリープ」または「ロール」を選択する場合でも、「車
両ホールド」を利用してブレーキをかけることができます。
ただし、車両が停車しているときには、ブレーキペダルを軽
く踏む必要があります。オートブレーキ ホールド ページ 
85 を参照してください。

注: 希望されたストップモード設定はドライバーのプロフィー
ルに同期していません。

警告: 安全でないときに Model X が動く場合、ブレーキペ
ダルを踏んでください。常に路上に注意を払い、車両を
制御することはドライバーの責任です。巻き込み確認を
怠ると重大な事故や死亡事故につながる恐れがありま
す。
警告: 回生ブレーキや選択したストップモードに任せき
りにせず、ドライバーや車両を安全に保ってください。
重い荷重がある場合の走行、急な坂道の走行、濡れた道
路や凍った道路の走行などの様々な要因が、減速の程度
や Model X が停車するまでの距離に影響します。十分に
注意を払って運転し、必ず、交通状況や道路状況に合わ
せて適切にブレーキペダルを踏んで停車させられるよう
準備をしておいてください 。
警告: 非常に遅い速度で走行しているときには、正面衝突
警告および自動緊急ブレーキは作動しません（衝突回避
アシスト ページ 155 参照）。これらの機能が常に警告し
てくれるあるいは衝突の衝撃を回避または低減してくれ
るわけではないことをご認識ください。

パーキング ブレーキ
パーキング ブレーキをかけるには、「コントロール」 > 「安全」
の順にタッチし、ブレーキ ペダルを踏んでから「パーキング ブ
レーキ」にタッチします。

(米国) パーキングブレーキをかけると、インスト
ゥルメントパネルに赤色のパーキングブレーキ 
インジケーターが表示されます。

(カナダ) パーキングブレーキをかけると、インス
トゥルメントパネルに赤色のパーキングブレー
キ インジケーターが表示されます。

パーキングブレーキは、他のギアにシフトすると解除されます。
パーキング ブレーキは、パーキングにシフトした状態で、シフ
ト レバーの頭のボタンを長押ししてもかけることができます。
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(米国) パーキングブレーキに電気上の問題が生
じると、インストゥルメントパネルに黄色のパー
キングブレーキ インジケーターが点灯し、不具
合発生のメッセージが表示されます。

(カナダ) パーキングブレーキに電気上の問題が
生じると、インストゥルメントパネルに黄色のパ
ーキングブレーキ インジケーターが点灯し、不
具合発生のメッセージが表示されます。

注: パーキング ブレーキは後輪のみに作用し、ペダル ブレーキ 
システムからは独立しています。

注意: 万一、Model X の電力が失われると、タッチスクリ
ーンにアクセスできなくなるため、ジャンプスタートし
ないと（ジャンプスタート ページ 241 を参照）、パーキング
ブレーキを解除することはできません。
警告: 積雪や凍結した場所では、特に冬用タイヤを装着し
ていない場合、勾配のある路面で Model X がスリップす
るのを防ぐための十分なトラクションが後輪で得られな
い場合があります。積雪または凍結した場所での駐車は
避けてください。車両を安全に駐車させることはドライ
バーの責任です。
警告: 駐車するには道路が急傾斜過ぎる場合、またはパー
キングブレーキが適切に作動していない場合、Model X
にアラートが表示される場合があります。アラートはガ
イダンスを提供することを目的とし、特定の道路や天候
条件などを含め、安全に車両を駐車するためにドライバ
ーの判断を代わりに行うものではありません。車両を安
全に駐車することができるかどうかの判断はこのアラー
トのみに頼らないでください。車両を安全に駐車させる
ことはドライバーの責任です。

ブレーキの摩耗
Model X ブレーキ パッドはウェア インジケーターを備えてい
ます。ウエア インジケーターは、ブレーキ パッドに取り付けら
れた薄い金属片で、パッドが摩耗するとローターとの間でこす
れてスキール音が鳴ります。このスキール音は、ブレーキ パッ
ドの耐用寿命が尽き、交換が必要であることを示します。ブレ
ーキパッドを交換するには、Tesla サービスにお問い合わせくだ
さい。
タイヤとホイールを取り外して定期的にブレーキを点検する必
要があります。ローターとブレーキ パッドの詳細な仕様と整
備期限については、サブシステム ページ 227 を参照してくださ
い。さらに、Tesla では、冬季、凍結防止剤がまかれる道路で
は、毎年または 12,500 マイル（20,000 km）走行毎にブレーキ
キャリパーを清掃および潤滑することを推奨しています。

警告: 摩耗したブレーキ パッドを交換しないと、ブレーキ 
システムを損傷し、危険なブレーキ動作を招くおそれが
あります。
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注: Model X の電源を入れると、エアサスペンションのリザーバ
ーに空気を注入するためにコンプレッサーの音が聞こえる場合
があります。
Model X は、快適な乗り心地を提供し、好みに合わせてサスペ
ンションを軟らかめまたは硬めに設定することができるアダプ
ティブ エアサスペンションを装備しています。荷物を積載す
る場合、エア サスペンションがフロントとリア間の水平を自動
的に維持します。状況に合わせて手動で車高を調整することが
できます（たとえば、急な車道や傾斜路、積雪のある場所、減
速バンプ、駐車場などを走行するときにさらに地上高が必要な
場合に Model X の車高を上げることができます）

車の性能に関わるアダプティブ エアサスペンシ
ョン システムの不具合が検知されると、インス
トゥルメントパネル上で黄色の表示灯が点灯し
ます。不具合が解消しない場合は、Tesla にご連
絡ください。
故障によりアダプティブ エアサスペンション シ
ステムが無効になったことが検知されると、イン
ストゥルメントパネル上で赤色の表示灯が点灯
します。Tesla にご連絡ください。

車高調整
注意: サスペンションの高さを調整する際は、Model X の
上下に障害物が一切ないことを確認してください。

ブレーキ ペダルを踏んでタッチスクリーンの「コントロール」
> 「サスペンション」をタッチすれば、手動で車高を調整でき
ます利用できる車高設定は、走行速度とその他条件（ドア開放
時はサスペンションは下がらないなど）によって異なりますタ
ッチスクリーンには、各設定の概算最低地上高が表示されます。
以下のオプションからはスライダーをドラッグして選択しま
す:

• Very High - 「Very High」に設定しておくと、約 100 フィ
ート（30 m）走行後、または走行速度が 15 mph（24 
km/h）に達するとサスペンションは自動的にデフォルト車
高*（「Standard」、または「Low」）に下がります。速度が
しきい値に達するまで、距離制限なく「Very High」設定を
維持するには、「15 mph まで維持」 にタッチします。

• High - 「High」に設定しておくと、約 100 フィート（30 
m）走行後、または走行速度が 35 mph（56 km/h）に達す
るとサスペンションは自動的にデフォルト車高*

（「Standard」、または「Low」）に下がります。速度がしき
い値に達するまで、距離制限なく High 設定を維持するに
は、 「35 mph まで維持」にタッチします。

• Standard - 「Standard」に設定されている場合、あらゆる
積載条件下で最大の快適性と最良の操作性が得られます。

• Low - 車高を下げると、空力性能が向上し、荷物の積み下ろ
しや乗員の乗降が楽になり、ハンドリングが向上します。

• Very Low - この設定は、手動で選択した場合に、有効にな
ります。サスペンションは次回運転するとき自動的にデフ
ォルト設定に戻りますが、車両の速度によって適切な時に有
効になります。

*「デフォルト車高は低」設定がオフのとき、車高は、乗り心
地、ハンドリング、航続距離のバランスを取るよう「Standard」
および「Low」の間で調整されます。ハンドリングと航続距離
を最適化するには、「デフォルト車高は低」設定をオンにしま
す。

注意: エア サスペンションが、「高」または「最高」に設
定されている時は、アグレッシブな運転（急加速、急カ
ーブ、など）は避けてください。車高が高い時にアグレ
ッシブな運転を行うと、振動が発生し、車両を損傷する
恐れがあります。
注意: サスペンションが、「高」または「最高」に設定さ
れているときは加速が制限される場合があります。

アダプティブ サスペンション ダンピン
グ

「アダプティブ サスペンション ダンピング」に関連する設定で
は、サスペンション システムをリアルタイムで調整して、乗り
心地とハンドリングの両方を最適化できます。オプション:

• コンフォート - 柔らかい乗り心地でゆったりと運転するこ
とができます。

• オート - さまざまな道路や運転スタイルに合わせて調整を
行ない、滑らかな走行ながらもきちんとコントロールされた
乗り心地を提供します。

• スポーツ - 確実にコントロールされた乗り心地を提供し、ド
ライバーの意思がより反映され、道路と連動しているような
感覚になります。

• Advanced - 「乗り心地」および「ハンドリング」を調節す
る個々のスライダーを動かして、サスペンションを微調整す
ることができます。

「サスペンション データを表示」をタッチすると、車高、圧縮
値、リバウンド値、車体の加速度など各ホイールのダンパーの
詳細情報が表示されます。
注: アダプティブ サスペンション ダンピングが「コンフォート」
または「自動」に設定されている場合、荒れた路面での乗り心
地を向上させるためにサスペンションが上昇することがありま
す（米国のみ）この機能は、荒れた路面部を示すデータを含む
最新のマップ データを使用できるかどうかに依存します。

「コンフォートダンピングをオートパイロットで使用」（装備さ
れている場合）- デフォルトでは、オートパイロットを使用する
とダンピングは自動的にコンフォートに設定され、オートパイ
ロットを使用をやめると選択していた設定に戻ります。この設
定をオフにするとこの機能は無効になります。

リアルタイムの視覚化
サスペンション画面の Model X の画像では、エア サスペンショ
ン システムのリアルタイムのステータスを知ることができま
す。ここでは、視覚的に車高の変化が表示されるだけでなく、
設定した設定と変化する道路条件に応じて、サスペンション シ
ステムで各ホイールのダンパーが制御される様子を反映した圧
縮ラインとリバウンド ラインが表示されます。いずれも同時
制御されます。「サスペンション データを表示」をタッチする
と、車高、圧縮値、リバウンド値、車体の加速度など各ホイー
ルのダンパーの詳細情報が表示されます。
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注: インストゥルメントパネルでは、サスペンションシステムに
よって、変化する路面状況に合わせて各ホイールのダンピング
が動的に調整されている様子をリアルタイムで確認できるよう
になりました。表示するには、利用できるオプションが表示さ
れるまで、各ハンドルスクロール ボタンを長押しします。スク
ロール ホイールを回してサスペンションをハイライト表示し
たら、スクロール ボタンをもう一度タップします。

自動車高調整位置
サスペンションを「High」または「Very High」に上げると、
その場所が自動的に保存されます。場所を保存することで、以
前車高を上げたことがある場所で頻繁に車高を上げる必要があ
る場合に、その都度手動で車高を上げる必要がなくなります。
保存した場所に戻ると、Model X はサスペンションを上げて、
インストゥルメント パネルには、サスペンションが上げられて
いることを示すメッセージが表示されます。
場所を保存するとき、Model X は「XX mph まで維持」設定も
保存します（指定された場合）。
注: 保存された場所に戻って「High」および「Very High」サス
ペンション設定で走行可能な速度以上の速度で走行した場合、
Model X の速度が下がるまでサスペンションは上がりません。
注: 保存した場所を離れると、サスペンションは自動的に下がり
ます。ただし、Model X の速度と距離がしきい値に達するまで、
サスペンションが低下しない場合があります。
注: 保存された場所に Model X が着いても、その場所のために保
存されたサスペンション設定の車高より現在のサスペンション
設定の車高の方が高い場合は、車高は調節されません。

車高自動上昇場所を取り消す
ある場所でサスペンションを自動で上昇させたくない場合は、
保存場所まで上昇したときに表示されるポップアップでタッチ
して、「この場所ではいつでも車高オート調整を有効にする」の
選択を解除します。

セルフレベリング
Model X エアサスペンション装備の場合、電源がオフでも自動
的にセルフレベリングが働きます。ジャッキアップやリフトア
ップの際に破損するのを防ぐため、「ジャッキ モード」を起動
して、セルフレベリングを無効にする必要があります。（ブレー
キ ペダルを踏み、「コントロール」 > 「サービス」 > 「ジャッ
キ モード」の順にタッチします）。詳細については、ジャッキ 
モード ページ 217 を参照してください。

エア サスペンション
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Model X には、近くの物体の存在を検出するためのセンサーが
いくつか搭載されています。ゆっくり走行しているときに（駐
車時など）、Model X の近くに物体が検出されると、車両が警告
を発します。ドライブ時に Model X の前方で、リバース時に
Model X の後方で物体が検出されると、車両が警告を発します。

警告: 反対方向に Model X が勝手に動き出した場合に警
告されないことがあります（たとえば、上り坂でドライ
ブにシフトしているときに Model X が後退しても、パー
キング アシストからは警告が表示されません）。

注: 車両が検出された場合、Model X がけん引モードの場合、パ
ーキング アシストが無効になります。

警告: 近づいている場所に物体があったり人がいたりす
るかどうかを調べるときに、パーキングアシストに頼ら
ないでください。外部要因によってパーキングアシスト
の性能が低下し、センサーが読み取り不能になったり読
み取りエラーが生じる場合があります（制約と誤警告 ペ
ージ 84 を参照）。したがって、Model X が障害物に近づ
いているかどうかをパーキング アシストに頼って判断す
ると、車両や物品を損傷したり、大けがの原因となるお
それがあります。必ずご自分の目で確認してください。
バックするときは、後ろを振り返り、すべてのミラーを
使用するようにし、パーキング アシストは子ども、歩行
者、自転車、動物、または移動したり突起している物体、
カメラのすぐ近くもしくは離れたところにある物体、ま
たは、カメラのはるか上または下にある物体を検出でき
ません。パーキングアシストは誘導のみを目的としてお
り、運転者自身の直接の目視による確認を肩代わりする
ことは意図していません。パーキングアシストは注意深
い運転に代わるものではありません。

視覚的、聴覚的フィードバック
リバースにシフトすると、インストゥルメントパネルの左側に
パーキング アシスト ビューが表示され、Model X の前後の直近
位置に存在する物体を表示します。このビューは、Model X の
前方に物体が検出されていない状態でドライブにシフトしたと
きに閉じます。この場合、パーキング アシスト ビューは、パー
キング アシストの作動する速度より高速な速度で運転を開始
すると自動的に閉じます。リバース時は、タッチスクリーンに
も視覚的なフィードバックが表示されます（リアビュー カメラ
ページ 93 参照）。X にタッチすると、手動でパーキング アシス
ト ビューを終了できます。
タッチスクリーンにカメラ アプリを表示し、低速で運転してい
る場合、カメラアプリ画面の左上にあるボタンをタッチするこ
とで、パーキングアシスト ビューに切り替えることができま
す。縦列駐車の援助が必要な場合に便利です。
チャイムがオンになっていれば（チャイムによるフィードバッ
クの調整 ページ 83 を参照）、物体に近づいたときにビープ音が
鳴ります。パーキング アシスト ビューの下隅にあるスピーカ
ー アイコンにタッチすると、チャイムを一時的にミュートする
ことができます。
注: パーキング アシストがフィードバックを提供できない場合
は、インストゥルメントパネルに警告メッセージが表示されま
す。

注意: カメラを汚れ、異物、雪および氷のない状態に維持
してください。高圧洗浄機をカメラに使用しないでくだ
さい。センサーの表面を傷つけたり損傷したりするおそ
れのある尖ったものや研磨剤でカメラをクリーニングし
ないでください。
注意: カメラの近くにアクセサリーやステッカーを取り
付けないでください。

チャイムによるフィードバックの調整
パーキングアシストを使用するときの音によるフィードバック
をオン/オフすることができます。チャイムをオン/オフするに
は、「コントロール」 > 「安全」 > 「パーキングアシスト チャ
イム」の順にタッチします。

パーキングアシスト
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チャイムの音を一時的に鳴らさないようにするには、パーキン
グ アシスト ビューの隅にあるスピーカー アイコンにタッチし
ます。パーキング アシストの作動する速度より高速にシフト
するか運転するまでチャイムは鳴りません。

制約と誤警告
以下の場合、パーキング アシストが正常に機能していない可能
性があります。

• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）またはカメラのい
くつかが損傷を受けたり、汚れたり（泥、氷、雪、車両のブ
ラ、過剰なペンキ、またはラップ、ステッカー、ゴムコーテ
ィングなど接着製品により）、遮られたりした時。

• 物体がおよそ 8 インチ（20 cm） 下方にある場合（縁石や低
い柵など）。

注意: 高さがない物体（縁石や低障壁など）が死角に
入ることがあります。 Model X 物体が死角にある間
は、その物体について警告することはできません。

• 気象状態（豪雨、雪、または霧）。
• 物体が薄い場合（道路標識など）。
• パーキング アシストの動作範囲を超えている場合。
• 物体が音を吸収する場合またはやわらかい場合（粉雪など）。
• 物体が傾斜している場合（傾斜している土手など）。
• Model X 外気温度が極端に高いまたは低い環境で駐車した

り運転した場合。
• 物体がバンパーに近すぎる場合。
• バンパーがずれている場合または損傷している場合。
• Model X に取り付けられている物体（バイク ラックやバンパ

ー ステッカーなど）がパーキング アシストを妨害または遮
蔽している場合。

• Model X が選択したのとは反対方向に勝手に動き出す場合
（たとえば、上り坂でドライブにシフトしているときに

Model X が後退しても、パーキング アシストからは警告が表
示されません）。

その他のパーキング補助装置
パーキング アシストによる補助に加えて、リバースにシフトす
るとバックアップ カメラに Model X の周囲の映像が表示され
ます（リアビュー カメラ ページ 93 を参照）。

パーキングアシスト
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Model X が停止したときに、ブレーキペダルから足を離したあ
とも、オートブレーキホールドにより、ブレーキをかけ続ける
ようにすることができます。
オートブレーキ ホールドが有効になります。

• ホールド: 車両が完全に停止すると、常に車両ホールドが自
動的に有効になります。

• クリープまたはロール：車両が停止していてブレーキを目一
杯踏んでいるときは、常に車両のホールドが自動的に有効に
なります。

このインジケーターは、Model X のオートブレー
キホールドが作動しているときは常にインスト
ゥルメントパネルに表示されます。

オートブレーキホールドを解除するには、アクセル ペダルを踏
むか、ブレーキ ペダルを踏んで離します。
注: ギアをニュートラルにシフトしてもホールドは解除されま
す。
注: 走行用のギアに入れたまま、Model X のブレーキを約 10 分
間有効にしておくと、Model X はパーキングにシフトされブレ
ーキホールドはキャンセルされます。 Model X また、ドライバ
ーが車両を降りたことを検知した場合にもパーキングにシフト
されます。

オートブレーキ ホールド
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説明
トラクション コントロール システムは、フロントとリアのホイ
ールの速度を常に監視しています。Model X のトラクションが
低下すると、システムがブレーキ圧とモーターの電力を制御し
てホイールスピンを最小にします。初期設定ではトラクション 
コントロール システムはオンになっています。通常の条件下
では、安全性を最大にするためオンのままにしてください。

トラクション コントロール システムがホイール
スピンを最小限に抑えるためにブレーキ圧とモ
ーター出力を制御している際には、「インストゥ
ルメントパネル」上のこの黄色いインジケーター
が常に点滅しています。トラクション コントロ
ール システムに異常が検出されると、このイン
ジケータが点灯します。Tesla サービスにお問
い合わせください。

警告: トラクション コントロール システムは、危険な運
転や高速で急転回することで引き起こされる衝突事故を
防止するものではありません。

ホイールのスリップを可能にする
スリップスタートを有効にすると、ホイールが一定の速度以下
で回転するようになります。スリップスタートは、Model X が
30 mph (48 km/h) 以下の速度で走行している場合にのみ有効
にすることができます。スリップスタートは、速度が 50 mph

（80 km/h）を超えると自動的に無効になります。
通常時には、スリップスタートを有効にしないでください。ホ
イールを故意にスピンさせたい次のような場合にのみ有効にし
てください。

• 積雪路面や砂利道での発進。
• 深雪や砂、泥道での走行。
• 穴や深い轍からの脱出。

ホイールを空転させるには、「コントロール」 > 「ペダル＆ハン
ドル」 > 「スリップスタート」の順にタッチします。

インストゥルメントパネルにスリップスタート
が有効になったことを知らせる警告メッセージ
が表示されます。

スリップスタートは次回 Model X を始動したとき自動的に無効
になりますが、有効にする必要がなくなった場合はすみやかに
無効にすることを強く推奨します。
注: クルーズコントロールを使用しているときは、スリップスタ
ートを有効にすることはできません。

トラクションコントロール
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お客様の Model X で利用できる加速設定は、購入時に装備した
オプションにより異なります。

• コンフォート：滑らかで乗り心地を優先するよう加速を制限
します（オートパイロット ハードウェアを搭載したすべて
の車両で利用可能）。

• 標準：通常レベルの加速を提供します（非パフォーマンス四
輪駆動仕様車）。

• スポーツ：通常レベルの加速を提供します（パフォーマンス
四輪駆動仕様車で利用可能）。

• インセイン：ピークトルクを約 30％増加させます
（Ludicrous アップグレードを装備していないパフォーマン

ス四輪駆動仕様車で利用可能）。
• Ludicrous：ピークトルクを約 60％増加させます
（Ludicrous アップグレードを装備しているパフォーマンス

四輪駆動仕様車で利用可能）。
• 理想的なバッテリー動作温度までバッテリーを温め、確実に
100%の電力を利用できるようにしながら、インセイン+: が
おおよそ 30 パーセントまでピークのトルク値を上昇させま
す（Ludicrous アップグレード装備のないパフォーマンス 全
輪駆動車両でご利用いただけます） 。本設定を選択する前
に、インセイン+または Ludicrous+を使用する ページ 87 に
関してお読みください。

• Ludicrous+: 理想的なバッテリー動作温度までバッテリー
を温め、確実に 100%の電力を利用できるようにしながら、
おおよそ 60 パーセントまでピークのトルク値を上昇させま
す（Ludicrous アップグレード装備のパフォーマンス全輪駆
動車両でご利用いただけます）。本設定を選択する前に、イ
ンセイン+または Ludicrous+を使用する ページ 87 に関し
てお読みください。

注: コンフォートは航続距離を向上させることはありませんが、
インセインまたは Ludicrous モードでトルクとパワーを増加さ
せると、航続距離と効率が低下します。
注: コンフォートが選択されると、インストゥルメントパネルに
表示される運転速度の上に「コンフォート」が表示されます。
これに加え、パフォーマンス四輪駆動仕様の Model X にはロー
ンチモードが装備され、トラクションが良好な路面で最高の加
速を実現します。ローンチモードを使用する際の具体的な運転
説明は、ローンチモード ページ 87 をご参照ください。
加速モードを選択するには、「コントロール」 > 「ペダル＆ハン
ドル」 > 「加速」の順にタッチします。

インセイン+または Ludicrous+を使用
する
インセインまたは Ludicrous を選択すると、直ちに出力が増加
します。ただし、絶対的な最大電力（短時間利用設計）を発揮
するために、インセイン+または Ludicrous+を選択でき、バッ
テリーをその理想的な動作温度まで温めます。これにより、確
実に 100%の電力を利用できるようになります。
バッテリーを温めている最中、タッチスクリーンにはおおよそ
の待ち時間、いつ追加の電力を利用できるかを知らせるメッセ
ージが表示されます。バッテリーを加熱することに加えて、 イ
ンセイン+ および Ludicrous+ モードは、バッテリーを最適な温
度範囲内に維持するよう努めます。このため、ハードな走行を

したときは、温度が下がるまで「冷却中」ステータスが数分間
表示される場合があります。 Model X で選択したモードは、車
両を離れても 3 時間維持されます。この機能は、3 時間後にタ
イムアウトします。
注: インセイン+および Ludicrous+は、短時間の加速を最大限に
発揮するよう設計されています。これらの設定は、日常運転で
の利用を想定したものではありません。出力が増大する代わり
にエネルギーが余分に消費されるため、最大出力モードでの走
行を長く続けるほど電力消費量が増大します。インセイン+ま
たは Ludicrous+設定を選択していない時でも、インセインまた
は Ludicrous の加速設定では、著しくパフォーマンスが上昇し、
バッテリー出力最大化を達成します。実際に、通常の運転状況
下では、インセイン+または Ludicrous+を利用してさらにパワ
ーを発揮することができますが、ほとんど気づきません。
注: インセイン+または Ludicrous+を対応させるには、充電レベ
ルが 20%以上でなければいけません。充電レベルが 20%以下
の場合、本設定を初期化することはできません。さらに、使用
中に充電レベルが 20%以下になった場合、本設定は直ちにキャ
ンセルされます。
インセイン+または Ludicrous+の使用時、バッテリーを最適な
温度範囲内に保つために Model X はより多くの電力を消費しま
す。
インセイン+または Ludicrous+をキャンセルする時には、加速
レベルを他の設定に変更します。過剰な電力消費や不必要なエ
ネルギー消費（例えば、車両を放置してインセイン+または
Ludicrous+のキャンセルを忘れるなど）を防ぐために、運転中
か車両降車後かに関わらず、本設定は自動的に 3 時間でキャン
セルされます。
注: インセイン+または Ludicrous+では、バッテリーを最適な温
度範囲内に保ちます。バッテリーを温めるだけでなく、本設定
では必要に応じてバッテリーを冷却します（例：高速運転時、
急速な加速の間、長時間の運転時など）。

ローンチモード
パフォーマンス四輪駆動仕様車のみで利用できるローンチモー
ドは、トラクションが良好な路面で最高の加速を実現します。
注: ローンチモードの使用などで急激な加速を行うと、車両のパ
ワートレインへの負荷が増すため、コンポーネント各部の摩損
および疲労が進みます。 Model X パワートレインの疲労具合や
損傷などがないかを継続的に監視し、整備が必要なコンポーネ
ントがあればお知らせします。

警告: ローンチモードは交通の妨げにならず、歩行者のい
ない適切な状況下に限り使用してください。ローンチモ
ードはレースサーキット場での走行のために設計されて
います。ドライバーは、他の道路使用者への危険行為お
よび迷惑行為にならないように、運転方法および加速に
責任を持つ必要があります。

ローンチモードを作動させる
1. 数分間運転をし、さらにブレーキを数回使用して、ブレーキ

を少し温めておきます。
2. エアサスペンションを「Low」または「Very Low」に設定し

ます（エア サスペンション ページ 81 参照）。

加速モード
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3. 加速レベルをインセイン+または Ludicrous+（備わってい
る場合）に設定します。
注: Ludicrous+設定が備わっている場合、この設定を 3 秒間
長押しして最適なパフォーマンスを実現することができま
す。

4. Model X のシフトを「D」位置にし、完全に停止している状
態でハンドルをまっすぐにし、ブレーキペダルを左足でしっ
かりと奥まで踏み込みます。1 秒以内に、計器パネルに、ロ
ーンチモードが有効になったことを示すメッセージが表示
されます。

5. ローンチモードを有効にしてから 12 秒以内に、ブレーキペ
ダルから足を離し車両を始動します。

ブレーキを離すと、Model X が前進します。
注: でスリップスタートがオン（ホイールのスピンを許す）場
合、ローンチモードは利用できません。トラクションコントロ
ール ページ 86 を参照してください。
注: ローンチモードは、周囲温度が 37° F 以上の場合にのみ利用
できます。

加速モード
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運転席シート、ハンドルポジション、またはドア ミラーの調整
を初めて行う際は、これらの調整を保存するためのドライバー 
プロフィールを作成することを促すメッセージがタッチスクリ
ーンに表示されます。ドライバープロフィールでは、Model X
をカスタマイズする際に実施したさまざまな設定の保存もしま
す。

新しいドライバー プロフィールを追加するに
は、タッチスクリーン上部にあるドライバー プ
ロフィール アイコンをタッチします。「ドライバ
ープロフィールの設定」 > 「ドライバーを追加」
をタッチして、ドライバーの名前を入力し、「プ
ロフィールを作成」をタッチします。画面の指示
に従い、。

ドライバーに合わせて運転席とハンドルを自動的に調整して
Model X への出入りをより便利にするイージー エントリー設定
を保存（または既存のものを使用）する場合は、「イージーエン
トリーを使用」チェックボックスにチェックを入れます。
ドライバー プロフィールの保存または選択後、運転席シート、
ハンドル、またはサイドミラーの位置を変更すると、新しい位
置を保存するか、または前回保存した位置へと元に戻すことを
促すメッセージがタッチスクリーンに表示されます（その他の
設定は自動的に保存されます）。保存や復元せずに設定を変更
するには、そのメッセージを無視して構いません。
ドライバーのプロフィールを削除するには、タッチスクリーン
の上部にあるドライバー プロフィールのアイコンをタッチし、

「ドライバーのプロフィール設定」をタッチして、削除するドラ
イバー プロフィールを選択します。選択したら、そのドライバ
ー プロフィールを「削除」します。
注: バレーモードは、速度制限および Model X の一部の機能への
アクセスを制限する場合に使用するビルトイン ドライバー プ
ロフィールです（バレーモード ページ 90 を参照）。
注: ドライバー プロフィールに基づいて実行されている自動調
整を停止するには、ドライバーのプロフィールのドロップダウ
ンメニューにある「停止」をタッチします。手動でシート、ミ
ラー、ハンドルを調整すると、自動調整も停止します。

ドライバー プロフィールの選択
ドライバー プロフィールに従って Model X を調
整するには、タッチスクリーンの最上部にあるド
ライバー プロフィール アイコンにタッチしま
す。続いてドライバーを選択すると、そのドライ
バー プロフィールで保存されている設定に合わ
せて Model X が調整されます。

保存されている設定
Model X をカスタマイズするために指定した設定の一部は、ド
ライバー プロフィールに自動的に保存されます。保存される
と、タッチスクリーンのドライバー プロフィール アイコンの隣
に緑色のチェックマークが表示されます。自動的に保存される
ドライバー プロフィールの例としては、

• ナビゲーション、温度、ライトおよびディスプレイ設定があ
ります。

• オートパイロットおよびドライブの好み。

ドライバーのプロフィールとキーフォブ
のリンク
ドライバーのプロフィールを特定のキーフォブにリンクさせ、
そのキーフォブを持って車両に近づくと運転席側ドアを開き、
Model X が正しいドライバーのプロフィールを自動的に選択で
きるようにします。ドライバー プロフィールをキーフォブに
リンクさせるには、キーフォブを持って Model X に乗車し、タ
ッチスクリーン上部にあるドライバー プロフィール アイコン
にタッチします。キーフォブにリンクさせたいドライバー プ
ロフィールを選択して、「キーフォブにリンク」をタッチしま
す。
注: Model X 一度に検出するキーフォブは 1 つだけです。ドラ
イバーのプロフィールはその時点で車両が検出したキーフォブ
にリンクされます。そのため、ドライバー プロフィールを複数
のキーフォブにリンクさせたい場合は、リンク確立手順を行っ
ている間、ドライバー プロフィールをリンクさせたいキーフォ
ブだけが検出範囲内にあるようにしてください。その他のすべ
てのキーフォブを検出範囲外（Model X から少なくとも 3 フィ
ート（1 メートル）離れた場所）に移動します。
注: Model X 一度に 8 個までのキーフォブをリンクさせること
ができます。ただし、1 つのドライバー プロフィールは 1 つの
キーフォブにしかリンクさせることができません。
ドライバーのプロフィールとキーフォブとの間のリンクを削除
するには、タッチスクリーンの上部にあるドライバー プロフィ
ールをタッチします。ドライバー プロフィールを選択して、

「キーフォブにリンク」の横にある X をタッチします。

イージーエントリー
イージー エントリー設定を定義すると、Model X への出入りを
容易にするようにハンドルと運転席を動かすことができます。
ドライバーは自分のドライバーのプロフィールに関連付けるこ
とで、イージーエントリー設定を使用することができます。イ
ージー エントリー設定がドライバーのプロフィールに関連付
けられると、パーキングにシフトして、運転席シート ベルトが
外されたときに、ハンドルと運転席が自動的に調整され、
Model X からの降車（および次回の乗り込み）が楽にできるよ
うになります。車両に戻りブレーキペダルを踏むと、設定は自
動的に前回のドライバープロフィールで使用された（またはド
ライバーのプロフィールがリンクされている場合はキーに基づ
く）設定を使用します。
ドライバーのプロフィールで イージーエントリーを使用する
には、「イージーエントリーを使用」ボックスにチェックが入っ
ていることを確認してください。

警告: 運転席の後ろの後列シートにチャイルドシートを
取り付けているときには、運転席を自動で最後位置に動
かすために「イージーエントリー」を使用しないでくだ
さい。運転席を動かして後列座席との間隔が狭くなる
と、お子さまの足に強く当たってしまったり、チャイル
ドシートを押し除けてしまう場合があります。

ドライバープロフィール
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バレーモード
Model X がバレーモードになっているときは、次の制限が適用
されます。

• 速度は 70 mph (113 km/h) 以下に規制されます。
• 最大加速と最大出力は制限されます。
• フロントトランクとグローブボックスはロックされます。
• 自宅および職場のロケーションはナビゲーション システム

で使用できません。
• 音声指示が無効になります。
• テキスト メッセージは非表示になります。
• オートパイロットの便利な機能が無効になります。
• 「モバイル アクセスを許可」設定は変更できません。
• HomeLink（地域で使用可能であれば）にアクセスできませ

ん。
• ドライバープロフィールにアクセスできません 。
• Toybox や Theater などの一部のアプリは利用できません。
• Wi-Fi と Bluetooth が無効になります。Model X がバレーモ

ードにあるときは、新しい Bluetooth 機器をペアリングした
り、接続済みの機器を閲覧したり削除したりすることはでき
ません。しかし通信エリア内に Bluetooth でペアリングし
た機器または既知の Wi-Fi ネットワークがある場合は、
Model X は接続を行ないます。

バレーモードの開始
Model X をパーキングにシフトして、「コントロール」 > 「コン
トロール」 > 「安全」 > 「バレーモード」にタッチするか、タ
ッチスクリーンの最上部にあるドライバーのプロフィールアイ
コンにタッチしてから、バレーモードにタッチします。
バレーモードを初めて使用する場合は、バレーモードをキャン
セルするときに使用する 4 桁の暗証番号を作成するようにタッ
チスクリーンから求められます。
バレーモードが動作している場合、インストゥルメントパネル
上に「バレー」の文字が表示され、タッチスクリーンでドライ
バーのプロフィールが「バレーモード」に変わります。
また、モバイル アプリを使って、バレー モードを開始またはキ
ャンセルすることもできます（Model X のギアがパーキングに
入っている必要があります）。モバイル アプリを使用している
場合は、アプリにログインする際、すでに Tesla アカウント認
証情報を使ってログインしているので、PIN を入力する必要は
ありません。
注: 「ドライブ用 PIN」の設定が有効になっている場合（ドライ
ブ用 PIN ページ 160 を参照）、バレー PIN を定義または入力す
るには、ドライブ PIN を入力する必要があります。バレーモー
ドになると、Model X は、ドライブ用 PIN の入力なしに車両を
運転することが可能になります。
注: 「ドライブ用 PIN」の設定は、バレーモードが有効のときは
利用できません。

PIN を忘れた場合は、Model X 内で Tesla アカウント認証情報を
入力するとリセットできます（バレーモードもキャンセルされ
ます）。モバイル アプリを使って PIN をリセットすることもで
きます。

警告: トレーラーをけん引しているときにはバレーモー
ドを使用できません。バレーモードのトルクの限界によ
り、Model X ではトレーラーを引きながら坂道を登るこ
とが困難になることがあります。

バレーモードのキャンセル
Model X をパーキングにして、タッチスクリーンの最上部にあ
るドライバー プロフィール アイコンにタッチしてから、「バレ
ーモード」にタッチして 4 桁の PIN を入力します。
バレーモードをキャンセルすると、直前まで使用していたドラ
イバー プロフィールと温度調整の設定に関連するすべての設
定が回復し、すべての機能が使用可能になります。
注: バレーモードをキャンセルするにはモバイル アプリから 
PIN を入力する必要はありません。

ドライバープロフィール
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アクティブボンネットの 仕組み
（装備されている場合） Model X（販売地域および製造日により

異なります）正面衝突した歩行者や自転車走行者の頭部の負傷
を軽減するアクティブボンネットを 使用した歩行者保護システ
ムを備えています。車両の前部にある複数のセンサーは、
Model X が 25〜50 km/h で走行しているときに、歩行者との衝
突を検出すると、ボンネット後部を 80 mm 持ち上げるように設
計されています。これにより、ボンネットとその下にあるコン
ポーネントとの間のスペースが 広がり、負傷の可能性を減らし
ます。
注: 歩行者保護システムは、アクティブボンネットの 作動タイミ
ングを決めるよう設計および調整された一連のセンサーとアル
ゴリズムを使用していますが、歩行者との衝突事故で必ず作動
するとは限りません。同様に、アクティブボンネットは
Model X が動物や車両あるいは物体に衝突したときに展開する
場合もあります。

アクティブボンネットが 作動したときは、インストゥルメント
パネルに警告が表示され、チャイムが鳴ります。直ちに最寄り
の Tesla サービスセンターまたは Tesla 認定ボディショップま
で Model X を持ち込んでください。アクティブボンネットが 作
動した場合は、その都度アクティブ ボンネットの関連センサー
およびアクチュエーターを整備する必要があります。

警告: アクティブボンネットが 作動すると、アクティブボ
ンネットが上昇し、ドライバーの視界を遮るため衝突を
起こす原因となる恐れがあります。安全に走行できる場
合は、Model X を最寄りの Tesla サービスセンターまたは
Tesla 認定ボディショップまで車を持ち込んでください。
安全に走行できない（持ち上がったボンネットで視界が
遮られたり、ボンネットのハッチが損傷していたりなど）
場合、車両を輸送する必要があります。
警告: アクティブボンネットが 作動していないときに作
動したことを示す警告がインストゥルメントパネルに表
示されるときは、ただちに Model X を最寄りの Tesla サ
ービスセンターへ運んでください。

注: フロントバンパーに損傷を被った場合は、Tesla 認定ボディ
ショップでセンサーに損傷がないか点検を受けてください。

アクティブボンネット
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走行情報を表示する
走行情報は、タッチスクリーンの「コントロール」 > 「走行デ
ータ」の順にタッチしたときに、表示されます。現在の走行デ
ータとして、距離、期間、平均エネルギー使用量を表示できま
す。前回の充電以降の距離とエネルギーの総使用量および平均
使用量、さらにこの後の走行についてのエネルギーの総使用量
および平均使用量も表示できます。
トリップに名前を付ける、あるいは既存の名前を変更するには、
トリップ名をタッチしてからトリップの新しい名前を入力し、
最後に保存を押します。特定の走行データのメーターをリセッ
トするには、対応するリセットにタッチします。
最大 3 つまでのトリップの情報をインストゥルメントパネルに
表示できます。チェックボックスを使って表示させたいトリッ
プを指定します。次にハンドルの右側にあるスクロール ホイ
ールを使用して、選択したトリップを表示します（ハンドルの
右ボタンを使用する ページ 68 を参照）。

オドメーター
オドメーターを表示して走行距離を確認するには、以下のいず
れかの操作を行います。

• 「コントロール」 > 「ソフトウェア」の順にタッチします。
• 「コントロール」 > 「トリップ」の順にタッチします。
• モバイル アプリを開き、メイン画面の最下部までスクロー

ル ダウンします。

走行情報
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カメラ位置
Model X 後部ナンバープレートの上にリアビューカメラが搭載
されています。

ギアをリバースに入れると、このカメラの画像がタッチスクリ
ーンに表示されます。ハンドルの位置に応じてラインが運転方
向を示します。ハンドルが動いても、これらのラインは調整さ
れます。
Model X が車両の後ろを横切ろうとする物体（他の車両や歩行
者など）を検出すると、リア ビュー カメラの画像に重なって赤
い縦棒が表示されます。詳細な情報は、リア クロス トラフィッ
クアラート ページ 156 を参照してください。
Model X は、サイド カメラの画像も表示します（装備されてい
る場合）。上または下にスワイプするだけで、サイドカメラ ビ
ューを表示または非表示にできます。
注: サイド カメラの画像を表示するには、カメラ ウィンドウを
拡大する必要がある場合があります（装備されている場合）。
注: インストゥルメント パネルにパーキング アシストからの視
覚的フィードバックも表示されます（パーキングアシスト ペー
ジ 83 を参照）。

リア ビュー カメラのビューを表示するには、常
にアプリ ランチャーを開いて、カメラ アプリに
タッチします。

リバースにシフトしているときに、リア ビュー カメラの画像の
代わりにタッチスクリーンに黒い画面が現れた場合、バックミ
ラーを使用して周囲が安全であることを確認してから、後進を
継続してください。リア ビュー カメラが使用できない状態が
継続する場合、モバイル アプリを使用してサービス予約してく
ださい。

警告: 車両の背後に人の存在や障害物の有無はカメラ（複
数）の映像だけで判断しないでください。このカメラで
は、車両への損傷や人身事故を招くおそれのある障害物
や人を検出できない場合があります。また、カメラの検
出能力はレンズの汚れや視界の遮断など、いくつかの外
的要因で低下することがあります。このため、カメラに
頼って、Model X が障害物に近づいているかどうかを判
断することは、車両や物体に損傷を与えたり、人身事故
につながる恐れがあります。必ずご自分の目で確認して
ください。バックするときは、後ろを振り返り、すべて
のミラーを使用するようにし、カメラはあくまで補助手
段としてご利用ください。カメラは目視確認の代わりで
はなく、安全運転を不要にするものではありません。

明瞭な画像を維持するには、カメラのレンズをきれいに保ち、
視界が遮られないようにしてください。洗車 ページ 211 を参
照してください。

リアビュー カメラ
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（装備している場合）歩行者警告システムは、19 mph（32 
km/h）より低速で走行している場合、または後進している場合
に、Model X を鳴動させます。電気自動車は音がしないため、
歩行者に車が接近していることを音で知らせます。この音は、
Model X がパーキング以外にシフトされているときに鳴り、速
度が上がるにつれて音量が上がります。
注: およそ 2020 年 9 月 1 日より前に製造された車両には、歩行
者警告システムが搭載されていないことがあります。

警告: 音が聞こえないと、歩行者は近づく車両に気づかな
い可能性があり、重傷事故や死亡事故につながる恐れが
あります。歩行者に車両を確実に気付かせるために、歩
行者警告システムを頼ることはしないでください。 歩行
者警告システムが作動していない場合、サービス予約を
してください。

歩行者警告システム

94 MODEL X オーナーズマニュアル



注: 製造日および車両構成によっては、Model X にアクティブ ス
ポイラーが装備されていない場合があります。
Model X は、空力抵抗を低減するためのリア スポイラーを装備
しています。Model X にアクティブスポイラーが装備されてい
る場合は、Model X の状態と速度によってスポイラーの位置が
変わります。

• Model X のギアがリバースに入っているかまたは走行速度
が 10 mph (時速 16 km)未満の場合は、Model X の背後の視
界を最大限確保します。

• 運転速度が 72 km/h を超えると、スポイラーが最も効果的
なエアロダイナミックスを実現する位置まで下がります。

• Model X の電源を切り、ロックすると、スポイラーは格納さ
れます。

上述のようにスポイラーを自動的に動かすには、「コントロー
ル」 > 「サービス」 > 「スポイラーモード」 > 「自動」の順に
タッチします。スポイラーの自動的な動作を止め、延長位置で
保持するには、「延長」設定を選択します。
注: スポイラーを自動昇降できない場合は、インストゥルメント
パネルに警報が出ます。Tesla サービスにお問い合わせくださ
い。

アクティブ スポイラー
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けん引パッケージを使用すると、Model X でトレーラーをけん
引できるようになります。また、アクセサリー キャリアをヒッ
チに取り付けると、スキーやスノーボードなどの運搬ができま
す。

アクセサリーの積載
Model X のけん引パッケージには、アクセサリー キャリアを支
持できる 2 インチ ヒッチ レシーバーが含まれています。
ヒッチ レシーバーは、アクセサリー ラックに搭載した自転車な
ど、ヒッチ レシーバーから 24 インチ（63 cm）以内で後方に片
持ちされている 120 ポンド(54 kg）までの垂直荷重を支持する
ように設計されています。
Model X のヒッチで自転車その他の物を運搬するときは、最大
重量を超えていないことを必ず確認してください。重量計算で
は、必ずアクセサリー キャリア自体の重量も含めてください。
例えば、キャリアの重量が 40 ポンドだとすると、それぞれ約 
40 ポンドの自転車 2 台、またはそれぞれ約 20 ポンドの自転車 
4 台を積載できると判断できます。

注意: Model X のヒッチは、最大 120 ポンド (54 kg) を支
持できるように設計されています。この最大重量を超え
ると、重大な損傷を引き起こす危険があります。
注意: けん引パッケージを装備していない Model X にキ
ャリアを取り付けようとしないでください。重大な損傷
が生じる可能性があります。

アクセサリー キャリアを取り付けるには、けん引ヒッチを接続
する必要があります (けん引ヒッチの接続 ページ 101 参照)。
作業はアクセサリー キャリアに付属の取扱説明書に従って行
ってください。お客さまの地域でアクセサリーの積載に適用さ
れるすべての規制、法的義務を守ってください。
Model X のけん引パッケージには、ライト付きアクセサリー キ
ャリアを使用するうえで必要なワイヤーが含まれています (電
気系の接続 ページ 103 を参照)。また、パッケージには、けん引
モード ソフトウェア (けん引モード ページ 98 を参照) も含まれ
ています。

アクセサリー キャリアのワイヤー ハーネスを接
続すると、Model X はトレーラー ライトの接続
を検出し、対応のインジケーターがインストゥル
メントパネル上で点灯します。けん引モードは
無効になります。

アクセサリーを運搬するときは、アクセサリー キャリアと積載
物の取り付け状態が安定していること、および可能ならば、ア
クセサリー キャリアのライトが正常に動作していることを定
期的に確認してください。
注: Model X 用アクセサリーを購入するには、www.tesla.com 
にアクセスしてください。サード パーティーの製品もありま
すが、Tesla は Tesla 認定品を推奨し、また Tesla 認定品のみを
サポートします (部品とアクセサリー ページ 218 を参照)。入
手可能な Model X 用アクセサリー製品は販売地域によって異な
ります。Tesla ブランド以外のキャリアを取り付けたい場合は、
事前に製品情報を見て互換性を確認してください。

注: 使用しない時は、ヒッチ レシーバーを取り外し、錆や腐食
を防止するために乾燥した場所に保管してください。ヒッチの
ハウジングにダストカバーをかけ、ほこりやごみが入らないよ
うにしてください（けん引ヒッチの取り外し ページ 102 参照）。

注意: キャリアを取り付けると、リア ビュー ミラーやリ
ア カメラからの視界が見えなくなることがあります。さ
らに、一部のオートパイロット機能が期待どおりに働か
なくなることがあります。
警告: Tesla は、アクセサリー キャリアの取り付けおよび
使用の結果発生した損害または人的傷害、アクセサリー 
キャリアに付属の取扱説明書における抜け、または取扱
説明書に従わなかったことについては責任を負いませ
ん。アクセサリー キャリアの使用によって生じた損傷は
保証対象にはなりません。
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けん引能力
総けん引重量 (積み荷や付加機器を含めたトレーラー重量) およびトレーラー タングの重量は以下の上限を超えないようにしてく
ださい。
ホイール/リムサイズ 最大けん引能力* 最大ヒッチ荷重**
245/45R19 110 V / Y SAE Class III – 4960 lb (2250 kg) SAE Class III – 500 lb (225 kg)
275/45R20 110 V / Y SAE Class III – 5000 lb (2300 kg) SAE Class III – 500 lb (230 kg)

285/35R22 106 W SAE Class II - 3500 lb (1588 kg) SAE Class II – 350 lb (158 kg)

*Tesla は、積載重量が 450 kg (1000 lbs) を超えるトレーラーには個別のブレーキ系を推奨しています。このブレーキ系はトレーラ
ーの重量に適合していなければなりません。トレーラー用ブレーキのメーカーが提供する説明書に従って、トレーラー ブレーキが
適切に取り付けられ、正しく調整、維持されるようにしてください。
**タング荷重とは、トレーラーの重量がヒッチにかかる下向き荷重のことであり、トレーラー荷重の 10%以下にする必要がありま
す。けん引車両に載せる荷物や乗員、積み荷の量が多い場合は、許容されるタング荷重が減少することがあり、その場合は最大け
ん引能力も減少します。最大けん引能力は、GVWR (Gross Vehicle Weight Rating、車両総重量定格) を超えない前提で計算します。
GVWR は、車両識別ラベル上に印刷されています (車両識別ラベル ページ 223 を参照)。
注: ヒッチ ラベルのけん引能力がこのオーナーズマニュアルに記載されている情報と矛盾する場合は、このオーナーズマニュアル
が優先されます。

警告: 車両やトレーラーを過積載しないでください。お守りいただけない、パフォーマンスの低下、車両の損傷や車両コント
ロールの損失を招く恐れがあります。
警告: トレーラーヒッチを使って Model X をけん引したり輸送しないでください。
注意: Tesla は、けん引機器の指示書のミスや抜け、あるいは指示に適切に従わないという過失に対し、トレーラーをけん引
したことによって生じる損傷や怪我に対する責任を負いません。トレーラーけん引によって生じた損傷は保証対象にはなり
ません。
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けん引時のタイヤ空気圧
トレーラーをけん引する場合、タイヤ空気圧はその負荷荷重に
適合するように調整してください。以下に示す空気圧までタイ
ヤに空気を入れてください (この数値はタイヤと荷重載情報ラ
ベルに印刷されたタイヤ空気圧に優先します)。
前輪 後輪 タイヤ空気圧（冷間時）

245/45R19 245/45R19 45 psi (310 kPa)

255/45R20
265/45R20

275/45R20 46 psi (320 kPa)

265/35ZR22 285/35ZR22 50 psi (345 kPa)

警告: タイヤが冷えているときに、正確なタイヤ空気圧ゲ
ージを使用してタイヤ空気圧をチェックしてください。
1 mi (1.6 km) 走行すると、タイヤが十分に加温されてタ
イヤ空気圧に影響を及ぼします。直射日光や高温な場所
における駐車も、タイヤ空気圧に影響します。タイヤの
温度が上がっている場合は、圧力も高くなっていること
に注意してください。タイヤ空気圧の調整は必ずタイヤ
が冷えた状態でおこなってください。温まった状態では
正しい調整ができず、空気圧不足になり大変危険です。
警告: Model X のタイヤに異常があるかまたはタイヤリ
ペアキットで空気を入れた場合には、トレーラーをけん
引することはできません。応急修理されたタイヤは、け
ん引荷重に耐えられません。異常があるか応急修理され
たタイヤによるけん引は、故障あるいは車両の安定性を
損なうことがあります。

トレーラーをけん引する前に
トレーラーをけん引する前に、以下を実行する必要があります。

• 「けん引時タイヤ空気圧」で指定された冷間時タイヤ空気圧
になるまでタイヤに空気を入れる。

• 車高を「Low」に設定します（「コントロール」 > 「サスペ
ンション」 > 「Low」の順にタッチ）。

• お客さまの地域でトレーラーのけん引に適用されるすべて
の規制、法的義務を守ってください。規制に従わないと、ご
自身の安全に問題が生じる場合があります。

• ブラインドスポットが大きくならないよう、リアの視界がよ
く見えるようにサイドミラーを調整する。

• 「けん引モード」に設定します（けん引モード ページ 98 参
照）。

以下を確認します。
• Model X が、取り付けられたトレーラーと水平になってい

る。車両正面を上げて車両後部を下げる場合、運搬能力に記
載の最大けん引能力や最大ヒッチ荷重を超えないよう確認
してください。

• トレーラー ヒッチの部品や取付部品、安全チェーン、およ
び電気コネクター すべてに不具合がなく、正しく接続され
ている。問題がある場合は、トレーラーをけん引しないでく
ださい。

• トレーラーの燈火類が正しく点灯することを確認してくだ
さい (ブレーキ灯、方向指示灯、標識灯)。

• トレーラー タングがヒッチ ボールにしっかりと接合されて
いる。

• 安全チェーンがトレーラーとけん引車両間で適切につなが
れている。トレーラー タングの下に安全チェーンを通し、
タングがヒッチから離れてもタングが路面に接触しないよ
うにする。安全チェーンにはカーブを曲がるときの余裕を
もたせ、同時にチェーンが地面をひきずらないようにしま
す。

• 積み荷がすべて固定されている。
• 車輪輪止めを使用できます。
• トレーラー タング荷重が総けん引重量の約 10% で、「運搬能

力」に示す最大タング荷重を超えないようにトレーラー荷重
が均等に分散されている。

• トレーラーに個別のブレーキ系が備わっている場合は、その
ブレーキの動作をチェックし、適切に調整する。安全な制動
力が発揮されるよう、トレーラーのブレーキと車両のブレー
キのバランスをとる。

注: トレーラーの安全に関する一般的な情報を国家道路交通安
全局が出しています：http://www.nhtsa.gov/cars/problems/
Equipment/towing/Towing.pdf。

警告: トレーラー タング荷重は、総けん引重量の約 10% 
にし、「運搬能力」に示す最大タング荷重を超えないよう
にしなければなりません。荷重はタイヤに均等に加わ
り、リアに片寄るとトレーラーがふらつき、車両のコン
トロールを失う結果となります。
警告: トレーラー内で積み荷がしっかりと、動かないよう
に固定されている。荷重が状況によって変化すると、車
両のコントロールを失う結果となり、深刻な怪我や死亡
につながることがあります。

けん引モード
トレーラーをけん引している時は、常にけん引モードを有効に
してください。トレーラーの電気的接続を繋げると、Model X 
は自動的にけん引モードを有効にします。トレーラーの電気的
接続を切断すると、けん引モードは無効になります。手動で「け
ん引モード」を有効または無効にするには、タッチスクリーン
で「コントロール」 > 「ペダル&ハンドル」 > 「けん引モード」
の順にタッチしてください。以下のいずれかがインストゥルメ
ントパネルに表示されます。

けん引モードが有効です。
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Model X はトレーラー灯火類の接続を検出して
いますが、けん引モードが無効になっています。
アクセサリーが接続されている可能性がありま
す。

Model X は、トレーラー灯火類の電気接続不良を
検出しました。いくつかあるいはすべてのトレ
ーラー灯火類が点灯していない恐れがあります。
なるべく早く安全に停車して、トレーラーの灯火
類のケーブルや接続に不良がないかを点検して
ください。問題が解決されたにも関わらずアイ
コンが赤色のままの場合は、けん引モードを一度
オフにして再度オンにしてください。

注: Model X が過大な負荷を検出した場合は、トレーラーが接続
されたと認識し、自動的にけん引モードになります。けん引モ
ードになったことを知らせるため、インストゥルメントパネル
にメッセージが表示されます。重荷重を検出してけん引モード
が起動したとき、けん引モード設定は、Model X を停車させ、
パーキングまたはニュートラルにシフトし、タッチスクリーン
でパーキング ブレーキを手動でかけると変更できます (「コン
トロール」 > 「安全」 > 「パーキング ブレーキ」)。
けん引モードが有効になっているとき、一部のオートパイロッ
ト機能およびパーキングアシストセンサー機能が使用できない
場合があります。さらに、機能によっては異なる動作をするこ
とがあります。例:

• オートステアリングは使用できません。
• トラフィックアウェア クルーズコントロールは、前方にあ

る車との車間距離を増やします。
• エアサスペンションシステムでは 、「標準」から「低」へ速

度に応じて調整されることはありません。
• エアサスペンションシステムは 、保存済みの場所に基づい

て、車高を自動的に上げることはありません。
• 側面衝突警告は作動しますが、ステアリング自動介入は無効

になります。
• 自動緊急ブレーキ（衝突回避アシスト ページ 155 を参照）

による制動力は大幅に制限されます。
警告: Model X がトレーラーを検出して自動的にけん引
モードに入るとはいえ、それに任せっきりにはしないで
ください。トレーラーを引く前に必ず、けん引モードに
なっていることを常に確認してください。
警告: トレーラーをけん引している時には、いかなる状況
でもけん引モードを終了してはなりません。大けがまた
は死亡事故につながる可能性があります。
警告: ヒッチの高さとトレーラーの高さを適切に合わせ
るために、サスペンション設定を使用しないでください。
適切な軸荷重とトレーラーバランスに適切な高さをもつ
トレーラーヒッチとトレーラーを選んでください。

トレーラーブレーキ
積載重量が 450 kg (1000 lbs) を超えるトレーラーをけん引する
場合には、トレーラーにその重量に適した個別のブレーキ系を
備えることを Tesla は推奨しています。必ず現地の法規制を順
守してください。ブレーキ コントローラーは別途購入する必
要があります。必須の 4 ピン ピグテイル コネクターは Tesla
サービスに発注します。
ブレーキコントローラーを接続するには次の手順に従ってくだ
さい。
1. ブレーキコントローラーの配線を、4 ピン ピグテイル コネ

クターの該当する場所に接続します。

1 - トレーラーへのブレーキコントロール出力
2 - アース
3 - ブレーキオン信号
4 - 低電圧電源 (20A)

2. 運転席側足元のダッシュボード下にあるカバーを外してく
ださい。
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3. カーペットをめくって Model X のワイヤー ハーネスにある
4 ピン コネクターを露出させます。

4. ピッグテイル コネクターを車両の配線コネクターに接続し
ます。

警告: けん引時には、トレーラー自信にブレーキ系が備わ
っていたとしても 制動距離が長くなります。けん引時に
は、車間距離を増やし、急ブレーキをかけることがない
よう留意してください。事故につながる危険がありま
す。

警告: トレーラーのけん引およびブレーキの必要条件に
関して地域または国で定められているすべての 規制、法
的義務を遵守してください。多くの地域で、トレーラー
が車両から離れた場合にトレーラーのブレーキを作動さ
せる、ブレーキアウェイスイッチをトレーラーのヒッチ
部に装着することが求められています。規制に従わない
と、ご自身の安全に問題が生じる場合があります。
警告: トレーラー用ブレーキのメーカーが提供する説明
書に従って、トレーラー ブレーキが適切に取り付けられ、
正しく調整、維持されるようにしてください。Tesla はト
レーラーのブレーキ系の取り付け不良による損害には責
任を負いません。
警告: トレーラーのブレーキを車両のブレーキ系に直結
しようとしないでください。車両とトレーラーに損傷を
与え、ブレーキ系の誤動作を招き、大けがまたは死亡に
つながる可能性があります。

けん引ガイドライン
Model X は基本的には乗員を運ぶ車両として設計されていま
す。トレーラーをけん引すると、エンジン、ドライブトレイン、
ブレーキ、タイヤ、およびサスペンションにさらに負荷がかか
り、航続距離が大幅に減少します。トレーラーをけん引しよう
とする場合には、次のガイドラインを留意し、従ってください。

• 走行速度を下げ、急激な操作を防止します。トレーラーけん
引時にはトレーラーをつながない時に比べて、ステアリン
グ、安定性、回転半径、制動距離、ブレーキ性能といった面
に大きな違いがあります。

• 前方車両から最低 2 倍の距離を維持し、車間距離を十分に開
けてください。これにより、急ブレーキの必要性を減らすこ
とができます。急ブレーキをかけると、スキッドやジャック
ナイフを発生させ、コントロール不能に陥る場合がありま
す。

• 急激に曲がらないようにしてください。急な旋回をすると、
トレーラーが車両に接触し、損傷の原因となる可能性があり
ます。トレーラーの車輪は車両の車輪より旋回の内側を通
ることに注意してください。そのため、トレーラーが道路の
縁石や標識、木々やその他の物に触れないように大きく旋回
してください。

• トレーラーの灯火類、方向指示器の電球が切れていないこと
を定期的に点検してください。トレーラーをけん引する場
合、トレーラーの電球が切れていても、車両の計器クラスタ
ー上のウィンカーは正常に点滅します。

• 貨物の安全を定期的に確認してください。
• トレーラー ブレーキが作動していることを定期的に確認し

てください。
• 勾配のある場所に駐車しないでください（トレーラーをつけ

た状態での駐車 ページ 100 を参照）。
• けん引用のコンポーネントがいずれもしっかりと締められ

ていることを定期的に確認してください。

トレーラーをつけた状態での駐車
可能な限り、勾配のある場所には駐車しないでください。勾配
のある場所での駐車がどうしても避けられない場合には、トレ
ーラーの車輪に車輪止めをつけてください。
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• 一人がブレーキ ペダルを踏んだ状態を維持します。
• もう一人の人が車両タイヤの下り坂側のホイール下に車輪

輪止めを置きます。
• 車輪止めが配置されたら、ブレーキ ペダルを離し、車輪止

めが車両とトレーラーの重量を支えていることを確認しま
す。
注: 車輪止めをテストするときは、 ホールド機構 (オートブ
レーキ ホールド ページ 85 参照) が車両を支えていないよう
にします。ホールド が Model X にブレーキをかけていると
きは、インストゥルメントパネルにホールド インジケータ
ーが表示されます。ホールドを解除するには、ブレーキペダ
ルを踏んでから離します。

• 車両をパーキングにシフトします。
警告: 勾配のある場所での駐車が必要な場合は、常にトレ
ーラーの全車輪に確実に車輪止めを置いてください。こ
れを怠ると重大な事故や死亡事故につながる恐れがあり
ます。

トレーラーのふらつき軽減
トレーラーがふらついていることが検出されると、Model X の
電子安定性制御システムが適切な程度のブレーキを加えてトレ
ーラーのふらつきを最小化しようとします。インストゥルメン
トパネルには、トラクションコントロール システムのインジケ
ーターが短時間表示されます。このシステムが作動しててトレ
ーラーのふらつきを軽減しようとしている時にブレーキペダル
を踏んでも、自動ブレーキングは解除されません。

けん引ヒッチの接続
Model X のけん引パッケージには、2” x 2” の取り外し可能なヒ
ッチ レシーバーが付いている重量物運搬ヒッチが付属します。
ヒッチ レシーバーを使用しない時は、ヒッチ レシーバーを取り
外し、錆や腐食を防止するために乾燥した場所に保管してくだ
さい。ヒッチ ハウジング上にダストカバーをつけたままにし、
汚れやごみがロック内に入るのを防止ししてください。
トレーラー ヒッチ アセンブリは、車両本体にナット 8 個で取り
付けます。

注: 連結ポイントの最大許容リア オーバーハングは 1186 mm
です。

注: けん引する場合は必ず安全チェーンを取り付けてください。
トレーラータングの下でチェーンを交差させ、トレーラーの積
載物がしっかり固定されるようトレーラーのアイレットを取り
付けます。

注意: ヒッチ レシーバーを車両へ取り付け、取り外しする
ときは、事前に必ずボール マウントを取り外してくださ
い (ボールマウントの取り付けと取り外し ページ 102 を
参照)。
警告: トレーラーをけん引する際には必ず Model X 用ト
レーラーヒッチを使う必要があります。異なるタイプの
トレーラーヒッチは取り付けないでください。

トレーラーヒッチ レシーバーは次のように取り付けます。
1. ダストカバーをヒッチ ハウジングから取り外します。

2. ヒッチのロッキング シリンダーにキーを挿入し、シリンダ
ーを回してキーのトップを「アンロック」位置に合わせま
す。

3. アダプターからロッキング シリンダーを約 1/8" (0.5 cm) ほ
ど引き出し、時計方向に回してシリンダーの赤いマーキング
を白いドットに合わせます。
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警告: ロッキング シリンダーは慎重に回してくださ
い。それが「開位置」にロックされない場合、元の

「閉位置」に自動的に戻ってしまい、指を挟むことが
あります。

4. ヒッチを底からしっかりとつかみ、ヒッチ側面の三角形のガ
イドをヒッチ ハウジングの対応する切り欠きに合わせま
す。
注: ロッキング シリンダーは自由に回転させる必要がある
ため、そこをつかまないでください。

5. ロッキング シリンダーが約 120 度反時計方向に回転し、「閉
位置」で自動的にロックされるまで、ヒッチをヒッチ ハウ
ジングに押し入れます。ロッキング シリンダーの緑色部分

（白い矢印の上）はヒッチの白いドットに合わせます。
6. ヒッチが完全にヒッチハウジングに差し込まれていること

を目視で確認してください。ヒッチを引き下げてみます。
ヒッチは引いても落ちないはずです。
注: ヒッチがハウジング内でロックされていなければ、引い
た時に落ちてしまいます。

7. キーを回して矢印をロッキング シリンダーの「ロック」マ
ークに合わせます。

8. キーを外し、安全な場所に保管します (車両内部が望まし
い)。
注: キーはヒッチがロックされた時しか外せません。これに
より、接続が適性であるということになります。キーが取り
外されていない場合にはヒッチを使用しないでください。

注: Tesla ではキーコードをメモしておくことをお勧めして
います。キーを紛失して代替品を注文する場合には、このコ
ードが必要になります。

9. ダストカバーを閉じ、汚れやごみがロック内に入らないよう
にします。プッシュクリップが使用されている後期型の場
合、ダスト カバーを取り付けクリップをはめたら、それを
押す前にプッシュクリップを開きます。

注: ヒッチを長持ちさせるには、定期的にその表面に樹脂非含有
のグリスを塗布します。

けん引ヒッチの取り外し
けん引後は、ヒッチを取り外します。
1. キーを挿入し、「アンロック」位置にキー上部を合わせます。
2. ヒッチを (床に落とさないように) その底をしっかりと支え

ながら、ロッキング シリンダーを約 1/8" (0.5 cm) ほど引き
出し、時計方向に回してロッキング シリンダーの赤いマー
キングを白いドットに合わせます。この位置で、ロッキング 
シリンダーは「開」位置でロックされ、ヒッチがヒッチハウ
ジングから外れます。

警告: ロッキング シリンダーは慎重に回してくださ
い。それが「開位置」にロックされない場合、元の

「閉位置」に自動的に戻ってしまい、指を挟むことが
あります。

3. ハウジング内にごみがたまらないように、ヒッチ ハウジン
グにダスト カバーを再取り付けします。

4. ヒッチのロッキング シリンダー上のダスト カバーを閉じ、
ヒッチを安全な場所に保管します。

ボールマウントの取り付けと取り外し
Model X のけん引パッケージにはボールマウントは含まれてい
ません。けん引するトレーラーのタイプに適合したボールマウ
ントを別途購入してください。Model X のヒッチ レシーバー
は、最大 0.75”高の 8”までのボールマウントをサポートします。
ドロップ式ボールマウントは使用しないでください。
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ボールマウントは次のようにして取り付けます。
1. 必要であれば、ロッキング ボルトからコッターピンを外し、

ロッキングボルトをヒッチ アセンブリから引き出します。
2. ボール ホルダーをヒッチ アセンブリに差し込みます。
3. ボール ホルダーの穴をヒッチ アセンブリの穴と合わせま

す。
4. ロッキング ボルトをヒッチ アセンブリ/ボール ホルダーに

通します。
5. コッターピンをロッキング ボルトの端にある穴に差し込み

ます。
ボールマウントは次のようにして取り外します。
1. ロッキング ボルトからコッターピンを外し、ロッキングボ

ルトをボール ホルダー/ヒッチ アセンブリから引き出しま
す。

2. ボール ホルダーをヒッチ アセンブリから引き出します。

電気系の接続
トレーラーは、テール ランプ、ブレーキランプ、側面標識灯、
方向指示器灯を装備するよう規則で求められています。トレー
ラー照明の電源供給には、7 通りのワイヤー接続内蔵コネクタ

（SAE J560）をけん引ヒッチの近くに取り付けます。大半のトレ
ーラーの配線プラグにはこのコネクターが取り付けられていま
す。

1. 後進ライト（紫）
2. ブレーキ コントローラー出力（青）
3. 右折灯とブレーキ灯（緑）
4. 低電圧 電源（赤または黒）
5. アース（白）
6. 左折灯とブレーキ灯（黄）
7. テールランプと走行灯（茶）
注: 運転者の責任として、電気的接続がすべて作動すること、お
よびトレーラーのすべてのライトがけん引前およびけん引中に
作動することを確認する必要があります。Model X は、トレー
ラーの燈火類の故障を検知しません。実際に点検してくださ
い。
注: けん引中にトレーラーのライトが消えたら、トレイラーの配
線不良やトレーラーの電気出力部に接続されたライトの電力過
剰消費が原因である場合があります。このような場合、タッチ
スクリーンに赤い「牽引モード」アイコンが表示されます。配
線の問題を解決するか、トレーラーの電力出力部に接続するラ
イトの数を減らして、「けん引モード」をオフにしてからもう一
度オンに切り替えます。
トレーラーのワイヤーを Model X の電気的コネクターに接続す
ると、けん引モードが自動的に有効になります (けん引モード 
ページ 98 を参照)。

警告: ブレーキ コントローラー出力はブレーキ コントロ
ーラーが取り付けられている場合のみ動作します (トレ
ーラーブレーキ ページ 99 参照)。
警告: 電気コネクターは Tesla 設計品のみを使用してく
ださい。トレーラーの電気配線を継ぎ合わせたり、他の
方法で直接接続しようとしないでください。車両の電気
系に損傷を与え、誤動作を招く可能性があります。
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注意: トレーラーの電気ケーブルが地面に接触あるいは
引きずっていないこと、および引き回し時にケーブルの
余裕が十分あることを確認してください。

航続距離への影響
トレーラーをけん引してアクセサリーを運搬すると、車両の重
量と抵抗が増加します。その結果として、航続距離は大きく減
少します。トリップ プランナーがけん引モードに基づき予想
航続距離を調整しようとしますが、実際のエネルギー消費量は
異なる場合があります。そのことを勘案した走行距離や充電場
所の計画を立ててください。
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オートパイロットは、運転をより安全でストレスの少ないもの
にすることを目的とした高度なドライバーアシスタンス 機能を
組み合わせたものです。これらの機能のどれも、Model X を完
全に自律的にはしませんし、ドライバーとしてのあなたに取っ
て代わることもありません。オートパイロット機能は、すべて
の新型 Tesla 車両に標準装備されています。
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、以下の機能が装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
オートパイロットには、トラフィックアウェア クルーズコント
ロールおよびオートステアリングが含まれています。

• トラフィックアウェア クルーズコントロール: 車速を維持
し、先行車両がある場合、先行車両との車間距離を調整して
維持します。（トラフィックアウェア クルーズコントロール
ページ 115 を参照）。

• オートステアリング: 車速と先行車両との車間距離を維持し
ながら、インテリジェントに Model X が車線を維持するよう
にします（オートステアリング ページ 120 を参照）。

警告: オートパイロットはハンズフリー機能ではありま
せん。常にハンドルの上に手を置き、道路状況、周囲の
交通状況、その他の道路利用者（歩行者や自転車など）
に注意を払ってください。即座に対応できるように準備
してください。これらの指示に従わない場合、損傷、重
傷、または死亡の原因となる可能性があります。

強化型オートパイロットには追加機能が含まれています。強化
型オートパイロット機能は、ドライバーの作業負荷をさらに軽
減し、車線変更や駐車などの一般的なアクションをより簡単に
するように設計されています。

• 自動車線変更: オートステアリングが有効なときにウィンカ
ーを操作すると、Model X は隣接する車線に移動します（自
動車線変更 ページ 122 を参照）。

• ナビゲート オン オートパイロット: 車線変更、インターチェ
ンジのナビゲーション、ウィンカーの自動操作、正しい出口
の選択といった、高速道路への進入から退出まで、Model X
を能動的にガイドします（オートパイロット ナビ走行 ペー
ジ 125 を参照）。

• オートパーキング: Model X の縦列駐車または車庫入れ駐車
を実行します（オートパーキング ページ 139 を参照）。

• サモン: ドライバーが車外にいるときでも、Model X を前方
または後方に移動します。これは、狭い駐車場での駐車に役
立ちます（サモン ページ 141 を参照）。

• スマート サモン: Model X を駐車スペースから 出し、より複
雑な周囲環境を通過し、障害物や他の車両を避けて移動し
て、ドライバーのいるところまたは事前設定した目的地に到
達させます（スマート サモン ページ 144 を参照）。

警告: 強化型オートパイロットはハンズフリー機能では
ありません。常に手でハンドルを握り、道路状況、周囲
の交通状況、その他の道路利用者（歩行者や自転車など）
に注意を払ってください。即座に対応できるように準備
してください。これらの指示に従わない場合、損傷、重
傷、または死亡の原因となる可能性があります。

フルセルフドライビングに含まれる機能:

• 信号機/一時停止標識コントロール: 車速を維持し、車間距離
を保ち、車線をはみ出すことなく Model X を走行させなが
ら、信号機や停止標識に合わせて減速や停止を行います（信
号機と一時停止のコントロール ページ 128 を参照）。

• 市街地でのオートステアリング（フルセルフドライビング
（監視付き））: 道路の曲りに沿って目的地までドライブを行

います。交差点、停止標識、ロータリーで停止し、通り抜け
ます。左右に曲がります。高速道路への進入/退出を行いま
す（#unique_317 ページ を参照）。

警告: フルセルフドライビング機能は、ハンズフリー機能
ではありません。常に手でハンドルを握り、道路状況、
周囲の交通状況、その他の道路利用者（歩行者や自転車
など）に注意を払ってください。常に道路に注意を払い、
ただちに対処できるように備えてください。これらの指
示に従わない場合、損傷、重傷、または死亡の原因とな
る可能性があります。

動作の仕組み
オートパイロットは、Model X のカメラを使用して、周囲を監
視し、他の車両、歩行者、道路標識、障害物（障壁や縁石など）
を検知します。Model X の前面、背面、左側および右側にカメ
ラが取り付けられています（「カメラ」 ページ 19 を参照）。
Model X には、ドライバーの注意力を監視するキャビン カメラ
がリア ビュー ミラーに搭載されている場合があります。ご自
身の責任において、常にハンドルの上に手を置き、道路に注意
を払い、直ちに対処できるように備えてください。
オートパイロットが作動している場合、Model X には段階的に
強まる一連の警告が表示され、ハンドルを握ったまま道路に注
意を払うように促します。対応しない場合、オートパイロット
は解除され、残りのドライブでは使用できなくなります。

警告: オートパイロットは、運転の快適性と利便性を高め
ることを目的に設計されたものであって、衝突警告シス
テムや衝突回避システムではありません。常に路上に注
意を払い、安全運転を心がけ、車両を制御することはド
ライバーの責任です。オートパイロットに頼って
Model X を十分に減速させようとしないでください。常
に道路の前方に注意を払い、修正行動をとれるように準
備してください。これらを怠ると重大な事故や死亡事故
につながる恐れがあります。

オートパイロットの限界を理解し、常に自ら制御できるように
準備することはドライバーの責任です。
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オートパイロットの使用条件
それぞれのドライブを開始する前、またはオートパイロットの機能を使用する前に、すべてのカメラが汚れていないこと、および
障害物がないことを確認します（カメラのクリーニング ページ 211 を参照）。カメラやセンサー（装備されていれば）の汚れは、
周囲状況や消えかかった車線マーキングなどの周囲条件と同様に、オートパイロットのパフォーマンスに影響をもたらします。カ
メラが遮られている場合、または覆われている場合、Model X のインストゥルメントクラスターにメッセージが表示され、オート
パイロット機能が使用できなくなる可能性があります。 
オートパイロット機能を使用する前、および一部のサービスのための訪問の後は、カメラをキャリブレーションするために短い距
離をドライブする必要があります。詳細な情報については、走行中のカメラキャリブレーション ページ 19 を参照してください。
また、以下の場合、これらの機能が意図したとおりに動作しないことがあります。

• 道路に急カーブがある、または標高が大幅に変化している。
• 道路標識や信号機が不明瞭、あいまい、または整備が不十分である。
• 視認性が低い（激しい雨、雪、雹など、または夜間の道路照明が貧弱である）
• トンネル内や、カメラの視界を妨げる分離帯の近くなどを走行している。
• 明るい光（対向車のヘッドライトや直射日光）がカメラの視野を妨げている。

一覧はオートパイロット機能の正常な動作を妨げる可能性のある状況をすべて網羅したものではありません。
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、以下の機能が装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
オートパイ
ロット機能

使用可能な条件

トラフィッ
クアウェア 
クルーズコ
ントロール

• 18 mph（30 km/h）から 85 mph（140 km/h）で運転中
注: Model X の前方 5 ft（1.5 m）以上のところに車両が検出された場合、より低速でトラフィックアウェア ク
ルーズコントロールを作動させることができます。

オートステ
アリング • 18 mph（30 km/h）から 85 mph（140 km/h）で運転中

注: Model X の前方 5 ft（1.5 m）以上のところに車両が検出された場合、より低速でオートステアリングを作動
させることができます。
注: 生活道路、センターラインのない道路、またはアクセス管理されていない道路では、最大許容巡航速度が制
限され、インストゥルメントパネルにメッセージが表示されます。制限速度は、道路の制限速度に 10 km/h（5 
マイル） プラスした値です。

• ヘッドライトは「オン」または「自動」に設定されます。オートパイロットは昼間でも暗い場所（夕暮れ時や
夜間）でも使用できますが、ヘッドライトが「オフ」に設定されていると、オートステアリングは中止される
か、使用できません。オートステアリングが作動すると、「オートハイビーム」が自動的に有効になり（ハイビ
ーム ヘッドライト ページ 73 を参照）、ワイパーが「自動」に設定されます。

ナビゲート 
オン オート
パイロット • 18 mph（30 km/h）から 85 mph（140 km/h）で運転中。

注: Model X の前方 5 ft（1.5 m）以上のところに車両が検出された場合、より低速でナビゲート オン オートパ
イロットを作動させることができます。

• アクセス管理された高速道路を走行しています。アクセス管理された高速道路を離れると、ナビゲート オン オ
ートパイロットはオートステアリングに戻ります。
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オートパイ
ロット機能

使用可能な条件

フルセルフ
ドライビン
グ（監視付
き）

• 85 mph（150 km/h）未満でドライブしている。
注: フルセルフドライビング（監視付き）は、Model X の前方に車両が検出されたかどうかに関わりなく、Model X
の停止時を含む、より低速で作動させることができます。

• ヘッドライトは「オン」または「自動」に設定されます。フルセルフドライビング（監視付き）は昼間でも暗
い場所（夕暮れ時や夜間）でも使用できますが、ヘッドライトが「オフ」に設定されていると停止するか、使
用できません。フルセルフドライビング（監視付き）が作動すると、「オートハイビーム」が自動的に有効にな
り（ハイビーム ヘッドライト ページ 73 を参照）、ワイパーが「自動」に設定されます。
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このトピックでは、以下のドライバー アシスタンス機能を有効
にして使用する方法について説明します。
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、以下の機能が装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。

• トラフィックアウェア クルーズコントロール従来のクルー
ズコントロールと同様に、トラフィックアウェア クルーズ
コントロールは設定された走行速度を維持します。ただし、
トラフィックアウェア クルーズコントロールは、先行車両
からの距離を維持するために、必要に応じて Model X を減速
または加速します。トラフィックアウェア クルーズコント
ロールが作動している間であっても、Model X の操縦運転は
ドライバーの責任です（トラフィックアウェア クルーズコ
ントロール ページ 108 を参照）。

• オートステアリング: オートステアリングは、トラフィック
アウェア クルーズコントロールと同様に、設定速度（目の
前に車両がない場合）または設定された車間距離（目の前に
車両がある場合）を維持します。さらに、オートステアリン
グは、車線マーキング、路肩および車両や物体の存在を検出
して、インテリジェントに Model X の走行車線を維持します

（オートステアリング ページ 109 を参照）。
注: オートステアリングは、ベータ版の機能です。

• 自動車線変更: オートステアリングが作動しているときにウ
ィンカーを作動させると、自動車線変更によって Model X
は、ウィンカーが示している方向に隣接する車線に移動しま
す（自動車線変更 ページ 109 を参照）。

• ナビゲート オン オートパイロット: ナビゲート オン オート
パイロットは、トラフィックアウェア クルーズコントロー
ルおよびオートステアリングの機能の上に構築されていま
す。オートステアリングが作動している場合、ナビゲート 
オン オートパイロットを使用すると、Model X が車線を提案
し、設定されている場合、車線を自動的に変更して他の車両
を追い越し、ナビゲーション ルートをたどることができま
す（ナビゲート オン オートパイロット ページ 110 を参照）。
注: ナビゲート オン オートパイロットはベータ版機能です。

これらの機能は、Model X のカメラからの情報を使用して車線
マーキング、路肩、ならびに Model X の周囲の他の車両および
道路の使用者を検出します。

注意: それぞれのドライブを開始する前、またはオートパ
イロットの機能を使用する前に、すべてのカメラが汚れ
ていないこと、および障害物がないことを確認します（カ
メラのクリーニング ページ 211 を参照）。カメラやセンサ
ー（装備されていれば）の汚れは、周囲状況や消えかか
った車線マーキングなどの周囲条件と同様に、オートパ
イロットのパフォーマンスに影響をもたらします。カメ
ラが遮られている場合、または覆われている場合、
Model X のインストゥルメントクラスターにメッセージ
が表示され、オートパイロット機能が使用できなくなる
可能性があります。 
注意: オートパイロットの制限事項およびドライバーの
介入が必要となる状況をよく知ることは、ドライバーの
責任です。詳細な情報は、制限と警告 ページ 147 を参照
してください。

オートパイロット設定
オートパイロット機能を使用する前に、「コントロール」 > 「オ
ートパイロット」の順にタッチして機能をカスタマイズします。

• 設定速度: 現在検出している速度制限と現在の走行速度のど
ちらでオートパイロットを作動させるかを選択します。「コ
ントロール」 > 「オートパイロット」 > 「設定速度」の順に
タッチし、「速度制限」または「現在の速度」を選択します。

• オフセット: 「速度制限」を選択した場合、「速度オフセット
の設定」にタッチしてオフセット量を指定できます。「固定」

（すべての道路で特定量だけ巡航速度が調整されます）また
は「パーセント」（巡航速度は、その道路に対して検出され
た速度制限のパーセンテージとして調整されます）を選択で
きます。

• 青信号チャイム: カナダおよび米国: オンにしておくと、赤信
号で待っていて青信号になるとチャイムが鳴ります。トラ
フィックアウェア クルーズコントロールを積極的に使用せ
ず、前方に車両がある状態で赤信号待ちをしているときに
は、先行車両が発進するとチャイムが鳴ります。

トラフィックアウェア クルーズコント
ロール
トラフィックアウェア クルーズコントロールは常に有効にな
っています。
トラフィックアウェア クルーズコントロールを使用するには:
1. 設定速度を変更するには、右のスクロール ホイールを上（加

速）または下（減速）に回します。いつでもアクセル ペダ
ルを踏んで、設定された巡航速度を一時的に無効にすること
ができます。詳細な情報は、オートパイロット使用時 ペー
ジ 111 を参照してください。

2. トラフィックアウェア クルーズコントロールを解除するに
は、、またはブレーキペダルを踏みます。詳細な情報は、オ
ートパイロットのキャンセル ページ 111 を参照してくださ
い。

トラフィックアウェア クルーズコントロールが
利用可能であっても有効となっていない場合、イ
ンストゥルメントクラスターに灰色で巡航速度
が表示されます。表示されている数値は、トラフ
ィックアウェア クルーズコントロールを有効に
したときに設定される速度を表しています。
トラフィックアウェア クルーズコントロールを
有効にして、設定速度で巡航している場合、速度
は青色の文字で強調表示されます。
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警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは、運
転の快適性と利便性を高めることを目的に設計されたも
のであって、衝突警告システムや衝突回避システムでは
ありません。常に路上に注意を払い、安全運転を心がけ、
車両を制御することはドライバーの責任です。Model X 
を適切に減速させる操作をトラフィックアウェア クルー
ズコントロールに依存してはいけません。常に道路の前
方に注意を払い、修正行動をとれるように準備してくだ
さい。これらを怠ると重大な事故や死亡事故につながる
恐れがあります。詳細な情報は、制限と警告 ページ 147
を参照してください。

オートステアリング
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、オートステアリングが装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
オートステアリングを有効にするには:
1. 「コントロール」 > 「オートパイロット」 > 「オートパイロ

ット機能」 > 「オートステアリング（ベータ版）」の順にタ
ッチします。

2. ポップアップウィンドウをよく読んで理解したら、「はい」
をタッチします。

オートステアリングを使用するには:
1. 。
2. 設定速度を変更するには、右のスクロール ホイールを上（加

速）または下（減速）に回します。詳細な情報は、オートパ
イロット使用時 ページ 111 を参照してください。

3. オートステアリングを解除するには、、またはブレーキペダ
ルを踏みます。詳細な情報は、オートパイロットのキャンセ
ル ページ 111 を参照してください。

オートステアリングを作動させると、Model X では、作動して
いることを確認するためにチャイムが鳴り、道路に注意を払い、
いつでも運転を引き継ぐ準備をしておくように注意喚起するメ
ッセージが、インストゥルメントクラスターに短い間表示され
ます。

オートステアリングが利用可能である（ただし、Model X を
能動的に操舵してはいない）ことを示すため、インストゥル
メント パネルに灰色のオートステアリング アイコンが表示
されます。オートステアリングが一時的に利用できない状況
では、オートステアリング アイコンが消えます。（この例とし
ては、運転速度がオートステアリングの作動に必要な速度内
にない場合などがあります。）
オートステアリングが有効であることを示すために、インス
トゥルメントクラスターにオートステアリング アイコンが青
色で表示されます。

オートステアリングが車線マーキングを検出できる場合、走行
車線の端がインストゥルメントクラスター上に青色で表示され
ます。
オートステアリングが作動しているときは常に、トラフィック
アウェア クルーズコントロールも作動します。

オートステアリングが起動していて制限速度を検出できない場
合、巡航速度はオートステアリングによって 45 mph（70 
km/h）に制限されます。手動で加速して制限速度を超えること
はできますが、アクセル ペダルを踏んでいる間は、障害物を検
知しても Model X はブレーキをかけません。アクセルペダルか
ら足を離すと、オートステアリングはこの制限速度まで減速さ
せます。その道路から離れるか、またはハンドルを使用してオ
ートステアリングをオフにすると、必要に応じて再度、設定速
度を上げることができます。

警告: オートステアリングはハンズオンのアシスタンス
機能です。常にハンドルの上に手を置き、道路状況や周
囲の交通状況に注意し、常にすぐに行動できるように準
備してください。これらの指示に従わない場合、損傷、
重傷、または死亡の原因となる可能性があります。オー
トステアリングの制限事項および予測通りに作動しない
状況をよく知ることは、ドライバーの責任です。詳細な
情報は、制限と警告 ページ 147 を参照してください。

自動車線変更
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両に自動車線変更が装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
オートステアリング作動中にウィンカーを作動させると、次の
条件が満たされている場合、Model X はウィンカーが示す方向
にある隣の車線に移動します。

• ウィンカーを作動させている。
• この車線区分線は車線変更が行えることを示しています。
• 車線変更の途中で、Model X は目標車線の外側車線マーカー

を検出する必要があります。車線区分線を検出できない場
合は、車線変更は中止され、Model X は元の車線に戻りま
す。

• カメラの視野が遮られていない。
• Model X 死角にある車両、または目標車線の中心まで車両や

障害物を検出しません。車両またはその他の障害物が目標
の車線に検知された場合、その障害物はインストゥルメント
クラスターの視覚化において赤色で表示され、車線変更が安
全になるまで、Model X は車線変更を完了しません。

警告: オートパイロットは、隣接する車線の車両や障害物
を検知するように設計されていますが、常に目視点検を
実施して、目標の車線に安全かつ適切に移動できること
を確認する責任がドライバーにはあります。データが不
十分なためにオートパイロットが車線変更できない場
合、インストゥルメントクラスターに一連の警告が表示
されます。そのため、自動車線変更機能の使用中は、常
にインストゥルメントクラスターに注意を払い、Model X
のハンドルを手動で制御できるように準備しておく必要
があります。

オートパイロットが車線変更を実行する最小速度は、地域、隣
接する車線の速度、およびその他の要因によって異なる場合が
あります。いつでも手動でハンドルを操作して、必要に応じて
車線変更をする準備をしておいてください 。自動車線変更を実
行中に、追い越し加速が作動し Model X が前方の車両に近づく
ように加速します（追い越し加速 ページ 113 を参照）。
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ウィンカーを作動させると、オートパイロットによって
Model X は一度に 1 車線ずつ移動します。さらに車線を変更す
るためには、最初の車線変更が完了した後にウィンカーを再度
作動させる必要があります。
Model X で車線変更を行う際は、前方の運転経路と周囲の状況
を注視することで、自動車線変更機能の動作を監視することが
重要です。いつでもハンドルを引き継げるように準備しておい
てください。隣の車線に入ると、Model X が進入した車線の場
所がインストゥルメントクラスターに表示されます。

ナビゲート オン オートパイロット
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両にナビゲート オン オートパイロットが装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
ナビゲート オン オートパイロットを有効にするには、「コント
ロール」 > 「オートパイロット」 > 「ナビゲート オン オートパ
イロット（ベータ版）」の順にタッチします。次に、ナビゲート 
オン オートパイロットの操作をカスタマイズするため、「ナビ
ゲート オン オートパイロットのカスタマイズ」にタッチしま
す。

• 毎回運転開始時に有効にする: ナビを実行する時にナビゲー
ト オン オートパイロットを自動的に有効にするかどうか選
択します。有効にすると、運転を開始するたびに「ナビゲー
ト オン オートパイロット」ボタンが経路案内リストに表示
されます。

• 速度に応じた車線変更: ナビゲート オン オートパイロット
は、経路に応じた車線変更と速度に応じた車線変更の両方を
実行できるように設計されています。速度に応じた車線変
更はオプションです。この設定を使用して、速度に応じた車
線変更を無効にすることや、設定した巡航速度を達成するた
めに、ナビゲート オン オートパイロットでの車線変更をど
の程度積極的に行うか（「マイルド」、「平均値」、または「マ
ッドマックス」）を指定することができます。

• 追い越し車線から離脱: 目的地へのナビゲーション時に、ナ
ビゲート オン オートパイロットで追い越し車線からの離脱
を誘導するかどうかを選択します。ルートに基づいた車線
変更や速度に基づいた車線変更に加えて、ナビゲート オン 
オートパイロットでは、他の車両を追い越していない時、低
速の車線に留まるように追い越し車線からの車線変更を求
めるリマインダーが流れます。これを無効にするには「いい
え」を選択し、Model X の追い越し車線での走行を維持しま
す（ナビゲーション ルートに従う必要がある場合を除く）。

• 車線変更の確認が必要です: （装備している場合）デフォル
トでは、ナビゲート オン オートパイロットで車線変更を進
める前に、による確定が必要になります。3 秒以内に車線変
更の確認を行わない場合、ナビゲート オン オートパイロッ
トで車線変更の確定が必要であることを知らせるチャイム
が鳴ります。

• 車線変更通知: 車線変更の通知の有無または通知方法につい
て指定することができます（「オフ」、「チャイム」、「バイブ
レーション」、または「両方」）。

「運転開始時に有効にする」がオンになっているとき、次の場合
にナビゲート オン オートパイロットは自動的に作動します。

• オートステアリングが作動している。

• ドライバーが目的地に向かって移動しています。
• アクセスが管理された高速道路を走行しています。

有効になると、ナビゲーション ルートが有効になっていて、ル
ートに少なくとも 1 つの進入制限されている道路が含まれる場
合、「ナビゲート オン オートパイロット」ボタンが常に地図の
経路案内リストの上部に表示されます。

「運転開始時に有効にする」がオフになっている場合、経路案内
の上にある「ナビゲート オン オートパイロット」ボタンにタッ
チすると、有効になります。「ナビゲート オン オートパイロッ
ト」を選択すると、オートステアリングが作動するたびに作動
します。

目的地に移動中に、「ナビゲート オン オートパイロット」が
使用可能ではあるがアクティブではない場合、「ナビゲート オ
ン オートパイロット」アイコンが経路案内リストに表示され
ます。

「ナビゲート オン オートパイロット」が有効な場合、アイコ
ンは青色になります。「運転開始時に有効にする」がオンにな
っている場合、ナビゲーションを開始する際に「ナビゲート 
オン オートパイロット」アイコンが選択されます。アイコン
にタッチすると、「ナビゲート オン オートパイロット」がキ
ャンセルされ、「オートステアリング」に戻ります。

「ナビゲート オン オートパイロット」が作動しているとき、「ナ
ビゲート オン オートパイロット」ボタンは青色になり、走行車
線は、Model X の前にある 1 本の青い線として、インストゥル
メントクラスターに表示されます。
経路案内には、オートパイロット ナビ走行によって誘導される
地点（高速道路出口など）の隣に、オートステアリング アイコ
ンが表示されます。
ナビゲート オン オートパイロットが作動すると、Model X は速
度に応じた車線変更と経路に応じた車線変更の両方を自動的に
行います。

• 速度に応じた車線変更: ナビゲート オン オートパイロット
では車線を変更することで、目的地までの走行時間を短縮し
ます。例えば、Model X が設定した巡航速度よりも低い速度
で走行する車両の後ろを走行している場合、ナビゲート オ
ン オートパイロットによって、追い越し車線に移動して追
い越します。速度に応じた車線変更はオプションです。

• 経路に応じた車線変更: ナビゲート オン オートパイロット
は車線を変更して目的地までドライバーを誘導します。た
とえば、Model X がナビゲーション ルートで指定している出
口に近づくと、ナビゲート オン オートパイロットによって
出口車線に移動します。

ルートベースの車線変更推奨を無視する（高速道路の右側の出
口車線に向かっているが左車線を運転している場合など）と、
ナビゲート オン オートパイロットでは出口へ誘導することが
できなくなるため、目的地に向かって再度ルート設定を行いま
す。
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注: 経路案内および高速道路のインターチェンジでの進行方向
を決定する場合、ナビゲート オン オートパイロットでは高乗車
率（HOV）車線を使用するかしないかを検討します。このため、
現在の環境に「HOV 車線の使用」設定が適していることを確認
します（マップとナビゲーション ページ 177 を参照）。この設
定がオフの場合、時間帯がいつであっても、ナビゲート オン オ
ートパイロットは HOV 車線を利用しません。この設定がオン
の場合、ナビゲート オン オートパイロットは、該当する場合
に、HOV 車線を利用します。

注意: ナビゲート オン オートパイロットでは、ナビゲー
ション ルートによって退出や車線変更が決められている
場合でも、オフランプでの退出や車線変更を試みない可
能性があります。オフランプに向けて手動でハンドルを
切ることや、オフランプまたはインターチェンジで必要
な車線変更を行ったり出る方向に進むことができるよう
に、常に警戒を怠らずに、準備をしておいてください 。

ナビゲート オン オートパイロットは、走行中の道路の種類に応
じて、有効または無効に切り替わります。ナビゲート オン オー
トパイロットが有効で、経路案内に従ってオフランプまたはイ
ンターチェンジに近づくと、該当するウィンカーが作動して、
オートステアリングにより Model X がオフランプまたはインタ
ーチェンジに誘導されます。
アクセス管理されている高速道路から降りると、ナビゲート オ
ン オートパイロットがオートステアリングに戻ります。チャ
イムが鳴り、インストゥルメントクラスターに、走行車線が

（Model X の前にある青色の線に代わって）青色の複数の線で表
示されます。ナビゲート オン オートパイロットが無効になっ
た時でも、オートステアリングは有効なままです。常に適切に
対応できるように準備してください。
注: ナビゲート オン オートパイロットはハンズフリー機能では
ありません。常にハンドルの上に手を置き、道路状況や周囲の
交通状況に注意し、常にすぐに行動できるように準備してくだ
さい。これらの指示に従わない場合、損傷、重傷、または死亡
の原因となる可能性があります。ナビゲート オン オートパイ
ロットの制限事項および予測通りに作動しない状況をよく知る
ことは、ドライバーの責任です。詳細な情報は、制限と警告 ペ
ージ 147 を参照してください。

オートパイロットのキャンセル
トラフィックアウェア クルーズコントロールは以下の場合に
キャンセルされます。

• ブレーキ ペダルを踏んだ場合。
• 走行速度が 85 mph (140 km/h)を超えた場合。
• リバース、パーキング、ニュートラルにシフトした場合。
• ドアが開いた場合。
• 自動緊急ブレーキが作動したとき（衝突回避アシスト ペー

ジ 155 参照）。
• 運転者のシートベルトが解除されるか、または運転者が座席

から離れたとき。
トラフィックアウェア クルーズコントロールがキャンセルさ
れると、インストゥルメントクラスター上の巡航速度アイコン
が灰色になり、トラフィックアウェア クルーズコントロールが
無効になっていることを知らせます。

上記のいずれかの操作が実行されると、オートステアリングは
キャンセルされます。さらに、オートステアリングは次の場合
にキャンセルされます。

• 85 mph（140 km/h）を超えている。
• あなたが手動でステアリングを引き継ぎます。
• ドライバーがインストゥルメントクラスターに表示される、

ハンドルに手を置いたままにするように指示する反復的な
リマインダーおよび後続のメッセージに応答しません（ドラ
イバーの注意力 ページ 113 を参照）。

オートステアリングをキャンセルすると、チャイムが鳴り、ア
イコンが灰色になって、オートステアリングが無効になってい
ることを示すか、アイコンが完全に消えて、オートステアリン
グが現在利用できないことを示します。
前述のように、オートステアリングをキャンセルすると、ナビ
ゲート オン オートパイロットもキャンセルされます。さらに、
以下の場合、ナビゲート オン オートパイロットがキャンセルさ
れます。

• 地図の経路案内リストで、「ナビゲート オン オートパイロッ
ト」ボタンにタッチします。この場合、オートステアリング
はまだアクティブです。

• アクセス管理されている高速道路から離れます。この場合、
オートステアリングはアクティブのままです。

オートパイロットでナビゲーションがキャンセルされてもオー
トステアリングがアクティブのままの場合、チャイムが鳴り、
運転レーンの 1 本の青色の線が、車線の両側にある 2 本の青い
線に視覚化されます。
トラフィックアウェア クルーズコントロールまたはオートス
テアリングをキャンセルした場合、Model X は慣性走行しませ
ん。代わりに、トラフィックアウェア クルーズコントロールが
動作していないときにアクセル ペダルから足を離した場合と
同様、回生ブレーキによって Model X が減速します（回生ブレ
ーキ ページ 78 を参照）。

オートパイロット使用時
トラフィックアウェア クルーズコントロールが作動していて、
オートパイロットが設定速度を維持している場合、インストゥ
ルメントクラスターに青色のテキストで速度が強調表示されま
す。
オートステアリングが有効な場合、ハンドルアイコンは青色で
表示され、車線マーキングはその視覚化において青色で強調表
示されます。
路面標示、赤信号、障害物（ゴミ箱、柱など）といった車道お
よびその周辺の詳細情報を表示するには「コントロール」 > 「オ
ートパイロット」 > 「フルセルフドライビングの表示プレビュ
ー」の順にタッチします。
オートステアリングが車線マーカーを検知できない場合、先行
車両を元に車線を決定します。オートステアリングは通常、
Model X に走行車線の中央の位置を維持させようとします。た
だし、オートステアリングが車線の中心から外れた走行経路に
従う場合があります（たとえばガードレールが検出された場
合）。
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設定速度の変更
オートパイロットが有効な場合、前方に他の車両が検出されて
いないのであれば、Model X は設定巡航速度を維持します。車
両の後ろで巡航する場合、Model X は必要に応じて加速および
減速して、選択した車間距離を維持します（「車間距離の調整」
ページ 112 を参照）。
アクセルペダルを踏み込むことで、いつでも手動で加速するこ
とができますが、ペダルをゆるめると、Model X は設定速度で
の巡航を再開します。
Model X カーブに進入または退出する際も巡航速度を調整しま
す。
先行車両からの選択した距離を維持するため、Model X が積極
的に減速すると、ブレーキランプが点灯します。ブレーキ ペダ
ルのわずかな動きに気付くことがあります。ただし、Model X
が加速をしているときは、アクセル ペダルは動きません。
設定速度の変更
右のスクロール ホイールを上（加速）または下（減速）に回し
て、設定速度を変更します。
Model X が新たな設定速度に達するまで数秒かかる場合があり
ます。
車間距離の調整
最も短い追従距離は 2 です。
各設定は、Model X が現在の位置から先行車両のリアバンパー
の位置に到達するまでにかかる時間に基づいた距離に相当しま
す。オートパイロットは、再度変更するまで設定を保持します。
停止とスローダウン
隣接する車線を走行する車両より著しく速い速度で走行してい
るとき、Model X は自動的に走行速度を減速します。これは、
交通量が多い場合や他の車両が頻繁に車線変更するような状況
などにとても効果的です。Model X が他の車両が非常に低速で
あることを検知すると、インストゥルメントクラスターには隣
の車線が矢印でハイライト表示され、検知された車両は灰色に
表示されて、Model X は適宜減速します。一時的にこの機能を
無効にするためには、アクセル ペダルを踏み込みます。

前方に他の車両がある場合、Model X が完全停車したとしても、
オートパイロットは低速において有効となったままとなりま
す。たとえば、高速道路での著しい渋滞時に、Model X が完全
またはほぼ完全な停止まで減速しても、オートパイロットは有
効なままです。交通の流れがより速くなりだすと、オートパイ
ロットによって再び設定速度まで加速します。
Model X が完全に停止している場合、オートパイロットがホー
ルド状態になります。その場合、アクセル ペダルを短い間踏み
込むと、巡航を再開します。

ホールド状態が有効な場合、インストゥルメント
クラスターにはホールドアイコンとメッセージ
が表示され、クルーズコントロールを再開する必
要があることを示します。

Model X は、以下の状況でオートパイロットがアクティブな場
合、ホールド状態になります。

• Model X が 5 分間停車していた場合。
• Model X が歩行者を検出した場合（歩行者が検出されなくな

るとホールド状態は解除されます）。
• Model X の前方にいた車両が突然視界からいなくなった場

合。
• Model X の前方に障害物を検出した場合。

高速道路出口またはその付近で巡航する
アクセス管理された道路（高速道路や自動車専用道路など）の
出口付近を巡航しているときに、オフランプに向かってウィン
カーを入れると、オートパイロットはドライバーが出口から退
出しようとしているものとみなして Model X を減速させます。
オフランプに向かって走行していない場合、オートパイロット
は設定速度での巡航を再開します。
右側通行の地域の場合は、最も右側の車線を走行している時に
出口の 164 ft（50 m）手前で右ウィンカーを出したときに限っ
てこれが行われます。同様に左側通行の地域の場合は、最も左
側の車線を走行している時に出口の 164 ft（50 m）手前で右ウ
ィンカーを出したときにこれが行われます。
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注: 「ナビゲート オン オートパイロット」が有効な場合、Model X
は経路ベースの車線変更を実行して出口車線に入り、必要に応
じてオフランプを通ってナビゲーション ルートをたどります。
高速道路のインターチェンジまたはオフランプで有効になって
いる場合、トラフィックアウェア クルーズコントロールは、ド
ライバーが設定した速度を 5 mph（5 km）刻みで、最も遅い速
度としては 25 mph（40 km）まで減速して、その場所を走行し
た他の Tesla 車両から報告された速度に一致させるように試み
ます。これを無効にして設定速度での巡航を継続するには、ア
クセル ペダルをすこしだけ踏み込みます。インターチェンジ
またはオフランプを走行する間、（その速度を無効にするか、オ
ートパイロットをキャンセルしない限り）新しい設定速度が保
たれます。インターチェンジまたはオフランプを通過した後、
設定速度は元の速度に戻るか、そのロケーションの必要性に応
じて変更されます。例えば、他の高速道路に合流する場合、設
定した巡航速度はインターチェンジに差し掛かる前の設定速度
に戻ります。

警告: 場合によっては（データが不足している場合など）、
トラフィックアウェア クルーズコントロールは高速道路
のインターチェンジまたはオフランプの走行時に設定さ
れた速度を自動的に減速しない場合があります。適切な
走行速度を決定するために、トラフィックアウェア クル
ーズコントロールのみに頼らないでください。道路状況
に合った速度で、制限速度以内で安全に走行することが
推奨されます。

進入制限のある道路（高速道路や自動車専用道路など）に進入
するとき、オートパイロットは、高速道路の速度制限にユーザ
ーが指定したオフセットを反映した走行速度に自動的に調整し
ます。「ナビゲート オン オートパイロット」が作動している場
合、アクセス管理された高速道路を出ると解除されます（オー
トパイロットのキャンセル ページ 111 を参照）。この場合、オ
ートステアリングはアクティブのままです。
追い越し加速
ウィンカーを一時的に作動させ、前方車両に向かって Model X
を加速します。以下の場合、一瞬だけウィンカー に保持する
と、アクセル ペダルを踏まなくても、設定速度まですばやく加
速することができます。

• トラフィックアウェア クルーズコントロールが作動中で前
方に車両を検出している場合。

• 追い越し車線上に障害物または車両が検出されていない場
合。

• Model X が、設定速度を下回り、かつ 72 km/ｈを上回る速
度で走行している場合。

注: オートステアリングが作動しているときに、ウィンカーを完
全に作動させると、Model X は自動的に車線を変更します（自
動車線変更 ページ 109 を参照）。
Model X は、車線変更に時間がかかりすぎている場合、または
Model X が先行車両に近すぎる場合、設定巡航速度に達したと
きに、加速を停止します。 Model X は、ウィンカーを解除する
と、加速も停止します。

赤信号と一時停止標識の警告
オートステアリングの使用中に、赤信号や一時停止標識を通過
しそうな事象を検出した場合、Model X はインストゥルメント
クラスター上に警告を表示し、チャイム音を鳴らします。これ
が表示されたら、直ちに是正措置を取ってください。
2、3 秒後、またはドライバーがブレーキ ペダルを踏んだ時のい
ずれか早い時点で、視覚および音声警告はキャンセルされます。
赤信号および一時停止標識の警告これにより、赤信号、一時停
止標識、路面標示などで Model X は減速や停止することはあり
ません。信号機/一時停止標識コントロール装備車の場合は、こ
の機能を有効にすることで信号機や一時停止標識で Model X が
自動的に停止します（信号機と一時停止のコントロール ページ 
128 を参照）。

緊急車両
お客様の市場地域で利用可能な場合、高速道路で夜間オートパ
イロットを使用しているときに緊急車両からのライトが検出さ
れると、Model X は自動的に車速を下げます。この際、インス
トゥルメントクラスターには減速を知らせるメッセージが表示
されます。また、チャイムが鳴り、ハンドルに手に置くように
リマインダーが表示されます。検出したライトが通過するか、
見えなくなると、オートパイロットは巡航速度を再開します。
または、アクセルを踏んで巡航速度を再開することもできます。
緊急車両の有無を判断するのにオートパイロット機能に依存し
ないでください。 Model X 緊急車両からのライトを検出できる
とは限りません。進行方向に注意を払い、常に即座に反応でき
るよう準備をしてください。

今すぐ運転を引き継いでください
オートパイロットが Model X のステアリング操作を制御できな
い場合は、警告のチャイムが鳴り、インストゥルメントクラス
ターに次のようなメッセージが表示されます。

今すぐ運転を引き継いでください

このメッセージが表示されたら、直ちにステアリング操作を引
き継いでください。

ドライバーの注意力
オートステアリングは、Model X の最適な操縦方法を決定しま
す。オートステアリングが有効になっている時は、ハンドルを
握っておく必要があります。ハンドルの上に手が置かれている
ことを一定期間検知しなかった場合、インストゥルメントクラ
スターの車両の状態セクションの最上部に青色ライトが点滅表
示され、次のメッセージが表示されます。
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ハンドルを少し回してください

手が検知されると、警告メッセージは消え、オートステアリン
グ機能は通常動作に戻ります。オートステアリングは、ハンド
ルを回したときにわずかな抵抗を認識すること、またはドライ
バーがハンドルを（操舵をとって代わるために十分なほどの力
を掛けることなく）手で回したことを認識することで、ドライ
バーの手を検知します。ウィンカー レバーの操作や、ハンドル
のボタンやスクロール ホイールの使用を検知した場合も、オー
トステアリングはドライバーの手を認証します。
またオートステアリング使用時は、ドライバーは周囲に注意を
配り、すぐに運転を代われるように備えていなければなりませ
ん。それでもオートステアリングがハンドル上に置かれている
手を検出しない場合、インストゥルメントクラスターの車両ス
テータス セクションにあるライトの点滅が速くなり、チャイム
が鳴ります。
ハンドルにわずかな力をかけるように促すオートステアリング
の注意を繰り返し無視すると、残りの運転でオートステアリン
グは無効となり、以下に示すように自分で運転することを求め
るメッセージが表示されます。

オートパイロットは現在の走行では利用不可で
す。オートパイロットの強制解除 - 注意力警告
の無視のため。

次の運転まで、オートステアリングを使用することはできませ
ん。オートステアリングは、次回の運転でも再び利用できます

（停車し Model X をパーキングに切り替えた後）。
手動で運転を再開しないと、オートステアリングは連続してチ
ャイム音を鳴らし続け、警告灯を点滅し、走行速度を落として
停止させます。

オートパイロットの一時停止
不適切な使用が検出された場合、オートパイロット機能の使用
は一時停止されます。
オートパイロットの「強制解除」が 3 回に達すると、オートス
テアリングおよびフルセルフドライビング（監視付き）の使用
は 1 週間停止されます。強制解除とは、ドライバーが不注意の
ため音声および表示による警告を数回受けた後、現在の走行サ
イクルでそれ以降、オートパイロットシステムが解除されるこ
とを指します。
オートパイロットへのアクセスが一時停止されるまでの強制解
除回数の残数は、「コントロール」 > 「オートパイロット」の順
にタッチして確認できます。
強制解除は、再度強制解除を受けない限り、7 日後に免除され
ます。

注: オートステアリングおよびフルセルフドライビング（監視付
き）へのアクセスが一時停止されると、トラフィックアウェア 
クルーズコントロールは引き続き使用でき、アクティブセーフ
ティ機能はすべて有効のままです。
ドライバーの介入が必要な場合や、安全な走行を続けるために
すばやく運転を引き継ぐ必要がある場合があります。ドライバ
ー側からの解除は、ドライバーの想定される操作であり、不正
利用としてはカウントされません。
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両にトラフィックアウェア クルーズコントロールが装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。車両にトラフィックアウェア クルーズコントロール機能がない場合、車両のタッチスクリーンでオーナーズ マニュアルを表示してクルーズコントロールの使用方法を確認してください。
注: トラフィックアウェア クルーズコントロールはベータ版の
機能です。
トラフィックアウェア クルーズコントロールは同じ車線上の
前方に車両があるかを判断します。Model X の前方を車両が走
行していない場合、トラフィックアウェア クルーズコントロー
ルは設定されている走行速度を維持します。車両が検出された
場合、トラフィックアウェア クルーズコントロールは、前方車
両との間に時間に基づいて設定された車間距離が保たれるよう
に、設定速度を上限として、必要に応じて Model X を減速させ
るように設計されています。トラフィックアウェア クルーズ
コントロールを使用していても、ドライバーは道路の進行方向
に常に注意を払い、状況に応じて自らブレーキを踏む必要があ
ります。
トラフィックアウェア クルーズコントロールは高速道路など、
乾燥した直線道路の走行を想定して設計されています。

注意: 運転の前に､カメラ、センサー類（装備されている
場合）すべてに汚れがないことを確認してください。汚
れたカメラやセンサーは、雨天や消えかかった車線マー
クなどの環境条件と同様にオートパイロットのパフォー
マンスに影響をもたらします。
警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは、運
転の快適性と利便性を高めることを目的に設計されたも
のであって、衝突警告システムや衝突回避システムでは
ありません。常に路上に注意を払い、安全運転を心がけ、
車両を制御することはドライバーの責任です。Model X 
を適切に減速させる操作をトラフィックアウェア クルー
ズコントロールに依存してはいけません。常に道路の前
方に注意を払い、修正行動をとれるように準備してくだ
さい。これらを怠ると重大な事故や死亡事故につながる
恐れがあります。
警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは歩
行者や自転車を認識することが可能ですが、Model X の
速度を減速するのに決してトラフィックアウェア クルー
ズコントロールだけに頼らないでください。常に道路の
前方に注意を払い、修正行動をとれるように準備してく
ださい。これらを怠ると重大な事故や死亡事故につなが
る恐れがあります。
警告: 急カーブが続く曲がりくねった道路、表面が凍結し
ていたり滑りやすくなっている道路、または一定速度で
の運転が不適切な悪天候（豪雨、雪、霧など）の中でト
ラフィックアウェア クルーズコントロールを使用しない
でください。トラフィックアウェア クルーズコントロー
ルは道路や運転の状況に応じて運転速度を調整しませ
ん。

トラフィックアウェア クルーズコント
ロールを使用するには
前方に車両が検出されていない状態でトラフィックアウェア 
クルーズコントロールを起動するには、18 mph (30 km/h)以上
の速度で走行している必要があります。ただし、一定の車両条
件と環境条件が満たされていれば、それより遅い速度でトラフ
ィックアウェア クルーズコントロールを起動できます。前方
に車両が検出されている場合、自分の車両がたとえ静止してい
ても、Model X 当該車両から少なくとも、5 フィート（1.5 m）
離れていて、一定の車両条件と環境条件が満たされていれば、
トラフィックアウェア クルーズコントロールを任意の速度で
使用することができます。
注: 最大巡航速度は、時速 90 マイル（時速 150km）です。常に
道路状況や制限速度に応じた安全な速度で走行することはドラ
イバーの責任となります。

トラフィックアウェア クルーズコントロールが
利用可能であっても有効となっていない場合、イ
ンストゥルメントパネルに灰色のクルーズ速度
アイコンが表示されます。灰色で表示された数
値は、トラフィックアウェア クルーズコントロ
ールを有効にしたときに設定される巡航速度を
表しています。
トラフィックアウェア クルーズコントロールが
有効で、設定された巡航速度で巡航している場
合、アイコンは青色になり巡航速度を表示しま
す。

1. 利用できるときは、トラフィックアウェア クルーズコント
ロールを起動して、制限速度や現在の走行速度に合わせるこ
とができます。次の選択肢があります:
◦ 現在の走行速度でトラフィックアウェア クルーズコン

トロールを起動するには、オートパイロット レバーを 1
回引き上げるか押し下げて、アクセル ペダルから足を離
すと、トラフィックアウェア クルーズコントロールで巡
航速度が維持されます。

◦ 現在検出されている制限速度でトラフィックアウェア 
クルーズコントロールを起動するには、オートパイロッ
ト レバーを手前に 1 回引いて、アクセル ペダルから足を
離すと、トラフィックアウェア クルーズコントロールで
クルージング速度が保たれます。
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注: オートパイロット起動が「一回引く」に設定されてい
る場合、オートパイロット レバーを 1 回手前に動かす
と、オートステアリングが作動します（オートステアリ
ング ページ 120 を参照）。「コントロール」 > 「オートパ
イロット」 > 「オートパイロット作動」にタッチして「二
回引く」を選択すると、オートステアリング レバーを手
前に引いたときに、オートステアリングから独立してト
ラフィックアウェア クルーズコントロールを使用する
ことができます。
注: 現在検出されている走行速度でトラフィックアウェ
ア クルーズコントロールの起動を選択すると、オフセッ
トを指定できます。「コントロール」 > 「オートパイロッ
ト」 > 「設定速度のオフセット」にタッチします。すべ
ての道路で巡航速度が指定した数値の mph（km/h）に
調整される「固定」オフセットと、現在走行している道
路で検出した速度制限のパーセンテージとして調整され
る「パーセント」オフセットのいずれかを指定できます。
オートパイロット レバーを手前に引くと、速度制限を超
えて運転している場合、設定速度は、速度制限ではなく
現在の走行速度に調整されます。速度制限で巡航中にオ
ートパイロット レバーを上げ下げすると、設定速度が現
在の走行速度に変更されます。

トラフィックアウェア クルーズコントロールが有効になっ
たことを示すチャイムが鳴ります。

警告: 速度制限をもとに巡航速度を調節する場合、速
度制限を変更しても設定した巡航速度は変更されな
い場合があります。
警告: 正確または適切な巡航速度を決定するために、
トラフィックアウェア クルーズコントロールまたは
スピードアシストに依存しないでください。常に道
路状況や該当の速度制限に応じた安全な速度で走行
することはドライバーの責任となります。

2. トラフィックアウェア クルーズコントロールの使用時に速
度を変更するには、右スクロール ホイールまたはオートパ
イロット レバーを使用します。詳細は巡航速度の変更 ペー
ジ 116 を参照してください。

3. トラフィックアウェア クルーズコントロールをキャンセル
するには、レバーを前方に 1 回押すか、ブレーキ ペダルを
踏みます。詳細情報については、キャンセルおよび再開 ペ
ージ 118 を参照してください。

巡航速度の変更
トラフィックアウェア クルーズコントロールの使用中に設定
巡航速度を変更するには、インストゥルメントパネルに希望の
巡航速度が表示されるまで、オートパイロット レバーを上（加
速）または下（減速）に動かします。

時速 1 マイル（1km）刻みで加減速するには、レバーを第 1 ポ
ジションまで上げるか、下げて離します。現在の速度に最も近
い時速 5 マイル（5km）の倍数まで加減速するには、レバーを
第 2 ポジションまで上げるか、下げて離します。たとえば、時
速 57 マイルで走行時にレバーを第 2 ポジションまで上げて離
すと、速度は時速 60 マイルになります。レバーを一番上か一番
下で抑えて、インストゥルメントパネルのアイコンに希望の巡
航速度が表示されたときにレバーを離しても、加減速ができま
す。
オートパイロット レバーを手前に約 0.5 秒間引き続けても、検
出された制限速度で巡航します。
注: Model X は、設定速度より遅い速度で走行する車両の後方で
Model X が巡航していない場合、新しい巡航速度を決定するた
めに数秒かかることがあります。

設定速度で巡航
Model X の前方に他の車両が検出されていない場合、トラフィ
ックアウェア クルーズコントロールは設定巡航速度を維持し
ます。検知した車両の後ろを走行すると、選択した車間距離（車
間距離の調整 ページ 118 参照）を維持するために必要に応じ
て、トラフィックアウェア クルーズコントロールが設定速度ま
で Model X を加減速します。
トラフィックアウェア クルーズコントロールは、カーブに侵入
または退出する際も走行速度を調整します。
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設定速度で巡航するとき、いつでも手動で加速することができ
ますが、アクセルを離せばトラフィックアウェア クルーズコン
トロールが再開します。
注: トラフィックアウェア クルーズコントロールが前方車両と
の車間距離を選択されている距離に保つために Model X を減速
させているときは、ブレーキ ランプが点灯し、他のドライバー
に自車が減速していることを知らせます。ブレーキ ペダルが
わずかに動きます。ただし、トラフィックアウェア クルーズコ
ントロールが Model X を加速しているときは、アクセルペダル
は動きません。

警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは、時
折ブレーキが必要でないとき、または予期しないときに 
Model X にブレーキをかけることがあります。その原因
は、先行車両との車間距離が短いことや（特にカーブで）
隣の車線上の車両や物体を検出することなどです。
警告: 車載 GPS（グローバル ポジショニング システム）
の限界により、特に高速道路出口付近でカーブが検出さ
れたり、ナビを使って目的地に向かっている時に提示ル
ートに従わない時など、Model X によって車両が減速す
ることがあります。
警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは、物
体を検知できない場合があり、静止した車両や物体と衝
突しないようにブレーキをかけたり減速したりできなく
なることがあります。特に 50 mph（80 km/h）以上で走
行しているときに追尾していた車両がいなくなり、その
代わりに静止した車両や速度の遅い車両、または物体が
前方に現れると、この現象が起きやすくなります。常に
前方の道路に注意を払い、ただちに対処できるように備
えてください。衝突回避を トラフィックアウェア クル
ーズコントロールに任せきりにすると、重大な事故や死
亡事故につながるおそれがあります。さらに、トラフィ
ックアウェア クルーズコントロールが、走行車線上を走
行していない車両や走行車線上に存在しない物体に反応
し、Model X を不必要または不適切に減速させる場合も
あります。
警告: 制動能力が限定されている、坂道を走行しているな
どの理由でトラフィックアウェア クルーズコントロール
が適切な速度制御を行えないこともあります。トラフィ
ックアウェア クルーズコントロールが先行車両との車間
距離を誤判定することもあります。下り坂を走行する
と、Model X の走行速度が上がり、設定速度（場合によ
っては制限速度を超過する恐れがある）を超えてしまう
ことがあります。衝突回避のための Model X の減速をト
ラフィックアウェア クルーズコントロールに依存しない
ようにしてください。常に道路に注意を払い、いつでも
必要に応じて対応できるようにしてください。衝突回避
のための走行速度の減速をトラフィックアウェア クルー
ズコントロールに依存すると、重大な事故や死亡事故に
つながるおそれがあります。

ホールド状態
前方に他の車両がある場合は、Model X が完全停車したとして
も、トラフィックアウェア クルーズコントロールは有効となっ
たままとなります。前方の車両が再び動き始めると、トラフィ
ックアウェア クルーズコントロールは設定速度で走行を再開
します。ただし、以下のような状況では、トラフィックアウェ
ア クルーズコントロールが「ホールド」状態に入るため、巡航
を再開するには、アクセル ペダルを軽く踏むか、オートパイロ
ット レバーを手前に引く（キャンセルおよび再開 ページ 118 を

参照）必要があります。「ホールド」状態が有効な場合、インス
トゥルメントパネルには「ホールド」アイコンとメッセージが
表示され、クルーズコントロールを再開する必要があることを
示します。トラフィックアウェア クルーズコントロールがホ
ールド状態に入るのは次の状況です。

• Model X が、5 分間停車している場合。
• Model X が歩行者を検出した場合（歩行者が検出されなくな

るとホールド状態は解除されます）。
• Model X の前方にいた車両が突然視界からいなくなった場

合。
• Model X の前方に障害物を検出した場合。

高速道路出口またはその付近で巡航する
進入制限のある道路（高速道路や自動車専用道路など）の出口
付近を巡航し、出口方向に向かって方向指示器を入れると、ト
ラフィックアウェア クルーズコントロールは Model X が出口
から退出するものとみなし減速を開始します。出口に向かって
走行しない場合は、トラフィックアウェア クルーズコントロー
ルは設定速度で走行を再開します。右側通行の地域の場合は、
最右車線を走行している時に出口の 164 フィート（50 メート
ル）手前で右に方向指示器を出したときのみに行われます。同
様に、左側通行の地域の場合は、最左車線を走行している時に
出口の 164 フィート（50 メートル）手前で左に方向指示器を出
します。
進入制限のある道路（高速道路や自動車専用道路など）に進入
するとき、トラフィックアウェア クルーズコントロールは、高
速道路の速度制限にユーザーが指定したオフセットを反映した
走行速度に自動的に調整します。
注: 車載グローバル ポジショニング システム（GPS）を使用し
て、走行している地域が右側通行か左側通行かを判断します。
GPS データが利用できない状況（例えば、電波が弱い場合など）
では、出口手前で方向指示器を出してもトラフィックアウェア 
クルーズコントロールは Model X を減速しません。
における高速道路のインターチェンジや出口でトラフィックア
ウェア クルーズコントロールを有効にすると、設定した速度は
時速 5 マイル（5 km）刻みで　時速 25 マイル（40 km）まで減
速し、その場所を走行した他の Tesla 車両から報告された速度
に合わせるよう試みます。これを無効にして設定速度での巡航
を継続するにはアクセル ペダルをタップするかオートパイロ
ット レバーを動かします。インターチェンジまたはオフラン
プを走行するときは、新しい設定速度が保たれます（別な設定
にするかトラフィックアウェア クルーズコントロールをキャ
ンセルしない限り）。インターチェンジまたはオフランプを通
過した後、設定速度は元の速度に戻るか、そのロケーションの
必要性に応じて変更されます。例えば、他の高速道路に合流す
る場合、設定した巡航速度はインターチェンジに差し掛かる前
の設定速度に戻ります。

警告: 場合によっては（データが不足している場合など）、
トラフィックアウェア クルーズコントロールは高速道路
のインターチェンジまたはオフランプの走行時に設定さ
れた速度を自動的に減速しない場合があります。適切な
走行速度を決定するために、トラフィックアウェア クル
ーズコントロールのみに頼らないでください。道路状況
に合った速度で、制限速度以内で安全に走行することが
推奨されます。
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車間距離の調整
Model X と先行車両の間で維持したい車間距離を調節するに
は、オートパイロット レバーを回します。各設定は、Model X 
が現在の位置から前方車両のリアバンパーの位置に到達するま
でにかかる時間に基づいた距離に相当します。設定は、手動で
変更するまで保持されます。
最も短い追従距離は 2 です。

オートパイロット レバーの回転に応じて、インストゥルメント
パネルに現在の設定値が表示されます。目的の設定値が表示さ
れたら、レバーを離します。

警告: 充分な車間距離を取って安全に運転することはド
ライバーの責任となります。適切な車間距離を維持する
ために、トラフィックアウェア クルーズコントロールの
みに頼らないでください。
警告: 衝突を避けるために、Model X を適切に減速させる
操作をトラフィックアウェア クルーズコントロールに依
存してはいけません。常に前方の道路に注意を払い、適
切な行動をすばやく取れるようにしてください。

追い越し加速
トラフィックアウェア クルーズコントロールが作動している
状態で前方車両を追尾している場合、方向指示器をオンにする
と（追い越し車線へ移動することを示すと）、Model X は前方車
両がいる方向へ短時間加速します。方向指示器レバーを一瞬上
げたままにするか、下げたままにしておくと、アクセル ペダル
を踏まなくても、設定速度まで素速く加速できます。方向指示
器の操作による加速は、以下の条件がすべて満たされている場
合に限られます。

• トラフィックアウェア クルーズコントロールが作動中で前
方に車両を検出している場合。

• 追い越し車線上に障害物または車両が検出されていない場
合。

• Model X が、設定速度未満であるが時速 72 km（45 マイル）
を超える速度で走行している。

追い越し加速は前方車両を追い越す際の補助を目的としていま
す。方向指示器が出されると、トラフィックアウェア クルーズ
コントロールは引き続き前方車両との車間距離を保ちますが、
設定距離よりも若干短い車間距離で運転することができるよう
になります。
以下のうち 1 つの条件が満たされたときに加速がキャンセルさ
れます。

• 設定した巡航速度に到達した場合。
• 車線変更に時間がかかる場合。
• Model X と前方車両との距離が近すぎる。

または
• 方向指示器を取り消した場合。

注: ウィンカーを完全に作動させる場合、追い越し加速が発生し
ます。方向指示器から手を放すと、Model X は（アクセル ペダ
ルを放した場合と同様に）加速を中止し、設定速度での走行を
再開します。

警告: 追い越し加速は、上記の状況（たとえば GPS デー
タの欠落）以外にも、予測不可能な理由によってキャン
セルされることがあります。走行中は常に注意を払い、
車両の加速を追い越し加速機能にのみ依存しないように
してください。
警告: 追い越し加速では、該当するウィンカーを出すと車
速が増し、Model X は加速して先行車両に近づきます。
トラフィックアウェア クルーズコントロールは前方車両
との車間距離を保ち続けますが、特に前方車両を追い越
すつもりがない場合は、追い越し加速が作動すると選択
されている車間距離が短くなる点に注意することが重要
です。

キャンセルおよび再開
トラフィックアウェア クルーズコントロールを手動でキャン
セルするには、ブレーキ ペダルを踏むか、オートパイロット レ
バーを短い間押し込みます。インストゥルメントパネル上の巡
航速度アイコンが灰色になり、トラフィックアウェア クルーズ
コントロールが無効になっていることが示されます。

前回の設定速度で巡航を再開する場合は、オートパイロット レ
バーを少しだけ手前に引きます。
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現在の走行速度で巡航を再開するには、オートパイロット レバ
ーを上または下に動かして放します。

注: トラフィックアウェア クルーズコントロールをキャンセル
した場合、Model X は慣性走行しません。代わりに、トラフィ
ックアウェア クルーズコントロールが動作していないときに
アクセル ペダルから足を放した場合と同様、回生ブレーキによ
って Model X が減速します（回生ブレーキ ページ 78 を参照）。

警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは次
のような場合にキャンセルされるか、利用できない場合
があります。

• ブレーキ ペダルを踏んだ場合。
• 走行速度が最大巡航速度である 90 mph（時速 150 km） を

超えた場合。
• Model X をシフトした場合。
• ドアが開いた場合。
• カメラまたはセンサー（装備されていれば）に障害物に覆わ

れている場合。これは汚れ、泥、氷、雪、霧などが原因によ
り発生する場合があります。

• トラクション コントロールの設定が手動で無効にされた、
またはスリップを防ぐため何度も作動している場合。

• ホイールが回転しているにも関わらずその場から動かない
場合。

• トラフィックアウェア クルーズコントロール システムが故
障し、修理を必要としている場合。

トラフィックアウェア クルーズコントロールが利用できない
場合またはキャンセルされた場合、Model X は一定の設定速度
で走行しなくなり、前方車両との間に指定された車間距離を保
たなくなります。

警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは、予
想外の理由により予期せずキャンセルされる可能性があ
ります。常に前方の道路に注意を払い、適切な行動をと
れるようにしてください。Model X を常にコントロール
できる状態に保つことは、ドライバーの責任です。

クルーズ インジケーターのまとめ
トラフィックアウェア クルーズコントロールは
利用できますが、この機能を有効にするまでは車
両の速度をコントロールすることはできません。
灰色で表示された数値は、トラフィックアウェア 
クルーズコントロールを有効にしたときに設定
される巡航速度です。
トラフィックアウェア クルーズコントロールが
能動的に巡航を実行し、設定速度を維持している

（前方に車両がいない）かまたは前方の車両と設
定した車間距離を保ちます（設定速度まで）。

Model X が完全に停止したが、ホールド状態にあ
る。安全に行える場合、設定速度で巡航を再開す
るにはアクセル ペダルを踏みます。

制限事項
トラフィックアウェア クルーズコントロールは、以下の状況下
では設計通りに動作しない可能性があります。

• 道が鋭くカーブしている場合。
• 視界が悪い場合 (激しい雨、雪、霧など)。
• 明るい光（対向車のヘッドライトや直射日光）がカメラの視

野を妨げている。
• カメラまたはセンサー（装備されていれば）が障害物に覆わ

れている（霧の発生、汚れ、ステッカーで覆われているな
ど）。

警告: 前記のリストはトラフィックアウェア クルーズコ
ントロールの正常な動作を妨げる可能性のある状況をす
べて網羅したものではありません。
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両にオートステアリングが装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
注: オートステアリングは、ベータ版の機能です。
オートステアリングでは、トラフィックアウェア クルーズコン
トロールに基づき（トラフィックアウェア クルーズコントロー
ル ページ 115 を参照）、Model X が設定速度で走行中に走行車
線を維持します。オートステアリングでは、Model X を隣の車
線に移動するために方向指示器を使用することも可能です（自
動車線変更 ページ 122 を参照）。オートステアリングが車線区
分線ならびに車両および物体の存在を検出して、Model X を操
縦します。

注意: カメラ、センサー類すべてに汚れがないことを確認
してください。カメラやセンサーが汚れていると、雨天
時や車線マークが色あせしている場合などと同様にパフ
ォーマンスに影響が出ます。
警告: オートステアリングはハンズフリーの機能ではあ
りません。使用中も常にハンドルを握っておいてくださ
い。
警告: オートステアリングは、注意力の高いドライバーが
進入制限された高速道路などを走行するときに使用する
ことを前提としています。オートステアリングを使用す
る時は、ハンドルを握り、道路条件や周囲の車両に十分
に注意を払ってください。オートステアリングを道路工
事のある区間、自転車または歩行者がいる可能性のある
地域では使用しないでください。適切な運転経路を決定
する際に、オートステアリングに依存しないようにして
ください。即座に対応できるように準備してください。
これらの指示に従わない場合、損傷、重傷、または死亡
の原因となる可能性があります。

オートステアリングの操作
オートステアリングを操作する場合、事前にタッチスクリーン
で「コントロール」 > 「オートパイロット」 > 「オートパイロ
ット機能」 > 「オートステアリング（ベータ版）」を選択し、こ
の機能を有効にしておく必要があります。

オートステアリングが利用可能状態（ただし、
Model X を能動的に作動していない状態）である
ことを示すため、インストゥルメント パネルに
灰色のオートステアリング アイコンが表示され
ます。

オートステアリングを起動するには、オートパイロット レバー
を 2 度続けて手前に引きます。

注: オートパイロット起動の設定を「一回引く」（「コントロー
ル」 > 「オートパイロット」 > 「オートパイロット作動」にタ
ッチ）にしている場合、オートパイロット レバーを手前に 1 回
引くとオートステアリングが作動します。「二回引く」に設定し
ている場合、オートステアリングを作動させるにはオートパイ
ロット レバーをすばやく続けて手前に 2 回引く必要がありま
す。

オートステアリングが作動して操舵を開始
Model X すると、インストゥルメントパネルのオ
ートステアリングのアイコンの表示が青に変わ
ります。オートステアリングが車線マーキング
を検出できる場合、車線も青で表示されます。

オートステアリングでは、道路に注意を払い、いつでも運転を
引き継ぐ準備をしておくことを注意喚起するために、インスト
ゥルメント パネルに短いメッセージが表示されます。
オートステアリングを開始できる速度は、さまざまな条件や前
方に車両が検出されているかどうかによって異なります。前方
に車両が検出されていない状態では、18 mph (30 km/h)以上の
速度で走行していないと起動できません。ただし、一定の車両
条件と環境条件が満たされていれば、それより遅い速度でも起
動できます。前方に車両が検出されている場合、自分の車両が
たとえ静止していても、Model X から少なくとも、5 フィート

（150cm）離れていれば、オートステアリングを任意の速度で起
動できます。
注: オートステアリングが有効な場合、オートハイビームが自動
的に有効になって、最高巡航速度が 85 mph（140 km/h）にな
ります。

警告: 緊急車両の有無を判断するのにオートパイロット
機能に依存しないでください。 Model X 緊急車両からの
ライトを検出できるとは限りません。進行方向に注意を
払い、常に即座に反応できるよう準備をしてください。

オートステアリングが一時的に利用できない状況では、オート
ステアリング アイコンが消えます。たとえば、運転速度がオー
トステアリングの動作に必要な速度内にない場合などです。オ
ートステアリングがカメラから適切なデータを受信していない
場合も、オートステアリングが利用できないことがあります。
注: 低照明の状態（薄暮または暗がり）においてヘッドライトを

「オフ」に設定すると、オートステアリングは中断されるか使用
できなくなります。最善の結果を得るためにはヘッドライトを

「オート」に設定します。
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オートステアリングが車線マーカーを検知できない場合、追従
する車両を元に車線区分を決定します。
オートステアリングは通常、 Model X に走行車線の中央の位置
を維持させようとします。ただし、オートステアリングが車線
の中心からオフセットされた走行経路で Model X をハンドル操
作する場合があります（たとえばガードレールが検出された場
合）。

警告: オートステアリングは、部分的に車線内にある物体
の周りを Model X で回避するようには設計されていませ
ん。また、場合によっては、車線を完全にブロックして
いる物体に対して停止しない場合もあります。常に前方
の道路に注意を払い、適切な行動をすばやく取れるよう
にしてください。Model X を常にコントロールできる状
態に保つことは、ドライバーの責任です。

速度制限
進入制御された高速道路では、巡航速度はスピードアシストで
設定したオフセットを考慮して、制限速度を反映します。住宅
地や中央分離帯のない道路、または侵入が制限されていない道
路でオートステアリングの使用を選択すると、オートステアリ
ングにより許容される最高巡航速度に制限が入り、インストゥ
ルメントパネルに速度が制限されていることを伝えるメッセー
ジが表示される場合があります。制限速度は、道路の制限速度
に 10 km/h（5 マイル） プラスした値です。
オートステアリングが起動していて制限速度を検出できない場
合、巡航速度はオートステアリングによって時速 45 マイル（70
km）に制限されます。制限速度を超えて加速することはできま
すが、Model X は検出した障害物に合わせてブレーキをかける
ことができなくなる場合があります。アクセルペダルから足を
離すと、オートステアリングはこの制限速度まで減速させます。
その道路から離れるか、またはハンドルを動かしてオートステ
アリングをオフにすると、必要に応じて再度設定速度を上げる
ことができます。

ハンドルを握る ハンドル
オートステアリングは Model X のハンドル操作を決定します。
オートステアリングがオンになっているあいだは、ハンドルを
握っておく必要があります。ハンドルに手が置かれていること
が一定時間検知されなかった場合、インストゥルメントパネル
の状態セクションの最上部に青色ライトが点滅表示され、次の
メッセージが表示されます。

ハンドルを少し回してください

オートステアリングは、ハンドルを回したときのわずかな抵抗
を感知することや、ドライバーが（制御を取り戻すことにはな
らないように）非常に軽く手でハンドルを回すことで、手の存
在を検知します。またウィンカーを出す、オートパイロット レ
バーを使用する、またはハンドルのボタンやスクロール ホイー
ルを使用する場合にも手を感知します。
注: ハンドルに手が置かれたのが検知されると、警告メッセージ
は消え、オートステアリング機能が通常動作に戻ります。

またオートステアリング使用時は、ドライバーは周囲に注意を
配り、すぐに運転を代われるように備えていなければなりませ
ん。それでもオートステアリングがハンドルに置かれている手
を検出しない場合は、インストゥルメントパネルの車両ステー
タス セクションにあるライトの点滅が速くなり、チャイムが鳴
ります。
ハンドルに手を置くよう促すオートステアリングの注意を繰り
返し無視すると、残りの運転でオートステアリングは無効とな
り、自分で運転するようメッセージ表示します。手動で運転を
再開しないと、オートステアリングは連続してチャイム音を鳴
らし続け、警告灯を点滅し、走行速度を落として停止させます。

オートパイロットは現在の走行では利用不可で
す。オートパイロットの強制解除 - 注意力警告
の無視のため。

次の運転まで、オートステアリングを使用することはできませ
ん。オートステアリングは、次回の運転でも再び利用できます

（停車し Model X をパーキングに切り替えた後）。

オートパイロットの一時停止
不適切な使用が検出された場合、オートパイロット機能の使用
は一時停止されます。
オートパイロットの「強制解除」が 3 回に達すると、オートス
テアリングおよびフルセルフドライビング（監視付き）の使用
は 1 週間停止されます。強制解除とは、ドライバーが不注意の
ため音声および表示による警告を数回受けた後、現在の走行サ
イクルでそれ以降、オートパイロットシステムが解除されるこ
とを指します。
オートパイロットへのアクセスが一時停止されるまでの強制解
除回数の残数は、「コントロール」 > 「オートパイロット」の順
にタッチして確認できます。
強制解除は、再度強制解除を受けない限り、7 日後に免除され
ます。
注: オートステアリングおよびフルセルフドライビング（監視付
き）へのアクセスが一時停止されると、トラフィックアウェア 
クルーズコントロールは引き続き使用でき、アクティブセーフ
ティ機能はすべて有効のままです。
ドライバーの介入が必要な場合や、安全な走行を続けるために
すばやく運転を引き継ぐ必要がある場合があります。ドライバ
ー側からの解除は、ドライバーの想定される操作であり、不正
利用としてはカウントされません。

今すぐ運転を引き継いでください
オートステアリングが Model X を操作できない状況では、オー
トステアリングは警告チャイムを鳴らし、インストゥルメント
パネルにメッセージを表示します。
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今すぐ運転を引き継いでください

このメッセージに気づいたら、今すぐ運転を引き継いでくださ
い。

オートステアリングのキャンセル
オートステアリングは次の時に動作をキャンセルします。

• ブレーキ ペダルを踏んだ場合。
• 手動でステアリングを動かしたとき。

注: オートパイロット起動が「二回引く」に設定されている
ときにドライバーが自ら操舵を開始すると、オートステアリ
ングはキャンセルされますが、トラフィックアウェア クル
ーズコントロールは有効なままになります。オートパイロ
ット起動が「一回引く」に設定されているときにドライバー
が自ら操舵を開始すると、オートステアリングはキャンセル
され、トラフィックアウェア クルーズコントロールもキャ
ンセルされます。

• オートパイロット レバーを前に倒した場合。
• オートステアリングが動作できる最大速度の時速 90 マイル
（150 km） を超えています。

• ギア シフトした場合。
• ドアが開いた場合。
• 自動緊急ブレーキが作動したとき（衝突回避アシスト ペー

ジ 155 参照）。
オートステアリングをキャンセルすると、オートステアリング
はチャイム音を鳴らし、アイコンをグレーにしてオートステア
リングが無効になっていることを示すか、アイコンを完全に消
してオートステアリングが現在利用できないことを示します。
注: オートステアリングは、ドライバーが操舵を開始するとキャ
ンセルされますが、トラフィックアウェア クルーズコントロー
ルは有効状態を保ちます。通常どおりに、ブレーキ ペダルを踏
む、またはオートパイロット レバーを前方に短く押して、トラ
フィックアウェア クルーズコントロールをオフにします。
オートステアリングを無効にして利用できない状態にするに
は、「コントロール」 > 「オートパイロット」 > 「オートパイロ
ット機能」 > 「オートステアリング（ベータ版）」の順にタッチ
します。

自動車線変更
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両に自動車線変更が装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
オートステアリングが有効なときは、方向指示器を使用すると
Model X を隣の車線に移動することができます（ハンドルを動
かすとオートステアリングはキャンセルされます)。

警告: 車線変更が安全で適切であるかどうかを判断する
のはドライバーの責任です。したがって、車線変更を開
始する前に、常に死角、車線マーカー、および周囲の道
路状況をチェックし、目標車線への移動が安全で適切で
あることを確認してください。
警告: 適切な運転経路を決定する際に、自動車線変更機能
に依存しないようにしてください。前方の道路と車両を
注視し、周囲を確認し、インストゥルメントパネルの警
告に気を配りながら注意深く運転してください。即座に
対応できるように準備してください。
警告: 交通状況が常に変化し自転車や歩行者が多い市街
地の道路では、自動車線変更機能を使用しないでくださ
い。
警告: 自動車線変更機能のパフォーマンスは、車線マーカ
ーを認識するカメラの性能に左右されます。
警告: 急なカーブのある曲がりくねった道路、凍結道路あ
るいは滑りやすい道路、または豪雨、雪や霧などの天候
がカメラ、またはセンサー（装備されていれば）の機能
を妨害している場合は、自動車線変更機能を使用しない
でください。
警告: すべての警告および指示に従わないと、損害、重大
な怪我、または死亡事故につながる恐れがあります。

自動車線変更機能の操作
自動車線変更は、オートステアリングが有効になっていればい
つでも利用できます。
自動車線変更機能を使用した車線変更:
1. 目標車線への移動が安全で適切であることを確認するため

に目視チェックを行います。
2. ハンドルに手を置いたまま、方向指示器を作動させます。
3. 必要に応じて、目的の車線に入ったら、方向指示器を解除し

ます。
注: 自動車線変更の最低走行速度は、地域、隣接する車線の速
度、およびその他の要因によって異なる場合があります。いつ
でも運転が代われるよう準備し、必要なら車線変更を行います。
自動車線変更機能は、次の条件が満たされた場合、方向指示器
が示す隣接した車線に Model X を移動します。

• 方向指示器を作動している。
• Model X 死角にある車両、または目標車線の中心まで車両や

障害物を検出しません。
• この車線区分線は車線変更が行えることを示しています。
• 車線変更の途中で、Model X は目標車線の外側車線マーカー

を検出する必要があります。車線区分線を検出できない場
合は、車線変更は中止され、Model X は元の車線に戻りま
す。

• カメラの視野が遮られていない。
自動車線変更を実行中に、追い越し加速が作動し Model X が前
方の車両に近づくように加速します（追い越し加速 ページ 118
を参照）。
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注: 自動車線変更機能は一度に 1 車線ずつ Model X を移動させ
ます。さらに車線を変更する場合は、最初の車線変更が完了し
た後に方向指示器を再度作動させる必要があります。
自動車線変更機能を使用している場合は、前方の運転経路と周
囲の状況を注視し、自動車線変更機能の動作を見守ることが重
要です。いつでもハンドルを引き継げるように準備しておいて
ください。隣の車線に入ると、インストゥルメントパネルに、
Model X が入った車線の場所が表示されます。
自動車線変更機能が最適な性能を発揮できない場合、またはデ
ータが不十分なために機能しない場合、インストゥルメントパ
ネルが連続した警告を表示します。自動車線変更機能の使用中
は、常にインストゥルメントパネルに注意を払い、必要に応じ
て常時 Model X のハンドルを手動で制御できるようにしておく
必要があります。

隣接する車線の走行速度
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両に自動車線変更が装備されていない場合や、その機能が記述通りに作動しない場合があります。

隣接する車線を走行する車両より著しく速い速度で走行してい
るとき、Model X は自動的に走行速度を減速します。これは、
交通量が多い場合や他の車両が頻繁に車線変更するような状況
などにとても効果的です。Model X が他の車両が非常に低速で
あることを検知すると、インストゥルメント パネルに隣の車線
が矢印でハイライト表示され、検知された車両は灰色に表示さ
れ、Model X は適宜減速します。一時的にこの機能を無効にす
るためには、アクセル ペダルを踏み込みます。

警告: オートパイロット機能に安全な走行速度の判断を
頼らず、ドライバーが責任を持って安全に運転し、交通
規則を順守してください。

赤信号と一時停止標識の警告
注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両に赤信号と一時停止標識の警告が装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。

オートステアリングの使用中に、赤信号や一時停止標識を通過
しそうなことを検出した場合、Model X は、インストゥルメン
トパネル上に警告を表示し、チャイム音を鳴らします。これが
表示されたら、直ちに是正措置を取ってください。
2、3 秒後、またはブレーキペダルを踏む時のいずれか早い方
で、視覚および音声警告はキャンセルされます。
赤信号および一時停止標識の警告これにより、赤信号、一時停
止標識、路面標示などで Model X は減速や停止することはあり
ません。信号機/一時停止標識コントロール装備車の場合は、こ
の機能を有効にすることで信号機や一時停止標識で Model X が
自動的に停止します（信号機と一時停止のコントロール ページ 
128 を参照）。

注意: 赤信号および一時停止標識の警告機能は、車両が赤
信号や一時停止標識があることを地図で認識している必
要があります。場合によっては、地図データが不正確で
あるか古くなっているために、すべての赤信号や一時停
止標識が含まれていないことがあります。したがって、
赤信号および一時停止標識の警告機能では、一部の赤信
号や一時停止標識を検出できない可能性があります。
警告: 赤信号および一時停止標識の警告機能においては、
Model X にブレーキングや減速を適用せず、すべての信
号機および一時停止標識を検出できるとは限りません。
赤信号および一時停止標識の警告機能は、ガイダンス目
的で設計されており、注意深い運転や適切な判断をしな
くてもよいわけではありません。走行中は、赤信号およ
び一時停止標識を警告する赤信号および一時停止標識の
警告機能に任せきりにせず、常に道路に注意を払ってく
ださい。
警告: 赤信号および一時停止標識の警告機能は、目に見え
る赤信号が点灯または黄色の信号機の後半部分に近づい
たときにのみ警告するように設計されています。信号が
点滅している交差点については警告しない場合がありま
す。また、「道譲れ」標識や工事現場などの一時的な停止
標識についても警告しません。さらに赤信号および一時
停止標識の警告機能は、赤信号や一時停止標識に接近し
ているときに、アクセルペダルやブレーキペダルを踏ん
でいる場合は警告を出しません（オートステアリングが
無効になります）。

制限事項
オートステアリングおよび関連する機能は、特に以下の状況下
では設計どおりに動作しない可能性があります。

• オートステアリングが車線マーカーを正確に認識できない
場合。たとえば、車線マーカーがひどくかすれている、以前
のマーカーが見えている、道路工事のために車線マーカーを
変更している、車線マーカーが短区間で変更されている（車
線の分岐、交差、合流で）、車線マーカーに物体や景観物が
影を落としている、あるいは道路の表面に舗装の継ぎ目ある
いは他のコントラストの高い線があるといった状況。

• 視界不良（豪雨、降雪、濃霧など）あるいは気候条件がセン
サーの動作を妨げている場合。

• カメラまたはセンサーがふさがれていたり、覆われていた
り、損傷している状況。

• 坂道を運転している時。
• 料金所に接近している時。
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• 運転している道路が急カーブしている場合、または過度にで
こぼこしている場合。

• 明るい光（直射日光など）がカメラの視野を妨げている。
• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の電子機

器の影響を受けている場合。
• ウィンカーを出した時に、車両がドライバーの死角で検出さ

れた場合。
• Model X が走行中に先行車両に近づきすぎて、カメラの視界

がさえぎられている場合。
警告: 様々な不測の事態によって、オートステアリングの
機能が妨害される場合があります。この点に留意し、結
果的にオートステアリングでは Model X を適切に操縦で
きない場合があることを常に頭に入れておいてくださ
い。常に運転に注意を払い、素早く行動できるようにし
てください。
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両にオートパイロット ナビ走行が装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
注: オートパイロット ナビ走行は BETA 機能です。
進入制限のある高速道路（ドライバーがオンランプとオフラン
プを使用して出入りする主要高速道路）でオートステアを使用
する場合。オートパイロット ナビ走行が Model X を、提示ルー
トに基づいてオフランプとインターチェンジに誘導します。ナ
ビゲーション ルートの高速道路の部分において、オートパイロ
ット ナビ走行は高速道路の出口に備えた車線変更（経路を優先
にした車線変更）や、目的地までの運転時間を最短にするため
の車線変更（速度を優先した車線変更）も提案します。

警告: オートパイロット ナビ走行は、自律的な運転を行う
ものではありません。ドライバーは、走行する道路に注
意を払い、常にハンドルを握った状態を維持し、ナビゲ
ーション ルートを認識し続けている必要があります。
警告: 通常の運転と同様に、見通しの悪い曲がり角や高速
道路の入口、出口、またはインターチェンジでは、障害
物が突然現れる可能性がありますので特に注意を払って
ください。
警告: ナビゲート オン オートパイロットでは、近づいて
くる車両、静止した物体、バイクやカープールや緊急車
両などの専用の特別な車線を認識したり検出したりする
ことができない場合があります。常に警戒を怠らずに、
即座に対応できる準備をしておいてください 。そうしな
い場合は、損傷や重大な事故や死亡事故につながる恐れ
があります。

オートパイロット ナビ走行の有効化と
カスタマイズ
オートパイロット ナビ走行を有効にするには、「コントロール」
> 「オートパイロット」 > 「オートパイロット機能」 > 「オー
トステアリング」 > 「オートパイロット ナビ走行（ベータ）」
の順にタッチします。次に、オートパイロット ナビ走行の操作
をカスタマイズするため、「ナビゲート オン オートパイロット
のカスタマイズ」にタッチします。

• 毎回運転開始時に有効にする: ナビを実行する時にオートパ
イロット ナビ走行を自動的に有効にするかどうか選択しま
す。有効にすると、運転を開始するたびにオートパイロット 
ナビ走行ボタンが経路案内リストに表示されます。

• 速度に応じた車線変更: オートパイロット ナビ走行は、経路
に応じた車線変更と速度に応じた車線変更の両方を実行で
きるように設計されています。経路に応じた車線変更は、ナ
ビゲーション ルート上を継続して走行するように設計され
ています（たとえば、近づいてくるオフランプに備えて隣の
車線に移動したりします）が、速度に応じた車線変更は、（前
の車を追い越すために隣の車線に移動するなどして）目的地
に到着するまでの時間が最短になる運転速度（巡航速度以
内）を維持する設計になっています。速度に応じた車線変更
はオプションです。この設定を使用して、速度に応じた車線
変更を無効にすることや、オートパイロット ナビ走行で設
定した巡航速度を順守するためにどの程度車線変更を行う
かを指定したりすることができます。「マイルド」設定では、
車線変更の頻度が下がるため、運転時間が長めになることが

あります。一方、「マッドマックス」は、可能な最短時間で
目的地に到達できるようにする設定ですが、車線変更の実行
は安全な場合に限られます。

• 追い越し車線から離脱: 目的地へのナビゲーション時に、ナ
ビゲート オン オートパイロットで追い越し車線からの離脱
を誘導するかどうかを選択します。
注: ルートに基づいた車線変更や速度に基づいた車線変更に
加えて、オートパイロット ナビ走行では、他の車両を追い
越していない時、低速の車線に留まるように追い越し車線か
らの車線変更を求めるリマインダーが流れます。これを無
効にするには「いいえ」を選択し、Model X の追い越し車線
での走行を維持します（ナビゲーション ルートに従う必要
がある場合を除く）。

• 車線変更の確認を要求 （装備されている場合）: デフォルト
では、ナビゲート オン オートパイロットで車線変更を進め
る前に、オートパイロット レバーを手前に引くか該当する
方向のウィンカーを作動させ確定する必要があります。た
だし、オートパイロット ナビ走行でこの確認をせずに車線
を変更したい場合、この設定をオフにしてください。設定を
オフにしたときは、車線変更通知の有無またはどのように通
知を受けたいかなどを設定することができます（「チャイム
オフ」、「バイブレート」、または「両方」）。

警告: 「車線変更の確認をする」をオフにした場合、
ナビゲート オン オートパイロットは、近づく車線変
更とオフランプを知らせますが、常に周囲環境を監視
して Model X の制御を維持するのはドライバーの責
任です。突然、急に車線変更をしなければいけない可
能性があります。常にハンドルから手を離さず、前方
の走行経路から目を離さないでください。

注: タッチスクリーンには、マップの経路案内リストの上部に経
路に応じた車線変更を表示して、ナビゲーションルートに沿う
ともうすぐ車線変更が必要となることを知らせます。

オートパイロット ナビ走行の操作
有効になると、ナビゲーション ルートが有効になっていて、ル
ートに少なくとも 1 つの進入制限されている道路が含まれる場
合、「オートパイロット ナビ走行」ボタンが常に地図の経路案
内リストの上部に表示されます。オンになっていると、オート
パイロット ナビ走行ボタンは青色で表示され、経路案内（高速
の出口など）の横にオートステアリング アイコンを表示してオ
ートパイロット ナビ走行がその操作を行うことを示します。

目的地に移動中に、「ナビゲート オン オートパイ
ロット」が使用可能ではあるがアクティブではな
い場合、「ナビゲート オン オートパイロット」ア
イコンが経路案内リストに表示されます。

「ナビゲート オン オートパイロット」が有効な場
合、アイコンは青色になります。「運転開始時に
有効にする」がオンになっている場合、ナビゲー
ションを開始する際に「ナビゲート オン オート
パイロット」アイコンが選択されます。アイコン
にタッチすると、「ナビゲート オン オートパイロ
ット」がキャンセルされ、「オートステアリング」
に戻ります。毎回運転開始時に有効にするがオ
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フになっている場合、ナビを使って走行するたび
にオートパイロット ナビ走行ボタンをタッチす
る必要があります。

オートパイロット ナビ走行は、走行中の道路の種類に応じて、
有効または無効に切り替わります。例: オートステアリングが
オンの状態でオートパイット ナビ走行が有効となっている場
合、ナビゲーション ルートにある進入制限されている高速道路
に差し掛かると、オートパイロット ナビ走行が自動的に起動さ
れます。
オートパイロット ナビ走行が有効になっているときは常に、イ
ンストゥルメント パネルで、Model X の前方の走行車線が青色
の単線で表示されます。

オートパイロット ナビ走行が有効で、経路案内に従ってオフラ
ンプまたは高速道路のインターチェンジに近づくと、適切な方
向指示器が作動して、オートステアリングにより Model X がオ
フランプまたはインターチェンジに誘導されます。

警告: オフランプでの適切な車線を決定する際は、ナビゲ
ート オン オートパイロットに依存しないでください。
常に注意を払い、目視チェックを行い、安全で適切な走
行車線を確実に選ぶように心がけてください。

進入制限のある道路を離れる場合（たとえばその道路を出ると
きや、サポート対象外となっているナビゲーション ルート部分
に入るときなど）、ナビゲート オン オートパイロットはオート
ステアリングに戻り、チャイムが鳴り、インストゥルメントパ
ネルに、（Model X の前方の青色の一本線に代わって）青色で走
行車線が表示されます。
注: 経路案内および高速道路のインターチェンジでの進行方向
を決定する場合、ナビゲート オン オートパイロットでは高乗車
率（HOV）車線を使用するかしないかを検討します。このため、
現在の環境に「HOV 車線の使用」設定が適していることを確認
します（マップとナビゲーション ページ 177 を参照）。この設
定がオフの場合、時間帯がいつであっても、ナビゲート オン オ
ートパイロットは HOV 車線を利用しません。この設定がオン
の場合、ナビゲート オン オートパイロットは、該当する場合
に、HOV 車線を利用します。

警告: オートパイロット ナビ走行が無効になった時でも、
オートステアリングはオンのままです。常に適切に対応
できるように準備してください。
警告: ナビゲート オン オートパイロットでは、ナビゲー
ション ルートによって退出や車線変更が決められている
場合でも、オフランプでの退出や車線変更を試みない可
能性があります。オフランプに向けて手動でハンドルを
切ることや、オフランプまたはインターチェンジで必要
な車線変更を行ったり出る方向に進むことができるよう
に、常に警戒を怠らずに、準備をしておいてください 。

マップ上のターン バイ ターン経路リストでナビゲート オン オ
ートパイロットをタッチする（Model X はオートステアリング
に戻ります）か、オートステアリングを完全にキャンセルする
ことで（オートステアリングのキャンセル ページ 122 を参照）
ナビゲート オン オートパイロットをいつでもキャンセルする
ことができます。

車線変更
オートパイロット ナビ走行では、近づく高速道路の出口へ向か
うために Model X が準備するために、（設定した走行速度を超え
ずに）運転速度を上げるために、または他の道路使用者を追い
越していない時に、追い越し車線から Model X を出すために、
車線変更を行います。マップの進路変更ごとの方向一覧上部
に、ナビ走行のルートで進むためにもうすぐに車線変更が必要
であることを知らせるメッセージが表示されます。インストゥ
ルメントパネルにこれからの走行経路が表示されます。

「車線変更の確認が必要です」が「OFF」の場合、オートパイロ
ット ナビ走行では適した方向指示器を出し、車両および物体を
確認し、場合によっては隣接車線へと Model X を操作します。
車線変更の確認を要求がオンになっている場合は、該当するウ
ィンカーを作動させるか、オートパイロット レバーを手前に引
いて、オートパイロット ナビ走行に車線変更を続行するよう確
認します。3 秒以内に車線変更の確認を行わない場合、オート
パイロット ナビ走行で車線変更の確定が必要であることを知
らせるチャイムが鳴ります。
注: ルートベースの車線変更推奨を無視する（高速道路の右側の
出口車線に向かっているが左車線を運転している場合など）と、
オートパイロット ナビ走行では出口へ誘導することができな
くなるため、目的地に向かって再度ルート設定を行います。
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警告: ナビゲート オン オートパイロットでは、ナビゲー
ション ルートによって退出や車線変更が決められている
場合でも、オフランプでの退出や車線変更を試みない可
能性があります。オフランプに向けて手動でハンドルを
切ることや、オフランプまたはインターチェンジで必要
な車線変更を行ったり出る方向に進むことができるよう
に、常に警戒を怠らずに、準備をしておいてください 。

引継ぎの準備
車線変更や Model X の運転をしようとする時、または建設工事
ゾーンが近づく時、ナビゲート オン オートパイロットでは適し
た走行車線を判断することができない場合があります（例: 複雑
なクローバー型の合流車線や複数レーンの出口ランプなど）。
また、インストゥルメントパネルには、ナビゲート オン オート
パイロットが運転を試みており、アシスタンスが必要となる可
能性があることを示す警告が表示されます。メッセージが表示
された場合は、車線変更や誘導を安全で適切に完了できるよう、
すぐに対応できるようにしておいてください 。
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両に信号機/一時停止標識コントロールが装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
注: 信号機と一時停止のコントロールはベータ版で、Tesla の車両が頻繁に走行している道路でもっともうまく機能します。信号機と一時停止のコントロールは、青信号を含むすべての信号で停止を試み、青信号でも停止することがあります。
信号機と一時停止のコントロールは、信号機と一時停止標識を
認識して反応するように設計されており、トラフィックアウェ
ア クルーズコントロールやオートステアリングの使用時には 
Model X を減速し、停止させます。この機能では、GPS データ
だけでなく車両の前方カメラを利用して、一時停止標識と一部
の路面標示の他、緑色、点滅黄色、消灯など検出されたすべて
の信号機で車両を減速します。Model X が交差点に近付くと、
インストゥルメントクラスターに、減速を指示する通知が表示
されます。続けるか確認する必要があり、そうしなかった場合
インストゥルメントクラスターのドライビング ディスプレイ
に表示された赤色の線で Model X は停止します。

警告: 交差点や路面表示で信号機と一時停止のコントロ
ールがどのタイミングで、またどの位置で停止するか、
あるいは動作を続けるかは決して思い込みで予測しない
でください。ドライバーの目線から、信号機と一時停止
のコントロールがいつも同じように動作するわけではあ
りません。常に道路に注意を払い、ただちに対処できる
ように備えてください。交差点で停止するか通過するか
を決めるのはドライバーの責任です。交差点で停止す
る、あるいはそのまま通過することが安全で適切である
との判断を、信号機と一時停止のコントロールに委ねな
いでください。

ご利用の前に
信号機と一時停止のコントロールを利用する前には、次の事項
が必要です。

• 前方カメラの視界が遮られておらず（カメラのクリーニング
ページ 211 を参照）、キャリブレーション済（走行中のカメ
ラキャリブレーション ページ 19 を参照）であることを確認
してください。信号機と一時停止のコントロールが信号機
や一時停止標識、路面標示を検出できるかどうかは、カメラ
の能力に依存します。

• 地図の最新バージョンが Model X にダウンロードされてい
ることを確認してください。信号機と一時停止のコントロ
ールは基本的に、車両のカメラからの視覚データを利用しま
すが、最新の地図データを使用することで一層の精度が得ら
れます。現在ダウンロードされている地図のバージョンを
確認するには、「コントロール」 > 「ソフトウェア」の順に
タッチします。更新された地図を受け取るには Wi-Fi ネッ
トワークに接続している必要があります（地図のアップデー
ト ページ 182 参照）。

• 機能の有効化。車両がパーキングに入っている状態で、コン
トロール > オートパイロット > 信号機と一時停止のコント
ロールをタッチします。これを有効にしておくと、トラフィ
ックアウェア クルーズコントロールかオートステアリング
が有効な場合に、信号機と一時停止のコントロールが動作し
ます。

動作の仕組み
信号機と一時停止のコントロールが有効で、オートステアリン
グ、トラフィックアウェア クルーズコントロールまたはフルセ
ルフドライビング（監視付き）を利用している場合、インスト
ゥルメントクラスターにポップアップメッセージが表示され、
前方に信号機、一時停止標識、または路面標示が検出されたこ
とを伝えます。停止位置に近づくと、青信号の交差点であって
も、Model X は減速して、Model X の停止予定位置が赤い線で
表示されます。交差点を通過するには—たとえ信号が青の場合
でも—オートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセ
ル ペダルを短く踏んで車両に進む許可を与える必要がありま
す。そのまま進むことを確定すると、赤い停止線がグレーに変
わり、Model X は交差点に進入し、設定した巡航速度に戻りま
す。
注: 前方の信号機が青のときに前の車両が交差点を通過中であ
ることを Model X が検出すると、現在の走行車線が右左折専用
車線でなくてもドライバーの手がハンドルにかけていることを
車両が検知した場合、Model X はドライバーの確定操作がなく
てもそのまま交差点を通過します。
注: オートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセル 
ペダルを短く踏んで通過を承認した後でも、交差点進入直前に
信号機が変わった場合（青から黄色、または黄色から赤）は、
Model X がそのまま交差点に進入するのが不適切であると判断
することがあります。その場合、Model X は停止動作に入るた
め、それを無視して前進させる場合は、アクセルを踏む必要が
あります。車両が適切かつ安全に停止あるいは加速するように
させることは、常に運転者の責任です。

警告: 信号機と一時停止のコントロールにより、フルセル
フドライビング（監視付き）が作動していない限り、
Model X は交差点を曲がって通過しません。Model X は、
右左折専用車線上では、赤色停止線で停止します。進む
には、オートパイロット レバーを手前に引くか、または
アクセル ペダルを短く踏みます—Model X は交差点を直進するため（たとえ右左折専用車線であっても）、交差点
では手動で Model X を操舵する必要があります（オート
ステアリングはキャンセルされます）。

信号機と一時停止のコントロールは、以下の条件を満たす場合
にのみ、説明したような動作をします。

• オートステアリング、フルセルフドライビング（監視付き）、
またはトラフィックアウェア クルーズコントロールが有効
になっている。

• 前方の信号機、一時停止標識、路面標示をカメラが検出でき
る（カメラの視界が遮られておらず、信号機、一時停止標
識、路面標示が見通せる位置にある等）。

• Model X のインストゥルメントクラスター先方の信号機を
「強調」フォーマットで表示している。 Model X はインスト

ゥルメントクラスターに色落ち表示されている信号機を認
識していません。信号機がカメラの真正面にない場合（カメ
ラの斜め前や隣の車線等）、インストゥルメントクラスター
はそれを色落ち表示し、Model X はそのための減速や停止を
行いません。

警告: インストゥルメントクラスターが前方の交差点を
赤い停止線で表示していない場合、Model X は減速や停
止を行いません。前方の交差点に注意し、交通状況を監
視して車両がいつ停止すべきかを判断し、必要に応じて
適切な行動をとるのは、運転者の責任です。
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警告: 交差点で停止するかあるいはそのまま進むかの判
断を、信号機と一時停止のコントロールに頼らないよう
にしてください。道路、前方の交差点、交通状況、横断
歩道、歩行者に気を配って、慎重に運転してください。
交差点で停止するか、そのまま進むかの判断は、常に運
転者の責任です。すぐに対応できるように準備しておい
てください。それを怠ると怪我や死亡につながる恐れが
あります。
警告: 状況によっては、信号機と一時停止のコントロール
が、信号機や一時停止標識を誤って認識して Model X が
想定外の減速をすることがあります。いつでもすぐに操
作できるように準備しておいてください 。
警告: 信号の状態に関係なく、交差点を通過したい場合
は、オートパイロット レバーを手前に引くか、またはア
クセル ペダルを短く踏んで確定する必要があります。確
認を行わない場合、Model X は停止が適切ではない場合
であっても、インストゥルメントクラスターに表示され
ている赤い停止線で停止します。青信号で停止すると周
りの運転者を混乱させるだけでなく、衝突や怪我、死亡
事故につながる恐れがあります。そのため、前方の交差
点に気を配り、周囲の状況に応じて手動でブレーキやア
クセル操作ができるように備えてください。
警告: 信号機や路面標示（特に複雑な交差点や、信号機や
標識の一部が隠れているような交差点等）の自分の認識
能力を過信しないでください。すなわち、Model X もそ
れを認識して適切な対応をするだろうと思い込まないで
ください。
警告: 最新のマップデータでさえ、すべての信号機や一時
停止標識が含まれているわけではありません。したがっ
て、この信号機と一時停止のコントロールでは、信号機、
一時停止標識、路面標示などを検出するためにカメラの
能力が重要な役割を果たします。そのため、カメラの視
野が塞がれた（樹木や大型車両、あるいは急勾配の坂や、
急カーブにある大きな物体などで） 交差点では Model X 
が見落とすことがあります。

st
警告: 信号機と一時停止のコントロールは、注意深い運転
や適切な判断に取って代わるものではありません。
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信号
オートステアリングやトラフィックアウェア クルーズコントロールを有効にし、さらに信号機と一時停止のコントロールを有効に
して運転する際は、Model X が信号機で制御された交差点に近付くとき、以下のような反応をするよう設計されています:

信号機の種類 車両の意図した応答

青色信号機、または現在消灯している信号機（点灯していない）で、Model X は減速します。
交差点を通過しつつある車両に続いて走行している場合、インストゥルメントクラスターに
は緑色の停止線が表示され、ハンドルに手をかけていれば、この場合も Model X はそのまま
走行を続けます。
前方に車両がない場合、インストゥルメントクラスターに赤色の停止線が表示されます。オ
ートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセル ペダルを短く踏んで、交差点を通過
しすることを確定する必要があります。この確定操作をしないと、Model X はインストゥル
メントクラスターに表示されている赤色の停止線で停止します。
注: Model X 交差点を抜けるときは、前方車両の走行速度を考慮しながら、すみやかに設定巡
航速度に復帰します。

Model X 減速し、インストゥルメントクラスターに表示される赤い停止線で完全に停止しま
す。交差点を通過したい場合（例えば、信号が再び青になった場合、または Model X が完全
に停止した場合など）、オートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセル ペダルを
短く踏む必要があります。

Model X 減速し、インストゥルメントクラスターに表示される赤い停止線で完全に停止しま
す。交差点を通過したい場合（例えば、信号が再び青になった場合）、オートパイロット レバ
ーを手前に引くか、またはアクセル ペダルを短く踏む必要があります。
注: 交差点を通過する指示を与えた後に信号機が変わった場合（青信号が黄色に変わる等）、
Model X が交差点に入る前に安全に停止できると判断した場合は、Model X は通過せずに停
止する場合があります。
注: Model X は、信号機が赤色の場合や黄色に変わった場合、交差点に入る前に安全に停止で
きる適切な距離があれば停止するように設計されています。
注: ブレーキを踏むことで、オートステアリングやトラフィックアウェア クルーズコントロー
ルをキャンセルし、いつでも運転を引き継ぐことができます。
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信号機の種類 車両の意図した応答

Model X は減速します。進むには、オートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセ
ル ペダルを短く踏む必要があります。この操作をしないと、Model X はインストゥルメント
クラスターに表示されている赤色の停止線で停止します。
注: Model X を停止させないためには、および接近時の減速を最小限に抑えるためには、イン
ストゥルメントクラスターに赤い停止線が表示された後、いつでもオートパイロット レバー
を手前に引くか、またはアクセル ペダルを短く踏むことで進むことを確定できます。 
Model X は、運転者による確認後、（前方車両の走行速度を考慮して）すみやかに設定した巡
航速度に復帰します。

警告: 注意深く近づき、減速あるいは停止できるようブレーキペダルを踏む準備をしま
す。

Model X 減速し、インストゥルメントクラスターに表示される赤い停止線で完全に停止しま
す。交差点を通過したい場合（例えば、交通法規や状況から、進むことが安全で合法である
と判断できる場合）は、オートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセル ペダルを
短く踏む必要があります。
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一時停止標識や路面標示
オートステアリングやトラフィックアウェア クルーズコントロールを有効にし、さらに信号機と一時停止のコントロールを有効に
して運転する際、Model X が信号機、停止線、路面表示で制御された交差点に近付くと、以下のような反応をするよう設計されて
います:

交差点の種類 車両の意図した応答

交通整理なし

T 字路の直進方向

Model X は、優先通行権があると考え、減速や停止をすることなく進みます。

T 字路の突き当り道路

Model X が T 字路をマップデータで検出した場合、Model X は減速し、インストゥルメントクラスタ
ーに表示されている赤い停止線で完全に停止します。交差点を通過したい場合は、ハンドルとアクセ
ルを引き継ぐ必要があります。

警告: Model X は、一時停止標識や停止線がない場合や、マップデータに T 字路が含まれていな
い場合、T 字路で停止できません。注意して走行し、すぐに停止できるように備えてください

（必要な場合や適切な場合）。

一時停止標識

Model X 減速し、インストゥルメントクラスターに表示される赤い停止線で完全に停止します。交差
点を通過したい場合は、オートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセル ペダルを短く踏む
必要があります。
注: 一時停止標識のある交差点で、Model X が停止する前にオートパイロット レバーを手前に引くか、
またはアクセル ペダルを短く踏んで進行することを確定した場合、その確定は無視されます。 
Model X は一時停止標識を停止せずに通過できるようには設計されていません。
注: 交差点を曲がるには、オートステアリングを使用している場合であっても、方向指示器を出してい
ても、ご自分でハンドルを回す必要があります　(それでオートステアリングはキャンセルされます)。
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交差点の種類 車両の意図した応答

一時停止標識や路面標示

路面標示

警告: Model X 環状交差点でも減速して停止します。ハンドル操作を引き継ぎ（オートステアリングはキャンセルされます）、
オートパイロット レバーを手前に引くか、またはアクセル ペダルを短く踏み、ラウンドアバウトを通過することを確定する
必要があります。
警告: 横断歩道では、横断歩道が信号機で制御されているかどうか、また、カメラが横断歩道に歩行者や自転車を認識したか
どうかによって、Model X は減速し、停止します。横断歩道では特に注意を払い、いつでも操作を引き継げるように準備し
ておいてください。それを怠ると怪我や死亡につながる恐れがあります。

制限事項
信号機と一時停止のコントロールは以下の場所では、さまざまな状況と環境条件次第で停止することもあれば停止しないこともあります:

• 踏切
• 立ち入り禁止区域
• 料金所
• 横断歩道
• 譲れ標識や、一時的な信号機および一時停止標識（工事区間等）
• その他の交通 U ターン信号や歩行者横断用信号、走行車線指示信号等

さらに、次の条件が 1 つまたは複数ある場合には、信号機と一時停止のコントロールは想定通りの動作をしないか、切り離され
る、あるいは動作しないことが考えられます。

• それぞれの間隔が非常に短い連続した信号機のある交差点。
• 見通しが悪い（豪雨、雪、霧等）あるいは悪天候がカメラやセンサーの動作を妨げている。
• 明るい光 (直射日光など) がカメラの視野を妨げている場合。
• カメラが妨げられている、覆われている、損傷している、適切にキャリブレーションされていない。

信号機と一時停止のコントロール

133オートパイロット



• 急な上り坂や急カーブでカメラが前方の信号機や一時停止標識を認識できない。
• 信号機、一時停止標識、路面標示が妨害されている（木や大型車などにより）。
• Model X が前方車両に非常に近くまで接近し、カメラの視界を妨げている。

警告: 上記の制限は、Model X が期待通りに動作しない原因の一部です。多くの予期せぬ状況が、信号機と一時停止のコント
ロールの正確な動作に悪影響を与えます。この機能を利用することで、注意深く、責任をもって運転する必要性が減るある
いはなくなるわけではありません。いかなる時でも適切かつとっさの行動がとれるよう備えておく必要があります。

信号機と一時停止のコントロール
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NOTE: Depending on market region, vehicle configuration, 
options purchased, and software version, your vehicle may not be equipped with フルセルフドライビング（監視付き） (also referred to as Autosteer on City Streets), or the feature may not operate exactly as described.
When フルセルフドライビング（監視付き） (also referred to 
as Autosteer on City Streets) is engaged, Model X attempts to 
drive to your destination by following curves in the road, 
stopping at and negotiating intersections, making left and 
right turns, navigating roundabouts, and entering/exiting 
highways.
Unlike Traffic-Aware Cruise Control, Autosteer, and Navigate 
on Autopilot, which are intended for use on multi-lane 
roadways with clear lane markings, フルセルフドライビング
（監視付き） is meant to work in a variety of driving 
scenarios. You can use フルセルフドライビング（監視付き） 
on any type of roadway, including residential and city 
streets.

WARNING: Driver intervention may be required in 
certain situations, such as on narrow roads with 
oncoming cars, in construction zones, or while going 
through complex intersections. For more examples of 
scenarios in which driver intervention might be 
required, see Limitations and Warnings ページ 147.

フルセルフドライビング（監視付き） uses inputs from 
cameras mounted at the front, rear, left, and right of Model X 
to build a model of the area surrounding Model X (see カメラ 
ページ 19). The Full Self-Driving computer installed in 
Model X is designed to use this input, rapidly process neural 
networks, and make decisions to safely guide you to your 
destination.
NOTE: As Tesla’s フルセルフドライビング（監視付き） 
capabilities evolve, Model X is upgraded through over-the-air 
software updates. Download updates as soon as they 
become available.
NOTE: フルセルフドライビング（監視付き） uses Tesla's 
vision-based system and therefore radar (if equipped) is 
disabled.
Like other Autopilot features, フルセルフドライビング（監視
付き） requires a fully attentive driver and will display a 
series of escalating warnings requiring driver response. You 
must keep your hands on the ハンドル while フルセルフドライ
ビング（監視付き） is engaged.

WARNING: フルセルフドライビング（監視付き） is a 
hands-on feature that requires you to pay attention to 
the road at all times. Keep your hands on the ハンドル 
at all times, be mindful of road conditions and 
surrounding traffic, pay attention to pedestrians and 
cyclists, and always be prepared to take immediate 
action (especially around blind corners, crossing 
intersections, and in narrow driving situations). Failure 
to follow these instructions could cause damage, 
serious injury or death. It is your responsibility to 
familiarize yourself with the limitations of フルセルフ
ドライビング（監視付き） and the situations in which 
it may not work as expected. For more information, 
see 制限と警告 ページ 147.

CAUTION: Use of フルセルフドライビング（監視付き） 
will be suspended if improper usage is detected. For 
more information, see Autopilot Suspension ページ 
138.
CAUTION: As フルセルフドライビング（監視付き） 
deployment expands, Tesla will gradually make it 
available to eligible customers in select countries 
outside of the United States and Canada. Because 
every country contains unique infrastructure, driving 
behaviors, and traffic patterns that フルセルフドライビ
ング（監視付き） must adapt to over time, it is 
essential for drivers using フルセルフドライビング（監
視付き） in newly eligible countries to be extra 
attentive and overly cautious. You must be ready to 
take over safely at any time.

Before Using フルセルフドライビング
（監視付き）
1. Enable フルセルフドライビング（監視付き）. Touch 「コ

ントロール」 > 「オートパイロット」 > 「フルセルフドラ
イビング（監視付き）」 and then, after carefully reading 
and understanding the popup window, touch Yes.

2. Customize フルセルフドライビング（監視付き） settings 
by touching Controls > Autopilot.
◦ フルセルフドライビング（監視付き） Profile: If 

desired, change the default setting of Standard to Chill 
or Assertive. Chill provides a more relaxed driving 
style and Assertive drives with more urgency.

◦ Minimal Lane Changes for the Current Drive: When 
selected, フルセルフドライビング（監視付き） makes 
fewer lane changes on the current drive. Model X will 
still make lane changes as necessary to follow the 
navigation route.

◦ Lane Change Notification: Choose Chime, Vibration, or 
Both to be notified of an upcoming lane changes (in 
addition to the notification on the インストゥルメント
クラスター).

◦ Automatic Set Speed Offset: When enabled, Model X 
drives at the speed that Autopilot determines to be 
the most natural. This considers factors like road type, 
traffic flow, environmental conditions, the selected フ
ルセルフドライビング（監視付き） profile setting, and 
the detected speed limit.

WARNING: You are responsible for the speed of 
the vehicle at all times, whether Autopilot is 
engaged or not.

3. Ensure that the cameras on Model X are unobstructed 
and calibrated (see カメラ ページ 19). フルセルフドライビ
ング（監視付き） depends on the ability of the cameras 
to detect traffic lights, stop signs, and road markings.

4. Ensure that the latest version of maps has been 
downloaded to Model X (see 地図のアップデート ページ 
182). Although フルセルフドライビング（監視付き） 
primarily uses visual data received from the vehicle's 
cameras, greater accuracy is achieved when using the 
most recent map data.

フルセルフドライビング（監視付き）
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To Use フルセルフドライビング（監視
付き）
As long as フルセルフドライビング（監視付き） is enabled 
and available, you can activate it at any speed less than 85 
mph (150 km/h) (including when Model X is at a standstill) by 
pulling the Autopilot stalk toward you.

If you do not choose a destination, Model X chooses the 
most probable driving path or suggests a destination based 
on your driving.

To indicate that フルセルフドライビング（監視
付き） is available but not engaged, the top 
corner of the touchscreen displays a gray ハン
ドル icon next to the driving gear.

When フルセルフドライビング（監視付き） is 
engaged, the ハンドル icon is blue and a blue 
line represents your driving path.

The インストゥルメントクラスター displays the maximum 
speed in blue. When you engage フルセルフドライビング（監
視付き）, the set cruising speed defaults to the speed limit, 
plus any offset you’ve specified. If Autopilot is unable to 
determine the speed limit, the cruising speed is your current 
speed, in addition to any specified offset.
When フルセルフドライビング（監視付き） is engaged, the 
インストゥルメントクラスター displays a visualization of the 
environment surrounding Model X, including the roadway 
and detected objects such as vehicles, pedestrians, curbs, 
bicyclists, and more. Objects that are highlighted on the 
visualization represent priorities that フルセルフドライビン
グ（監視付き） is actively controlling for at a given time.
NOTE: The フルセルフドライビング（監視付き） visualization 
may not be a holistic representation of the objects, road 
markings, road signals, and other variables that フルセルフ
ドライビング（監視付き） takes into account as it attempts 
to drive to your destination. While フルセルフドライビング
（監視付き） is engaged, it uses data from the cameras on 
Model X that may not be represented in the visualization (see 
カメラ ページ 19).

The visualization will also inform you of the system’s 
intended action by displaying a message on the インストゥ
ルメントクラスター, such as when the vehicle is slowly 
creeping for visibility to take a turn at an intersection.
NOTE: You can override フルセルフドライビング（監視付き） 
at any time if you are uncomfortable or uncertain about the 
system’s intended course of action. You are driving Model X 
at all times.

Canceling フルセルフドライビング（監
視付き）
To disengage フルセルフドライビング（監視付き）, do any of 
the following:

• Press the brake pedal.
• Push the Autopilot stalk away from you once.
• Take over and steer manually.

When you disengage フルセルフドライビング（監視付き） by 
steering manually, Traffic-Aware Cruise Control remains 
active.
In addition, フルセルフドライビング（監視付き） will 
disengage if any of the following occurs:

• You shift out of Drive.
• A door or trunk is opened.
• There is an Automatic Emergency Braking event (see 衝突

回避アシスト ページ 155).
• The driver's seatbelt is released, and/or the driver gets 

out of their seat.
• You do not respond to repeated reminders to keep your 

hands on the wheel and subsequent messages on the イ
ンストゥルメントクラスター.

• フルセルフドライビング（監視付き） becomes 
unavailable. This can happen for a number of reasons (for 
example, if a camera becomes obscured). If フルセルフド
ライビング（監視付き） disengages, an alert will appear 
on the インストゥルメントクラスター to notify you and a 
chime will sound. If this happens, take control of steering 
immediately.

フルセルフドライビング（監視付き）

136 MODEL X オーナーズマニュアル



When driver intervention is required, it is best to safely 
disengage as soon as possible. It is recommended to practice 
disengaging from フルセルフドライビング（監視付き） in 
safe environment without other road users so you may 
become familiar with the process.

While Using フルセルフドライビング
（監視付き）
フルセルフドライビング（監視付き） changes lanes, makes 
left and right turns, follows on- and off-ramps, and takes 
forks in the road as necessary to reach the destination.

WARNING: NEVER make assumptions and predict 
when and where フルセルフドライビング（監視付き） 
will stop or continue through an intersection or road 
marking. From a driver's perspective, the behavior of 
フルセルフドライビング（監視付き） may appear 
inconsistent. Always pay attention to the roadway and 
be prepared to take immediate action. It is the driver's 
responsibility to determine whether to stop or 
continue through an intersection. Never depend on フ
ルセルフドライビング（監視付き） to determine when 
it is safe and/or appropriate to stop or continue 
through an intersection. 

Like Autosteer and Traffic-Aware Cruise Control, フルセルフ
ドライビング（監視付き） maintains your speed and 
following distance from the vehicle ahead of Model X, if there 
is one. フルセルフドライビング（監視付き） also slows down 
and stops at traffic lights and stop signs as necessary, and 
reacts to pedestrians, cyclists, and other vehicles on the 
road.
For example, if you are driving on a residential street and 
another vehicle backs out of a driveway ahead of Model X, フ
ルセルフドライビング（監視付き） slows down or stops as 
appropriate. If the other vehicle stops backing out while 
partially blocking the driving lane, フルセルフドライビング
（監視付き） slows down and maneuvers around the other 
vehicle if the width of the lane allows it.
When the traffic in front of you is slowing down, フルセルフ
ドライビング（監視付き） shows blue arrows in the driving 
lane and slows down to maintain an appropriate following 
distance from the vehicle ahead of you. When you are driving 
on the highway, フルセルフドライビング（監視付き） 
displays a message on the インストゥルメントクラスター to 
inform you when an action (such as a lane change) is being 
taken.

WARNING: In rare cases, フルセルフドライビング（監
視付き） may not appropriately slow down, come to a 
stop, or resume control for a stop sign or traffic light. 
You may assist the system by lightly applying the 
accelerator, or can override フルセルフドライビング
（監視付き） at any time.

Changing Lanes

To tell フルセルフドライビング（監視付き） to change lanes 
while on a multi-lane roadway, engage the right or left turn 
signal. On city or residential streets, engaging the right or 
left turn signal tells フルセルフドライビング（監視付き） to 
make a right or left turn, respectively.
Unlike Navigate on Autopilot, フルセルフドライビング（監視
付き） does not require confirmation before a lane change. 
To cancel a lane change or turn, cancel the turn signal or 
intervene with the ハンドル or other vehicle controls.

Changing the Set Speed

While フルセルフドライビング（監視付き） is active, move 
the Autopilot stalk up to increase, or down to decrease, the 
set speed until the instrument panel displays your desired 
cruising speed.
NOTE: In some cases, your speed is limited by the speed 
limit, the type of roadway, or the flow of traffic. If this is the 
case, フルセルフドライビング（監視付き） displays a 
message at the top of the visualization.

Arriving at Your Destination

Once you reach your destination, フルセルフドライビング
（監視付き） stops Model X and displays a message 
indicating that navigation is complete.

Driver Attentiveness

Like other Autopilot features, フルセルフドライビング（監視
付き） requires driver attentiveness. Your hands must be on 
the steering wheel at all times while フルセルフドライビング
（監視付き） is engaged, and you must monitor your 
surroundings, the road, and other road users.

WARNING: The use of devices designed to circumvent 
driver attentiveness is a violation of the terms of use 
for フルセルフドライビング（監視付き） and may 
result in the feature being permanently disabled on 
your vehicle and a ban on future use of the feature.

フルセルフドライビング（監視付き） periodically displays a 
message reminding the driver to apply slight force to the 
steering wheel:

Apply slight turning force to steering wheel

If Model X does not detect slight turning force on the steering 
wheel, the インストゥルメントクラスター flashes and 
eventually chimes repeatedly. Do not use handheld devices 
while using フルセルフドライビング（監視付き）.

フルセルフドライビング（監視付き）
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If you repeatedly ignore prompts to apply slight force to the 
steering wheel or to pay attention, フルセルフドライビング
（監視付き） disables for the rest of the drive and displays 
the following message requesting you to drive manually. If 
you don't resume manual steering, フルセルフドライビング
（監視付き） sounds a continuous chime, turns on the 
warning flashers, and slows the vehicle to a complete stop.

オートパイロットは現在の走行では利用不可で
す。オートパイロットの強制解除 - 注意力警告
の無視のため。

オートパイロットの一時停止
不適切な使用が検出された場合、オートパイロット機能の使用
は一時停止されます。
オートパイロットの「強制解除」が 3 回に達すると、オートス
テアリングおよびフルセルフドライビング（監視付き）の使用
は 1 週間停止されます。強制解除とは、ドライバーが不注意の
ため音声および表示による警告を数回受けた後、現在の走行サ
イクルでそれ以降、オートパイロットシステムが解除されるこ
とを指します。
オートパイロットへのアクセスが一時停止されるまでの強制解
除回数の残数は、「コントロール」 > 「オートパイロット」の
順にタッチして確認できます。
強制解除は、再度強制解除を受けない限り、7 日後に免除され
ます。
NOTE: オートステアリングおよびフルセルフドライビング（監
視付き）へのアクセスが一時停止されると、トラフィックアウ
ェア クルーズコントロールは引き続き使用でき、アクティブ
セーフティ 機能はすべて有効のままです。
ドライバーの介入が必要な場合や、安全な走行を続けるために
すばやく運転を引き継ぐ必要がある場合があります。ドライバ
ー側からの解除は、ドライバーの想定される操作であり、不正
利用としてはカウントされません。

今すぐ運転を引き継いでください
オートパイロットが Model X のステアリング操作を制御できな
い場合は、警告のチャイムが鳴り、インストゥルメントクラス
ターに次のようなメッセージが表示されます。

今すぐ運転を引き継いでください

このメッセージが表示されたら、直ちにステアリング操作を引
き継いでください。

フルセルフドライビング（監視付き）
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、オートパーキングが装備されていない場合があります。
オートパーキングではデータを使用して Model X を操作して、
縦列駐車や直角駐車スペースに 駐車することで、駐車を簡単に
しています。
注: トラフィックアウェア クルーズコントロールが有効な場
合、オートパーキングは使用できません。オートパーキングを
使用するには、「コントロール」 > 「オートパイロット」の順に
タッチして、オートステアリングまたはフルセルフドライビン
グ（監視付き）を有効にします。
オートステアリングおよびフルセルフドライビング（監視付き）
へのアクセスが一時停止されると、オートパーキングにもアク
セスできなくなります。詳細な情報については、「オートパイロ
ットの一時停止」 ページ 114 を参照してください。

警告: オートパーキングの制限事項および予測通りに作
動しない状況をよく知ることは、ドライバーの責任です。
詳細な情報は、制限と警告 ページ 147 を参照してくださ
い。
注意: ボール ヒッチ、バイク ラック、トレーラーなどを
けん引ヒッチに取り付けている場合はオートパーキング
を使用しないでください。他の車両の間や前方に駐車す
る場合、オートパーキングがヒッチで停止しない可能性
があります。
注意: オートパーキングのパフォーマンスは、カメラが他
の車両、物体、縁石などにどのくらい接近しているかに
より左右されます。 それぞれのドライブを開始する前、
またはオートパイロットの機能を使用する前に、すべて
のカメラが汚れていないこと、および障害物がないこと
を確認します（カメラのクリーニング ページ 211 を参照）。
カメラやセンサー（装備されていれば）の汚れは、周囲
状況や消えかかった車線マーキングなどの周囲条件と同
様に、オートパイロットのパフォーマンスに影響をもた
らします。カメラが遮られている場合、または覆われて
いる場合、Model X のインストゥルメントクラスターに
メッセージが表示され、オートパイロット機能が使用で
きなくなる可能性があります。 

パラメーター
オートパーキングでは、以下のパラメーターに基づいて駐車で
きる可能性のあるスペースを 検知します。
直角駐車 

• 走行速度が 8 mph（13 km/h）未満である必要があります。
走行速度が速いと、オートパーキングが希望する駐車スペー
スを正確に検知することができない可能性があります。

• 駐車スペースの 幅は車両の幅以上である必要があります。
• 駐車スペースに 車両を駐車させるためには、その駐車スペー

スに、駐車ライン、道路のマーキング、またははっきりした
縁石といった、視認可能な 3 本以上のラインがある必要があ
ります。例えば、3 本の視認可能な駐車ラインのない車庫で
は、オートパーキングが作動しない可能性があります。

• 玉石やレンガといった凹凸のある路面では、オートパーキン
グが作動しない可能性があります。

縦列駐車
• 走行速度が 8 mph（13 km/h）未満である必要があります。

走行速度が速いと、オートパーキングが希望する駐車スペー
スを正確に検知することができない可能性があります。

• 駐車しようとするスペースの 前または後には車両がある必
要があります。

注: オートパーキングは斜め駐車スペースには 対応していませ
ん。

オートパーキングを使うには
運転中、オートパーキングで、Model X を駐車スペースに 駐車
するには以下のステップに従ってください。
1. ゆっくり運転しながら、インストゥルメントクラスターを観

察して（安全に実行できることを認した上で）オートパイロ
ットが検出した駐車スペースの 候補を確認します。
注: 検出された駐車スペースは 、車両の位置および/または車
両の周囲でオートパーキングが適切な運転経路を検出した
時のみ表示されます。オートパーキングが適切な経路を決
定できない場合（例えば、幅の狭い道路で駐車スペースに 入
ろうとすると車両の前部が隣接する車線をはみ出してしま
うなど）は、車両の位置を変えるか、他の駐車スペースを 探
すか、手動で駐車してください。

2. 右スクロール ホイールを上下に動かして駐車スペースを 選
択します。駐車する準備ができたら、右スクロール ボタン
を押し、ハンドルを離します。

3. 駐車が完了するとオートパーキングによってメッセージが
表示されます。

オートパーキングが Model X を駐車しているときにブレーキ 
ペダルを踏むと、駐車プロセスがキャンセルされます。

注意: Model X は、オートパーキングの作動中にドライバ
ーがアクセル ペダルを踏んで現在の速度を上回る入力を
加えた場合、ブレーキをかけません。この場合、速度が
6 mph（10 km/h）を超えると、オートパーキングはキャ
ンセルされます。
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警告: 決してオートパーキングに任せきりにせず、合法的
で、適切で、安全な駐車スペースを 見つけてください。
オートパーキングでは、常にパーキング スペースの 目標
物を検出できるとは限りません。駐車スペースが 適切か
つ安全であることを、常に目で見て確認してください。
警告: オートパーキングがアクティブにステアリングを
操作している場合 Model X

• ハンドルの動きを邪魔しないようにしてください。
ハンドルの動きを妨げると、オートパーキングがキャ
ンセルされます。

• 周囲を継続的に確認してください。いつでもブレー
キをかけて車両や歩行者や物体を避けられるように
してください。

• タッチスクリーンを監視し、オートパーキングからの
指示に注意を払ってください。

パーキングをキャンセルする
オートパーキングは次の場合に駐車シーケンスをキャンセルし
ます。

• ドライバーがハンドルを手動で動かした場合。
• ギア シフトした場合。
• ブレーキ ペダルを踏んだ場合。
• ハンドルの右スクロールボタンを押した場合。
• 駐車するための動作が 7 回以上ある場合。

今すぐ運転を引き継いでください
オートパーキングが Model X を操縦できない状況では、オート
パーキングは警告チャイムを鳴らし、「今すぐ運転を引き継いで
ください」のメッセージを表示します。
これは次の場合に発生します。

• Model X が、ドアが開けられたこと、またはドライバーが車
両から降りたことを検知したとき。

• 1 台または複数のカメラが損傷したり、汚れたり、障害物
（泥、氷、雪、ラップ、ステッカーなどの粘着製品など）に

よって遮られたり、視界不良な状況（大雨、雪、あられな
ど、または照明が不十分）のとき。

• ドライバーの入力により速度が 6 mph（10 km/h）を超えた
とき。

• 自動緊急ブレーキが作動したとき（衝突回避アシスト ペー
ジ 155 参照）。

このメッセージが表示されたら、今すぐ運転を引き継いでくだ
さい。

オートパーキング
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両にサモンが装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
サモンでは、車両の外側に立って、Model X を自動的に駐車さ
せたり、呼び寄せることができます。サモンでは、Model X を
前後に最大 39 フィート（12 m）駐車スペースとの 間で移動さ
せます。
スマート サモン（装備されている場合）と携帯電話を利用し
て、障害物を避けながら Model X をより長い距離移動させるこ
とができます。スマート サモンを使用すれば、車両がお客様の
いる位置を検知することができます（または、選択した場所ま
で車両を移動させることができます）。スマート サモン ページ 
144 を参照してください。
サモンを使用するには、Model X の近くに有効なキーが検出で
きる必要があります。

注意: カメラ、センサー類すべてに汚れがないことを確認
してください。汚れたカメラやセンサーは、雨天や消え
かかった車線マークなどの環境条件と同様にオートパイ
ロットのパフォーマンスに影響をもたらします。
警告: サモンは、周囲環境をよく知っていて予測できる駐
車場および私有地内の車道で使用することを目的として
設計されています。
警告: サモンは、ベータ版の機能です。継続して車両とそ
の周囲を監視し、いつでもすぐに対応できるようにして
ください。ドライバーには、サモンを責任をもって安全
に、意図どおりに使用する責任があります。
警告: サモンの性能は、物、人、動物、また他の車両への
車両の接近を把握するカメラおよびセンサー（装備され
ていれば）の性能によって決まります。

サモンを使用する前に
サモンを作動させる前に、タッチスクリーンでサモンをオンに
してお好みの動作方法にカスタマイズしてください。「コント
ロール」 > 「オートパイロット」 > 「サモンのカスタマイズ」
の順にタッチし、お好みに合わせて以下の設定を調節します。

• バンパークリアランス: サモン使用時の検知物体から離れて
停止する距離設定（例: ガレージの壁から数インチ内に停止
を希望）。この距離は、前進時サモンが Model X の前面に検
知する、または後進時サモンが Model X の後ろに感知する物
体にのみ適用されますので、ご注意ください。

• サモン距離: 駐車スペースへの 出入り時に、Model X が移動
する最長距離の設定。

• サイド クリアランス: サイドクリアランスの許容距離を指
定するオプションを選びます。「タイト」では、Model X が
非常に狭い駐車スペースに 出入りできるようになります。

警告: 狭いスペースに 駐車することは、カメラおよび
センサー（装備されていれば）が障害物の位置を正確
に検出する能力を制限するため、Model X または周囲
にある物体に損傷を与えるリスクがあります。

• 「連続押してください」: サモンのデフォルト設定では、駐車
動作中、モバイルアプリのボタンを長押しして、Model X を
動かすことが必要です。「連続押しが必要」を「いいえ」に
設定した場合、ボタンを押して指を離すことができ、車両を
動かし続けるために長押しする必要はありません。また、

「連続押しが必要」を「いいえ」に設定している場合、モバ
イル アプリの代わりにキーフォブを使用してサモンを操作
したり（キーフォブでサモンを操作する ページ 142 を参
照）、車内からパーキング動作を開始したりできます（降車
前にサモンを開始させる ページ 142 を参照）。

注: 上記設定は、サモン装備車のみに適用されスマート サモン
（装備されている場合）には適用されません（スマート サモン

を使用する前に ページ 144 を参照）。スマート サモンでバンパ
ーとの間隔、距離、側面の間隔はカスタマイズできません。ス
マート サモン使用時には、必ずモバイルアプリ上のボタンを長
押しして Model X を動かしてください。また、スマートサモン
はモバイルアプリでのみ作動し、キーでは作動しません。
注: 設定はすべて手動で変更するまで保たれます。

サモンを使用した車両の駐車・呼び出し
サモンを使用し Model X を駐車するには、次の手順を行います。

• Model X を 39 フィート（12 m）の駐車スペース 内に駐車さ
せますので、前進でも後進でも Model X はスペースの 内外へ
一直線の経路を辿ります。

• モバイルアプリ上で「サモン」をタッチすることで、車外か
ら駐車動作を開始し、「前進」または「後進」ボタンを長押
しします。
注: 「連続押しが必要」設定を「いいえ」に設定している場
合、ボタンを長押しする必要はありませんので、ボタンを押
してから指を離してください。
注: 駐車操作を車両内部から開始することもできます（降車
前にサモンを開始させる ページ 142 参照）。

サモンは Model X を前進または後進（指定方向に基づく）へと
切り替え、駐車スペース 内外へ運転します。駐車完了時、また
は障害物を検知した場合、サモンは Model X をパーキングへと
切り替えます。サモンが Model X をパーキングへと切り替える
時:

• Model X その進行経路（指定した「バンパークリアランス」
設定範囲内）にある障害物を検知します。

• サモンが Model X を最大移動距離 39 フィート（12 m）移動
させた場合。

• 「前進」または「後進」ボタンから指を離します（「連続押し
が必要」がオンの場合）。

• 手動でサモンを停止させるには、いずれかのボタンを押して
ください。

Model X の駐車にサモンを使用した場合、Model X を元の位置
（Model X が駐車したままの状態）および指定した最大の「サモ

ン距離」まで戻すのにも（どちらが先でも）、サモンを使用でき
ます。障害物がない場合は、モバイル アプリ上で反対方向を指
定するだけで、サモンが元の経路に沿って Model X を移動させ

サモン
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ます。障害物を検知した場合、Model X はその元の経路にごく
近い経路を辿りながら障害物を避けようとします（サモンは障
害物周辺で車両を移動させません）。
注: サモンを使用して Model X を複数回同じ方向へ動かす（最大
移動距離が 39 フィート（12 m）以内）には、サモンをキャン
セルし、同じ方向を用いて駐車動作を再開してください。
注: 障害物を避けるために Model X をサモンが少しだけ外側に
移動させますが、元の運転経路に戻す際に Model X を障害物周
辺で動かすことはありません。スマート サモン（装備されてい
る場合）の場合のみ、Model X が障害物周辺を操舵して動くこ
とができます。
注: サモンを使用するには、Model X の近くに有効なキーが検出
できる必要があります。

警告: Model X バンパーより低い位置にある物体、幅の非
常に狭い物体、または天井からぶら下がっている物体

（例、自転車など）などは検出できません。加えて、予期
せぬ事態が起きると、サモンの駐車スペース 内外へ移動
させる性能が低下する場合があり、そのために適切に
Model X を移動させないことがあります。このため、車
両の動きや周囲の状況を常に監視し、いつでもキーのい
ずれかのボタンを押して Model X を停止できるよう準備
して待機する必要があります。

キーフォブでサモンを操作する
注: キー フォブのバッテリー電力が少なくなると、サモンが作
動しないことがあります。
キー フォブを使って車外から Model X をパーキングするには
以下の手順に従ってください。
1. タッチスクリーン上で、必ず「連続押しが必要」をオフにし

ます（「コントロール」 > 「オートパイロット」 > 「サモン
のカスタマイズ」 > 「連続押しが必要」の順にタッチしま
す）。

2. Model X のギアをパーキングに入れ、10 ft（3 m）の範囲内
から、キー フォブの最上部中央のボタン（すべてのボタン
のロック/ロック解除）をハザード ライトが継続的に点滅す
るまで長押しします。
注: Model X がロックされるとハザードライトが一回点滅し
ます。そして、5 秒以内に Model X の電源が入りハザードラ
イトが連続して点滅します。ハザードランプが連続して点
滅するまで、次のステップに進まないでください。5 秒後に
ハザード ライトが点滅しない場合は、キー フォブ アクセサ
リーのボタンから指を離し、Model X の近くに移動し再度試
してください。サモンは 10 秒以内に何の操作もされなけれ
ば、キャンセルされます。

3. キー フォブのフロントトランク ボタンを押して Model X を
駐車スペースに 前進させます。または、リア トランク ボタ
ンを押して Model X を駐車スペースに 後進させます。

降車前にサモンを開始させる
降車前にサモンの駐車動作を開始するには Model X:

1. タッチスクリーン上で、必ず「連続押しが必要」をオフにし
ます（「コントロール」 > 「オートパイロット」 > 「サモン
のカスタマイズ」 > 「連続押しが必要」の順にタッチしま
す）。

2. すべてのドアおよびトランクを閉めます。
3. Model X の電源を入れて、パーキングにシフトした状態で、

ドライブ レバーの「駐車」ボタンを二度押しします。タッ
チスクリーンにポップアップ画面が表示されます。

4. タッチスクリーンで、進行方向を選択してください。
5. Model X から出て、運転席のドアを閉めます。
これで、サモンンがタッチスクリーンで指定した方向へと
Model X を移動させます。
注: 車両から降りる前にオートパーキングをキャンセルするた
めには、ポップアップ画面にある「キャンセル」をタッチして
ください。
注: タッチスクリーン上で進行方向を選択していない場合、降車
してもサモンは駐車操作を開始しません。

サモンの停止またはキャンセル
サモンがオンになっている間は、モバイル アプリを使用する
か、またはキー フォブ のボタンを押すといつでも Model X を停
止することができます。サモンは以下の場合でもキャンセルさ
れます。

• ドア ハンドルが押されている、またはドアが開いている場
合。

• ハンドル、ブレーキ ペダル、アクセル ペダル、シフトのい
ずれかを操作している場合。

• Model X が障害物を検知した場合。
• サモンが、Model X を最大移動距離約 39 フィート（12 m）

動かした場合。
• お使いの携帯電話がスリープモードになっているか、

Model X への接続が途切れた場合。

制限事項
サモンは、以下の状況では設計どおりに動作しない可能性があ
ります。

• 走行経路に傾斜・勾配がある場合。サモンは平坦な道路（最
大傾斜 10%）に限り、動作するように設計されています。

• 高くなっているコンクリート片を検出した場合。サモンは、
端部の高さが Model X よりも約 1 in.（2.5 cm）以上あると
始動しません。

• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）またはカメラのい
くつかが損傷を受けたり、汚れたり（泥、氷、雪、車両のブ
ラ、過剰なペンキ、またはラップ、ステッカー、ゴムコーテ
ィングなど接着製品により）、遮られたりした時。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低温）が、
センサーの動作を妨げている場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の電子機
器の影響を受けている場合。
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• Model X は、けん引モードになっているか、アクセサリーが
取り付けられています。

注: Model X がバレーモードにある場合、サモンは無効になりま
す（バレーモード ページ 90 を参照）。

警告: サモンの適当な動作を妨げる恐れのある状況は、上
記の一覧に限りません。Model X を常にコントロールで
きる状態でいることは、ドライバーの責任です。サモン
が Model X を動かしている時その動きに注意を払い、素
早く行動できるようにしてください。これを怠ると、重
大な損害や怪我、死亡事故につながる恐れがあります。

サモン
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バージョンによっては 、車両にスマート サモンが装備されていない場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
スマート サモンは、Model X がドライバーのいる場所（携帯電
話の GPS を設定目的地として）まで、または選択した場所ま
で、必要に応じて物体を避けながら走行できるように設計され
ています。スマート サモンは、携帯電話が Model X から約 213 
フィート（65 m）以内にあるときに、Tesla モバイルアプリを
使って操作します。
スマートサモンは、駐車スペースからの 車両の出し入れを行い、
自分がいる近くの場所まで Model X を運転します。狭い駐車場
の外へ Model X を移動させるとき、水溜りを通るとき、荷物を
運んでいる最中に車を呼び寄せるのに役立ちます。お客様と
Model X の間に障害物のない見通しの良い場所を選び、車両や
その周囲を常にしっかりと監視するようにしてください。

注意: カメラ、センサー類すべてに汚れがないことを確認
してください。汚れたカメラやセンサーは、雨天や消え
かかった車線区分線などの環境条件と同様にオートパイ
ロットのパフォーマンスに影響をもたらします。
警告: スマート サモンは、周囲環境をよく知っていて予測
できる駐車場および私有地内の車道で使用することを目
的として設計されています。スマート サモンを公道で使
用しないでください。
警告: スマート サモンは、舗装道路でのみ使用してくださ
い。
警告: スマート サモンは、ベータ版の機能です。継続して
車両とその周囲を監視し、いつでもすぐに対応できるよ
うにしてください。ドライバーには、スマート サモンを
責任をもって安全に、意図したとおりに使用する責任が
あります。
警告: スマート サモンはすべての物体（特に縁石などの非
常に低い物体、または棚などの非常に高い物体）を検知
して停止するわけではなく、あらゆる交通状況に反応す
るというわけでもありません。スマート サモンは、交通
の進行方向を認識せず、他に車両が停まっていない駐車
場ではナビ走行を行いません。また、交差点での車の行
き来を予測することはできません。
警告: スマート サモンの性能は、センサー（装備されてい
る場合）、カメラの視認性、携帯電話の電波や GPS デー
タの有効性に左右されます。
警告: スマート サモンの使用時、お客様と Model X 間に
障害物がなく見渡せるようにし、いつでもモバイルアプ
リのボタンから指を放して車両を停止できるようにして
おいてください。

スマート サモンを使用する前に
• 最新版の Tesla モバイルアプリを携帯電話にダウンロード

して、必ず携帯電話のサービス圏内にあるようにし、GPS を
有効にしてください。

• 携帯電話を Model X に接続し、車両から約 213 フィート（65
m）以内で携帯電話を使用してください。

• 車両のカメラを正しくキャリブレーションしてください（走
行中のカメラキャリブレーション ページ 19 を参照）。

• Model X まで障害物なく見渡せるように視界を保ってくだ
さい。

• Model X を充電中の状態ではなく駐車状態にしてください。
そして、すべてのドアとトランクを 閉めてください。

スマート サモンを使用する
1. Tesla モバイルアプリを開き、「サモン」にタッチします。
2. Model X の画像中央にあるスマート サモンアイコンをタッ

チします。スマート サモンが起動するまで数秒かかりま
す。
注: スタンバイモードを使用して、スマート サモンの起動時
に発生する遅れを解消することができます（スタンバイ モ
ード ページ 145 参照）。
モバイルアプリの地図に 213 フィート（65 m）という使用
可能範囲を示す青い円が表示されます。Model X から携帯
電話までの距離がこの範囲内となるような場所で使用して
ください。地図上の青い点がお客様の現在地を表し、赤い矢
印が車両を表しています。

3. 障害物がなく Model X をはっきりと見渡せる、青い円内の場
所で使用してください。

4. 以下のモードのどちらを使用してもスマート サモンを操作
することができます。
◦ 「ここに来る」モード: 「ここに来る」ボタンを長押しし

ます。 Model X GPS が検知されている場所まで車両が
移動します。お客様が動くと、Model X も後を着いて行
きます。お客様の場所に Model X がたどり着くと停車
し、ギアをパーキングに切り替えます。

◦ 「指定地に進む」モード: 十字アイコンをタッチしてから
地図をドラッグして、選択する目的地にピンを置きます。

「指定地に進む」ボタンを長押しします。 Model X は目的
地へ移動します。場所に到着したら、Model X は停止し、
パーキングにギアを切り替えます。また、モバイルアプ
リにサモンが終了した旨のメッセージが表示されます。
注: 続けて場所を変更したい場合、指を放してから地図に
再度ピンを置き、「指定地に進む」をもう一度長押ししま
す。

「ここに来る」または「指定地に進む」ボタンから指を話せ
ばいつでも Model X を停車させることができます。

地図の十字アイコンが「指定地に進む」と「ここ
に来る」モード間で切り替わります。「ここに来
る」モードが選択されているときには、アイコン
が青色になります。
注: 地図には、衛星画像を表示/非表示できるアイ
コンもあります。

いずれのモードでもスマート サモンを開始するとすぐに、ハザ
ードランプが点滅し、ミラーが格納され、Model X はドライブ
またはリバースにシフトします。 Model X はその後、（「ここに
来る」モードでは）自分のいる位置の 3 フィート（1 m）範囲
内まで、（「指定地に進む」モードでは）選択した場所まで、必
要に応じて障害物を避けながらゆっくりと移動します。
Model X が移動すると、地図上で対応している赤い矢印も動き
車両の位置を示します。お客様が動くと、対応している青い点
も動き、お客様の位置を示します。
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いずれのモードでも、以下の状況では Model X が移動を停止し
パーキングに切り替わります。

• モバイルアプリのボタンから指を離したとき。
• 携帯電話と Model X 間の最大範囲を超えた場合（車両をドラ

イバーの位置から離れていくように目的地に移動させる場
合、ドライバーはこの利用範囲内を維持するために車両の後
についていく必要があります）。

• 走行経路が遮られているとき。
• Model X がスマート サモンを開始してから、475 フィート
（145 m）の最大距離を移動、または、最後に車両の手動運

転を終了した場所から、492 フィート（150 m）を移動した
場合。
注: スマート サモンが Model X を 3 フィート前方に動かし
てから 2 フィート後方へ動かす場合、5 フィートの移動距離
となります。

注: モバイルアプリを見る必要はありませんので、常に Model X
やその走行経路を注視しながらボタンを押し続けてください。
また、必要に応じて車両を停車させられるようにボタンから指
を放すことができるようにしておいてください 。
サモン向けの自動 HomeLink が備わっていて有効になってい
る場合（「コントロール」 > 「オートパイロット」 > 「サモンの
カスタマイズ」 > 「自動 HomeLink を使用する」の順にタッチ
します）、Model X がガレージ内にあるときスマート サモンの操
作を開始すると、スマート サモンは自動的に HomeLink デバイ
スを開きます。モバイルアプリでドアの開閉をお知らせしま
す。

警告: ボタンから指を離して Model X を停止させる時、車
両の停止までわずかに遅れが出ます。そのため、常に車
両の走行経路に細心の注意を払い、前もって車両が検知
できない可能性のある障害物を予測することが重要で
す。
警告: 障害物の動きが予測できない環境でスマート サモ
ンを使用する時、厳重に注意してください。例:人、子供、
または動物がいる場所。
警告: スマート サモンはすべての物体（特に縁石などの非
常に低い物体、または棚などの非常に高い物体）を検知
して停止するわけではなく、すべての対向または縦断交
通状況に反応するわけでもありません。モバイルアプリ
上のボタンを放して、常に Model X を停止できるように
注意を払ってください。

スタンバイ モード
Model X でサモンを開始できるようにしてウォームアップ時間
を短縮するためには、スタンバイモードをオンにします。「コン
トロール」 > 「オートパイロット」 > 「スタンバイモード」の
順にタッチします。スタンバイモードがオンのとき、以下の場
所でスタンバイモードを無効にしてバッテリーを省エネモード
にすることができます。

• 自宅を除く- お気に入りリストに自宅として設定した場所で
スタンバイモードを無効にします。

• 勤務先を除く- お気に入りリストに勤務先として設定した場
所でスタンバイモードを無効にします。

• お気に入りを除く- お気に入りリストに登録した場所でスタ
ンバイモードを無効にします。

注: 省エネのため、スマート サモンは深夜から午前 6 時まで自
動的にスタンバイモードでなくなります。この時間帯は、スマ
ート サモンの起動には少し時間がかかります。
注: スタンバイ モードが有効になっている間は、バッテリー電
力が追加で消費されます。
注: 目的地を自宅、勤務先、またはお気に入りとして設定する方
法の詳細は、自宅、勤務先、お気に入りの目的地 ページ 179 を
参照してください。

スマート サモンを停止またはキャンセ
ルする
モバイルアプリ上のボタンを放すと、スマート サモンは
Model X を停止させます。スマート サモンは、「ここに来る」ま
たは「指定地に進む」をもう一度押すだけで再開できます。

警告: 常に Model X を停車させる必要があるかどうかを
予測してください。携帯電話と Model X 間の通信接続状
況により、ボタンから指を放してから車が停車するまで
に多少の遅れが生じる場合があります。

次の場合は、スマート サモンをキャンセルをして再開が必要で
す。

• キー フォブ上のいずれかのボタンを押した場合。
• ドア ハンドルが押されている、またはドアが開いている場

合。
• ハンドル、ブレーキ ペダル、アクセル ペダル、シフトのい

ずれかを操作している場合。
• Model X が障害物で遮られている場合。
• スマート サモンが Model X を最大距離まで移動させまし

た。この距離よりも遠くに移動させるには、Model X をドラ
イブまたはリバースに切り替えてから、スマート サモンの
操作をはじめから再開します。

• お使いの携帯電話がスリープモードになっているか、
Model X への接続が途切れた場合。

制限事項
以下の状況では、スマート サモンが意図どおりに動作し難くな
ります。

• 携帯電話の電波通信が弱いために GPS データが利用できな
い時。

• 走行経路に傾斜・勾配がある場合。スマート サモンは平坦
な道路（最大傾斜 10%）でのみ動作するように設計されて
います。

• 高くなっているコンクリート片を検出した場合。コンクリ
ートの角が高い場合、スマート サモンでは Model X がその
上を超えられない場合があります。
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• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）またはカメラのい
くつかが損傷を受けたり、汚れたり（泥、氷、雪、車両のブ
ラ、過剰なペンキ、またはラップ、ステッカー、ゴムコーテ
ィングなど接着製品により）、遮られたりした時。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低温）が、
センサー（装備されていれば）やカメラの動作を妨げている
場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の電子機
器の影響を受けている場合。

• Model X は、けん引モードになっているか、アクセサリーが
取り付けられています。

注: Model X がバレーモード（バレーモード ページ 90 参照）の
場合、スマート サモンは無効になります。

警告: スマート サモンの適した動作を妨げる恐れのある
状況は、上記一覧に限りません。Model X を常にコント
ロールできる状態でいることは、ドライバーの責任です。
スマート サモンをオンにして Model X を移動させてい
る時は常に細心の注意を払い、すぐに対応できるように
しておいてください 。これを怠ると、重大な損害や怪我、
死亡事故につながる恐れがあります。
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このトピックでは、以下のオートパイロット機能に関する警告、
注意、および制限事項について説明します。

• トラフィックアウェア クルーズコントロール ページ 115
• オートステアリング ページ 120
• オートパイロット ナビ走行 ページ 125
• フルセルフドライビング（監視付き） （市街地でのオート

ステアリング） ページ 149
• オートパーキング ページ 150
• サモン ページ 141
• スマート サモン ページ 144

注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バ
ージョンによっては 、前述の機能がすべては 装備されてはいな
い場合や、機能が記述通りには作動しない場合があります。

警告: オートパイロットを使用する前に、以下の警告と制
限をよくお読みください。すべての警告および指示に従
わないと、損害、重大な怪我、または死亡事故につなが
る恐れがあります。

注: それぞれのドライブを開始する前、またはオートパイロット
の機能を使用する前に、すべてのカメラが汚れていないこと、
および障害物がないことを確認します（カメラのクリーニング 
ページ 211 を参照）。カメラやセンサー（装備されていれば）の
汚れは、周囲状況や消えかかった車線マーキングなどの周囲条
件と同様に、オートパイロットのパフォーマンスに影響をもた
らします。カメラが遮られている場合、または覆われている場
合、Model X のインストゥルメントクラスターにメッセージが
表示され、オートパイロット機能が使用できなくなる可能性が
あります。 

トラフィックアウェア クルーズコント
ロール
トラフィックアウェア クルーズコントロールを使用する際は、
常に路上に注意を払い、安全運転を心がけ、車両を制御するこ
とはドライバーの責任です。常に道路に注意を払い、いつでも
必要に応じて対応できるようにしてください。
さらに、常に道路状況や制限速度に応じた安全な速度で走行す
ることはドライバーの責任となります。トラフィックアウェア 
クルーズコントロールが作動している間は、次の制限に注意し
てください。

• 速度制限で変わっても巡航速度は変わらないような状況が
あることが考えられます。

• トラフィックアウェア クルーズコントロールは道路や運転
の状況に応じて運転速度を調整しません。急カーブが続く
曲がりくねった道路、表面が凍結していたり滑りやすくなっ
ている道路、または一定速度での運転が不適切な悪天候（豪
雨、雪、霧など）の中でトラフィックアウェア クルーズコ
ントロールを使用しないでください。

• 適切な車間距離を維持するために、トラフィックアウェア 
クルーズコントロールのみに頼らないでください。

• 制動能力が限定されている、坂道を走行しているなどの理由
でトラフィックアウェア クルーズコントロールが適切な速
度制御を行えないこともあります。トラフィックアウェア 
クルーズコントロールが先行車両との車間距離を誤判定す
ることもあります。下り坂を走行すると、Model X の走行速
度が上がり、設定速度（場合によっては制限速度を超過する
恐れがある）を超えてしまうことがあります。

• トラフィックアウェア クルーズコントロールは、時折ブレ
ーキが必要でないとき、または予期しないときに Model X に
ブレーキをかけることがあります。その原因は、先行車両と
の車間距離が短いことや（特にカーブで）隣の車線上の車両
や物体を検出することなどです。

• 車載 GPS（グローバル ポジショニング システム）の限界に
より、特に高速道路出口付近でカーブが検出されたり、ナビ
を使って目的地に向かっている時に提示ルートに従わない
時など、Model X によって車両が減速することがあります。

• 場合によっては（データが不足している場合など）、トラフ
ィックアウェア クルーズコントロールは高速道路のインタ
ーチェンジまたはオフランプの走行時に設定された速度を
自動的に減速しない場合があります。

• トラフィックアウェア クルーズコントロールは、物体を検
知できない場合があり、静止した車両や物体と衝突しないよ
うにブレーキをかけたり減速したりできなくなることがあ
ります。特に 80 km/h 以上で走行しているときに追尾して
いた車両が視界から消え、その代わりに静止した車両や速度
の遅い車両、または物体が前方に現れると、この現象が起き
やすくなります。

• トラフィックアウェア クルーズコントロールが、走行車線
上を走行していない車両や走行車線上に存在しない物体に
反応し、Model X を必要でないときまたは不適切なタイミン
グで減速させる場合もあります。

警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは、以
下の状況下では設計通りに動作しない可能性がありま
す。

• 道路に急カーブがある、または標高が大幅に変化して
いる。

• 道路標識や信号機が不明瞭、あいまい、または整備が
不十分である。

• 視認性が低い（激しい雨、雪、雹など、または夜間の
道路照明が貧弱である）

• トンネル内や、カメラの視界を妨げる分離帯の近くな
どを走行している。

• 明るい光（対向車のヘッドライトや直射日光）がカメ
ラの視野を妨げている。

警告: 前記のリストはトラフィックアウェア クルーズコ
ントロールの正常な動作を妨げる可能性のある状況をす
べて網羅したものではありません。トラフィックアウェ
ア クルーズコントロールは、予想外の理由により予期せ
ずキャンセルされる可能性があります。常に前方の道路
に注意を払い、適切な行動をとれるようにしてください。
Model X を常にコントロールできる状態に保つことは、
ドライバーの責任です。
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警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは、運
転の快適性と利便性を高めることを目的に設計されたも
のであって、衝突警告システムや衝突回避システムでは
ありません。Model X を適切に減速させる操作をトラフ
ィックアウェア クルーズコントロールに依存してはいけ
ません。常に道路の前方に注意を払い、修正行動をとれ
るように準備してください。これらを怠ると重大な事故
や死亡事故につながる恐れがあります。
警告: トラフィックアウェア クルーズコントロールは歩
行者や自転車を認識することが可能ですが、Model X の
速度を減速するのに決してトラフィックアウェア クルー
ズコントロールだけに頼らないでください。これらを怠
ると重大な事故や死亡事故につながる恐れがあります。

オートステアリング
警告: オートステアリングはハンズフリーの機能ではあ
りません。常にハンドルに手を置いて、道路状況や周囲
の交通状況に注意し、すぐに行動できるように常に準備
してください。これらの指示に従わない場合、損傷、重
傷、または死亡の原因となる可能性があります。
警告: オートステアリングは、注意力の高いドライバーが
進入制限された高速道路などを走行するときに使用する
ことを前提としています。オートステアリングを道路工
事のある区間、自転車または歩行者がいる可能性のある
場所では使用しないでください。
警告: 適切な運転経路を決定する際に、オートステアリン
グに依存しないようにしてください。
注意: オートステアリングおよび関連する機能は、特に以
下の状況下では設計どおりに動作しない可能性がありま
す。

• オートステアリングが車線マーカーを正確に認識で
きない場合。たとえば、車線マーカーがひどくかすれ
ている、以前のマーカーが見えている、道路工事のた
めに車線マーカーを変更している、車線マーカーが短
区間で変更されている（車線の分岐、交差、合流で）、
車線マーカーに物体や景観物が影を落としている、あ
るいは道路の表面に舗装の継ぎ目あるいは他のコン
トラストの高い線があるといった状況。

• 視界不良（豪雨、降雪、濃霧など）あるいは気候条件
がセンサーの動作を妨げている場合。

• カメラまたはセンサーがふさがれていたり、覆われて
いたり、損傷している状況。

• 坂道を運転している時。
• 料金所に接近している時。
• 運転している道路が急カーブしている場合、または過

度にでこぼこしている場合。
• 明るい光（直射日光など）がカメラの視野を妨げてい

る。
• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の

電子機器の影響を受けている場合。
• ウィンカーを出した時に、車両がドライバーの死角で

検出された場合。
• Model X が走行中に先行車両に近づきすぎて、カメラ

の視界がさえぎられている場合。

警告: 様々な不測の事態によって、オートステアリングの
機能が妨害される場合があります。この点に留意し、結
果的にオートパーキングでは Model X を適切に操車でき
ない場合があることを常に頭に入れておいてください 。
常に注意深く運転し、直ちに行動できるよう備えてくだ
さい。
警告: オートステアリングは、部分的に車線内にある物体
の周りで Model X を操舵するようには設計されていませ
ん。また、場合によっては、車線を完全にブロックして
いる物体に対して停止しない場合もあります。常に前方
の道路に注意を払い、適切な行動をすばやく取れるよう
にしてください。Model X を常にコントロールできる状
態に保つことは、ドライバーの責任です。

自動車線変更
注意: 自動車線変更を使用して車線を変更する場合、車線
変更が安全かつ適切であるかどうかを判断するのは運転
者の責任です。したがって、車線変更を開始する前に、
常に死角、車線マーカー、および周囲の道路状況をチェ
ックし、目標車線への移動が安全で適切であることを確
認してください。
注意: 自動車線変更を使用する場合は、次の制限に注意し
てください。

• 適切な運転経路を決定する際に、自動車線変更機能に
依存しないようにしてください。前方の道路と車両
を注視し、周囲を確認し、タッチスクリーンの警告に
気を配りながら注意深く運転してください。即座に
対応できるように準備してください。

• 交通状況が常に変化し自転車や歩行者が多い市街地
の道路では、自動車線変更機能を使用しないでくださ
い。

• 自動車線変更機能のパフォーマンスは、車線マーカー
を認識するカメラの性能に左右されます。

• 急なカーブのある曲がりくねった道路、凍結道路ある
いは滑りやすい道路、または豪雨、雪や霧などの天候
がカメラ、またはセンサー（装備されていれば）の機
能を妨害している場合は、自動車線変更機能を使用し
ないでください。

• 追い越し加速は、上記の状況（たとえば GPS データの
欠落）以外にも、予測不可能な理由によってキャンセ
ルされることがあります。走行中は常に注意を払い、
車両の加速を追い越し加速機能にのみ依存しないよ
うにしてください。

• 追い越し加速では、該当するウィンカーを出すと車速
が増し、Model X は加速して先行車両に近づきます。
トラフィックアウェア クルーズコントロールは先行
車両との車間距離を保ち続けますが、特に先行車両を
追い越すつもりがない場合は、追い越し加速が作動す
ると選択されている車間距離が短くなる点に注意す
ることが重要です。
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赤信号と一時停止標識の警告
警告: 赤信号および一時停止標識の警告機能は、車両が赤
信号や一時停止標識があることを地図で認識している必
要があります。場合によっては、地図データが不正確で
あるか古くなっているために、すべての赤信号や一時停
止標識が含まれていないことがあります。したがって、
赤信号および一時停止標識の警告機能では、一部の赤信
号や一時停止標識を検出できない可能性があります。
警告: 赤信号および一時停止標識の警告機能においては、
Model X にブレーキングや減速を適用せず、すべての信
号機および一時停止標識を検出できるとは限りません。
赤信号および一時停止標識の警告機能は、ガイダンス目
的で設計されており、注意深い運転や適切な判断をしな
くてもよいわけではありません。走行中は、赤信号およ
び一時停止標識を警告する赤信号および一時停止標識の
警告機能に任せきりにせず、常に道路に注意を払ってく
ださい。
警告: 赤信号および一時停止標識の警告機能は、目に見え
る赤信号が点灯または黄色の信号機の後半部分に近づい
たときにのみ警告するように設計されています。信号が
点滅している交差点については警告しない場合がありま
す。また、「道譲れ」標識や工事現場などの一時的な停止
標識についても警告しません。さらに赤信号および一時
停止標識の警告機能は、赤信号や一時停止標識に接近し
ているときに、アクセルペダルやブレーキペダルを踏ん
でいる場合は警告を出しません（オートステアリングが
無効になります）。

ナビゲート オン オートパイロット
警告: オフランプでの適切な車線を決定する際は、ナビゲ
ート オン オートパイロットに依存しないでください。
常に注意を払い、目視チェックを行い、安全で適切な走
行車線を確実に選ぶように心がけてください。
警告: 「車線変更の確認をする」をオフにした場合、ナビ
ゲート オン オートパイロットは、近づく車線変更とオフ
ランプを知らせますが、常に周囲環境を監視して
Model X の制御を維持するのはドライバーの責任です。
突然、急に車線変更をしなければいけない可能性があり
ます。常にハンドルから手を離さず、前方の走行経路か
ら目を離さないでください。
警告: ナビゲート オン オートパイロットは、自律的な運
転を行うものではありません。ドライバーは、走行する
道路に注意を払い、常にハンドルを握った状態を維持し、
ナビゲーション ルートを認識し続けている必要がありま
す。
警告: 通常の運転と同様に、見通しの悪い曲がり角や高速
道路の入口、出口、またはインターチェンジでは、障害
物が突然現れる可能性がありますので特に注意を払って
ください。
警告: ナビゲート オン オートパイロットでは、近づいて
くる車両、静止した物体、バイクやカープールや緊急車
両などの専用の特別な車線を認識したり検出したりする
ことができない場合があります。常に警戒を怠らずに、
即座に対応できる準備をしておいてください 。そうしな
い場合は、損傷や重大な事故や死亡事故につながる恐れ
があります。

フルセルフドライビング（監視付き） 
（市街地でのオートステアリング）

警告: フルセルフドライビング（監視付き）（「市街地での
オートステアリング」とも呼ばれる）は Model X に自律
性を持たせるものではないこと、およびドライバーは十
分な注意力を持ち、常に即座に行動を起こす準備ができ
ている必要があることを忘れないでください。
警告: フルセルフドライビング（監視付き） はハンズフリ
ーの機能ではありません。常にハンドルの上に手を置
き、道路状況や周囲の交通状況に注意し、常にすぐに行
動できるように準備してください。これらの指示に従わ
ない場合、損傷、重傷、または死亡の原因となる可能性
があります。フルセルフドライビング（監視付き）の制
限事項および予測通りに作動しない状況をよく知ること
は、ドライバーの責任です。
警告: すべての警告および指示に従わないと、損害、重大
な怪我、または死亡事故につながる恐れがあります。
注意: フルセルフドライビング（監視付き） およびその関
連機能は意図された通りに動作しない場合があり、ドラ
イバーによる介入が必要となるいくつかの情況がありま
す。例を挙げます（ただし、これらに限定されるもので
はありません）：

• 歩行者、自転車、およびその他の道路使用者との遭
遇。

• 車両が高速に行き交う交差点での安全保護されてい
ない右左折。

• 複数車線での右左折。
• 同時の車線変更。
• 細い道路で対向車が向かってくる場合や、車両が二重

駐車している場合。
• トレーラー、ランプ、荷物、開いたドアなど通常車内

に収められている物が車両から突き出ている場合。
• 交通量が多く、高速で移動する車両が行き交う道路へ

の合流。
• 路上の障害物。
• 工事中のゾーン。
• 急カーブのある道路（特に走行速度が高い場合）。

フルセルフドライビング（監視付き）の利用には視界の
確保が重要です。照明が暗い場合や気象条件が悪い（雨、
雪、直射日光、霧など）場合、性能が著しく低下する可
能性があります。
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警告: Model X ドライバーの即座の介入を必要とする予
期せぬ挙動や誤りが突然発生する場合があります。
上述のリストは、フルセルフドライビング（監視付き）
の予期せぬ挙動につながるシナリオのごく一部を取り上
げたにすぎません。実際、Model X が障害物のないまっ
すぐ続く道路を進んでいるときに、突然道路からそれて
しまうといったこともありえます。できるだけ早めに対
応動作が必要であるか判断できるよう、警戒を怠らず常
に道路に注意を払ってください。これは先行リリースの
機能であって、特に注意して使用する必要があります。
注意: フルセルフドライビング（監視付き）の装備が拡張
されるのに伴い、Tesla は米国以外の国のお客様を対象に
した利用を段階的に可能にしていく予定です。それぞれ
の国においては、フルセルフドライビング（監視付き）
を時間をかけて適応させる必要のある独自のインフラ、
運転動作、および交通パターンがあるので、新たに対象
となった国でフルセルフドライビング（監視付き）を使
用するドライバーは特に注意を払う必要があります。い
つでも安全に運転を代われる準備ができている必要があ
ります。

オートパーキング
注意: オートパーキングのパフォーマンスは、車両が縁
石、物体およびその他の車両に接近している程度を、カ
メラおよびセンサー（装備されていれば）が判定する能
力によって左右されます。オートパーキングの使用前お
よび使用中は、以下の警告に注意してください。

• ボール ヒッチ、バイク ラック、トレーラーなどをけ
ん引ヒッチに取り付けている場合はオートパーキン
グを使用しないでください。他の車両の間や前方に
駐車する場合、オートパーキングがヒッチで停止しな
い可能性があります。

• 決してオートパーキングに任せきりにせず、合法的
で、適切で、安全な駐車スペースを 見つけてくださ
い。オートパーキングでは、常にパーキング スペース
の目標物を検出できるとは限りません。駐車スペー
スが適切かつ安全であることを、常に目で見て確認し
てください。

• Model X のオートパーキングが作動している時、ハン
ドルはオートパーキングによる調整に従って動きま
す。ステアリングホイールの動きを邪魔しないよう
にしてください。ハンドルの動きを妨げると、オート
パーキングがキャンセルされます。

• パーキング中は、常時周囲に目を配ってください。い
つでもブレーキをかけて車両や歩行者や物体を避け
られるようにしてください。

• オートパーキング作動中はタッチスクリーンに目を
配り、オートパーキングからの指示を認識できるよう
にしてください。

注意: 
オートパーキングは、特に以下の状況下では設計どおり
に動作しない可能性があります。

• 道路が傾斜している場合。オートパーキングは平ら
な道路のみで動作するよう設計されています。

• 視界が悪い場合 (激しい雨、雪、霧など)。
• 縁石が石以外のものでできている場合、または縁石が

検出できない場合。
• 目標とする駐車スペースが 、壁または柱に直接隣接し

ている場合（たとえば地下立体駐車場の駐車スペース
の列の終端など）。

• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）またはカメ
ラのいくつかが損傷を受けたり、汚れたり（泥、氷、
雪、車両のブラ、過剰なペンキ、またはラップ、ステ
ッカー、ゴムコーティングなど接着製品により）、遮
られたりした時。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低
温）が、センサー（装備されていれば）の動作を妨げ
ている場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の
電子機器の影響を受けている場合。

警告: 予期しない状況により、オートパーキングで
Model X を駐車できないことがあります。この点に留意
してください。結果的にオートパーキングでは Model X
を適切に駐車できない場合があります。Model X のパー
キング時には注意を怠らず、いつでもすぐに制御ができ
るようにしてください。

サモン
注意: サモンの性能は、物、人、動物、また他の車両への
車両の接近を把握するカメラおよびセンサー（装備され
ていれば）の性能によって決まります。サモンは、以下
の状況では設計どおりに動作しない可能性があります。

• 走行経路に傾斜・勾配がある場合。サモンは平坦な道
路（最大傾斜 10%）に限り、動作するように設計され
ています。

• 高くなっているコンクリート片を検出した場合。サ
モンでは、約 2.5 cm の差がある端部を越えて
Model X を動かしません。

• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）またはカメ
ラのいくつかが損傷を受けたり、汚れたり（泥、氷、
雪、車両のブラ、過剰なペンキ、またはラップ、ステ
ッカー、ゴムコーティングなど接着製品により）、遮
られたりした時。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低
温）が、センサーの動作を妨げている場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の
電子機器の影響を受けている場合。

• Model X は、けん引モードになっているか、アクセサ
リーが取り付けられています。
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警告: サモンの適当な動作を妨げる恐れのある状況は、上
記の一覧に限りません。Model X を常にコントロールで
きる状態でいることは、ドライバーの責任です。サモン
が Model X を動かしている時その動きに注意を払い、素
早く行動できるようにしてください。これを怠ると、重
大な損害や怪我、死亡事故につながる恐れがあります。
警告: Model X バンパーより低い位置にある物体、幅の非
常に狭い物体、または天井からぶら下がっている物体

（例、自転車など）などは検出できません。加えて、予期
せぬ事態が起きると、サモンの駐車スペース 内外へ移動
させる性能が低下する場合があり、そのために適切に
Model X を移動させないことがあります。このため、車
両の動きや周囲の状況を常に監視し、いつでもキーのい
ずれかのボタンを押して Model X を停止できるよう準備
して待機する必要があります。

スマート サモン
注意: スマート サモンは、ベータ版の機能です。継続して
車両とその周囲を監視し、いつでもすぐに対応できるよ
うにしてください。ドライバーには、スマート サモンを
責任をもって安全に、意図したとおりに使用する責任が
あります。
注意: スマート サモンは、周囲環境をよく知っていて予測
できる駐車場および私有地内の車道で使用することを目
的として設計されています。スマート サモンを公道で使
用しないでください。

注: Model X がバレーモード（バレーモード ページ 90 参照）の
場合、スマート サモンは無効になります。

注意: 
以下の状況では、スマート サモンが意図どおりに動作し
難くなります。

• 携帯電話の電波通信が弱いために GPS データが利用
できない時。

• 走行経路に傾斜・勾配がある場合。スマート サモンは
平坦な道路（最大傾斜 10%）でのみ動作するように設
計されています。

• 高くなっているコンクリート片を検出した場合。コ
ンクリートの角が高い場合、スマート サモンでは
Model X がその上を超えられない場合があります。

• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）またはカメ
ラのいくつかが損傷を受けたり、汚れたり（泥、氷、
雪、車両のブラ、過剰なペンキ、またはラップ、ステ
ッカー、ゴムコーティングなど接着製品により）、遮
られたりした時。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低
温）が、センサー（装備されていれば）やカメラの動
作を妨げている場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の
電子機器の影響を受けている場合。

• Model X は、けん引モードになっているか、アクセサ
リーが取り付けられています。

警告: スマート サモンの適した動作を妨げる恐れのある
状況は、上記一覧に限りません。Model X を常にコント
ロールできる状態でいることは、ドライバーの責任です。
スマート サモンをオンにして Model X を移動させてい
る時は常に細心の注意を払い、すぐに対応できるように
しておいてください 。これを怠ると、重大な損害や怪我、
死亡事故につながる恐れがあります。
警告: スマート サモンは、舗装道路でのみ使用してくださ
い。
警告: スマート サモンはすべての物体（特に縁石などの非
常に低い物体、または棚などの非常に高い物体）を検知
して停止するわけではなく、あらゆる交通状況に反応す
るというわけでもありません。スマート サモンは、交通
の進行方向を認識せず、他に車両が停まっていない駐車
場ではナビ走行を行いません。また、交差点での車の行
き来を予測することはできません。
警告: スマート サモンの使用時、お客様と Model X 間に
障害物がなく見渡せるようにし、いつでもモバイルアプ
リのボタンから指を放して車両を停止できるようにして
おいてください。
警告: ボタンから指を離して Model X を停止させる時、車
両の停止までわずかに遅れが出ます。そのため、常に車
両の走行経路に細心の注意を払い、前もって車両が検知
できない可能性のある障害物を予測することが重要で
す。
警告: 障害物の動きが予測できない環境でスマート サモ
ンを使用する時、厳重に注意してください。例:人、子供、
または動物がいる場所。
警告: スマート サモンはすべての物体（特に縁石などの非
常に低い物体、または棚などの非常に高い物体）を検知
して停止するわけではなく、すべての対向または縦断交
通状況に反応するわけでもありません。モバイルアプリ
上のボタンを放して、常に Model X を停止できるように
注意を払ってください。
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Model X 走行中の車線のマーカーおよび周囲に車両やその他の
障害物がないか監視します。

警告: それぞれのドライブを開始する前、またはオートパ
イロットの機能を使用する前に、すべてのカメラが汚れ
ていないこと、および障害物がないことを確認します（カ
メラのクリーニング ページ 211 を参照）。カメラやセンサ
ー（装備されていれば）の汚れは、周囲状況や消えかか
った車線マーキングなどの周囲条件と同様に、オートパ
イロットのパフォーマンスに影響をもたらします。カメ
ラが遮られている場合、または覆われている場合、
Model X のインストゥルメントクラスターにメッセージ
が表示され、オートパイロット機能が使用できなくなる
可能性があります。 
警告: レーンアシストは誘導のみを目的としており、運転
者の目視による確認の代わりになるものではありませ
ん。車線変更前には、必ずサイド ミラーを使用し、適切
な肩越しチェックを実行して、車線を変更しても安全で、
それが適切であるかを目で確認する必要があります。
警告: レーン アシストは、気付かないうちに走行レーンの
外側を運転している状態や、 自車のそばや死角に車両が
いるなどの状態を知らせてくれるものではありません。
レーン アシストのパフォーマンスを損なう外的な要因は
いくつかあります（制限事項および不正確性 ページ 153 を
参照）。警戒を怠らず、走行車線や他の車両に注意を払う
のはドライバーの責任です。これらを怠ると重大な事故
や死亡事故につながる恐れがあります。

ステアリング介入
レーンアシストは、Model X が隣の車線に入り込み（近づいて）
車両などの物体が検出された場合、操舵に介入します。このよ
うな状況では、Model X は自動的にハンドルを操作して、走行
車線内の安全な位置に移動します。このステアリングは、車線
区分線がよく見える主要道路を Model X が 30〜85 mph（48〜 
140 km/h）で移動しているときのみ作動します。自動的なハン
ドリングが実行されると、少しの間、インストゥルメント パネ
ルに警告メッセージが表示されます。

車線逸脱防止
車線逸脱防止機能は、Model X が走行車線から逸脱している、
または走行車線の端に接近した場合に警告するように設計され
ています。
車線逸脱防止機能は、車線区分線がはっきり見える道路を時速
40〜90 マイル (64〜145 km)で走行中にのみ作動します。「コン
トロール」 > 「オートパイロット」 > 「車線逸脱防止」をタッ
チし、以下のオプションのどちらかを選択すると車線逸脱警告
の動作を選択できます。

• オフ: 車線逸脱や隣接車線の車両との衝突が起こりそうな場
合も警告は発せられません。

• 警告: 前輪が車線区分線を越えると、ハンドルが振動します。
（フルセルフドライビング（監視付き）を装備している車両

の場合：前輪が車線区分線を越えると、ハンドルが振動しま
す。）

• アシスト: Model X が隣接車線に入り込むか、道路の端に接
近した場合、Model X を安全な位置に留めるため、ステアリ
ング修正が適用されます。

車線逸脱防止が有効で、トラフィックアウェア クルーズコント
ロールが機能している場合、該当するウィンカーがオフの場合
に Model X が走行車線を逸脱すると、レーンアシストが、ドラ
イバーの手がハンドルの上にあるかを確認します。ドライバー
の手が検知されなければ、インストゥルメント パネルには、オ
ートステアリングで運転するときに使用したものと同様の連続
警報が表示されます。手の検知に繰り返し失敗すると、Model X
は速度制限または設定クルージング速度から 15 マイル（25 
km/h）遅い速度まで徐々に減速し、ハザード ライトが点滅し始
めます。
注: 車線逸脱防止機能では、対応する方向指示器がオンになって
いて意図的な車線変更が示されていれば、車線を離れても警告
は発生せず、操舵の割り込み動作も発生しません。

警告: 車線逸脱防止機能は、安全に走行できるようにアシ
ストすることを目的としたものですが、必ず作動するも
のではありませんので、ドライバーは注意して車両を運
転する必要があります。
警告: 常に手はハンドルに置いて、慎重に運転してくださ
い。
警告: ステアリング介入は最小限しか行われず、Model X 
を走行車線外に移動させることはありません。側面衝突
を避けるためにステアリング介入に頼ることはしないで
ください。

緊急車線逸脱防止
緊急車線逸脱防止機能では、以下のような状況で衝突の危険性
を回避するため、ハンドルが自動的に切られます:

• Model X が車線を離れて（方向指示器のステータスとは無関
係に）、隣の車線で同じ方向に走行している車両と衝突しそ
うなとき。

• Model X が方向指示器がオフで車線を離れて対向車線に入
りそうになり、対向車が検知されたとき。
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• Model X が道路から逸脱しそうで、方向指示器がオフのとき
（道路端に非常に近寄り過ぎて、衝突する恐れがある場合な

ど）。
この機能をオン、オフするには、「コントロール」 > 「オートパ
イロット」 > 「緊急車線逸脱防止」をタッチします。
緊急車線逸脱防止がステアリングに適用されると、チャイムが
鳴り、インストゥルメント パネルには警告が表示されて車線区
分線が赤色で強調表示されます。
緊急車線逸脱防止機能は、Model X が車線区分線や縁石などで
区分がはっきりしている道路を 30〜90mph (48〜145km/h)で
走行中にのみ作動します。

警告: 緊急車線逸脱防止機能があるからといって、注意深
い運転や適切な判断が不要になるわけではありません。
運転時は道路を注視し、緊急車線逸脱防止機能で衝突が
回避できるとは思わないでください。運転パフォーマン
スを低下させ、損なう要因がいくつかあります。緊急車
線逸脱防止機能で衝突が回避できると考えてしまうと、
重傷事故や死亡事故につながるおそれがあります。

ブラインドスポット インジケータ
ブラインドスポット衝突警告チャイム
死角に他の車両があり衝突の危険が検知されたときにチャイム
がなるよう設定するには、「コントロール」 > 「安全」 > 「ブラ
インドスポット衝突警告チャイム」の順にタッチします。

警告: ブラインドスポット カメラが搭載されていても、車
線変更するときは周囲に注意を払い、肩ごしから後方確
認を必ず行ってください。
警告: ブラインドスポット衝突警告チャイムは、すべての
衝突を検出できるわけではありません。車線変更すると
きは、注意を怠らず、肩越しから後方確認を行うことは
ドライバーの責任です。

制限事項および不正確性
レーン アシスト機能は、必ずしも常に車線区分線を検出できる
わけではなく、以下の場合、不必要な警告または不正警告が発
生することがあります。

• 視界が悪く、車線区分線がはっきり見えない場合（豪雨、降
雪、濃霧など）。

• 明るい光（対向車のヘッドライトや直射日光）がカメラの視
野を妨げている。

• Model X の前の車両がカメラの視野を妨げている。
• フロント ガラスのカメラの視野に入る部分が覆われている
（くもり、汚れ、ステッカーが貼られているなど）。

• 車線区分線が摩耗しすぎている、以前の車線区分線が見え
る、または道路工事のために変更されている、または（車線
が分岐、交差、合流しているなど）急激に変化している場
合。

• 道路がせまく、曲がりくねっている場合。
• 車線区分線上に影を落とすような物体や景観物がある場合。

以下の場合、レーンアシストが警告を出さなかったり、誤った
警告を出したりすることがあります。

• 1 つ以上のセンサー（装備されている場合）またはカメラが
損傷を受けたり、汚れたり（泥、氷、雪、車両のブラ、過剰
なペンキ、またはラップ、ステッカー、ゴムコーティングな
ど接着製品により）、遮られたりしている場合。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低温）が、
センサーの動作を妨げている場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の電子機
器の影響を受けている場合。

• Model X に取り付けられている物体（バイクラックやバンパ
ーステッカーなど）がセンサーに干渉していたり、センサー
を遮っている場合。

さらに、以下の状況では、 レーンアシストは Model X を隣の車
両から離れるようにステアリング操作しなかったり、不要また
は不適切なステアリング制御をする場合があります。

• Model X が急カーブを走行中か、比較的高速でカーブを曲が
っている。

• 明るい光（対向車のヘッドライトや直射日光）がカメラの視
野を妨げている。

• 隣のレーンにふらついたが、物体（車両など）が存在しな
い。

• 隣のレーンにいる車両が前に割り込むかあるいは自分の車
線にふらついてきた。

• Model X レーン アシスト機能が動作する設計上の速度範囲
内で走行していない。

• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）が損傷を受けた
り、汚れたり（泥、氷、雪、車両のブラ、過剰なペンキ、ま
たはラップ、ステッカー、ゴムコーティングなど接着製品に
より）、遮られたりした時。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低温）が、
センサーの動作を妨げている場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の電子機
器の影響を受けている場合。

• Model X に取り付けられている物（自転車ラックやバンパー
ステッカーなど）がセンサーに干渉していたり、センサーを
遮っている場合。

• 視界が悪く、車線区分線がはっきり見えない場合（豪雨、降
雪、濃霧など）。

• 車線区分線が摩耗しすぎている、以前の車線区分線が見え
る、または道路工事のために変更されている、または（車線
が分岐、交差、合流しているなど）急激に変化している場
合。

注意: トラック モードがオンの場合、ドライビングアシス
ト機能は自動的に無効になります。どのような場合にも

（サーキット走行時を含みます）、安全運転と車両の制御
維持はドライバーの責任です。トラック モードをオフに
すると、ドライビングアシスト機能が自動的に再有効化
されます。
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警告: 上記のリストは、レーン アシスト機能を妨げるすべ
ての状況を表しているわけではありません。レーン アシ
スト機能が想定どおり機能しない理由はさまざまです。
衝突を回避するために、万が一の場合にできるだけ早く
反応できるよう走行する道路に注意を払ってください。
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以下の衝突回避機能は乗員の安全性を高めることを目的とする
ものです。

• 正面衝突警告は、Model X が正面衝突の危険が高い状況を検
出した場合、視覚、聴覚、による警告を発します（正面衝突
警告 ページ 155 を参照）。

• 自動緊急ブレーキは、正面衝突の衝撃を緩和するために自動
的にブレーキをかけます（自動緊急ブレーキ ページ 155 を
参照）。

• 障害物検知走行モード - Model X　がその直進経路内に物体
を検出した場合に加速を減少させます (障害物検知走行モー
ド ページ 156　を参照)。

注意: それぞれのドライブを開始する前、またはオートパ
イロットの機能を使用する前に、すべてのカメラが汚れ
ていないこと、および障害物がないことを確認します（カ
メラのクリーニング ページ 211 を参照）。カメラやセン
サー（装備されていれば）の汚れは、周囲状況や消えか
かった車線マーキングなどの周囲条件と同様に、オート
パイロットのパフォーマンスに影響をもたらします。カ
メラが遮られている場合、または覆われている場合、
Model X のインストゥルメントクラスターにメッセージ
が表示され、オートパイロット機能が使用できなくなる
可能性があります。 
警告: 正面衝突警告は運転補助の目的のみに作られてお
り、注意深い運転や適切な判断に代わるものではありま
せん。走行中は常に道路に注意を払い、正面衝突警告に
頼らずに衝突を回避するように心がけてください。性能
はさまざまな要因によって低下するか妨げられ、不必要
または不正確な警告を行う、あるいは警告を行わない可
能性があります 。衝突危険性の探知を正面衝突警告のみ
に頼ることで、重大な事故や死亡事故が発生する恐れが
あります。
警告: 自動緊急ブレーキは、衝突を完全に防止するように
設計されたものではありません。状況によっては、走行
速度を落とすことにより衝突の衝撃を最小限にくいとめ
ることができます。衝突回避を自動緊急ブレーキに任せ
きりにすると、重大な事故や死亡事故につながるおそれ
があります。
警告: 障害物検知走行モードは、衝突を防止するように設
計されたものではありません。状況によって、衝突時の
衝撃を最小限に抑えるよう働きます。衝突回避を障害物
検知走行モードに任せきりにすると、重大な事故や死亡
事故につながるおそれがあります。

正面衝突警告
Model X 前方に、車両、オートバイ、自転車または歩行者とい
った障害物が存在しているかを監視します。ドライバーがすば
やい是正行動をとらない限り、衝突すると思われる場合、正面
衝突警告によってチャイムが鳴り、インストゥルメントパネル
に前方の車両が赤色で強調表示されます。これが表示された
ら、直ちに是正措置を取ってください。

視覚および聴覚による警告は衝突の危険性が低くなったときに
自動的に停止します（例えば Model X を減速または停止させた
場合や、車両前方の物体が走行経路から外れた場合など）。
Model X が正面衝突警告を出したとき、衝突を回避する操作が
即座に行われずに衝突の可能性が非常に高くなった場合は、自
動緊急ブレーキ（有効になっている場合）がかかる場合があり
ます（自動緊急ブレーキ ページ 155 を参照）。
初期設定では正面衝突警告はオンになっています。オフにす
る、または感度を調整するには、「コントロール」 > 「オートパ
イロット」 > 「正面衝突警告」の順にタッチします。標準設定
の「中間」のほか、警告を「OFF」、「遅め」または 「早め」に
設定することができます。
注: 選択した設定は、手動で変更されるまで維持されます。

警告: 正面衝突警告に関係するカメラやセンサー（装備さ
れていれば）は、走行ルート上およそ 525 フィート（160
m）の範囲を監視するよう設計されています。正面衝突
警告システムは道路や気象条件によって悪影響を受ける
場合があります。運転時には適切な注意を払ってくださ
い。
警告: 正面衝突警告は視覚的および音声的な警告を行う
ためだけに設計されています。ブレーキを作動させた
り、Model X を減速させるものではありません。警告の
表示や音声通知があった場合は、ただちに是正措置をと
るのはドライバーの責任です。
警告: 正面衝突警告システムは、衝突の危険性がないにも
関わらず誤って警告することがあります。常に警戒を怠
らず、Model X の前方に注意を払い、何らかのアクショ
ンの必要がないか予測してください。

正面衝突警告は、3 mph（5 km/h）〜124 mph（200 km/h）で
運転している場合にのみ作動します。

警告: 正面衝突警告は、ドライバーがすでにブレーキを踏
んでいる時警告を出しません。

自動緊急ブレーキ
Model X 検出した物体までの距離を判定するように設計されて
います。自動緊急ブレーキは、衝突が不可避と見なされたとき
にブレーキをかけ、減速して衝突の衝撃を和らげるように設計
されています。減速の程度は、巡航速度や環境など多数の要因
に左右されます。
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自動緊急ブレーキがかかると、インストゥルメントパネルに警
告が表示され、チャイムが鳴ります。ブレーキ ペダルが急に押
し下げられることにも気がつくでしょう。ブレーキ ライトも
点灯し、他の道路ユーザーに減速中であることを知らせます。

緊急ブレーキが作動中です

自動緊急ブレーキは、時速 5 km（3 mph）と時速 200 km（124
mph）の間で運転している場合にのみ作動します。
自動緊急ブレーキは以下の状況ではブレーキをかけない場合
や、作動させていたブレーキを解除する場合があります。

• ハンドルを急に回転させた場合。
• 自動緊急ブレーキがブレーキをかけている間、ブレーキ ペ

ダルを踏んで放した場合。
• 自動緊急ブレーキがブレーキを作動させている際に運転手

が加速した場合。
• 車両の前方または後方に、車両、オートバイ、自転車、およ

び歩行者が検出されなくなった場合。
自動緊急ブレーキは、Model X を始動すると常に有効になりま
す。現在の運転でこれを一時的に無効にするときは、「コントロ
ール」 > 「オートパイロット」 > 「自動緊急ブレーキ」の順に
タッチします。
注: 自動緊急ブレーキは、正面衝突および後進時の衝突の衝撃を
緩和するように設計されていますが、リバースにシフトしてい
るときは機能に制限があります。

警告: 自動緊急ブレーキは無効にしないことを強く推奨
します。無効にすると、Model X は衝突不可避と見られ
る状況でも自動的にブレーキをかけません。
警告: 自動緊急ブレーキは衝撃を緩和するように設計さ
れています。衝突を回避するようには設計されていませ
ん。
警告: 車両の一部が走行経路内にあるときや道路の破損
があるときなど、自動緊急ブレーキの性能に影響を及ぼ
すいくつかの要因により、制動しない場合や、不適切ま
たはタイミングの悪いブレーキをかける場合がありま
す。どのような場合にも、安全運転と車両の制御維持は
ドライバーの責任です。決して自動緊急ブレーキに頼っ
て衝突の衝撃を回避または緩和しようとしないでくださ
い。
警告: 自動緊急ブレーキは、前方の車両との安全な車間距
離を維持する代わりになるものではありません。
警告: 自動ブレーキが作動すると、ブレーキ ペダルが急に
下がります。ブレーキ ペダルは常に自由に動くようにし
ておいてください。運転席フロアマット（追加のマット
も含む）の下にも上にも物を置かないようにして、常に
運転席のフロアマットは正しく固定されているようにし
てください。これを怠ると、ブレーキ ペダルの自由な動
きが妨げられることがあります。

リア クロス トラフィックアラート
Model X がリバースにシフトしていて、タッチスクリーンには
リア ビュー カメラの送信画像が表示されている場合、ある物体

（他の車両または歩行者）が Model X の後方を横切ろうとしてい
ることを Model X が検知すると、赤色の縦棒が表示されます。
例えば、駐車スペースから 後進で出ようとしているときに、他
の車両がドライバーの左側から接近している場合、カメラ表示
の左側に赤色の棒が表示されます。Model X の両側から複数の
物体が接近している場合、カメラ画像の両側に赤色の棒が表示
されます。
Model X が後進しているときに、これを横切る交通が検出され
ると、衝突を回避しようとして、自動緊急ブレーキまたは障害
物検知走行モードによってブレーキが作動することがありま
す。自動緊急ブレーキまたは障害物検知走行モードに頼って、
衝突を回避しようとしないでください。詳細については、自動
緊急ブレーキ ページ 155 と障害物検知走行モード ページ 156
を参照してください。

警告: 車両の周囲に物体や人間が存在しないことを、リア 
クロス トラフィックアラートの通知に頼って確認しない
でください。このカメラは、損害や障害の原因となるお
それのある物体や障壁を、特にそれらが地上から極めて
低い場合に、検出できない可能性があります。また、カ
メラの検出能力はレンズの汚れや視界の遮断など、いく
つかの外的要因によって低下することがあります。必ず
ご自分の目で確認してください。バックするときは、後
ろを振り返り、すべてのミラーを使用するようにし、カ
メラは補助としてご利用ください。リア クロス トラフ
ィックアラートは目視確認の代わりとなるものではな
く、また安全運転を不要にするものでもありません。

障害物検知走行モード
障害物検知走行モードは、Model X が走行経路に物体を検出す
ると、モーターのトルクを下げることによって、衝突の衝撃を
緩和するように設計されています。ブレーキが自動適用される
と、インストゥルメントパネルに、警告が表示され、チャイム
音が鳴動します。例えば、Model X がドライブにシフトされた
状態で閉じたガレージドアの前で駐車しているときに、アクセ
ルペダルが強く踏まれたことを検出します。Model X は加速し
てガレージドアに衝突してしまいますが、トルクを下げたため
損傷が軽減されることが期待できます。
障害物検知走行モードは、以下の条件が同時にすべて満たされ
ると作動します:

• ドライブまたはリバースにシフトされている。
• Model X 停止しているか、または 10 mph（16 km/h）未満

で走行している。
• Model X 進路方向にある直近の物体を検出している。

障害物検知走行モードを無効にするには、「コントロール」 > 
「オートパイロット」 > 「自動緊急ブレーキ」の順にタッチしま

す。
警告: 障害物検知走行モードは衝撃を緩和するように設
計されています。衝突を回避するようには設計されてい
ません。

衝突回避アシスト
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警告: 障害物検知走行モードはあらゆる状況でトルクを
制限するものではありません（例: 駐車スペースへの 小回
り旋回を実施している場合）。環境条件、障害物からの距
離、およびドライバーの反応などの要因により、障害物
検知走行モードは動作が制限、遅延、または抑制される
場合があります。
警告: 障害物検知走行モードを利用して加速を制御した
り、重大な衝突の回避を試みるなど、障害物検知走行モ
ードを試さないでください。これを行うと、重大な損害
やけが、死亡事故につながる恐れがあります。
警告: いくつか要因が障害物検知走行モードの性能に影
響して、モーター トルクの不適切な、またはタイミング
のずれた減少が生じたり、あるいは意図しないブレーキ
効果が生じたりすることがあります。どのような場合に
も、安全運転と Model X のコントロール維持はドライバ
ーの責任です。

制限事項および不正確性
衝突回避機能はすべての物体、車両、自転車または歩行者を確
実に検知できるものではなく、特に以下の場合を含むさまざま
な理由から不必要、不正確な警告あるいは見逃しが起こる場合
があります。

• 道が鋭くカーブしている場合。
• 視界が悪い場合 (激しい雨、雪、霧など)。
• 明るい光（対向車のヘッドライトや直射日光）がカメラの視

野を妨げている。
• カメラまたはセンサーがさえぎられている（汚れている、覆

われている、曇っている、ステッカーなどでふさがれてい
る）。

• 1 つ以上のセンサー（装備されていれば）が損傷を受けた
り、汚れたり（泥、氷、雪、車両のブラ、過剰なペンキ、ま
たはラップ、ステッカー、ゴムコーティングなど接着製品に
より）、遮られたりした時。

• 気象条件（豪雨、降雪、霧、または極端な高温や低温）が、
センサーの動作を妨げている場合。

• センサー（装備されていれば）が超音波を発する他の電子機
器の影響を受けている場合。

注意: 衝突回避アシスト機能が故障した場合は、Model X 
に警告が表示されます。Tesla サービスにお問い合わせ
ください。
注意: トラック モードがオンの場合、ドライビングアシス
ト機能は自動的に無効になります。どのような場合にも

（サーキット走行時を含みます）、安全運転と車両の制御
維持はドライバーの責任です。トラック モードをオフに
すると、ドライビングアシスト機能が自動的に再有効化
されます。
警告: 前述の制限事項は衝突回避アシスト機能の正常な
動作を妨げる可能性のある状況をすべて網羅したもので
はありません。これらの機能はその他の多くの理由でも
当初の機能を発揮しない場合があります。ドライバー
は、衝突を回避するために常に周囲に注意を払い、素早
く回避行動が取れるようにする責任があります。

衝突回避アシスト
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スピードアシストの動作原理
Model X インストゥルメントパネル上に制限速度が表示され、
走行速度が制限速度を超えたときの警告の有無、警告方法を選
択することができます。また、速度制限のアイコンの周りに青
色の輪郭が表示された場合、速度制限を超えていることを知ら
せています。
検出された速度制限を利用せずに、手動で入力する任意の速度
制限をもとに警告を出すこともできます。

Model X が速度制限を判断できない状況、またはスピード アシ
ストが不確実で取得された速度制限が正確であった場合、イン
ストゥルメントパネルに速度制限標識が表示されず、警告がで
ないことがあります。
注: 速度制限警告は 10 秒後または Model X が速度制限未満に
減速すると解除されます。

警告: 適切な速度制限または運転速度を判断するために
スピードアシストに頼らないでください。常に交通と道
路の状況に基づいて安全な速度で運転してください。

スピードアシストの制御
制限速度警告を調整するには、「コントロール」 > 「オートパイ
ロット」 > 「制限速度警告」の順にタッチして、以下のいずれ
かのオプションを選択します。

• オフ - 速度制限警告は表示されず、警告チャイムが鳴りませ
ん。

• 表示 - インストルメント パネルに速度制限標識が表示され、
設定した制限を超えると標識のサイズが徐々に大きくなり
ます。

• チャイム - 速度制限を超えたら、視覚的な表示に加えて、チ
ャイムを鳴らします。

速度制限をどのように決めるかを指定することもできます。
• 相対 - 速度制限に指定したオフセット分だけ超えた時に警

告を出したい場合は、速度制限のオフセット値（+または-）
を設定することができます。たとえば、速度制限を 時速 10 
km（10 マイル）超えるときだけ警告を出したい場合、オフ
セット値を時速 10 km（10 マイル） 上げます。
注: 制限速度からのオフセットは、インストゥルメントパネ
ル の灰色の速度アイコンに表示される数値にも影響を及ぼ
します。

• 絶対 - 20 mph から 140 mph（時速 30 km から 240 km） の
間で速度制限を手動で指定します。

注: スピードアシストが必ずしも正確というわけではありませ
ん。道路の位置を誤って計算し、スピード アシストが速度制限
の異なる直接隣接した道路の速度を表示する状況が発生する可
能性があります。たとえば、Model X が高速道路または有料道
路などアクセスが制限された道路を走行しているとスピードア
シストが判断しても、実際には近くの一般道路を走っているこ
とや、その逆となる場合があり得ます。
注: 選択した設定は、手動で変更されるまで維持されます。

制限事項および不正確性
スピードアシストは完全に機能しないことがあり、以下のよう
な場合に不正確な情報を提示することがあります。

• 視界が悪く、速度制限標識がはっきり見えない (豪雨、降雪、
霧など)。

• 明るい光（対向車のヘッドライトや直射日光）がカメラの視
野を妨げている。

• Model X 走行中前方車両に近づきすぎて、 カメラの視界がさ
えぎられている。

• フロント ガラスのカメラの視野に入る部分が覆われている
（くもり、汚れ、ステッカーが貼られているなど）。

• 速度制限標識が何かで隠れている。
• 地図データベースに保存されている速度制限が不正確であ

るか、古い情報である場合。
• Model X が GPS や地図データが利用できない場所や、速度

制限標識が検出できない領域を走行している場合。
• デジタル式や一時的な速度制限標識といった、標準認識可能

な様式に準拠していない交通標識である。
• 道路や速度制限が最近変わった。

スピードアシスト
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警告: 前記のリストはオートパイロットコンポーネント
の正常な動作を妨げる可能性のある状況をすべて網羅し
たものではありません。スピードアシスト警報が正しい
警報を発することができなくなる理由は他にも数多くあ
ります。
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セキュリティ システムについて
Model X が近くにキーがあることを検出していない状態でドア
やトランクのロックが解除されると、アラーム音が鳴ります。
ヘッドライトと方向指示器のランプが点滅します。アラームを
解除するには、キー フォブのボタンを押します。
アラーム システムを手動でオン/オフするには、「コントロール」
> 「安全」 > 「セキュリティ アラーム」の順にタッチします。
ON に設定すると、Model X から離れ、認識されたキーが車内ま
たはその近くで検出されなくなってから 1 分経つとアラームが
作動し、ドアがロックされます。
ロックされたドアやトランクが開かれたときに Model X が近く
にキーを検知できない状況においては、バッテリーでバックア
ップされたサイレン（装備されている場合）が鳴動します。車
両がキャビン内で動きを検知した時にこのサイレンが鳴るよう
に設定したい場合は、「チルト/侵入」 を有効にします(チルト/
侵入（装備されている場合） ページ 160 を参照)。
注: Model X がセントリーモードの場合（セントリーモードの使
い方（USB フラッシュ ドライブあり） ページ 164 を参照）、「セ
キュリティアラーム」設定は使用できません。

チルト/侵入（装備されている場合）
構成、販売地域、または製造日により、この機能が車両に装備されていない場合があります。

「セキュリティ アラーム」を有効にするには、「傾き/侵入検知」
をオンにしなければなりません。

「傾き/侵入」設定がオンになっていると、Model X がキャビン
内の動きを検出したり、車両が動かされたり傾けられたりした
場合（けん引やジャッキアップにより）にサイレンが鳴ります。
有効にするには、「コントロール」 > 「安全」 > 「チルト/侵入」
の順にタッチします。
車両を離れた後に空調システムが作動している場合、侵入セン
サーは自動的に無効になります（を参照）。これを有効のままに
するには、「エアコンをオンのままにする」、「ドッグ モード」、
または「キャンプモード」を選択した後に手動で侵入センサー
を ON にします。
チルト/侵入センサーは、各走行サイクルの開始時に自動的に再
度有効になります。
注: キャビン過熱保護を使用するには、チルト/侵入アラームを
オフにする必要があります（キャビン過熱保護 ページ 172 を参
照）。
注: ロックした後、車内に何か動くものを残さなければならない
場合、チルト/侵入は必ずオフにしてください。この設定がオン
の場合、Model X 内部で動きが検知された場合､侵入アラームが
鳴動します。
注: Model X がセントリーモードの場合（セントリーモードの使
い方（USB フラッシュ ドライブあり） ページ 164 を参照）、「チ
ルト/侵入」設定は使用できません。

改良型盗難防止機能にアップグレード
（装備されている場合）

お客様の車両に改良型盗難防止アップグレードが装備されてい
る場合は、Model X 近くにキーが検知されていない状態で、ロ
ックされているドアやトランクが開かれるとホーンが鳴動しま
す。「チルト/侵入」がオンになっていると、Model X が車内の
動きを検出したり、（けん引やジャッキアップにより）車両が動
かされたり傾けられたりした場合にもホーンが鳴ります。チル
ト/検知システムを ON/OFF するには、「コントロール」 > 「安
全」 > 「チルト/侵入」の順にタッチします。

ドライブ用 PIN
セキュリティ強化のため、4 桁の PIN（個人識別番号）を入力す
るまでは Model X を運転することができません。この設定をオ
ンにするには、「コントロール」 > 「安全」 > 「ドライブ用
PIN」の順にタッチして、画面の指示に従ってドライブ用 PIN
を作成してください。
有効にすると、運転する前だけではなく、初めてバレーモード
をオンにするときにも、 4 桁のドライブ用 PIN が必要となるた
め、バレーモードを開始、終了するための 4 桁の暗証番号を作
成します。バレーモードを開始すると、ドライブ用 PIN を入力
せずにバレー係の人が Model X を運転できるようになります。
バレーモードがオンになっているときは常にドライブ用 PIN
設定はオフとなります。
ドライブ用 PIN を忘れた場合は、リンクをタッチして「ドライ
ブ用 PIN」ポップアップに Tesla ログイン認証情報を入力し、
タッチスクリーンの指示に従います。
注: まず発生しませんが、万一タッチスクリーンが反応しなくな
ると、PIN を入力することができなくなります。この場合は、
まずタッチスクリーンの再起動を試みてください（タッチスク
リーンまたはインストゥルメントパネルの再起動 ページ 8 を
参照）。タッチスクリーンが反応しない場合でも、ドライブ用 
PIN をバイパスして Tesla モバイル アプリからキーレスドライ
ブを有効にすることができます。

グローブボックス PIN
4 桁の PIN（ドライブ用 PIN と無関係）を使用してグローブボ
ックス内の物を保護します。有効にするには、「コントロール」
> 「安全」 > 「グローブボックス PIN」の順にタッチして、タ
ッチスクリーンの指示に従います。有効にすると、グローブボ
ックスを開くための PIN の入力を求めるプロンプトが表示され
ます。このセキュリティ保護を削除するには、トグルを選択し
て無効にしてから、PIN を入力します。
グローブボックス PIN を忘れた場合は、Tesla ログイン認証情
報を入力してグローブボックスの PIN をいったんリセットし、
タッチスクリーンの指示に従います。
注: グローブボックス PIN を使用すると、Model X がバレーモー
ドのときでもグローブボックスを開けることができます。

安全とセキュリティ設定
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速度制限モード
速度制限モードでは、加速や最大走行速度を 50〜120 mph（80
〜193 km/h）の範囲内の所定の値で制限できます。この速度制
限モードを初めて使用する際は、オンオフを切り替えるときに
使用する 4 桁の PIN を設定する必要があります。有効な場合に
車速が最大速度の約 3 mph（5 km/h）以内に近づくと、チャイ
ムが鳴り、インストゥルメント クラスターにメッセージが表示
され、Model X がモバイル アプリに通知を送信します。また「セ
キュリティ」 > 「速度制限モード」の順にタッチして Tesla モ
バイル アプリから有効にすることもできます。速度制限モー
ドの有効化:
1. Model X がパーキングに入っていることを確認してくださ

い。
2. タッチスクリーンで「コントロール」 > 「安全」 > 「速度制

限モード」の順にタッチします。
3. 最大走行速度を設定します。
4. スライダーをオンの位置までドラッグします。
5. 速度制限モードをオンオフを切り替えるには、4 桁の PIN を

入力します。
注: PIN を忘れてしまった場合、Tesla アカウントのログイン
認証情報を入力して速度制限モードを無効にすることがで
きます。

注: 速度制限モードが有効になっている場合、加速設定は自動的
に「チル」になります。

警告: 下り坂では走行速度が上昇し、Model X の速度が選
択した最大速度を超えてしまうことがあります。
警告: 速度制限モードは、ドライバーの正しい状況判断、
日々の鍛錬、制限速度および運転状態の注視にとってか
わるものではありません。どの速度でも事故は発生しま
す。安全に運転することはドライバーの責任です。

ブラウザのデータをクリア
「コントロール」 > 「サービス」 > 「ブラウザのデータのクリ

ア」の順に進むと、（コンピュータやスマートフォンで行う場合
と同様の方法で）車両のブラウザのデータをクリアできます。
これは、設定や他のドライバーがした検索を消去するといった、
多くの状況で役立ちます。
都合に応じて、タッチスクリーン ポップアップのボックスをオ
ンにして、ブックマークや履歴を除外します。

安全とセキュリティ設定
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注: 販売地域、車両構成、購入したオプション、ソフトウェア バ
ージョンによっては 、車両にダッシュカムが装備されていない
場合や、その機能が記述通りには作動しない場合があります。
カメラの使用に関しては、ドライバーの単独の責任において、
すべての地域の規則および財産権の制限を確認して、それらを
遵守する必要があります。
走行中、ダッシュカムは車両の周囲の動画を撮影しています。
他の車両の外部ダッシュカムに対するのと同様にして、ダッシ
ュカムを使用して走行中のインシデントやその他の注目される
イベントを記録します。
ダッシュカム アイコンはアプリ ランチャーにあります。アク
セスを容易にするためにダッシュカム アプリを下部バーに追
加することができます（マイ アプリをカスタマイズ ページ 7 を
参照）。Model X がパーキングにシフトされているときに、ダッ
シュカム アイコンをタッチするとビューアが立ち上がります

（録画映像を見る ページ 166 を参照）。

プライバシーを守るため、録画はフォーマットされた USB フラ
ッシュ ドライブの車載メモリーにローカルに保存されます。
記録が Tesla に送信されることはありません。 Model X ダッシ
ュカムが「オフ」のときは、録画は実行されません。

ダッシュカムの使用方法
1. USB フラッシュ ドライブをフォーマットします。ダッシュ

カムで映像を保存し検索するには、正しくフォーマットされ
た USB ドライブを車両の USB ポートに挿入する必要があ
ります。およそ 2020 年以降に製造された車両の場合、グロ
ーブボックスにフォーマット済みの USB ドライブが装備さ
れています。必要な場合にフラッシュ ドライブをフォーマ
ットするには次に示す 2 つの方法があります。
◦ Model X を使用してフラッシュ ドライブをフォーマット

します。フラッシュ ドライブを USB ポートに挿入し、
「コントロール」 > 「安全」 > 「USB ドライブをフォー

マット」の順に移動します。
◦ コンピューター上でフラッシュ ドライブをフォーマッ

トします。詳細情報については、ビデオ録画のための
USB ドライブの要件 ページ 166 を参照してください。

2. USB フラッシュドライブを車両の USB ポート（できればグ
ローブボックスの USB ポート（装備されていれば））に挿入
します。

3. 「コントロール」 > 「安全」 > 「ダッシュカム」の順にタッ
チしてダッシュカムを有効にします。ダッシュカムを使用
して、映像の保存方法および保存タイミングを選択すること
ができます。次から選択できます。
◦ オート: Model X が衝突やエアバッグの展開といった安

全重要イベントを検知すると、ダッシュカムは USB ドラ
イブに録画を自動保存します。「オート」を選択している
場合、検知はばらつく可能性があり、車両の電力、スリ
ープおよびオートパイロットの状態に影響されます。

注: ダッシュカムが安全上の重大な状況を自動保存する
かしないかは、いくつかの要因によって決まります（力
のかかり具合、エアバッグが作動したかなど）。安全上の
重大な状況がすべてダッシュカムにより 自動録画される
ことを期待しないでください。

◦ マニュアル: 最新 10 分間の映像を USB フラッシュ ドラ
イブに保存するにはダッシュカム アイコンをタッチす
る必要があります。

◦ クラクション: ホーンを押すと、ダッシュカムは最新 10
分間の映像を保存します。この機能は「オート」または

「マニュアル」と同時に有効化することができます。
4. 有効にしている場合、ダッシュカム アイコンは映像が保存

されていることを示します。

アイコンが変化してダッシュカムの状態を示します。
録画しています: ダッシュカムは録画中です。
ビデオクリップを保存するには、このアイコ
ンにタッチします。録画を一時停止するに
は、このアイコンを長押しします。
利用可能: ダッシュカムは利用可能ですが、ア
クティブな録画中ではありません。ダッシュ
カム アイコンにタッチすると映像の録画を
開始します。
一時停止: ダッシュカムは一時停止していま
す。録画を再開するには、このアイコンにタ
ッチします。ビデオクリップを消去してしま
わないようにするには、ダッシュカムを一時
停止してから、フラッシュ ドライブを取り出
すようにしてください。
ビジー: ダッシュカムは映像の読み込み、保存
または上書きをしています。ダッシュカムが
ビジー状態の場合、映像はキャプチャしたり
録画されたりしていません。

保存済み: 映像が保存されました。

5. 希望する映像を保存すると、そのクリップをタッチスクリー
ンまたはコンピューターで表示することができます。
◦ タッチスクリーン: Model X がパーキングにシフトして

いることを確認し、アプリ ランチャーのダッシュカム ア
イコンをタッチします。動画はタイムスタンプの順序で
並んでいます。詳細情報については、録画映像を見る ペ
ージ 166 を参照してください。

◦ コンピューター: USB フラッシュ ドライブをコンピュー
ターに挿入し、TeslaCam フォルダーに移動します。動
画はタイムスタンプの順序で並んでいます。詳細情報に
ついては、録画映像を見る ページ 166 を参照してくださ
い。

ダッシュカム
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6. ダッシュカムをオフにするには「コントロール」 > 「安全」
> 「ダッシュカム」 > 「オフ」の順に移動します。「オート」

「マニュアル」または「ホーン使用時」に設定している場合、
運転する度にダッシュカムは自動的に有効になります（ただ
し設定によってはアクティブに 画像を保存しない場合があ
ります）。

ダッシュカム
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注: 販売地域、車両構成、購入オプション、ソフトウェア バー
ジョンによっては、車両にセントリーモードがない場合があり
ますまたは機能が説明通りに作動しない可能性があります。カ
メラの使用に関しては、ドライバーの単独の責任において、す
べての地域の規則および財産権の制限を確認して、それらを遵
守する必要があります。
有効な場合、Model X をロックしてパーキングにシフトしてい
るときに車両のカメラやセンサー（装備されていれば）の電源
がオンのままになり、不審な行動があればそれを記録できるよ
うになります。セントリーモードは、近くに潜在的脅威を検知
したときにアラートを発する、インテリジェントな車両セキュ
リティ システムであるとお考えください。
脅威が検知された場合、またはけん引されたり揺さぶられたり
したときのような、ぎくしゃくした動きが多いと車両のセンサ
ーが判断した場合、セントリーモードは次の動作を行います。

• ヘッドライトを点滅させます。
• アラームを鳴らします。
• カメラが録画中であることを示すメッセージをタッチスク

リーンに表示して、車外にいる人に知らせます。
• モバイル アプリでお客様にアラームの作動を知らせます。
• イベントの映像を USB ドライブ（取り付けられている場合）

に保存します。
セントリーモードはデフォルトでは無効になっています音声コ
マンドや Tesla モバイル アプリを使用して、セントリーモード
を簡単に有効化または無効化することができます。音声コマン
ドを使用してセントリーモードを有効にするには、「Tesla を安
全に」、「自分の車の安全に」、「セントリー オン」、または「セ
ントリーを有効にする」などと発話します（音声コマンド ペー
ジ 17 を参照）。
セントリーモードを使用するには、少なくともバッテリー残量
が 20%以上必要です。バッテリー残量が 20%よりも低くなっ
た場合、セントリーモードは無効となりモバイルアプリより通
知されます。セントリーモードを有効にすると､バッテリー消
費が増加します。
注: セントリモードが有効になっている場合、セキュリティアラ
ーム設定（「コントロール」 > 「安全」 > 「セキュリティアラー
ム」）は使用できません。

注意: セントリーモードを有効にしたからといって、潜在
的なあらゆるセキュリティ上の脅威から Model X を保護
できるわけではありません。セントリーモードは多くの
要因を利用してセキュリティ アラームを発動させるかを
判断します。すべての影響因子が検出されるわけではな
い可能性がありますし、あらゆる状況でアラームが発動
するわけではない可能性があります。セントリーモード
は車両を脅威から保護するのに役立ちますが、すべての
攻撃を防げるわけではありません。

注: セントリーモードは、アラームがトリガーされたとき、誰か
がドアやトランクを開けようとしたとき、または車両が突然の
ぎくしゃくした動きを検知したときに限って、モバイル アプリ
に通知を送信します。セントリーモードがそのイベントを明確
な脅威とみなさない場合、車両は映像を記録しますが、アラー
ムはトリガーされません。

セントリーモードの使い方（USB フラッ
シュ ドライブあり）
1. セントリーモードでは車両の USB ポートに正しくフォーマ

ットされた USB ドライブを挿入する必要があります。 およ
そ 2020 年以降に製造された車両の場合、グローブボックス
にフォーマット済みの USB ドライブが装備されています。
フラッシュ ドライブをフォーマットするには次に示す 2 つ
の方法があります。
◦ USB ドライブを USB ポートに挿入し「コントロール」 > 

「安全」 > 「USB ドライブのフォーマット」の順に移動
します。車両は自動的に USB ドライブをフォーマット
します。

◦ コンピューターで USB ドライブをフォーマットします。
詳細情報については、ビデオ録画のための USB ドライブ
の要件 ページ 166 を参照してください。

2. USB ドライブを車両の USB ポート（できればグローブボッ
クスの USB ポート（装備されていれば））に挿入します。

3. 車両をパーキングにシフトした状態で、「コントロール」 > 
「安全」 > 「ダッシュカム」の順に移動してダッシュカムを

有効にします（セントリーモードが機能するには、ダッシュ
カムを有効にする必要があります）。

4. 「コントロール」 > 「安全」 > 「セントリーモード」 > 「オ
ン」の順にタッチします。有効になるとステータス バーに
あるセントリーモード アイコンが赤色に変わります。

注: リア カメラでの録画は 2018 年 2 月ごろ以降に製造され
た車両のみ使用可能です。
有効になっている場合、セントリーモードはアイドル状態に
なり、トリガーされた場合に、すぐにアラームを出して、そ
のセキュリティ イベントを録画することができます。 映像
の表示については、録画映像を見る ページ 166 を参照して
ください。

5. 次回の走行までセントリーモードを手動で有効/無効にする
には、セントリーモード アイコンにタッチします。このア
イコンが赤くなっていない場合、セントリーモードはオフで
す。

「コントロール」 > 「安全」 > 「セントリーモード」でセン
トリーモードを「オフ」にすると複数回の走行サイクルで無
効になります。

セントリーモード
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セントリーモードの使い方（USB フラッ
シュ ドライブなし）
セントリーモードが有効な場合に、セキュリティ イベントが検
知されたものの、USB ドライブは USB ポートに挿入されていな
い場合、車両はモバイルアプリを介してドライバーに警告を出
しますが、カメラ録画は行いません。

セントリーモードの設定
• 指定場所を除外する
「コントロール」 > 「安全」 > 「セントリーモード」では、

指定された場所でセントリーモードを有効にしないことを
設定することができます（詳細情報については自宅、勤務
先、お気に入りの目的地 ページ 179 を参照）。
◦ 自宅を除く: お気に入りリストで「自宅」と設定した場所

では、セントリーモードが自動でオンになりません。
◦ 勤務先を除く: お気に入りリストで「勤務先」と設定した

場所では、セントリーモードが自動でオンになりません。
◦ お気に入りを除く: お気に入りリストにある場所では、セ

ントリーモードは自動でオンになりません。
注: 自宅、勤務先またはお気に入りとしてリストされてい
る場所を認識させるには、Model X を保存した場所の約
1,640 フィート（500 m）以内に駐車する必要がありま
す。

自宅または勤務先を設定するには、「ナビ」 > 「自宅を設定/
勤務先を設定」の順にタッチします。「お気に入り」を設定
するには、マップに住所が表示されているときに星印にタッ
チします。タッチスクリーンまたはモバイル アプリを使用
して手動でセントリーモードをオンまたはオフにすると、次
に車を運転するまで、自宅、勤務先またはお気に入りが無効
になります。

• カメラベース検出を設定する
「カメラベース検出」を有効にすると、セントリーモードが

車両のセンサーの他に外部カメラを使用して駐車中のセキ
ュリティ イベントを検出します。無効にした場合、物理的
脅威が検出されても、車両は映像を USB ドライブに保存す
る以外のことをしません。調整するには「コントロール」 > 

「安全」 > 「セントリーモード」 > 「カメラベース検出」の
順にタッチします。

セントリーモードの映像の表示に関する詳細は、録画映像を見
る ページ 166 を参照してください。
注: 内部ストレージの空き容量がなくなると、新たな録画によっ
て古い録画が上書きされます。

セントリーモード
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注: 製造日および車両の構成によっては、USB ドライブでフォ
ーマットを行う機能やビデオクリップを保存する機能が、車両
で使用できない可能性があります。
一部の機能（ダッシュカム、セントリーモード）では、以下の
要件に適合する USB ドライブの使用が必要です。

• 最小ストレージ容量 64 GB。できるだけ保存領域が多い
USB ドライブを使用してください。動画は大量の保存領域
を占有することがあります。

• 4 MB/s 以上の持続書き込み速度であること。持続書き込み
速度はピーク書き込み速度とは異なることに注意してくだ
さい。

• USB 2.0 互換であること。USB 3.0 のドライブを使用する場
合、USB 2.0 もサポートしている必要があります。

• 適切にフォーマットされていること（自動または手動で ペ
ージ 166）。

注: 一部の販売地域では、http://www.tesla.com の推奨 USB ド
ライブを購入することができます。

USB ドライブの自動フォーマット
USB ドライブを、ビデオクリップのフォーマット、保存、視聴
が可能なフロント USB ポートに挿入します（車内の電子装備品
ページ 10 を参照）。次に、「コントロール」 > 「安全」 > 「USB
ドライブをフォーマット」の順にタッチします。これによって
USB ドライブが exFAT として自動的にフォーマットされ、
TeslaCam フォルダが作成されます。これで USB ドライブで
動画映像を記録して保存する準備が整いました。

「USB ドライブをフォーマット」は、USB ドライブ（1 つ以下
のパーティションを持つもの）をフロント USB ポートに差し込
んでいる場合に限って利用可能です。「USB ドライブをフォー
マット」を選択すると、USB ドライブ上の既存のデータがすべ
て消去されます。この機能を使用する前に、保持したいデータ
を別のデバイスに移動してください。

USB ドライブの手動フォーマット
Model X で USB ドライブをフォーマットできない場合は、コン
ピューターを使用してフォーマットしてください。
1. USB ドライブを exFAT、MS-DOS FAT (for Mac)、ext3、また

は ext4 でフォーマットします（NTFS は現在サポートされて
いません）。

2. TeslaCam という名前のベース レベル フォルダを作成しま
す。 1 つの USB ドライブを、ダッシュカム、セントリーモ
ード、、およびオーディオ ファイル用に使用することができ
ますが、exFAT USB ドライブ上に個別のパーティションまた
はフォルダを作成する必要があります。

3. フォーマットが完了したら、USB ドライブをグローブボック
スの USB ポート（装備されていれば）に挿入するか、セン
ター コンソール内のフロント USB ポートを使用してくださ
い。後部にある USB ポートはデバイスの充電専用ですの
で、使用しないでください。Model X が USB ドライブを認
識するまでに数秒かかる場合があります。

4. 認識されたら、タッチスクリーンの上部にダッシュカムおよ
びセントリーモードのアイコンが表示され。 Model X はこ
れで動画を記録をすることができます。
注: 最初にセントリーモード（装備されている場合）を有効
にする必要がある場合があります。「コントロール」 > 「安
全」 > 「セントリーモード」の順にタッチしてください。

録画映像を見る
映像が保存されている場合、そのクリップをタッチスクリーン
またはコンピューターに表示することができます。
USB ドライブに空き容量がない場合、これ以上動画を保存する
ことはできません。USB ドライブに空きがなくなることを防ぐ
ため、保存されたビデオを定期的に別の装置に移動し、USB ド
ライブから削除してください。
有効な場合、ダッシュカムとセントリーモードが映像を周期的
に記録します。保存しない場合、映像は継続的に上書きされま
す。表示するためには希望する映像を保存する必要がありま
す。そうしないとその映像は消去されて上書きされます。映像
の保存については、セントリーモード ページ 164 およびダッシ
ュカム ページ 162 を参照してください。保存された各クリッ
プには、各カメラ（フロント、リア、左および右）から 4 本の
動画が録画されています。
注: リア カメラでの録画は 2018 年 2 月ごろ以降に製造された
車両でのみ使用可能です。

タッチスクリーンでの表示
Model X がパーキングにシフトしているときに、タッチスクリ
ーンで録画した映像を見ることができます。アプリ ランチャ
ーにあるダッシュカム アイコンにタッチします。タブには、す
べてのビデオクリップのリストが、場所やタイムスタンプで整
理されて、表示されます。必要に応じて、クリップを一時停止、
巻き戻し、早送り、および削除します。特定のクリップを素早
く削除するには、右にスワイプするか、長押しします。

「コントロール」 > 「安全」 > 「ダッシュカムのクリップを消
去」の順に移動して、すべてのダッシュカムおよびセントリー
モードの映像を消去することができます。
注: ビューアを起動すると、ダッシュカムの録画が一時停止しま
す。

コンピューターで表示
USB ドライブをコンピューターに挿入し、TeslaCam フォルダ
に移動します。
TeslaCam フォルダには、以下のサブフォルダがあります。

• RecentClips：最大 60 分の録画されたコンテンツが含まれ
ています。

• SavedClips：RecentClips フォルダから移動し、名前を変更
して保存したすべての録画が含まれます。

ビデオ録画のための USB ドライブの要件
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• SentryClips：すべてのセントリーモード セキュリティ イベ
ントで記録された録画が含まれます。USB ドライブの記憶
スペースが 制限されると、もっとも古いセントリー クリッ
プが削除されて、新しいクリップのためのスペースを 提供し
ます。一旦削除されたクリップを復元することはできませ
ん。

ビデオ録画のための USB ドライブの要件
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温度調節の概要
空調は、タッチスクリーン下部からアクセスできます。温度調整は標準で「オート」に設定されています。この設定では、過酷な
気象条件を除くあらゆる環境で最高の快適さが保たれます。キャビンの温度を「オート」で設定すると、空調システムは、暖房、
エアコン、空気配分、ファン速度を調整して選択した温度を維持します。
空調設定を調整できるときは、タッチスクリーンの下部側にある表示温度にタッチして、メイン空調画面にアクセスできます。「自
動」にタッチするといつでも自動に戻ることができます。メイン空調コントロール画面の電源ボタンにタッチすると、オンまたは
オフに切り替えることができます。一般的なコントロールにすばやくアクセスするには、<または>にタッチして空調ポップアップ
を表示します。
注: 空調システムは高電圧バッテリーからの電力で運転します。したがって、長時間使用すると航続距離が減少します。

警告: 長時間の使用によるやけどを防止するために、末梢神経障害を患っている方、糖尿病、加齢、神経損傷、その他の症状
が原因で痛みを感じる機能が低下している方は、空調システムやシート ヒーターの使用の際に十分注意してください。

空調設定の調整
注: シートヒーターをオンにしたり、キャビン温度を変更したりするといった空調の設定を、音声コマンドを使用してハンズフリ
ーで簡単に調整することができます（音声コマンド ページ 17 を参照）。

空調を操作する
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注: シートヒーターおよびデフロスターにワンタッチでアクセスするために、これらのコントロールをマイ アプリに追加すること
ができます。マイ アプリをカスタマイズ ページ 7 を参照してください。
1. タッチすると、空調システムのオンオフを切り替えできます。
2. 「オート」をタッチしてオート設定をオンまたはオフにします。
3. 運転席側のシート アイコンにタッチすると、運転席のシート ヒーターを調整できます。シートには、3（最高）から 1（最低）

までの 3 段階あります。シート ヒーターにワンタッチ アクセスするため、シート ヒーターをタッチスクリーンの下部バーに追
加することができます（マイ アプリをカスタマイズ ページ 7 参照）。

4. タッチするとワイパー デフロスターがオンになります（装備されている場合）。ワイパーは 15 分間霜取りしてから、自動でオ
フになります。

5. タッチすると、ハンドル ヒーターのオンオフを切り替えることができます（装備されている場合）。
6. タッチすると、リア キャビンの空調設定を調節することができます。「オート」に設定されている場合、フロント空調システム

がオンで乗客を検知しているとリア通気口が自動でオンになります。
7. 「パーキング」にシフトされている場合、これらの設定が表示され、Model X から離れても空調システムを動作したままにして

おくことができます（エアコンをオンに保つ、ドッグ、およびキャンプ ページ 171 を参照）。
8. タッチして、全てのシートヒーターをオフにします。
9. タッチして、フロントおよびリア シートのヒーターの温度を調整します。
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10. 助手席側のシート アイコンにタッチすると、前席乗客のシート ヒーターを調整できます。シートには、3（最高）から 1（最
低）までの 3 段階あります。シート ヒーターにワンタッチ アクセスするため、シート ヒーターをタッチスクリーンの下部バー
に追加することができます（マイ アプリをカスタマイズ ページ 7 参照）。

11. Model X に、医療グレードの HEPA（High Efficiency Particulate Air）フィルターが備わっている場合、空調システムを起動し
て、外気を車内に導入する状態にしておくと（再循環はオフ）車内の空気は最良な状態に維持されます。この HEPA フィルター
は、大気汚染、アレルゲン、バクテリア、花粉、カビ胞子、ウィルスなどの微粒子を効率的に排除する超高性能フィルターで
す。また、HEPA フィルターと補助フィルターシステムの両方に活性炭が使用されているので、あらゆる種類のにおいやガスを
除去します。Bioweapon Defense Mode（対生物兵器モード）を起動すると、車内が正圧に保たれ、車内に侵入する外気量を
最小限に抑えることができます。
注: 一酸化炭素などの一部のガスは、活性炭では効率的に排除することできません。

12. Model X をパーキングに入れた状態で、「スケジュール」にタッチし、バッテリーと車内の空調をプレコンディショニングし、
オフピーク時間帯に充電して、毎日同じ時刻に Model X の出発準備が整うように設定します（プレコンディショニングと充電
の予約 ページ 198 を参照）。

13. フロント ガラスのデフロスターはフロント ガラスの表面に空気を流します。1 回タッチすると、フロント ガラスの霜取りがで
きます（アイコンが青色に変わります）。2 回タッチするとフロント ガラスの霜取りを行ないます。3 回タッチするとオフに切
り替わり、空気供給、ヒーター、ファンが元の設定に戻ります。

14. タッチすると、キャビン内の空気の流れを制御できます。外部から Model X への空気の導入や、キャビン内での空気循環がで
きます。

15. スライダーを使用してファン速度を調節します。
注: ファンの速度を調整すると、空気吹出し風量を増加または減少させるために、Model X 内への空気吹出し設定が変更される
場合があります。

16. これをタッチしてエアコン システムをオンまたはオフにします。オフにすると冷房効果は下がりますが、エネルギーの節約に
なります。
注: これは、Model X はガソリン車と比べ走行音が格段に靜かなため、エアーコンディショナー  コンプレッサーの動作音が気に
なることがあります。騒音を抑えるには、ファンの速度を下げてください。

17. フロント キャビンに送風する位置を選択します（フロントガラス、顔の高さ、足元のいずれか）。1 つ以上の通気口を選択でき
ます。
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空調用ポップアップ
タッチスクリーンの下部にある温度矢印をタッチしてポップア
ップを表示すると、よく使う空調設定に簡単にアクセスできま
す。

注: シートヒーターおよびデフロスターにワンタッチでアクセ
スするために、これらのコントロールをマイ アプリに追加する
ことができます。マイ アプリをカスタマイズ ページ 7 を参照
してください。
1. タッチして、メインの空調画面にアクセスします。
2. シートヒーターまたはシートクーラー（装備されている場

合）を有効または無効にします。
3. フロントまたはリアのウィンドウ デフロスターを有効また

は無効にします。
4. スライダーをドラックしてキャビンの温度を調整します。

また、温度調整する部分をスプリットして、運転席と助手席
に座る人が自分の好みの温度にカスタマイズできるように
することもできます。助手席に座る人は、タッチスクリーン
の下部にある温度アイコンまたはメインの温度調節画面を
タッチして調整します。もう一度「スプリット」をタッチし
て空調の分割を無効にします。

エアコンをオンに保つ、ドッグ、および
キャンプ

「エアコンをオンに保つ」、「ドッグ」および「キャンプ」設定を
使うと、Model X から離れた後でも、車内にとどまることを選
んでも、駐車中に空調を ON のままにしておくことができます。
これらの設定は、暑い天候時や寒い天候時に車内温度を保つ必
要がある場合に役立ちます。例:暑い日に Model X 内に食料品
を入れたままにするとき、「エアコンをオンに保つ」を使用して
食料品が傷まないようにしたいと思う場合。

「ドッグ」は、ペットのために快適なキャビン温度を維持するよ
うに設計されており、モバイル アプリを使用してこの温度を積
極的にかつ頻繁に監視します（電話機と車両にセルラー接続を
確立する必要があります）。「ドッグ」では、タッチスクリーン
に現在のキャビン温度が表示され、ペットが安全であることを
通り過ぎる人に教えます。この設定は人用ではなく、短い間だ
けに使用して、温度を維持することができない状況で車両に戻
る必要があるので、ドライバーは近くにいる必要があります。

「キャンプ」では、車内温度を維持することに加え、USB ポート
と低電圧コンセントから電子機器の電源を取ることができま
す。タッチスクリーンは表示されたままになりますので、音楽
を再生したり、インターネット検索をしたり、アーケードでゲ
ームをプレイしたり、Tesla シアターで映画を観ることができま
す。ペアリングした携帯電話でメディアや空調設定をコントロ
ールすることもできます。「キャンプ」はキャンプ時やお子さま
に付きそう場合など、車内に留まるときに最適です。このモー
ドが有効な場合、セントリーモードと車両のアラームシステム
が無効になります。降車後オートロックが作動していません。

「エアコンをオンに保つ」、「ドッグ」、または「キャンプ」を有
効にするには次のようにします。
1. バッテリーの充電レベルが 20%以上であることを確認しま

す。
2. シフトをパーキングにします。「エアコンをオンに保つ」、

「ドッグ」、および「キャンプ」設定は Model X のギアがパー
キングに入っているときのみ使用できます。

3. 必要に応じて、空調設定を調節します。
4. 空調画面で、「エアコンをオンに保つ」、「ドッグ」、または

「キャンプ」をタッチします。
注: 空調画面の灰色のバーから上にスワイプすることで、モ
バイル アプリから「ドッグ」および「キャンプ」を制御す
ることもできます。

空調システムは、パーキングからギアを動かす、または空調シ
ステムを手動でオフにするまで、空調の設定を維持しようとし
ます。バッテリーの充電レベルが低い場合、「エアコンをオンに
保つ」、「ドッグ」、または「キャンプ」の使用を控えてくださ
い。

「エアコンをオンのままにする」、「ドッグ」、または「キャンプ」 
がオンの場合、Tesla モバイル アプリはバッテリーの充電レベ
ルが 20%未満に低下した場合に、Model X に入れたままにして
いるものを確認するよう繰り返し通知を送信しようとします。
注: 「エアコンを ON のままにする」、「ドッグ」、または「キャ
ンプ」が有効なときは、ソフトウェア アップデートは行えませ
ん。
注: 侵入センサー（装備されている場合）は、「エアコンをオン
に保つ」、「ドッグ」、または「キャンプ」が設定されると自動的
に無効になります。しかし、これを強制的に侵入センサーを有
効にしたままにすることもできます。これを行うには、「エアコ
ンをオンに保つ」、「ドッグ モード」、または「キャンプモード」
を有効にしてから、「コントロール」 > 「安全」 > 「チルト/侵
入」の順にタッチします。ただし、「エアコンをオンに保つ」、

「ドッグ」、または「キャンプ」が設定されているときに侵入セ
ンサーを有効にすると、室内の空気の流れを検知してアラーム
が作動することがあるので注意が必要です。

警告: 子供を車の中に放置しないでください。
警告: 車両にペットを放置することに関する制限事項に
ついては、現地の法令を確認してください。
警告: ドライバーは犬などのペットの安全に責任を負っ
ています。ペットを Model X の中に長時間放置しないで
ください。継続的に車内温度およびペットの健康状態を
監視してください。電話機がカバーエリア内にあること
や、必要に応じて、車両に戻るまでの時間を確認してく
ださい。
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警告: 万が一、空調システムの整備が必要になったり、空
調システムが予期した通りに作動しない場合は、「エアコ
ンをオンのままにする」、「ドッグ」および「キャンプ」
の使用を避けてください。ペットや子供の保護を車両に
任せないでください。
警告: 空調システムはモバイル アプリから遠隔で調整お
よび監視することができます。ただし、空調システムを
モバイルアプリでオフにすると、「エアコンをオンに保
つ」、「ドッグ」、「キャンプ」も併せて停止されます。

キャビン過熱保護
キャビン過熱保護は高外気温状態でキャビンが高温になりすぎ
ないようにします。Model X から離れているときにいつも作動
させる必要がない場合でも、空調システムは車両のキャビン温
度を下げ、維持することができます。この機能は日光の当たる
場所に駐車にしたときにキャビンが過熱することを防止し、帰
ってきたときに車両をより快適にすることができます。キャビ
ン過熱保護は、降車してから作動するまでに最長で 15 分かかる
可能性があります。この機能は搭乗者の快適性を目的としたも
のであり、車両のコンポーネントの信頼性に影響を与えません。
オンにするには、「コントロール」 > 「安全」 > 「キャビン過熱
保護」の順にタッチし、以下を選択します。

• オン: エアコンは、キャビンの温度が 105°F（40°C）を超え
るか、温度を調整するには、最新バージョンのモバイル ア
プリが必要になる場合があります。

• オフ: キャビン過熱保護を無効にします。
また、「空調」にタッチすることで、モバイル アプリからリモ
ートでキャビン過熱保護を有効にすることもできます。下のメ
ニューをスワイプアップして「キャビン過熱保護」から設定を
選択します（モバイルアプリ ページ 56 を参照）。
キャビン過熱保護は、Model X を降りてから 12 時間経過または
バッテリー残量が 20％を下回った時点のいずれか早い方の時
点まで動作します。キャビン過熱保護を使用するにはバッテリ
ーからのエネルギーが必要なので、航続距離が減少する可能性
があります。
注: キャビン過熱保護を有効にするには、チルト/侵入をオフに
する必要があります。

警告: 自動シャットダウン、極端な外気温またはその他の
潜在的な機能不全などにより、キャビン過熱保護機能が
有効になっていたとしても 車内の温度が危険な状態まで
上昇する場合があります。選択した温度を繰り返し超え
る温度が発生する場合は、Tesla サービスまでお問い合わ
せください。
警告: 子供またはペットを車の中に置き去りにしないで
ください。自動シャットダウンまたは気温が著しく高い
時などにより、キャビン過熱保護機能が有効になってい
たとしても車内の温度が危険な状態まで上昇する場合が
あります。

温度調整の使い方のヒント
• モバイル アプリを使用して空調システムをオンにした場

合、充電レベルが 20%まで低下するか、2 時間が経過する
と、空調システムは自動的にオフになります。より長い間キ
ャビンの暖房または冷房を行なうには、車両を充電し、モバ
イル アプリから空調設定を再度有効にしてください。

• 電力を節約するには、レンジモード（装備されている場合）
を有効にして空調システムの使用電力を制限します（「コン
トロール」 > 「運転モード」 > 「レンジモード」の順にタッ
チします）。車内の冷暖房はあまり効果的ではない場合もあ
りますが、寒冷時には暖を取るためにシートヒーターを利用
できます。

• 空調システムの運転音が気になる場合は、手動で風量を下げ
て使用してください。

• 車内を冷房するほか、エアーコンディショナー  コンプレッ
サーはバッテリーも冷却します。したがって、暑いときは、
エアーコンディショナー  コンプレッサーを OFF に設定した
としても、ON になることがあります。これは、バッテリー
の寿命を保ち、バッテリーの最適化性能に必要とされる最適
な温度範囲にバッテリーを保つために、システムがバッテリ
ーの冷却を優先するためであり、正常な動作です。

• 使用していないときでも、Model X からうなり音や水が循環
するような音が聞こえる場合があります。これらの音が発
せられるのは通常の状態で、内部の冷却システムがオンにな
り、低電圧バッテリーのメンテナンス、高電圧バッテリーの
温度調節など、さまざまな車両の機能をサポートするときに
発せられます。

• 空調システムを効率的に動作させるために、すべてのウィン
ドウを閉め、フロント ガラス前面の外部のグリルに氷、雪、
木の葉、その他の破片がつまらないように注意してくださ
い。

• 湿度が非常に高い場合、空調を ON にした直後にフロント ガ
ラスが少し曇ることがあります。

• 駐車している間、Model X の下に小さい水溜まりができるこ
とがあります。これは、湿気を除去する過程で発生した余分
な水分が下から排出されたためで、正常な動作です。

• 駐車中、高温の気象条件で車内の温度を下げるために、ファ
ンで送風を行うことがあります。これは充電量が 20% 以上
ある時のみ作動します。
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Model X 車内の空気の流れを変えるには、車内の通気口を上下
左右に動かします。

注: 顔の高さにある外側の通気口をサイド ウィンドウに向ける
と、サイド ウィンドウの霜や曇りの除去に役立ちます。

キャビン エア フィルター
Model X は、花粉、産業降下物、道のほこり、その他の粒子が
通気口から入り込むことを防止するエア フィルターを 1 つ以
上備えています。
注: キャビン エア フィルターは定期交換が必要です。定期サー
ビス ページ 203 を参照してください。
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寒冷環境において Model X でのユーザー体験を最大限に向上さ
せるには、次のベスト プラクティスを実施します。

運転の前に
雪や氷が車両に付着すると、ドアハンドル、ウィンドウ、ミラ
ー、ワイパーなどの可動部が凍結する場合があります。走行距
離を最大限に伸ばし、性能を確保するためにも、走行前にキャ
ビンやバッテリーを暖めておくとよいでしょう。方法としては
いくつかあります:

• 「コントロール」 > 「予約」（充電画面と空調画面でもアクセ
ス可能）をタッチして、車両を運転する予定時刻を設定しま
す（プレコンディショニングと充電の予約 ページ 198 を参
照）。

• モバイルアプリで、「空調」に移動し、車内を暖める温度を
調整できます。また、これにより必要に応じて高電圧バッテ
リーも温まります。

• モバイルアプリで、「空調」 > 「霜取り」を選択すると、フ
ロントガラス、ウィンドウ、ミラーについた雪、氷、霜を溶
かすことができます。また、これにより必要に応じて高電圧
バッテリーも温まります。
注: 空調は、少なくとも出発の 30〜45 分前に作動させてお
くことを Tesla は推奨しています（空調を操作する ページ 
168 を参照）。プレコンディション開始時間は外気温および
その他の条件により異なります。モバイル アプリは、車両
が希望するプレコンディショニング温度に達したことを知
らせます。

充電ポート
充電ポートのラッチが凍結して、充電ケーブルが外れなくなっ
てしまった場合は、「コントロール」 > 「サービス」 > 「充電ポ
ートヒーター」の順にタッチします。この方法で数分経って外
れない場合は、手動で充電ケーブルの解除を試みてください。
手動で充電ケーブルを外す ページ 196 を参照してください。
極端な寒冷時や凍結するような状況では、充電ポートラッチが
そのまま凍ることがあります。ラッチが凍結したために、充電
ケーブルの取り外しまたは挿入ができない、または車両のスー
パーチャージャーが機能しない場合、モバイル アプリで「車の
霜取り」設定を使用します。この結果、充電ポートラッチの氷
が溶けて、充電ケーブルの抜き差しができるようになります。

「スケジュール」設定を使用しても、充電ポートのラッチの凍結
を防止することができます（プレコンディショニングと充電の
予約 ページ 198 を参照）。
注: 充電ポートのラッチが凍結してしまった場合、充電ケーブル
を挿入した時にロックしないことがあります。しかし、ラッチ
がかかっていなくても 充電速度は低下しますが充電は可能で
す。

充電
トリップ プランナー（使用可能な場合）を使用して Tesla 充電
ポイントまで移動すると、Model X が高電圧バッテリーを予熱
するので、充電ポイントに到着したときには、バッテリー温度
は最適化され、充電の準備が完了しています。これにより、充
電の所要時間を短縮できます。参照（トリップ プランナー ペー
ジ 181 を参照）してください。
注: Tesla では、充電ポイントに到着する前の少なくとも 30 分
から 45 分間、トリップ プランナーを使用して充電ポイントへ
移動することで、最適なバッテリー温度と充電条件を整えるこ
とをおすすめしています。充電ポイント到着までの走行時間が
30 分から 45 分よりも短い場合、運転前にバッテリーをプレコ
ンディショニングしておくことを 検討してください（運転の前
に ページ 174 を参照）。

ウィンドウ
モバイルアプリで、「空調」に移動し「車を霜取り」を選択しま
す。これで、フロントガラス、ウィンドウ、ミラーについた雪、
氷、霜を溶かすことができます。
Tesla ではサイド ウィンドウおよびリア ウィンドウ（フロント 
ガラスは対象外）への疎水性コーティングを低価格で提供して
おりますので、モバイル アプリを使用してサービス予約してく
ださい。

ミラー
駐車時に着氷が予想される場合は、「自動格納式ミラー」をオフ
にしておきます。「コントロール」 > 「車両」 > 「自動格納」の
順にタッチします凍結により、サイドミラーの展開、格納がで
きなくなる場合があります。
注: プレコンディショニング中や､リア デフロスターをオンに
したとき、サイドミラーが必要に応じて自動的に温められます。

ワイパー
駐車中に積雪や凍結が予想される場合は、「コントロール」 > 

「サービス」 > 「ワイパー サービス モード」の順にタッチしま
す。これで、ワイパーがフロントガラスから持ち上がり、フロ
ントガラスの霜取り時に同時にワイパーの霜取りができます

（ワイパーとウォッシャー ページ 76 を参照）。また、ワイパー 
デフロスターをオンにすることもできます（装備されていれ
ば）。空調を操作する ページ 168 を参照してください。

タイヤおよびタイヤチェーン
雪道や凍結路面でトラクションを高めるにはスタッドレスタイ
ヤを使用してください。ウィンタータイヤは Tesla ショップで
購入することができます。（季節別タイヤ保管 ページ 209 を参
照）。
タイヤチェーンを装着することで、雪道や凍結路でトラクショ
ンを高めることができます。地域の法令を確認し、冬季に地域
でタイヤチェーンが推奨されているか、使用が義務付けられて
いるかを確認してください。詳細情報については、タイヤチェ
ーンの使用 ページ 210 を参照してください。

寒冷環境におけるベストプラクティス

174 MODEL X オーナーズマニュアル



周辺温度が低くなると、車両のタイヤ空気圧は低下します。
TPMS インジケータ ライトが点灯した場合、走行前にタイヤに
空気を補充してください。外気温が 10°F（6℃）低下するとタ
イヤ空気圧は 1 PSI 低下します（タイヤのお手入れとメンテナ
ンス ページ 205 を参照）。タイヤ空気圧を適正に保つことで、
タイヤを路上の穴から保護し、航続距離を延ばせます。

運転中
寒冷時は、運転や車内の暖房、バッテリーの加熱などで電力消
費が多くなります。電力消費を下げるためには以下が推奨され
ます。

• シート ヒーターで暖めます。シート ヒーターは車内ヒータ
ーより消費エネルギーが少なくてすみます。キャビン温度
を下げ、シートヒーターを使用すると、電力消費を削減する
ことができます（空調を操作する ページ 168 を参照）。

• 運転速度を落とし、急激、頻繁な加速を避けてください。
• レンジモード（装備されている場合）をオンにすると、車内

とバッテリーの温度を維持するために必要な空調システム
の消費電力を自動的に制限します。レンジモードはシグネ
チャーライト（装備されている場合）を消灯し、フロントお
よびリアのモータートルクを調整して航続距離を最大限引
き伸ばします（航続距離を最大限に伸ばす ページ 199 を参
照）。

回生ブレーキ
バッテリーの温度が低すぎると回生ブレーキの働きが制限され
ることがあります。運転を続けるとバッテリーの温度が上が
り、回生電力が増加します（回生ブレーキ ページ 78 を参照）。
注: 回生ブレーキの制限は、車両のプレコンディショニングに十
分な時間をとるか、「スケジュール」を使用して出発時刻まで
Model X をプレコンディショニングすれば回避できます（プレ
コンディショニングと充電の予約 ページ 198 参照）。

バッテリー低温
バッテリー温度が下がって電力の利用可能量が減ると
青色の雪の結晶アイコンがインストゥルメントパネル
に表示されます。利用できない電力量はバッテリーメ
ーターで青色に表示されます。回生ブレーキ、アクセ
ル、および充電速度が制限される場合があります。バ
ッテリーが十分に温まると、雪の結晶アイコンが消え
ます。

運転後
使用していないときは、Model X に充電プラグを挿入してくだ
さい。これにより、バッテリーの代わりに充電システムが使用
され、バッテリーは温めておくことができます（高電圧バッテ
リーに関する情報 ページ 190 を参照）。

プレコンディショニングの予約
駐車したら、充電画面と空調画面の両方にある「コントロール」
> 「予約」設定で Model X のプレコンディショニングを実行す
る時刻を設定します（プレコンディショニングと充電の予約 ペ
ージ 198 を参照）。「予約」を使用して、所定の場所での充電ポ
ートラッチの凍結を防止することもできます。車両は、出発予
定時刻までに車内とバッテリーが温まっているようプレコンデ
ィショニングを開始する時間を決定します。
Tesla では、車両に十分なエネルギーがあることを確認するた
め、プレコンディショニングに予約充電を設定することをお勧
めしています。Model X のプラグが差し込まれていない場合、
バッテリーの充電レベルが 20%を超えている場合に限ってプ
レコンディショニングが作動します。

車両の保管
Model X を長期間駐車する場合は、充電ケーブルを挿入してお
けば、正常な走行可能距離の短縮を防ぐことができ、さらにバ
ッテリーを適切な温度に保つことができます。車両に充電ケー
ブルを挿したまま長期間放置しても安全です。
使用していないとき、Model X は自動的にスリープモードに入
ってエネルギーを節約します。モバイル アプリで車両の状態
をチェックする回数を減らしてください。チェックするたびに
車両は自動的に起動し通常の電力を消費します。

寒冷環境におけるベストプラクティス
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暑熱環境において Model X でのユーザー体験を最大限に向上さ
せるには、次のベスト プラクティスを実施します。

運転の前に
以下に示すいくつかの方法でドライブのために車両を準備し
て、既に熱くなっている車両に乗り込まなくても済むようにす
ることができます。

• 通気口からの気流の向きを動かしてキャビンをプレコンデ
ィショニングし、シートヒーターをオンまたはオフにしま
す。モバイルアプリで、「空調」に移動し、車内冷房温度を
調整できます。

• 充電画面と空調画面の両方にある「スケジュール」をタッチ
して、車両を運転する予定時刻を設定します（プレコンディ
ショニングと充電の予約 ページ 198 を参照）。

• 暑い時にキャビンが熱くなりすぎないようにするためのキ
ャビン過熱保護を有効にします。

• モバイル アプリで「コントロール」に移動して、ウィンド
ウを換気します。

注: 空調は、少なくとも出発の 30〜45 分前に作動させておくこ
とを Tesla は推奨しています（空調を操作する ページ 168 を参
照）。プレコンディション開始時間は外気温およびその他の条
件により異なります。モバイル アプリは、車両が希望するプレ
コンディショニング温度に達したことを知らせます。

運転後
使用しないとき、特にプレコンディショニングまたはキャビン
過熱保護を使用している場合は、Model X にプラグを挿入した
ままにしてください。これにより、バッテリーの代わりに充電
システムを使用して、快適温度を維持します（高電圧バッテリ
ーに関する情報 ページ 190 を参照）。さらに、以下に示すいく
つかの方法で、キャビン温度の上昇を最小限に抑えることがで
きます。

• 車両から離れる（ちょっと用足しするなどの）前に、ドッグ 
モードを使用して、ペットや生鮮食料のためにキャビンを涼
しく保ちます。詳細情報については、エアコンをオンに保
つ、ドッグ、およびキャンプ ページ 171 を参照してくださ
い。

• Tesla では、車両の下に水たまりが発生するのをできる限り
抑えるため、空調を 30 秒間オフにしてからパーキングにシ
フトすることを推奨しています。

• 日陰に駐車することは、電力消費の削減およびキャビン温度
を低く維持するために役立ちます。

• 日の当たる屋外に駐車しなければならない場合は、サン シ
ェード（Tesla ショップで購入可能）を使用してください。

• 駐車する際は Model X にプラグを挿入し、充電をスケジュー
ルします。車両が充電を開始する適切なタイミングを判断
し、オフピーク時間帯に充電を完了します。キャビンおよび
バッテリーも設定した出発時刻までに準備されます。詳細
な情報は、プレコンディショニングと充電の予約 ページ 198
を参照してください。

充電
トリップ プランナーを使用している場合またはスーパーチャ
ージャー ステーションに移動している場合、最も効率的な充電
をするために、車両が自動的にバッテリーの準備をします。酷
暑の場合、スーパーチャージャーへの移動の際に車両がバッテ
リーのプレコンディショニングをしているメッセージが 表示さ
れないことがありますが、それでも車両はバッテリーの準備を
しています。
注: Tesla では、充電ポイントに到着する前の少なくとも 30 分
から 45 分間、トリップ プランナーを使用して充電ポイントへ
移動することで、最適なバッテリー温度と充電条件を整えるこ
とをおすすめしています。充電ポイント到着までの走行時間が
30 分から 45 分よりも短い場合、運転前にバッテリーをプレコ
ンディショニングしておくことを 検討してください（運転の前
に ページ 174 を参照）。
可能であれば、温暖な天候であっても、使用していないときは、
とりわけプレコンディショニングやキャビン過熱保護を使用し
ている場合、車両に充電器のプラグを差し込んだままにしてく
ださい。

車両の保管
Model X を長期間駐車する場合は、充電ケーブルを挿入してお
けば、正常な走行可能距離の短縮を防ぐことができ、さらにバ
ッテリーを適切な温度に保つことができます。車両に充電ケー
ブルを挿したまま長期間放置しても安全です。
使用していないとき、Model X は自動的にスリープモードに入
ってエネルギーを節約します。モバイル アプリで車両の状態
をチェックする回数を減らしてください。チェックするたびに
車両は自動的に起動し通常の電力を消費します。
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地図の概要
タッチスクリーンには常に地図が表示されます（Model X がリ
バースにシフトされたときを除く）。
地図は指で操作します。

• 地図を任意の方向に動かすには、指を置いてドラッグしま
す。

• 地図を任意の方向に回転させるには、2 本の指を置いて回転
させます。

• ズーム イン、ズーム アウトするには、それぞれ 2 本の指で
ピンチ イン、ピンチ アウトします。

注: 地図を回転あるいは移動すると、現在位置の追跡はなくなり
ます。地図の向きを示すアイコンのとなりに「トラッキングは
無効」というメッセージが短時間表示され、アイコンはグレー
になります。トラッキングを再度有効にするには、地図の向き
を示すアイコンにタッチして北向きか進行方向を選択します。
注: ナビゲーション ルートがオンになっていると、地図は自動
でズーム イン、ズーム アウトします。
マップの向きを変えるには以下のオプションを切り替えます。

ノースアップ: 北が常に画面の上になります。

ヘッディングアップ: 進行方向が常に画面の上
になります。車の向きが変わると地図が回転
します。このアイコンには運転方向を示すコ
ンパスが組み込まれています。
注: 目的地に向かってナビゲーション中に、こ
のアイコンにタッチすると、ルート概要が表示
されます。
目的地に向かって移動しているときはルート
概要が利用可能であり、（下にスワイプして）
道順リストを開くと表示されます。上にスワ
イプして道順リストを折り畳むと、地図の表示
は前回選択した向きになります。

地図表示
Model X がパーキングにシフトしていると、マップ上に次のア
イコンが表示され、マップに表示する情報のタイプをカスタマ
イズできます。走行中にこれらのアイコンにアクセスするため
には、マップ上のどこかをタッチします（数秒するとアイコン
は消えます）。

衛星の画像（プレミアムコネクティビティが 装備
されている場合）。

交通状況（プレミアムコネクティビティが 装備さ
れている場合）。

マップの詳細情報（人気スポットなど）

地図の任意の場所にピンを設定するには、行きたい場所を指で
長押しします。ピンを立てるかまたは既存のピンをタッチする
と、その場所がマップの中央になり、その場所に関する情報が
ポップアップ表示されます。このポップアップでは、そのロケ
ーションへのナビゲーションやお気に入りの目的地のリストへ
の追加やそこからの削除ができます （自宅、勤務先、お気に入
りの目的地 ページ 179 を参照）。

充電ポイントです。マップ上の都市および対応
するステーションの近辺を含むポップアップ リ
ストを表示します。充電場所には、Tesla スーパ
ーチャージャー、ディスティネーション  チャー
ジング サイト、サード パーティの急速充電器お
よびこれまでに使用したことのある公共の充電
ポイントが含まれます。充電ポイント ページ 
180 を参照してください。ポップアップ リスト
の雷アイコンにタッチし、最大出力に応じて充電
器のタイプの検索範囲を絞ります。
注: 一部の市場地域では、充電場所を表示する場
合、サード パーティの急速充電器もダーク グレ
ーのピンとして地図に含まれています。

ナビ設定
注: 使用可能なナビ設定は、地域や車両構成によって変わる可能性があります。

目的地への移動を開始してから...をタッチする
と、ナビゲーション設定アイコンが表示されま
す。
注: このナビ設定は、「コントロール」 > 「ナビゲ
ーション」をタッチしてもアクセスできます 。

ナビゲーション設定アイコンをタッチしてナビゲーション シ
ステムが自分の好みに合うようにします（利用できる設定は、
販売地域と車両構成によって異なります）。

• ナビ ガイダンス: 「音声」にタッチして、ナビゲーション指
示の音声読み取りを有効にします。

• ナビゲーションの音声指示の音量は、-または+をタッチして
増減します。左端まで下げるか、またはスピーカー アイコ
ンにタッチすると、指示はミュートされます。ナビゲーショ
ン指示をミュート/ミュート解除するには、スピーカー アイ
コンにタッチします。この音量設定はナビゲーションシス
テムの音声指示だけに適用されます。メディア プレーヤー
や電話の音量は変わりません。

マップとナビゲーション
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注: 車速および空調設定に基づいて音量が自動的に調整され
るようにすることができます。
注: ペアリングしている電話が通話中のときは、ナビゲーシ
ョンの指示はミュートされます。

• 車両に乗ったときに Model X がナビが目的地へ向かうよう
自動的に開始するには、オートナビゲーションを有効にしま
す。目的地は、日常的に運転される経路、時刻、およびカレ
ンダーの予定に基づいて予測されます（オート ナビゲーシ
ョン ページ 179 を参照）。

• トリップ プランナー（販売地域で利用可能な場合）を有効
にして、必要に応じてスーパーチャージャーストップを 追加
します。スーパーチャージャーストップを 経路案内に追加
するのは、運転と充電に費やす時間を最小限に抑えることが
目的です（トリップ プランナー ページ 181 を参照）。

• 「オンラインルート案内」を有効にすると渋滞（オンライン 
ルート案内 ページ 181 を参照）。

• フェリーを利用しないよう自動的に経路変更させるには、
「フェリーを使用しない」をタッチします。

• 可能であれば、有料道路を利用しないよう自動的に経路変更
させるために、「有料道路を使用しない」をタッチします。

• 「HOV 車線の使用」をタッチして、高乗車率（HOV）車線を
ナビのルートに含めます。これは、オートパイロット ナビ
走行を使用するときに特に便利です（オートパイロット ナ
ビ走行 ページ 125 を参照）。

目的地へのナビゲーション
場所にナビゲートするには、地図の角にある検索バーをタッチ
して目的地を入力し、携帯電話から目的地を送信するか、音声
コマンド（音声コマンド ページ 17 を参照）を使用して住所、
ランドマーク、会社名などを指定します。選択した目的地に他
の目的地（空港のターミナルなど）が含まれている場合は、サ
ブ目的地も選択できます。
検索バーをタッチすると、さまざまなオプションが表示されま
す：

• マップの別のエリアにズームインまたはドラッグしたとき
に検索を更新するには、「このエリアを検索」が表示された
らタップします（販売地域で利用可能な場合）。

• 保存された「自宅」または「勤務先」の場所（自宅、勤務
先、お気に入りの目的地 ページ 179 参照）を選択します。

• 「充電」の場所（充電ポイント ページ 180 参照）を選択しま
す。

• 「最近の履歴」の場所（最も直近の目的地がトップに表示）
から選択します。

• 「お気に入り」に設定した場所（自宅、勤務先、お気に入り
の目的地 ページ 179 参照）から選択します。

• お腹がすいて人気レストランに行きたければ、「食事」。美術
館やテーマパークなどの人気スポットに行きたければ、「名
所」（「名所」および「食事」 ページ 179 を参照）。

注: iOS®または Android™デバイスからリモート操作でナビゲ
ーションを開始するには、Tesla モバイル アプリのアクセスを
許可してから「共有」機能を使用します。

場所を指定すると、タッチスクリーンがズームアウトして経路
案内の概要が表示され、道順案内方式の経路案内リストが表示
されます。予定到着時刻、運転時間、および走行距離が道順リ
ストの下に表示されます。進路変更の一覧については次の事項
をご注意ください。

• ターン リストにあるバッテリー アイコンは、目的地に到着
したときおよび目的地に行き現在地に戻った場合の残存エ
ネルギーの推定値を視覚的に示したものです。エネルギー
消費量の推測 ページ 181 を参照してください。

• 「到着%を設定」を選択し（利用可能な場合）、スライダーを
使用して、到着時のエネルギー量を設定します。

• 目的地に到着する前に充電が必要な場合で、なおかつ「トリ
ップ プランナー」がオンになっている場合（販売地域で利
用できる場合）は、経路案内にスーパーチャージャーストッ
プが自動的に含まれます（トリップ プランナー ページ 181
参照）。

• 目的地に到達するために充電量が充分ではなく、かつスーパ
ーチャージャーが予定ルート上にない場合、ナビゲーション
表示の上部に警告が表示され、目的地に到着するまでに充電
が必要であることを知らせます。

• 各進路変更では、曲がり角までの距離が先に表示されます。
• リストの一番最後を見るには、リストを上にドラッグしてく

ださい。
• リストを最小化するには、リスト最上部をタッチします。

目的地を設定すると検索バーには経由地を追加するための
「Search Along Route」オプションが与えられます（経路に経

由地を追加する ページ 179 を参照）。
ナビゲーション中、地図は車両の位置を追跡し、現在の行程を
表示します。下にスワイプして、ターンバイターンの 方向リス
トを展開するか、またはルート概要アイコンにタッチすると、
いつでもルート全体を表示することができます
ターンバイターンリストの 下には、目的地や次の停車地点まで
の距離を示す進捗バーが表示されます。オンラインルート案内
が有効になっていると、進捗バーにはルート上の実際の交通状
況も表示されます（オンライン ルート案内 ページ 181 を参照）。
ナビゲーションを終了するには、道順案内の経路案内リストの
下隅にある「キャンセル」にタッチします。候補の場所を右に
スワイプするか、場所を長押しすると、特定の最近のナビゲー
ション検索結果を素早く削除できます。
注: データ接続ができない場合でも車載マップを使用すれば任
意の目的地へのナビゲーションが可能ですが、その場所の正確
かつ完全な住所の入力が必要です。

ナビゲート オン オートパイロットが有効になっ
ている場合（販売地域で利用できる場合）、ター
ンバイターンの方向リストのナビゲート オン オ
ートパイロットをタッチして、ナビゲーションル
ート上で機能をオンにできます（この機能が有効
な場合、アイコンは青色です）。ナビゲート オン 
オートパイロットは、高速道路などのアクセス管
理された道路において、ナビルートに沿って、自
動的に車線変更や Model X の操舵を行ないま
す。詳細はオートパイロット ナビ走行 ページ 
125 を参照してください。
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代替経路を選択する
地域や車両の設定により、お客様の車両でこの機能が利用できない場合があります。車両にプレミアム コネクティビティが装備されている必要があります。
1 つの経由地を持つ目的地を入力すると、マップには最大で 3
つの代替経路が表示されます。これにより、各ルートの総移動
時間および交通情報を簡単に比較することができます。タイム
アウトにする前に希望のルートを選択しなければ、最速の経路
が自動的に選択されます。

経路に経由地を追加する
目的地を入力した後に、経由地を追加、消去または順序付けす
ることで経路を編集することができます。道順の下にある 3 つ
のドットをタッチして、ルートを編集するためのオプションを
表示します。

経由地の追加は、場所を検索する、自宅を追加す
る、最近の目的地、またはお気に入りの目的地を
追加することで経由地を追加できます。検索す
ると、ルートに近い場所が、そこまでの寄り道に
かかる時間と共に表示されます。マップ上のピ
ンをタップして、情報ポップアップから追加を選
択することで、経由地を追加することもできま
す。
経由地の編集では、経路に経由地を追加または削
除することで詳細な経路を設定することができ
ます。等号サインをタッチして経由地をドラッ
グ アンド ドロップすると順番を並べ替えること
ができます。

また Tesla モバイル アプリを使用してルートを編集することも
できます（販売地域で利用可能な場合）Tesla モバイル アプリ
で、「場所」 > 「ナビゲート」の順に移動し、「走行ルートを編
集」 > 「経由地を追加」の順にタッチしてルートを編集したら、

「車に送信」にタッチしてその走行ルートを車両と共有します。
注: Tesla モバイル アプリのバージョン 4.27.5 以降が必要です。

オート ナビゲーション
注: すべての販売地域およびすべての車両構成においてオート ナビゲーションが使用可能であるわけではない可能性があります。
オートナビゲーションは、乗車したときに目的地を予測するこ
とができます。Model X に携帯電話のカレンダーが同期されて
いる場合、カレンダーには車両運転のために乗車したときから
2 時間以内に実施されるイベントが含まれます。オートナビゲ
ーションでは、そのイベントの位置を推奨します（イベントの
実施される有効な住所があることを前提とします）。
さらに、平日（月曜日〜金曜日）の午前 5 時〜午前 11 時の間に
自宅で車両に乗車すると、オート ナビゲーションによって自動
的に指定されている「勤務先」までの経路が表示されます（自
宅、勤務先、お気に入りの目的地 ページ 179 参照）。平日の午
後 3 時から午後 11 時の間に勤務先で車両に乗り込むと、オート
ナビゲーションは自動的に指定されている「自宅」までの経路
を示します。

オートナビゲーションを有効にするは、「コントロール」 > 「ナ
ビゲーション」 > 「オートナビゲーション」の順にタッチしま
す。電話機のカレンダーを Model X に同期させる必要があり、
イベントに重複のなく指定された有効な住所を含める必要があ
ります（電話、カレンダー、ウェブ会議 ページ 62 を参照）。
注: 手入力した、または Model X に送信したナビの道順は、オー
トナビゲーションの推奨経路より優先されます。

「名所」および「食事」
注: 販売地域や車両構成によっては、機能が使用できない場合があります。
選択した目的地までのナビに加え、Model X はお客様の気分に
合わせ近所にある食事または名所を提案することもできます。
ナビ検索バーで「食事」または「名所」をタッチします。「食
事」では、人気のレストランの一覧を提案し、「名所」では人気
の目的地（美術館やアミューズメントパークなど）の一覧を提
案します。関心のある目的地を見つけたら、「ナビゲート」をタ
ッチして目的地へ進みます。
この機能には、最新版のナビゲーションマップが必要です。ダ
ウンロードするには、Model X を Wi-Fi に接続してから、「コン
トロール」 > 「ソフトウェア」にタッチして、利用できるアッ
プデートの有無をチェックします（地図のアップデート ページ 
182 参照）。

自宅、勤務先、お気に入りの目的地
頻繁に利用する目的地がある場合、その都度目的地の名称や住
所を入力することを避けるため、お気に入りに追加することを
お勧めします。目的地をお気に入りとして追加する場合、ナビ
ゲーション検索バーをタッチしてからお気に入りをタッチし、
お気に入りのリストから目的地を選択することで、目的地に簡
単に向かうことができます。

目的地をお気に入りリストに追加するには、地図
上で行き先のピンをタッチして、表示されるポッ
プアップウィンドウにあるスター アイコンをタ
ッチします。名前(またはデフォルト名のまま) 
を入力 し、お気に入りに追加をタッチします。
星マークが塗りつぶされると、その目的地がお気
に入りリストに設定されたことになります。

最近の目的地またはお気に入りの目的地を削除するには、目的
地リストで「X」が表示されるまで長押しします。続いて、X を
タッチしてリストから削除します。

「自宅」および「勤務先」の場所も、ナビ検索バーの下に表示さ
れます。タッチすると、これらの場所の住所を設定できます。
住所を入力したら、「自宅として保存」または「勤務先として保
存」をタッチします。これにより、これらのショートカットを
タッチするだけで自宅や勤務先のナビゲーションができます。
該当する住所を変更または削除するには「自宅」または「勤務
先」を長押しします。ポップアップが表示され、新しい住所を
入力して、「自宅として保存」または「勤務先として保存」を実
行します自宅や勤務先が保存されると、Model X は、朝は勤務
先、夕方は自宅にナビゲーションするかの指示を求めるように
なり、現在の交通状況に基づいて到着までの推定時間が表示さ
れます。オート ナビゲーション ページ 179 を参照してくださ
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い。「自宅を削除」または「勤務先を削除」にタッチして関連す
る住所を完全に削除します。使用パターンによっては 、検索し
た目的地を自宅または勤務先として保存するように Model X か
ら求められることがあります。
セキュリティ上の理由から、Model X を売却する、所有権譲渡
する、または他の人に運転させる場合は、自宅と勤務先の場所
情報を削除することを推奨します。個別に削除することもでき
ますが、工場リセットを実行して個人データをすべて消去する
こともできます（「コントロール」 > 「サービス」 > 「工場リセ
ット」にタッチします）。

充電ポイント
充電ポイントを地図に表示するには、地図の検索バーにタッチ
してから、「充電ポイント」にタッチします。充電ポイントはリ
ストで一覧表示（最寄りの充電ポイントが一番上に表示）され
るとともに、地図上ではピンで表示されます。ピンにタッチす
ると、詳細情報を表示、ナビゲーション、またはお気に入りと
してマークできます。
稲妻アイコンをタッチして、地図に含める充電場所のタイプを
指定します（デフォルトでは、マップにはスーパーチャージャ
ーのみが表示されます）。

タッチして 25 kW までの低電力ステーション
（ディスティネーション  チャージング サイトな

ど）を含めます。

タッチして 25 kW〜75 kW の中レベルの電力チ
ャージャーを含めます。

タッチして 75 kW 以上の高電力チャージャーを
含めます。

注: 一部の販売地域では、すべての充電場所を表示する設定にした場合、サード パーティーの急速充電器もダーク グレーのピンとして表示されます。
充電ポイントにピンが表示されると、その場所の状態予測情報
が表示されるようになります。ピンをタッチすると詳細が表示
されます。

そのスーパーチャージャーのある場所は稼働し
ており、ピンに付けられている数字は到着時に使
用可能であると予測されるスーパーチャージャ
ー区画の数です。
注: 現在のナビゲーション ルート上にあるスー
パーチャージャーは黒で表示されます（タッチス
クリーンが夜間モードのときは白）。

このスーパーチャージャーの場所は利用者で混
雑することが予測されています。充電までお待
ちいただく必要がある場合があります。

この場所では、通常より利用可能なスーパーチャ
ージャーが少ない可能性があります。

スーパーチャージャー ステーションは閉場して
いる可能性があります。

この場所のスーパーチャージャーに関するデー
タはありませんが、稼働中です。

この場所にあるのは、目的の充電ステーションの
場所、サード パーティの急速充電器、または過
去に使用したことのある公共充電ステーション
です。タッチすると、使用制限や利用可能な充電
電流など詳細な情報が表示されます。
注: 地図がズーム アウトされ、エリア内に利用可
能な充電ステーションが複数ある場合、ピンは丸
くなりステーションの台数を表示します。ピン
をタッチするとズームインされます。そこで個
々のピンにタッチすると各地点の詳細が表示さ
れます。

充電ポイントのピンにタッチすると、ポップアップが表示され、
以下のようなことができます。

• 正確な場所と現在地からのおおよその距離がわかります。
• スーパーチャージャー設置場所がトレーラー フレンドリー

であるかどうかを確認します。トレーラー フレンドリーの
スーパーチャージャー設置場所には、トレーラーをけん引し
たまま車両を乗り入れて充電することができるスーパーチ
ャージャー区画があります。
注: Model X がけん引モード（装備されている場合）のとき、
地図にはトレーラー フレンドリーのスーパーチャージャー
設置場所がリストの一番上に表示されます。

• 充電ポイントで利用できるアメニティ （トイレ、レストラ
ン、宿泊施設、ショップ、Wi-Fi の使用可否など）を表示で
きます。スーパーチャージャー ポップアップでアメニティ 
アイコンにタッチすると、周辺エリアのアメニティ施設を検
索できます。

• 矢印アイコンにタッチすると、充電ポイントまでのナビを利
用できます。
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注: スーパーチャージャー（地域によってはサードパーティ
の急速充電器）へと移動する場合、Model X は充電に備えて
バッテリーのプレコンディショニングを実行します。これ
により、最適なバッテリー温度で到着するので充電時間が短
縮されます。場合によっては（寒冷時など）、モーターやコ
ンポーネントからノイズが聞こえることがありますが、これ
はバッテリーを温めているためで異常ではありません（充電
ページ 174 を参照）。

• スーパーチャージャーの時間帯別の一般的な混雑状態と該
当する充電料金および超過時間料金を表示します（スーパー
チャージャー料金 ページ 195 を参照）。

エネルギー消費量の推測
目的地までナビゲートしている際に、Model X は目的地に到着
した時点でのエネルギー残量を計算して、ドライバーが充電の
必要性を事前に把握できるようにします。ナビゲーション中、
地図にはターンバイターンの 方向リストにあるバッテリー ア
イコンの隣にこの計算値が表示されます（目的地へのナビゲー
ション ページ 178 参照）。ターンバイターンの 方向リストが縮
小されている場合は、リストの上部をタッチすると広がります。
使用エネルギーを予測する計算は、運転スタイル（予測速度な
ど）と環境要因（風速と風向、周囲温度と予報温度、空気密度、
および湿度など）に基づいた推定値です。運転中、Model X は
使用エネルギー量を継続的に学習し、時間の経過とともに精度
を向上させます。 Model X は個々の車両で行われた運転スタイ
ルに基づいてエネルギー使用量を予測します。たとえば、一定
期間アグレッシブに運転すると、将来の航続距離予測では大き
な消費量を想定します。エネルギー予測に寄与する要因（予測
されている温度や風速など）の一部は、Model X がインターネ
ットに接続されている場合にのみ使用できます。
注: 中古の Tesla 車両を購入する場合は工場リセットを実施し
て（「コントロール」 > 「サービス」 > 「工場リセット」）、予測
エネルギーにできるだけ高い精度を確保することをお勧めしま
す。
ルートの全体にわたって、Model X はエネルギー使用量を監視
して、走行後の推定残存エネルギーを更新します。次の場合、
ターンバイターン 方式の方向リストに警告のポップアップが表
示されます。

• 目的地到着までに必要な充電残量がごくわずかになったら
黄色の警告が表示されます。電力を浪費しないように減速
してください。エネルギーを節約する方法は航続距離を最
大限に伸ばす ページ 199 を参照してください。

• 赤色の警告が表示される場合は、目的地に到達するために充
電する必要があります。

ラウンド トリップするために十分な電力があるかを確認する
には、道順の方向リストにあるバッテリー アイコンにタッチし
て、ラウンド トリップのエネルギー使用量の予測計算値を表示
します。あるいは、目的地までのナビをするときに「到着%を
設定」（利用可能な場合）を使用して、到着時の車両のエネルギ
ー量を求めます。

オンライン ルート案内
Model X は、リアルタイムの交通状況を検出して、自動的に所
要時間と到着時刻を調整します。交通状況により予想到着時間
が遅れる状況で別のルートがある場合、ナビゲーションシステ
ムは目的地へのルート変更を行うことがあります。別のルート
を拒否するには、タッチスクリーンのルート変更通知をタップ
します。ルートを変更する前に、時間短縮しなければならない
最短時間を分数で指定することもできます。この機能のオンま
たはオフを行うには、「コントロール」 > 「ナビゲーション」 > 

「オンラインルート案内」の順にタッチします。

トリップ プランナー
トリップ プランナー（販売地域で利用可能な場合）を使えば、
安心して長い道のりを運転できます。目的地到着までに充電が
必要な場合、トリップ プランナーは適切なスーパーチャージャ
ー施設を経由するように経路設定します。トリップ プランナ
ーは、運転と充電にかかる時間を最小化するルートの選択と、
充電時間を提供します。トリップ プランナーを有効にするに
は、地図の設定アイコン (ナビ設定 ページ 177 参照) をタッチし
てから、トリップ プランナーをタッチします。
トリップ プランナーがオンになっていて、なおかつ目的地への
到達に充電が必要な場合、ターンバイターン 方式の方向リスト
にスーパーチャージャー所在地、各スーパーチャージャーでの
推奨充電時間、スーパーチャージャー所在地到着時点の予測エ
ネルギー残量が表示されます。
スーパーチャージャー所在地を削除して、道順だけを表示させ
るには、道順リストの下部にある「充電ポイントを全て削除」
にタッチします。充電ポイントを削除する場合に、目的地到着
には充電が必要だというアラートがターンバイターンの 方向リ
ストに表示されることがあります。スーパーチャージャースト
ップを道順に再度追加するには、充電ポイントを追加をタッチ
します。
スーパーチャージャーで 充電している間充電スクリーンには次
のスーパーチャージャー所在地または目的地まで（これ以上の
充電が不要な場合）の運転に必要な残り充電時間が表示されま
す。実際の充電時間が長かったり、短かったりした場合には、
後続のスーパーチャージャー所在地での充電時間が再調整され
ます。モバイル アプリを使用して、充電に要する残り時間を監
視することもできます。
注: トリップ プランナーによってスーパーチャージャーまたは
一部地域のサードパーティーの急速充電施設にナビゲーション
されているあいだは、スーパーチャージャーまたはサードパー
ティーの急速充電施設に到着時点で最適なバッテリー温度にな
るように、Model X によりエネルギーが自動的に予熱に割り当
てられることがあります。この結果、充電時間が短縮されます

（充電 ページ 174 参照）。
トリップ プランナーが目的地までの往復に必要な電力がない
と判断しても、ルート上にスーパーチャージャーが見つからな
い場合、トリップ プランナーはターンバイターンの 方向リスト
の最上部に警告を表示し、目的地到着には充電を要することを
通知します。
注: ナビゲーション ルート上にあるスーパーチャージャーが故
障中の場合には、トリップ プランナーは通知を表示して、別の
スーパーチャージャー所在地に経路変更しようと試みます。

マップとナビゲーション
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地図のアップデート
地図のアップデートが利用可能になると、それは Wi-Fi 経由で
自動的に Model X に送られます。忘れずにそれを受け取るよ
う、定期的に Model X を Wi-Fi ネットワークに接続してくださ
い (Wi-Fi ページ 59 参照)。タッチスクリーンには、新しい地図
がインストールされたことを告げるメッセージが表示されま
す。

マップとナビゲーション
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概要
注: メディア アプリは販売地域、車両設定、購入時オプション、およびソフトウェア バージョンによって異なります。販売地域によっては利用できないアプリがあり、別のアプリで代用されることがあります。
メディア プレイヤーはタッチスクリーンに表示され、さまざま
なタイプのメディアからの再生に使用できます。ミニプレーヤ
ーの表示と同様に、メディア プレイヤーを上にドラッグすると
展開し（ブラウズすることが可能になる）、下にドラッグすると
最小化できます。ミニプレーヤーは便利にできており、現在再
生中のものをタッチスクリーンに最小スペースで 表示するとと
もに、再生に必要な基本機能だけを表示します。
ウェブブラウザから音楽を再生し、それからブラウザを最小化
する場合、Model X はバックグラウンドでブラウザの音楽の再
生を継続します。メディア Miniplayer を使って、ブラウザの音
楽を一時停止または再生することができます。ブラウザオーデ
ィオが開始される前に、あるメディアを再生していた場合、ブ
ラウザの音楽が一時停止または終了した後に、そのメディアは
再開されます。
ストリーミング サービスはデータ接続（Wi-Fi やプレミアムコ
ネクティビティなど ）が利用可能な場合に限って利用すること
ができます。一部のメディア サービスでは、Tesla アカウント
がデフォルト設定されています。それ以外は、初回使用時にア
カウント認証情報の入力を求められることがあります。
注: メディア プレイヤーのドロップダウン リストからソースを
選択して、メディア プレイヤー ウィンドウでソースを変更する
ことができるため、さまざまなメディア アプリを起動する必要
はありません。

「ラジオ」: 聴取可能なラジオ局のリストから選択
するか、または数字キーパッドにタッチして、ラ
ジオ局の周波数を直接入力して選曲します。周
波数を次へ （または前へ） 移動させるには、周
波数を選んでから、次への矢印あるいは戻るの矢
印をタッチします。

「Bluetooth」: Bluetooth 接続された電話や USB
デバイスに保存されている音源を再生します（デ
バイスからメディアを再生 ページ 184 参照）。

Caraoke（装備されている場合）: さまざまな曲
を歌うことができます（カラオケ ページ 184 を
参照）。

注: メディア アプリ/ソースを表示するまたは非表示にすること
ができます。メディアの設定 ページ 183 を参照してください。
Model X は、地域で利用可能な場合、以下のメディア アプリを
サポートします。

• Amazon Music
• Apple Music
• Apple Podcasts
• Audible
• LiveOne

• Spotify
• TuneIn
• YouTube Music

インターネット ラジオや音楽ストリーミング サービスを聴く
場合、メディア プレイヤーで選択できるオプションは何を視聴
するかによって変わります。次に進む（または、前に戻る）矢
印にタッチすると、利用可能な次の（または前の）ラジオ局、
エピソード、楽曲が再生されます。次の曲を再生、または前の
曲を再生の操作は、ハンドル上の左スクロール ボタンでもでき
ます。
注: 音声コマンドを使用して、音量コントロール、音楽再生、ま
たはメディアソースの 切り替えといったメディア設定や好みを
調整することができます（音声コマンド ページ 17 を参照）。

音量調節
音量は次のようにして制御することが可能です。

• ハンドルの左側のスクロール ボタンを上または下に回すと
それぞれ音量が上がるか下がります。これにより、メディ
ア、音声コマンド、および通話の音量を調整します。

• 車速および空調設定に基づいて音量を調整することができ
ます。

• タッチスクリーンのボタン コーナーにあるスピーカーアイ
コンに関連する「<」「>」の矢印にタッチします。

• 音量をミュートするには、左スクロール ボタンを押してく
ださい。もう一回押すとミュートが解除されます。

• 通話中に左のスクロール ボタンを押すと、サウンドとマイ
クの両方がミュートされます。

メディアの設定
注: 各種設定は、販売地域によって異なります。また、設定が適用されない音源もあります。

オーディオ設定にアクセスするには、メディア 
プレーヤーの検索バーにある設定アイコンを押
します。

以下の設定を調整することができます。
• 「トーン」: スライダーをドラッグすることで、サブウーファ

ーおよび 5 種類の波長帯域（低音、低中音、中音、中高音、
高音）を調節できます。プレミアム オーディオが装備され
ている場合、お好みに合わせてイマーシブ サウンド スライ
ダーをドラッグすることで、サウンド イマーションのレベ
ルを調整してミュージック エクスペリエンスをより 魅力あ
るものにすることができます。

• 「バランス」: 聴きたい Model X の位置に合わせて中央の円を
ドラッグします。

• 「オプション」: オプション機能を設定します。たとえば、「DJ 
コメンタリー」、「不適切なコンテンツ」、「モバイル コント
ロールを許可」のオンオフの切り替えができます。

メディア
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• 「ソース」: 利用可能なすべてのメディアソースを 表示して、
それぞれのソースの表示/非表示を選択することができま
す。使用しないメディアソースは 非表示にすることができ
ます。非表示にすると、そのメディアソースはメディアプレ
イヤーのドロップダウン リストに表示されなくなり、アプ
リ ランチャーにタッチしてもアプリ トレイに表示されなく
なります。いつでもこの設定画面に戻って、非表示になった
メディアソースを 再度表示させることができます。

オーディオ コンテンツの検索
特定の曲、アルバム、アーティスト 、ポッドキャ
スト、ステーションを検索するにはメディアプレ
ーヤーの虫眼鏡アイコンをタッチします。音声
コマンドを使用してハンズフリーで検索するこ
ともできます(音声コマンド ページ 17 を参照)。
利用可能な場合、「HD」®をタッチして選択した
周波数の高品質バージョンを再生します。

SiriusXM サテライト ラジオ（装備され
ている場合）
SiriusXM に対応している場合、SiriusXM という登録制の衛星通
信ラジオサービスを聴くことができます。衛星ラジオ チャン
ネルを受信するには、タッチスクリーンからラジオサービス プ
ロバイダーのラジオ ID を入力する必要があります。
ラジオ ID は次のようにして表示します。
1. ラジオソースのアイコンをタッチし 、リストから SiriusXM 

を選びます。
2. チャンネルセレクターをチャンネル 0 に動かします。
3. ラジオ ID が局情報部に表示されます。
SiriusXM チャンネルを選ぶには、チャンネル番号を手動でスク
ロールするか、チャンネルをカテゴリー別に表示します。

カラオケ
注: 車両の設定や地域により、お客様の車両ではカラオケを利用できない場合があります。Caraoke にはプレミアムコネクティビティが必要です。
メディアプレイヤーに移動して、ドロップダウンメニューを選
択してメディアソースをカラオケに 変更します。または、カラ
オケをアプリランチャーのアプリとして追加します。様々な曲
を検索して、歌いたい曲を選択します。マイクアイコンをタッ
チして曲のメインボーカルを有効/無効にします。マイクを無
効にすると、曲の演奏やバックコーラスのみが流れます。歌詞
アイコン（マイクアイコンの隣）をタッチして曲の歌詞を有効/
無効にします。
米国のみ: カラオケスタジオを完成させるために、マイクを
http://www.tesla.com で購入することができます。

警告: 運転中には絶対にカラオケの歌詞を読まないでく
ださい。常に道路状況や交通状況に注意を払ってくださ
い。運転時には、他の乗員がカラオケの歌詞を見ること
を目的としています。

最近の履歴とお気に入り
もっとも直近に使用したコンテンツは、最近の履歴でもお気に
入りでも、使いやすいようにトップに表示されます。

現在再生中のラジオ局、ポッドキャスト、オーデ
ィオファイルをお気に入りリストに追加するに
は、メディア プレイヤー上の「お気に入り」ア
イコンをタッチします。

ある項目をお気に入りから削除するには、強調表
示された「お気に入り」アイコンにタッチしま
す。複数のお気に入りを削除するには、メディア 
プレイヤーを展開して、適用できるソース コン
テンツのタイプごとにすべてのお気に入りを表
示します。そしてお好きなお気に入りを押し続
けます。「X」はすべてのお気に入り項目上に表
示されます。お気に入りリストから削除したい
項目の「X」にタッチします。
最近再生した選択は継続的に更新されるため、そ
れらを削除する必要はありません。

注: （装備されていれば）FM ラジオ局で再生する選択局は「最
近の履歴」リストには表示されません。

デバイスからメディアを再生
USB フラッシュ ドライブ
フロント USB ポートにフラッシュ ドライブを挿入します（USB
ポート ページ 10 参照）。「メディアプレイヤー」 > 「USB」の
順にタッチして、希望するフォルダーの名前にタッチします。
USB 接続したメディアを再生する場合、Model X はフラッシュ 
ドライブのみを認識します。iPod など別のタイプのデバイス
からメディアを再生するには、当該デバイスを Bluetooth で接
続する必要があります（Bluetooth 接続された機器 ページ 184
を参照）。
注: メディアプレーヤーは、exFAT でフォーマットされた USB
フラッシュドライブに対応しています(NTFS には現在対応して
いません) 。
注: センター コンソール前にある USB ポートを使用します。
コンソールのリア側にある USB 接続は充電専用です。

Bluetooth 接続された機器
Bluetooth 機能を持つデバイスを Model X にペアリングして

（Bluetooth ページ 60 を参照）、保存されたオーディオ ファイル
を再生します。メディア プレイヤーの 「電話」ソースを選択し
て、Bluetooth 接続したデバイスの名前にタッチしてから、「接
続」にタッチします。

メディア
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概要
注: 地域、製造日、および車両構成によって、エンターテインメントオプションが異なる場合があります。

「シアター」: 駐車中は、さまざまな動画ストリーミング サービス（Netflix、YouTube、Hulu など）をお楽しみくだ
さい。Model X が Wi-Fi に接続しているか、プレミアムコネクティビティが 装備されていて、携帯電話信号が使用で
きる場合に限って利用可能です。

「アーケード ゲーム」プレーしてみませんか。プレーするには、ハンドルのボタンや Bluetooth または USB のコン
トローラーを使用する必要があることがあります。ゲーミング コントローラー ページ 187 を参照してください。

「おもちゃ箱」: パーキングにシフトしているときにおもちゃ箱で遊んでください。

警告: これらの機能は、Model X が駐車しているときのみ使用してください。運転する時は、常に道路と周囲の交通環境に注
意を払ってください。運転中のエンターテイメント機能の使用は、違法なうえに非常に危険です。

注: 音声コマンドを使用してこれらの機能にアクセスすることもできます(音声コマンド ページ 17 を参照)。

おもちゃ箱
車両のおもちゃ箱には、楽しく使える機能が含まれています。ここでは、おもちゃ箱の機能の一例をご紹介します。
これを選択する
と...

できることは...

007 これであなたはもはや「ドライバー」ではありません、「ダイバー」です！「コントロール」 > 「車高」 の順
にタッチして潜水深度を変更します。

ブームボックス Model X に歩行者警告システムが備わっていれば、パーキングにシフトしているときに、車両の外部スピー
カーからさまざまなサウンドを流して歩行者を楽しませることができます。詳細についてはブームボックス 
ページ 186 を参照してください。
注: 公共の場所でブームボックスを使用する前に、現地の法律をご確認ください。

排出ガス 楽しみは、意外なところからやってくるものです。お好みのブーブー スタイルと目的のシートを選んでくだ
さい。「いたずら」する準備ができたら、ウィンカーか左スクロール ホイールを押してブーブークッションを
鳴らします。 歩行者警告システムが備わっていれば、お客様の車両がパーキングにシフトしているときに、
外部に向かって音を出すことができます。でも待ってください。お楽しみはそれだけではありません。モバ
イル アプリを使用すると、4 個のクイック コントロール ボタンのどれかを長押ししてから「おなら」ボタン
を選択することで、遠隔音出しテストを実行することができます。

Model Xmas 屋外に車を停めて、ボリュームを上げ、ウィンドウを下げて、ショーを楽しんでください。この先にライト
ショーを予約し、楽曲をカスタマイズして愛する人を驚かせましょう。

Ludicrous スピー
ド (P100D 車両の
み)

Ludicrous 設定を約 5 秒間押したままにします（「コントロール」 > 「ペダル＆ハンドル」 > 「加速」 > 
「Ludicrous」の順にタッチします）。飛ばしたい場合は、もちろん！をタッチします。インストゥルメント

パネルに出力と加速度の測定値を表示するには、いずれかのスクロール ボタンを使用可能なオプションが表
示されるまで押します。その後、スクロール ホイールを回して測定値をハイライト表示したら、スクロール 
ボタンをもう一度押します。

火星 マップには Model X が火星の大地を走る流浪者として表示され、お客様の Tesla について ボックスには 
SpaceX の惑星間スペースシップが 表示されます。

レインボー 充電
ポート

Model X がロック状態で充電されているとき、モバイル コネクターのボタンを素早く 10 回押してください。
どうです?

シアター、アーケード、おもちゃ箱
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レインボー ロー
ド

カウベルがもっと必要? オートステアリングを有効にした状態ですばやく 4 回続けてオートパイロット レバ
ーを手前に引くと、レインボー ロードが起動します。

ロマンス もちろん車内で焚火を焚いて栗を焼くことはできませんが、このバーチャル暖炉を使えば大切な人とロマン
ティックなひと時を過ごすことができます。お気に入りの音楽を流して、ロマンチックな雰囲気を演出！

スケッチパッド あなたの内なるピカソを呼び出してみましょう。あなたの才能を見せるチャンス！出版 をタッチしてあなた
の作品を Tesla まで送付ください。

TRAX 世界的に有名な DJ になる夢を追い続けるのに遅すぎることなんて決してありません。を使えば TRAX、車両
を自分だけの音楽スタジオに変えられます。「P（パーキング）」に入れている間、たくさんの楽器やユニーク
なサウンドを組み合わせて新しいヒットソングを作り出せます。マイクとヘッドセットは含まれておりませ
ん。

生命、宇宙、そし
てすべてにおける
究極の質問に答え
る

お車の名前を「42」に変更します（「コントロール」 > 「ソフトウェア」にタッチしてから、車両の名前にタ
ッチします）。新しい名前に注目してください。

車載用カラーライ
ザー（装備されて
いる場合）

タッチスクリーンで Model X の色を変更します。車両名の隣にある色見本にタッチすると、エクステリアの
カラー、トーン、などをカスタマイズできます。

ブームボックス
注: ブームボックスは、歩行者警告システム（PWS）の装備車でしか使用できません。
注: 公共の場所でブームボックスを使用する前に、現地の法律をご確認ください。
ブームボックスを使用すると、Model X が駐車時に、歩行者警告システム（PWS）スピーカーから外部に音を出すことができま
す。例:

• 現在のメディアを再生.
• メガホンを使用して、声を変調できます。
• ホーンを押すと互換性のある USB デバイスから任意のサウンドの最初の 5 秒間を再生します。

注: 空調でキャンプモードを選択している場合、降車後 Tesla アプリで音量を調整することができます。
ブームボックス用の USB ドライブの準備
これらのステップに従って最大で 5 つのカスタムブームボックスサウンドを 追加することができます。
1. コンピューターで、USB ドライブを exFAT、MS-DOS FAT (for Mac)、ext3、または ext4 でフォーマットします（NTFS は現在

サポートされていません）。
2. USB ドライブに「Boombox」というフォルダーを作成します。

注: USB ドライブには、1 つのフォルダーのみを含めることができます。例えば、ダッシュカムと共有することはできません。
3. .wav と.mp3 の音声ファイルをフォルダーに追加します。USB ドライブの容量が許す限りファイルを追加することができます

が、選択できるのは、アルファベット順に並べられたリストにある先頭の 5 つだけです。ファイル名は任意の長さで、大文字
と小文字のアルファベット（a-z/A-Z）、0〜9 の数字、ピリオド（.）、ダッシュ（-）、アンダースコア（_）を使用できます。

4. USB ドライブをフロント USB ポートに差し込みます。
5. 「ブームボックス」ドロップダウンメニューで、USB ドライブからサウンドを選択します。

ゲームのアンインストール
ゲームのアンインストールは、車両のストレージ容量を空けたい場合に便利です。ゲームをアンインストールするには、「アーケー
ド」に移動し、アンインストールするゲームを選択し、「アンインストール」をタッチします。一度アンインストールしたゲームを
再びプレイするには、ゲームをダウンロードする必要があります。

シアター、アーケード、おもちゃ箱
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ゲーミング コントローラー
Bluetooth Classic ゲーミングコントローラーは、携帯電話のペアリングと同じ手順で Model X にペアリングできます（電話、カレ
ンダー、ウェブ会議 ページ 62 を参照）。ペアリング後、コントローラーは自動的に車両に接続します。接続すると、コントローラ
ーを使用して選択したゲームをプレイすることができます。 Model X 一度に 2 台の Bluetooth デバイスのみに対応することが可
能です（例えば、コントローラー 2 台、または携帯電話とコントローラー）。
およそ 2021 年 11 月 1 日よりも前に製造された車両の場合、USB 互換のゲームコントローラーを車両のセンターコンソールにあ
るフロント USB ポートに接続することができます。およそ 2021 年 11 月 1 日よりも後に製造された車両の場合、グローブボック
スの USB ポートを使用する必要があります。

シアター、アーケード、おもちゃ箱
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高電圧コンポーネント

1. フロント モーター
2. エアコン用コンプレッサー
3. 前方ジャンクション ボックス
4. 高電圧ケーブル配線
5. バッテリークーラントヒーター
6. DC-DC コンバーター
7. キャビンヒーター
8. 高電圧バッテリー
9. 車載充電器

10. 充電ポート
11. リア モーター
12. HV ケーブルからリア HVAC アセンブリ

警告: 高電圧システムにはユーザーが整備可能な部品はありません。高電圧コンポーネントやケーブル、コネクタの分解、着
脱は行わないでください。高電圧ケーブルのカラーは通常オレンジ色が使われており、容易に見分けることができます。

電気自動車のコンポーネント
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警告: Model X に貼ってあるラベルの注意を読み、必ず守るようにしてください。これらのラベルはお客様の安全のために
貼ってあります。
警告: 万が一火災が発生した場合は、直ちに最寄りの消防機関にご連絡ください。

充電機器
Model X の充電専用に設計された充電機器は Tesla から入手で
きます。
お客様の販売地域で使用可能な充電機器については、http://
shop.tesla.com をご覧ください。

• ウォールコネクターは駐車スペースに 設置するタイプであ
り、車両を日常的な使用で最も高速に充電することができま
す。

• モバイル コネクターを使用することで、一般的に使用され
ているほとんどのコンセントに差し込むことができます。
モバイル コネクタを使用する場合は、スマート アダプタ（必
要な場合）をモバイル コネクターに取り付けてからコンセ
ントに差し込み、その後、車両に接続してください。

• Tesla は地域で最も一般的に使用されている公共充電ステー
ションで使用できるアダプターも提供しています。公共充
電ステーションでは、最初にアダプターをステーションの充
電コネクターに取り付けてから、車両に接続してください。

電気自動車のコンポーネント
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Model X は世界最高クラスの高性能バッテリーを搭載していま
す。高電圧バッテリーを長持ちさせるために最も重要なのは、
車両を使用していない間も充電プラグを差し込んだままにして
おくことです。特に数週間以上 Model X を運転する予定がない
場合、これは重要です。
注: 充電しないまま車両の電源を付けた状態にしているとき、バ
ッテリーはシステム試験および 低電圧バッテリーの充電を必
要に応じて実行する必要があるため電力を消費しています。
バッテリーのレベルが低下するまで充電を待つ必要はありませ
ん。実際、バッテリーは定期的に充電されていると最高の性能
を発揮します。
注: バッテリーを 0%まで放電させると、他のコンポーネントが
損傷し、場合によってはコンポーネントの交換が必要になるこ
とがあります（例：低電圧バッテリー）。このような場合には、
お客様に修理費用や輸送費用を負担していただきます。放電に
より生じた費用は、保証やロードサイドアシスタンスポリシー
の保証対象になりません。
スーパーチャージャーによる 充電など、多数の急速 DC 充電セ
ッションの後で、バッテリーのピーク充電速度がわずかに低下
することがあります。航続距離とバッテリーの安全性を最大限
に引き出すため、バッテリーが冷たすぎたり、バッテリーがフ
ル充電に近くなっていたり、バッテリーの状態が使用状況や経
過日数によって変化している場合は、バッテリー充電速度が低
下します。バッテリーの物理特性によってこのようなバッテリ
ーの状態変化が進むと、スーパーチャージングの総所要時間は、
時間の経過とともに数分単位で延びる可能性があります。スー
パーチャージャーに向かって走行中に、トリップ プランナー

（販売地域で使用可能な場合）を使用してバッテリーを温めてお
くと、充電時間を最短にすることができます。詳細情報につい
ては、トリップ プランナー ページ 181 を参照してください。

バッテリーの保護
バッテリーを完全放電させないでください。
Model X を運転していない間も、バッテリーは車載電子回路に
電源を供給するために非常にゆっくり放電しています。放電率
は環境要因（寒い天候など）、車両構造、タッチスクリーン上の
選択した設定により異なりますが、1 日におおよそ 1%の割合で
バッテリーが放電します。Model X が充電されない状態が長期
間続くような場合もあります (たとえば、空港の駐車場に車を置
いて旅行に出かけるなど)。バッテリーを十分な充電レベルに
保つために、前述の 1% について留意してください。たとえば、
2 週間 (14 日) 充電しないと、バッテリーはおよそ 14% 放電しま
す。
バッテリーを 0% まで放電すると車両のコンポーネントを損傷
する恐れがあります。完全放電からバッテリーを保護するため
に、充電レベルが 0% 近くまで低下すると、Model X は低消費
電力モードに入ります。このモードで、バッテリーは車載電子
回路および低電圧バッテリーへの電源供給を停止します。低消
費電力モードを有効にしたら、ジャンプスタートや低電圧バッ
テリーの交換などを避けるために、すぐに Model X を差し込ん
でください。

注: ロックが解除されない、ドアが開かない、充電が開始されな
いなど、Model X が反応しない場合は、低電圧バッテリーが放
電している恐れがあります。このような場合は、低電圧 バッテ
リーのジャンプスタートをお試しください（ジャンプスタート 
ページ 241 を参照）。依然として車両が無反応である場合、モバ
イル アプリを使用してサービス予約してください。

温度限界
常に良好な性能を長期間維持するため、Model X を 140° F (60° 
C) 超または -22° F (-30° C)未満の環境に 24 時間以上連続して置
かないでください。

省エネ機能
Model X には省エネ機能があり、Model X を使用していないと
きの消費エネルギーを減らすことができます。世代の新しい車
両では、この機能は自動化され最適なレベルの省エネモードが
提供されています。一方、世代の古い車両では、「コントロー
ル」 > 「ディスプレイ」 > 「省エネモード」の順にタッチして
消費電力をコントロールすることができます。航続距離を最大
限に伸ばし、電力を節減する方法について詳しくは、航続距離
を最大限に伸ばす ページ 199 をご参照ください。

水没した車両について
他の自動車と同様に、お客様の Tesla が洪水や極端な気象現象
にさらされたり、水（特に塩水）に浸かったりした場合は、事
故に遭ったものとして扱ってください。詳細情報については、
水没車両に関するガイダンス ページ 243 を参照してください。
注: 水没による損傷は保証の範囲外になります。

バッテリーに関する警告と注意事項
警告: 高電圧システムの保守は訓練された技術者だけが
実施するようにする必要があります。どのような状況下
においても、バッテリーのフタを開けたり、バッテリー
を改造したりしないでください。高電圧コンポーネント
やケーブル、コネクタの分解、着脱は行わないでくださ
い。高電圧ケーブルのカラーは通常オレンジ色が使われ
ており、容易に見分けることができます。
注意: バッテリの充電レベルが 0%に達した場合は、プラ
グを差し込む必要があります。プラグを抜いたま長時間
放置すると、低電圧バッテリーをジャンプ スタートさせ
るか、または交換しない限り、Model X を充電または使
用できない場合があります。Model X を長期間にわたっ
て充電せずに放置すると、バッテリーが損傷し、修復不
能になる場合があります。低電圧バッテリーをジャンプ 
スタートさせても Model X を充電できない場合は、サー
ビス予約をしてください。

高電圧バッテリーに関する情報
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注意: バッテリーはオーナーによるメンテナンスを必要
としません。クーラント フィラー キャップを開けたり
バッテリー液を補充したりしないでください。インスト
ゥルメントパネルに液レベルが低いという警告が表示さ
れた場合、モバイル アプリを使用してサービスを予約し
てください。
注意: このバッテリーは固定電源として使用しないでく
ださい。固定電源として使用した場合は、保証が無効に
なります。

高電圧バッテリーに関する情報
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充電ポートを開ける
充電ポートは Model X の左側に位置し、ドアの後ろ、リア テー
ル ランプ アセンブリの一部にあります。充電ケーブルが充電
ポートに届きやすいように、Model X を駐車します。
Model X がパーキングにシフトしている状態で、Tesla 充電ケー
ブル上のボタンを押して放すと充電ポートのドアが開きます

充電ポート ドアは、以下のいずれの方法でも開けることができ
ます。

• タッチスクリーンから、充電ポートアイコン（稲妻アイコ
ン）をタッチします。

• タッチスクリーンで、「コントロール」 > 「充電」 > 「充電
ポートを開く」の順にタッチしてください。

• Model X がアンロックされ、認識されたキーが近くにある状
態で、充電ポート ドアを押します。

• キー フォブ のリア トランク ボタンを 1〜2 秒間長押ししま
す。

• 充電ケーブルのボタンを押して、充電ポート ドアを開きま
す。

• 音声コマンドを使用して、充電ポート ドアを開きます（音
声コマンド ページ 17 を参照）。音声コマンドを使用して、
充電ポート ドアを閉じることや、充電を開始または停止す
ることもできます。

注: 次の画像は、デモンストレーションの目的でのみ提供されています。販売地域および製造日によっては、充電ポートに若干違いがある場合があります。

注: 充電ポート扉を開けると、充電ポートのライトが白色に点灯
します。充電ポート扉を開いてから数分以内に充電ケーブルを
充電ポートに接続されない場合、充電ポート扉は閉じます。そ
の場合は、タッチスクリーンを使用して充電ポート ドアを再度
開けてください。
注: 極端な寒冷時や凍結するような状況では、充電ポートラッチ
がそのまま凍ることがあります。充電ケーブルの抜き差しがで
きない場合、または留め金が凍結しているため車両の高速充電
が行えない場合、Tesla モバイル アプリを使用し、約 30〜45 分
間、事前に車両の温度設定を「HI」にしてください（車両の事
前調整のためにはモバイル アプリの使用が必要です。タッチ
スクリーンからは温度を「HI」に設定できません）。この結果、
充電ポートラッチの氷が溶けて、充電ケーブルの抜き差しがで
きるようになります。

注意: 充電ポートを無理に開けようとしないでください。

挿し込む
必要な場合は、タッチスクリーンを使用して充電制限と充電電
流を変更します（充電設定 ページ 195 を参照）。
公共の充電ステーションで充電するには、適切なアダプターを
車両の充電ポートに差し込み、ステーションの充電コネクター
をアダプターに接続します。販売地域でよく使われているアダ
プターが付属しています。使用している充電器によっては、充
電器の制御装置を使用して充電を開始、停止する必要がありま
す。
モバイル コネクターを使用する場合は、先に電源に挿してから 
Model X につなぎます。
コネクターと充電ポートの向きを合わせて、コネクターを奥ま
で挿し込みます。コネクターが正しく差し込まれている場合に 
Model X が以下の状態になると、自動的に充電が開始されます。

• ラッチによってコネクターが 所定の位置に固定されたとき。
• パーキングにシフトしたとき（他のギアに入っていた場合）。
• 必要に応じてバッテリーを加熱または冷却したとき。バッ

テリーを加熱または冷却する必要がある場合は、充電が開始
されるまでに遅れが生じる場合があります。

充電方法
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注: Model X に充電ケーブルが差し込まれている状態で充電が
行われていないときは、バッテリーに蓄積されたエネルギーで
はなく、充電機器からエネルギーが引き出されます。たとえば、
ギアをパーキングに入れ、充電ケーブルを差し込んだ状態で、
Model X の座席に座ってタッチスクリーンを操作している間、
Model X が消費するエネルギーはバッテリーではなく充電機器
から取り込まれます。
ただし、Model X が差し込まれているもののほとんどエネルギ
ーを使用していない場合、バッテリーから直接エネルギーを取
り込むことがあります。例えば、Model X を使用せずに数日間
差し込んだままで放置すると、車両のシステムをサポートする
ために、バッテリーから直接少量のエネルギーを段階的に取り
込むことがあります。
バッテリーが十分に放電すると、バッテリーは充電を開始して
再び制限に到達します。点検時期によっては、バッテリーは十
分に放電することなく、充電サイクルをトリガーすることがあ
ります。その結果、長時間差し込んだ場合でも、充電限度より
も若干低くなることがあります。これは正常な作動であり、十
分に放電した後に、Model X は再び充電を開始します。または、
新しい充電サイクルを手動で開始するには、プラグ一旦を抜い
てから Model X を差し込みます。

注意: 充電ケーブルのコネクター側を Model X の上に落
とすと、塗装が損傷することがあります。

充電ポート ライト
充電ケーブルを Model X に挿入したら、数秒間待ち、充電ポー
トのライトが緑色で点滅を開始し、車両が充電されていること
を確認します。このライトが黄色または赤色である場合は、車
を離れる前に、充電が確実に行われるよう問題を解決してくだ
さい。

• 白色（またはライトブルー色）: 充電ポートが開いています。 
Model X 充電準備ができていますが、コネクターが挿入され
ていなか、充電ポートのロックが解除されコネクターが取り
外せる状態になっています。

• 青色: 充電器は接続されているが、Model X は充電をしてい
ません（予約充電が有効になっている場合など）。

• 青色の点滅: Model X 充電器と通信しているが、まだ充電を
開始していません（車両が充電準備をしている場合など）。

• 緑色の点滅: 充電中。Model X の充電が終了に近いほど、点
滅の頻度が遅くなります。

• 緑色の点灯: 充電完了。
• オレンジ色の点灯: コネクターが完全に差し込まれていませ

ん。コネクターと充電ポートの向きを合わせて、コネクター
を奥まで挿し込んでください。

• オレンジ色の点滅: Model X は電流を減少して充電していま
す（AC 充電のみ）。

• 赤色: 故障が検出され、充電が停止しました。インストゥル
メントパネルまたはタッチスクリーンでアラートを確認し
てください。

充電ステータス
充電ポートが開いている場合、インストゥルメント パネルに充電ステータスが表示されます。

充電方法
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1. 走行距離: 推定総航続距離または利用可能エネルギー残量のパーセント表示（表示設定により異なる）で表示されます。
注: 表示されるエネルギー単位を変更するには、「コントロール」 > 「スクリーン」 > 「エネルギー表示」の順にタッチします。

2. 充電ステータス: 充電ステータス メッセージ（「スーパーチャージング」、「充電中」など）はここに表示されます（プレコンデ
ィショニングと充電の予約 ページ 198 参照）。

3. 残り時間: 設定限度まで充電するための推定残り時間（充電設定 ページ 195 参照）
注: 100%まで充電する場合、充電完了と表示されていても、車両は低電力で充電を継続している可能性があります。これは設
計通りの動作です。このポイントを超えて追加されるエネルギーは小さいので、一般的には充電を継続しても利点はありませ
ん。

4. 充電速度: 充電している車両の現在の充電速度
5. 取得航続距離: 充電で増加した推定航続距離。
6. 充電 充電器の現在の電力。

充電
充電中は、充電ポート ライトが緑色に点滅し、インストゥルメ
ント パネルに充電状況が表示されます。充電レベルが満充電
に近づくにつれて、充電ポートのライトが点滅する周期が遅く
なります。充電が完了すると、ライトの点滅が停止し、緑色の
点灯になります。
注: Model X がロックされていると、充電ポート ライトは点灯し
ません。
充電ポート ライトが充電中に赤く点灯する場合は、故障が検出
されています。インストゥルメント パネルまたはタッチスク
リーンで故障に関するアラートを確認してください。故障は、
停電などのよくある障害が原因で発生する可能性があります。
停電が発生した場合は、電力が復旧すると自動的に充電が再開
されます。
注: 充電中にノイズが聞こえますが異常ではありません。特に
大電流で充電する場合は、必要に応じて冷媒コンプレッサーと
ファンが動作し、バッテリーを冷却します。
注: 通常充電は空調性能に影響を与えません。ただし、特定の状
況（例えば、気温が高い日に大電流で充電しているなど）では、
通気口から出る空気が冷たくない場合があり、インストゥルメ
ントパネルにメッセージが表示されることがあります。これは
正常な動作で、充電中にバッテリーを最適な温度範囲内にとど
め、バッテリー寿命と性能を最適になるようサポートします。

警告: 充電している間、絶対に充電ポートに勢いよく液体
をかけないでください（高圧洗浄機など）。これらの指示
に従わないと、重傷を負ったり、車両や充電器の損傷、
財産の損失につながる恐れがあります。

充電の停止
充電ケーブルを取り外すか、タッチスクリーンで「充電を停止」
にタッチすることにより、いつでも充電を停止できます。
注: 充電ケーブルの不正な取り外しを防止するため、充電ケーブ
ル ラッチはロックされたままの状態となり、Model X のロック
が解除されるか、キーを認識しない限り、充電ケーブルは取り
外せないようになっています。
充電ケーブルを取り外す:

1. コネクタハンドル上のボタンを長押しして、ラッチを外しま
す。
注: ラッチは、タッチスクリーンもしくはモバイル アプリで
を使用して、またはキー フォブのリア トランクボタンを長
押ししても解除することができます。お客様の車両が電動
充電ポート搭載車の場合は、充電ポートの左にあるボタンを
押してもラッチを取り外せます。

2. コネクターを充電ポートから引き抜きます。
気温が氷点下のため、充電ケーブルが差し込まれた状態で凍結
してしまった場合は、「コントロール」 > 「サービス」 > 「充電
ポートヒーター」の順にタッチします。これにより、充電ポー
トが最大 2 時間、加熱され、充電ケーブルの凍結を溶かすこと
ができます。
注: 充電ポート ドアは、以下のいずれの方法でも閉じることが
できます。

• タッチスクリーン上で、車のステータス概要の充電ポート 
アイコン（雷マーク）にタッチします。

• タッチスクリーンで、「コントロール」 > 「充電」 > 「充電
ポートを閉じる」の順にタッチしします。

• 音声コマンドを使用して、充電ポート ドアを閉じます（音
声コマンド ページ 17 を参照）。

公共の充電ステーションでアダプターを使用して充電ケーブル
を取り外す方法：
1. Model X をロック解除します。
2. 一方の手で公共充電ステーションの充電ハンドルを、もう一

方の手でアダプターを押さえながら、充電ハンドルのボタン
を長押しして外側に引くと、ハンドルとアダプターが同時に
外れます。
注: 充電ステーションのハンドルがアダプターから離れ、ア
ダプターを Model X に挿入したままにしておく場合は、タッ
チスクリーンを使用して充電ポートのロックを解除します。

3. 充電ハンドル ボタンをもう一度長押しして、公共用充電ハ
ンドルからアダプターを外します。
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注: 充電ポート ドアは、以下のいずれの方法でも閉じることが
できます。

• タッチスクリーン上で、車のステータス概要の充電ポート 
アイコン（雷マーク）にタッチします。

• タッチスクリーンで、「コントロール」 > 「充電」 > 「充電
ポートを閉じる」の順にタッチしします。

• 音声コマンドを使用して、充電ポート ドアを閉じます（音
声コマンド ページ 17 を参照）。

注意: Tesla では、Model X を使用していない場合でも、
充電ケーブルを挿し込んだままにしておくことを強く推
奨します。そうすることで、バッテリーの充電レベルが
最適に保たれます。

充電設定
Model X がパーキングにシフトされているときに、「コントロー
ル」 > 「充電」の順にタッチして、充電設定にアクセスします。
タッチスクリーンの充電アイコンにタッチして充電設定にアク
セスすることもできます。

1. 走行距離: 推定総航続距離を表示します。
2. 制限を設定する: 充電スライダーを希望する充電レベルに調

整します。選択した設定は、即時充電と予約充電に適用され
ます。
注: Tesla では通常使用に対してはバッテリーのフル充電レ
ベルを 90%未満に制限し、長距離で必要な場合に限って
100%まで充電することを推奨しています。
注: バッテリーの図の一部が青くなることがあります。これ
は、バッテリーが冷えているため、バッテリーに蓄えられて
いるエネルギーのごく一部が運転に利用できないことを示
しています。これは正常な動作で、問題はありません。バッ
テリーが温まると、青い部分が消えます。
充電限度をスライドさせ、通常の推奨充電限度を超えるまで
動かすと、ポップアップ オプションが表示され、一時的に
一度に限り通常の推奨充電限度を超えて充電することがで
きます。これは長距離の移動に便利です。また選択した場
合、元の充電制限にリセットされます。

さらに以下のようにして充電設定を変更できます。
• この場所での充電電流: あらかじめ低い電流レベルに設定さ

れていない限り、接続されている充電ケーブルから得られる
最大電流に電流が自動的に設定されます。必要な場合は、‐ 
または + にタッチして電流を変更します（たとえば、他の機
器と屋内配線を共有している場合に屋内配線が過負荷にな
らないように電流を下げることがあります）。接続されてい

る充電ケーブルから得られる最大電流を上回るレベルに充
電電流を設定することはできません。電流を変更すると、
Model X はそのときの場所を記憶します。同じ場所で充電
するときは、再度変更する必要はありません。
国内用コンセントを持つモバイル コネクターを使用して充
電する場合、車両はデフォルトの充電電流を自動で選択する
ことができます。この場所での充電電流をカスタマイズす
るかモバイルアプリで、このデフォルト電流値をより高い設
定にします。
注: Model X が充電中のとき、入力電力に予期せぬ変動が検
出されると、充電電流が自動的に 25%減少します。たとえ
ば、40 アンペアの電流が 30 アンペアに減少します。この自
動電流低減は、問題が外的に存在する場合（例えば、家庭用
配線システム、レセプタクル、アダプタまたはコードが定格
電流容量を満たすことができない場合）の堅牢性および安全
性を向上させます。しかし、Model X が、ある場所の入力電
力が自動的に減少すると、その充電場所の入力電力が減少し
たまま保存されるのでご注意ください。減少した電流を手
動で増やすこともできますが、Tesla は、根本的な問題が解
決して充電場所の電力が安定するまで、低い電流で充電する
ことをお勧めします。

• 充電ポートを開き、充電ポートのロックを解除して、充電を
停止します。充電していないときは、「充電ポートを開く」
または「充電ポートのロックを解除」をタッチして、充電ポ
ートのドアを開くか、充電ポートから充電ケーブルのロック
を解除します。「充電を停止」を使用して充電を終了します。

• スケジュール：プレコンディショニングと予約充電を表示し
ます。保存した自宅と勤務先、または現在地のプレコンディ
ショニングや予約充電を作成できます（プレコンディショニ
ングと充電の予約 ページ 198 を参照）。

• スーパーチャージャー充電: スーパーチャージャーの使用
料、場所、充電開始時間、そのセッションの推定費用を表示
します（スーパーチャージャー料金 ページ 195 を参照）。
注: 利用率の高いスーパーチャージャー サイトの混雑緩和
のために、トリップ プランナー（販売地域で入手可能な場
合）を利用していないときは、最大充電レベルが 80%に自
動的に制限される場合があります。（トリップ プランナー ペ
ージ 181 を参照してください）。

スーパーチャージャー料金
Tesla スーパーチャージャーを使用して充電するときは、充電画
面の下側に充電セッションの情報が表示されます。この情報に
は、場所、充電開始時間、そのセッションの推定費用が含まれ
ます。スーパーチャージャー充電を停止すると、そのセッショ
ンにかかった推定費用が次回スーパーチャージャーで 充電を開
始する時まで表示されます。無料充電が適用される場合、推定
費用はゼロと表示されます。
注: 推定費用は、スーパーチャージャー充電セッションの最終費
用を反映していない場合があります。そのセッションのスーパ
ーチャージャー充電の料金は Tesla アカウントで確認すること
ができます。
充電が完了した後、または使用頻度の高いスーパーチャージャ
ーの場所において車両が混雑時限度に達した後は、追加料金が
かかります。スーパーチャージャーは急速充電用に設計されて
おり、これらの料金は充電完了後にドライバーが車両を移動す
るように促すものです。それぞれのサイトの料金体系は、超過
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時間料金や混雑時料金がかかるかどうかを含めて、タッチスク
リーン上のサイトのポップアップ（充電ポイント ページ 180 を
参照）または Tesla のモバイル アプリで確認できます。

• その場所の半分以上のスーパーチャージャーに車両が駐車
している場合、超過時間料金が適用され、車両が充電限度に
達すると追加課金が開始されます。Tesla モバイル アプリ
は充電完了が近づくと通知し、充電が完了すると再度通知し
ます。超過時間料金が発生した場合は、追加で通知が送られ
てきます。充電が完了してから 5 分以内に車両を移動させ
れば、超過時間料金は免除されます。

• 米国のみ: 頻繁に混雑するスーパーチャージャー設置場所を
選択した場合、混雑時料金が適用されます。そのステーショ
ンに空きがなく車両のバッテリー充電レベルが混雑時の充
電限度を上回っている場合、混雑時料金が追加課金されま
す。最初の 5 分間は料金がかかりませんが、その後は車両を
移動するまで課金されます。

Tesla アカウントにログインして、スーパーチャージャー充電の
詳細と料金や無料クレジットの残高の確認や、料金のお支払い
方法の設定や決済を行うことができます。支払方法が保存され
ると、自分のアカウントから自動的に料金が引き落とされます。

サード パーティー充電器
販売地域や車両構成に応じて、すべての Tesla 車には、Tesla が
開発した北米充電規格（NACS）充電ポートが装備されており、
この充電ポートは、サード パーティーの充電ステーションにお
いて急速に普及しています。こういったステーションには
NACS コネクターが装備されているので、個別のアダプターを
必要としません。
すべての Tesla 車は Tesla ステーション（スーパーチャージャ
ー、ウォール コネクター、モバイル コネクターなど）で充電す
ることができますが、お持ちの車両には、一部の NACS 規格の
サード パーティー DC 急速充電器を使用するために必要となる
ハードウェアが装備されていない可能性があります。すなわ
ち、コネクターは互換性を持っているように見えるかもしれま
せんが、そのコネクターを Model X に挿入しても、車両は充電
されません。これは、NACS コネクターを使用してサード パー
ティー DC 急速充電器で充電するためには、Model X が CCS 通
信プロトコル（一部のサード パーティー充電器の充電システム
で一般的に使用されています）もサポートする必要があるため
です。
注: CCS コネクターを装備したサード パーティー ステーション
で充電するためにはアダプターが必要であり、車両のハードウ
ェアを改造して CCS 通信プロトコルをサポートする必要があ
る可能性があります。
車両が既に CCS と通信できるようになっているかを確認する
には、「コントロール」 > 「ソフトウェア」 > 「車両の追加情
報」 > 「CCS およびサードパーティー NACS DC 急速充電器の
サポート」の順に移動します。
CCS 充電器:

NACS 充電器:

• 有効: Model X CCS 通信プロトコルをサポートしており、あ
らゆる CCS ステーション（アダプターは必要）およびサー
ド パーティー NACS ステーションで充電可能です。

• 有効ではない: 車両は現在、NACS および CCS 充電ステーシ
ョンの CCS 通信プロトコルをサポートしていません。ハー
ドウェアの改造によって有効にするためのサービス予約の
対象であるかどうかは、モバイル アプリを使用して確認し
てください。この改造ができるかどうかは場合によって異
なる可能性があります。

• 互換性なし: Model X CCS 通信プロトコルをサポートできな
いため、サード パーティーの NACS および CCS 充電ステー
ションで充電できません。

手動で充電ケーブルを外す
充電ポートから充電ケーブルを外す通常の方法（充電ハンドル 
リリースボタン、タッチスクリーン、またはモバイル アプリを
使用）が機能しない場合は、キー フォブのリア トランク ボタン
を 1〜2 秒間押し続けます。それでもリリースされない場合は、
次の手順に従ってください。
1. タッチスクリーンの充電画面を表示させて、Model X が充電

状態でないことを確認します。必要に応じて、充電を停止を
タッチします。

2. リア トランクを開く
3. 充電ポート取り外しケーブルを下向きに引き、充電ケーブル

のラッチを外します。
警告: 充電ポートから充電ケーブルを引き抜こうとし
ているときに同時にリリースケーブルを引かないで
ください。リリースケーブルは必ず充電ケーブルを
引き抜く前に引いてください。これらの指示に従わ
ないと、感電および深刻な怪我をする恐れがありま
す。
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注: 解除ケーブルは、トリムの開口部に収めることができま
す。

4. 充電ケーブルを充電ポートから引き抜きます。
注意: リリース ケーブルは、通常の方法で充電ケーブルを
引き抜くことができない場合にのみ使用してください。
リリース ケーブルを頻繁に使用すると、リリース ケーブ
ルや充電機器が損傷する恐れがあります。
警告: 車両の充電中や、橙色の高電圧電線が露出している
場合は、この操作を実施しないでください。これらの指
示に従わないと、感電および深刻な怪我、または車両を
損傷する恐れがあります。この操作の安全性に不安があ
る場合は、最寄りのサービスセンターまでお問い合わせ
ください。

充電におけるベストプラクティス
• バッテリーが極めて低い充電レベルにならないようにして

ください（バッテリーの残り容量が 20%以下になるとバッ
テリー アイコンが黄色になります）。

• 推奨される通常および長距離走行時の充電限度については
車両のタッチスクリーンの情報（「コントロール」 > 「充電」
に移動）またはモバイル アプリ（充電アイコンにタッチ）
を参照してください。

• 車両にプラグを接続したら、車両から離れる前に、充電ポー
トのライトが緑色で点滅し始めることを確認します

（Model X が充電中であることを示します）。数秒経っても
Model X が充電を開始しない場合、コネクターが充電ポート
にしっかり挿入されていないか、充電を妨げる問題がある可
能性があります。警告とその詳細についてはタッチスクリ
ーンを確認してください。

注: 充電ポートのライトが黄色で点滅を開始した場合、
Model X は電流量を減らした状態で充電をしています。充
電ポートのライトが青色で点灯している場合、充電ポイント
は接続されていますが、車両は充電をしていません（予約充
電が有効になっている場合など）。詳細な情報は、充電ポー
ト ライト ページ 193 を参照してください。

急速充電に関するアドバイス:
• ナビゲーション検索バーに表示される 3 本の雷マークで区

別することで急速充電器を検索します。
• 高電圧バッテリーのプレコンディショニングを考慮して、急

速充電器にむかってナビゲートします。バッテリーが理想
的な温度になっていると、迅速な充電を行うことができま
す。

• 通常、充電済みの電力が少ないほど、充電速度は速くなりま
す。
注: 常に車両の充電を監視することは、ドライバーの責任で
す。車両が放電し尽くす前に接続してください。安全に充
電ポイントに到着するために十分な充電量があることを必
ず確認してください。

• スーパーチャージャーでは 、隣の区画と電力をシェアするこ
とがあるので、他の車両と間隔を空けて駐車してください。
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Model X のプレコンディショニングと充電の予約について説明
します。車両がより効率的に充電するため、または Model X の
出発前の準備のために、プレコンディショニングを予約するこ
とができます。
注: また、空調画面、充電ウィンドウ、Tesla モバイルアプリ

（v4.34.5 以上が必要）からも「予約」にアクセスできます。
Model X は予約を作成した場所ごとに自動的に予約を保存しま
す。「現在地」を選択すると、設定した予約はほぼ同じの物理的
な場所に戻ったときにのみ使用できます。
注: 予約充電は、Tesla のスーパーチャージャーを含む急速充電
器では使用できません。作成した予約充電は、急速充電器で充
電する際には無視されます。

予約の作成
プレコンディショニングと充電の予約を作成し、 Model X にプ
レコンディショニングまたは充電をさせたい時間と曜日を指定
します。予約を作成する方法:
1. 「コントロール」 > 「予約」の順にタッチします。
2. 予約を設定したい場所を選択してください。

◦ 現在地 GPS 座標に基づく車両の現在地。
注: 現在地の予約を作成するにはパーキング状態である
必要があります。

◦ 自宅/職場: 自宅および職場の保存された場所。自宅や職
場がない場合は、これらのオプションを選択することは
できません（自宅、勤務先、お気に入りの目的地 ページ 
179 を参照）。

3. 「プレコンディショニング」をタッチして、車両にプレコン
ディショニングを適用する時間と頻度を設定します。

4. 「充電」をタッチして、開始時間、終了時間、および充電の
頻度を設定します。

5. 「作成」を選択して予約を作成します。
注: 「毎週繰り返す」がトグルされていない場合、Model X は一
度だけ予約を実行します。その後、手動で予約を再度有効にす
るまで、車両は予約を無効にします。

予約充電の使用
予約充電を作成または有効にすると、充電のために車両にプラ
グを差し込むことができます。当日の遅い時間にプレコンディ
ショニングや充電を予約した場合、Model X はその時間までプ
レコンディショニングや充電を待機します。
予約が重なる場合、必要に応じて車両は充電に最も長い時間帯
を使用します。例: 午前 2 時と午前 3 時に充電を開始し、午前 2
時 30 分と午前 5 時に充電を停止するように Model X を予約す
ると、車両は午前 2 時から午前 5 時までの 2 つの予約充電を 1
つの時間帯にまとめます。
指定された「終了時刻」はあるが、開始時刻は指定されていな
い場合、車両は予約された充電の際にプラグを差し込むときに
一時的に電力を引き、必要な開始時刻を計算します（クリック
音が聞こえる場合があります）。例: 「終了時刻」を午前 2 時に
設定し、車両が充電制限を満たすには 2 時間の充電が必要です。

午後 9 時に車のプラグを差し込むと、Model X は開始時間を計
算するために短時間電力を消費し、午前 12 時に充電を開始しま
す。

「開始時刻」を指定し、「終了時刻」を指定しない場合、車両は
指定された時刻に充電を開始し、充電の上限に達するまで継続
します。

「予約充電」がすぐに開始される場合もあります。これらのシナ
リオは、Model X がプラグインされているときに発生する可能
性があります。

• 予約充電の最中。
• 「終了時刻」が指定されていない場合は、予定充電開始後最

大 6 時間まで。
• 次の予約充電が 18 時間以上先であり、当日でない場合。
• 「開始時刻」を設定しておらず、「終了時刻」までに充電制限

に達する時間が足りない場合。
注: Model X 予約充電の終了時刻から 6 時間以内に車両にプラ
グを差し込んだ場合、次の予定充電がない限り、充電は自動的
に開始されません。
オフピーク料金が適用されない市場地域でも、出発予定時刻に
充電が完了するように予約を組むことで、エネルギーコストを
削減することができます。たとえば、プラグを差し込んですぐ
に充電が開始されると、充電が完了するまでの時間が大幅に短
縮される可能性があります。その場合、出発時間までに「バッ
テリー」が周囲の温度まで冷却されるため、今度は、バッテリ
ーを暖めるエネルギーが必要になります。したがって、オフピ
ーク料金が適用されない場合でも、Tesla では、出発予定時刻を
予約する「終了時刻」として指定することにより、エネルギー
消費量を削減するため、予定の出発時刻まで充電することを推
奨しています。

プレコンディショニング
「プレコンディショニング」を使用して、Model X を運転可能に

する時間を予約します。 Model X はプレコンディショニングを
いつ開始する必要があるかを自動的に計算します。こうするこ
とで、出発時刻までに確実にキャビンの空調とバッテリーをプ
レコンディショニングすることができます。
設定した出発時刻には、「プレコンディショニング」でバッテリ
ーは暖められてパフォーマンスが向上し、車内の空調は快適に
整えられます。「プレコンディショニング」を予約しない場合、
Model X はバッテリーが冷えすぎて充電できない場合に充電前
にバッテリーを暖めるだけで、車内環境を整えることはありま
せん。
注: Model X のプラグが差し込まれていない場合、バッテリーの
充電レベルが 20%を超えている場合に限ってプレコンディシ
ョニングが作動します。
プレコンディショニングは、次回運転するときの航続距離を延
ばすのにも役立ちます。プレコンディショニングされたキャビ
ンとバッテリーは、運転開始時に消費するエネルギーが少なく
なります。プレコンディショニングにより、ヒートポンプを備
えた車両では、運転中にバッテリーの熱を利用してキャビンを
暖めることができるため、エネルギー消費を削減できます。

プレコンディショニングと充電の予約
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電力消費量に影響する要因
走行中:

• 増加した走行速度。
• 環境条件（低温、高温、風など）
• 空調による車内温度調整
• 上り坂走行: 上り坂を走行するときには多くのエネルギーを

必要とし、電力消費率が速くなり、航続距離の減りが早まり
ます。その代わり下り坂の走行では、車両の回生ブレーキに
より上り坂で消費されたエネルギーの一部を回収できます

（回生ブレーキ ページ 78 を参照）。
• 短距離走行や交通渋滞車両の始動時、車内とバッテリーを指

定の温度にするには電力を消費します。非常に短い距離を
複数回走行したり、交通渋滞時に空調をオンにしたままでい
ると平均電力消費量が大きくなる場合があります。

• 過積載
• ウィンドウが複数下りている
• ホイールおよびタイヤがメンテナンスされていない
• 設定のカスタマイズまたはサードパーティーのアクセサリ

ー（ルーフ、トランク内のラック、ホイール）
充電器に接続せずに駐車中 

• キャビンをプレコンディショニングするまたは空調を使用
する。

• 車載インフォテインメントと空調システム
• セントリーモード
• Tesla またはサードパーティーのモバイル アプリのリクエ

スト

航続距離を最大限に伸ばすためのヒント
ガソリンエンジン車で行うような省エネ運転で、航続距離を最
大限に伸ばすことができます。航続距離を最大限に伸ばすため
に:

• 運転速度を落とし、急激、頻繁な加速を避けてください。加
速とスピードの制御を支援するために、「コンフォート」モ
ード（「コントロール」 > 「ペダル＆ハンドル」 > 「加速」
にタッチ）およびスピードアシスト（スピードアシスト ペ
ージ 158 参照）の使用を検討してください。

• 安全な場合は、ブレーキペダルを使用する代わりにアクセル
ペダルを調整して速度をゆっくり下げます。アクセルペダ
ルを踏まずに Model X を走行させると、回生ブレーキが車両
を減速させ、余剰エネルギーをバッテリーに戻します（回生
ブレーキ ページ 78 を参照）。

• ヒーターやエアコンなどの電装品の使用を控えます。車内
を空調で暖房するより、シート ヒーターおよびハンドルヒ
ーター（搭載車の場合）を利用して温めるほうが効率的で
す。

• 運転する前に、車両を充電接続したままの状態で、モバイル 
アプリから「空調」 > 「空調をオン」の順にタッチして、優
先設定をカスタマイズし、車両のプレコンディショニングを
実行することで、車内を快適な温度にして、必要に応じてウ
ィンドウの霜取りを行います（モバイルアプリ ページ 56 を
参照）。

• 「予約」（充電画面と空調画面でもアクセス可能）をタッチし
て、車両を運転する予定時刻を設定します（プレコンディシ
ョニングと充電の予約 ページ 198 を参照）。

• ストップモードを「ホールド」に設定して、低速走行時の回
生ブレーキの効果を上げます。

• ホイールは仕様どおりのものを使用し、タイヤには所定の空
気圧（タイヤのお手入れとメンテナンス ページ 205 参照）
で充填したうえで必要に応じて、タイヤ位置を交換するよう
にします（メンテナンスサービスの間隔 ページ 203 参照）。

• 不要な荷物は車両から降ろして、積載量を減らします。
• すべての窓を完全に上げます。
• 装備されている場合はレンジモードをオンにします（レンジ

モード ページ 200 を参照）。
• セントリーモードやキャビン過熱保護などの機能は航続距

離に影響します。不要な機能は無効にしてください。
• 車両の待機中にエネルギー消費が過剰にならないよう、使用

していないときには車両を充電器に接続してください。
レベル オフする前の最初の数か月間に、予測航続距離がわずか
に減少するのは正常です。時間が経つにつれて、フル充電にお
ける航続距離が徐々に、自然に減少していく可能性があります。
これはバッテリーの効率、経年劣化といった要素によります。
バッテリーや航続距離の過度の劣化の原因となるハードウェア
問題が万が一発生すると、Model X がドライバーにそのことを
知らせます。
インストゥルメント パネルのパワー メーターでは、エネルギー
使用量のフィードバックを確認できます。

レンジプランナー
Model X に表示される航続距離は、残存バッテリー エネルギー
の推定量であり、EPA 評価消費量に基づいています。ドライバ
ー個人の運転パターンや外的な条件には左右されません。イン
ストゥルメント パネルに表示される航続距離は、実際に走行し
た距離に比べて減り方が速くなることがあります。お客様の直
近の電力消費量を基に予想航続距離を確認するには、電力アプ
リを開きグラフを表示します。 
注: 定格航続距離は、米国では EPA 評価消費量に基づいており、
他の地域で掲示および実行されている試験によるものとは異な
ります。
車両は常にエネルギーレベルと最寄りの充電ステーションを監
視します。

ナビゲーション検索バーの「充電ポイント」にタ
ッチすると、スーパーチャージャーやデスティネ
ーション チャージング サイトなど、充電ポイン
トがさまざまなタイプで切り替えできます。

航続距離を最大限に伸ばす
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既知の充電ステーションの範囲外に出ようとすると、タッチス
クリーンにメッセージが表示されて、範囲内にある充電ステー
ションのリストを表示するかどうかを尋ねます。充電場所をリ
ストから選択する時、Model X がナビゲーションの指示とター
ンバイターン経路リストを表示し、充電場所に到着するまでの
エネルギーの残量を予想します。
トリップ プランナー（販売地域で使用可能な場合）では、スー
パーチャージャー経由のルート設定を行い、充電と走行にかか
る時間を最低限に抑えます。有効にするには、「コントロール」
> 「ナビゲーション」 > 「トリップ プランナー」の順にタッチ
します。

エネルギー アプリ
エネルギーアプリでは、車両の推定エネルギー使用量をリアル
タイムに視覚的に表示します。エネルギーアプリを使用するに
は、タッチスクリーンで「アプリケーションランチャー」 > 「エ
ネルギー量」へと進みます。2 種類のグラフから選択します。

• 消費量: Model X が過去 10、25、50 km（5、15、30 マイ
ル)に消費したエネルギー量を表示します。
瞬間値または平均値をタッチして予想航続距離を調整しま
す。瞬間値は直近のデータポイントのみを使用して予想航
続距離を推定するのに対し、平均値は 5, 15 または 30 マイル 
(10, 25 または 50 km) におけるエネルギー消費からより正
確な予想航続距離を推定します。

• 走行データ: 目的地へ移動中の電力消費量をモニターできま
す。初期の予測に対する実際の使用量を追跡できます。緑
色の線は実際の使用量を、灰色の線は予測使用量を表しま
す。ズーム レベルを変更するには、チャートの右上隅にあ
るズーム アイコンにタッチします。

注: トリップチャートは目的地へのナビゲーションを行ってい
る場合のみエネルギー使用量を表示します。

レンジモード
レンジモード（装備されている場合）ではエアコンシステムの
電力を制限して省エネにし、シグネチャー ライトをオフにしま
す。「コントロール」 > 「走行」 > 「レンジモード」の順にタッ
チしてレンジモードをオンにします。全輪駆動車両でオンにす
ると、レンジモードではモーター間のトルク配分を最適にし、
航続距離を最大にします。

エネルギーの節約
Model X Model X には省エネ機能があり、 使用していないとき
の消費エネルギーを減らすことができます。世代の新しい車両
では、この機能は自動化され最適なレベルの省エネモードが提
供されています。一方、世代の古い車両では、 「コントロー
ル」 > 「ディスプレイ」 > 「省エネモード」 の順にタッチし、
以下のオプションを選択します。

• オフ - 夜間のみ（午後 10 時から朝 5 時まで）Model X が省
エネモードに移行します。アイドル時のエネルギー消費量
が多くなることがあります。

• オン - Model X を使用していないときのエネルギー消費は大
幅に少なくなります。インストゥルメントパネルと 
Bluetooth の起動が遅くなります。

• 常に接続 - 省エネモードが機能しているときも携帯電話デ
ータ接続を維持します。このオプションにより、モバイル 
アプリと Model X の接続が速くなり、車に乗ってからすぐに
インターネット接続が可能です。電力消費量は若干多くな
ります。

航続距離を最大限に伸ばす
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新しいソフトウェアの読み込み
Tesla は車両のソフトウェアをオーバー ジ エア（OTA）方式で
アップデートし、定常的に新機能を提供しています。Tesla で
は、できるだけ早い時機に車両にソフトウェアのアップデート
をインストールすることを推奨しています。ソフトウェアのア
ップデートを一番速く確実に行うため、常に Wi-Fi をオンにし、
できる限り Wi-Fi に接続したままにしておいてください 。ほと
んどの場合で、ソフトウェアのアップデートをダウンロードす
るために車両を Wi-Fi に接続する必要があります（Wi-Fi ページ 
59 参照）。

新しいソフトウェアのダウンロードとイ
ンストール
新しいアップデートを受けるには、ソフトウェアをダウンロー
ドする（Wi-Fi が必要）かインストールするという 2 つの方法が
あります。ダウンロードやインストールは、Tesla モバイル ア
プリを使用して簡単に開始できます。
ダウンロード
ソフトウェアのアップデートをダウンロードすることが可能に
なると、ダウンロードが自動的に開始され、タッチスクリーン
の上部に緑色の矢印が表示されます。車両が Wi-Fi に接続して
いない場合、ダウンロード アイコンが黄色で表示されます。ソ
フトウェアのアップデートをダウンロードしている時も運転は
できますが、Wi-Fi 接続が切れた場合、ダウンロードが中断され
ることがあります。ソフトウェアのアップデートが完全にダウ
ンロードされ、インストールできる状態になると、タッチスク
リーンの上部に時計アイコンが表示されます。
注: ソフトウェアのアップデートを最も速くそして確実にダウ
ンロードするには、できる限り Wi-Fi に常時接続した状態にし
てください（Wi-Fi ページ 59 を参照）。
インストール
ソフトウェアをインストールしている間は、運転することがで
きません。プラグが差し込まれている場合、インストールが完
了するまで車両は充電を停止します。インストールを開始する
には、タッチスクリーンの上部にある黄色の時計アイコンにタ
ッチします。すぐにインストールを開始する場合は「今すぐイ
ンストール」を、インストール開始時間を選択する場合は「こ
の時間に設定」にタッチします。アップデートがインストール
される前であれば、いつでもこの時計アイコンをタッチして、
スケジュールを変更できます。予約したアップデート時刻に
Model X を運転している場合、アップデートがキャンセルされ
ますので、再予約する必要があります。「コントロール」 > 「ソ
フトウェア」の順に移動しても、ソフトウェアのアップデート
を表示、ダウンロード、インストールすることができます。可
能であれば、Wi-Fi に接続してアップデートをダウンロードして
ください。
エアコンをオンのままにする、ドッグ モード、キャンプモー
ド、スマート コンディショニングなど、特定の機能が有効な場
合、ソフトウェアのアップデートは実行されません。
注: エアコンをオンのままにする、ドッグ モード、キャンプモ
ードが有効な場合、ソフトウェアのアップデートはインストー
ルされません（エアコンをオンに保つ、ドッグ、およびキャン
プ ページ 171 を参照）。

注: 必要に応じて、Tesla ではセルラー接続を用いてソフトウェ
アアップデートを送信します。
注: 一部のソフトウェアのアップデートでは完了するまで約 30
分かかります（さらに時間のかかるものもあります）。 Model X 
ソフトウェアのアップデート中は、ギアをパーキングにシフト
しておく必要があります。

警告: ソフトウェアのインストール中は、車両を使用しな
いでください。インストールの進行中は、一部の安全シ
ステムおよびドアおよび窓の開閉を含む車両機能が制限
されたり無効となったりする場合があり、運転すること
で車両に損傷が生じる場合があります。

ソフトウェアのアップデート優先設定
Tesla では、各リリース固有の要因を考慮した上で車両にアップ
デートを送信する方法、時期、場所を判断しています。「コント
ロール」 > 「ソフトウェア」で、車両のために用意されたアッ
プデートを受け取る時期を選択することができます。早く受け
取るには「Advanced」を選択してください（追加リリースが
あります）。他の人がインストールするまで待つ場合（結果的に
リリース数が少なくて済む）は、「標準」を選択してください。

「Advanced」を選択しても、早期取得プログラムに車両が登録
されるわけではありません。
Tesla は、最新機能や最新の改善事項の受信を希望する方のリク
エストを受けてソフトウェアのアップデートを行っているわけ
ではありません。「Advanced」を選択し、常に Wi-Fi に接続

（Wi-Fi ページ 59 参照）しておくことで、早い時期に最新のソフ
トウェアのアップデートを受け取ることができます。
ソフトウェアのアップデートが正しく完了しなかったことを示
すメッセージがタッチスクリーンに表示された場合、次回のソ
フトウェアのアップデートまで待ってから、車両へ展開してく
ださい。
注: アップデートをインストールするまで、ソフトウェア アッ
プデート画面が表示されたままになります。ソフトウェアのア
ップデートをできるだけ早くインストールしてください。ソフ
トウェアアップデートのインストールに失敗して危害があって
も、車両の保証対象にはなりません。アップデートのインスト
ールに失敗またはインストールを拒否した場合、一部の車両機
能にアクセスできなくなり、デジタル メディア デバイスの互換
性がなくなる可能性があります。
注: Tesla では、Tesla サービス内の通常の診断、修理およびメ
ンテナンスの一環として、車両のソフトウェアをアップデート
または再インストールすることがあります。
注: 以前のバージョンのソフトウェアにダウングレードするこ
とはできません。

充電中
ソフトウェア アップデートの開始時に Model X が充電中の場
合、充電は中止されます。ソフトウェア アップデートが完了す
ると、充電が自動的に再開されます。

ソフトウェア アップデート
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リリース ノートの表示
ソフトウェアアップデートが完了したら、タッチスクリーン上
に表示されるリリースノートを読んで変更点や新機能について
確認します。車両のソフトウェアの現行バージョンに関するリ
リース ノートを表示するには、「コントロール」 > 「ソフトウ
ェア」 > 「リリース ノート」にタッチします。
Tesla では、すべてのリリースノートをお 読みいただくよう推奨
しています。リリースノートには、Model X に関する重要な安
全情報や操作説明が含まれています。

ソフトウェア アップデート
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定期サービス
Tesla では、Model X の信頼性と効率を維持していただくため、
以下のメンテナンス項目が車両に該当する場合には、以下の間
隔で整備を受けていただくことを推奨しています。
車両の警告に関する追加情報については、トラブルシューティ
ングのアラート ページ 244 を参照してください。

• ブレーキ液の汚れ確認：4 年毎（必要に応じて交換）*。
• A/C 乾燥剤袋の交換は 4 年ごとです。
• キャビン エアフィルター交換：2 年ごと
• HEPA フィルターおよびカーボンフィルターの交換 3 年ご

と。
• ブレーキ キャリパー清掃および潤滑：毎年または 12,500 マ

イル（20,000km）ごと（冬季、凍結防止剤がまかれる地域
の場合）。

• 6,250 マイル（10,000 km）ごと、あるいはトレッド深さの
差異が 2/32 インチ（1.5 mm）以上になったときのいずれか
早い方にローテーションを行います。

*けん引、山岳部から下り坂、またはパフォーマンス走行により
ブレーキの使用量が多い場合で、特に車両が高温多湿の環境に
あった場合は、より頻繁にブレーキ液のチェックと交換が必要
になる場合があります。
注: バッテリー冷却剤タンクを開けたことに起因する損害は保
証対象外です。
注: 上記間隔は一般的な運転行動や状況に基づいています。運
転挙動、使用状態、環境条件などのさまざまな周辺条件に応じ
て上記のメンテナンス事項は規定と異なる頻度で実施すること
が必要になる可能性があります。また、上記一覧は包括的なも
のではなく、フロントガラス ワイパー、ブレーキ パッド、低電
圧バッテリーなどの消耗部品は含まれていません。
注: Tesla で認定されていない整備士によるメンテナンスまたは
修理で生じた損傷、故障は保証の対象となりません。
自主メンテナンス手順および情報については、https://
www.tesla.com/support/do-it-yourself-guides を参照してく
ださい。

整備の予約
モバイル アプリから､簡単にサービスを予約することができま
す。｢サービス｣にタッチし、必要な整備の種類を選択して、モ
バイル アプリの指示に従ってください。以下に示す詳細情報
をできるだけ多く提供していただくと、サービス チームが懸念
事項の原因を特定するのに役立ちます。

• 写真、音声あるいはビデオ録画。
• 問題が生じた日付、時刻およびタイムゾーン。
• ご利用になられている国、地域。
• 車両移動時の速度(該当する場合)。
• 環境条件(雨、雪、低温など)。
• 道路の名称と種類(該当する場合)。
• レーン標識の質(該当する場合)。

• 適用された車両設定。
• 気づいた症状。

サービスの予約についての詳細は https://www.tesla.com/
support/service-visits をご覧ください。

毎日のチェック
• インストゥルメント パネル、またはモバイル アプリに表示

されるバッテリーの充電レベルをチェックします。
• 各タイヤの状態と空気圧をチェックします（タイヤのお手入

れとメンテナンス ページ 205 を参照）。
• エクステリアライト、ホーン、ウインカー、ワイパー、ウォ

ッシャーの動作をチェックします。
• タッチスクリーンまたはインストゥルメントパネル上の予

期せぬインジケーターライトまたは車両のアラートを確認
します。

• パーキング ブレーキも含め、ブレーキの動作をチェックし
ます。
注: Model X は回生ブレーキ（回生ブレーキ ページ 78 を参
照）を使用しているので、このブレーキ パッドは一般的に、
従来のブレーキ システムのパッドほど頻繁には使用されま
せん。錆や腐食の蓄積を避けるために、Tesla ではブレーキ 
ペダルを頻繁に踏んで機械式ブレーキをかけ、ブレーキ パ
ッドおよびローターを乾燥させることを推奨しています。

• シートベルトの動作をチェックします（シートベルト ペー
ジ 40 を参照）。

• Model X の車体の下に通常はない液体の漏れなどがないか
どうかチェックします。少量の水がたまっていても（空調シ
ステムの除湿プロセスによる）、異常ではありません。

• Model X の外周を目視して、直ちに腐食性物質（鳥の糞、樹
液、タバコの灰、虫の死骸、産業放射性物質など）を取り除
き、塗装へのダメージを防いでください（洗車 ページ 211
を参照）。

毎月のチェック
• フロントガラスのウォッシャーの液位をチェックし、必要な

ら液を補充します（フロントガラス ウォッシャー液を補充 
ページ 215 を参照）。

• 空調システムが正しく動作していることを確認します（空調
を操作する ページ 168 を参照）。

注: 車内を冷房するほか、エアーコンディショナー  コンプレッ
サーはバッテリーも冷却します。したがって、暑いときは、エ
アーコンディショナー  コンプレッサーを OFF に設定したとし
ても、ON になることがあります。これは、バッテリーの寿命を
保ち、バッテリーの最適化性能に必要とされる最適な温度範囲
にバッテリーを保つために、システムがバッテリーの冷却を優
先するためであり、正常な動作です。また、使用していないと
きでも、Model X がうなり音や水が循環するような音が聞こえ
る場合があります。これらの音が発せられるのは通常の状態
で、内部の冷却システムがオンになり、低電圧バッテリーのメ
ンテナンス、高電圧バッテリーの温度調節など、さまざまな車
両の機能をサポートするときに発せられます。

メンテナンスサービスの間隔
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定期的なチェック
必要に応じて以下のチェックを行います：

• ほこりの多い場所や汚染された場所を走行すると、時間の経
過とともにラジエーターが詰まることがあります。これは
空気の流れや暖房/エアコンの性能に影響を与えることがあ
ります。モバイル アプリでサービスを予約してください。

• 視界を確保し、カメラの機能を最適に保つため、カメラ筐体
内（カメラ ページ 19 を参照）のフロントガラス内側を定期
的に清掃する必要があります。このような清掃が必要かど
うかを確認するには、「コントロール」 > 「サービス」 > 「メ
ンテナンス」の順にタッチして、車両のメンテナンスの概要
を確認してください。必要に応じて、モバイル アプリでサ
ービスを予約してください。

メンテナンスの概要
「コントロール」 > 「サービス」 > 「メンテナンス」の順に移動

することで、メンテナンス項目の現在の状態を表示できます。
「メンテナンスの概要」では、フロントガラス ワイパーブレー

ドやフィルター類などの定期的メンテナンス項目の最終実施日
を追跡して、次の実施時期を提案します。あなたは自分で実施
することもできますし、Tesla や独立した修理会社に支援を依頼
することもできます。メンテナンスが完了したら、車両のタッ
チスクリーンでそのメンテナンス項目をリセットすることがで
きます。 Model X はタイムスタンプおよび該当する情報（現在
の通算走行距離など）をキャプチャし、次回の通知のためにメ
ンテナンス項目をリセットします。これまでに実施した整備の
記録をご自身および将来のオーナーが確認できるように、車両
の整備記録は常に車両と一緒にして保管してください。整備記
録は工場リセットの影響を受けません。
注: サービス訪問の際、Tesla はメンテナンスの概要を必要に応
じて更新しますが、情報に関して、とりわけ個人の修理会社や
DIY 手段で実施されたサービスおよびメンテナンスに関する情
報の正確性を確保することは、車両オーナー様の責任です。

液の定期交換
バッテリー冷却剤およびブレーキ液のレベルの点検は Tesla ま
たは専門的な自動車修理工場だけが行うようにしてください。
サービス マニュアルには専門のサービス情報が記載されてい
ます。

• バッテリー冷却剤: ほとんどの状況下では車両寿命を延ばす
目的でバッテリー冷却剤を交換する必要はありません。
注: バッテリー冷却剤タンクを開けたことに起因する損害は
保証対象外です。

• ブレーキ液ブレーキ液を補充しないでください。

ソフトウェア
ソフトウェアのアップデートは、車両コンポーネントを確実に
正常作動させ、製品寿命を保つために重要です。できるだけ早
い時機にソフトウェアのアップデートをインストールする必要
があります。ソフトウェア アップデート ページ 201 を参照し
てください。
Tesla では、サービス内の通常の診断、修理およびメンテナンス
の一環として、車両のソフトウェアをアップデートまたは再イ
ンストールすることがあります。

高電圧安全性
お客様の Model X は安全性を最優先して設計・製造されていま
す。しかし、どのような高電圧システムにも負傷のリスクはつ
きものですので、安全のため、以下の注意事項に留意してくだ
さい。

• Model X に貼ってあるラベルの注意をお読みになり、必ず守
るようにしてください。これらのラベルはお客様の安全の
ために貼ってあります。

• 高電圧システムには、ユーザーがサービス可能な部品はあり
ません。高電圧コンポーネントやケーブル、コネクタの分
解、着脱は行わないでください。高電圧ケーブルのカラーは
オレンジ色になっており、容易に見分けることができます。

• 衝突事故発生時は、高電圧配線、コネクタ、配線に接続され
た部品に一切手を触れないでください。

• 万が一火災が発生した場合は、直ちに最寄りの消防機関にご
連絡ください。

警告: Model X の下で作業をする場合は、充電中でなくて
も、必ず事前に充電ケーブルを抜いておいてください 。
警告: 冷却ファンの吹き出し口を、手や衣類などでふさが
ないでください。冷却ファンの中には、Model X がパワ
ー オフの状態でも動作するものがあります。
警告: 自動車で使用される液体（バッテリーの酸、バッテ
リー冷却剤、ブレーキフルード、フロントガラス ウォッ
シャー添加剤など）の中には有毒なものがあります。こ
れらの液を吸入または嚥下したり、傷口に接触させたり
しないでください。安全のため、液体容器に表示されて
いる説明を必ず読み、その指示に従ってください。

メンテナンスサービスの間隔
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タイヤ空気圧の表示
右または左のハンドルボタンを使用して「車両の状態」を表示
することで、インストゥルメント パネルにタイヤ空気圧を表示
できます（ハンドルの左ボタンを使用する ページ 68 またはハ
ンドルの右ボタンを使用する ページ 68 を参照）。各タイヤの
圧力は、タイヤの圧力が最後に測定された時間と合わせて車両
のビジュアライゼーションに表示されます。また、タイヤ空気
圧を bar と PSI のどちらを使用して表示するかを、「コントロー
ル」 > 「表示」 > 「タイヤ空気圧」の順にタッチして選択する
ことができます。
Tesla モバイルアプリでタイヤ空気圧を表示することもできま
す。
注: ビジュアライゼーションにタイヤ 空気圧を表示するには、車
両を短時間走行させる必要がある場合があります。

タイヤ空気圧の保守
タイヤの空気圧がタイヤに記載されている空気圧とは異なる場
合でも、「タイヤと積載荷重情報」ラベルに表示される空気圧に
従ってください。タイヤの荷重ラベルは、中央のドア ピラー上
にあり、運転席側のドアを開くと確認することができます。
トレーラーをけん引している時は、「タイヤと積載荷重情報」ラ
ベルに印刷されたタイヤ空気圧を使用しないでください。代わ
りに、オーナーズマニュアルの (牽引とアクセサリー ページ 96
参照)。

１つ以上のタイヤの空気圧が適正でない場合、イ
ンストゥルメントパネル上のタイヤ空気圧表示
灯が警告します。

タイヤ空気圧表示灯は、空気圧の調整後もしばらくは消えませ
ん。タイヤを推奨空気圧にした後は、タイヤ空気圧監視システ
ム (TPMS) を作動さた状態で、15 mph (25 km/h) を超える速度
で 10 分以上運転すると、タイヤ空気圧表示灯が消灯します。
Model X の電源を入れるたびに表示灯が 1 分間点滅する場合
は、TPMS の故障が検出されています (TPMS の不具合 ページ 
209 を参照)。

注: 周辺温度が低くなると、車両のタイヤ空気圧は低下します。
TPMS インジケータ ライトが点灯した場合、走行前にタイヤに
空気を補充してください。外気温が 10°F (6℃)低下するとタイ
ヤ空気圧は 1 PSI 低下します。タイヤ空気圧を適正に保つこと
で、タイヤを路上の穴から保護し、航続距離を延ばせます。

警告: タイヤの空気圧が足りない状態は、タイヤ温度の上
昇、深刻なひび割れ、突然のトレッド剥離やパンクを引
き起こすなど、タイヤの不具合の最も一般的な原因です。
この結果、車両制御が予期せず失われ、けがや事故につ
ながる危険性が高まります。低空気圧は車両の航続距離
およびタイヤのトレッド寿命に悪影響を及ぼします。
警告: タイヤ空気圧低下表示灯は、通常の運転条件で、タ
イヤの空気圧が推奨基準値（「タイヤと積載荷重情報ラベ
ル」に記載）を下回った場合にのみ、運転者に警告しま
すこれは、積載荷重に基づいて、タイヤの空気圧が低い
状態を警告するものではありません。
警告: タイヤが冷えているときに、正確なタイヤ空気圧ゲ
ージを使用して圧力をチェックしてください。現在のタ
イヤ空気圧でタイヤをなじませるには、タイヤを温める
ため約 1 マイル (1.6 km) ほど運転すれば十分です。直射
日光や高温な場所における駐車も、タイヤ空気圧に影響
します。タイヤの温度が上がっている場合は、圧力も高
くなっていることに注意してください。タイヤ空気圧の
調整は必ずタイヤが冷えた状態でおこなってください。
温まった状態では正しい調整ができず、空気圧不足にな
り大変危険です。

タイヤ空気圧の点検と調整
タイヤが冷えており、Model X が 3 時間以上静止しているとき
に以下の手順に従ってください。
1. 運転席のセンタードア ピラーにある「タイヤと積載荷重情

報」ラベルでタイヤ空気圧の対象値を参照してください。
2. バルブキャップを取り外します。
3. 圧力を測定するため、正確なタイヤ空気圧ゲージをバルブに

しっかりと押しつけます。
4. 必要に応じて、推奨空気圧になるよう空気を充填または抜き

ます。
注: バルブ中央の金属ステムを押すことによって空気を抜く
ことができます。

5. 精密なタイヤゲージを用いてタイヤ空気圧を再度確認しま
す。

6. 必要に応じて、タイヤ空気圧が適正となるまで、手順 3 と手
順 4 を繰り返してください。

7. 泥汚れが入るのを防ぐバルブキャップを再度装着します。
バルブに損傷や漏れがないかを定期的に点検します。

タイヤの点検と保守
トレッドとサイド ウォールにゆがみ（膨らみ）、異物、切り込
み、または摩耗の兆候がないか定期的に点検してください。

タイヤのお手入れとメンテナンス

205メンテナンス



警告: タイヤが損傷している、過度に摩耗している、また
はタイヤの空気圧が不適切な場合は、Model X を運転し
ないでください。タイヤの摩耗を定期的に点検し、切り
込み、膨らみ、またはプライ/コード構造の露出がないこ
とを確認してください。さらに、タイヤの内側のショル
ダー部分の摩耗にも注意してください。

タイヤ摩耗
適切なトレッド溝の深さはタイヤの性能発揮に重要なもので
す。トレッドの深さが 4/32” (3 mm) 以下のタイヤは濡れた路
面でハイドロプレーン現象を引き起こしやすいため、使用しな
いでください。トレッドの深さが 5/32” (4 mm) 以下のタイヤ
は雪道やスラッシュ状態の道で性能を発揮できないため、冬期
には使用しないでください。
Model X 納車時には、トレッドパターンにウェアインジケータ
ーが備えられたタイヤが取り付けられています。トレッドが
3/32” (2 mm)まで摩耗すると、トレッド パターンの表面にタイ
ヤ幅にわたって連続する輪ゴムのように見えるウェア インジ
ケーターが現れます。最適な性能と安全性を保つため、Tesla で
はウェアインジケーターが現れる前のタイヤ交換を推奨してい
ます。
車両のハンドリング特性を改善し、濡れた路面でのハイドロプ
レーニング現象を最小限に抑えるには、後輪にトレッドが最も
多いタイヤを取り付けます。

ローテーション、バランス、ホイールアライメ
ント
Tesla では、6,250 マイル（10,000 km）ごと、あるいはトレッ
ド深さの差異が 2/32 インチ（1.5 mm）以上になったときに、
タイヤのローテーションを実施することを推奨しています。
タイヤ ローテーションはタイヤのメンテナンスにおいて必須
です。これによりトレッド摩耗パターンを均等に維持でき、タ
イヤの全体的な摩耗耐性の向上、ロード ノイズの削減、タイヤ
寿命の最長化につながります。
前後でサイズが異なり、回転方向に指定のないタイヤを装着し
ている車両の場合、左右でローテーションできますが、前輪と
後輪のサイズが違うため、前後でローテーションすることはで
きません。左右でローテーションして、各タイヤの回転方向を
変更すると、ショルダーの摩耗のバランスが取られることで、
トレッドの寿命を延ばすことができます。
ホイール バランスが悪い（ハンドルからの振動によって気付く
ことがあります）と、車両の操作とタイヤの寿命に影響します。
通常の使用であっても、ホイールはバランスを失うことがあり
ます。したがって、必要に応じてバランスを調整する必要があ
ります。
タイヤの摩耗が均一でない場合 (タイヤの片側のみ摩耗) または
異常なほど摩耗しすぎている場合は、ホイール アライメントを
点検してください。

パンクしたタイヤ
タイヤはパンクすると、最終的には圧力を失います。タイヤ空
気圧を頻繁に点検することが重要な理由はここにあります。パ
ンクしたタイヤまたは損傷したタイヤは、できるだけ速やかに
永続的修理をほどこすかまたは交換してください。
チューブレスタイヤは、物が刺さったとき、それがタイヤ内に
残っていれば空気が漏れないことがあります。ただし、運転中
に突然の振動や乗り心地の低下を感じた場合、またはタイヤの
損傷が疑われる場合は、ただちに速度を落としてください。低
速で走行し、急ブレーキや急なステアリングを避けながら、安
全を確認して車両を停止します。Model X を Tesla サービスセ
ンターまたは最寄りのタイヤ修理センターに輸送するよう手配
します。
注: 場合によっては、Tesla から購入可能なオプションのタイヤ
修理キットを使用して、軽度のパンク (1/4” (6 mm) 未満)を応急
修理することもできます。これにより、Model X を Tesla また
は最寄りのタイヤ修理施設に低速で移動させることができま
す。

警告: パンクした場合、たとえタイヤの空気が抜けていな
くても、そのまま修理せずに運転しないでください。パ
ンクしたタイヤは突然空気が抜けてしまう可能性があり
ます。

フラットスポット
Model X を長期間動かさないでおくと、タイヤにフラットスポ
ットが発生することがあります。Model X を運転すると、この
フラット スポットが原因で振動が発生します。タイヤが温ま
るにつれて元の形状に戻り、しだいにこの振動は消えます。

タイヤの走行距離の改善
タイヤの走行距離を伸ばすには、タイヤの推奨空気圧を維持し、
速度制限および推奨速度を順守し、以下の点にご注意ください。

• 急発進または急加速を避ける。
• 急カーブを切ることや急ブレーキをかけることを避ける。
• 穴や障害物のある道路を避ける。
• 駐車時に縁石にぶつからないようにする。
• タイヤに腐食性の高い液体が付着しないようにする。

タイヤとホイールの交換
タイヤは、紫外線、極端な高温・低温、高負荷、および環境条
件によって時間とともに劣化します。タイヤは、トレッドの深
さが最低深さ以上あったとしても、6 年ごとまたは必要に応じ
てそれより前に交換することが推奨されます。
タイヤ セットが摩耗した場合、4 本のタイヤすべてを 同時に交
換してください。お客様の車両専用に設計された Tesla 認定タ
イヤを選んでください。ほとんどの Tesla 認定タイヤは、タイ
ヤのサイドウォールにある「T マーク」仕様（T0、T1、T2 な
ど）で識別できます。Tesla 認定タイヤは電動ドライブトレーン
と共に使用することでパフォーマンス、安全性、信頼性および
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耐久性が最適化されるように設計されています。Tesla 認定交
換タイヤに関する詳細については、サービスマニュアルを参照
してください。
注: T マークは Tesla の規格に対応した特定のタイヤの発展を
定めたものです。例えば T1 ミシュラン Primacy は T0 ミシュ
ラン Primacy よりも新しいものですが、必ずしも T0 タイヤの
他のモデルよりも多らしいものではありません。
タイヤがパンクしているなどの理由でタイヤを早期に交換する
必要がある場合は、他のタイヤが新しいタイヤのトレッド深さ
の 2/32 インチ（1.5 mm）以内である場合を除き、タイヤをペ
アで交換することをお勧めします。タイヤを交換する場合、古
いタイヤと同じブランドの同じモデルにすることが重要です。
常時 4 本のタイヤがすべて 同じサイズの場合は、新しいタイヤ
をリアに装着してください。タイヤを交換した後は、必ずホイ
ールおよびタイヤのバランス調整を行ってください。さらに詳
しい指導については、タイヤ販売専門業者や取付業者にお尋ね
ください。タイヤの交換または修理後に、タイヤの潤滑剤が完
全に乾燥し、タイヤがリムに完全に吸着するまで最大で 24 時間
かかることがあります。この期間は、タイヤがリムで滑らない
ように急加速は避けてください。
注: 交換するタイヤの本数に関わらず、性能を最大限引き出すた
めに、車両に適合するタイヤの完全なセット使用することを推
奨します。
指定された以外のタイヤを使用する場合は、タイヤにマーキン
グされた定格荷重および定格速度 (タイヤのマーキングについ
て ページ 230 を参照) が、元の仕様と等しいかあるいはそれを
上回っていることを確認してください。
Model X に取り付けられている元々のホイールやタイヤの仕様
については、ホイールとタイヤ ページ 229 を参照してくださ
い。
ホイール交換時には、TPMS（タイヤ空気圧監視システム）セン
サーをリセットして、タイヤの空気圧が低すぎる、または高す
ぎるときに確実に正確な警告が発信されるようにする必要があ
ります（タイヤ空気圧監視システムセンサーの自動リセット ペ
ージ 209 参照）。

警告: 安全のため、元の仕様と同じタイヤおよびホイール
のみを使用してください。元の仕様と一致しないタイヤ
は、TPMS の動作に影響を与える可能性があります。
警告: 車両タイヤの定格速度を超えて運転しないでくだ
さい。定格速度はタイヤのサイド ウォールに表記されて
います（タイヤのマーキングについて ページ 230 を参
照）。

非対称タイヤ
Model X のタイヤの一部は非対称であり、正しいサイドウォー
ルが外側を向くようにホイールに取り付ける必要があります。
タイヤのサイドウォールには単語が示されています OUTSIDE。
新しいタイヤを取り付ける際は、タイヤにホイールを正しく取
り付けてください。

警告: タイヤにホイールが正確に取り付けられないと、ロ
ード ホールディング性能が著しく損なわれます。

エアロ カバーの取り外しと取り付け
Model X にエアロ カバーが装備されている場合は、ラグ ナット
にアクセスするためにエアロ カバーを取り外す必要がありま
す。
エアロ カバーを取り外す:
1. 両手でエアロ カバーを掴みます。
2. エアロ カバーを手前に引いて支持クリップを外します。
エアロ カバーを取り付ける:
1. エアロカバーをバルブ ステムに合わせます。
2. カバーの中央部をしっかりと押して固定した後、次に各スポ

ークの外周をしっかりと押し込みます。全てのスポークが
固定されるまで、カバーの反対側を持つ必要があるかもしれ
ません。

3. カバーを手で叩かずに中央部をしっかりと押し付けて固定
します。

4. 最終チェックとして、各スポークを素早くく引っ張り、所定
の位置に固定されていることを確認します。

ジェミニ ホイールの場合、ホイール面の位置が合うまでカバー
周辺を押します。キャップがカチッとはまるまで、中央にある
Tesla の「T」を押します。詳細情報については、部品とアクセ
サリー ページ 218 を参照してください。

注意: エアロ カバーの脱落を防止するため、完全に固定さ
れていることを確認してから、運転するようにしてくだ
さい。

ラグ ナット カバーの取り外しと取り付け
Model X にラグ ナット カバーが装備されている場合は、ラグ ナ
ットにアクセスするためにラグ ナット カバーを取り外す必要
があります。
ラグ ナット カバーの取り外し方:
1. Tesla の「T」のベース部分にある穴に、装備されていれば

ラグ ナット カバー ツール（一部の車両ではグローブボック
ス内に装備､またはベット小型六角棒スパナを使用）の湾曲
部分を挿入します。
注: ラグ ナット カバー ツールは、自動車部品店やオンライン
ショップで購入することもできます。
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2. ラグ ナット カバー ツールがラグ ナット カバーの穴に完全
に挿入されるよう、ツールを操作します。

3. 湾曲した部分がラグ ナット カバー中央に触れるように、ラ
グ ナット カバー ツールをひねります。

4. ホイールからラグ ナット カバーが外れるまで、ラグ ナット 
ツールをしっかりと引っ張ります。

ラグ ナット カバーの取り付け方:
1. ラグ ナット カバーの位置を合わせます。
2. ラグ ナット カバーを強く押して元の位置に取り付けます。

注意: 落下を防止するため、運転する前にラグ ナット 
カバーがしっかりと取り付けられていることを確認
してください。

ホイール設定
新しいホイールを取り付けたり別のホイールに交換する場合、

「コントロール」 > 「サービス」 > 「ホイール＆タイヤ」 > 「ホ
イール」の順にタッチして車両のホイール設定をアップデート
します。これにより、Model X が新しいホイールを理解し、車
両でより正確なステータスアップデートを行えます。ドロップ
ダウンメニューから、Model X に取り付ける予定の新しいホイ

ールと合致するホイールを選択します。ホイール設定で新しい
ホイールを選択すると、タッチスクリーンの車両アバターに表
示されるホイールも変更されます。
前後異径のホイールを取り付けている車両の場合には、フロン
トとリアでホイールのサイズが異なりますので留意してくださ
い。タイヤの側面に記載されているフロントのタイヤサイズと
リアのタイヤサイズを見て、サイズが合致しているか異なるか
を確認します。ホイールのサイズが前後で異なる場合、以前の
ホイールと同様に取り付ける新しいホイールが前後で異なるよ
う十分に注意を払ってください。
注: 車両のホイール構成を変更すると航続距離予測、タイヤ空気
圧警告レベル、車両の外観に影響を与えます。

警告: ホイールを取り付けたり交換するときには、Tesla 
認可のホイールのみを使用してください。Tesla で認可
していないホイールを使用すると、深刻な損傷を招く恐
れがあります。Tesla は、Tesla が認可していないホイー
ルを使用して招いた損傷については責任を負いかねま
す。

タイヤ空気圧監視
Model X にはタイヤ空気圧監視システムが装備
されており、タイヤの空気圧が著しく不足してい
る、または過剰である場合に、タイヤ空気圧イン
ジケーター ライトを表示してドライバーに警告
します。詳細については、運転席ドア ピラーに
ある「タイヤと積載荷重情報」ラベルを参照する
か、タイヤ空気圧の保守 ページ 205 を参照して
ください。

各タイヤは、スペアタイヤ（装着されている場合）を含め、毎
月冷間時に点検し、車両プラカードまたはタイヤ空気圧ラベル
に記載されている、車両メーカー推奨の空気圧まで空気を入れ
てください。（車両のラベルまたはタイヤ空気圧ラベルに記載
されたサイズと異なるサイズのタイヤが取り付けられている場
合は、それらのタイヤの適正空気圧を確認してください。）
追加の安全機能として、車両にはタイヤ空気圧監視システム

（TPMS）が装備されおり、1 本または複数のタイヤの空気圧が
著しく低下すると、タイヤ空気圧低下警告灯が点灯します。し
たがって、タイヤ空気圧低下警告灯が点灯したら、できるだけ
早く停車してタイヤを点検し、適正空気圧まで空気を入れてく
ださい。タイヤの空気圧が著しく低い状態で運転すると、タイ
ヤが過熱しタイヤの不具合につながる可能性があります。低空
気圧は、燃料の効率とタイヤのトレッド寿命に悪影響を与え、
車両のハンドリングおよび停止能力にも影響を及ぼす可能性が
あります。
次のことにご注意ください。TPMS はタイヤの適切なメンテナ
ンスに代わるものではありません。空気圧不足が TPMS タイヤ
空気圧低下警告灯の点灯レベルに達していなくても、タイヤの
空気圧を適正に保つことはドライバーの責任です。
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TPMS の不具合
お客さまの車両には、システムが正しく作動していないときに
知らせる TPMS 故障指示灯も搭載されています。TPMS 故障指
示灯は、タイヤ空気圧低下警告灯に組み込まれています。シス
テムが故障を検出すると、指示灯が約 1 分間点滅し、その後点
灯したままの状態になります。このシーケンスは、故障が存在
する限りその後も車両を始動するたびに繰り返されます。
故障指示灯が点灯した場合、システムがタイヤ空気圧の低下を
意図したとおりに検知したり、信号を伝えたりできない可能性
があります。タイヤまたはホイールの交換などさまざまな要因
によって TPMS の故障が発生し、TPMS が正しく作動しない場
合があります。1 本または複数のタイヤまたはホイールを交換
した後は、必ず TPMS 故障指示灯をチェックして、交換用また
は代替のタイヤおよびホイールで TPMS が引き続き正しく機能
することを確認してください。

TPMS 故障インジケーターは、タイヤ空気圧イン
ジケーター ライトに組み込まれています。
Model X が TPMS に不具合を検出すると場合、
Model X の電源を入れるたびにこのインジケー
ターが 1 分間点滅します。

注: Tesla が提供するタイヤシーラントと異なるシーラントを使
用してタイヤを交換または修理した後に、低タイヤ空気圧が検
出された場合は、タイヤセンサーが損傷している可能性があり
ます。
注: Tesla が承認していないアクセサリーを取り付けた場合、
TPMS と干渉する可能性があります。

タイヤ空気圧監視システムセンサーの自動リセ
ット
1 個または複数のホイールを交換した後（タイヤ交換やローテ
ーションは含まれません）、タイヤ空気圧警告を正確にするため
に TPMS センサーをリセットします。時速 15 マイル (25 km) 
以上で 10 分以上走行すると、TPMS は自動的にリセットされま
す。
注: ホイールを交換した後時速 15 マイル (25 km) で 10 分より
長く走行するまでは、誤ったタイヤ空気圧警告が表示されるこ
とがあります。

タイヤセンサーの交換
タイヤ空気圧警告インジケーターが頻繁に表示される場合は、
モバイル アプリを使用してサービス予約をし、タイヤ センサー
を交換する必要があるかどうかを確認してください。Tesla 以
外の修理施設でタイヤを修理または交換した場合、タイヤセン
サーは Tesla がセットアップを実行するまで作動しないことが
あります。

季節別タイヤ保管
タイヤのタイプを理解する
車両がもともと装着しているタイヤのタイプは車両モデルと販
売地域によって異なります。車両のタイヤの性能と、夏季、オ
ールシーズンまたは冬季の走行に適しているのかを理解するこ
とが重要です。タイヤの性能特性については、タイヤのサイド
ウォールにある情報を確認してください（タイヤのマーキング
について ページ 230 を参照）。

サマー タイヤおよびオールシーズン タイヤ
これらのタイヤは、ドライとウェットの道路状況で性能を最大
限に発揮しますが、冬季の道路状況で十分な性能を発揮するよ
うには作られていません。オールシーズンタイヤは一年を通し
てほとんどの状況で十分なトラクションを発揮するように設計
されていますが、氷雪条件ではウィンター タイヤほどのトラク
ションを発揮できない可能性があります。オール シーズン タ
イヤは、タイヤのサイド ウォールに「ALL SEASON」および/ま
たは「M+S」 (mud and snow) と表記されています。
低温時や路面に雪や氷が付着している可能性のある場所で走行
する場合、Tesla はウィンター タイヤの使用を推奨します。

警告: 低温時または路面に雪や氷が付着している場合、サ
マー タイヤやオールシーズン タイヤは十分なトラクシ
ョンを発揮しません。安全と Model X の十分な性能を発
揮するためには、適切な冬用タイヤを選択し、装着する
ことが必要です。

スタッドレスタイヤ
雪道や凍結路面でトラクションを高めるにはスタッドレスタイ
ヤを使用してください。スタッドレスタイヤを装着する際は、
必ず 4 輪ひと組で同時に装着してください。スタッドレスタイ
ヤは、全車輪で同一のサイズ、メーカー、構造およびトレッド
パターンのものを使用してください。

スタッドレスタイヤは、タイヤのサイド ウォー
ルに山/雪のシンボルが表記されています。

スタッドレスタイヤを装備している場合、より大きな走行音が
発生し、トレッド寿命が短くなるほか、乾いた路面ではトラク
ションが減少する場合があります。

警告: 車両タイヤの定格速度を超えて運転しないでくだ
さい。定格速度はタイヤのサイド ウォールに表記されて
います（タイヤのマーキングについて ページ 230 を参
照）。
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低温時の運転
周囲温度が低い状況ではタイヤの性能は低下し、そのためグリ
ップが低下して、衝撃による損傷をより受けやすくなります。
パフォーマンス タイヤ（夏用）は外気温が 40°F（5℃）以下に
なるとトラクションが低減するので、氷雪環境にはお勧めでき
ません。パフォーマンス タイヤは冷えた場合一時的に固くな
ることがあり、タイヤが温まるまでの最初の数 mi (km) は回転
ノイズが聞こえます。

タイヤチェーンの使用
Tesla では、雪道でのトラクションを高めるための次のタイヤ 
チェーン（スノー チェーン）を試験し、認定しています。タイ
ヤチェーンは、リア タイヤにのみ装着できます。認定済タイヤ
チェーンは Tesla でお買い求め頂けます。
タイヤ サイズ 推奨チェーン
20"/22" König K-Summit K67

注意: サマータイヤにはタイヤチェーンを装着しないで
ください。さもないと、車に損傷を与える恐れがありま
す。

タイヤチェーンを装着する際は、タイヤチェーン製造元の取扱
説明書の指示に従ってください。均一に、また可能な限りきつ
く装着してください。
チェーンを使用する際には、次の点にご注意ください。

• 使用前には、チェーンが緩んでいないか、またリンクに破損
がないか確認してください。

• エアサスペンションを「Standard」に設定し（エア サスペ
ンション ページ 81 を参照）。

• Model X に重量物を積載しないでください（重量物の積載は
タイヤとボディ間のクリアランスを減少させる可能性があ
ります）。

• チェーンを適切に装着していない場合には、車両を運転しな
いでください。

• ゆっくり運転してください。時速 時速 48 km（30 マイル） 
を超えないようにしてください。

• タイヤチェーンは状況が許せばただちに取り外してくださ
い。

注: タイヤチェーンの使用は一部の地域では禁止されています。
タイヤチェーンを取り付ける前に当該地域の法律を確認してく
ださい。

注意: エアサスペンションは、損傷を避けるために「中」
設定の状態に維持する必要があります。
注意: 非推奨タイヤチェーンやサイズ違いのタイヤチェ
ーンを使用すると、サスペンション、ボディ、ホイール、
またはブレーキ ラインを損傷する可能性があります。推
奨されていないタイヤチェーンの使用や不適切に装着さ
れたタイヤチェーンによって 起きた損傷は、保証の対象
外です。
注意: 前輪にはスノー チェーンを使用しないでください。

注意: チェーン装着時にタイヤの空気圧を抜かないでく
ださい。チェーンを装着したままタイヤに空気を入れる
と、チェーンがきつくなり過ぎてタイヤが損傷する可能
性があります。
注意: チェーンがサスペンション  コンポーネントやブレ
ーキ ラインに触れないようにしてください。チェーンか
ら Model X との接触を示す異常なノイズが聞こえたら、
ただちに停車して、確認してください。
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外装のクリーニング
塗装への損傷を防ぐため、腐食性物質（油脂、鳥のフン、樹液、
虫の死骸、タール汚れ、凍結防止剤、大気中降下物など）が付
着した場合は、ただちに除去してください。Model X の次回の
洗車時期まで待たないでください。必要に応じて変性アルコー
ルを使用してコールタールや頑固な油汚れを除去し、その後た
だちに水と界面活性剤を含まないマイルドな石けんでアルコー
ルを除去してください。
エクステリアカメラに泥、水滴、障害物が付着していないよう
にします。これらの物質は、画像が不鮮明になったり、オート
パイロットや安全機能の動作が停止したりする原因になる場合
があります（カメラのクリーニング ページ 211 を参照）。
Model X の外装を洗うときは以下の手順に従ってください。
1. 洗車する前に、ホースを使用して車両に付着した汚れや砂粒

を洗い流します。異物がたまりやすい場所 (ホイール ウェ
ルやパネルの継ぎ目など) にたまっている 泥を洗い流しま
す。冬の間など、道路で塩が使用された場合は、車両の下、
ホイール ウェル、およびブレーキに付着している道路塩を
すべて除去します。

2. きれいでやわらかい布、冷水、またはぬるま湯、およびを使
用して Model X を手洗いします。中性の高品質自動車用洗
剤。

注意: 一部のクリーナーや車両用シャンプーには、特
にプラスチック製のトリム ピース、エクステリアライ
ト、カメラ レンズに損傷や変色を引き起こす可能性の
ある化学物質が含まれています。たとえば、一部のカ
ー クリーニング フォーミュラには、外装部品を損傷
させる可能性のある水酸化物またはその他の高アル
カリ性あるいは苛性成分が含まれています。酸性製
品も使用しないでください。製品の洗浄による損傷
や変色は、保証の対象外です。

3. 洗車した後、洗剤が表面に残ったまま乾かないように清潔な
水ですすぎます。

4. セーム革で徹底的に拭いて乾かします。必要に応じて、車を
短時間運転してブレーキを数回踏んで乾燥させます。

イソプロピルアルコール ワイプ（ガラスや画面の汚れ落としに
使用する物）で小さな汚れを落とします。

窓のクリーニングと手入れ
自動車用のガラス クリーナーで窓ガラスとミラーをクリーニ
ングします。ガラスやミラーの表面を拭くときに、汚れを削り
取ったり、研磨洗浄液を使ったりしないでください。エクステ
リア ガラスのクリーニングに関するベスト プラクティスにつ
いては、外装のクリーニング ページ 211 の指示に従ってくださ
い。
車両の窓への撥水コーティングの追加については、サイドおよ
びリアの窓だけに塗布して、フロント ガラスには実施しないで
ください。さもないとオートパイロット カメラの視認性に影
響を与えてしまいます。塗布の詳細については、撥水コーティ
ング製造会社の指示に従ってください。
注: Tesla は車両への窓処理に関連する損傷については一切責任
を負いません。

カメラのクリーニング
明瞭な画像を維持するには、カメラのレンズをきれいに保ち、
視界が遮られないようにしてください。
土や破片の堆積を取り除くには、スプレー ボトルを使用してカ
メラ レンズに水を噴射します。レンズを露出させ、手や布で
擦って土や破片を拭き取ろうとしないでください。破片を擦る
と、レンズ表面に擦り傷がつくことがあります。
注: 視界を確保し、カメラの機能を最適に保つため、フロントカ
メラ筐体内（カメラ ページ 19 を参照）のフロントガラス内側
を定期的に清掃する必要があります。このような清掃が必要か
どうかを確認するには、「コントロール」 > 「サービス」 > 「メ
ンテナンス」の順にタッチして、車両のメンテナンスの概要を
確認してください。必要に応じて、モバイル アプリでサービス
を予約してください。

注意: 薬品系や研磨剤系のクリーナーは使用しないでく
ださい。使用すると、 レンズの表面が損傷するおそれが
あります。
注意: 超音波センサー（装備されている場合）またはカメ
ラのレンズを洗浄する際にその表面を傷つけたり損傷し
たりする恐れのある尖った物や研磨剤を使用しないでく
ださい。

外装のクリーニングに関する注意事項
注意: 直射日光の当たる場所では洗車しないでください。
注意: フロントガラスにはっ水処理液を使用しないでく
ださい。はっ水処理液を使用すると、ワイパーとフロン
トガラスとの摩擦によってびびり音が発生することがあ
ります。
注意: 温水、洗剤、または強アルカリ性または苛性アルカ
リ性のクリーニング製品（特に水酸化物を含むもの）を
使用しないでください。pH 13 を超える石けん水やケミ
カル製品は使用しないでください。わからないときは、
製品ラベルを確認するか、洗車場のスタッフにおたずね
ください。不適切な洗車方法で生じた損傷は、保証対象
になりません。
注意: 高圧洗浄機を使用する場合は、ノズルを Model X の
表面から 12" (30 cm) 以上離してください。パーキング
センサー（装備されている場合）に直接水流を向けない
でくださいノズルを動かし続け、水流を一箇所に集中さ
せないでください。
注意: ホースの水をウィンドウ シール、ドア シール、フ
ード シールに直接当てたり、電気モジュールまたは露出
しているケーブル部分に当てたりしないでください。
注意: 保証範囲に含まれない腐食による損傷を防ぐため
に、車両の下側、ホイール ウェル、およびブレーキに付
着した道路塩をすすぎ流してください。洗車した後は、
車を短時間運転してブレーキを数回踏んで乾燥させま
す。
注意: 洗浄ミットなどの毛羽だった布や目の粗い布を使
わないでください。高品質のマイクロファイバー布を使
用することを推奨します。

洗車
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注意: 自動洗車機で洗車する場合は、タッチレス洗車機以
外は使用しないでください。タッチレス洗車機は 
Model X の表面にブラシなどが一切触れないで洗車しま
す。
注意: 自動洗車場で洗車する場合は、車両がロックされて
いることを確認してください。さらに、車両の洗車中に
ドアやトランクが偶発的に開かないように、タッチスク
リーンの各コントロールの使用は控えます。何らかの損
傷が発生しても、保証対象外となります。
注意: ワイパーの損傷を避けるために、Model X を洗車す
る前に必ずワイパーをオフにしてください。
注意: 化学物質系のホイール クリーナーやプレウォッシ
ュ製品は使用しないでください。ホイールの表面が損傷
することがあります。
警告: Model X を充電している間、充電ポートに高速で液
体を絶対にかけないでください（高圧洗浄機など）。これ
らの指示に従わないと、重傷を負ったり、車両や充電器
の損傷、財産の損失につながる恐れがあります。

内装のクリーニング
内装の美しさを保ち、早期の摩耗を防止するために、頻繁に内
装を点検し、クリーニングしてください。可能であれば、こぼ
れた物をただちに拭き取り、シミを取ってください。全般的な
クリーニングでは、ぬるま湯にマイルドな非界面活性剤クリー
ナーを混ぜた液体で湿らせた柔らかい布（マイクロ ファイバー
など）を使用して内装の表面を拭き取ります（クリーナーを使
用する前に、内装の目に見えない部分でクリーナーを試してく
ださい）。拭き跡が残らないように、糸くずの出ないやわらかい
布でただちに水分を拭き取ります。

内側のガラス
ガラスやミラーの表面を拭くときに、汚れを削り取ったり、研
磨洗浄液を使ったりしないでください。鏡の反射面やリア ウ
ィンドウの発熱体が損傷することがあります。

エアバッグ
エアバッグ カバーに洗剤などの物質が入り込まないように注
意してください。エアバッグの動作に支障をきたすおそれがあ
ります。

ダッシュボードとプラスチックの表面
ダッシュボードの上面を磨かないでください。表面を磨くと光
が反射し、運転時の視界を妨げるおそれがあります。

室内灯
注: 本 Tesla 保証は、このオーナーズマニュアルで推奨されてい
ない洗浄剤や工具の使用などの不適切なメンテナンスによって
生じた損傷には適用されません。

室内照明には石けんや化学洗浄剤を使用しないでください。一
般用の洗浄剤や物質は、照明のレンズや部品を劣化させ、時間
の経過とともにひび割れや損傷を引き起こす可能性がありま
す。Tesla では、室内照明のクリーニングには、ぬるま湯で湿ら
せた柔らかい布を使用し、汚れた部分やシミを優しく拭き取る
ことを推奨しています。室内照明には以下の照明が含まれます
が、これらに限定されません（装備されている場合）：

• 足元スペース
• パドル
• 予測
• ドームライト
• アンビエント

石けんやマイルドな非界面活性剤クリーナーでインテリアをク
リーニングする場合、まずすべての照明を以下のような何らか
の手段で保護することを Tesla では推奨しています：

• 布。
• マスキングテープ。
• プラスチックフィルム。
• 車両インテリア用保護カバー。

シート
注: 本 Tesla 保証は、このオーナーズマニュアルで推奨されてい
ない洗浄剤や工具の使用などの不適切なメンテナンスによって
生じた損傷には適用されません。
お客様の車両のシートは、レザーよりも柔らかく、耐久性に優
れ、汚れに強い、特別な持続可能なヴィーガンレザーで作られ
ています。Tesla では、性能と新車同様の外観を維持するため
に、車内の定期的な清掃と掃除機がけを推奨しています。万能
クリーニングキットを Tesla ショップで販売しています。
一部の化粧品を含む刺激の強い薬品が触れることのないように
してください。このような物質は、時間の経過とともに損傷、
劣化、変色を引き起こす可能性があります。
一般的な汚れやシミは、内装の表面からできるだけ早くこぼし
た液体や化学物質の残留物を拭き取ってください。柔らかい布

（できればマイクロファイバー）をぬるま湯と中性石鹸で湿ら
せ、円を描くようにやさしく汚れを拭き取ります。その後、糸
くずの出ない柔らかい布で水分を拭き取ります。ドライヤーで
乾かさないでください。石鹸以上のものは、刺激が強すぎる場
合があります。他のクリーニング溶液、消毒剤、コンディショ
ナー、保護剤の使用は推奨されません。
白色のシートの場合：最後の手段として、柔らかい布（マイク
ロファイバーなど）にぬるま湯とイソプロピルアルコールを含
ませ、円を描くようにやさしく汚れを拭き取ります（黒色のシ
ートにはこの方法を使用しないでください）。イソプロピルア
ルコールが残っている場合は、湿らせた柔らかい布で拭き取っ
てください。イソプロピルアルコールを過度に使用したり、長
時間使用したりすると、素材の上塗りを傷め、汚れやすくなり、
また保証を受けることができなくなります。
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注意: アルコール、漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）、柑
橘類、ナフサ、シリコン系の添加物を含む製品は使用し
ないでください。シートに直接スプレーをかけないでく
ださい。シートベルト機構に水が入らないようにしてく
ださい。

さまざまな衣服、アクセサリー、化粧品には染料や油分が含ま
れている場合があり、時間が経つとシートに移染することがあ
ります。このようなシミを防ぐのは難しく、損傷を与えること
なくシミを取り除くことが不可能な場合もあります。

注意: Tesla 純正品ではない市販のシートカバーは使用し
ないでください。シートカバーはシートの汚れや損傷の
原因となり、シートの乗員センサーの感度に影響を及ぼ
したり、エアバッグの展開を制限したりするおそれがあ
ります。

レザー シートの場合、革製品は色落ちしやすい傾向があるの
で、特に明るい色の革では、変色する可能性があることにご注
意ください。ホワイト レザーとタン レザーには汚れ防止処理
が施されています。洗剤や市販のレザー クリーナーとコンデ
ィショナーは、レザーを変色させたり乾燥させたりするおそれ
があるため、お勧めできません。

カーペット
カーペットを濡らしすぎないように注意してください。汚れが
ひどい部分には希釈した布製家具クリーナーを使用します。

シートベルト
ベルトを引き出して拭き取ります。種類のいかんに関わらず、
洗剤や化学洗浄剤は使用しないでください。可能であれば直射
日光を避けて、ベルトを引き出したまま自然乾燥させます。

ドア シール
湿らせた布でドア シールを拭いて汚れを取り除いてください。
ドア シールに汚れがたまると、周囲の面に接触したときに損傷
の原因になるおそれがあります。アルコール系の拭き取り剤や
化学製品はドア シールのコーティングを劣化させるおそれが
あるので使用を避けてください。

タッチスクリーンおよびインストゥルメントパ
ネル
モニターやスクリーンのクリーニング用として市販されている
糸くずの出ないやわらかい布を使用し、タッチスクリーンおよ
びインストゥルメントパネルを清掃します。クリーナー（ガラ
ス クリーナーなど）やアルコールが原料のジェル製品（除菌用
ハンド ローションなど）を使用しないでください。濡れた雑巾
や静電気を帯びた乾いた布（洗ったばかりのマイクロ ファイバ
ーなど）を使用しないでください。フロント タッチスクリーン
を清掃するときは、ボタンを作動させたり設定を変えたりしな
いように、画面クリーニングモードに切り替えます。「コントロ
ール」 > 「スクリーン」 > 「画面クリーニングモード」.の順に
タッチします。ディスプレイが暗くなり、ホコリや汚れが見や
すくなります。「画面クリーニングモード」を終了するには、「長
押しして終了」を長押しします。

クロームや金属の表面
研磨剤、研磨洗浄剤、アルコールが原料のジェル製品（除菌用
ハンド ローションなど）、硬い布を使用すると、クロームや金
属の仕上がりが損なわれるおそれがあります。

内装のクリーニングに関する注意事項
注意: 溶剤（アルコールを含む）、アルコールが原料のジ
ェル製品（除菌用ハンド ローションなど）、漂白剤、柑橘
系、ナフサまたはシリコン系の製品や添加剤を内装部品
に使用すると、内装コンポーネントが損傷する恐れがあ
ります。
注意: 静電気を帯びた物質はタッチスクリーンまたはイ
ンストゥルメントパネルを損傷する恐れがあります。
警告: エアバッグやシートベルトの損傷に気付いたら、た
だちに Tesla にご連絡ください。
警告: 水、クリーナー、布がシートベルト機構に入り込ま
ないように注意してください。
警告: 化学洗剤は目や皮膚に付くと炎症を引き起こす可
能性があり、危険です。化学洗剤の製造元が提供する説
明書をよく読み、指示に従ってください。

つや出し、補修塗り、ボディの修理
ボディの外観の美しさを保つには、以下のものを含む承認済み
の光沢剤で塗装面を処理します。

• 塗装をはがしたり傷つけたりしないで表面の汚れを落とす
ための非常にマイルドな研磨剤。

• 傷を埋めて目立たなくする充填剤。
• 塗装を自然環境から保護する被膜を形成するためのワック

ス。
定期的に外装の塗装を点検し、損傷の有無を確認します。タッ
チ アップ ペン（販売地域によっては Tesla から購入可能）を使
用して小さい欠けや傷を修復します。洗車した後、つや出しや
ワックスがけをする前に、タッチ アップ ペンを使用します。
石による欠け、割れ、傷を修復します。修理や利用できるサー
ビスに関する情報は、https://www.tesla.com/support/body-
shop-support をご参照ください。

注意: カッティング ペースト、色補修剤、粗い研磨剤が含
まれた光沢剤は使用しないでください。表面が傷つき、
塗装が恒久的に損傷するおそれがあります。
注意: クローム光沢剤やその他の研磨剤入りクリーナー
は使用しないでください。

自動車用カバーの使用
Model X を使用していない間、車体の外観の美しさを保つため
に、Tesla 正規品の自動車用カバーを使用してください。自動車
用カバーは Tesla ショップから購入できます。

洗車
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注意: Model X に充電ケーブルを接続しているときは 
Tesla 承認済みの自動車用カバーのみを使用してくださ
い。Tesla 以外の自動車用カバーを使用すると、充電中に
バッテリーを適切に冷却できないおそれがあります。

フロア マット
カーペットを長持ちさせ、簡単に洗えるようにするためには、
http://www.tesla.com でオンライン購入可能な Tesla 純正フ
ロアマットを使用してください。フロアマットは定期的にクリ
ーニングし、正しく取り付けられていることを確認してくださ
い。摩耗のひどいフロアマットは交換してください。

警告: マットがフット ペダルに干渉しないように、運転席
のフロア マットがしっかりと固定されていることを確認
してください。フロア マットの上に別のフロア マット
を絶対に置かないでください。フロアマットは必ず車両
のカーペット用の表面に敷き、別のフロアマットやその
他のカバーの上に重ねないでください。

洗車
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フロントガラス ウォッシャー液を補充
お客様ご自身でフルードを補充できるリザーバーは、フロント 
トランク奥にあるウォッシャー液リザーバのみです。レベルが
低下すると、インストゥルメントパネルにメッセージが表示さ
れます。
ウォッシャー液の補充：
1. フードを開きます。
2. リザーバにゴミが入らないように、キャップを開ける前にフ

ィラー キャップ周辺を掃除します。
3. フィラー キャップを開けます。
4. 液体がフィラーネックのちょうど下に見えるまで、こぼさな

いようにリザーバーを満たします。

5. こぼれたらすぐに拭き取り、こぼれた箇所を水で洗ってくだ
さい。

6. フィラー キャップを再び取り付けます。
注: 国や地方によっては、揮発性有機化合物 (VOC) の使用が制限
されています。VOC はウォッシャー液の不凍剤としてよく使わ
れます。Model X がさらされるあらゆる気候でウォッシャー液
が適切な耐凍性を持っている場合にのみ VOC の含有量が限ら
れたウォッシャー液を使用してください。

注意: 自動車用のエタノール ベースのフロント ガラス ウ
ォッシャー液だけを使用してください。未処理水など他
の物質を使用すると、空調システムに微生物が繁殖し、
臭いや、保証の対象とならない損傷が発生する可能性が
あります。
注意: はっ水剤や虫洗浄剤が含まれた特殊なウォッシャ
ー液を補充しないでください。この種のウォッシャー液
は、汚れの筋、しみ、軋む音やその他の騒音の原因にな
ることがあります。

警告: 気温が 40° F (4° C) 以下の場合は、不凍剤の含まれ
たウォッシャー液を使用してください。寒冷地で不凍剤
が入っていないウォッシャー液を使用すると、フロント 
ガラスの視界が妨げられることがあります。
警告: フロントガラス ウォッシャー液は眼や肌を刺激す
る可能性があります。ウォッシャー液の製造業者が提供
する取扱説明書をよく読みそれに従ってください。

ワイパーブレードの確認と清掃
定期的にワイパーブレードのエッジをきれいにし、ゴムにひび
割れや裂け目が生じていないか、また凸凹がないか確認します。
ブレードが損傷している場合は、ガラスが傷つくのを防ぐとと
もに視認性を上げるため、すぐにブレードを交換してください。
フロントガラスやワイパーブレードの汚れにより、ワイパーの
効果が下がる可能性があります。汚れには、氷や洗車スプレー
のワックス、防虫、防水対応のウォッシャー液、鳥のフン、樹
液その他の有機物質などがあります。
以下のクリーニングのガイドラインに従ってください。

• 自動車のガラスやゴムへの使用を承認されているウォッシ
ャー液、イソプロピル（消毒用）アルコール、または研磨剤
の含まれていないガラスクリーナーを使用しフロントガラ
スやワイパーブレードをきれいにします。不適切な製品は、
損傷や汚れ、フロントガラスのぎらつきを引き起こす可能性
があります。

• ワイパー アームを少し持ち上げてフロントガラスから遠ざ
けます。ブレードに手が届く程度に離すだけで十分です。
ワイパー アームを想定された位置以上に持ち上げないでく
ださい。

クリーニング後もワイパーの効果がない場合は、ワイパー ブレ
ードを交換してください。
注: ワイパーが有効に機能していないと、フロントガラスのカメ
ラの視認性が低下し、オートパイロット機能の性能低下や利用
不可につながる可能性があります。詳細については、カメラ ペ
ージ 19 を確認して、オートパイロット制限と警告 ページ 147
を参照してください。

ワイパーブレードの交換
最良の性能を発揮するには、ワイパー ブレードを少なくとも 1 
年に 1 回交換してください。交換ブレードは次の基準に適合し
ている必要があります。

• 運転席側のブレードは長さ 26 インチ（650 mm）、助手席側
は長さ 21 インチ（530 mm）である必要があります。

• 交換ブレードのコネクターが元々のブレードと同じである
ことを確認します。コネクターが異なると、交換ブレードを
車両のワイパー アームに接続することができない可能性が
あります。

Tesla ショップから交換用のワイパー ブレードを購入すること
ができます。
注: 必ず、元のブレードと同じ交換用ブレードを取り付けてくだ
さい。不適切なブレードを使用すると、ワイパー システムおよ
びフロント ガラスが損傷するおそれがあります。
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注: ワイパーの洗浄システムは、Model X のワイパー ブレードと
一体になっています。
ワイパー ブレードを交換する手順は、次のとおりです。
1. パーキングにギアを入れてワイパーをオフにします。
2. 「コントロール」 > 「サービス」 > 「ワイパー サービス モー

ド」の順にタッチして、ワイパーを交換できる位置まで動か
します。

3. ワイパー アームを少し持ち上げてフロントガラスから遠ざ
けます。ブレードに手が届く程度に離すだけで十分です。

注意: ワイパー ブレードは持ち上がった状態ではロッ
クされません。ワイパー アームを想定された位置以
上に持ち上げないでください。

4. 2 つのタブをつまみ、ワイパーブレードをワイパーアームか
ら外します。

注意: ワイパーブレードにはまだウォッシャーのホー
スが繋がっており、取り外すことはできません。

5. フロントガラスに傷やひびが生じるのを防ぐため、ワイパー
アームとフロントガラスの間にタオルを挟みます。

6. ウォッシャー液が漏れないように注意しながら、ウォッシャ
ーのホースをワイパーブレードから 外します。

7. アームにブレードをスライドさせるときは、ワイパーアーム
を持ち、ロッキングタブを押します。

8. ウォッシャーのホースを新しいワイパーブレードのニップ
ルにしっかり差し込みます。

9. 新しいブレードをワイパー アームに揃え、固定されるまで
アームのフック端側に向かって滑らせます。

注意: 新しいブレードが所定の位置にロックされ、動
かないことを確認します。押したり引いたりして確
認します。ロックされていないと（ロックされると

「カチッ」と音がして感触があります）、使用中にワイ
パーブレードが外れて重大な損傷につながるおそれ
があります。

10. 「ワイパー サービス モード」をオフにして、ワイパーを通常
の位置に戻します。

ウォッシャー液噴出口を清掃する
フロントガラス ウォッシャー液が噴射されない場合は、細いワ
イヤーでノズル内のつまりを取り除いてください。

警告: Model X の清掃中はウォッシャーを操作しないで
ください。フロントガラス ウォッシャー液が眼や肌を刺
激する可能性があります。ウォッシャー液メーカーから
の説明書を読み、それに従ってください。

フロント ガラスのワイパー ブレード、ジェットおよびウォッシャー液
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以下の手順に従って Model X をジャッキアップします。Tesla
以外の修理施設で行う場合は、リフト ポイントおよび警告を含
め、これらの指示が理解されていることを確認してください。
1. Model X をリフト ポストの間に置きます。
2. Model X にエアサスペンションが装備されている場合、車両

が「スリープ」状態でタッチスクリーンの電源がオフになっ
ていても、自動的にセルフレベリングをします（ジャッキ モ
ード ページ 217 を参照）。タッチスクリーンでサスペンシ
ョンを以下のように設定します。
◦ 「コントロール」 > 「サスペンション」の順にタッチしま

す。
◦ ブレーキ ペダルを踏んでから 「極高」 をタッチし、サス

ペンションの高さを最大にします。
◦ 「コントロール」 > 「サービス」 > 「ジャッキ モード」

をタッチして、セルフレベリングを無効にします。
3. ファルコンウィングドアを閉じてください。
4. リフトのアーム パッドを図に示す指定されたボディ リフト 

ポイントの下側に当ててください。
警告: リフト アーム パッドをバッテリーの下側やサ
イド レールの下に配置しないでください。

5. リフトのアーム パッドの高さと位置を適切に調整します。
6. 助手に手伝ってもらいリフトを必要な高さまで上げ、リフト

アーム パッドが正しい位置にとどまっていることを確認し
ます。

7. リフトの安全ロックをかけます。リフトメーカーの説明に
従ってください。

8. 車高を下げた後、「コントロール」 > 「サービス」の順にタ
ッチしてジャッキ モードを解除します。

警告: エアサスペンション システムは、車両が「スリー
プ」状態でタッチスクリーンの電源がオフになっていて
も、自動的にセルフレベリングしようとします。引き上
げやジャッキ アップを行うときは、車両をジャッキ モー
ドにしてこのシステムを無効にしておく必要がありま
す。エアサスペンションを無効にしておかないと、
Model X がセルフレベリングを行い、重大な損傷や負傷
事故、死亡事故が発生する可能性があります。

警告: 充電ケーブルを接続しているときは、たとえ充電中
でなくても絶対に Model X を持ち上げないでください。
警告: 正しく支持されていない車両で作業を行わないで
ください。重大な損傷、負傷事故、死亡事故につながる
可能性があります。
注意: 車両およびその周囲を監視することは作業者の責
任です。Model X を上げるまたは下げるときは、エリア
内に何もないこと、ならびにドア、フロント トランク、
およびリフトゲートが必要に応じて損傷を防止するため
に閉じられていることを確認します。
注意: バッテリーまたはサイドレールの下から引き上げ
ないでください。リフト アーム パッドは専用ボディ リ
フト ポイントの下側以外には当てないでください。ここ
で示す位置だけが、Model X で認定されているリフティ
ング ポイントです。これ以外のポイントで引き上げよう
とすると、損傷が発生する可能性があります。誤ったリ
フト方法で Model X を損傷した場合は保証対象にはなり
ません。

ジャッキ モード
警告: ジャッキ モードを有効にできなかった場合、車両が
セルフ レベリングを行い、損傷、けが、または死亡につ
ながる可能性があります。

Model X にエアサスペンションが装備されている場合、車両が
「スリープ」状態でタッチスクリーンの電源がオフになっていて

も、車両は自動的にセルフレベリングしようとします。車両の
ジャッキアップ時やリフトアップ時は、損傷を避けるため、「ジ
ャッキ モード」を起動してセルフレベリングを無効にしてくだ
さい。ジャッキ モードは自動的に実行されるセルフレベリン
グを防止します。
注: 車両重量が何かの物体に支えられている（バンパーが縁石に
乗り上げているなど）場合など、ジャッキモードが予期せず有
効になる場合があります。

ジャッキ アップと引き上げ
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部品、アクセサリー、改造
Tesla 正規品の部品/アクセサリーのみをお使いください。
Tesla は部品に厳しい試験を実施し、その適合性、安全性、信頼
性を確認しています。これらの部品は Tesla から購入してくだ
さい。Tesla では、専門的な経験を積んだプロがこれらの部品の
取り付けを行い、また Tesla からは Model X の改造について専
門的なアドバイスを受けることができます。アクセサリーは、
Tesla ストアまたはオンライン（www.tesla.com）でご購入い
ただけます。
注: 車両にアクセサリーを追加すると、予想航続距離や車両寸法
などが影響を受ける場合があります。
注: アクセサリーによってはお 住いの地域で利用できない場合
があります。
Model X に Tesla 製ではない部品を使用する場合、Tesla は他の
業者が製造した部品を評価することができず、したがって一切
責任は負いません。

警告: 無認可の部品/アクセサリーの取り付け、または無
認可の改造を行うことにより、Model X の性能やその乗
員の安全が損なわれる可能性があります。無認可の部品
の使用または取り付け、あるいは無認可の改造によって
生じた損害は、保証の対象となりません。
警告: 無認可のアクセサリーの使用または取り付け、ある
いは無認可の改造があった場合の死亡、負傷、または損
害について、Tesla は一切責任を負いません。

車体の修理
Model X が衝突した場合は、必ず Tesla の純正部品で修理でき
るように Tesla または Tesla 認定ボディショップにご連絡くだ
さい。Tesla は、訓練、設備、仕事の質、顧客満足度などの厳し
い要求水準を満たすボディ ショップを選定しています。
場合によっては、費用節約のため、修理業者や保険会社が正規
部品以外の使用や破損した車体の中でまだ使える部品の再利用
を勧めることがあります。しかし、それらの部品は品質、適合
性、耐腐食性などの面で Tesla の高い基準に適合しません。ま
た、正規部品以外の部品や再利用した部品は (それらによって生
じる損害または故障とともに) 保証の対象とはなりません。

RFID トランスポンダーの利用
RFID トランスポンダー（多くの自動料金所システムで使用され
るもの）を Model X の車内に取り付ける際は、図のようにフロ
ントガラス最上部にトランスポンダーを取り付けてください。
これによって、運転時の視界を妨げる要因が最小化できます。
専用の配置については RFID の製造会社の指示を参照してくだ
さい。
注: 防水トランスポンダーをフロント ライセンスナンバープレ
ート。
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応急タイヤ修理キットは Tesla ショップでお求めになれます。
警告: 

• 空気の抜けた状態のタイヤで走行しないでください。
• タイヤに刺さっている異物が見つかっても取り除か

ないでください。
• コンプレッサーは 20 分以上連続してオンにしないで

ください。
• 高速での運転や長時間運転はしないでください。応

急修理は、車両が早急かつ安全にタイヤ修理ショップ
にまでたどり着けるようにするためのものです。応
急修理したタイヤで長時間走行すると、深刻な損傷や
負傷の原因になる可能性があります。

注意: タイヤ空気入れキットに記載されているすべての
指示や警告に従ってください。

タイヤの修理
タイヤ空気入れキットは応急処置のみに利用できます。損傷し
たタイヤはただちに修理または交換する必要があります。1/4
インチ（6 mm）より大きい穴が開いた場合、トレッドがひどく
損傷している場合、タイヤが裂けている場合、タイヤがリムか
ら外れている場合は、ロードサイド アシスタンスを呼んでくだ
さい。タイヤを応急修理方法:
1. 車両を安全で、開けた場所に駐車します。
2. コンプレッサーがオフであることを確認します。
3. 車両に取り付けられているパンクしたタイヤのバルブ キャ

ップを取り外し、透明なシーラント チューブをバルブ穴に
接続します。

4. 車両の低電圧ソケットの一方に電気プラグを挿し込みます。

5. セレクター スイッチをタイヤのアイコンまで回してからオ
ンにします。シーラントがタイヤ内に正しく注入されると、
ゲージに現在のタイヤ空気圧が表示されます。理想的な圧
力は、車両の運転席側ドア ピラーに表示されています。数
分経って、ゲージに理想的な圧力が表示されていることを確
認したら、次に進みます。
注: 15 分間連続して作動させた後も、ゲージに 22 psi（1.5 
bar）未満の圧力が表示される場合、透明なシーラント チュ
ーブを取り外し、タイヤのバルブ キャップを元通りに締め
ます。数フィート（数メートル）走行して、タイヤ内にシー
ラントを行き渡らせます。Model X を駐車し、ステップ 2〜
5 を再度行います。これでも効果がない場合は、Tesla ロー
ドサイドアシスタンスに電話します。

6. キットをオフにしてチューブをタイヤから 外します。タイ
ヤのバブル キャップを元通りに締めます。

7. 記載されている制限速度（タイヤ修理キットのステッカーに
記載）の範囲内で、急激な加速や減速をしないで運転してく
ださい。約 10 分間走行したら、安全で開けた場所に再び駐
車します。シーラントがタイヤ内に行き渡ったら次にタイ
ヤに空気を入れます。

警告: このシーラント液剤は-40°F（-40℃）から 122°F
（50℃）の間で効力を発揮します。ラベルに記載され

ている有効期限を過ぎたシーラント液剤は使用しな
いでください。使用したまたは期限の切れたキャニ
スターの交換に関する詳細については、キャニスター
の交換 ページ 220 を参照してください。

タイヤに空気を入れる
1. タイヤ コンプレッサーがオフであることを確認します。
2. スイッチをポンプのアイコンまで回します。
3. 車両の低電圧ソケットの一方に電気プラグを挿し込みます。
4. タイヤのバルブ キャップを取り外し、黒色のインフレーシ

ョン チューブをバルブ穴に接続します。

応急タイヤ修理キット
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5. コンプレッサーをオンにして、車両の運転席側ドア ピラー
に表示されている理想的な圧力に達するのを待ちます。

6. 黒色のインフレーション チューブを取り外し、タイヤのバ
ルブ キャップを元の位置に取り付けます。

7. コンプレッサーをオフにし、安全で乾燥した場所に保管しま
す。

キャニスターの交換
1. 製造会社から、または https://shop.tesla.com/からオンライ

ンで、リフィルを購入します。
2. 透明なシーラント チューブを取り出し、脇に置いておくこ

とで、使用したキャニスターを取り外します。
3. 赤色のリリース ボタンを押しながらキャニスターを持ち上

げて外します。
4. 新しいキャニスターをケースにしっかりと押し付けて挿入

します。透明なシーラント チューブを元通りに取り付けま
す。新しいキャニスターの使用期限を書き留めます。

5. 空になったキャニスターは地域の規則に従って適切に廃棄
します。

応急タイヤ修理キット
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ワイパー ブレードやキャビン フィルターの交換、または塗装保護フィルムの取り付けといった簡単な自分でできる作業の実施方法
について学びましょう。これらの手順に関する指示、アニメーションおよび動画については、https://www.tesla.com/support/do-
it-yourself-guides を参照してください。
注: 地域や車両の設定により、一部の部品および手順については、車両に対して使用できない場合があります。https://
www.tesla.cn/support/do-it-yourself-guides（）へ移動する際は、販売地域と/言語を選択して、販売地域で入手可能な部品およ
びアクセサリーの最新リストを表示してください。

注意: 各手順は、乾燥した明るい場所で実施してください。安全のため、安心して操作できる場合に限って手順を実施してく
ださい。常に手順に従う必要があります。

自主メンテナンス
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車両識別番号
VIN は以下の場所に表示されています。

• 「コントロール」 > 「ソフトウェア」の順にタッチします。
• ダッシュボードの上にあるプレートに刻印。外からフロン

トガラス越しに見えます。
• 車両の助手席側リアドアのシル パネル下のシャーシに刻印

されています。シル パネルを取り外すには、平らで刃のつ
いた工具を使って慎重に上に引き上げます。
注: 2016 年 6 月 2 日頃から 2017 年 2 月 28 日頃の間に製造
された車両では、シャーシに VIN は刻印されていません。

注意: 損傷の可能性があるため、VIN を見るためにシル 
パネルを取り除くことはお勧めしません。このパネ
ルは、壊れやすいクリップで固定されています。シル 
パネルを取り除くことによって生じた損傷は保証対
象にはなりません。

排気コントロール ラベル
排気コントロールラベルは、リフトゲートの開口面上に貼り付
けられています。
注: 2022 年式以降の車両の場合、エミッション コントロール ラ
ベルはフロント フードの内側にあり、図示されているラベルと
同じではない可能性があります。

識別ラベル
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車両ラベル
車両の当初のタイヤ サイズおよび圧力、ならびに GVWR（車両
総重量）および（定格総軸荷重）を理解することが重要です。
これらの情報は Model X に貼付されている 2 枚のラベルで確
認することができます。

1. けん引ラベル（装備されている場合）
2. タイヤと荷重載情報ラベル
3. 車両識別ラベル
注: Model X では、オプションのけん引パッケージが装備されて
いる場合のみ、けん引を利用できます。

警告: Model X に過積載すると、ブレーキとハンドリング
に悪影響を及ぼし、安全性が低下し、Model X が損傷す
る可能性があります。
注意: Model X に大量の液体を保管することは絶対に避
けてください。液体を大量にこぼすと、電気部品が故障
する原因となります。

けん引ラベル
注: Model X にけん引ラベルがあるかどうかは、車両の製造日に
よって異なります。
Model X では、オプションのけん引パッケージが装備されてい
る場合のみ、けん引を利用できます。けん引パッケージが装備
されている場合、トレーラーをけん引する際に適用すべきタイ
ヤ空気圧についてオーナーズ マニュアルを参照することを求
める指示がけん引用ラベルに記載されています。タイヤ情報ラ
ベルに印刷されているタイヤ空気圧を適用しないでください。
その代わりに、画面上のオーナーズ マニュアルの「運転」セク
ションにある「トレーラーの牽引」トピックを参照してくださ
い。

タイヤと荷重載情報ラベル
• 車両の最大座席数。
• 車両の最大可搬重量。
• 元のタイヤのサイズ。
• 元のフロントおよびリアタイヤのタイヤ空気圧（冷間時）。

乗り心地とハンドリング特性を最適化するため、これらの圧
力が推奨されます。

ラベルのフォーマット

将来異なるタイヤを使用しても、このラベルは変更しないでく
ださい。
注: Model X の容量一杯に積載した場合は、すべてのタイヤを 確
認して、空気圧が推奨圧力レベルであることを確認してくださ
い。

警告: タイヤと荷重載情報ラベルに印刷されたタイヤ空
気圧は、けん引時には適用しないでください。けん引時
は、タイヤ空気圧を高めなければなりません。けん引時
に求められるタイヤ空気圧に関する情報は、をご覧くだ
さい牽引とアクセサリー ページ 96。

車両識別ラベル
車両識別ラベルの記載事項。

• GVWR - 定格車両総重量 Model X の最大許容総質量。この値
は、工場で選択可能な総重量が最大のオプションを装備した
Model X、すべての乗員、液体、貨物の重量として計算され
ます。

• GAWR FRT および GAWR RR - フロントアクスルとリアアク
スルの定格総軸荷重。GAWR は各アクスルが許容できる最
大分散荷重です。

注意: 損傷を防止するため、Model X に対して車両が 
GVWR より重くなったり、個別の GAWR の重量を上回る
ような積載を行うことは絶対に避けてください。

車両総重量
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正しい積載制限の決定手順
1. 車両のプラカードで、「乗客と積載物の合計重量は絶対に

XXX kg または XXX ポンドを超えないこと」という記載を見
つけます。

2. 車両に乗車する運転者と乗員の総重量を計算します。
3. XXX kg または XXX ポンドから運転者と乗員の総重量を引き

ます。
4. その結果得られる数字は積載物と荷物の許容可能な積載量

に等しくなります。例えば、「XXX」が 1400 ポンドで、運転
者と乗員合わせて 5 人が乗車し、各自の体重が 150 ポンドの
場合、利用可能な積載物と荷物の積載量は 650 ポンドになり
ます。（1400-750 (150 × 5) = 650 ポンド）

5. 車両に積載する荷物と積載物の総重量を求めます。この重
量が、手順 4 で計算した利用可能な積載物と荷物の積載量を
超えると安全性が損なわれるおそれがあります。

6. トレーラーをけん引する場合、トレーラーの荷重は車両にか
かります。これにより、車両で利用可能な積載物と荷物の積
載量がどのように減少するかについては、このマニュアルを
参照してください。

警告: 物品を運ぶときはなるべくトランクに入れてくだ
さい。衝突事故、または急ブレーキや急なカーブの際、
車内で固定されていない荷物によって、乗員が怪我を負
う危険性があります。

車両総重量
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外形寸法

A 全長 198.9 in 5,052 mm

B
全幅（ミラー含む）
全幅（ミラー折りたたみ時）
全幅（ミラー含まない）

89.4 in
81.6 in
78.7 in

2,271 mm
2,072 mm
1,999 mm

C 全高 66 インチ* 1,684 mm*
D ホイール ベース 116.7 インチ 2,965 mm
E オーバーハング - フロント 38.9 in 989 mm
F オーバーハング - リア 43.2 インチ 1,098 mm

G
最低地上高: 
標準、スキー付き
標準、スキーなし
最高、スキー付き
最高、スキーなし

7 in
7 in
8 in
9 in

171 mm
183 mm
211 mm
223 mm

H トレッド - フロント 
トレッド - リア

67.1 in
67.3 in

1,705 mm
1,710 mm

*値は概算値です。寸法は車両のオプションやその他の要因によって変わります。
**車両のトレッドは、ホイールセンターでの測定に基づいています。

注意: 構成（車高またはホイール選択）に応じて、車両のリフトゲートを最大で高さ約 8 フィート（2.5 m）まで開くことが
できます。リフトゲートを開いたときの高さを調節 ページ 29 を参照してリフトゲートの高さを調整して、低い位置にある
天井やその他の物体に当たらないようにします。

インテリア寸法
室内高 フロント

リア
サード

41.7 in
40.9 in
37.1 in

1059 mm
1039 mm
942 mm

寸法
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足元スペース
フロント

リア
サード

41.2 in
38.4 in
32.7 in

1046 mm
975 mm
831 mm

肩周りスペース フロント
リア

サード
60.7 in
56.8 in
40 in

1542 mm
1442 mm
1016 mm

腰周りスペース
フロント

リア
サード

55.6 in
59 in
38.5 in

1412 mm
1498 mm
978 mm

貨物量
 フロントトランク リア* 合計
7 シーター車両 187 L (6.6 立方フィート) 2166 L (76.5 立方フィート)** 2353 L (83.1 立方フィート)
6 シーター車両 187 L (6.6 立方フィート) 2002 L (70.7 立方フィート)** 2189 L (77.3 立方フィート)
5 シーター車両 187 L (6.6 立方フィート) 2299.5 L (81.2 立方フィート)** 2486.5 L (87.8 立方フィート)

* 1 列目シート後部の最大貨物容量リア トランクの 357 L (12.6 立方フィート) 貨物部分を含む（装備されている場合は、3 列目シ
ート後側部分）
** 2 列目シートは最前位置に置かれる、および/または折りたたまれています。

寸法
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モータータイプ
モーター 仕様
フロント モーター AC 永久磁石同期モーター、液冷式、可変周波数ドライブ
リア モーター AC インダクション モーター、液冷式、可変周波数ドライブ
公称電圧 320 ボルト

トランスミッション
タイプ 仕様
タイプ 単速固定ギア
全体のファイナル ドライブ比 小型モーター: 9.0:1

大型モーター: 9.7:1

リバース ギア モーター逆回転、時速 24 km まで

ステアリング
ステアリング 仕様
タイプ 可変ラック アンド ピニオン式電動パワー ステアリング、速度感応型
ロック ツー ロック回転数 2.33
最小回転半径 (最外輪外面) 40.3 フィート/12.3 m

ブレーキ
ブレーキ 仕様

タイプ
電子制御制動力配分/統合アドバンスト スタビリティー コントロール/
電子アクセラレーター ペダル作動回生ブレーキ システム付き 4 輪アン
チロック ブレーキ システム (ABS)

ローター径 (ベンチレーテッド) フロント: 13.98”/355 mm
リア: 14.37”/365 mm

フロント ローター厚 新品: 1.26”/32 mm
サービス限界: 1.18”/30 mm

リア ローター厚 新品: 1.10”/28 mm
サービス限界: 1.02”/26 mm

フロント ブレーキ パッド厚 (ブレーキ プレートを除く) 0.346 インチ/8.8 mm
リア ブレーキ パッド厚 (ブレーキ プレートを除く) 0.354”/9 mm
パーキング ブレーキ 電気式作動パーキング ブレーキ キャリパー
ブレーキ ディスク摩擦ペア フロント: .31"/8 mm

サブシステム
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ブレーキ 仕様
リア: .28"/7 mm

サスペンション
サスペンション 仕様
フロント 独立、仮想ピボット ダブル ウィッシュボーン
リア 独立、仮想ピボット ダブル ウィッシュボーン

バッテリー - 低電圧
バッテリー - 低電圧 仕様
定格 33 アンペア時以上
電圧と極性 低電圧 マイナス（-）アース

バッテリー - 高電圧
バッテリー - 高電圧 仕様
タイプ 液冷式リチウム イオン (Li-ion)
温度範囲 Model X を 140° F（60° C） を越える温度環境または -22° F（-30° C） を下回る温度環境に、 24 時間を超え

る期間連続して放置しないでください。

サブシステム
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ホイール仕様 (工場出荷時)
ホイールの種類 サイズ オフセット
20 インチ - オール シーズン - フロント 20 x 9.0J 40 mm (1.575 インチ)
20 インチ - オール シーズン - リア 20 x 9.5J 35 mm (1.378 インチ)
20 インチ - サマー - フロント 20 x 9.0J 40 mm (1.575 インチ)
20 インチ - サマー - リア 20 x 10.0J 35 mm (1.378 インチ)
22 インチ - サマー - フロント 22 x 9.0J 40 mm (1.575 インチ)
22 インチ - サマー - リア 22 x 10.0J 35 mm (1.378 インチ)
ラグナット トルク 129lb ft (175Nm)
ラグナット ソケット サイズ 21 mm

注: Model X をジャッキアップする方法については、ジャッキ アップと引き上げ ページ 217 を参照してください。

タイヤ仕様 (工場出荷時)
タイヤの種類 規模 荷重指数 / 速度定格
20 インチ - Continental - フロント 265/45R20 108 / V
20 インチ - Continental - リア 275/45R20 110 / V
22 インチ - Continental、Goodyear、Pirelli - フロ
ント 265/35R22 102 / W
22 インチ - Continental、Goodyear、Pirelli - リア 285/35R22 106 / W

「タイヤと積載荷重情報」ラベルに印刷されたタイヤ空気圧を参照してください。このラベルは運転席側のドアピラーにあり、運
転席側ドアを開けると確認することができます (タイヤ空気圧の保守 ページ 205 参照) 。
冬用タイヤは、Tesla サービスセンターで購入できますが、Tesla ウェブサイトで購入できる場合もあります。

ホイールとタイヤ
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タイヤのマーキングについて
タイヤ メーカーは、標準化された情報をタイヤのサイドウォールに記載することを法律で義務付けられています。これらは、タイ
ヤの特性を含むさまざまな情報を表示します。また、安全標準の認定やリコールの場合のために、タイヤ識別番号 (TIN) も提供さ
れます。

注: Tesla 認定タイヤはタイヤのサイドウォールにある「T マーク」規格（T0、T1、T2 など）で識別できます。Tesla 認定タイヤは
所有されている車両に使用すると、パフォーマンス、安全性、信頼性、および耐久性が最適になるように設計されています。Tesla
認定交換タイヤに関する詳細については、サービスマニュアルを参照してください。
1. タイヤの分類: P は乗用車用のタイヤであることを示しています。
2. タイヤ幅: この 3 桁の数字は、タイヤのサイドウォールの端から端までの幅をミリ単位で表した値です。
3. アスペクト比: この 2 桁の数字は、トレッド幅に対するサイドウォールの高さの比をパーセントで表示したものです。したがっ

て、トレッド幅が 205 mm でアスペクト比が 50 であれば、サイドウォールの高さは 102 mm です。
4. タイヤの構造: R はタイヤの構造がラジアル プライであることを示しています。
5. ホイール径: この 2 桁の数字はホイール リム径をインチ単位で示したものです。
6. 荷重指数: この 2 桁または 3 桁の数字は、タイヤ 1 本で支えることのできる重量です。この数字は記載されていないことがあり

ます。
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7. 速度記号: 記載されている場合は、タイヤを長期にわたって使用できる最高速度 (マイル毎時) を示します。Q=99 mph (160 km/
h)、R=106 mph (170 km/h)、S=112 mph (180 km/h)、T=118 mph (190 km/h)、U=124 mph (200 km/h)、H=130 mph (210 
km/h)、V=149 mph (240 km/h)、W=168 mph (270 km/h)、Y=186 mph (300 km/h)、(Y)=車両の最高速度（「Y」の定格を上回
る）。

8. タイヤの構成と材質: トレッド エリアとサイドウォール エリアの両方のプライ数は、タイヤを構成するゴム被覆材料の層の数を
示しています。使用されている材料の種類に関する情報も表示されています。

9. 最大タイヤ荷重: タイヤで運搬できる最大荷重。
10. 最大許容タイヤ空気圧: 通常の運転でこの空気圧を使用しないでください。
11. 米国運輸省タイヤ識別番号 (TIN) 。先頭の文字「DOT」は、タイヤがすべての 米連邦基準に適合していることを示します。それ

に続く 2 桁の文字はタイヤが製造された工場を表す記号であり、末尾の 4 桁は製造された週と年を表しています。たとえば、
1712 は 2012 年の第 17 週を表しています。その他の番号は、メーカーが任意に決めている販売記号です。タイヤの欠陥に伴う
リコールを行う際には、この情報を利用して消費者に連絡することができます。

12. トレッド磨耗等級: この数字はタイヤの摩耗等級を示します。グレードが高いほど耐磨耗性に優れていることを示します。た
とえば、等級 400 のタイヤは、等級 200 のタイヤの 2 倍の耐摩耗性があります。

13. トラクション等級: タイヤが濡れた路面で停止する能力を示します。タイヤのグレードが高いほど、車を停止するまでの距離が
短くなります。トラクションのグレードは、高い順に AA、A、B、C です。

14. 温度等級: タイヤの熱に対する耐性が A、B、C に等級分けされており、A が最も高い耐性を示します。この等級分けは、速度お
よび荷重の限度内で正しい空気圧のタイヤを使用することを前提としています。
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統一タイヤ品質等級基準
次の情報は、国家道路交通安全局 (NHTSA) によって開発されたタイヤ等級基準に関係するもので、トレッドの摩耗、トラクショ
ン、温度性能によってタイヤを等級付けするものです。深いトレッドをもつタイヤやスタッドレス タイヤに関しては、これらの情
報の表記は義務づけられていません。
必要に応じて、品質等級基準はタイヤのトレッド ショルダーと最大セクション幅の間のサイドウォール部に表示されています。
例:

• TREADWEAR 180
• TRACTION AA
• TEMPERATURE A

次に品質等級基準について説明します。
注: この表記要求に加えて、乗用車用タイヤは国家安全要件に従う必要があります。
トレッド磨耗

トレッド磨耗等級は、管理された状態で政府指定のテストコースでテストされた時点のタイヤの摩耗率に基づいた比較尺度です。
たとえば、等級 150 のタイヤは、政府テストコースで等級 100 のタイヤよりも 1.5 倍ほど摩耗性が良好だということになります。
タイヤの相対的性能は、その実際の使用状況によりますが、運転習慣や整備状況、路面特性、天候などの変動によって基準から大
きく離れます。
トラクション

トラクションの等級は高い順に AA、A、B、C となります。この等級は、アスファルトとコンクリートのテスト路面において管理
された条件下で測定される、濡れた舗装道路でのタイヤの停止性能です。評価 C のタイヤはトラクション性能が低い可能性があり
ます。

警告: 不具合のあるタイヤは危険です。タイヤが損傷している、摩耗しすぎている、またはタイヤの空気圧が不適切な場合
は、運転しないでください。車両および乗員の安全を損なうことがあります。タイヤの摩耗を定期的に点検し、切り込み、
膨らみ、またはプライ/コード構造の露出がないことを確認してください。
警告: タイヤにつけられるトラクション等級は、直線路でのブレーキ テストに基づき、加速やコーナリング、ハイドロプレ
ーニングやピーク トラクション特性を含んでいません。

温度

温度等級は、A (最高)、B、C に分かれ、タイヤの発熱に対する耐性と熱の拡散能力を、室内研究所内の特定の試験用ホイールによ
る管理された環境下で評価したものです。高温が継続すると、タイヤが変性して寿命を短くし、過度な高温は突然のタイヤ損傷に
つながります。
等級 C は、国家自動車安全標準 No. 109 で乗用車が必ず満たさなければならない最低レベルの性能です。等級 B と A は、研究所内
の試験用ホイールでの性能レベルが最低条件を上回っていることを表します。

警告: タイヤの温度等級は、空気圧が適切で、過負荷状態でないタイヤに対して定められます。過度な速度、空気圧不足、過
大な荷重などのいずれかあるいは複数の組み合わせにより、熱が蓄積されてタイヤ損傷の可能性が高まります。

タイヤと荷重載情報に使用される専門用語
一般的にホイールおよびタイヤに使用される用語
アクセサリー重量 工場で取り付けられる機器として用意されているものの合計重量 (交換されたものより多い)。
ビード タイヤ内部の縁のことで、この部分がリムに密着し、気密性のあるシールを形成する。ビードはプライ コー

ドで包まれて補強された鋼線で構成される。
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冷間時タイヤ空気
圧

3 時間を超える停車かまたは 1.6 km 未満の走行後のタイヤ空気圧。

車両重量 標準の車両重量で、装着されているオプション機器や適正レベルの液体を含む。
車両総重量 運転者、乗員、負荷、荷物、装備を含む車両の最大許容重量。
kPa (キロ パスカ
ル)

圧力を測るメートル系単位。1 キロ パスカルは約 0.145 psi。

最大空気圧 タイヤに入れられる空気の最大圧力。この圧力は、タイヤのサイドウォールに psi 単位で示されています 
(lbf/in2)。

注意: タイヤに刻印されているこの圧力は、タイヤ メーカーが認めている最大値です。Tesla が 
Model X に推奨している圧力ではない。

最大負荷時車両重
量

車両重量、アクセサリー重量、車両の積載容量、製造オプション重量の総和。

製造オプション重
量

取り付けられたオプションのうち交換された標準品よりも 1.4 kg（3 ポンド）重いものと、車両重量やアク
セサリー重量に含まれていないものの合計。

PSI (lbf/in2) Pounds per square inch (平方インチ当たりのポンド、タイヤ空気圧の測定単位)。
推奨タイヤ空気圧 テスラが定めたタイヤ空気圧で、工場で車両に取り付けられたタイヤの種類に基づく。この情報は、ドアピ

ラーの「タイヤと積載荷重情報」ラベルにあります。
リム タイヤあるいはタイヤとチューブを 支持する金属で、これにタイヤのビードが密着する。
車両の積載容量 シート数に 68 kg（150 ポンド）をかけた値に、荷重/荷物の規定量を加えたもの。

荷重積載に関する定義
通常の乗員体重 荷重制限を計算するには、表の 2 列目に規定されている乗員数に 68 キログラム（150 lb）を掛けます

（このオーナーズ マニュアルの車両荷重のトピックを参照してください）。
乗員の配置 車内に座る乗員の配置
旅客用車両タイヤ （P またはハード メトリック）10000 ポンド（4536 kg）以下の車両総重量（GVWR）を有する旅客車

両、多目的旅客車両、およびトラックに使用されるタイヤ。
ライト トラック タイヤ （LT）積載容量を追加する必要がある場合に使用するタイヤ。
リム直径 ビード シートの呼び径
指定リム サイズ リムの直径と幅。
指定リム タイプ スタイルまたはコードで製造者が指定するリム
リム幅 トリム フランジ間の公称距離
タイヤの車両最大積載
量

各車軸に最大積載された車両の荷重を分配した数値を 2 で割ることによって算出される各タイヤの荷
重。

タイヤの車両通常荷重 各車軸に整備荷重、アクセサリー重量、および通常乗員重量を分配した数値を 2 で割ることによって
算出される各タイヤの荷重。

空気入りラジアルタイヤの定期
ビードの分割 ビード内のコンポーネント間にあるボンドの内訳。
バイアス タイヤ ビード部分から覆われるプライ コードが 90 度以下の角度で交互にトレッドの中心線で交差して付けら

れている空気入りタイヤ。
カーカス トレッド、サイドウォール部分を除いたタイヤの構造部分で膨らまされた時に荷重を支えます。
チャンキング トレッドまたはサイドウォールの部分的に剥がれ落ちること。
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コード タイヤでパイルを形成する編み込み部分。
コード剥離 コードをゴム製コンポーネントから剥離する。
クラック タイヤのトレッド、サイドウォール、またはライナーでコード材質まで届く部分。
高空気圧対応タイヤ 同等の標準タイヤと比較して、高い荷重と高い空気圧で使用されるタイヤ。
グルーブ トレッド リブ間の隙間。
インナー ライナー タイヤ内に膨張媒体を含むチューブレスタイヤ内側を形成する層。
インナー ライナー剥離
部分

カーカスのコード材料からインナー ライナーが剥離した部分。

定格荷重 ある空気圧で膨らませらたタイヤが支えられる最大荷重。
最大定格荷重 そのタイヤに許容される最大空気圧力におけるタイヤの定格荷重。
リムの測定 取り付けられるタイヤに必要なリムの実寸法
オープン スプライス コード材料と接合するトレッド、サイドウォール、またはインナー ライナーの張り合わせ部分の剥離
外径 新しいタイヤを膨らましたときの直径。
全幅 膨らました時のサイドウォールの外側までの直線距離で、ラベルによる高さ、装飾、または保護バン

ド、またはリブを含む。
プライ 平行に並ぶゴム被覆されたコードの層。
プライの剥離 プライ間のゴム コンパウンドの剥離。
空気入りタイヤ ゴム、化学薬品、繊維、および金属またはその他の素材から作られ、自動車のホイールに取り付けられ

た時にけん引力を伝達する機械的な装備で、荷重を支えるために気体、または液体が充填される。
ラジアル タイヤ ビード部分から覆われるプライ コードが 90 度の角度でトレッドの中心線で交差して付けられている空

気入りタイヤ。
補強タイヤ 同等の標準タイヤと比較して、高い荷重と高い空気圧で使用されるタイヤ。
断面幅 膨らました時のサイドウォールの外側までの直線距離で、ラベルによる高さ、装飾、または保護バンド

を除く。
サイドウォール タイヤのトレッドとビード間の部位。
サイドウォールの剥離 サイドウォールのコードからゴム コンパウンドが剥離した部分。
スノータイヤ ASTM F1805-00 に記載されているような雪上けん引試験を用いる場合（参照により統合、§571.5 を参

照）、少なくとも 1 つのサイドウォールに S5.5（i）で指定された Alpine Symbol でマークされ、ASTM 
E1136-93（2003 年再承認、参照により統合、§571.5 を参照）標準タイヤ試験タイヤと比較して 110 
以上のけん引インデックスを達成するタイヤ。

テスト用リム テストに使用されるタイヤを付けたリムで、そのタイヤでの使用に適切と認めらるすべてのリム。
トレッド タイヤで路面に接触する部分。
トレッド リブ タイヤ円周のトレッド部分。
トレッドの剥離 カーカスからトレッドが剥がれる状態。
トレッド摩耗インジケ
ータ（TWI）

主要なグルーブ内に設けられた表示部分で、トレッドの摩耗具合を目視で確認できる。

ホイール固定具 テスト中、ホイールとタイヤ アッセンブリ―を固定する。
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ホイールを接地させた状態で輸送しない
でください
Model X に搭載されるフロントモーターはホイールが回転する
と発電します。Model X を輸送する時は必ず 4 本のタイヤすべ
てを地面から離してください。輸送中はタイヤが回転しないこ
とを確認してください。

警告: タイヤが回転してしまうような状態では絶対に車
両の輸送を行なわないでください。重大な損傷または過
熱につながる恐れがあります。まれにではありますが、
極度に加熱すると周りのコンポーネントに引火する恐れ
があります。

Tesla が指定している以外の方法で Model X の輸送を行わない
でください以下のセクションに示す指示に従い、記載されるす
べての警告および注意事項を厳守してください。誤った方法で
輸送中に発生した車両の損傷は保証対象にはなりません。
注: Tesla では、Tesla ロードサイドアシスタンスによる出動で
はないサービスの料金を返済する義務や責任を負いません。

認定された輸送方法
注: 車両を輸送するために平ボディトラックにウィンチを使っ
て積載する際、または駐車位置から車両を移動させる必要があ
る場合は、低速（時速 3 マイル（5 km）以下）でごく短距離

（30 フィート（10 メートル）であれば輸送モードを有効にして
いる限り（輸送モードの有効化 ページ 236 参照）タイヤを回転
させることができます。これに従わないと、車両に保証の対象
とならない重大な損傷および過熱を与える恐れがあります。
Model X の輸送に推奨されるのは、平ボディトラックまたは同
等の輸送車両です。平ボディトラックを使用時は、前後どちら
の方向で載せても構いません。

平ボディトラックを使用しないで Model X を輸送する必要があ
る場合は、タイヤスケートを使用してタイヤを地面から離して
から輸送を開始してください。この方法は時速 35 マイル（55 
km）以下で行い、絶対にタイヤスケートの製造元が指定する制
限速度を超えてはなりません。この方法を使用する場合は、フ
ロントタイヤを浮かせて、リヤタイヤにタイヤスケートを履か
せて車両を前向きすることを Tesla は推奨します。
注: フロントホイールをタイヤスケートに載せて Model X を輸
送することは推奨されませんが、ホイールロックなどを使用し
てフロントタイヤを固定しタイヤが回転しないよう細心の注意
を払って実施できる場合はこれに限りません。フロントタイヤ
が回転する恐れがある状況では絶対に車両の輸送を行わないで
ください。

注意: 平ボディトラックに Model X ウィンチで載せる前
に輸送モード（輸送モードの有効化 ページ 236 参照）を
有効にしてください（平ボディトラックに引き上げて積
載する - けん引用アイボルト使用 ページ 236 参照）。輸
送モードが使用できない、またはタッチスクリーンが利
用できない場合は、必ずセルフローディングドーリーま
たはタイヤスケートを使用して、認定された輸送位置に
車両を積載してください。Tesla は、セルフローディング
ドリーまたはタイヤスケートを使用した Model X の輸送
が原因となる、個人財産の損害などのいかなる損害につ
いても責任を負いません。
警告: Model X には、衝突により損傷する可能性のある高
電圧コンポーネントが取り付けられています（高電圧コ
ンポーネント ページ 188 参照）。Model X を輸送する前
に、必ずコンポーネントが通電されている前提で作業す
ることが重要です。緊急対応する専門業者が車両の安全
を確認しすべての 高電圧システムに電圧がかかっていな
いことを正確に確認するまで、必ず高電圧安全注意事項

（個人保護具の着用など）に従ってください。これらを怠
ると重大な事故につながる恐れがあります。

セルフレベリング エアサスペンション
システムの無効化
Model X にエアサスペンションシステムが 搭載されている場
合、電源がオフのときでも自動的にセルフレベリングします。
損傷を防止するため、ジャッキモードにしてセルフレベリング
を無効にする必要があります。
1. タッチスクリーンで「コントロール」 > 「車高」の順にタッ

チします。
2. ブレーキ ペダルを踏み、「非常に高い」 にタッチして高さを

最大にします。
3. 「コントロール」 > 「サービス」 > 「ジャッキ モード」の順

にタッチします。
注: 走行速度が時速 4 マイル（7 km）を超えた場合、ジャッキ 
モードはキャンセルされます。
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警告: エアサスペンションシステムが 搭載された車両の
場合、ジャッキモードを有効にしないと輸送中に車両が
緩む可能性があり、重大な損傷を引き起こす危険があり
ます。

輸送モードの有効化
輸送モードは、Model X を平ボディトラックにウィンチで巻き
上げる際に、パーキングブレーキを解除します。輸送モードが
有効になっている時は、車両のサイドブレーキが無効になって
いることを知らせるメッセージが表示されます。輸送モードを
有効にするには以下が必要です。

• 低電圧 電源が必要です。Model X に電源が供給されていな
いと、タッチスクリーンが使用できないため輸送モードを有
効にすることはできません。

• Model X はキーフォブを検出しなければなりません。輸送
モードはキーフォブが検出されている時のみ有効となりま
す。

• 車両が充電器に接続されていないことを確認します。
Model X にプラグが挿入されている場合、輸送モードは使用
できません。

輸送モードを有効にする:
1. 車両がパーキングになっていることを確認します。
2. タイヤに輪留めをかける、または Model X が固定されている

ことを確認してください。
3. ブレーキ ペダルを踏み込んだまま、タッチスクリーンで 「コ

ントロール」 > 「サービス」 > 「けん引」の順にタッチしま
す。タッチスクリーンには、Model X の正しい輸送方法を促
すメッセージが表示されます。

4. 「輸送モードに入ります」をタッチします。ボタンが青色に
変わって、Model X が輸送モードであることを示します。 
Model X はブレーキが解除され、短い距離を押して動かす

（歩行する速度以下）またはウィンチで（平ボディトラック
などに）引き上げることができます。

輸送モードをキャンセルするには、「輸送モードを終了」をタッ
チするか、Model X をパーキングにシフトします。電話キーが
検出されない場合、輸送モードをキャンセルすると、Model X
の電源がオフになります。車両の再始動にはカードキーが必要
な場合があります。
注: 輸送モードを有効にした後で Model X の低電圧電源が失わ
れると、輸送モードはキャンセルされます。

注意: 電気系統が故障している場合、タッチスクリーンを
使用して輸送モードを有効にすることができないため、
セルフローディング ドリーまたはタイヤスケートを使用
します。車両をドーリーに積載する前に、必ずドーリー
の製造元による仕様および推奨積載重量を確認してくだ
さい。

平ボディトラックに引き上げて積載する 
- けん引用アイボルト使用
1. けん引用アイボルトを見つけます。

2. けん引用アイボルト カバーの上部にあるスロットに小さな
マイナスドライバーを差し込み、ゆっくりと引いて上部の留
め具からカバーを外します。

注: けん引用アイ カバーは牽引が終わって再度取り付ける
まで大切に保管してください。

3. けん引ボルトをしっかりと挿入し、確実に固定されるまで反
時計回りに回します。

4. けん引ボルトにウィンチ ケーブルを取り付けます。
注意: 引く前に、けん引用アイボルトがしっかりと締
まっていることを確認します。

5. 輸送モードを有効にするは、「コントロール」 > 「サービス」
> 「けん引」の順にタッチしてください。

6. Model X をゆっくりと平ボディトラックの上に乗せてくだ
さい。

車両輸送者向け注意事項

236 MODEL X オーナーズマニュアル



平ボディトラックに引き上げて積載する 
- けん引用アイボルトがない場合

注意: 損傷を避けるために、車両を平ボディ トラックに引
き上げるときは、適切に取り付けられたけん引アイを使
用してください。シャーシ、フレーム、またはサスペン
ション コンポーネントを使用して引っ張ると、車両を損
傷する恐れがあります。
警告: けん引ボルトを使わずに車両を平ボディトラック
に引き上げる場合、車両を再び走行させる前に、すべて
のサスペンションのファスナーが適正なトルクで締め付
けられているか点検し、すべてのコンポーネントに損傷
がないか目視点検してください。ファスナーが緩んでい
た場合、または損傷が見つかった場合は、影響のあるコ
ンポーネントを交換してください。

前章で説明された通り、ウィンチを車両に接続する際はけん引
用アイボルトを使用することが強く推奨されます。しかし、け
ん引用アイボルトが使用できない場合（損傷、喪失など）、次の
説明通りにけん引用ストラップを取り付けてください。
1. 車両前部の下、それぞれのロアー サスペンション アームの

けん引用ストラップを取り付けます。

2. アンダーボディを損傷しないよう保護できるもの（木材な
ど）をけん引用ストラップとアンダーボディの間に設置して
ください。

3. 輸送モードを有効にするは、「コントロール」 > 「サービス」
> 「けん引」の順にタッチしてください。

4. Model X をゆっくりと平ボディトラックの上に乗せてくだ
さい。

タイヤの固定
8 点留めタイダウン法で車両を固定する必要があります。

• 固定用ストラップの金属部品が、車輪の塗装面または面に接
触しないようにしてください。

• ボディパネル上または車輪内に固定用ストラップを置かな
いでください。

注意: 固定用ストラップを車両ボディのシャーシ、サスペ
ンション、その他の部品に取り付けると、車に損傷を与
える可能性があります。

車両に電力供給がない場合
Model X に低電圧電源から電力の供給がない場合、以下の手順
でボンネットを開くかまたは低電圧バッテリーでジャンプスタ
ートします。
1. フードを開きます。車両に電力がない場合にフードを開く

ための詳細情報については電源がない状態でフードを開け
る ページ 240 を参照してください。

2. 低電圧バッテリーをジャンプスタートさせます（ジャンプス
タート ページ 241 を参照）。

注: けん引業者: 車両を充電スタンドまで輸送して、充電準備を
するための詳細情報については電力切れ ページ 239 を参照し
てください。

車両輸送者向け注意事項
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Tesla ロードサイドアシスタンスは、保証期間中に限り年中無休で 24 時間いつでもご利用いただけます。Tesla ロードサイド アシ
スタンスでは、あらゆるご質問に回答し、車両の輸送手順をご案内する、ロードサイド プロフェッショナルに問い合わせることが
できます。
Tesla ロードサイド アシスタンスにご連絡される場合は、次の情報を予めご準備ください。

• 車両識別番号（VIN）。「コントロール」 > 「ソフトウェア」にタッチすると VIN が表示されます。運転席側のフロントガラスか
らのぞき込むことでも、VIN を確認できます。

• お客様の現在地。
• 故障・問題の性質。

地域でご利用いただける場合は、Tesla モバイル アプリの「ロードサイド アシスタンス」オプションを選択すると、さらに素早く
要求の提示ができます。
注: Tesla のロードサイド アシスタンス ポリシーに関する詳細な説明は、お客様の地域の Tesla ウェブサイトにあるサポート ペー
ジを参照してください。

国別電話番号
カナダ: 1-877-79TESLA（1-877-798-3752）
メキシコ: 800-228-8145
米国: 1-877-79TESLA（1-877-798-3752）
注: 「コントロール」 > 「サービス」をタッチしても電話番号は確認できます。

Tesla ロードサイドアシスタンスに連絡する
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注意: 高電圧バッテリーの状態および車両の残りの航続
距離を監視することは、ドライバーの責任です。インス
トゥルメントクラスターに表示される航続距離が 0 マイ
ル（0 km）（または 0%）であるときに、使用できる航続
距離があると仮定しないでください。航続距離を超えて
走行したことによる低電圧バッテリーへの損害は、保証
の対象外になります。

注: 走行中に万が一、電力切れになった場合、安全であれば、車
両を路肩に寄せ、Tesla ロードサイド アシスタンス ページ 238
または希望するけん引業者に連絡してください。
Model X が電力切れになった場合、低電圧バッテリーはサポー
トされなくなり、低電圧がサポート対象ではない場合、その車
両を充電することはできません。そのため、低電圧バッテリー
は高電圧（HV）バッテリーの充放電が可能な外部の充電器でサ
ポートされている必要があります。車両が充電を開始すると、
外部充電器は不要になります。
充電器から離れた場所で電力切れを起こした場合、けん引業者
は Model X を最寄りの充電スタンドまで輸送して、充電器のケ
ーブルの届く範囲内に車両を降ろす必要があります。車両を充
電器の近くに配置したら、次の指示に従ってください。
注: 車両を充電器まで輸送している場合、車両の高電圧バッテリ
ーが充電されていることを確認するまでけん引業者が立ち去ら
ないようにしてください。
1. 低電圧バッテリーをジャンプスタートさせます（ジャンプス

タート ページ 241 を参照）。低電圧バッテリーは、高電圧バ
ッテリーをサポートするためにジャンプスタートさせる必
要があります。

2. 数分待ちます。タッチスクリーンの電源がオンになったら、
充電器ケーブルを Model X に挿入して、高電圧バッテリーの
充電を開始します。

3. Model X が充電を開始したら、低電圧バッテリーをサポート
している外部充電器をバッテリーから取り外します。

Tesla 以外の充電器に移動する前に、使用する特定のタイプの充
電ステーションに対応するアダプターが車両に装備されている
ことを確認してください。Tesla 以外の充電器でも、充電を開始
する前に低電圧システムをジャンプスタートさせる必要があり
ます。

注意: ドライブの際や長期間保管する際は、Model X に十
分な航続距離が残っていることを必ず確認してくださ
い。タッチスクリーンやモバイル アプリの航続距離予測
をあてにしすぎないでください。外気温、運転動作、風、
車両設定（セントリーモードなど）によって航続距離の
減少が予測よりも早まる可能性があります。

注: 航続距離の問題による車両のけん引は補償の対象になりま
せん。

電力切れ
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電源がない状態でフードを開ける
Model X が電気の切れた状態になった場合、またはタッチスク
リーンやキーを使ってフロント トランクを開けられない場合
は、次の手順に従ってください。
1. けん引フック カバーを外します (車両輸送者向け注意事項 

ページ 235 を参照)。
2. 2 つのストラップを見つけます。そのうちの片方には「A」

というラベルが、他方は「B」というラベルがついています。
3. ストラップ「A」を引っ張り、プライマリー ラッチを外しま

す。
4. ストラップ「B」を引っ張り、セカンダリー ラッチを外しま

す。
5. これでフードは開きます。セカンダリー ラッチに対して掛

かる力を解除するには、フードを少し押し下げる必要がある
場合もあります。

注: このストラップは正しい順序で引くことが重要で、間違える
とラッチが解除してくれず、フロント トランクが開きません。
この方法でフロント トランクを開ける際には、ラッチは開位置
のままになり、電源がないとそれを閉じることはできなくなり
ます。マニュアル ストラップを引いて開けたフロント トラン
クを閉めるには次のようにします。
1. 低電圧バッテリーを充電します（その方法についてはテスラ

にお尋ねください）。
2. タッチスクリーン上のフロント トランクボタンを押し、プ

ライマリー ラッチとセカンダリー ラッチをリセットしま
す。

電源がない状態でフードを開ける
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以下の説明では、外部低電圧電源（ポータブル ジャンプスター
ターなど）を使用していることを想定しています。他の車両を
使用して Model X をジャンプスタートさせるときは、その車両
のメーカーの取扱説明書を参照してください。

注意: Model X 他の車両のジャンプスタートに使用する
ことはできません。故障の原因となることがあります。
注意: Model X のジャンプスタート時に短絡させないで
ください。誤ったジャンプポストにケーブルを 接続した
り、リード同士を接触させたりすると、Model X が損傷
する可能性があります。

次の手順を実行します:
外部電源を所有していることを確認します。フードを開いた後
に次を行ないます。
1. メンテナンス パネルを取り外します。
2. プラス（+）およびマイナス（-）のジャンプ ポストの場所を

確認します。
3. 赤色のプラス側ジャンプポストからカバーを外し、低電圧電

源の赤色のプラス側ケーブルを赤色のプラス側ジャンプポ
ストに接続します。

4. 低電圧電源の黒色マイナス（-）ケーブルを車両に接続しま
す。

5. 外部電源をオンにします（製造元の取扱説明書を参照）。タ
ッチスクリーンをタッチして起動します。
注: タッチスクリーンに充分な電力を供給するまで数分程度
かかる場合があります。

6. 外部低電圧電源を使用する必要がなくなった場合、両方のケ
ーブルを、黒色のマイナス側ケーブルから先に外します。

7. 低電圧バッテリーの上部で、コネクタ ハウジングを電気コ
ネクタに押し込んで、電気コネクタを低電圧バッテリーに接
続します。

8. 低電圧バッテリーの上部で、電気コネクタをコネクタ ハウ
ジングに接続しているロック タブを押し込みます。

9. メンテナンス パネルを元の位置に合わせて固定されるまで
押し付けながら取り付けてください。

10. フードを閉じます。

ジャンプスタート
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電力がない状態でフロント ドアを開く
Model X の電源が切れている場合、フロント ドアは通常どおり
内部ドアハンドルで開きます。

電力がない状態でリア ドアを開く
万が一、Model X の電力がないときにファルコンウィングドア
を開ける場合、スピーカー グリルをドアから慎重に外し、メカ
ニカル リリース ケーブルを下向きに、車両の前方に向けて引い
てください。ラッチが解除されたら、ドアを手動で持ち上げて
ください。

注意: 手動ドア リリースは、Model X の電力がない場合に
限って使用することを想定して設計されています。
Model X に電力がある場合は、インテリア ドア ハンドル
の上部にあるボタンを使用します。

電力がない状態でドアを開く
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洪水や悪天候により車両が水没する可能性があります。Tesla
では、車両が水没する危険性がある場合や、車両が水没した場
合に備えてドライバーが方策を用意しておくことを求めていま
す。
推奨事項を確認することで、万が一車両が水没した場合に備え、
水没車両の扱い方を知り、利用可能な方策を見つけることがで
きます。

洪水に備えるためのベスト プラクティ
ス
水没する事態が予測されているときに、あらかじめ車両を安全
に移動しておくことできる場合、Tesla では Model X を危険が
ない場所やより高い場所に移動することを推奨しています。充
電設備に影響が及ぶ可能性を考慮して、Tesla ではあらかじめ車
両を 100%まで充電することを推奨しています。
車両を洪水の可能性のない場所まで移動することができない場
合は、損害を防止するのに役立つ可能性のある以下のベストプ
ラクティスを検討してください。

• 充電器のプラグを車両から確実に抜く。
• 蓄電状態を下げる。このためには、事前に車両を運転してプ

ラグを抜いたままにするか、空調をオンにするか、または車
両のタッチスクリーンまたは Tesla モバイルアプリを使用
して「空調 ON のまま」を有効にします（空調を操作する ペ
ージ 168 を参照）。これは、車両が水没した場合に充電率を
できる限り低くするためです。

• エアサスペンション（装備されていれば）を変更し、車両の
地上高を「高」または「最高」まで上げてから、車両を離れ
ます。

• ジャッキスタンド、シリンダーブロック、スロープなどで車
両の位置を高くすることで、高電圧バッテリーが洪水時の水
面よりも上になるようにします。セルフレベルングによる
損傷を防ぐために、エアサスペンション（装備されていれ
ば）を使用した[ジャッキモード]を有効にします（ジャッキ 
アップと引き上げ ページ 217 参照）。

• Model X に自動車用防水カバーまたは洪水からの車両保護
に対応した、それと同等の製品を被せておきます。

水没車両の取扱い
お持ちの車両が電気自動車であれ、内燃機関車両であれ、長時
間水没していた場合にすべきことを知っておきましょう。

警告: 火災、発煙、キーという音やシャーという音、また
は車両からの放熱に気付いた場合、その場から離れ、速
やかに最寄りのファーストレスポンダーに連絡してくだ
さい。

車両が水没状態から脱し、安全に近づけるようになったら、以
下の手順に従ってください。
1. 車両を事故の場合と同様に取扱い、保険会社に連絡します。
2. 認定工場による検査が完了するまでは車両を運転しないで

ください。あなたが Tesla 車のオーナーである場合、Tesla
サービスで点検の予定を組むことができます。

3. 車両を安全にけん引して、他の車両や個人資産などの燃えや
すい素材または構造から 50 ft（15 m）以上離します。
◦ Tesla オーナーは、当社からのけん引支援を要望すること

ができます。詳細情報については、Tesla ロードサイドア
シスタンスに連絡する ページ 238 を参照してください。

◦ 安全にけん引する方法や車両を移動する方法については
車両輸送者向け注意事項 ページ 235 を参照してくださ
い。

水没車両に関するガイダンス
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app_w009
自動緊急ブレーキ使用不可
次のドライブで機能が回復する可能性
このアラートの意味:
自動緊急ブレーキ機能は、現在のドライブの残りの部分では使用できません。この警告は、他のブレーキ機能が使用できないこと
を具体的に示すものではありません。
このアラートはいくつかの理由で表示される可能性があります。自動緊急ブレーキを使用できない状態の場合は、他の警告が表示
されることがあります。
対応策:
通常特に対応は必要ありません。通常、次のドライブを開始すると、自動緊急ブレーキが再び使用可能になります。
アラートが何度も続く場合、または運転するうちに発生頻度が高くなる場合は、早急に修理を依頼されることをお勧めします。
詳細な情報は、衝突回避アシスト ページ 155 を参照してください。
APP_w048
オートパイロット機能は一時的に使用できません
次回走行時に機能が回復する可能性があります
このアラートの意味:
お客様の車両では現在オートパイロット機能を使用することができません。車両の構成に応じて、無効となるオートパイロット機
能には次が含まれます。

• オートステアリング
• トラフィックアウェア クルーズコントロール
• 自動緊急ブレーキ
• 正面衝突警告
• 車線逸脱警告

対応策:
このアラートはいくつかの理由で設定される可能性があります。この状態の原因を示す追加アラートがないか確認してください。
通常オートパイロット機能は次回走行時に回復します。このアラートが今後の走行でも継続的に発生する場合は、早急にサービス
を予約してください。
詳細およびオートパイロット機能の完全なリストについては、オートパイロットについて ページ 105 を参照してください。
APP_w207
オートステアリングは一時的に使用できません
このアラートの意味:
オートステアリングは一時的に使用できません。これは以下の外部要因などによる一時的な状況である可能性があります。

• 車線の境界線がないまたは薄くなっている。
• 極端にせまい道や曲がりくねった道を運転している。
• 雨、雪、霧、その他の気象によって視認性が低くなっている。
• 外気温度が極端に高いまたは低い。
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• 対向車のヘッドライトや直射日光などの明るい光が当たっている。
このアラートは、オートステアリングが有効な場合のオートステアリングに対する最大速度制限を超過している場合にも表示され
ます。この場合、そのまま運転してもオートステアリングが再び有効になることはありません。
対応策:
引き続き目的地まで向かってください。 オートステアリングを目的地に到着するまでそして次回車両を使用しているときに利用
できない場合は、次について点検してください。

• 泥、氷、雪などの環境要因により損傷または障害物が発生している
• 自転車ラックのような物体が車両に取り付けられ、障害となっている
• 塗料、またはラップ、ステッカー、ラバー コーティングのような粘着性物質など障害物が車両に付けられている
• バンパーが損傷している、または位置がずれている

明らかな障害物がない場合、または車両の損傷を見つけた場合、都合のよいときにサービスを予約してください。 その間は車両を
運転することに問題はありません。
詳細な情報については、オートステアリング ページ 120 を参照してください。
APP_w218
オートステアリングの速度制限を超過
ハンドルは自分で操作してください
このアラートの意味:
車両がこのドライバー アシスト機能の最高速度制限を超えたため、オートステアリングは利用できません。
対応策:
すみやかにハンドルを自分で操作して目的地まで運転してください。
多くの場合、そのまま運転してもオートステアリングが再び有効になることはありません。オートステアリングをリセットするに
は、車両を完全に停止して、パーキングにシフトします。次の目的地に向かう異動のためにドライブにシフトすると、オートステ
アリングは再び使用可能になります。
注: ドイツで運転中にこのアラートが起動した場合、オートステアリングの速度制限未満で車両が走行すると、オートステアリン
グは再び有効になります。
次の走行時にオートステアリングが引き続き有効にならない場合は、ご都合のよいときにサービスを予約してください。 その間は
車両を運転することに問題はありません。
詳細な情報については、オートステアリング ページ 120 を参照してください。
APP_w221
クルーズコントロール利用不可
フロントレーダーの視認性が低下
このアラートの意味:
車両のフロント バンパー部分にあるレーダーの視程がまったくないか、ほとんどないため、トラフィックアウェア クルーズ コン
トロールとオートステアリングは利用できません。
これは、雪、氷、ほこり、泥などの要因で引き起こされる一時的な障害です。
対応策:
引き続き目的地まで向かってください。 車両を運転しても問題はありません。 レーダーの十分な視程が得られない限り、トラフィ
ックアウェア クルーズ コントロールとオートステアリングは引き続き使用できません。
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運転中ずっと警報が解消されない場合、次の運転を予定する前にフロント バンパーを点検して障害を解消してください。 車両の該
当部分からの汚れや異物の除去に関する詳細情報については、カメラのクリーニング ページ 211 を参照してください。
レーダーがあるフロント バンパーに障害物がないのに、その後の運転でもこのアラートが解消さない場合は、できるだけすみやか
にサービスを予約してください。 その間は車両を運転することに問題はありません。
APP_w222
クルーズコントロール利用不可
フロントカメラの視認性が低下
このアラートの意味:
車両の 1 台以上のフロント カメラが外部条件で妨害されているか視界を遮られていて、トラフィックアウェア クルーズ コントロ
ールとオートステアリングが無効です。
フロント カメラの十分な視程が得られない限り、トラフィックアウェア クルーズ コントロールとオートステアリングは引き続き
使用できません。 以下の原因によりカメラの視界が制限されている場合や確保できない場合があります。

• カメラ表面の汚れまたはごみ。
• 雨、霧、雪、露などの環境的条件。
• 日光または別の光源による眩しい光。
• 照明不足または照明の制限された状態（夜間の照明のないまたは不十分な照明の道路を含む）。
• カメラ表面の結露（水滴または霧）。
• トンネル壁面や高速道路分離帯など、単調な周囲状況。

対応策:
引き続き目的地まで向かってください。 車両を運転しても問題はありません。
これはしばしば独自でクリアされる一時的問題になります。走行終了時までにそのアラートがクリアされない場合:

• 次回の計画した走行の前にフロント ガラスの上部中央にあるフロント カメラの領域を点検して清掃する。
• カメラ表面に結露、ほこり、あるいはその他ちりがないか確認し、障害物は取り除いてください。

車両の該当部分からの汚れや異物の除去に関する詳細情報については、カメラのクリーニング ページ 211 を参照してください。
フロント カメラのエンクロージャ内部の結露は完全に拭き取ることができませんが、通常は、以下の手順でり簡単にクリーニング
を行えます。
1. 温度を高に設定し、A/C をオンにして車内の空調を入れます。
2. 前方の霜取り装置をオンにします。
フロント カメラで障害物が見えないのに、その後の運転時にもこのアラートが解消されない場合は、できるだけすみやかにサービ
スを予約してください。 その間は車両を運転することに問題はありません。
APP_w224
クルーズコントロール利用不可
カメラ補正のため運転を続けてください
このアラートの意味:
車両のカメラのキャリブレーションが不十分なためトラフィックアウェア クルーズ コントロールとオートステアリングを利用で
きません。
トラフィックアウェア クルーズ コントロールやオートステアリングなどの機能が有効なとき、車両は高精度で運転する必要があり
ます。初めてこれらの機能を使用するときは、事前に、カメラの初期セルフキャリブレーションを実施する必要があります。場合
によっては、１台以上のカメラがキャリブレーションなしで使用されることがあります。
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対応策:
引き続き目的地まで向かってください。 車両を運転しても問題はありません。
カメラのキャリブレーションが完了するまで、トラフィックアウェア クルーズ コントロールとオートステアリングは引き続き使用
できません。
キャリブレーションが完了したら、トラフィックアウェア クルーズ コントロールとオートステアリングが利用できます。
利便性のために、プログレス インジケータがタッチスクリーンに表示されます。キャリブレーションは通常、20〜25 マイル（32
〜40 km）走行後に完了しますが、この距離は道路条件や環境条件によって異なります。たとえば、車線区分線がはっきりと見え
る直線路を走行すると、カメラは短時間にキャリブレーションできます。
100 マイル（160 km）以上走行後も、アラートが解消されず、カメラ キャリブレーションが完了しない場合、あるいはカメラ キ
ャリブレーションが成功したのにトラフィックアウェア クルーズ コントロールとオートステアリングが利用できない場合は、でき
るだけすみやかにサービスを予約してください。 その間は車両を運転することに問題はありません。
APP_w304
カメラの視界が遮られている
カメラを清掃するか視界復帰するまで待機
このアラートの意味:
外部条件により、1 つ以上の車載カメラの視認性が制限されているかありません。正確な視覚情報が車載カメラにより生成できな
い場合は、オートパイロット機能の一部またはすべてが一時的に使用できなくなる場合があります。
以下の原因によりカメラの視界が制限されている場合や確保できない場合があります。

• カメラ表面の汚れまたはごみ。
• 雨、霧、雪、露などの環境的条件。
• 日光または別の光源による眩しい光。
• 照明不足または照明の制限された状態（夜間の照明のないまたは不十分な照明の道路を含む）。
• カメラ表面の結露（水滴または霧）。
• トンネル壁面や高速道路分離帯など、単調な周囲状況。

対応策:
引き続き目的地まで向かってください。 車両を運転しても問題はありません。 多くの場合、これは一時的な問題であり、結露が蒸
発したときや、特定の環境条件がなくなったときに解消されます。
目的地に到着するまでにアラートが消えない場合は、カメラの表面に結露、汚れ、またはその他のごみがないか確認してください。 
カメラの位置は、カメラ ページ 19 を参照してください。
次回のドライブをする前に必要に応じてカメラをクリーニングしてください。推奨されるクリーニング手順についてはカメラのク
リーニング ページ 211 を参照してください。
このアラートがカメラのクリーニング後も引き続き表示される場合は、ドアピラーのカメラ筺体内側に結露がないか確認してくだ
さい。 カメラのエンクロージャ内部の結露は完全に拭き取ることができませんが、通常は、以下の手順で簡単にクリーニングを行
えます。
1. 空調をオンに設定し、温度を「高」に設定し、A/C がオンになっていることを確認して、キャビンをプレコンディショニングし

ます
2. 前方の霜取り装置をオンにします。
3. 吹出し口をドアピラーのカメラに向けます。
カメラのエンクロージャから結露を取り除く方法に関する詳細情報については、カメラのクリーニング ページ 211 を参照してくだ
さい。
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示されたカメラのクリーニングを行ない、結露を取るために推奨される手順を実施したにも関わらず、次回のドライブの終了まで
にアラートが解消しなかった場合は、次のご都合のよいときにサービスする予約をしてください。 その間は車両を運転することに
問題はありません。
BMS_u006
車両シャットダウン - 安全にけん引
充電レベルが低すぎます
このアラートの意味:
高電圧バッテリーには、運転をサポートするための十分なエネルギーが残っていないことが検出されました。
車両は充電されるまで運転することまたは運転を継続することができません。
運転中にこのアラートが発生した場合、車両をシャットダウンする必要があります。この状態を示すために個別の車両アラートが
表示されます。また、車両が予期せずシャットダウンするおそれがあります。 
車両を駐車したときにこの警告が表示される場合は、運転することができない可能性があります。
この警告は通常、通常の操作によって車両の高電圧バッテリー充電レベルが低下したために発生します。
対応策:
すぐに車両を充電してください。車両を充電すると、車両の走行能力が回復します。
このアラートが後続のドライブで発生した場合、バッテリーの充電レベルが 5%以上と表示されていても、できるだけ早くサービ
スを予約してください。
高電圧バッテリーに関する詳細情報については、高電圧バッテリーに関する情報 ページ 190 を参照してください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
BMS_u018
最大バッテリー充電レベルが低下
運転可能 - サービス予約してください
このアラートの意味:
車両が高電圧バッテリー内部がバッテリーの性能を制限している状態であることを検出しました。 その結果、最大充電レベルと範
囲が削減されます。 完全な性能を回復するためにはサービスが必要です。
対応策:
このアラートが続く場合は、ただちにサービス予約してください。サービスを行わないと、車両の最大充電レベルと航続可能距離
が制限されます。
車両を運転および充電しても問題はありません。
高電圧バッテリーに関する詳細情報については、高電圧バッテリーに関する情報 ページ 190 を参照してください。
BMS_u030
充電アダプターにアーク放電の危険あり
別の充電装置を使用してください
このアラートの意味:
車両が、複合充電システム（CCS）の充電ハンドルを車両の充電ポートに接続するために使用されたサードパーティの充電アダプ
ターにアーク放電の危険を検出したため、充電ができなくなっています。
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このサードパーティの充電アダプターを使用して充電している時にプラグを抜こうとすると、アーク放電が発生し、重傷や物的損
害が発生する可能性があります。
対応策:
以下の手順に従ってリスクを軽減してください。

• 充電が完全に停止していることを確認します。
1. 車両のタッチスクリーンを使用して、充電が停止していることを確認し、必要に応じて充電を停止させます。
2. 充電ステーションのディスプレイとコントロールを使用して充電が停止していることを確認し、あるいは実行中の充電セッ

ションを終了します。
• 車両の充電ポートで緑色または青色のライト（LED）が点滅していないことを確認します。
• 充電アダプターを車両の充電ポートから外します。
• 実行中の充電セッションがないことが充電ステーションに表示されていることを再度確認します。
• 充電アダプターを充電ハンドルから外します。

別の充電装置を使用して車両を充電します。 充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
BMS_u031
バッテリ ヒューズの交換がまもなく必要になります
運転可能 – サービスを予約する
このアラートの意味:
車両の高電圧バッテリーのヒューズは寿命に近づいているため、交換する必要があります。 
対応策:
なるべく早くサービスを予約して、高電圧バッテリーのヒューズを交換することをお勧めします。 
その間は車両を運転することに問題はありません。ただし、運転中に速度や加速が低下することがありますのでご留意ください。
高電圧バッテリーシステムの詳細については、「高電圧バッテリーに関する情報」を参照してください。
BMS_u032
バッテリーヒューズの交換が必要です
運転可能 – サービスを予約する
このアラートの意味:
車両の高電圧バッテリーのヒューズは寿命に近づいているため、交換する必要があります。 
対応策:
なるべく早くサービスを予約して、高電圧バッテリーのヒューズを交換することをお勧めします。 
その間は車両を運転することに問題はありません。ただし、運転中に速度や加速が低下することがありますのでご留意ください。
高電圧バッテリーシステムの詳細については、「高電圧バッテリーに関する情報」を参照してください。
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BMS_w176
バッテリーヒューズの交換が必要です
運転可能 – サービスをただちに予約する
このアラートの意味:
車両の高電圧バッテリーのヒューズは寿命に達しているため、直ちに交換する必要があります。
対応策:
すぐにサービスを予約して、高電圧バッテリーのヒューズを交換することをお勧めします。
引き続き目的地まで向かってください。車両を運転しても問題はありません。ただし、運転中に速度や加速が低下することがあり
ますのでご留意ください。
高電圧バッテリーシステムの詳細については、「高電圧バッテリーに関する情報」を参照してください。
BMS_w179
車両が再始動しない可能性があります
整備が必要です
このアラートの意味:
車両のバッテリー管理システムが、高圧バッテリーのスマートヒューズの交換が必要であることを検知しました。
運転中にこの警告が表示された場合、車両はバッテリーパックへの潜在的な損傷を防ぐために出力制限モードに入り、この状態が
解消されるまで駆動力が低下します。
対応策:
できるだけ早くサービスを予約することをお勧めします。スマートヒューズの交換は比較的軽微な作業で、完了すれば車両の性能
を完全に回復させることができます。
サービスを受けないと、車両は始動、充電、低電圧システムのサポートができなくなります。
高電圧バッテリーシステムの詳細については、「高電圧バッテリーに関する情報」を参照してください。
CC_f001
充電不可 - アース配線不十分
正しい配線またはコンセント接地の検証が必要
このアラートの意味:
ウォールコネクターで 接地接続が検出されません。
対応策:
ウォールコネクターを電気技師に検査してもらい、適切に接地されていることを確認してください。サーキット ブレーカーまたは
分電盤ボックスが正しく接地され、ウォールコネクターが正しく接続されていることの確認を電気工事士に依頼してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f002
充電不可 - アース配線不十分
プラグを入れ直すか別の充電設備をお試し下さい
このアラートの意味:
漏電。安全でない経路から漏電しています。ラインからアースまたは中性からアースで不良の恐れがあります。
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対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。問題が解決されない場合、ウォール コネクター
のサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを
車両に接続してください。問題が解決されない場合、電気工事士に相談するか、Tesla までご連絡ください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f003
充電不可 - ウォール コネクター漏電を検知
プラグを入れ直すか別の充電設備をお試し下さい
このアラートの意味:
漏電。安全でない経路から漏電しています。ラインからアースまたは中性からアースで不良の恐れがあります。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。問題が解決されない場合、ウォール コネクター
のサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを
車両に接続してください。問題が解決されない場合、電気工事士に相談するか、Tesla までご連絡ください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f004
充電不可 - ウォールコネクターに問題があります
ウォールコネクターは整備が必要です
このアラートの意味:
ウォール コネクター ハードウェアの問題。以下の問題が考えられます。
1. コネクターが機能していません
2. 内部接地障害監視サーキットの自己診断が失敗しました
3. 温度センサーが切り離されました
4. その他のハードウェアコンポーネントの問題
対応策:
ウォール コネクターで内部エラーが検出されました。
1. ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
2. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにし、10 秒待ってから、再びサーキット ブ

レーカーをオンにします。車両とウォール コネクターの再接続を試してください。
3. 問題が解消されない場合、電気工事士に連絡して、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の手順に従ってすべてのワイヤ

ーが正しく接続されていて、しっかり締まっていることを確認してください。
4. 電気工事士がすべての作業を完了し、ウォールコネクタへの電力を回復したら、ウォールコネクタを車両に再接続して充電を再

試行します。
5. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターを点検してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CC_f005
充電不可 - ウォール コネクター漏電を検知
プラグを入れ直すか別の充電設備をお試し下さい
このアラートの意味:
漏電。安全でない経路から漏電しています。ラインからアースまたは中性からアースで不良の恐れがあります。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。問題が解決されない場合、ウォール コネクター
のサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを
車両に接続してください。問題が解決されない場合、電気工事士に相談するか、Tesla までご連絡ください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f006
充電不可 - ウォールコネクター過電流
プラグを入れ直すか別の充電設備をお試し下さい
このアラートの意味:
過電流保護。
対応策:
車両の充電電流設定を下げてください。問題が解消されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f007
充電不可 - 入力電圧が高過ぎます
ウォールコネクターには定格内電圧が必要
このアラートの意味:
過電圧または減電圧保護。
対応策:
ウォール コネクターのサーキット ブレーカーの正しい電圧について電気工事士にご相談ください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f008
充電不可 - 入力電圧不足
ウォールコネクターには定格内電圧が必要
このアラートの意味:
過電圧または減電圧保護。
対応策:
ウォール コネクターのサーキット ブレーカーの正しい電圧について電気工事士にご相談ください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CC_f009
充電不可 - 誤った入力配線
ウォールコネクターへの入力配線の修正が必要
このアラートの意味:
入力側誤配線: ラインと中性が反対に接続されている可能性があります。
対応策:
壁側電源とウォールコネクター間の入力配線が誤って接続されています。電気工事士にご相談ください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f010
充電不可 - ウォールコネクターに問題があります
ウォールコネクターは整備が必要です
このアラートの意味:
ウォール コネクター ハードウェアの問題。以下の問題が考えられます。
1. コネクターが機能していません
2. 内部接地障害監視サーキットの自己診断が失敗しました
3. 温度センサーが切り離されました
4. その他のハードウェアコンポーネントの問題
対応策:
ウォール コネクターで内部エラーが検出されました。
1. ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
2. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにし、10 秒待ってから、再びサーキット ブ

レーカーをオンにします。車両とウォール コネクターの再接続を試してください。
3. 問題が解消されない場合、電気工事士に連絡して、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の手順に従ってすべてのワイヤ

ーが正しく接続されていて、しっかり締まっていることを確認してください。
4. 電気工事士がすべての作業を完了し、ウォールコネクタへの電力を回復したら、ウォールコネクタを車両に再接続して充電を再

試行します。
5. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターを点検してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f011
充電不可 - ウォール コネクターが過熱
ウォール コネクターが冷えるまでお待ち下さい
このアラートの意味:
加熱防止（ラッチオフ）。
対応策:
ウォール コネクターが何かで覆われていたり、熱源が近くにないことを確認してください。通常の周囲温度（100°F または 38°C 以
下）で問題が解決されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CC_f012
充電不可 - ウォールコネクター接続部が過熱
コンセントまたはウォールコネクターの点検が必要
ウォールコネクターによる高温検出アラートは、ウォールコネクターへの建物の配線が非常に高温になったため、配線やウォール
コネクターを保護するために充電が停止したことを示しています。
これは通常、車両またはウォールコネクターの問題ではなく、建物の配線の問題です。これは、ウォールコネクターへの建物の配
線接続に緩みがあるため発生した可能性があり、電気工事業者により迅速な修理ができます。
正常な充電動作を回復するには、以下の手順に従って操作してください。
ウォール コネクターを壁面コンセントに差し込んだら、以下の事項を確認してください:

• プラグがコンセントに完全に差し込まれている
• プラグ/コンセントに異物が詰まっていない/異物で覆われていない
• 近くに熱源がない

問題が解決しない場合や、ウォール コネクターが固定配線の場合、電気技術者にウォール コネクターまでの建物の建物の配線接続
の調査を依頼してください。ウォールコネクターの設置ガイドに従って、すべての配線が正常に接続されしっかり締められている
状態にする必要があります。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f013
充電不可 - 充電ハンドルが過熱
充電ハンドルまたはポートの異物を確認下さい
このアラートの意味:
加熱防止（ラッチオフ）。
対応策:
コネクターが車両の充電ポートに確実に挿入されていて、それが何かで覆われていたり熱源が近くにないことを確認してください。
通常の周囲温度（100°F または 38°C 以下）で問題が解決されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f014
充電不可 - ウォールコネクターに問題があります
ウォールコネクターは整備が必要です
このアラートの意味:
ウォール コネクター ハードウェアの問題。以下の問題が考えられます。
1. コネクターが機能していません
2. 内部接地障害監視サーキットの自己診断が失敗しました
3. 温度センサーが切り離されました
4. その他のハードウェアコンポーネントの問題
対応策:
ウォール コネクターで内部エラーが検出されました。
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1. ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
2. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにし、10 秒待ってから、再びサーキット ブ

レーカーをオンにします。車両とウォール コネクターの再接続を試してください。
3. 問題が解消されない場合、電気工事士に連絡して、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の手順に従ってすべてのワイヤ

ーが正しく接続されていて、しっかり締まっていることを確認してください。
4. 電気工事士がすべての作業を完了し、ウォールコネクタへの電力を回復したら、ウォールコネクタを車両に再接続して充電を再

試行します。
5. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターを点検してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f015
充電不可 - 車両側の接続が不良です
充電ハンドルを充電ポートにしっかり挿入
このアラートの意味:
ウォールコネクターと車両の間で通信エラーが発生しました。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
1. 問題が解決されない場合、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット 

ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを車両に接続してください。
2. 問題が解決されない場合、他の充電器がある場合は、他のウォール コネクターまたはモバイル コネクターに車両を接続して、

車両が他の充電設備と通信できるかどうかを判断してください。
3. 問題が解消されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f016
充電不可 - 車両側の接続が不良です
充電ハンドルを充電ポートにしっかり挿入
このアラートの意味:
ウォールコネクターと車両の間で通信エラーが発生しました。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
1. 問題が解決されない場合、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット 

ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを車両に接続してください。
2. 問題が解決されない場合、他の充電器がある場合は、他のウォール コネクターまたはモバイル コネクターに車両を接続して、

車両が他の充電設備と通信できるかどうかを判断してください。
3. 問題が解消されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CC_f017
充電不可 - 車両側の接続が不良です
充電ハンドルを充電ポートにしっかり挿入
このアラートの意味:
ウォールコネクターと車両の間で通信エラーが発生しました。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
1. 問題が解決されない場合、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット 

ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを車両に接続してください。
2. 問題が解決されない場合、他の充電器がある場合は、他のウォール コネクターまたはモバイル コネクターに車両を接続して、

車両が他の充電設備と通信できるかどうかを判断してください。
3. 問題が解消されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f018
充電不可 - 車両側の接続が不良です
充電ハンドルを充電ポートにしっかり挿入
このアラートの意味:
ウォールコネクターと車両の間で通信エラーが発生しました。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
1. 問題が解決されない場合、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット 

ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを車両に接続してください。
2. 問題が解決されない場合、他の充電器がある場合は、他のウォール コネクターまたはモバイル コネクターに車両を接続して、

車両が他の充電設備と通信できるかどうかを判断してください。
3. 問題が解消されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f019
充電不可 - 車両側の接続が不良です
充電ハンドルを充電ポートにしっかり挿入
このアラートの意味:
ウォールコネクターと車両の間で通信エラーが発生しました。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
1. 問題が解決されない場合、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット 

ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを車両に接続してください。
2. 問題が解決されない場合、他の充電器がある場合は、他のウォール コネクターまたはモバイル コネクターに車両を接続して、

車両が他の充電設備と通信できるかどうかを判断してください。
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3. 問題が解消されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f020
充電不可 - ウォールコネクターに問題があります
ウォールコネクターは整備が必要です
このアラートの意味:
ウォール コネクター ハードウェアの問題。以下の問題が考えられます。
1. コネクターが機能していません
2. 内部接地障害監視サーキットの自己診断が失敗しました
3. 温度センサーが切り離されました
4. その他のハードウェアコンポーネントの問題
対応策:
ウォール コネクターで内部エラーが検出されました。
1. ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
2. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにし、10 秒待ってから、再びサーキット ブ

レーカーをオンにします。車両とウォール コネクターの再接続を試してください。
3. 問題が解消されない場合、電気工事士に連絡して、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の手順に従ってすべてのワイヤ

ーが正しく接続されていて、しっかり締まっていることを確認してください。
4. 電気工事士がすべての作業を完了し、ウォールコネクタへの電力を回復したら、ウォールコネクタを車両に再接続して充電を再

試行します。
5. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターを点検してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f021
充電不可 - マスターウォール コネクターなし
マスターがオンで使えることを確認して下さい
このアラートの意味:
ロードシェアリング（サーキットブレーカーの共有）ネットワーク: ウォール コネクターは 1 台のみをプライマリーに設定してく
ださい。
対応策:
1 台のウォールコネクターのみがプライマリーとして設定できます。担当した電気工事士は以下を確認します：
1. ウォール コネクターは 1 台のみをプライマリーに設定します。
2. プライマリーユニットにリンクされている他のすべてのウォールコネクターは 、ペアの位置（F 位置）に設定されます。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CC_f022
充電不可 - マスターが複数あります
マスターのウォール コネクターは 1 台のみです
このアラートの意味:
ロードシェアリング（サーキットブレーカーの共有）ネットワーク: ウォール コネクターは 1 台のみをプライマリーに設定してく
ださい。
対応策:
1 台のウォールコネクターのみがプライマリーとして設定できます。担当した電気工事士は以下を確認します：
1. ウォール コネクターは 1 台のみをプライマリーに設定します。
2. プライマリーユニットにリンクされている他のすべてのウォールコネクターは 、ペアの位置（F 位置）に設定されます。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f023
充電不可 - ウォール コネクターが多すぎます
マスターとペアできるユニットは 3 台以下です
このアラートの意味:
ロードシェアリング（サーキットブレーカーの共有）ネットワーク: 4 個以上のウォール コネクターが同じプライマリーユニット
とペアリングされているます。
対応策:
電気工事士は、1 つまたは複数のペアリングされているウォールコネクターを別の回路に移動し、このロードシェアリング（サー
キットブレーカーの共有）ネットワークから切断（ペアを解除する）してもらいます。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f024
充電不可 - ウォール コネクター電流低下
現在のマスターの設定を上げる必要あり
このアラートの意味:
ロータリー スイッチの設定が不正です。
対応策:
電気工事士に、ウォールコネクターの内部ロータリースイッチを有効な動作電流設定に調整してもらいます。電気工事士は、最初
にウォール コネクターに電気がきていないことを確認してください。スイッチ設定と電流の対応関係は、ウォール コネクターの内
側に印刷されている場合があります。電気工事士は、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の「動作電流を設定」の項も参
照してください。
ウォール コネクターのロード シェアリング (サーキットブレーカーの共有) の設定をし、他のウォール コネクターとのペアリング
ができたら、プライマリー ユニットのロータリー スイッチは、ペアリングのそれぞれの片方のウォール コネクターが充電電流を 
6A 以上受け取る動作電流設定に設定する必要があります。
例: 負荷分散のため、3 つのウォール コネクターがペアリングされています。プライマリー ユニットは、3 * 6A = 18A 以上の電流値
に設定してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CC_f025
充電不可 - ウォールコネクターに問題があります
ウォールコネクターは整備が必要です
このアラートの意味:
ウォール コネクター ハードウェアの問題。以下の問題が考えられます。
1. コネクターが機能していません
2. 内部接地障害監視サーキットの自己診断が失敗しました
3. 温度センサーが切り離されました
4. その他のハードウェアコンポーネントの問題
対応策:
ウォール コネクターで内部エラーが検出されました。
1. ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
2. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにし、10 秒待ってから、再びサーキット ブ

レーカーをオンにします。車両とウォール コネクターの再接続を試してください。
3. 問題が解消されない場合、電気工事士に連絡して、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の手順に従ってすべてのワイヤ

ーが正しく接続されていて、しっかり締まっていることを確認してください。
4. 電気工事士がすべての作業を完了し、ウォールコネクタへの電力を回復したら、ウォールコネクタを車両に再接続して充電を再

試行します。
5. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターを点検してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f026
充電不可 - ウォールコネクターに問題があります
ウォールコネクターは整備が必要です
このアラートの意味:
ウォール コネクター ハードウェアの問題。以下の問題が考えられます。
1. コネクターが機能していません
2. 内部接地障害監視サーキットの自己診断が失敗しました
3. 温度センサーが切り離されました
4. その他のハードウェアコンポーネントの問題
対応策:
ウォール コネクターで内部エラーが検出されました。
1. ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
2. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにし、10 秒待ってから、再びサーキット ブ

レーカーをオンにします。車両とウォール コネクターの再接続を試してください。
3. 問題が解消されない場合、電気工事士に連絡して、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の手順に従ってすべてのワイヤ

ーが正しく接続されていて、しっかり締まっていることを確認してください。
4. 電気工事士がすべての作業を完了し、ウォールコネクタへの電力を回復したら、ウォールコネクタを車両に再接続して充電を再

試行します。
5. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターを点検してください。
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詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f027
充電不可 - ウォールコネクターに問題があります
ウォールコネクターは整備が必要です
このアラートの意味:
ウォール コネクター ハードウェアの問題。以下の問題が考えられます。
1. コネクターが機能していません
2. 内部接地障害監視サーキットの自己診断が失敗しました
3. 温度センサーが切り離されました
4. その他のハードウェアコンポーネントの問題
対応策:
ウォール コネクターで内部エラーが検出されました。
1. ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
2. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにし、10 秒待ってから、再びサーキット ブ

レーカーをオンにします。車両とウォール コネクターの再接続を試してください。
3. 問題が解消されない場合、電気工事士に連絡して、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の手順に従ってすべてのワイヤ

ーが正しく接続されていて、しっかり締まっていることを確認してください。
4. 電気工事士がすべての作業を完了し、ウォールコネクタへの電力を回復したら、ウォールコネクタを車両に再接続して充電を再

試行します。
5. 問題が解消されない場合は、ウォール コネクターを点検してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f028
充電不可 - 誤ったスイッチ設定
ウォール コネクターロータリースイッチの調整が必要
このアラートの意味:
ロータリー スイッチの設定が不正です。
対応策:
電気工事士に、ウォールコネクターの内部ロータリースイッチを有効な動作電流設定に調整してもらいます。電気工事士は、最初
にウォール コネクターに電気がきていないことを確認してください。スイッチ設定と電流の対応関係は、ウォール コネクターの内
側に印刷されている場合があります。電気工事士は、『ウォール コネクター取り付けマニュアル』の「動作電流を設定」の項も参
照してください。
ウォール コネクターのロード シェアリング (サーキットブレーカーの共有) の設定をし、他のウォール コネクターとのペアリング
ができたら、プライマリー ユニットのロータリー スイッチは、ペアリングのそれぞれの片方のウォール コネクターが充電電流を 
6A 以上受け取る動作電流設定に設定する必要があります。
例: 負荷分散のため、3 つのウォール コネクターがペアリングされています。プライマリー ユニットは、3 * 6A = 18A 以上の電流値
に設定してください。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CC_f029
充電不可 - 車両側の接続が不良です
充電ハンドルを充電ポートにしっかり挿入
このアラートの意味:
ウォールコネクターと車両の間で通信エラーが発生しました。
対応策:
ウォール コネクターを車両から外し、再接続してから充電をやり直してください。
1. 問題が解決されない場合、ウォール コネクターのサーキット ブレーカーをオフにして 10 秒間待ってからもう一度サーキット 

ブレーカーをオンにした後、ウォール コネクターを車両に接続してください。
2. 問題が解決されない場合、他の充電器がある場合は、他のウォール コネクターまたはモバイル コネクターに車両を接続して、

車両が他の充電設備と通信できるかどうかを判断してください。
3. 問題が解消されない場合は、サービスが必要です。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f030
充電不可 - マスター/ユニットペアの不一致
現在のウォール コネクターの定格が一致する必要あり
このアラートの意味:
ロードシェアリング（サーキットブレーカーの共有）ネットワーク: ペアリングしたウォール コネクターの最大電流容量が異なり
ます。
対応策:
ロードシェアリング（サーキット ブレーカーの共有）ネットワークにペアリングできるのは同じ最大電流容量のウォール コネクタ
ーのみです。電気工事士は、ウォール コネクターのタイプ ラベルで、電流容量がマッチしていることを確認してください。また、
電気工事士は、同じ部品番号のウォール コネクターでペアリングすることを推奨します。ペアリング対象ユニットが互換性がある
ことを簡単に確認できるからです。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
CC_f041
充電速度低下 - ウォールコネクター接続部熱い
コンセントまたはウォール コネクターの配線の点検要
このアラートの意味:
ウォールコネクターによる高温検出アラートは、ウォールコネクターへの建物の配線が非常に高温になったため、配線やウォール
コネクターを保護するために充電が低速になったことを示しています。
これは通常、車両またはウォールコネクターの問題ではなく、建物の配線の問題です。これは、ウォールコネクターへの建物の配
線接続に緩みがあるため発生した可能性があり、電気工事業者により迅速な修理ができます。
対応策:
電気工事業者に連絡し、ウォール コネクターまでの建物の配線接続調査をご依頼ください。ウォールコネクターの設置ガイドに
従って、すべての配線が正常に接続されしっかり締められている状態にする必要があります。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CHG_f035
充電機器に通信エラーが発生しました
再試行または別の機器をお試しください
このアラートの意味:
外部充電機器と有効な通信ができないために車両を充電できません。充電機器からの有効なコントロール パイロット信号を検知
できません。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
まず、有効な通信がない原因が、外部充電機器によるもので、車両の問題ではないことを確認してください。一般的にはこれが当
てはまります。
別の外部重電機器を使用して車両の充電を試してみます（充電ケーブル、充電ステーション、充電用駐車場など）。

• 車両が充電を開始したら、機器の問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

問題が車両にあると疑われる場合、 充電ポート入口および充電ケーブル コネクターに、ごみ、水分、異物といった障害物がないか
点検します。充電ポート入口の障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってから、ケーブルを再度、充電ポートに挿入します。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
CHG_f083
充電できません - グリッド電力の品質が低い可能性あり
再試行するか他の充電場所やスーパーチャージングを試してください
このアラートの意味:
充電途中で電源が切れました。充電機器の電源（壁面コンセントなど）損失か、充電器の問題が原因と考えられます。
対応策:
このアラートは、しばしば問題を特定し、トラブルシューティングするのに役立つ他のアラートを伴っていることがあります。充
電問題に関連して表示された他のアラートを調査開始します。
あるいは、モバイル コネクターやウォール コネクタ－のステータス ライトをチェックして、装置までの電源を確認し、さらに点
滅コードに従って製品のオーナーズ マニュアルでトラブルシューティング情報を参照してください。他の（Tesla 以外の）外部充
電器を使用している場合は、トラブルシューティングの助けになるディスプレイや他のユーザーインターフェイスを確認してくだ
さい。
明らかに充電機器に電源が切れている場合は、壁面コンセントやウォール コネクタ－のサーキット ブレーカーが切れていないか確
認してください。
その他の機器タイプ別トラブルシューティングのヒント:

• モバイル コネクターを使用する場合は、別の壁面コンセントで車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始された場合は、元の壁付けコンセントに問題があったと考えられます。
◦ それでも車両が充電を開始しないようなら、モバイル コネクターに問題があることが考えられます。
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• ウォール コネクタ－を使用している場合は、別の壁面コンセントから電源を得ているモバイル コネクターなど、別の充電機器
で車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始した場合は、ウォール コネクターに問題があったと考えられます。

問題が元々の壁面コンセントやウォールコネクターに関するものである場合、電気技術者に連絡して配線を点検してもらってくだ
さい。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_f091
充電機器が認識されません
再試行または別の機器をお試しください
このアラートの意味:
充電ケーブルが挿入されているかどうか、または接続されている充電ケーブルの種類を充電ポートが検知できない。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
充電ケーブルが接続されているときにこのアラートが表示された場合、充電機器または車両の原因による問題かを判断します。 別
の外部重電機器を使用して車両の充電を試してみます（充電ケーブル、充電ステーション、充電用駐車場など）。

• 車両が充電を開始したら、機器の問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

充電ケーブルが接続されていないときにこのアラートが発生する場合、または問題が車両にあると疑われる場合、 充電ポート入口
および充電ケーブル コネクターに、ごみ、水分、異物といった障害物がないか点検します。充電ポート入口の障害物を確実に取り
除き、水分が乾くまで待ってから、ケーブルを再度、充電ポートに挿入します。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
CHGS_f083
充電できません - グリッド電力の品質が低い可能性あり
再試行するか他の充電場所やスーパーチャージングを試してください
このアラートの意味:
充電途中で電源が切れました。充電機器の電源（壁面コンセントなど）損失か、充電器の問題が原因と考えられます。
対応策:
このアラートは、しばしば問題を特定し、トラブルシューティングするのに役立つ他のアラートを伴っていることがあります。充
電問題に関連して表示された他のアラートを調査開始します。
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あるいは、モバイル コネクターやウォール コネクタ－のステータス ライトをチェックして、装置までの電源を確認し、さらに点
滅コードに従って製品のオーナーズ マニュアルでトラブルシューティング情報を参照してください。他の（Tesla 以外の）外部充
電器を使用している場合は、トラブルシューティングの助けになるディスプレイや他のユーザーインターフェイスを確認してくだ
さい。
明らかに充電機器に電源が切れている場合は、壁面コンセントやウォール コネクタ－のサーキット ブレーカーが切れていないか確
認してください。
その他の機器タイプ別トラブルシューティングのヒント:

• モバイル コネクターを使用する場合は、別の壁面コンセントで車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始された場合は、元の壁付けコンセントに問題があったと考えられます。
◦ それでも車両が充電を開始しないようなら、モバイル コネクターに問題があることが考えられます。

• ウォール コネクタ－を使用している場合は、別の壁面コンセントから電源を得ているモバイル コネクターなど、別の充電機器
で車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始した場合は、ウォール コネクターに問題があったと考えられます。

問題が元々の壁面コンセントやウォールコネクターに関するものである場合、電気技術者に連絡して配線を点検してもらってくだ
さい。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_u001
充電速度低下 - 不測の電圧降下
延長コードを外します/配線の点検が必要
このアラートの意味:
充電中に大きな電圧降下を検出したため、車載充電器が充電速度を下げました。
これには以下のような理由が考えられます。

• 建物側の配線または壁面コンセントの異常。
• 求められる充電電流に対応していない延長コードまたはその他の配線。

この問題は車両の充電中に、電気機器が同じ分岐回路から大きな電力を消費している場合も起こる可能性があります。
対応策:
普段よく充電する場所で同じ問題が何度も発生する場合は、電気工事士に連絡して電気設備の点検を依頼してください。電気工事
士が確認すべき点は次の事項です。

• 接続されている充電機器およびそこから建物までの接続。
• モバイル コネクターを接続するすべての壁面コンセントを含む建物側の配線。
• 配電網から建物に引き込まれる電気系の接続。

車両の充電電流を下げる必要があるか、またはより高い充電電流に対応するように設備をアップグレードする必要があるか、電気
工事士にご相談ください。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
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また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_u002
大幅な電圧降下のため充電停止
延長コードを外します/配線の点検が必要
このアラートの意味:
車載充電器が異常な電圧降下を検出したため、充電が中断されました。
これには以下のような理由が考えられます。

• 建物側の配線または壁面コンセントの異常。
• 求められる充電電流に対応していない延長コードまたはその他の配線。

この問題は車両の充電中に、電気機器が同じ分岐回路から大きな電力を消費している場合も起こる可能性があります。
対応策:
普段よく充電する場所で同じ問題が何度も発生する場合は、電気工事士に連絡して電気設備の点検を依頼してください。電気工事
士が確認すべき点は次の事項です。

• 接続されている充電機器およびそこから建物までの接続。
• モバイル コネクターを接続するすべての壁面コンセントを含む建物側の配線。
• 配電網から建物に引き込まれる電気系の接続。

車両の充電電流を下げる必要があるか、またはより高い充電電流に対応するように設備をアップグレードする必要があるか、電気
工事士にご相談ください。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_u004
充電停止 - 充電中に停電
電源と充電機器を確認してください
このアラートの意味:
充電途中で電源が切れました。充電機器の電源（壁面コンセントなど）損失か、充電器の問題が原因と考えられます。
対応策:
このアラートは、しばしば問題を特定し、トラブルシューティングするのに役立つ他のアラートを伴っていることがあります。充
電問題に関連して表示された他のアラートを調査開始します。
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あるいは、モバイル コネクターやウォール コネクタ－のステータス ライトをチェックして、装置までの電源を確認し、さらに点
滅コードに従って製品のオーナーズ マニュアルでトラブルシューティング情報を参照してください。他の（Tesla 以外の）外部充
電器を使用している場合は、トラブルシューティングの助けになるディスプレイや他のユーザーインターフェイスを確認してくだ
さい。
明らかに充電機器に電源が切れている場合は、壁面コンセントやウォール コネクタ－のサーキット ブレーカーが切れていないか確
認してください。
その他の機器タイプ別トラブルシューティングのヒント:

• モバイル コネクターを使用する場合は、別の壁面コンセントで車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始された場合は、元の壁付けコンセントに問題があったと考えられます。
◦ それでも車両が充電を開始しないようなら、モバイル コネクターに問題があることが考えられます。

• ウォール コネクタ－を使用している場合は、別の壁面コンセントから電源を得ているモバイル コネクターなど、別の充電機器
で車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始した場合は、ウォール コネクターに問題があったと考えられます。

問題が元々の壁面コンセントやウォールコネクターに関するものである場合、電気技術者に連絡して配線を点検してもらってくだ
さい。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_u005
充電不可 - 充電ステーションが停止しています
充電ポストを確認するか、別の充電ポストをお試しください
このアラートの意味:
充電機器の準備ができていないため、充電を開始できません。充電ハンドルが検出されましたが、充電ステーションは車両と通信
していません。この問題の想定原因：

• 充電ステーションに電力が供給されていません。
• 充電ステーションと車両との間の制御パイロット信号が中断されました。

このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
充電を試してみてください。別の充電機器あるいは別の充電ステーションで

• 車両が充電を開始したら、機器の問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

モバイル コネクターまたはウォール コネクターを使用している場合は、まず前面にあるステータス ライトを確認します。ステー
タス ライトが表示されない場合は、電源を確認し、電気工事士に連絡して、壁のコンセントにつながる建物側の配線接続を調べ
て、すべての配線が正しく接続され、しっかり締めつけられていることを確認します。
他の外部充電機器を使用している場合は、ステーションに電源が供給されていることを確認するために、製品のオーナーズマニュ
アルを参照してください。必要に応じて、電気工事士に連絡して、建物側の配線と充電機器を点検してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
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また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
CHG_u006
充電ポート ラッチが接続されていません
充電ケーブルを完全に差し込むか障害物を確認
このアラートの意味:
充電ポート口で充電ポート ラッチが充電ケーブルを固定しない。ラッチがはまらない場合は、AC 充電（Tesla モバイル コネクタ
ーまたはウォール コネクターでの充電など）では電流が 16 A に制限され、DC 急速充電/スーパーチャージャー充電は利用できま
せん。
充電ポート ライトは、AC 充電中にこのアラートが表示されると、黄色で点滅し、DC 充電/スーパーチャージャー充電を試みてい
るときにこのアラートが表示されると、黄色で点灯します。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
充電ポート口に充電ケーブルをしっかりと挿入します。
車両が充電を開始し、充電ポート ライトが緑色で点滅した場合、その充電ケーブルは前回完全に挿入されていなかった可能性があ
ります。 AC 充電は既に制限されず、DC 急速充電/スーパーチャージャーが使用できるようになります。
充電が依然制限されている場合、または車両がまったく充電をしない場合、 充電ポート入口および充電ケーブル コネクターに、ご
み、水分、異物といった障害物がないか点検します。充電ポート入口の障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってから、ケ
ーブルを再度、充電ポートに挿入します。
充電がまだ制限されている場合、または車両がまったく充電されない場合は、充電ポートのラッチ マニュアル リリース ケーブル

（トランクの左側にある）が引かれていないことを確認してください。手動ケーブル リリースのためのハンドル（通常リング状ま
たは紐）に障害物がなく（荷物ネットや傘など）が取り付けられていないことを確認します。 充電ポート手動リリースの使用に関
する詳細については、手動で充電ケーブルを外す ページ 196 を参照してください。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
CHG_u007
充電機器がエラーを報告しました
機器のエラー コードまたはメッセージを確認
このアラートの意味:
外部充電機器の故障により、車両の充電が中断されました。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
外部充電機器のステータスライト、画面、またはステータスインジケーターなどを確認します。 モバイル コネクターおよびウォー
ルコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプター製品ガイドにある製品のオー
ナーズマニュアルをご参照ください。
充電を試してみてください。別の充電機器あるいは別の充電ステーションで
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• 車両が充電を開始したら、機器の問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
CHG_u010
外部充電器にエラーを検知
他の充電器で再試行してください
このアラートの意味:
車両を AC 電源で充電することを阻む条件があるため、AC 充電を開始することができませんでした。DC 充電/スーパーチャージャ
ー充電はまだ通常通り機能しています。
車両の車載充電器は、外部充電器から電力が要求されていないときに充電ポートで入力電圧を検出しています。これは、外部の充
電器が通常どおりに機能していないことを示しています。
これは、外部充電器固有のハードウェア問題が原因である場合があります。これにより、要求されたときに充電器が車両の充電を
オンまたはオフに切り替えることができなくなります。また、外部充電器に影響を与える別の問題、または車両自体に影響を与え
る問題が原因で発生する可能性もあります。
対応策:
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
複数の異なるタイプの充電器で充電を試してください。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_u012
電力系統または車両の問題によって AC 充電が制限される
プラグを抜いてから再試行/別の充電現場を試す
このアラートの意味:
車両の AC 充電に悪影響を与える条件があるため、充電速度が制限されています。DC 充電/スーパーチャージャー充電はまだ通常
通り機能しています。
これは、外部充電器または電力網によって引き起こされる電力障害が原因で発生する場合があります。場合によっては、この状態
は、近くにある大量の電力を消費する電気機器を使用したことで発生することもあります。
このような考えられる原因を除外できる場合は、車両自体が AC 充電に影響を与えている可能性があります。
対応策:
このアラートに付随して AC 充電に影響を与える状態を示す別のアラートが発生している場合、そのアラートの調査を先に開始し
てください。
その他の機器タイプ別トラブルシューティングのヒント:

• モバイル コネクターを使用する場合は、別の壁面コンセントで車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始された場合は、元の壁付けコンセントに問題があったと考えられます。
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◦ それでも車両が充電を開始しないようなら、モバイル コネクターに問題があることが考えられます。
• ウォール コネクタ－を使用している場合は、別の壁面コンセントから電源を得ているモバイル コネクターなど、別の充電機器

で車両の充電をお試しください。
◦ 別の機器で車両の充電が開始した場合は、ウォール コネクターに問題があったと考えられます。

問題が元々の壁面コンセントやウォールコネクターに関するものである場合、電気技術者に連絡して配線を点検してもらってくだ
さい。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
複数の場所で異なる充電装置を使用して充電しようとしてもアラートが消えない場合、サービスを予約することを推奨します。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_u013
充電機器の通信が失われました
電源と充電機器を確認してください
このアラートの意味:
車両と外部充電機器との間の通信が中断したため充電が停止した。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
外部充電機器のステータスライト、画面、またはインジケーターなどを確認して電源が入っているかどうかを確認します。 モバイ
ル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプター製
品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
機器の電源が入っていない場合、外部充電機器の電源が復旧できるかどうか試みます。

• 公共の充電ステーションで充電する場合で電源が復旧できない場合、その充電ステーションの管理者に連絡します。
• 専用の充電ステーション（自宅など）で充電する場合で電源が復旧できない場合、電気工事業者に連絡します。

機器の電源が入る場合、別の外部充電機器を使用して車両の充電を試みます。
• 車両が充電を開始したら、機器の問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
CHG_u014
充電機器がエラーを報告しました
機器のエラー コードまたはメッセージを確認
このアラートの意味:
外部充電機器の故障により、車両の充電が中断されました。
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このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
外部充電機器のステータスライト、画面、またはステータスインジケーターなどを確認します。 モバイル コネクターおよびウォー
ルコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプター製品ガイドにある製品のオー
ナーズマニュアルをご参照ください。
充電を試してみてください。別の充電機器あるいは別の充電ステーションで

• 車両が充電を開始したら、機器の問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
CHG_w032
充電速度低下 - ウォールコネクター接続部熱い
コンセントまたはウォール コネクターの配線の点検要
このアラートの意味:
ウォールコネクターによる高温検出アラートは、ウォールコネクターへの建物の配線が非常に高温になったため、配線やウォール
コネクターを保護するために充電が低速になったことを示しています。
これは通常、車両またはウォールコネクターの問題ではなく、建物の配線の問題です。これは、ウォールコネクターへの建物の配
線接続に緩みがあるため発生した可能性があり、電気工事業者により迅速な修理ができます。
対応策:
電気工事業者に連絡し、ウォール コネクターまでの建物の配線接続調査をご依頼ください。ウォールコネクターの設置ガイドに
従って、すべての配線が正常に接続されしっかり締められている状態にする必要があります。
ウォール コネクターの設置ガイドはここから入手できます。
CHG_w037
充電不可 - ウォールコネクター接続部が過熱
コンセントまたはウォールコネクターの点検が必要
このアラートの意味:
ウォールコネクターによる高温検出アラートは、ウォールコネクターへの建物の配線が非常に高温になったため、配線やウォール
コネクターを保護するために充電が低速になったことを示しています。
これは通常、車両またはウォールコネクターの問題ではなく、建物の配線の問題です。これは、ウォールコネクターへの建物の配
線接続に緩みがあるため発生した可能性があり、電気工事業者により迅速な修理ができます。
対応策:
電気工事業者に連絡し、ウォール コネクターまでの建物の配線接続調査をご依頼ください。ウォールコネクターの設置ガイドに
従って、すべての配線が正常に接続されしっかり締められている状態にする必要があります。
詳細については、ウォール コネクターの設置ガイドをご参照ください。
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CP_w043
充電ポート ドア センサー故障
充電ポートが作動しない場合があります
このアラートの意味:
充電ポート ドア センサーの 1 つが正常に機能していません。この故障が発生すると、充電ポートは充電ポート ドアの位置を正確
に検知することができなくなり、充電ポートは予定通りに作動しなくなる可能性があります。

• 充電ポート ドアが開いているときに、充電ポート ラッチが断続的にかかったままになります。
• 充電ポート ドアが開いているとき、充電ポートのライトが断続的しか点灯しなくなる可能性があります。

対応策:
充電ポート ドアを閉じ、再度開いてみます。
詳細な情報については、充電ポートを開ける ページ 192 を参照してください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
CP_w054
充電ポート ラッチが接続されていません
充電ケーブルを完全に差し込むか障害物を確認
このアラートの意味:
充電ポート口で充電ポート ラッチが充電ケーブルを固定しない。ラッチがはまらない場合は、AC 充電（Tesla モバイル コネクタ
ーまたはウォール コネクターでの充電など）では電流が 16 A に制限され、DC 急速充電/スーパーチャージャー充電は利用できま
せん。
充電ポート ライトは、AC 充電中にこのアラートが表示されると、黄色で点滅し、DC 充電/スーパーチャージャー充電を試みてい
るときにこのアラートが表示されると、黄色で点灯します。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
対応策:
充電ポート口に充電ケーブルをしっかりと挿入します。
車両が充電を開始し、充電ポート ライトが緑色で点滅した場合、その充電ケーブルは前回完全に挿入されていなかった可能性があ
ります。 AC 充電は既に制限されず、DC 急速充電/スーパーチャージャーが使用できるようになります。
充電が依然制限されている場合、または車両がまったく充電をしない場合、 充電ポート入口および充電ケーブル コネクターに、ご
み、水分、異物といった障害物がないか点検します。充電ポート入口の障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってから、ケ
ーブルを再度、充電ポートに挿入します。
充電がまだ制限されている場合、または車両がまったく充電されない場合は、充電ポートのラッチ マニュアル リリース ケーブル

（トランクの左側にある）が引かれていないことを確認してください。手動ケーブル リリースのためのハンドル（通常リング状ま
たは紐）に障害物がなく（荷物ネットや傘など）が取り付けられていないことを確認します。 充電ポート手動リリースの使用に関
する詳細については、手動で充電ケーブルを外す ページ 196 を参照してください。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターおよびウォールコネクターのステータスライトに関するトラブルシューティングの詳細は、充電およびアダプ
ター製品ガイドにある製品のオーナーズマニュアルをご参照ください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
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DI_f138
フロント モーター無効 - 走行可能
車両出力は制限される可能性あり
このアラートの意味:
車両のフロント モーターが使用できません。出力、速度および加速は減少する可能性がありますが、車両はリア モーターを使用し
て走行を継続します。
対応策:
引き続き目的地まで向かってください。車両を運転しても問題はありません。
このアラートは自動的に解消される一時的な状態によって生じている可能性があります。現在の走行中にこのアラートがクリアさ
れた場合や、次回の走行を開始したときに発生しない場合、一時的な状態によって生じたものと思われます。特に対応は必要あり
ません。
このアラートはフロント モーターの点検やサービスを必要とする状態を示している可能性もあります。その後の走行でもこのア
ラートが解消されない場合、サービス予約することを推奨します。その間は車両を運転することに問題はありません。
DI_u006
移動しないように車両が自動でパーキング
シートベルトを装着しドアを閉めて、ギアをそのままにしてください
このアラートの意味:
運転者が車両を離れているまたは存在しないと車両が判断したために、車両は自動でパーキング（P）にシフトしました。これは
さまざまな環境において期待される車両の挙動です。
以下の条件がすべて真である場合、車両は自動的にパーキングにシフトします。

• オートパークが有効ではない
• 車両がドライブまたはリバースで 1.4 mph（2.25 km/h）よりも低い速度で移動している。
• 最後のドライバーのアクティビティが 2 秒前よりも以前に検知されている。ドライバーのアクティビティには 次が含まれま

す。
◦ ブレーキ ペダルおよび/またはアクセル ペダルを踏む

およびこれらの条件の少なくとも 2 つが真である。
1. ドライバー シートベルトが、バックルされていない状態で検知された。
2. ドライバーが現存するとして検出されない。
3. ドライバー ドアが、開いているとして検知された。
注: 車両が 2015 年以降のソフトを実行している場合、上記の条件 3 つすべてが真であると、車両スピードや、ブレーキ ペダル/ア
クセル ペダルが最後に踏まれたタイミングに関わらず、車両は自動的にパーキングにシフトします。
また、以下の条件がすべて真である場合にも、車両は自動的にパーキングにシフトします。

• 車両ホールドが作動している
• 車両がドライブ（D）またはリバース（R）にシフトしている
• ドライバー ドアが、開いているとして検知される

注: 充電ケーブルが充電ポートに接続されている場合にも、車両は自動的にパーキングにシフトします。
対応策:
パーキングへの自動シフトに関する詳細については、ギアシフト ページ 72 を参照してください。
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DI_u015
クルーズコントロール利用不可
このアラートの意味:
クルーズコントロールはトラフィックアウェア クルーズ コントロールなどを含めて、現在使用できません
クルーズコントロールが使用できないのは以下の原因が考えられます。

• 運転者が要望をキャンセルした。
• 運転者がシートベルトのバックルを外そうとした。
• フロントトランク、トランクまたはドアが開いたままになっている。
• 車両は、クルーズコントロールの最小速度である 18 mph（30 km/h）よりも低い速度で移動します。
• これには視認性の制限といった環境状態があります。
• バレーモードが有効。

対応策:
車両の各種操作や運転は手動で行ってください。
クルーズ コントロールの起動を妨げている条件が解消されると、クルーズ コントロールは使用できます。 このアラートがその後
の運転時にも発生する場合は、早急にサービスを予約してください。その間は車両を運転することに問題はありません。
詳細な情報については、トラフィックアウェア クルーズコントロール ページ 115 を参照してください。
DI_u024
オートパーキングがキャンセルされました
制御してください
このアラートの意味:
オートパーキングがキャンセルされました。
次の理由からオートパーキングがキャンセルされた可能性があります。

• 運転者がタッチスクリーンの「キャンセル」ボタンを押しました。
• 運転者がハンドルを動かしました。
• 運転者がアクセル ペダルを踏んだか、ブレーキ ペダルを踏んだか、ドアを開きました。
• 急な坂道があります。
• 視認性に影響のある気象条件です。
• 縁石は検知できません。
• 車両にトレーラーが連結されています。

対応策:
車両を手動でパーキングするか、パーキングを終了してください。
次回運転時には、オートパーキングは使用できます。
詳細については、#unique_703 ページ と#unique_704 ページ を参照してください。
DI_u025
オートパーキングが中断されました
このアラートの意味:
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オートパーキングが停止し、電子パーキング ブレーキがかかりました。
次の理由からオートパーキングがキャンセルされた可能性があります。

• 運転者がタッチスクリーンの「キャンセル」ボタンを押しました。
• 運転者がハンドルを動かしました。
• 運転者がアクセル ペダルを踏んだか、ブレーキ ペダルを踏んだか、ドアを開きました。
• 急な坂道があります。
• 視認性に影響のある気象条件です。
• 縁石は検知できません。
• 車両にトレーラーが連結されています。

対応策:
車両を手動でパーキングするか、パーキングを終了してください。
次回運転時には、オートパーキングは使用できます。
詳細については、#unique_703 ページ と#unique_704 ページ を参照してください。
DI_u032
アダプティブ ライド コントロール無効
注意して運転
このアラートの意味:
アダプティブ サスペンション ダンピング システムに問題があるために、車両スピードは 90 mph（144 km/h）に制限されていま
す。
システムは乗り心地とハンドリングの両方を最適化するためにサスペンション システムをリアルタイムで調整することができな
いため、乗り心地は普段よりもソフトになります。
対応策:
このアラートがその後の運転時にも発生する場合は、早急にサービスを予約してください。その間は車両を運転することに問題は
ありません。
このアラートではインストゥルメントパネルに赤色のインジケーター ライトの点灯が付随します。詳細な情報については、「エア
サスペンション」 ページ 81 を参照してください。
DI_w039
回生ブレーキ使用不可
必要に応じてブレーキ ペダルを使用
このアラートの意味:
回生ブレーキの性能が一時的に低下しており、走行中にアクセルペダルから足を上げたときに自動減速が小さくなっています。
次の場合アラートが発生する可能性があります。

• 高電圧バッテリーがフル充電された状態に近い場合。バッテリーが 95%以上充電されている場合、回生ブレーキが制限されま
す。

• 高電圧バッテリーが十分に温まっていない場合。これは運転の初期段階で発生する可能性があります。寒冷気象時に頻発する
可能性があります。

対応策:
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車両を運転しても問題はありません。
電動自動車ではないガソリン車の場合と同様に、必要に応じて車両の速度を落としてください。
車両を走行させると、バッテリー充電量が 95%未満になり、バッテリーが十分に温まるので、通常このアラートはクリアされま
す。
注: より寒冷な気候では、車両を運転しても回生ブレーキの性能が完全に回復するほどバッテリーが暖まらず、このアラートがい
つまでも消えず、自動減速が制限されたままになる可能性があります。Tesla モバイル アプリの「車の霜取り」を使用すると、走
行前に高電圧バッテリーを温め、通常の回生ブレーキを復旧させることができます。詳細については、「寒冷気象時のベストプラク
ティス」 ページ 174 を参照してください。
このアラート自体は通常、サービスが必要な状態を示すものではありません。他の走行においてもこのアラートが継続する場合、
車両の回生ブレーキ機能に影響が生じていることを示している可能性があるので、できるだけ早くサービスを予約するようにして
ください。
詳細な情報については、「回生ブレーキ」 ページ 78 を参照してください。
DI_w138
フロント モーター無効 - 走行可能
車両出力は制限される可能性あり
このアラートの意味:
車両のフロント モーターが使用できません。出力、速度および加速は減少する可能性がありますが、車両はリア モーターを使用し
て走行を継続します。
対応策:
引き続き目的地まで向かってください。 車両を運転しても問題はありません。
このアラートは自動的に解消される一時的な状態によって生じている可能性があります。現在の走行中にこのアラートがクリアさ
れた場合や、次回の走行を開始したときに発生しない場合、一時的な状態によって生じたものと思われます。特に対応は必要あり
ません。
このアラートはフロント モーターの点検やサービスを必要とする状態を示している可能性もあります。その後の走行でもこのア
ラートが解消されない場合、サービス予約することを推奨します。 その間は車両を運転することに問題はありません。
DI_w168
車両ホールド機能利用不可
停車中はブレーキを踏み続けてください
このアラートの意味:
システム上の制約のため、現在、「車両ホールド」を使用できません。停止時には、ブレーキ ペダルを踏んで、車両を完全に停止
させ、車両を停止した状態を維持してください。
対応策:
引き続き目的地まで向かってください。 車両を運転しても問題はありません。
このアラートがその後の運転時にも発生する場合は、早急にサービスを予約してください。その間は車両を運転することに問題は
ありません。
詳細については、オートブレーキ ホールド ページ 85 を参照してください。
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DI_w172
パワートレインの整備が必要です
急加速しないでください
このアラートの意味:
パワートレイン システムで問題が検出されました。
車両がドライブ ユニットとホイールの間で過剰なバックラッシュ（ラッシュ）を検出しました。大きな、または過剰なラッシュ
は、機械的な摩耗があることを示しています。
考えられる原因は数多くあるため、パワートレインの点検が必要です。
対応策:
パワートレインの点検のためにできるだけ早期にサービス予約することを推奨します。
その間は車両を運転することに問題はありません。 現在向かっている目的地およびサービスセンターまでなら運転することがで
きます。より多くの負荷がパワートレインにかかるため、急加速は行わないでください。
できるだけ早くサービスを予約してください。この問題を放置したまま運転すると、走行中に車両が突然停止する恐れがあります。
GTW_w017
電力システムの電力減少
非必須機能が利用不可
このアラートの意味:
シートヒーターやキャビンの冷暖房といった必須ではない機能は利用できなくなるか制限されたレベルで作動する可能性がありま
す。これは車両が必須機能のために十分な電力を維持することを支援するための予定された挙動です。
対応策:
このアラートはさまざまな車両の状況によって発生する可能性があります。詳細情報および追加の推奨処置については、車両の電
気系に影響を与える状況に特有のその他のアラートを確認してください。
GTW_w018
電力システムの電力減少
非必須機能が利用不可
このアラートの意味:
シートヒーターやキャビンの冷暖房といった必須ではない機能は利用できなくなるか制限されたレベルで作動する可能性がありま
す。これは車両が必須機能のために十分な電力を維持することを支援するための予定された挙動です。
対応策:
このアラートはさまざまな車両の状況によって発生する可能性があります。詳細情報および追加の推奨処置については、車両の電
気系に影響を与える状況に特有のその他のアラートを確認してください。
GTW_w174
12V バッテリー交換必要 - サービスを予約
バッテリーを交換するまでソフトウェア更新不可
このアラートの意味:
低電圧バッテリーの性能が劣化しているため、交換する必要があります。低電圧バッテリーを交換するまで、車両ソフトウェアの
アップデートはできません。
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対応策:
できるだけ早急に低電圧バッテリーを交換することを推奨します。
サービス予約は Tesla モバイル アプリからや、車両の低電圧バッテリーの交換を提供する独立系サービス プロバイダーで実施する
ことができます。独立系サービス プロバイダーの選択は、車両の構成やお住いの場所に基づいて異なる可能性があります。
このアラートがあっても車両を運転することに問題はありません。ただし低電圧バッテリーの交換が遅れた場合、最後にドライブ
した後に車両の起動や、走行ができなくなる恐れがあります。
低電圧バッテリーの著しい低下により、車両の電源を入れることができない場合やドアが開かなくなっている場合は、バッテリー
の保護 ページ 190 の指示に従ってください。
バッテリーシステムに関する詳細情報については、高電圧バッテリーに関する情報 ページ 190 をご参照ください。
GTW_w360
ブレーキ性能低下アシストを起動
停止するには、ペダルを強く踏み続けてください
このアラートの意味:
油圧フェード補正が有効です。このブレーキアシスト機能は、車両がブレーキ性能の低下を検出した場合にブレーキ能力を確保す
るために一時的に作動します。
このアシスト機能が作動すると、ブレーキペダルが足から離れるのを感じ、ブレーキ圧力が大幅に増加することに気付く場合があ
ります。また、車両前部にあるブレーキ油圧ユニットからポンピング音が聞こえる場合があります。これは通常、路面と車速に応
じて数秒間続きます。これは正常な状態であり、車両の問題を示すものではありません。
対応策:
ブレーキペダルは通常どおり使用してください。ペダルを「ポンピング」（繰り返し押して離す）すると機能が中断されます。
このアラートは、車両が停止するか、ブレーキペダルを踏んでいないときに解除されます。解除後、アラートは最大 5 秒表示され
る場合があります。
通常、ブレーキ性能の低下は一時的なものであり、急ブレーキによるブレーキ温度上昇、極端な低温または雨天時の運転など、さ
まざまな理由で発生する可能性があります。また、ブレーキパッドまたはローターが摩耗し、定期交換が必要なことを示している
場合もあります。
しばらく時間が経過してもブレーキ性能の低下が改善されない場合は、Tesla サービスに連絡してブレーキの点検を依頼してくだ
さい。
詳細な情報は、油圧フェード補正 ページ 78 を参照してください。
GTW_w405
電力システムの電力減少
車は突然シャットダウンされることがあります
このアラートの意味:
電気系が車両の全機能をサポートする電圧を維持できません。
運転中にこのアラートが発生した場合、車両が突然停止する可能性があります。
最後のドライブの後に車両を再始動させることができない可能性もあります。
対応策:
必須ではない機能の使用をやめるか減らすことを推奨します。こうすると車両が必須機能のために十分な電力を維持することを支
援することができます。 こうすることで、保証することはできませんが、最寄りの目的地に到達する前に、車両がシャットダウン
してしまうことを防止することにもなります。
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このアラートが有効なままになっている場合、サービスの予約を直ちにしてください。整備を行わない場合、車両が走行しなくな
る、突然シャットダウンする、または再起動しなくなるおそれが生じます。
MCU_u005
フロントトランクが開いています
慎重に進んでください
このアラートの意味:
車両のフロントトランク（フード）が、運転中に開いていることが検出されました。
このアラートは、フードを固定している 2 つのラッチ（フロントトランクのプライマリーラッチおよびセカンダリーラッチ）のう
ち少なくとも 1 つが、パーキング以外のギアにシフトされたときに完全に確実に閉じられていないことを示しています。
対応策:
走行中にフロントトランクが開く可能性がありますので、安全に停車し、パーキングにシフトするまで慎重に走行することをお勧
めします。
駐車後、フロントトランク（フード）が完全に閉まっていること（両方のラッチが完全にかみ合っている）を確認してください。
詳細については、フロントトランク ページ 31 を閉める方法を参照してください。
車両がパーキングにシフトされると、アラートは解除されます。ただし、フードを点検して完全に閉じないと、運転の再開時にア
ラートが再発する可能性があります。
アラートが何度も続く場合、または運転するうちに発生頻度が高くなる場合は、早急に修理を依頼されることをお勧めします。
フロントトランクに関する詳細情報については、フロントトランク ページ 31 をご参照ください。
MCU_u019
サービスが車両に接続しています
サービスがリモート診断実行中
このアラートの意味:
サービス技術者がお客様の車両に遠隔でログインし、診断または修理を行います。接続中にインフォテイメント機能の一部が使用
できなくなる場合がありますが、このアラートは車両の問題を示すものではありません。
車両を運転しても問題はありません。
対応策:
このアラートは、技術者が車両の診断または修理を完了すると自動的にクリアされます。アラートがクリアされた後、完全なイン
フォテインメント機能を復元するには、タッチスクリーンを再起動する必要がある場合があります。詳細の情報は、車両の「DIY
ガイド」にある「タッチスクリーンの再起動」を参照してください。
このアラートが 24 時間経過してもクリアされない場合は、Tesla モバイル アプリを介して、または地元業者にサービス予約するこ
とを推奨します。地元業者の選択は、車両の構成やお住いの場所により異なります。
MCU_w008
タイヤの空気圧が低すぎます
安全に車両を駐車し、パンクしていないか確認してください
このアラートの意味:
このアラートは、車両の 1 つ以上のタイヤの空気圧が極端に低いか、またはパンクしていることを示しています。
タイヤ空気圧モニタリングシステム（TPMS）は、1 つ以上のタイヤ空気圧が推奨された低温時のタイヤ空気圧より著しく低下して
いることを検知しました。
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対応策:
注意しながらすぐに車両を路肩に停車させてください。安全な場所でパンクしていないかを確認してください。
必要に応じて、Tesla ロードサイドアシスタンス オプション（出張タイヤ交換サービス、レンタルホイール、けん引）をご依頼い
ただけます。さらなる詳細は、Tesla ロードサイドアシスタンスに連絡する ページ 238 をご参照ください。
緊急時以外であれば、地域のタイヤ販売店を訪れて支援を求め、Tesla モバイル アプリを使用してサービス予約することを推奨し
ます。
車両のタイヤの寒冷時推奨圧力値（RCP）の記載箇所、タイヤ空気圧の点検方法、およびタイヤ空気圧の正しい維持方法に関する
詳細な情報については、「タイヤ空気圧の維持」 ページ 205 を参照してください。
TPMS がタイヤ空気圧測定を行い、各タイヤの空気圧力が寒冷時推奨値の誤差 3 psi 以内であることが確認されると、アラートは
解除されます。

• タイヤに推奨低温時圧力まで空気を入れた直後は、このアラートがまだ存在し、タイヤ空気圧インジケーター ライトがまだ点
灯している可能性がありますが、これら両方は短い距離を運転した後には解消します。

• タイヤ空気圧モニタリング システムが更新されたタイヤ空気圧を測定して報告するには、15 mph（25 km/h）を超えて 10 分
以上運転する必要がある場合があります。

タイヤの空気圧と空気注入に関する詳細情報については、タイヤのお手入れとメンテナンス ページ 205 を参照してください。
MCU_w010
タイヤの空気圧が推奨値以下
空気圧を確認し、必要に応じて充填してください
このアラートの意味:
このアラートは、タイヤのパンクを示すものでは「ありません」。
タイヤ空気圧モニタリングシステム(TPMS)は、1 つ以上のタイヤ空気圧が推奨された低温時タイヤ空気圧より少なくとも 20%低下
していることを検知しました。
車両のタイヤの寒冷時推奨圧力値（RCP）の記載箇所、タイヤ空気圧の点検方法、およびタイヤ空気圧の正しい維持方法に関する
詳細な情報については、「タイヤ空気圧の維持」 ページ 205 を参照してください。
タイヤの空気は冷えると自然に収縮して、タイヤ空気圧は減少するので、このアラートは寒冷気象の際に発生する可能性がありま
す。
対応策:
空気を入れて、推奨低温時タイヤ空気圧を維持してください。より気温の低い気象条件ではタイヤ空気圧の低下が予測されますが、
常に推奨低温時タイヤ空気圧を維持するようにしてください。
車両が走行するとアラートが消えることがあります。これはタイヤが暖まることで、タイヤ空気圧が増加するためです。アラート
が消えても、冷却後にタイヤに空気を入れてください。
それぞれのタイヤが推奨低温時圧力まで加圧されていることを、タイヤ空気圧モニタリングシステムが検知するとこのアラートは
解消されます。

• タイヤに推奨低温時圧力まで空気を入れた直後は、このアラートがまだ存在し、タイヤ空気圧インジケーター ライトがまだ点
灯している可能性がありますが、これら両方は短い距離を運転した後には解消します。

• タイヤ空気圧モニタリング システムが更新されたタイヤ空気圧を測定して報告するには、15 mph（25 km/h）を超えて 10 分
以上運転する必要がある場合があります。

同じタイヤでこのアラートが繰り返し表示される場合は、タイヤの空気漏れがないかを点検してください。最寄りのタイヤ販売店
を訪問するか、Tesla モバイル アプリを使用してサービス予約をすることができます。
タイヤの空気圧と空気注入に関する詳細情報については、タイヤのお手入れとメンテナンス ページ 205 を参照してください。
タイヤの空気圧と空気注入に関する詳細情報については、タイヤのお手入れとメンテナンス ページ 205 を参照してください。
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MCU_w029
整備が必要です
今すぐ/サービスを予約してください
このアラートの意味:
この警告は、サービスが必要な状態が車両に検出されると、Tesla がリモートで設定します。
この警告はさまざまな状況によって設定される可能性があります。サービスを予約すると、より詳細な情報を入手することができ
ます。
この警告は車両のサービスが完了した後に、サービス技術者によってしかクリアすることができません。
対応策:
この警告はさまざまな状態で発生するおそれがありますので、できるだけ早くサービスを予約することをお勧めします。
TAS_a313
アダプティブ ライド コントロールの機能低下
乗り心地が低下する可能性があります
このアラートの意味:
これは車両のアダプティブ サスペンション ダンピング システムに関する問題です。結果的に、サスペンション システムをリアル
タイムで調整して、乗り心地とハンドリングの両方を最適化することができなくなります。
その代わり、すべてのダンパーは一定の電流を受けます。乗り心地は通常よりもソフトになるかしっかりとします。
対応策:
このアラートがその後の運転時にも発生する場合は、早急にサービスを予約してください。その間は車両を運転することに問題は
ありません。
このアラートではインストゥルメントパネルに黄色のインジケーター ライトの点灯が付随します。詳細な情報については、「エア
サスペンション」 ページ 81 を参照してください。
TAS_a314
アダプティブ ライド コントロールの機能低下
このアラートの意味:
これは車両のアダプティブ サスペンション ダンピング システムに関する問題です。結果的に、システムは乗り心地とハンドリン
グの両方を最適化するためにサスペンション システムをリアルタイムで調整することができないため、乗り心地は普段よりもソフ
トになります。
対応策:
このアラートがその後の運転時にも発生する場合は、早急にサービスを予約してください。その間は車両を運転することに問題は
ありません。
このアラートではインストゥルメントパネルに赤色のインジケーター ライトの点灯が付随します。詳細な情報については、「エア
サスペンション」 ページ 81 を参照してください。
THC_u0005
エアコンが一時的に低下しています
車両システムを冷却中
このアラートの意味:
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キャビンの空調能力が一時的に低下しました。これは、車両の冷却能力を高電圧バッテリー（バッテリー）とパワートレインの両
方またはいずれかの冷却に割く必要があるためです。この状況に問題はまったくなく、車両や空調（A/C）システムの異常を表す
ものではありません。
車内の冷房だけでなく、A/C コンプレッサーはバッテリーの冷却にも対応しています。A/C システムでは、バッテリーの寿命を保
ち、バッテリーの最適化性能をサポートするために必要な最適な温度範囲にバッテリーを保つのが最優先順位になっています。
高温環境では、バッテリーの冷却に車両の冷却能力が短時間集中的に割り当てられるのは正常です。この状態になる場合のほとん
どは、気温が高い時に車両をスーパーチャージャー充電している際に発生します。
対応策:
特に対応は必要ありません。車両を運転しても問題はありません。
アラートはすぐに解消され、キャビンの空調能力も正常に戻ります。ときには、スーパーチャージャー充電が終わるまでアラート
や車両の冷却不足が続くことがあります。
複数運転してもアラートが解消されず、A/C システムの潜在的な問題を示す他のアラートが出ている場合は、お客様の都合のよい
スケジュールで Tesla サービスに A/C システムの検査をご用命ください。
THC_w0100
バッテリーヒーターを使用できません - 充電速度低下
低温では充電できなくなる可能性があります
このアラートの意味:
車両の高電圧バッテリー ヒーターの性能に影響する状況が検出されました。
高電圧バッテリーを適切に加温していない場合、充電速度が減少することがあります。高電圧バッテリー ヒーターが使用できない
ままの場合、低気温（寒冷気象条件）において車両が充電できなくなることもあります。
対応策:
車両を運転しても問題はありません。 お客様の車両も、充電および充電ステーションへの接続をすることができます。ただし、低
気温においては、車両が充電できない可能性や、予想以上に充電速度が遅い可能性があります。
可能であれば、ガレージのような閉鎖環境において車両の充電を試みてください。周辺温度が高い場合、高電圧バッテリーの加温
が不要になる可能性があります。
低温時に走行する場合、高電圧バッテリーが低温になりすぎて、充電できなくなる可能性があるので、目的地に到達するまでのル
ートにある充電ステーションを頼りにしないことをお勧めします。

• 充電する必要がある場合は、走行直後に車両を充電するようにしてください。前回の走行により、高電圧バッテリーはまだ温か
い状態である可能性があります。

• 走行後、低気温で車両を駐車したままにすると高電圧バッテリーが冷えて、充電ができなくなる可能性があります。
前と同じように、低温時に走行する場合、回生ブレーキによる高電圧バッテリーの充電に頼らないようにすることをお勧めします。
これは、バッテリー温度が低すぎる場合、回生ブレーキが使用できなくなる可能性があるためです。 詳細な情報は、回生ブレーキ
ページ 78 を参照してください。
このアラートは多くの状況によって発生する可能性があります。解決のための対処が必要ない一時的な状況によって発生する可能
性もあります。
ただし、このアラートが複数の走行にわたって解消されない場合や、車両の暖房および/または空調システムに潜在的問題があるこ
とを示す他のアラートが付随している場合、できるだけ早い時機にサービス予約をすることをお勧めします。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
高電圧バッテリーに関する詳細情報については、高電圧バッテリーに関する情報 ページ 190 を参照してください。
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UMC_w001
モバイル コネクターを使用した充電不可
不適切なコンセントのアース - 別のコンセントで試行
このアラートの意味:
モバイル コネクターにより電気コンセントのアースが不十分であることが検出されました。アース接続が不十分またはないため
と思われます。
これはモバイル コネクターまたは車両に問題があることを示すものではありませんが、モバイル コネクターが接続している壁面コ
ンセント/電気設備に問題があることを示します。
対応策:
電気技術者による電気設備の点検を行ってください。電気技術者はサーキット ブレーカーまたは配電ボックスが正しくアースさ
れていることを確認する必要があります。また、モバイル コネクターを再度差し込む前にコンセントへ適切な接続がなされている
ことを確認する必要があります。
その間にも充電する必要がある場合、別のコンセント、別の場所、または他のタイプの充電ステーションを使用して充電をしてみ
てください。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w002
充電不可 - モバイルコネクター漏電を検知
充電ポートから充電ハンドルを外して再試行します
このアラートの意味:
モバイル コネクターの漏電遮断器（GFCI）が落ちたため、車両は充電を行えません。
壁付けコンセントの GFCI 同様、この機能は、問題がある時に電気の流れを遮断するように設計されています。充電を中断して車
両と充電機器を保護します。
これは、さまざまな要因により発生します。充電ケーブル、充電ハンドル、充電ポート、または車載コンポーネントに問題が発生
しています。
対応策:
水が溜まっていたり、いつもより結露が多く付着していないか、充電ポートと充電ハンドルを点検します。過剰な結露に気づいた
ら、もう一度試す前に、待機して、充電ポートの内側と充電ハンドルの露出部分の両方を十分に乾かします。
充電機器に損傷がないか点検してください。

• ケーブルに何か損傷があるか、ケーブルが劣化している場合、使用しないでください。別の充電機器をお試しください。
• ケーブルが良好な状態である場合、同じモバイル コネクターを使用して充電を再度お試しください。

問題が解決しておらず充電できない場合、別の充電機器を使用して充電をお試しください。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
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モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w004
モバイルコネクタを使用した充電はできません
電圧超過 / 別の壁面コンセントをお試しください
このアラートの意味:
モバイル コネクターが以下のいずれかに該当するため、車両を充電できないか、充電が中断されています。

• 壁付けコンセントの電圧が異常に高い、または
• 壁面コンセントで想定外の供給電圧上昇が検出されている。

対応策:
別の壁付けコンセントを使用して、車両の充電をお試しください。 別の機器で車両の充電が開始された場合は、元の壁付けコンセ
ントに問題があったと考えられます。電気工事業者に連絡し、このコンセントまでの建物の配線接続調査をご依頼ください。
別の壁付けコンセントを試しても車両が充電されない場合、別の場所で充電をお試しください。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w005
モバイルコネクタを使用した充電はできません
電圧低下 / 別の壁面コンセントをお試しください
このアラートの意味:
モバイル コネクターが以下のいずれかに該当するため、車両を充電できないか、充電が中断されています。

• 壁付けコンセントから十分な供給電圧を検知していない、または
• 壁付けコンセントから予期せぬ供給電圧の低下が検出されている。

対応策:
別の壁付けコンセントを使用して、車両の充電をお試しください。 別の機器で車両の充電が開始された場合は、元の壁付けコンセ
ントに問題があったと考えられます。電気工事業者に連絡し、このコンセントまでの建物の配線接続調査をご依頼ください。
別の壁付けコンセントを試しても車両が充電されない場合、別の場所で充電をお試しください。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
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UMC_w007
モバイル コネクター制御 ボックスの温度が高い
モバイル コネクターの温度を下げてから充電を再開してください
このアラートの意味:
モバイル コネクターが制御ボックスハウジング内の高温を検知したために充電が中断しました。
対応策:
モバイル コネクターが何かで覆われていたり、熱源が近くにないことを確認してください。 通常の周囲温度（100°F または 38℃
未満）で問題が解決されない場合は、サービスが必要です。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w008
充電不可 - 壁プラグが高温
壁コンセントおよび配線の点検を推奨
このアラートの意味:
モバイル コネクターによる高温検出アラートは、充電に使用するコンセントが非常に高温になったため、コンセントを保護するた
めに充電が停止したことを示しています。
これはモバイル コネクターまたは車両に問題があることを示すものではありませんが、モバイル コネクターが接続している壁面コ
ンセント/電気設備に問題があることを示します。
コンセントに高温が発生している原因は、プラグが完全に差し込まれていないこと、コンセントへの建物の配線に緩みがあること、
コンセントが摩耗し始めていることが考えられます。
対応策:
アダプターがコンセントに完全に挿入されていることを確認します。充電速度が正常な状態に戻らない場合は、電気工事業者に連
絡し、コンセントおよび建物の配線を調査して必要な修理を行ってください。
コンセントが古くなっている場合は、品質の高いコンセントと交換してください。Tesla ウォールコネクターのアップグレードを
検討してください。利便性および充電速度をさらに向上できます。
UMC_w009
充電不可 - 充電ハンドルの温度が高い
充電ハンドルまたはポートに異物がないか確認してください
このアラートの意味:
モバイル コネクターが、車両の充電ポートに接続している充電ハンドルの高温を検出したため、充電が中断されました。
対応策:
モバイル コネクターが車両の充電ポート入口にしっかり挿入されていることを確認してください。
充電ポート入口およびモバイル コネクター ハンドルに障害物や水分がないか点検してください。充電ポートまたはモバイル コネ
クターの障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってから、モバイル コネクター ハンドルを再度、充電ポートに挿入します。
さらにモバイル コネクターの充電ハンドルが何かで覆われていたり、熱源が近くにないことを確認してください。
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正常な周辺温度（100°F または 38℃未満）でも警告が消えず、複数回充電を試みても発生する場合、モバイル コネクターまたは車
両に影響を及ぼしている状態を示している可能性があります。都合の良いときにサービスを予約することをお勧めします。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w010
モバイル コネクターからアダプターまでの接続部が加熱
冷えるのを待つ - アダプターをモバイル コネクターにしっかり差し込む
このアラートの意味:
モバイル コネクターが壁面プラグ アダプターと制御ボックスの間の接続に高温を検知したため、充電が中断されました。
対応策:
壁面プラグ アダプターがモバイル コネクターの制御ボックスにしっかり接続していることを確認します。
さらに壁面プラグ アダプターが何かで覆われていたり、熱源が近くにないことを確認してください。
電源（壁面コンセント）からプラグを抜いたら、壁面プラグ アダプターの接続およびモバイル コネクターの制御ボックスの接続に
障害物や水分がないか点検してください。障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってから、壁面プラグ アダプターを再度モ
バイル コネクターに挿入してから、さらに電源（壁面コンセント）に接続します。
モバイル コネクター制御ボックスの温度が下がり、障害物を取り除いたら、警告が消えて充電が可能になります。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w011
充電機器に通信エラーが発生しました
再試行または別の機器をお試しください
このアラートの意味:
モバイル コネクターと有効な通信ができないために車両を充電できません。モバイル コネクターは、充電ハンドルが車両にしっか
り接続していることを、近接検知によって確認することができません。
対応策:
まず、有効な通信がない原因が、モバイル コネクターによるもので、車両の問題ではないことを確認してください。一般的にはこ
れが当てはまります。
これを確認するためには、別の外部充電機器を使用して車両の充電を試みます。

• 車両が充電を開始したら、モバイル コネクターの問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

充電ポート入口およびモバイル コネクター ハンドルに障害物がないことを確認してください（必要に応じてフラッシュライトを使
用）。障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってからモバイル コネクター ハンドルを充電ポートに挿入します。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
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また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
UMC_w012
充電機器に通信エラーが発生しました
再試行または別の機器をお試しください
このアラートの意味:
モバイル コネクターと有効な通信ができないために車両を充電できません。モバイル コネクターは有効な制御パイロット信号を
生成または維持できないことを検出しました。
対応策:
まず、有効な通信がない原因が、モバイル コネクターによるもので、車両の問題ではないことを確認してください。一般的にはこ
れが当てはまります。
これを確認するためには、別の外部充電機器を使用して車両の充電を試みます。

• 車両が充電を開始したら、モバイル コネクターの問題であることが確認できます。
• 車両が充電を開始しないようなら、車両に問題があることが考えられます。

充電ポート入口およびモバイル コネクター ハンドルに障害物がないことを確認してください（必要に応じてフラッシュライトを使
用）。障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってからモバイル コネクター ハンドルを充電ポートに挿入します。
このアラートは通常、外部充電機器と電源に特有のもので、一般の整備で解決できる車両の問題を示すものではありません。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
充電に関する情報は、充電方法 ページ 192 を参照してください。
UMC_w013
壁プラグ アダプター エラー - 充電速度を低下
アダプターをモバイル コネクタに挿入し再試行
このアラートの意味:
モバイル コネクターが壁プラグ アダプターと通信できません。 モバイル コネクターは壁プラグ アダプターの温度を監視できな
いため、充電電流は自動的に 8A に減少します。
対応策:
1. 壁のコンセントから、壁プラグ アダプターを含むモバイルコネクターを完全に抜きます。
2. 壁プラグ アダプターとモバイル コネクター本体の間の接続がしっかりしていることを確認してください。

a. モバイルコネクター本体から壁プラグ アダプターを完全に外します。
b. 壁プラグ アダプターを、所定の位置にカチッと収まるまでソケットに押し込んで、モバイルコネクター本体に完全に再挿入

します。
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3. 壁プラグ アダプターを含むモバイル コネクターを壁コンセントに完全に差し込んで、もう一度充電してみてください。
4. 警告が解消されない場合は、別の壁コンセント アダプターを使用してみてください（アダプターがモバイルコネクターに完全

に接続されていることを確認するには、上記の手順を参照してください）。
a. アラートが表示されなくなった場合は、以前に使用していた AC アダプターに問題がある可能性があります。
b. アラートが続く場合は、モバイルコネクターに問題がある可能性があります。

必要に応じて別の壁コンセント アダプターまたはモバイル コネクターを購入します。
それまでは、同じ機器で充電を続けることができます。この状態が続く限り、充電電流は 8A に制限されるため、充電速度は低下
します。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w014
壁プラグ アダプター エラー - 充電速度を低下
アダプターをモバイル コネクタに挿入し再試行
このアラートの意味:
モバイル コネクターが壁プラグ アダプターと通信できません。 モバイル コネクターは、AC アダプターが接続されているコンセン
トの種類を識別できないため、充電電流は自動的に 8A に減少します。
対応策:
1. 壁のコンセントから、壁プラグ アダプターを含むモバイルコネクターを完全に抜きます。
2. 壁プラグ アダプターとモバイル コネクター本体の間の接続がしっかりしていることを確認してください。

a. モバイルコネクター本体から壁プラグ アダプターを完全に外します。
b. 壁プラグ アダプターを、所定の位置にカチッと収まるまでソケットに押し込んで、モバイルコネクター本体に完全に再挿入

します。
3. 壁プラグ アダプターを含むモバイル コネクターを壁コンセントに完全に差し込んで、もう一度充電してみてください。
4. 警告が解消されない場合は、別の壁コンセント アダプターを使用してみてください（アダプターがモバイルコネクターに完全

に接続されていることを確認するには、上記の手順を参照してください）。
a. アラートが表示されなくなった場合は、以前に使用していた AC アダプターに問題がある可能性があります。
b. アラートが続く場合は、モバイルコネクターに問題がある可能性があります。

必要に応じて別の壁コンセント アダプターまたはモバイル コネクターを購入します。 それまでは、同じ機器で充電を続けること
ができます。この状態が続く限り、充電電流は 8A に制限されるため、充電速度は低下します。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w015
壁プラグ アダプター エラー - 充電速度を低下
アダプターをモバイル コネクタに挿入し再試行
このアラートの意味:
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モバイル コネクターが壁プラグ アダプターと通信できません。 モバイル コネクターは、AC アダプターが接続されているコンセン
トの種類を識別できないため、充電電流は自動的に 8A に減少します。
対応策:
1. 壁のコンセントから、壁プラグ アダプターを含むモバイルコネクターを完全に抜きます。
2. 壁プラグ アダプターとモバイル コネクター本体の間の接続がしっかりしていることを確認してください。

a. モバイルコネクター本体から壁プラグ アダプターを完全に外します。
b. 壁プラグ アダプターを、所定の位置にカチッと収まるまでソケットに押し込んで、モバイルコネクター本体に完全に再挿入

します。
3. 壁プラグ アダプターを含むモバイル コネクターを壁コンセントに完全に差し込んで、もう一度充電してみてください。
4. 警告が解消されない場合は、別の壁コンセント アダプターを使用してみてください（アダプターがモバイルコネクターに完全

に接続されていることを確認するには、上記の手順を参照してください）。
a. アラートが表示されなくなった場合は、以前に使用していた AC アダプターに問題がある可能性があります。
b. アラートが続く場合は、モバイルコネクターに問題がある可能性があります。

必要に応じて別の壁コンセント アダプターまたはモバイル コネクターを購入します。 それまでは、同じ機器で充電を続けること
ができます。この状態が続く限り、充電電流は 8A に制限されるため、充電速度は低下します。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w016
モバイル コネクター制御ボックス高温
最大充電速度低下
このアラートの意味:
モバイル コネクターが制御ボックスハウジング内の高温を検知したために充電電流が一時的に低下しています。
対応策:
モバイル コネクターが何かで覆われていたり、熱源が近くにないことを確認してください。 通常の周囲温度（100°F または 38℃
未満）で問題が解決されない場合は、サービスが必要です。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w017
充電速度が低下 - 壁プラグが高温
壁コンセントおよび配線の点検を推奨
このアラートの意味:
モバイル コネクターによる高温検出アラートは、充電に使用するコンセントが非常に高温になったため、コンセントを保護するた
めに充電が低速になったことを示しています。
これは通常、車両またはモバイル コネクターの問題ではなく、コンセントの問題です。コンセントに高温が発生している原因は、
プラグが完全に差し込まれていないこと、コンセントへの建物の配線に緩みがあること、コンセントが摩耗し始めていることが考
えられます。
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対応策:
アダプターがコンセントに完全に挿入されていることを確認します。充電速度が正常な状態に戻らない場合は、電気工事業者に連
絡し、コンセントおよび建物の配線を調査して必要な修理を行ってください。
コンセントが古くなっている場合は、品質の高いコンセントと交換してください。Tesla ウォールコネクターのアップグレードを
検討してください。利便性および充電速度をさらに向上できます。
UMC_w018
充電電流減少 - ハンドルの温度が高い
充電ハンドルまたはポートに異物がないか確認してください
このアラートの意味:
モバイル コネクターが、車両の充電ポートに接続している充電ハンドルの高温を検出したため、充電電流が一時的に減少していま
す。
対応策:
モバイル コネクターが車両の充電ポート入口にしっかり挿入されていることを確認してください。
充電ポート入口およびモバイル コネクター ハンドルに障害物や水分がないか点検してください。充電ポートまたはモバイル コネ
クターの障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってから、モバイル コネクター ハンドルを再度、充電ポートに挿入します。
さらにモバイル コネクターの充電ハンドルが何かで覆われていたり、熱源が近くにないことを確認してください。
正常な周辺温度（100°F または 38℃未満）でも警告が消えず、複数回充電を試みても発生する場合、モバイル コネクターまたは車
両に影響を及ぼしている状態を示している可能性があります。都合の良いときにサービスを予約することをお勧めします。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
UMC_w019
モバイル コネクターからアダプターまでの接続部が加熱
最大充電速度低下
このアラートの意味:
モバイル コネクターが壁面プラグ アダプターと制御ボックスの間の接続に高温を検知したため、充電電流が削減されました。
対応策:
壁面プラグ アダプターがモバイル コネクターの制御ボックスにしっかり接続していることを確認します。
電源（壁面コンセント）からプラグを抜いたら、壁面プラグ アダプターの接続およびモバイル コネクターの制御ボックスの接続に
障害物や水分がないか点検してください。 
ごみ/異物をすべて取り除くことをお勧めします。障害物を確実に取り除き、水分が乾くまで待ってから、壁面プラグ アダプター
を再度モバイル コネクターに挿入してから、さらに電源（壁面コンセント）に接続します。
さらに壁面プラグ アダプターが何かで覆われていたり、熱源が近くにないことを確認してください。 正常な周辺温度（100°F また
は 38℃未満）でも警告が消えず、複数回充電を試みても発生する場合、モバイル コネクターまたは車両に影響を及ぼしている状
態を示している可能性があります。都合の良いときにサービスを予約することをお勧めします。
また、Tesla スーパーチャージャーまたはデスティネーション  チャージングを使用して車両の充電を試すこともできます。これら
の場所はどれも、車両のタッチスクリーン画面の地図で見つけることができます。詳細についてはマップとナビゲーション ページ 
177 を参照してください。
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モバイル コネクターのステータスライトおよび充電上の問題に関するトラブルシューティングの詳細については、製品のオーナー
ズマニュアルをご参照ください。
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文書の適用可能性
お客様の車両に関する最新かつ重要な情報を得るには、車両の
タッチスクリーンで「コントロール」 > 「サービス」 > 「オー
ナーズマニュアル」の順にタッチしてオーナーズ マニュアルを
表示します。この情報は、購入された機能、車両設定、マーケ
ット地域、およびソフトウェア バージョンに応じた、お客様の
車両に特有のものです。これとは対照的にテスラが提供するオ
ーナー情報は適宜更新されるものであり、お客様の車両に特有
の情報が含まれない可能性もあります。
ソフトウェアのアップデート後に、タッチスクリーンに新機能
に関する情報が表示されます。また、「コントロール」 > 「ソフ
トウェア」 > 「リリース ノート」をタッチすれば、いつでも表
示できます。車両の使用方法に関してオーナーズマニュアルの
内容がリリースノートの情報と矛盾する場合は、リリースノー
トを優先してください。

イラスト
本文書に掲載されるイラスト図は例示のために描かれていま
す。車両のオプション、ソフトウェア バージョン、販売地域に
より、車両のタッチスクリーンに表示される情報は多少異なる
場合があります。

利用できる機能
ご利用になれる機能は車両構成または販売市場地域によって異
なります。オーナー情報でオプションまたは機能が記されてい
る場合がありますが、お客様の車両でご利用になれることを保
証するものではありません。詳細情報については、機能の使用
可否に関する声明 ページ 293 を参照してください。

誤りまたは不正確な記述
すべての仕様および記述は、公開の時点で正確であることを確
認済みです。ただし、改良を続けることが Tesla の目標である
ため、当社はいつでも製品変更を行う権利を留保します。誤
記・脱字の報告やオーナーズマニュアルの品質に関する一般的
なご意見・ご提案は、ownersmanualfeedback@tesla.com ま
でメールにてお願いいたします。

コンポーネントの位置
オーナー情報は、コンポーネントの位置を車両の左側または右
側に示すことがあります。図のように、左 (1) と右 (2) はシート
に座った時の車両の左側、右側を示します。

著作権および商標
© 2012-2024 Tesla, Inc. 本書にあるすべての情報およびすべて
の車両ソフトウェアは、Tesla, Inc.およびライセンス許諾者の著
作権およびその他知的財産権の対象となります。本ガイドは、
Tesla, Inc. およびそのライセンス許諾者の書面による事前の許
可なくして、いかなる部分も改変、複製、複写することを禁じ
ます。詳細情報は要求により入手可能です。Tesla はオープン 
ソースのコミュニティによって 制作されたソフトウェアを使用
しています。Tesla のオープン ソース ソフトウェアについては
ウェブサイトを参照してください http://www.tesla.com/
opensource。HD Radio は、iBiquity Digital Corporation の登
録商標です。以下は、Tesla, Inc. の米国またはその他の国にお
ける商標または登録商標です。

オーナー情報について
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本ガイドに含まれる他のすべての商標はそれぞれの所有者の財
産であり、係る商標の本ガイドにおける使用は、これら製品ま
たはサービスを推奨または是認するものではありません。本書
または車両に表示されている商標を不正に使用することを固く
禁じます。

オーナー情報について
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Tesla は常に変化しており、ソフトウェアのアップデートのたび
に新しい機能が追加され、改良されています。ただし、お客様
の車両で動作しているファームウェアによっては 、すべての機
能が搭載されていない場合や、本オーナーズマニュアルに記載
されたとおりに動作しない場合があります。搭載されている機
能は、販売地域、車両構成、購入オプション、ソフトウェアの
アップデートなどによって異なります。
オーナーズマニュアルでオプションまたは機能が記されている
場合がありますが、お客様の車両でご利用になれることを保証
するものではありません。最新かつ最高の機能を確実に入手す
る最善の方法は、通知を受け取ったらすぐに車両のソフトウェ
アを更新することです。優先設定は、「コントロール」 > 「ソフ
トウェア」 > 「ソフトウェアの優先設定」 > 「詳細設定」でも
設定できます。詳細情報については、ソフトウェア アップデー
ト ページ 201 を参照してください。車両で利用可能な機能に
ついては、常に現地の法律と制限を遵守して、あなた自身や同
乗者、周囲の人々の安全を確保するために、必ず現地の法律や
制限を遵守してください。

機能の使用可否に関する声明
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イベント データ レコーダー（EDR）
Model X には、イベント データ レコーダー（EDR）が装備され
ています。EDR の主な目的は、エアバッグが展開したときや道
路にある障害物との衝突したときなど、事故が起こった状況や
事故が起こりそうな状況で、車両システムがどのように働いた
のかをより理解するのに役立つデータを記録することです。
EDR は、車両ダイナミクスおよび安全システムに関連するデー
タを短時間（通常は 30 秒以下）記録するように設計されていま
す。Model X の EDR は以下のようなデータを記録するように
設計されています。

• 車両の諸システムがどのように機能したか
• 運転席および助手席のシートベルトがバックルに挿入され、

着用されていたかどうか
• ドライバーがアクセルペダルやブレーキ ペダルをどれだけ

押していたか
• 車両の移動速度

このデータは、事故や怪我がどのように発生するのかを理解す
るのに役立ちます。
注: EDR データが記録されるのは重大事故の発生時のみです。
普段の運転時に、EDR でデータは記録されず、個人情報データ

（名前、性別、年齢、事故発生場所など）も記録されません。し
かし、法執行機関などの他の当事者は、EDR データと事故調査
中に定期的に取得した個人識別可能データを組み合わせること
ができます。
EDR で記録されたデータを読み取るには特別な装置が必要であ
り、車両または EDR にアクセスする必要があります。自動車製
造業者に加えて、この特殊な機器を持つ法執行機関など他の当
事者は、車両または EDR にアクセス権があればその情報を読み
取ることができます。衝突事故の状況によっては、Tesla が
EDR に遠隔でアクセスすることがあります。

車両テレマティクス
Model X は、モーター、オートパイロット コンポーネント、バ
ッテリー、ブレーキおよび電気系統を含むさまざまな車両シス
テムからのデータを監視および記録する電子モジュールが搭載
されています。これらの電子モジュールは、ブレーキング、加
速、距離およびその他車両に関連する情報を含む、さまざまな
運転および車両の状態に関する情報を記録します。これらのモ
ジュールは、充電イベントとステータス、各種システムの有効
化/無効化、診断問題コード、VIN、速度、方向および場所など
車両独自の情報も記録します。
車両に保存されるこのデータは、車両の整備中に Tesla サービ
ス技術者によってアクセス 、使用、保存することができます。
または、車両のテレマティクスシステムを 通じて Tesla にワイ
ヤレスで定期的に送信することができます。このデータは次の
ようなさまざまな目的で Tesla が使用しますがこれらに限定さ
れません。お客様に Tesla テレマティクスサービスを提供する
こと。トラブルシューティング、車両の品質、機能、性能の評
価。Tesla およびそのパートナーが車両の改善と設計のために
実施する分析および調査。Tesla の弁護。法律で要求された場
合。車両の整備を通して、Tesla は車両のデータログを調査する
だけで、遠隔から問題を解決できる場合があります。

Tesla のテレマティクスシステムは 、Tesla に情報を定期的にワ
イヤレス送信します。データは前述の通りに使用され、車両を
適切に保守するのに役立てられます。Model X の追加機能によ
り、車両のテレマティクス システムおよび提供される情報を使
用することがありますが、これら追加機能には充電リマインダ
ー、ソフトウェア更新、車両のさまざまなシステムに対するリ
モートアクセスおよび制御が含まれます。
Tesla は、以下の場合を除き車両に記録されたデータを第三者に
開示することはありません:

• 車両の所有者 (またはリース車両の場合はリース会社) から
の同意または合意が得られている場合。

• 警察またはその他の当局により正式に要求された場合。
• Tesla の弁護目的で使用された場合。
• 裁判所により命令された場合。
• 車両所有者の詳細情報または識別情報を開示せずに調査目

的で使用する場合。
• 継承者または譲受人を含む Tesla の子会社、もしくは情報シ

ステム、およびデータ管理プロバイダーに開示する場合。
お客様の車両から収集したデータの Tesla による処理方法のそ
の他の情報については、http://www.tesla.com/about/legal に
ある Tesla プライバシー通知を参照してください。

データ共有
品質保証と、オートパイロットなどの高度機能の継続的な改良
をサポートするため、お客様の Model X から、分析データ、 道
路セグメント データ、診断データ、車両使用データが収集さ
れ、分析のために Tesla に送信されることがあります。Tesla 車
が運転された膨大な走行距離の実績により、この分析を Tesla 
による製品とサービスの改善に役立てることができます。
Tesla は、このデータを同様のデータを提供するパートナーと共
有しますが、収集した情報でお客様の身元が特定されることは
なく、収集した情報はお客様の明示的な同意によってのみ送信
されます。お客様のプライバシー保護のため、個人情報は記録
されることはなく、プライバシー保全技術の下で扱われ、ある
いは Tesla に送信される前にすべてのレポートから削除されま
す。お客様は、「コントロール」 > 「ソフトウェア」 > 「データ
共有」にタッチすることで、共有するデータを管理できます。
お客様の車両から収集したデータの Tesla による処理方法のそ
の他の情報については、http://www.tesla.com/about/legal に
ある Tesla プライバシー通知を参照してください。
注: ただし、本文書に記載されているように、Model X は運転と
操作に関連して GPS を使用していますが、Tesla は衝突事故が
発生した場所を除き、車両固有の GPS 情報を記録または保存し
ません。このため、Tesla は車両の位置に関する履歴情報を提供
することはできません（例えば特定日時に Model X が駐車/走行
していた場所についての記録を Tesla は取りません）。

品質管理
オドメーターの表示は Model X の納車時に若干の数値 (数 マイ
ル/km) を示していることがあります。これは、Model X の品質
を保証するための包括的テスト プロセスの結果です。

免責事項
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テスト プロセスには、生産中および生産後の広範囲な検査が含
まれます。最終検査は Tesla で実施され、技術者が実施するロ
ードテストが含まれます。

サウンド ライブラリ
「無料サウンド ライブラリ」（装備されている場合）

無料のサウンド エフェクト サイトです。
ライセンス: Attribution 4.0 International (CC BY 4.0)。あなた
は、商用または非商用目的のマルチメディア プロジェクトに、
サウンド エフェクトを使用することを無料かつロイヤリティ 
フリーで許可されています。
http://www.freesoundslibrary.com

カリフォルニア州プロポジション 65
警告: 乗用車またはオフハイウェイ指定車両の運転、サー
ビスおよびメンテナンスに際しては、カルフォルニア州
で発がんおよび先天性欠損症またはその他の生殖器機能
不全の原因として知られているフタル酸エステルおよび
鉛に曝されるおそれがあります。曝される危険性を最小
限にするには、作業中に手袋を着用したり、まめに手を
洗うなどしてください。詳細な情報については、次のリ
ンク先をご参照ください。www.P65Warnings.ca.gov/
passenger-vehicle。
警告: エアバッグ モジュールやシートベルト プリテンシ
ョナーなど、この車両の特定のコンポーネントには、過
塩素酸塩物質が含まれることがあります。整備および、
耐用期間終了後の廃棄には特別な取り扱いが求められま
す。詳細は、www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/
perchlorate をご覧ください。
警告: バッテリー ポスト、端子、関連アクセサリーには鉛
および鉛化合物が含まれます。取り扱い後には手を洗っ
てください。

免責事項
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Tesla に連絡する
お客様の Model X に関する詳細を見るには、http://
www.tesla.com に進んでお客様の Tesla ｓアカウントにログイ
ンするか、アカウントをお持ちでない場合は新規でサインアッ
プしてください。
Model X についてご質問や懸念がある場合は、米国、カナダ、
またはプエルトリコでは 1-877-79TESLA（1-877-798-3752）、
メキシコでは 1-800-228-8145 までご連絡ください 。
注: また、音声コマンドを使用して Tesla にフィードバックを与
えることもできます。「 「レポート」」、「「フィードバック」」ま
たは「「バグレポート」」と発話し、簡単なコメントを言ってく
ださい。 Model X 現在のロケーション、車両の診断データ、お
よびタッチスクリーン、およびインストゥルメンタル パネルの
スクリーンショットを含むシステムのスナップショットを取
得。Tesla は定期的にこれらの情報を確認し、Model X の継続的
な改良に利用します。

安全上の不具合を報告する - 米国
お客様の Model X に衝突事故、またはけがや死亡の原因となり
得る不具合があるとお考えの場合は、ただちに Tesla にお知ら
せいただくとともに、国家道路交通安全局 (NHTSA) にも連絡し
てください。
NHTSA が同様の苦情を複数受けた場合は、調査を開始すること
があります。一定の車両に安全上の不具合があることが判明し
た場合、リコールや修理キャンペーンを指示することがありま
す。ただし、NHTSA はお客様、ディーラーまたは Tesla との間
の個別の問題には関与できません。
NHTSA に問い合わせるには、フリーダイアル 1-888-327-4236、
Vehicle Safety Hotline（TTY: 1-800-424-9153）に電話で問い合
わせるか、www.safercar.gov にアクセス、または以下の所在地
までお手紙でご連絡ください。Administrator, National 
Highway Traffic Safety, 1200 New Jersey Avenue SE., 
Washington, DC 20590.その他、自動車の安全に関する情報は、
www.safercar.gov から得ることもできます。

安全上の不具合を報告する - カナダ
お客様の Model X に衝突事故、またはけがや死亡の原因となり
得る不具合があるとお考えの場合は、ただちに Tesla にお知ら
せいただくとともに、カナダ運輸省にも連絡してください。To 
contact Transport Canada, call their toll-free 
number: 1-800-333-0510.

安全上の不具合を報告する
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キーおよびパッシブロック解除システム
FCC 認証
モデル番号 製造者 周波数 テスト済み
キーフォブ 1048598 Tesla 2.4 GHz 米国

カナダ
メキシコ

台湾

WC1 Tesla 127.7KHz グローバル
上記の装置は、FCC 規則パート 15 およびカナダ政府産業省のライセンス適用免除 RSS 標準、EU 指令 2014/53/EU に適合していま
す。
1. 本装置は有害な干渉を引き起こしてはならない。
2. 本装置は、望ましくない動作の原因となる干渉を含む、本装置が受けたいかなる干渉も受け入れなければならない。
Tesla が明示的に承認していない変更または修正を行った場合、本装置を操作するお客様の権限が無効になる可能性があります。
La Operación de Este Equipo no está Sujeta a las dos following conditions:
1. Es Posible Que Este Equipo o Dispositivo no causar interferencia perjudicial.
2. Este Equipo o Dispositivo debe Aceptar Cualquier interferencia. Incluyendo La Que Pueda causar do Operación no 

Deseada.
放射線被ばくに関する声明

本製品は、低電力消費のワイヤレス電力伝送に関する、FCC/IC 無線周波数暴露規則に準拠しています。無線周波数暴露制限は制御
されていない環境のために定められており、本マニュアルに記載されている目的の操作を安全に行うためのものです。適合の確認
は、人体と機器を 20 cm 以上離して実証されています。機能が使える場合には、機器の出力を下げます。

IC 認証
以下の装置がカナダ国内で使用される車両内で使用されます。

• キーフォブ モデル番号: 1048598（2.4 GHz）
• キーフォブ メーカー: Tesla

IC 20098-1048598 により、本装置はカナダ政府産業省のライセンス適用免除 RSS 標準に適合しています。操作には以下の 2 つの
条件が適用されます。
1. 本装置は有害な干渉を引き起こしてはならない。
2. 本装置は、望ましくない動作の原因となる干渉を含む、本装置が受けたいかなる干渉も受け入れなければならない。
Le présent appareil est conforme aux CNR d'Industrie Canada applicables aux appareils radioexempts de 
licence.L'exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes :
1. l'Appareilne doit pas produire de brouillage, et
2. l'Utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage est susceptible d'en 

compromettre lefonctionnement.
Cet équipement est conforme aux limites d’exposition aux rayonnements IC établies pour unenvironnement non contrôlé.

認証適合性
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Déclaration d'exposition aux radiations:
Le produit est conforme à l'exposition RF IC pour le transfert de puissance sans fil de consommateurs de faible puissance. La 
limite d'exposition RF fixée pour un environnement non contrôlé est sans danger pour le fonctionnement prévu tel que décrit 
dans ce manuel. L'exposition RF supplémentaire que la conformité a été démontrée à 20cm et plus de séparation du corps de 
l'utilisateur ou de mettre l'appareil à la puissance de sortie inférieure si une telle fonction est disponible.

IC 認証
La Operación de Este Equipo no está Sujeta a las dos condiciones siguientes:
1. Es Posible Que Este Equipo o Dispositivo no causar interferenciaperjudicial.
2. Este Equipo o Dispositivo debe Aceptar Cualquier interferencia. Incluyendo La Que Pueda causar do Operación no 

Deseada.

中央ボディ コントローラー
FCC 認証
モデル番号 製造者 MHz / GHz テスト済み
中央ボディ コントローラ 1031503 Tesla 315 / 2.4 米国

カナダ

FCC ID 2AEIM-1031503 により、上記装置は FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作には以下の 2 つの条件が適用されます。
1. 本装置は有害な干渉を引き起こしてはならない。
2. 本装置は、望ましくない動作の原因となる干渉を含む、本装置が受けたいかなる干渉も受け入れなければならない。
Tesla が明示的に承認していない変更または修正を行った場合、本装置を操作するお客様の権限が無効になる可能性があります。

IC 認証
以下の装置がカナダ国内で使用される車両内で使用されます。

• 中央ボディ コントローラー モデル番号: 1031503 (315 MHz / 2.4 GHz)
• 中央ボディ コントローラー 製造者: Tesla

IC 20098-1031503 により、本装置はカナダ政府産業省のライセンス適用免除 RSS 標準に適合しています。操作には以下の 2 つの
条件が適用されます。
1. 本装置は有害な干渉を引き起こしてはならない。
2. 本装置は、望ましくない動作の原因となる干渉を含む、本装置が受けたいかなる干渉も受け入れなければならない。

一体化コンポーネント
中央ボディコントローラーは、その他のインテリア トリム コンポーネントの周囲に固定された車両に主要な部分の一つです。中央
ボディコントローラーは、一体化コンポーネントとして使用するよう設計されており、個別の販売や取引はできません。

タイヤ空気圧監視システム
FCC ID: TZSTPMS201、Z9F-201FS43X

認証適合性
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IC ID: 11852A-201FS4X
タイヤ空気圧監視システム（TPMS）は FCC 規則のパート 15 およびカナダ　イノベーション・科学・経済開発省の RSS-210 に準
拠しています。操作には以下の 2 つの条件が適用されます。
1. 本装置は有害な干渉を引き起こしてはならない。
2. 本装置は、望ましくない動作の原因となる干渉を含む、本装置が受けたいかなる干渉も受け入れなければならない。
Tesla が明示的に承認していない変更または修正を行った場合、本装置を操作するお客様の権限が無効になる可能性があります。

HomeLink
この装置は、FCC 規則のパート 15、RSS-210 Industry Canada および　EU Directive 2014/53/EU に準拠しています。
操作には以下の条件が適用されます。

• 本装置が有害な干渉を引き起こさないこと。
• 本装置は、望ましくない動作の原因となる干渉を含む、本装置が受けたいかなる干渉も受け入れなければならない。

製造者あるいは Tesla が明示的に承認していない変更または修正を行った場合、本装置を操作するお客様の権限が無効になる可能
性があります。

無線周波数情報
本装置はテスト済みであり、FCC 規則のパート 15 に従って、クラス B デジタル装置の制限に準拠することが確認されています。
これらの制限は、住宅への設置において有害な干渉に対して適切な保護を行うことを目的としています。本装置は無線周波エネル
ギーを発生および使用し、また放射することがありますので、指示に従って設置および使用しない場合、無線通信に対して有害な
干渉を発生する可能性があります。ただし、特定の設備において干渉が発生しないという保証はありません。本装置がラジオまた
はテレビの受信に対して有害な干渉を発生する場合 (本装置のスイッチのオンオフで判断可能)、以下の方法の 1 つまたは複数を行
って干渉の修正を試みてください。

• 受信アンテナの方向または場所を変更する。
• 本装置と受信機との距離を広げる。
• 装置を受信機が接続されている回路と別の回路のコンセントに接続する。
• ディーラーまたは経験のあるラジオ / テレビ技術者に相談する。

認証適合性
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記号
温度: , , , 

車内、調整: 
タイヤ: 
暖房装備: 
バッテリー (高電圧)、限界: 

エクステリア: , , , 
概要: 
クリーニング: 
自動車用カバー: 
つや出し、補修塗り、修理: 

ゲーミングコントローラー: 
安全情報: , , 

エアバッグ: 
シートベルト: 
チャイルドシート: 

引き上げ: 
運転中: , 

座位置: 
始動: 

過給: 
アイドル手数料: 
混雑時料金: 
従量制プラン: 
説明: 

機能の使用可否: 
緊急ブレーキ操作: 
緊急車線逸脱防止: 
高さ調整（サスペンション）: 

無効化（ジャッキモード）: 
高電圧: , , 

安全性: 
コンポーネント: 
バッテリーの仕様: 

仕様: , , , , , , , , 
高電圧バッテリー: 
サスペンション: 
サブシステム: 
ステアリング: 
タイヤ: 
低電圧バッテリー: 
トランスミッション: 
ブレーキ: 
ホイール: 
モーター: 

自動緊急ブレーキ: 
自動車線変更: , 
車線逸脱防止: 
車線変更、自動: 

充電: , 
充電ステータス: 
充電設定: 
スケジューリング: 
手順: 

充電中: , 
公共充電ステーション: 
コンポーネントおよび機器: 

出発予定時刻: 
使用: 

商標: 
衝突回避アシスト: 
障害物検知走行モード: 
常時接続、設定: 
制限速度警報: 
正面衝突警告: 
絶対速度制限: 
相対速度制限: 
側面衝突警告: 
速度制限との差: 
著作権: 
電源管理: 
電話: , , , , , , , , 

アプリ: 
受話: 
接続中: 
通話中オプション: 
通話の履歴: 
発話: 
ハンドルのボタン: 
ペアリング: 
連絡先のインポート: 

動かしている: 
航続距離を最大限に伸ばすヒント: 

認証、CE: 
認証、FCC: 
認証、IC: 
認証、NCC: 
範囲: , 

回生ブレーキ: 
最大限に伸ばす運転のヒント: 

保守: , , , , , , , , , 
ウォッシャー液、補充: 
ウォッシャー液噴出口、清掃: 
クリーニング: 
タイヤ: 
定期サービス: 
定期的なチェック: 
フルード交換間隔: 
毎月のチェック: 
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毎日のチェック: 
ワイパー ブレードの交換: 

隣接する車線の走行速度: , 
連絡先: , 

テスラ: 
ロードサイドアシスタンス: 

数字
3 列目シートの、乗り方: , 
A
ABS（アンチロック ブレーキシステム）: 
B
Bluetooth: 60, 62, 185

一般情報: , 
デバイス、オーディオ ファイルの再生: 
電話、ペアリングと利用: 

C
CCS (コンボ): 
CHAdeMO: 189
E
EDR（イベントデータ記録）: 
F
FCC および IC の認証: 
full self-driving: 135
G
GAWR: 223
GVWR: 223
I
ISOFIX/LATCH 対応チャイルドシート、取り付け: 
J
J1772: 189
K
kautosteer on city streets: 135
L
LATCH/ISOFIX 対応チャイルドシート、取り付け: 
N
NHTSA、への連絡: 

P
PIN: 90
R
RFID トランスポンダー: 
T
Teslacam: 162, 164
Tesla プロフィール: 
TPMS: 208

概要: 
TPMS、FCC 認証: 
U
USB ポート: 
USB 機器: 

接続中: 
USB フラッシュドライブ: , , 
W
Wi-Fi への接続: 
Wi-Fi への接続: 
あ
アーケード: 
アクセサリー: 

電源ソケットへの差し込み: 
アクセサリ キャリア: 
アプリ: 
アラーム: , 
安全上の不具合、報告: 
アンチロック ブレーキ（ABS）: 
い
イージーエントリー: , 
イージーエントリー、ドライバーのプロフィール: 
インストゥルメントパネル: 

クリーニング: 
インストゥルメントパネル、概要: 
インテリア: , , 

温度コントロール: 
概要: 
クリーニング: 

インテリア（寸法）: 
インテリア仕様: 
イベントデータ記録: , 
う
ウィンカー、ライト: 
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ウィンド ウォッシャー液、補充: 
ウォール コネクター: 
ウォッシャー、使用: , 
ウォッシャー液、補充: 
ウォッシャー液噴出口、清掃: 
え
エアコンを ON のままにする: 
エアバッグ（位置）: 
エア フィルター: 
エアロ カバー: 
衛星ラジオ: 
エクステリア（寸法）: 
エネルギー: 

回生ブレーキの効果: 
エネルギー、航続距離情報: 
エネルギー アプリ: 
エネルギー使用予測（ナビゲーション）: 
エネルギー節約モード: 
お
追い越し加速: , 
往復にかかるエネルギー（ナビゲーション）: 
往復にかかる予想エネルギーの常時表示: 
オーディオ: , , , , 

音量調節: 
設定: 
ハンドルのボタン: 
ファイルの再生: , 

オートステアリング: , 
オートナビゲーション: 

ナビゲーション: 
オートパーキング: 
オートパーキングを使用した駐車: 
オートパイロット: , , , , , , , , , , 

オートステアリング: , 
オートパーキング: 
サモン: 
スピードアシスト: 
トラフィックアウェア クルーズコントロール: , 
概要: 
自動緊急ブレーキ: 
自動車線変更: 
衝突回避アシスト: 
制限速度警報: 
正面衝突警告: 
側面衝突警告: 
速度制限内で走行: 
追い越し加速: , 

オートパイロット コンポーネント: 

オートパイロット ナビ走行: , 
オートブレーキホールド: 
オーナー情報について: 
オール シーズン タイヤ: 
お気に入り（ナビゲーション）: 
お気に入り（メディアプレイヤー）: 
お楽しみ: 
オドメーター: 
オフピーク充電: 
おもちゃ箱: , 
音声コマンド: 
温度、外: 
オンライン ルート案内: 
音量調節 (メディア): 
音量調節: 
か
カーゴエリア: 
カーペット、クリーニング: 
外形寸法: 
回生ブレーキ: 
改造: 
荷重限度: 
カップホルダー: 
カナダ運輸省、連絡する: 
加熱: 
カメラ、後ろ向き: 
貨物量（仕様）: 
カラーライザー: 
カラオケ): 
カリフォルニア州プロポジション 65: 
ガレージ ドア、開く: 
カレンダー: 
換気: 
寒冷環境におけるベストプラクティス: 
寒冷地設定: 
き
キー: , , 

使用法: 
追加の注文: 
バッテリーの交換: 

キー フォブ: 
キーフォブが車内にない: 

キーフォブが動作しないときのアンロック: 
キーレスエントリー: 
機能、新しいものをダウンロード: 
キャビン エア フィルター: 
キャンプ: 
緊急灯: 
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緊急時に内部からドアを開く: 
勤務先位置: 
く
空調: 
空調コントロール: 
クリーニング: 
クリープ: 
クルーズコントロール: , 
車に何がついてるって？: 
グローブボックス: 
グローブボックス PIN: 
け
警告用フラッシャー: 
携帯電話アプリ: 
ゲート、開く: 
けん引: , , 
けん引ガイドライン: 
けん引能力: 
けん引ヒッチ、接続: 
けん引ヒッチ、切断: 
けん引ボルト、位置: 
けん引モード: 
けん引用トレーラーブレーキ: 
けん引ラベル: 
こ
公共充電ステーション: 
降車後オートロック機能: 
工場出荷デフォルト、復元: 
工場出荷時リセット: 
航続距離、インストゥルメントパネルに表示: 
後方カメラ: 
個人情報、消去: 
コンソール: , , 

USB ポート: 
カップホルダー: 
低電圧電源ソケット: 

コンディショニング: 
さ
サービスの予約: 
最近の使用履歴（ナビゲーション）: 
最近の履歴（メディアプレーヤー）: 
最低地上高: , 
サイド カメラ: 
サイドクリアランス（サモン）: 
坂道、で停止する: 
サスペンション: 

サスペンション、エア: 
サスペンション、減衰: 
サスペンション、車高自動上昇: 
サスペンションの仕様: 
サマー タイヤ: 
サモン: 
サモン距離: 
サモンを使用した駐車: 
サン バイザー: 
3 列目シート、折りたたみと引き上げ: 
し
シート: , , 

調整: 
ヒーター: 

シート、2 列目: 
シートカバー: 
シートヒーター: 
シートベルト: , , , , 

概要: 
クリーニング: 
衝突した場合: 
妊娠中の女性が着用するとき: 
プリテンショナー: 

指示、けん引: 
自宅位置: 
自転車キャリア: 
始動: 
自動車用カバー: 
車高、エア サスペンション: 
車高調整、エア サスペンション: 
車体の修理: 
ジャッキアップ: 
ジャッキモード: 
車内温度コントロール: 
車両識別番号（VIN）ラベル: 
車両識別ラベル: , 
車両積載量: 
車両総重量: 
車両に名前を付ける: 
車両の状態、表示: , 
車両の名前を変更する: 
車両の輸送: 
車両のライト: 
車輪止め: 
ジャンプスタート: , 
充電ステーション、地図に表示: 
充電ポイント、検索: 
充電ポート: 
充電ポート手動リリース: 
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充電ポート ライト: 
充電ポート リリース ケーブル: 
充電予約: 
瞬間値: 
仕様（エクステリア）: 
仕様（寸法）: 
乗員の識別: 
消去とリセット: 
乗車後カレンダーを表示: 
消費量チャート: 
情報、電波規制: 
ショートカット: , 

タッチスクリーンの再起動: 
マイ アプリに追加: 

暑熱環境におけるベストプラクティス: 
所有権の変更: 
SiriusXM: 185
信号機と一時停止のコントロール: 
侵入検出: 
す
水没車両: 
スーパーチャージャー、地図に表示: 
スケジューリング: 
スタッドレス タイヤ: 
スタビリティ コントロール: 
スタンバイ: 
ステアリング、自動: , 
ステアリングの仕様: 
ストップモード: 
スピードアシスト: 
スポイラー: 
スマート サモン: 
寸法、オーバーハンド: 
せ
整備データ記録: , 
セキュリティ設定: 
設定、消去: 
セルフレベリング: 
洗車: 
セントリーモード: 
そ
走行後オートロック: 
ソフトウェア アップデート: 
ソフトウェアのアップデート優先設定: 
ソフトウェアの再インストール: 
ソフトウェア リセット: 

た
タイ ダウン ストラップ: 
タイヤ: , , , , , , , , , , , , , , , , 

圧力、表示: 
オール シーズン: 
温度等級: 
空気圧、チェック方法: 
交換: 
サマー: 
仕様: 
スタッドレス: 
タイヤ センサーの交換: 
タイヤのマーキング: 
チェーン: 
点検と保守: 
トラクション等級: 
トレッド磨耗: 
バランス調整: 
品質等級基準: 
ホイール設定: 
ローテーション: 

タイヤ空気圧、けん引時: 
タイヤ空気圧、チェック: 
タイヤ空気圧、表示: 
タイヤ空気圧監視システム、FCC 認証: 
タイヤと荷重載情報ラベル: 
タイヤのノイズ: 
タイヤのローテーション: 
タイヤ空気圧監視システム: 

概要: 
ダッシュカム: 
ダッシュボードの概要: 
タッチスクリーン: , , , , 

概要: 
クリーニング: 
再起動: 
ショートカットを追加: 
ソフトウェア アップデート: 
停止: 
マイ アプリをカスタマイズ: 
無反応: 
メイン: 
リア: 
表示設定: 

タッチスクリーンの再起動: 
ち
チェーン: 
地図の更新: 
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地図の向き: 
チャイルド ロック: 

リアウィンドウ スイッチをロックする: 
チャイルドシート - 取付および使用: 
チャイルドロック: 

リフトゲートとリア ドア ハンドルの無効化: 
駐車、けん引時: 
つ
追跡無効: 
通気口、調整: 
て
定員: 
定格総軸荷重: 
定期サービス: 
データ共有: 
データ記録: , 
適切な座位置: 
デバイス: , 

Bluetooth、オーディオ ファイルの再生: 
接続中: 

テレマティクス: , 
電気式パーキング ブレーキ: 
電源ソケット: 
電源のオン/オフ: 
電動リフトゲート: 
電力切れ: , 
と
ドア: , 

内側から開ける: 
電力がない状態で開く: 

ドア シール: 
クリーニング: 

ドア、開く: 
ドア アンロックモード: 
ドアのキャリブレーション: 
ドアのロックとロック解除: 
ドア ラベル: 
統一タイヤ品質等級基準: 
ドッグ: 
ドライバー: , 

シートの調整: 
プロフィール: 

ドライバーアシスト: 
ドライブモード、切り替え: 
ドライブモード、ドライブ: 
ドライブモード、ニュートラル: 
ドライブモード、パーキング: 

ドライブモード、リバース: 
ドライブモードの切り替え: 
ドライブ用 PIN: 
トラクションコントロール: 
トラフィックアウェア クルーズコントロール: , 
トランク、フロント: 
トランク、リア: , , 

チャイルドロック: 
内部ハンドルの無効化: 

トランスポンダー、取り付け: 
トランスミッションの仕様: 
トリップ メーター: 
トリップ チャート: 
トリップ プランナー: 
トルクの仕様: 
トレーラーのけん引: , 
の
納車走行距離: 
納車後の走行距離: 
は
パーキング アシスト: 
パーキング時のロック解除: 
パーキング ブレーキ: 
排気コントロールラベル: 
ハイビーム ヘッドライト: 
ハザード: 
ハザードライト: 
バッテリー (キー)、交換: 
バッテリー (高電圧): , 

温度限界: 
仕様: 

バッテリー（低電圧）: , 
完全放電: 
仕様: 

ハブ キャップ: 
バレーモード: 
パワー: 

回生ブレーキの効果: 
パワーウィンドウ: , 
パワーサイクリング: 
ひ
ビデオ クリップ: 
表示設定: 
ふ
ファームウェア (ソフトウェア) アップデート: 
ブームボックス: , 
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部品の交換: 
ブラインドスポットカメラ: 
ブラインドスポット衝突警告: 
ブラインドスポット衝突警告チャイム: 
フラッシャー、ハザード: 
フラッシュ ドライブ: , 
フルード: 

交換間隔: 
ブレーキをかける: , , 

概要: 
緊急時自動作動: 
仕様: 

フロア マット: 
プロポジション 65: 
フロントおよびリア シート: 
フロントトランク: , 

電力がない状態で開く: 
へ
平均値: 
ヘッドライト、オートハイビーム: 
ヘッドライト、ハイビーム: 
便利な検索機能: 
ほ
ホイール: , , , , 

アライメント: 
エアロ カバー、取り外しと取り付け: 
交換: 
仕様: 
トルク: 
ラグ ナット カバー、取り外しと取り付け: 

ホーム: 
画面: 
ボタン: 

HomeLink: 64, 141, 299
FCC の認証: 
サモン使用時: 
プログラミングと利用: 

ホールド: 
ホーン: 
歩行者警告: 
ボディ補修塗り: 
ボディの補修塗り: 
ボンネット: , 

電力がない状態で開く: 
ま
マイ アプリ: 
マット: 

み
ミラー: 
め
メディア: , , 

設定: 
ソース、表示および非表示: 

も
モーターの仕様: 
モバイル アプリ: 
モバイルアプリアクセス: 
モバイルコネクター: , 

使用: 
説明: 

ゆ
輸送: 
輸送モード: 
よ
腰部調節: 
ら
ライト、インテリア: 
ライト、エクステリア: 
ライト、ハザード: 
ライト、フォグ: 
ライト、ルーム（マップ）: 
ライブカメラの表示: 
ラグ ナット カバー: 
ラジオ: , 
ラベル: , 

車両識別: 
タイヤと荷重載情報: 

り
リア ビュー カメラ: 
リアウィンドウ スイッチ、ロックする: 
リアシート、アクセス: , 
リフトゲート: , 

開放時の高さ調整: 
開く: 

料金徴収システム トランスポンダー、取り付け: 
リリース ノート: 
る
ルート変更: 
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レーンアシスト: 
レンジプランナー: 
レンジモード: 
ろ
ロードサイドアシスタンス: 
ロール: 
録画: , 
ロケーション追跡: 
わ
ワイパー デフロスター: 
ワイパー、霜取り: 
ワイパー、使用: 
ワイパー ブレード、交換: 
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